pd 人 。 


し 


) 還 較 『 ん バ 内 に 


~ 令 コ 機 申 界 ガ リア ン 
「PANZER BLADE」 
ーー 一 自 い 谷 の 攻防 

学 g,HUU 
自 い 谷 の 攻防 を 主 テ ー マ と し て 、 
ボー ダー 軍 と マー ダル 軍 の 戦い を 
機甲 兵 を 中 心 と し て ゲー ム 化 


和 、 = 


蒼き 流 時 レイ ズ ナ ー 叶 
「6・P・ 征 」 \4.000( 予 ) 

| 話 か ら 24 話 まで の SPT 同 士 の 宇宙 空間 に お 
ける 戦闘 を ゲー ム 化 。 マ ッ プ を 2 組 づ つ 使っ 

た スク リー ン シ ス テム を 採用 。 


次 回 作品 / 


ジェ ッ ト ・ フ ァ イ タ ー 文 日 本 戦国 ボ シ リー ズ 
現代 空中 戦 の NEW GAME 6 月 末 "信玄 上 洛 "” 6 月 末 
ポト ムズ ・ ク メン 編 6 月 文 機動 戦士 アア ガン ダム 月 


鳩 蒼 友 夫 史 ク 


HG-05IR(\4,000) 

ロー ズ ト ウゥ ロード 

HG-052R(\4,200) 計 対 に | PE “ HG-050 \2,400 
ペー バー ペド HG-049 \4.500 HG-II9 。\3.800 の 


エイ リア ン シ ー ト ゃ アリ ツン * 率 村 外 伝 " 
「【a ) Tsukudla 


C 登 1985me 3 
で 。 シミ ュ レ ーション グ ゲーム マガ ジン (タク テク ス 》 _ 二 7 


@(AH〉“ タ イタ ン の 控 " プ レイ レポ ー ト 


肖 任 7 ファ ソノ タツ ソー ボー ド ゲ ー ム は ツ ミ ュ ル ー ツ ョ ソン ゲ - ム 結末 を 予言 する が 7 !Mt 和 19 
剣 と 魔法 と 名 誉 と 金 と タ ーーーーーー 時 


@ 勝 利 条 件 に 見 る (AH〉“ 侯 と 魔法 の 国 ” 


超 ワ イド リプ レイ 


侯 の よ 軸 遇 の 


GDW? ヨ ー ロ (ローマ: 傘 川 潔 山下 凍 問 内 CCCCGCDLLCCCCCCCCCCCCCCCCCCECCCCP B7 


4 Fall or home 5a-BB 68-BB ” 上 
アバ ロン ヒル 日 本 語 ル ー 人 


| ee pr 3 イ / \ ルウ オー” コー | ドーーーー た 
7 ツー クリ ー ゲ ツナ リ 】 柱 crceee ・ 議 識 


に 前 -。 コ こ WE の 時 TBTIDOTaB6Tg の 月 
nl 隊 琴 細 議 ギ ギ か 本 か で は あり ませ ん アド ooo 

BSttlg OFive Anlgl PGIfio War 5an INTHE ロ 情報 コー ナー 1 まお 2 

ctuary/ Colonial Conauest/FirB POWer スウ ォ ー ノ / 現代 大 戦略 パワ ー ア ッ プ セッ トノ フリ ー ト バト ルズ ン ノ 


拓 War In the East 素 回 語 2 EE を 1 
還 和 スモ レン スク 会 戦 .] 山下 竜二 ……… 


ロー ルプ レイ ング 息 第 15 回 . 上 TSC 
' RU 4 レフ リー ー- と プレ イヤ - の 『 備 兵部 隊 」 ………… Stion & Answv@ers 
で 。 和 CCO め っ 5 
ロー マ 電 国 の 滅亡 ニッ クイ ング イン ワー ルド P 


Motion Pictures Field 大 見 雅彦 ーー 33 形 松 郁 男 PE まして CPLDLYCELYALOOOL YKKKK こ SO 38 


ジャ ー ナ ル ・ コ ー ナ ー 人 し 4 ダイ ナム の クリ ス ダ ル …………… 48 ルル イ 
シン RE 48 プロ 野球 ゲー ム ニ ュ ー ス ………… 5 和田 密 クリニック スキー に リー ダコ 


クイ ズ ・……70 ヨー ロッ パ ジ ャ ン クジ ション イタ リア の 人 本 …………… 


海外 提携 誌 ジェ ネ ラ ル 誌 / ヒ ー ロ ー ズ 誌 / が ・ ウ ォ ー ゲ ー マ ー 編集 人 : 斉藤 純 編集 : の 1 ed 十 栗 田 祥 男 士 武田 敏和 裕士 石 川 明 十 桜 井 真 一 
才 グ グル ナディ ア 千 8 を 邊 ゲー ムー ニュ ー ス 0 ファ イア & レイ アウ ト : 中原 昭 次 山内 英 国 夫 イラ スト : 上 田 信 山田 尊 宮内 秀明 飛 松 孝男 
| ムー ヴ メ ント 誌 大 陸軍 は お 休み し ます 。 表紙 イラ スト : 高橋 秀勝 写真 人 広田 厚司 


[le Ia 


ー 水 山 の 一 崩 
月 は タク テク ス 30 号 で 行なっ た アン ケー ト か ら で ず 。 


タク テク ス 愛 読者 アン ケー ト 集 請 
この 質問 は 読者 の 方 か ら の 投稿 を 採用 させ で いた だ きま 


「 < が 
し た 。 今後 と も この コー ナー で 聞い て みた い 人 質問 、 ざ 疹 | ギ か 」 カ 」 で は あり ませ ん / 


見 、 ご 感想 な ど が あり まし た ら ど ん どん お 寄せ 下さ い 。 今岡 の 質問 は 宇部 市 の M・H さ ん か ら 寄 せら れ た お 手紙 を 参考 に 議 
採用 され た 方 に は 記念 唱 を お 送り し ます 。 TA6 編 で ぜ ア レン ジ し 直し て 使わ せ て 頂き まし た 。M・H さ ん の 質問 ( 調 


ーー 言 静 の まう な も の で し た 。 呈 ミ を 
ゲー ム の 終 航 、 サ イコ ロ を 振れ ば 50% 勝 利 、50% 敗 北 、 振 ら な けれ ぽ あな は 失敗 する 確率 が 非常 に 高く 、 また それ に 伴う 危険 が 大 きい 
引き 分 け と いう 状況 で す 。 あな だ は -…… 


人 用. で 運 き えよ けれ ば と 思 つ て その 作戦 を 軽 マ ぐ レ ご 実行 し 、 失 奴 じ 記 
サイ コロ を 振っ て 員 け て も 、 勝 利 を めざし だ 自分 を 誇り に 思う 。 


で も 、 運 ガ 陳 か っ だ と 言 つ て が だ ず け て し まう 亡 で す ガ 。 3 
サイ コロ を 振 つ て 負け だ ら 、 や め て お け ば よ か が つ だ と 思う 。 


静 少 = ミュ アン ス が 変わ っ て し まっ た か も し れ ま せん が 、 回 答 さ れ 類 
全 き ん か ら は 様々 が ご 意見 が 寄せ られ まし た 。 ま ず は 年 齢 別に 見 て 


サイ コロ を 振ら な い 。 
サイ コロ を 振っ て 負け て サイ コロ を 振っ て 負け た | サイ コロ を 振ら な い 。 ーー 
も 、 勝 利 を めざし た 自分 | ら 、 や め て お け ば よかっ 5、 Two 生ま 
を 誇り に 思う た と 思う 。 る 人 は 、 TAC 編 の 予想 よ J) ず い 分 
ーー そ 多かっ た よう で す 。 や め て お け ぱ ば 


よかっ た と 思う 人 より は サイ コロ 
を 振ら な い 人 の 方 が 多い だ ろう と 


全体 思っ た の で す が 、84%% の 人 が サイ 
コロ を 振る と いっ て いま す 。 

15 歳 以下 年 齢 列 で は あま り 大 き な 差 は で 

ませ ん で し た 。 た だ 特徴 的 だ っ だ 

の は 、 や め て お け ば よかっ た と 軸 

16 歳 18 歳 う 人 の 割合 が 、 年 齢 が 上 が る に つ 

れ て 減少 し て いる こと 。 世間 の 蒲 

19 歳 2 波 に も まれ て 肝 が すわ っ て きた な 人 

2 大 が 多い と いう こと で し ょ うか が 。 導 

に サイ コロ を 振ら な いと いう 入 ぼ 

23 歳 以上 年 齢 が 上 が る に つれ て 増え て いる 


よう で す 。 


プ 7z7C  】 の 86 


⑯ イ ギリ ス 地 上 軍 ス タン リー 砲撃 開始 一 フォ ー ク ラン ド 紛 争 (1982 


ナポレオン 皿 世 vs オー スト リア 軍 (1800 


り 42/ 僅 神 加 ロ ー マ 和 皇帝 フ リー ドリ ヒ 1 世 赤 到 王 (バル バ ロ ッ サ ) 、 カ リュ カド ヌス 川 を 渡る 際 に 湧 死 (| 190) イタ リア 、 イ ギリ ス . フ ラウ 
ス に 宣戦 布告 一 WWII(1940) 


ーーーー ヤ や ヤ 層 クタ タ mvx'』w 々 e 
生 
ち 
ま 


2 人 沖縄 海軍 部 隊 玉 砕 一 一 W W II (1945) 


@⑯ マ レン ゴ の 戦い で ナポレオン 、 メ ラス 男爵 に 辛勝 一 ナポレオン の イタ リア 圭 役 (800) アル ゼン チン 軍 現 地 司 令 言 メ ネ ン 天 
将軍 降伏 一 ー フ ォ ー ク ラン ドド 紛争 (1982) 
@⑯ コ ソ ボ の 戦い 


セル ビア 帝国 の 減 亡 (|389) アメ リカ 軍 サ イ パ ン へ 上 陸 一 WWII(I944) 


全体 
北海 道 ・ 東 北 


関西 


中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 


こち ら は 地域 別 で す 。 サ イコ ロ を 振っ て 人 負 
け て も 誇り に 思う と いう 人 の 割り 合い が 一 番 
多かっ た の は 北海 道 ・ 東 北 地方 の 72%。 何 と 
な く 白 虎 隊 を 連想 し て し まい ます ね 。 戦前 、 
東北 の 師団 が 強かっ た と いう の も わか る 気 が 
し ます 。 ま た サイ コロ を 振ら な い 人 が 一 番 多 
か っ た の は 関西 の 読者 、 や め て お け ば よかっ 
た と いう 人 が 一 番 少 な い の も この 地方 で す 。 
わか る よう な わか ら な いよ うな ……: 。 土方 気 
質 と いっ た 所 で し ょ うか 。 

全体 の 29% を 占め た 、 や め て お け ば よかっ 
た と 思う 皆さん は 、 少 し 女々 し いと 言わ れる 
か も し れ ま せん が 正直 な 人 な の で し ょ う 。 だ 
れ だ っ て 負け た 時 、 最 初 に 頭 に 浮か ぶ の は 後 
悔 の 2 文字 な の で すか ら 。 


負け て も 誇り に 思う と いう 人 が 一 番 多く て 、 


全 回 答 の 55% で す 。 予想 以上 に 過激 な 人 が 多 


サイ コロ を 振っ て 負け て 
も 、 勝 利 を めざし た 自分 
を 誇り に 思う 。 


サイ コロ を 振っ て 負け た 
ら 、 や め て お け ば よかっ 
た と 思う 。 


いよ う で すね 。 ク ラウ ゼ ウ ィ ッ ツ (プロ イセ 
ン の 兵法 家 ) 言う と ころ の 攻勢 の 臨界 点 、 す 
な わ ち これ 以上 攻め て は 危険 だ と いう 所 を 越 
えて まで 攻め 続け な いよ うに 注意 し て 欲し い 
も の で す 。 純粋 な 戦士 と し て は と も か く 、 こ 
うい う 人 に 一 国 の 運命 は まかせ られ な しい 気 も 
し ます 。 

サイ コロ を 振ら な いと いう 人 は 最も 少な い 
16% で し た が 、 こ の 回 答 を 送っ て くれ た 人 は 
様々 な コメ ント を 付け て くれ まし た 。 そ の 中 
で も 多かっ た の は 「 こ ん な 状況 で 勝っ て も 勝 
っ た と いえ る の だ ろう か 」 と いう も の で す 。 
し か し あえ て 「… 誇 り に 思う 」 人 の 言葉 を 代 
弁 さ せ て も ら え ば 、 ゲ ー ム シス テム の 欠陥 で 
だ れ が どう や っ て も こん な 状況 に な る な ら と 
も か く 、 両 プレ ヒレ イ ヤー が その 秘術 と 死 力 を 使 
い 尽 し て こう し た 状況 に な っ た と し た ら ど う 


サイ コロ を 振ら な い 。 


で し ょ う 。 そ れ は それ て で 価値 の ある こと で は 
な いで し ょ うか 。。、 ま た 「 シ ミュ レー ショ ン と 
し て 考え た 場合 、 こ の 状況 で サイ コロ を 振る 
の は あま り に も ゲー ム 性 だ け を 重視 し て いる 」 
と いう 意見 も あり まし た が 、 猛 烈 な まで の 勝 
利 へ の 意志 な くし て 、 本 当 に シミ ュ レ ー ト が 
で きる の で し ょ うか 。 こ れ は 決し て ゲー ム 性 
うん ぬん の 話 だ け で は な いと 思う の で す が 。 
も ちろ ん 「 こ こ て 引 き 分 け を 選択 する こと に 
こ ぞ で 意義 が ある 」 と いう 意見 の 人 も いま し た 。 
こう し た 議論 を する と き 最 も 注意 し な けれ 
ば な ら な い の は 、 自 分 の 考え 方 だ けが 全て で 
絶 体 で は な いと いう こと で す 。 見 た め に は 浅 
は か な 意見 で も 、 そ の 奥 に は 色々 な 意見 や 考 
え 方 が 隠れ て いる の で す 。 こ うし た 他人 の 考 
え 方 も 尊重 し つつ 、 楽 し く プ レイ し て 下さ れ 
ば 幸い で す 。 


76 儲 カ ー ト ル ・ ブ プラ の 戦い 一 一 ナポレオン vs ウェ リン トン (|815) ルン ガ 沖 大 航空 戦 一 一 W W II (|943) 
MON 


信 パ バン カー ヒル の 戦い 


7〆 候 月 に 限 石 が 落ち クレ ー タ ー が 出 きる (II78) 
WED| ワー テル ロー の 戦い (|815) 


アメ リカ 独立 戦争 (1775) 


フリ ー ド リヒ 大 王 コ リン の 戦い で 敗れ る 一 7 年 戦争 (1757) 


フラ ンス 革命 (1789) 義和 団 の 乱 始ま る (|900) 


了 月 り 
⑱ テ ニス ・ コ ー ト の 誓い 一 
FR/ 
@ 木 能 寺 の 変 で 織田 信長 死亡 (1582) 
SA7 


@ プ ラッ シー の 戦い (|757) ラン ツ フ ー ト の 戦い 


7 年 戦争 (|760) 


@ トラ ジ メ ノ 湖 の 戦い 一 一 第 2 次 ポエニ 戦争 (BC.217) 


人 @ 朝 鮭 戦争 始ま る (|950) 


@ モ ンマ ス の 戦い 


| 夫 フ ァ ル サロ ス の 戦い ーー カエ サル vs ポン ペイ ウス (BC48) 第 2 次 パル カン 戦争 始ま る (1913) 


アメ リカ 独立 戦争 (17789) サラ イェ ヴォ で セリ ビア の 皇 太子 夫妻 暗殺 - 一 一 W W 1I の きっ か け (|914) 


TIN 1 REP 


本 国内 ゲー ム : 解説 書 が 日 本 語 で 書か れ て いる 
^、 あ る い は 日 本 語 解説 書 が 付け られ (発表 きれ) て 
り (予定 も 含む )、 比較 的 入手 し や すい も の 。 
本 my: 解説 書 が 外国 語 で 書か れ て お り 、 
海外 か ら 通信 販売 で 入手 する か 、 日 本 国内 な ら 専 門 
ゲー ム ・ シ ョ ッ プ で の み 入 手 可 能 な も の 。 
一 希少 ゲー ム : 絶 且 に な る を な ど し て 、 現 在 入手 
: し に 《 い も の 。 


ゅ m ニコ ュー タイ プ の マル チゲ ー ム !2 


ビジ ネス ・ ウ ォ ー BUSINESS WAR 


逆説 一 日 米 経済 摩擦 
アド ッ デ クソ ス 


デザ イン : 高梨 俊一 (ベー シッ ク )、 福 田 誠 
(シス テム ) 

\5,800 

15/5/2-4/4/ 適 し て いる 


198X 年 、 こ の 業界 で は 日 本 を 代表 する 最大 手 
企業 社 は 、 了 臨時 取締 役 会 を 開い て 、 ア メリ カ 


市 場 へ と 進出 を 決定 し た 。 し か し 、 ち ょ うど そ 
の ころ 、 同 じ く ライ バル の アメ リカ 最大 手 企業 


A 社 で も 、 日 本 市 場 へ の 進出 が 決定 され た 。 い 
ま 、 日 米 両 国 の 間 で 更 上 最大 の ビジ ネス 戦争 の 
幕 が 切っ て 落と され る ……。 
この ゲー ム は 、 日 米 双 方 の 間 で 行なわ れる だ 
う 、 祥 易 戦争 を 扱っ た ゲー ム で す 。 業界 の と 
ころ は 、 自 動車 業界 で も 、 鉄 鋼 業 界 で も 、 は た 
また ゲー ム 業 界 で も 、 何 と で も 想像 し て よい で 


イン ッッ ンス リポ ー ト 


念 が ある こと で す 。 す な わ ち 、 ア メリ カ 李 妊 
の プレ イヤ ー は 、 日 本 の 状況 を 知る こと は 軟 
ず 、 ま た 、 そ の 逆 も し か り で す 。 な お か つ 還 
じ 企 業 同士 の プレ イヤ ー で さえ も 、 お 話 が 
を い の で す 。 で は 、 ど う や っ て 打ち 合わ せ 族 
の か と いう と 、「 情 報 伝 科 フ ェ イ ズ 」 に 行 な 2 
で す が 、 こ の 情報 伝達 も 、「15 文 字 」 以 内 と 虐 
〈 制 限 さ きれ て お り 、 各 プレ イヤ ー は 、 金 を Vi 旨 
ら 送 金 し うと し か 書け ませ ん (プレ イヤ ー 間 題 
暗号 や 略号 を 使え ば 別 で す が )。 そ うい う 意 貴 
で は か な り 難 か し い ゲ ー ム と 言え る で し ょ う 詞 
また 、 こ の 情報 制限 は 、 当 然 の こと な が ら 、 識 
対 プ レイ ヤー 間 で は さら に 厳し く 、「 調 査 フ 記 
ズ 」 で 、 一 応 、 調 査 費 を 支払 えば 、 か な り の 還 
と は わか り ま す が 、 相 手 プ レイ ヤー の 真 の 簡 表 
イ は 到底 無理 で し ょ う 。 ど ちら か と 言え ば 、 議 
の フェ イズ は 、 次 の 商戦 準備 の 前 の た め の 準 備 
や 子 備 調査 と し て 使わ れる で し ょ う 。 フ ェ イ 半 


に た の だ ただ の クー が は = ミ 4 火 で な 


ょ いと で 
きま せん 。 各 プレ イヤ ー は 、 日 本 企業 日 本 本 社 、 
日 本 企業 アメ リカ 本 社 、 ア メリ カ 企 業 ア メリ カ 
本 社 、 ア メリ カ 企 業 日 本 本 社 を 、 そ れ ぞ れ 受 け 
持ち 、 支店 を 増やし て いく の で す 。 

ゲー ム の 手順 は 以下 の と お り で す 。 


1 情報 伝達 が 前 後 し ます が 、「 営 業 、 宜 伝 計画 フェ イズ 」 は 還 

2 送金 その ター ン に どこ に 新しく 支店 を 開店 する が 

3 現有 ポイ ント の 計算 か 、 そ の ター ン に どこ で 宣伝 を 行なう が る 評 画 

4 営業 ・ 宣 伝 計画 する フェ イズ で す 。 こ の フェ イズ に 、 支 店 の 新 

5 調査 設 や 維持 を 払い ます 。 こ の フェ イズ て 決定 天国 
6 商戦 準備 た こと は 、 ほ と ん ど 変 えよ う が な い の で 請 商 職 請 語 
7 営業 ・ 宣 伝 計画 の 展開 準備 フェ イズ 」 の 時 を 考え て 行動 し な けれ ( 民 前 

8 商戦 り ませ ん 。 

9 収益 「 商 戦 準 備 フ ェ イ ズ 」 で は 、 ど の 地図 で 、 ど の 計 


ぐら い の 費 用 を か け て 商戦 を 行なう か 決定 し 還 
す 。 こ の フェ イズ で 、 商戦 を 行なう の に 最 夫 限 置 
使用 で きる ポイ ント は 、 そ の 地図 に ある 支店 』 
定 伝 デマ の ポイ ント 分 だ け で す 。 そ し て の 詩 
フェ イズ て 決定 され た こと を 実行 する の が 、! 商 
戦 フェ イズ 」 で す 。 こ の ゲー ム で の 商戦 と ま 計 
相手 に どれ だ け ダ メー ジ を 与え た た か 、 と いう 
と で 、 相 手 側 の 支店 を すべ て 裏返し た り し た 誠 
ey この フェ イズ で ダ 語 

受 受け た こと を 示し ます )、 次 の 収益 フェ 許 
ズ で 、 そ の 地区 の 収益 を 独占 で きま す 。 
「 収 益 フ ェ イ ズ 」 で は 、 す べ て の プレ イヤ 記 
が 自分 の 支店 の ある 地区 か ら 収 益 を 得 ます 。 紀 
の 収益 は 、 両 プレ イヤ ー の 支店 と 官 伝 ゴ ママ の 人 春 
計 を 分 母 と し 、 自 分 の 支店 と 宣伝 プ マ の 含 語 大 
分 数 と し て 、 そ れ に その 地区 の 収益 ポイ ン 
隊 還 人 2 で け 。 全 え ば 、 間 部 還 地 区 自分 
定 伝 プア マ を それ ぞ れ 、 3 個 、 1 個 請 相 較 
2 個 持 っ て いれ ば 、 収 益 ポ イン 国 証 
自分 の 方 は 、4 の 収益 が ある の 


と 、 な っ て いま す 。 こ の ゲー ム で は 、 そ の 手順 
上 、 多 く の フ ェ イ ズ が あり ます が 、 各 フェ イズ 
に や る こと は 、 そ う 多 く は あり ませ ん 。 

この ゲー ム の 最大 の 特徴 は 、「 情 報 」 と いう 概 


が 支店 、 
手 が 4 個 、 
10 で すか ら 、 
98 


この ゲー ム は 、 以 上 の 手順 を 10 回 繰り 返 還 調 
す 。 何 と な く タ イム リー な ゲー ム の 感じ が 敵 主 


が 、 た ま に は 、 こ うい う ゲ ー ム を や っ て 靖 座 
の も よい で し ょ う 。 


sy 帰っ つ てき だ 現代 大 戦略 " 


現代 大 戦略 パワ ー ア ッ プ セッ ト 
DAISENRYAKU POWER UP SET 


シス テム ソフ ト 
りー ま ジ モ ャ 

\5,800 
20/4/8 十 /1-4/ 適 し て いる 


本 誌 4 月 号 で 紹介 し た "現代 大 戦略 "の “パワ 
ー ア ッ プ セッ ト "、 つ まり 拡張 用 の セッ ト が 発売 
され た だ 。 シ ステ ム ソ フ ト の 説明 に よれ ば 、 こ れ 
は 従来 の “現代 大 戦略 "に 以下 の よう な 味付け を 
し た も の お る 。 つ まり 。 コン シン ピュー タ の パ 
ワー アッ プ 、2)H Q( 司 令 部 ) ス クリ ー ン の 追加 、 

3) 新 マッ プ 、 新 兵器 の 追加 、4) 同 社 の “1MB 
RAM カ ー ド "に 対応 と いう 内 容 で 、 ゲ ー ム の や 
り 方 な ど が 変わ っ た わけ で は な い が 、 プ レイ に 
あたっ て は より 考え る こと が 必要 と な っ た 。 

4 月 号 で 紹介 し た よう に 、" 現 代 大 戦略 "(以下 
で は 親 ゲ ー ム と 言う ) は コン ピュ ー タ ・ ウ ォ ー ゲ 
ー ム と し て な か な か 優れ た も の で あっ た が 、 和 欠 
点 が な いわ け で は な か っ た 。 そ の 欠点 で いち ば 
ん 大 き な も の は 、 コ ンピュータ の 作戦 に 柔軟 性 
が 欠け て いた こと で あろ う 。 親 ゲーム で は コン 
ピュ ー タ は 事前 に 決め られ て いた 攻撃 の プロ グ 
ラム に 従っ て 行動 を する 傾向 が 強く 、 プ レイ ギヤ 
一 側 の 動き に 対し て は 、 必 ず し も 敏感 に 反応 し 
た わけ で は な か っ た 。 そ の た め コ ンピュータ 側 
の 行動 が パタ ー ン 化し 、 そ れ が わか れ ば 容易 に 
勝て る と いう 事態 も 少な か ら ず 生じ た の だ っ た 。 
まあ し ょ せん は 確率 の 影響 を 大 きく 受け て いる 

の で 、 無敗 の アプ レイ な ど で き る わけ は な く 、 仮 
に 相手 が 無敵 だ と し た ら や る 気 を な くす だ け な 
の で 、 適 当 に コン ピュ ー タ が 負け る ほう が お も 
し ろ い だ ろう 。 し か し 、 そ れ で は 物足りな いと 
いう 人 の た め に 、 こ の パワー アップ セッ ト "で 
は 、 コ ンピュータ が より 和 柔軟 な プレ イ を 行なう 


よう に プロ グラ ム さ れ て いる 。 こ れ に より 、 親 
ゲー ム で は 成功 し た よう な 表 回 作戦 も この “ パ 
ワー アッ プ モ セ モット "で は 妨害 され て し まう し 、 
こち ら の 後方 に 対し て の へ リポ ー ン 作戦 と いう 
よう な 芸当 も や っ て の ける 。 ま た 、 こ ちら が F- 
16 な ど 強 力 な 航空 機 を 生産 する と 、 す か さ ず そ 
れ を キャ ッ チ し て ロラ ント TI な どの 対空 火器 を 
生産 する と いう 、 い か に も コン ピュ ー タ らし い 
こと も する の だ 。 

さら に 人 容易 に は 降伏 し な く な っ た こと も “ 
ワー アッ プ セ モット“ の 特色 で あろ う 。 親 ゲー ム で 
は 、 こ ちら の 進撃 が 続い て も うど う が ん ば っ て 
も 勝て な いと コン ピュ ー タ が 判断 する や 、 降 伏 
勧告 が 出さ れ た の だ っ た が 、" パ ワー アッ プ セ ッ 
ト ”" で は 首都 が 陥落 する まで コン ピュ ー タ は 徹 
底 抗戦 を 行なう 。 途 中 で ゲー ム が 終っ て 稚 求 不 
満 を 持て あま すこ と は な く な っ た わけ で ある (た 
だ し 、 最後 まで 攻撃 を する の は 少々 シラ ける 気 
も する )。 

これ ら の コン ピュ ー タ 側 の 思考 上 の 改良 に 加 
え 、 生 産 ル ー ル も 改良 され て いる 。 こ の “現代 
大 戦略 " の よう に 上 古 領 都市 数 三 経 済 カ 生産 力 
と な っ て いる ゲー ム で は 、 当 然 の こと な が ら 古 


領 都市 数 の 多い ほう が より 強力 な 兵器 を 作れ る 。 


た と える 生産 量 い っ ぱい (32 ユ ニッ ト ) まで 生産 
し て いて も 、 攻撃 を 行なっ て 弱い ユニ ッ ト を 「 処 
分 」 す れ ば よい の だ か ら 、 こ の 傾向 は ゲー ム 中 
常に あり つづ ける 。 つ まり 、 一度 占領 都市 数 で 
優位 に 立て ば 、 あ と は 坂道 を ころ が り 落 ちる よ 
うに 勝利 に 向かっ て 進ん で ゆけ る 傾向 が ある わ 
け だ (だ か ら 、 こ の ゲー ム で な か な か 勝て な い 
人 は 、 ま ず 都 市 を な る べく た くさ ん 占領 する こ 
と も 考え る と よい )。 こ の 種 の こと は 最初 か ら わ 
か っ て いた らし く 、 親 ゲー ム で は プレ イヤ ー の 
状況 に よっ て ユニ ッ ト の 生産 コス ト を 変え る こ 
と で 対処 し て いた が 、 "パワー アップ セッ ト " 


ra 
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で は この 生産 コス ト の 幅 が よ 
まり 、 少 々 経済 的 に 優位 に 立っ て いる か ら と い 
っ て 容易 に は 安心 し て いら れ な く な っ た わけ だ 。 

さて 、 ゲ ー ム の 根本 に か か わる 改訂 点 は 以上 


り 広 契 ち た 吉 つ 


の よう な も の が 主 で ある が 、 そ の 他 に も "パパ ワー 
アッ プ セ ッ ト " で 変更 が 加え られ た 点 は 多い 。 
その 一 番 大 き ほな も の は 、HQ( 司 令 部 ) ス クリ ー 
ン の 追加 で あ ろう 。 こ れ は 、 デ ィ ス プレ イ 全 面 
に 地図 の 全 図 を 映し だ し た も の で 、 こ れ と と も 
に 各 ユ ニッ ト の 位置 と その 内 容 ( 戦 力 ) を 表示 し 
て くれ る 。 親 ゲー ム で は 全 図 は 小さ き な フ ル マ ッ 
プス クリ ー ン 上 で し か 見 れ な か っ た の で 、 敵 が 
どの よう な 状況 に な っ て いる の か は いち いち ( 拡 
大 版 で ある ) ビュ ー ス クリ ー ン を 動か し て 見 な 
けれ ば な ら な か っ た 。 し か し 、 こ の HQ スク リ 
ー ン な ら ば ひと めで 何 が どこ に いる か わか る の 
で 大 変 に 便利 で ある 。 

これ に 加え 、" パ ワー アッ プ セ ッ ト "で は 3 種 
の 新兵 器 と 30 種 の 地図 が 追加 され て お り 、 こ れ 
で 親 ゲ ー ム と 足し て 出来 あい の 地図 は 45 種 と な 
っ た (も ちろ ん 、 す べ て パワ ー ア ッ プ 版 で プレ イ 
で きる )。 

さて 、 こ うし て コン ピュ ー タ が 強く な っ た "ンマ 
ワー アッ プ セ ッ ト " だ が 、 そ れ で も 相手 は 無敵 
で は な い 。 し か し 、 プ レイ ヤー の 腕 の 差 に より 


経済 力 ( 1 都市 当たり の 生産 力 ) を 調節 すれ ば 、 


コン ピュ ェ ー タ は 十分 に 強く 《 、 こ の 手 の ゲ ダー ム と 
し て は 異例 に 完成 度 の 高い も の と な っ て いる 。 


アプ 


ヴ IJN" の 逆 机 


フリ ー ト バト ルズ FLEET BATTLES 
Imperial Japanese Navy 1941-1945 
ホビ ー ジ ャ パン 

デザ イン : 渡辺 健 

\ 4.300 
18/4/0.5 十 /2/ 適 し て いる 


相 


アリ ー ト バト ルズ は ホビ ー ジ ャ パン より 
以前 発売 きれ て いて 現在 は 絶版 と な っ て いる 、 
“大 日 本 帝国 海軍 (IJN)” の 発展 、 改 良 版 で ある 。 
旧作 、“IJN" は プレ イア ビリ ティ の 高い その 独 
特 の シス テム に よる 秀作 戦術 級 海戦 ゲー ム で あ 
っ た 。 そ れ ゆ え 、 そ の 絶版 を 惜しむ 人 が 多く 、 
遂に その 後継 者 が 登場 す も あこ と に な っ た わけ で 
ある 。 

ゲー ム の 手順 は 旧作 と ほとん ど 変 更 な く 、 多 % 
移動 ・ 敵 砲撃 ・ 味 方 砲撃 ・ 只 移動 と いう 大 綱 は 
以前 と 同じ な の で 、"IJN" を プレ イ し た こと が 
あれ ば すぐ ゲー ム を 行 な を る 。 ル ー ル お よび シ 
ステ ム の 良い 部 分 に つい て は 旧作 の も の を そっ 
くり 残し て ある の だ 。 

全面 改正 が あっ た の は 、 雪 撃 戦 ルー ル で ある 。 
ここ が "IJN" で 礁 一 「 画 竜 点 晴 を 欠く 」 部 分 で あ 
っ た か ら で あ る 。 新 ルー ル は 魚雷 発射 を 完全 な 
プロ ッ ト 方 式 に し た た め 、 手 順 が 若干 複雑 に な 
っ た 点 は 否め な い 。 し か し 、 魚 雷 戦 闘 の 同時 進 
行 性 が 確立 され て いる た め に 命中 し た 時 の 奇 組 
性 と その 大 威力 (特に 酸素 魚雷 ) は 迫真 その も 
の の 海戦 を 再現 し て いる 。 

旧作 で は 、 夜 戦 シ ナリ オ に お いて アメ リカ 軍 
用 に 電 探 が ある の に 日 本 軍 側 に な に も な いた め 
歯 ギ シリ し た 方 も 多い と 思わ れる 。 そ の 面 で は 
探照灯 ・ 照 明 弾 ルー ル の 採用 に も 注目 し て ほし 
い が 、 そ の 中 で も 射 射撃 の メリ ッ ト 、 デ メリ 
ッ ト が 興味 深い 。 ま た 、 装 甲 革 通 の 判断 を 行 な 


イン ッッ ンス リポ ー ト 
に 


っ た り は し な いも の の 、 防 御 艦 種 と 砲撃 艦 種 の 
違い が 、 戦 闘 比 に 影響 を 与 を る と いう 方 法 で 装 
甲 効果 が 表現 され て いる 。 

そし て 、 登場 綴 は と いう と 、 ア メリ カ で は モ 
ジェ レキ ジン ドウ ロロ 多 池 ロ テー モン ゴウ 
サラ ト か …、 日 本 で は 土佐 、 加 賀 、 高 雄 、 赤 城 …。 
つま り 、 ア メリ カ の 「3 年 計画 」 艦 隊 そ し て 日 
本 の 「 八 狼 八 」 艦隊 双方 の 、 ワ シン トン 海軍 条 
約 を 生ん だ 巨 艦 た ち が 勢 ぞろい し て いる 。 古座 
級 ポ 巡洋艦 は 20 セ ンチ 連装 砲 時 代 と 同 単 装 砲 時 代 
の ユニ ッ ト が 異な る 。 こ れ は 最上 級 巡 洋 艦 の 4 
隻 に も 言え る こと で 、 や は り 15 セ ンチ 砲 15 門 の 
軽 巡 時 と 20 セ ンチ 砲 10 門 の 重 巡 時 の 2 種 の ユニ 
ッ ト が 用 意 き さき れ て いる (最上 は 航空 巡洋艦 時 代 | 
も 含め 3 種 の ユニ ッ ト )。 

球磨 級 巡 洋 艦 4 、5 番 艦 で ある 大 井 と 北上 に 
も 同様 に 重 雷 装 艦 ユニ ッ ト が あり 、 帝 国 海軍 艦 
艇 は 前 作 の "IJN" で の 予告 通り に 空母 な ど を 除い 
て 大 部 分 が 納め られ て いる 。 

空母 と 言え ば 、 ア メリ カ の カサ ブラ ンカ 級 の 
6 隻 の 護衛 空母 、 が ガン ビア ベイ 、 キ トカ ン ベ イ 、 
ホワ イト プレ イン ズ な ど が 含ま れ て いる が 、 こ 
れ ら の 空母 は 、「 和 栗田 艦隊 の 謎 の 反転 」 で 有名 な 
「 サ マー ル 島 沖 海戦 」 シ ナリ オ に 登場 する 。 史実 
で は 、 戦 艦 大 和 、 長 門 を 相手 に 駆逐 艦 と 空母 が 孤 
軍 礁 闘 し 、 遂 に は これ を 振り 切っ て 離脱 に 成功 


EE コ 太平 洋 の Jutland 


ハワイ 沖 海戦 (仮想 戦 )1933 年 月 1 日 


@ 艦 艇 の 配置 
日 本 軍 ( 連 合 艦 隊 ) 


艦 名 旗艦 艦 名 

第 一 艦隊 (戦闘 部 隊 ) 第 | 任務 部 隊 

(第 戦隊 ) (第 3 戦艦 戦隊 ) 

BB 長門 a た BB Massachusettes 

BB 陸奥 a は BB Indiana 

BB 加賀 a BB South Dakota | 

BB 土佐 a (第 4 戦艦 戦隊 ) 

(第 2 戦隊 ) BB lowa I 

BB 尾張 3 と BB Montana 

BB 紀伊 a BB North Oarolina 

BB 出羽 3 (第 2 巡 洋 戦艦 戦隊 ) 
] BB 伊予 a BC Ranger 

(第 | 水雷 戦 隊 ) BC Saratoga 

CL 名 取 a 記 BC United States 

CL 申 良 a ト (第 | 巡洋艦 戦隊 ) 

DD 神風 級 駆逐 艦 8 隻 a CL Cincinnati 

(第 7 戦隊 ) CL Raleigh 

CL 球 麻 a 1 コ CL Detroit 

GL 木曽 a (第 | 水雷 戦隊 ) 

第 2 艦隊 (前 進 部 隊 ) CL Marblehead 

(第 3 戦隊 ) (第 | 駆逐 隊 ) 


アメ リカ 軍 ( 太 平 洋 艦隊 ) 


型式 旗艦 
a の 
す 
き 
a a 
a a 
8 
a 3 
る 
に 1 
8 , 
す 地図 は 上 の と お り 1A か ら 6H ま で の 地図 盤 48 
に 枚 の 広 さ が あり 、 初 期 配置 時 に は 黒く アミ の か か 
っ た 6 枚 の 地図 盤 を 配置 する 。 プ レイ ヤー は 以後 
a ド 適宜 、 地 図 を は み 出す こと な く 地 図 盤 を 拡大 、 移 


動 さ せ て ゆく こと 。 


名 称 デー タ 久 赤 種別 | 名 称 デー タ 久 雪 種別 
Shinano 。。 ms Kinugasa ji s 56 12 b 29 EE 
こ 1940 よ り 
6 5 『 
表 和 5 93 式 装備 
B 4 CA : 深 本 9 6 
Kongo 30 a 28 3 b 33 073 33 Nachi 二 ma 96 Gb 29 16 ee 29 
1940 よ まり 
2 | 4 8 # 
La まこ 98 護 備 
Bc 23 5 23- 6 天 -。 6 CA j0 4 ? 斑 。 
He 30-w 28 約 Haguro 5 a 26 16 h 29 ie e 9 
1940 ま り 
まこ 3 共 一 -6 4 4 8 8 
比 表 羽黒 # 半 備 
Bc 2 る 5 6 CcA 19 由 ge 
Haruna 0 a 28 051b39 jmi32e33 Moko 5 as 26 gel6 b 29 Me 
1941 よ り 
日 6 4 4 ば 4 武村 信 
| | る 3 和 高 6 1 
Be_ 23 5 28 6 25 6 cA 19 軸 ーー -$ 
| | kirshima 30 as 98 me b 89 mm326 38 Mogam 15 ぁ 6466 9 He 9 5 
9 1940 よ り 
る る 上 で 6 全 ii W Ki NN や 
Lu 時 ミ 98 式 装備 ON 
Bc 29 5 23、 8 2 8 CL.CA 12 12 7 務 ! 
Amag 37 』 30 六 意 C は 徐 方 和男 へ 和 撃 不可 能 
天 尋 を を Ashigara 15 aa 96 mml6b29 ae16e59 J 
1940 よ り 、 刺 
BC 29 山 6 6 1 1 8 8 
lmc ー ーーーーー ーー ーー ーーーーーー ー | 時 本 8 式 装 備 し の 【 
Akagi 37 as 30 CA 10 7 層 重 用 2 6 


し て いる 。 日 本 の 通商 破壊 艦 に よっ て 戦わ 組 
海戦 が ゲー ム 化 さ れ た 例 は 、 ま ず な い が 、 詩 
巡洋艦 報国 丸 、 愛 国 丸 の エ ユニ ッ ト を 使用 じ 
本 海軍 最後 の 通商 破壊 戦 と な っ た 、「 印 度 洋 南 
方 海戦 」 を シミ ュ レ ー ト する こと も で きる ぁ る 詩 
前 に 1 艦 が 複数 の ユニ ッ ト を 持つ 例 を 上 ! 誠 
が 、 そ うな る と 当然 、 砲 撃 力 を 始め 、 各 種 基 
タ は 変わ っ て くる 。 ま た 複数 の ユニ ッ ト を 持 計 
な い 場合 で も 、 各 種 兵 装 の 変更 が あっ た りー 
装 が 行なわ れ た 場合 も 同様 に 戦 開 力 な ど に 変 議 
が 生ずる こと が 多い 。 こ の よう な 事実 を 考 叶 較 記 
史実 に 合わ な い 戦闘 で 艦艇 が 登場 す る ご 誠 の 
少な いよ うに 、 デ ー タ ブッ ク が 用 意 さ れ で 還 
こう いう 面 を か な り 往 執 年 的 に 扱っ て くれ 玩 
は ゲー マー に は うれ し い 人 限り だ 。 
シナ リオ は 、 新 シナ リオ 、I 旧 作 に も 含ま 相 軒 
いた も の 、"IJN" 追加 シナ リオ と し て 本 誌 に 吊 還 
前 発表 きれ た も の な ど 全 部 で 24 あ る 。 こ れ で 半 
平 洋 の 艦 対 艦 水上 戦闘 は 90 以 上 ゲー ム 化 き 灯 
だ た の で は な い だ ろ うか 。 ヨ 
前 記 の よう に プレ イア ブル な ゲー ム で あぁ り 誠 
が ら 、 重 箱 の 隅 を は じ く る こと も 忘れ て いな 
“フリー トバ トル ズ ”"。 "HIJN" を 買っ た 人 人 
わな か っ た 人 も ぜひ プレ イ し て ほし い 。 
( 注 )「 狼 八 」 艦 隊 と は 誤植 で は な い 。 艦 檎 
年 以内 の 戦艦 また は 巡 洋 戦艦 8 隻 の 3 個 艦隊 者 
保有 目標 と する 海軍 軍備 の 構想 の こと で ある 』 
つま り 「 八 狼 」 艦 隊 の 戦艦 8 隻 お よび 巡 洋 戦 
8 隻 に 戦艦 、 巡 洋 戦艦 の どちら か 、 ま た は 両 種 
合わ せ て 8 隻 を 追加 し た も の で ある 。 
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my 地球 最大 の 危機 / が かん ば っ て 防衛 軍 。 


モン スタ ー タ ンク MONSTER TANK 


ンー ン の 
\2,500 
6/2/0.5-1/2-3/ 適 し て いる 


ある 日 、 地 球 の ある 町 に 異 次 元 の 支配 者 か ら 
地球 侵略 兵器 「 モ ンス ター タン ク 」 が 送り 込ま 
れ た 。 そ こ で 各国 は 、 こ の 異 次 元 か ら の 侵略 者 
と 戦う で く 「 地 球 防衛 軍 」 を 編成 し た 。 

この ゲー ム は 、 以 上 の 背景 を も っ て 行なわ れ 
る 2 パー ディ 王 條 一 人 補 すま 。 ダー ム の 進め 方 は 。 
簡単 な も の で 、 

(1) モ ンス ター タン ク の 移動 

2) モ ンス ター タン ク の 攻撃 

3 地球 防衛 軍 の 移動 

4) 地 球 防衛 軍 の 攻撃 

を 、 ゲ ダー ム 終 了 時 まで 繰り 返し ます 。 ま た 、 ル 


( 
( 
( 


ザ ・ カ ン パ ニー・ ウ ォ ー The Company War 


Rebel Colonies battle to control the stars 開 


メイ フェ ア ・ ゲ ー ム ズ 


デザ イン : ジェ ー ム ズ ・ グ リフ ィ ン 、 ビ ル ・ 症 


ン の: オー セツ 
ディ ヴェ ロッ プ : ジェ ー ム ズ ・ グ リフ ィ ン 、 
ピル ・ フ ォ ー セ ッ ト 
$ 17.00 
11/3/1 十 /2-4/ 適 し て いな い 


W 運送 屋 と 海賊 の 


ー ル も いた っ て 簡単 で す が 、 そ れ で いて 、 特 徴 
ある も の と な っ て いま す 。 ま ず は 、 移 動 ル ー ル 。 
モン スタ ー タ ンク は 、 プ レイ ヤー が 移動 させ る 


場合 は 、 道 に 洛 っ て 1 回 に 2 マス 以内 まで 進め 、 


後退 は で きま せん 。 こ れ が 、 ラ ンダ ム に 移動 す 
る 場合 (つま り 1 人 プレ イ の 場合 ) は 、 サ イコ 
ロ に よっ て 何 マ ス 移 動 で きる か 決定 され ます ( 最 
大 6 マス )。 防 衛 軍 側 は 、 ユ ニッ ト の 種類 に よっ 
て 移動 で きる マス の 数 が 違い 、 戦 車 ・ 歩 兵 戦闘 
車 、 パ ワー ドス ー ツ 、 ヘ リコ プター の 順に 大 き 
く な っ て いま す (も ちろ ん へ リコ プター が 最も 
大 きい )。 


と れ は C。 よ 。 チ ょ リー の ヒモ ュー ゴー 賞 受賞 
作品 、"Downbelow Station" を 題材 に し た ゲー 
ム で す 。 プ レイ ヤー 数 は 2 一 4 人 。 2 人 ゲー ム 
で は メイ ジア ン 軍 (地球 か ら 派 遣 さ れ た 艦隊 だ 
が 半ば 海賊 化し て いる ) と ステ ーション 連合 軍 
(反乱 者 が 組織 し て いる 軍事 的 、 官 僚 的 な 集団 ) 
の 宇宙 戦争 が テー マ に な っ て お り 、 両 軍 の 艦隊 
は 8 ター ン 終 了 時 に より 多く の 勝利 ポイ ント を 
獲得 し て いる こと を 目標 と し て 戦い ます 。 ゲー 
ム 盤 は ジャ ンプ ( 超 光 速 航行 ) ルー ト の 路線 図 

に な っ て お り 、 両 軍 ユ ニッ 

ト が 地図 上 で 同一 ジャ ンプ 

ポイ ント (ジャ ンプ ルー ト 

の 中 継 点 ) を 占め た 時 に 戦 

闘 が 発生 し ます 。 勝利 ポイ 

ント は 敵艦 の 撃破 や 、 敵 ス 

テー ショ ン へ の 駐屯 (メイ ジ 

アン 側 )、 あ る い は 駐屯 軍 の 

排除 (連合 側 ) に よっ て 得 

られ ます 。 

3 一 4 大 ゲ デ ム で は これ 

. に 商船 隊 が 加わ り ま す 。 商 

船隊 の 商船 は ステ ーション 
.。 で 物資 を 受け 取り 、 そ れ を 

正しい 配達 先 に 届け る こと 
ー- で 勝利 ポイ ント を 得 ま す 。 


次 に 、 攻 撃 に 関す る ルー ル で す が 、 モ ンス タ 
ー タ ンク の 攻撃 に は 、 通 常 攻撃 と 、 特 殊 攻撃 の 
2 種類 が あり ます 。 通常 攻撃 は 、 主 砲 、 副 砲 、 
対空 砲 に よる 攻撃 で 、 一 度 に 、 こ れ ら すべ て を 
使用 する こと が で き 、 モ ンス ター タン ク は 、 都 
合 、1 ター ン 9 回 攻撃 で きま す 。 特 殊 攻 撃 は 、 
多 連装 ロケ ッ ト 弾 攻撃 、 自 動 制 御 ミ サイ ル 攻 撃 、 
プラ ズ マ キャ ノン 攻撃 の 3 種類 あり 、 そ れ ぞ れ 、 
ゲー ム を 通じ て 1 度 し か 使え ませ ん が 、 そ の 破 
壊 力 は 、 と ん で も な いも の で す 。 

最後 に 、 こ の ゲー ム の 感じ は 、 質 対 量 と いう 
感じ が し て な り ま せん 。 プ レイ ヤー が 、 こ の 京 
を まで そし て 、 単 な る パー ティ ダー だ 
と 思え ば 、 面 白い ダー ム で す 。 


商船 は 軍艦 の いる ジャ ンプ ポイ ント に 進入 する 
と 移動 を 続行 し て よい か どう か お 伺い を 立て 、 
許可 を 得 ち られ れ ば そこ を 通過 する こと が で きま 
す 。 も ちろ ん 軍艦 が ロ ハ で 通行 を 認め て くれ る 
は ず は な く 、 勝 利 ポ イン ト を 差し 出し た り し て 
許し を も ら う の で す 。 同様 に 戦闘 フェ イズ に 戦 

賠 を 回 避 し た い 場 合 に も 軍艦 と 変 渉 し て 、 勝 利 
ポイ ント を 差し 出す こと で 戦闘 を か ん べ ん し て 
も ら え ます 。 

基本 ルー ル の 戦闘 の 解決 に は ユニ ッ ト に 記さ 
れ た 攻撃 力 、 防 御 力 を 使い 、 サ イコ ロ を 2 個 振 
っ て 自 艦 の 攻撃 力 以 下 の 数 値 が 出れ ば 命中 を 与 
を える こと が で き 、 命 中 を 受け た 艦 は 損害 結果 適 
用 前 に サイ コロ を 1 個 振 っ て 自 艦 の 防御 力 以下 
の 目 が 出れ ば 命中 を 無効 に で きま す 。 ま た 選択 
ルー ル に 戦術 戦闘 の ルー ル が あり 、 ヘ クス の 切 
られ た 戦術 ゲー ム ボ ー ト 上 て で 具体 的 な 戦闘 解決 
も で きま す 。 戦 術 戦闘 に は 艦 種 に よる 射 界 の 倍 
いや 、 空 母 が 積ん で いる 小 艦艇 な どの ルー ル も 
あぁ り 、 戦 闘 を リア ル に 再現 し ます 。 

な を お 、 こ の ゲー ム に は G。J 。 チ ェ : り 一 直 筆 
の Downbelow Station の バッ ク グ ラウ ンド の 記 
事 や 、 メ イジ アン 軍 、 連 合 軍 艦艇 の 戦闘 庁 列 も 入 
っ て いて ファ ン に は 見 逃 せ な いで し ょ う 。 ア メ 
リカ 製 ゲ ー ム し て は 異様 に まれ いな コン ポー ネ 
ント も 魅力 で す 。 
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@ 竜 の 歯 


アー ヘン AACHEN 

STORMING THE SIEGFRIED LINE, 
SEPTEMBER 12-OCTOBER 21, 1944 
ピー プル ズ ・ ウ ォ ー ゲ ー ム ズ 


デア ザイ シン: ジャック *・ ラ ディ , ウィ ンス ト 
ン ・ ハ ミル トン 

$24.95 

20/7/3 十 /2 十 / 適 し て いな い 


作戦 ノ 戦 術 級 と いう カテ ゴリ ー を 御存知 で し 
ょ うか ? GDW の "赤軍 大 反攻 "、“ ス エズ 773" 
な ど が その 代表 格 に 挙げ られ る と 思い ます が 、 
スケ ー ル で 言え ば 、1 ユ ニッ ト = 中 隊 一 大 隊 、 
1 ター ン 1 日 位 の ゲー ム 群 を 指し て いま す 。 
と は 言え 、 単純 に スケ ー ル だ け で 定義 され る わ 
け で は な く 、 地 図 の 規模 、 プ レイ ヤー の 視点 
立場 、 再 現す る 期間 に よっ て は 、 作 戦 級 と も 戦 
術 級 と も つか な いも の も 数 多く 考え られ ます し 
シス テム の ディ ティ ー ル (細部 の 表現 ) で も 定義 
は 難し く な る で し ょ う 。 例え ば SPI の “ 遠 すぎ 
た 橋 " は シス テム に お いて は 戦術 級 的 ディ ティ 
ー ル を 持ち な が ら 、 マ ー ケ ッ ト ガー デン 作戦 例 
体 を 扱う も の で すか ら 、 こ れ は 作戦 級 と 見 る 方 
が よい か も 知れ ませ ん 。 

で は 、 な ぜ わ ざわ きす 作 戦 プ 戦術 級 と いう カテ 
ゴリ ー を 持ち 出す の か と 言え を ば 、 そ れ は 再現 し 
よう と する テー マ に 必要 な 要素 を どこ まで 細か 
《 分析 する か と いう 、 デ ザイ ナー ゲー マー の 
こだわ り 、 知 的 満足 度 と いう 原点 に か か わり が 
ある か らち です 。 シ ンプ ル な シス テム だ け で は 納 
得 の いか な い 事 象 を どの よう に 分 析 し 、 ル ー ル 
と し て 作り 上 げ る か …… こ うい っ た 疑問 、 必 要 
性 が 、 作 戦 級 に 戦術 級 的 ディ ティ ー ル を 付け 加 
えた だ たり 、 シ ー ク エン ス ( ゲ ー ム の 手順 ) を 大 胆 な 
発想 で 変え て し まう と いっ た 挑戦 が 、 作 戦 プ 戦 


術 級 デー ム と いう も の の 方 向 性 で ある わけ で す 。 


作戦 戦術 ゲー ム と いう も の の 多く は 、 そ の 
テー マ と し て 有名 無名 の 会 戦 二 キャンペー ン 
の 中 で の ある 局面 を クロ ー ズ アッ プ し た も の 一 
で ある の は 上 記 の よう な 理由 が 裏 に ある か ら だ 
と 思わ れ ま す 。 な ぜ こ こ で OO 〇 軍 は 失敗 し た の 
か ー 1 つの 岐路 を じっくり と 戦力 、 兵 器 、 兵 員 
の 質 、 戦 場 の 状況 な ど を 分 析 し 、 理 由 を ゲー マ 
ー に 体験 し て も ら う と いう の が この 手 の ゲ ー ム 
に 共通 し た 特徴 と 言え る か も 知れ ませ ん 。 そ の 
ひと つが ここ で 紹介 する "Aachen" で す 。 

この ゲー ム の テー マ は 、1944 年 9 月 12 日 か ら 
10 月 21 日 まで の アー ヘン 攻 防 戦 で 、 順 調 に 進撃 
し て いた アメ リカ 軍 が 思い が け な い ドイ ツ 軍 の 
強固 な 防御 に 遭遇 し て し まう と いう も の で す 。 
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イク ジッ ンス リポ ー 


ト 


戦力 、 火 力 に お いて 秀 れ た アメ リカ 軍 と 、 土 気 、 


兵器 の 性 能 に 秀 れ る ドイ ツ 軍 の 対比 が 興味 深い 
と 言え を まし ょ う 。 ユ ニッ ト は 中 隊 プ 大 隊 規 模 を 
指し 、 車輌 は シル エッ ト 、 兵 員 プ 砲兵 は 兵科 記 
号 が 印刷 きれ て いま す 。 ま た 印刷 され て いる 数 
字 は 、 所 属 部 隊 、 モ ラル (士気 )、 戦 力 、 対 戦車 
戦力 を 示し 、 車 輔 ・ 砲 兵 ・HQ に は 長 距 離 射撃 
の 射程 も 記さ れ て いま す 。 こ の よう に さま ざま 
な 情報 が ユニ ッ ト に 記さ れ て いる の は 、 個 々 の 
ユニ ッ ト の 個性 を で きる だ け 詳 細 に 表現 し よう 
と する も の で 、 作 戦 プ 戦術 級 の 特徴 の ひと つ で 
も あり ます 。 ま た 、 戦 力 は マー カー を 使っ て そ 
の 段階 を 細か に 表現 し ます 。 ま た 、 対 戦車 戦闘 
カカ な ども 戦力 と か け 合 わせ て 計算 する も の で 、 
1 戦 カ ニー 定 の 人 数 車輌 数 の 火力 を 示す わけ 
KA 

さて この ゲー ム の シス テム の 特徴 は その 複雑 
な シー クエ ンス で す 。 1 ター ン は 午前 、 午 後 、 
夜間 と 3 つの セク ショ ン に 分 か れ て お り 、 そ れ 
ぞ れ が 2 つの イン パル ス か ら 成 っ て いま す 。 1 
イン パル ス は 移動 フェ イズ と 戦闘 フェ イズ か ら 
成り ます 。 ま た 、 こ の シー クエ ンス 構成 と 密接 
を 関係 が ある の が イニ シア チ プ (主導 権 ) と いう 
要素 で す 。 イ ニシ ア チ プ は その ター ン に 実行 を 


予定 する " 突 破 " の 数 だ け ダ イス (10 面 体 ) を 振り 、 


その 目 の 含 計 を 比較 し て 多い 方 の プレ イヤ ー が 
取る わけ で す 。 イ ニシ ア チ ブ を 取っ た プレ イヤ 
ー は 第 1 プレ イヤ ー と な り 、 午 前 セク ショ ン 第 
1 インパルス で 移動 (12 移 動力 ) を 行ない 、 続 く 
戦闘 フェ イズ で さま ざま な ステ ッ プ を 踏み 射撃 
と 突撃 を 行ない ます 。 そ の 次 に 再び イニ シア チ 


プ を 決め 直し 、8 移動 力 の 移動 フェ イズ 太 
い 、 再 び 戦 闘 フェ イズ を 行なう わけ で す 請 
に 午後 セク ショ ン で は 午前 セク ショ ン の 和 
ア チ ブ の 取得 状況 ( 1 人 の プレ イヤ ー が 画 中 
パルス の イニ シア チ プ を 取っ た か 否 か ) < 
プレ イヤ ー の イン パル ス 実 行 の 順番 、 移 動 フ 時 
ズ の 移動 力 が 変わ る の で す 。 ま た 夜間 ター 
初め に お いて も この イニ シア チ プ の 決定 を 答 
い 、 移 動 プ 戦闘 を 行なう わけ で 、 こ の 時 の 戦 
で は 奇襲 の 効果 も 判定 し ます 。 各 戦闘 フェ 大 
は 、 射 撃 を 攻防 と も 2 度 に 分 け て 行ない 、 
ぞ れ 退却 する か どう か を 決め 、 最 後に 突撃 天 
な いま す 。 射 撃 は 通常 射撃 と 対戦 車 射 疫 の 2 
類 が あり 、 フ ァ イ ア テー バ パワー て 解決 し ます 講 
も し ろ い の は 突撃 の 方 法 で 互い の スタ ッ ク 家 
ラル 状態 で 判定 され 、 ダ イス を 振る わけ で 国 
り ませ ん 。 

この よう に 複雑 な 手順 を 繰り 返す の で プ ジ 
アビ リティ ー は それ ほど 高い も の で は な い 唐 
ょ う 。 ルール の 英文 は 読み に くく 、 そ れこ ぞ 精 
性 が 必要 な の で 日 本 人 に と っ て は 辛い も の で 
と は 言え 、 中 々 の 野心 作 で あり 、 こ の ゲー 誠 届 
外 に は この テー マ の も の は な い の て 西部 戦 練 
ファ ン ( そ れ も 熱 寿 的 な ) に は お 勧め で す 主 
ッ ト を 裏返し て プレ イ し 、 相 手 ア レイ ヤー( 居 語 
し て 秘密 に する 作業 が 多い ゲー ム な の で 1 内 
レイ に は 向き ませ ん が 、 そ れ は ほど 場 所 を 取る 計 
の で は な い の で 、 友 人 と 1 週間 に 1 日 "ゲー 調 
の 日 " を 決め て チマ ナマ プレ イ す る の も の な 
の kg 


ピク ドリ ー ゝ イン ・ ヨ ー ロ ッ パ 
VICTORY IN EUROPE 


1944-May 1945 
オメ ガ ・ ゲ ー ム ズ 
デザ イン : ドン ・W・ ア レキ サン ダー 
$19.95 

10/4/7 +/2-3/ 適 し て いな い 


1945 年 1 月 、 ア ルデン ヌ 地 方 で の ドイ ツ 軍 の 
反撃 が 挫折 し た こと に より 、 ヨ ー ロ ッ パ 大 戦 の 
勝利 の 行方 は 誰 の 目 に も 明らか と な っ た 。 多く 
の 予備 を この 反撃 に 投入 し て し まっ た ドイ ツ 軍 
は 5 月 の ベル リン 陥落 に 至る 崩壊 へ の 道 を 一 気 
に 突き 進ん で いっ た 。 こ の 時 期 に お いて は 、 連 
合 国 各国 首脳 の 関心 は 早く も 戦後 に 向け られ て 
お り 、 次 の 冷戦 時 代 を 子 感 さ せる 東西 対立 の 構 
図 が 早く も 浮か びあ が っ て いた 。 

この ゲー ム は アル デン ヌ 攻 勢 ク ライ マッ クス 
の 1944 年 12 月 か ら 第 3 帝国 崩壊 の 1945 年 5 月 ま 
で の ヨー ロッ ノバ 戦域 で の 戦い を 軍団 規模 で シミ 

ュ レ ー ト し た も の で 、 1 ター ン 1 週間 と な っ て 
いる 。 マ ッ プ は 美しい と は いえ な いも の の 、 ド 
イツ 本 国 を 中 心 に 機能 的 に まとめ られ て いる 。 

今 ま で 、 こ の テー マ を 扱っ た ゲー ム は 数 える 
ほど し か 出版 きれ て いな い が 、 そ れ は 連合 軍 と 
ドイ ツ 軍 の 圧倒 的 な 戦力 差 に より 展開 が あま り 

一 方 的 に な っ て し まい 、. シ ミュ レー ショ ン と 

636 ゲー ム と し て あま り 興 味 を そ 
そる も の で な いと 思わ れ て きた か ら で あ ろう )。 
その た め 、 連 合 軍 対 ドイ ツ 軍 の 他 に 西側 対 東側 
と いう 要素 を 導入 し て いる も の が 多く 、 そ の 例 
に も れず 、 こ の ゲー ム で も 3 人 プレ イ で この 状 
況 を 再現 で きる よう に な っ て いる 。 

3 人 信用 シナ リオ で プレ イ し た 場合 、 展 開 は 所 
断 を 許さ な いも の に な る 。 西側 連合 軍 お よび ソ 
連 軍 の 行動 は 勝利 条件 の 面 か ら 大 き な 制 約 を 受 
ける 。 勝利 は 原則 と し て 、 自 軍 が 確保 し て いる 
都市 の ポイ ント で 争わ れる 。 ド イツ 軍 が 何ら か 
の 勝利 を 得る に は 最終 クー ン ま で ベル リン を 保 
持 し て いる 必要 が ある の だ が 、 敵 が その 気 に な 
れ ば この 条件 の 達成 は 難し く な る 。 し か し 、 ベ 
ルリ ン が 陥落 後 、 ド イツ 軍 は いつ で も 降伏 で き 
る よう に な り 、 西 側 連 合 軍 と ソ連 軍 と の 間 の 勝 
利 は ドイ ツ 軍 降伏 時 の 自軍 確保 下 の 都 市 ポイ ン 
ト で 判定 され る 。 よ っ て 、 充分 に 都市 を 確保 し 
な いで ベル リン に 突入 し て も 、 首 都 は 取っ た も 
の の 勝負 で は 負け る と いっ た 事態 も 起こ る 。 お 
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そら く 、 戦 直前 に 西側 連合 軍 が ベル リン で の 
衝突 を 避け 、 占 領地 の 拡大 に 走っ た 状況 を 再現 
し た の だ ろう が 、 や や 極端 な 気 が し な いで も な 
い 。 

と も か く 、 こ の 勝利 条件 に より 、 史 実に 近い 
展開 と な る 。 西側 連合 軍 は ルー ル 地 方 へ は も ち 
ろ ン 、 オ ー ス トリ ア 方 面 に も 軍 を 派遣 せ ぎ る を 
そえ な く な り 、 ソ 連 軍 も 一 路 ベ ルリ ン を 目指 す だ 
け で は 勝利 は お ぼ つ か な い 。 各 国 の 攻勢 は 分 散 
され 、 ド イツ 軍 の 局 地 的 反撃 も 可能 に な る 。 ド 
イツ 軍 が ベル リン 正面 を 空白 に し て も 他 の 戦線 
を 強化 する な どの 非 現実 的 な 展開 に も な 1 

が 。 それ は や せ を えま い 。 ド イツ 軍 と し て 
各 都 市 を 西側 連合 軍 、 0 < 4 
と で 双方 の 勝利 ポイ ント を 均衡 きせ る こ と に よ 
り 、 ベ ルリ ン 突 入 の 機会 を 与え を な いま ま ゲ ー ム 
終了 と いう こと も 充分 あり える 。 


シス テム は ダブ ルイ ン パ ルス を 採用 し て お り 、 


基本 的 に は 以下 の よう な 手順 と な る 
1 移動 フェ イズ 

2 戦闘 フェ イズ 

3 機械 化 移動 フェ イズ 


4 機械 化 戦 闘 フ ェ イ ズ 
ルー ル で 特徴 的 な も の に ドイ ツ 軍 の 戦略 的 消耗 


表 と いう の が ある 。 こ れ 、 は 毎 タ ー ン 連合 軍 に 
取ら れ た 都市 ポイ ント を 集計 し 、 そ れ に より ド 
イツ 軍 の 補充 ポイ ント や 増援 な ど に 影響 を 出 
し て 、 生産 面 で の ドイ ツ 軍 の 消耗 を シミ ュ レ 
ー ト し よう と し た も の で ある 。 了 戦術 的 観点 か 
ら す れ ば 戦線 を 縮小 し た いと いう 人 稚 求 に と ら 
われ る だ ろう が 、 あ まり 撤退 する と 補充 も まま 
。 戦 略 的 視野 と の 兼ね 合い が 要求 
され る 。 こ の 他 に も 空 抵 ル ー ル や 海上 輸送 ルー 
ル な ども 整っ て いる 。 

さて 、 ド イツ 軍 プ レイ ヤー は ゲーム 開始 時 の 
戦力 が 以外 に 多い こと に 気づく で あろ う 。1944 
12 月 の 段階 で は 少な く と も 防御 に 立つ に は 充分 
な 戦力 が あっ た し 、 連 合 軍 は 特に 空軍 で 攻勢 の 
準備 が 遅れ て いた 。 こ の 傾向 は 西部 戦線 に お い 
て 顕著 で ある 。 ド イツ の 戦力 は 途中 か ら 急 減 し 
て ゆく が 、 次 の 時 代 の 勢力 図 を 決め る の は ドイ 
ツ の 東西 へ の きじ か げん 次 第 と いう 認識 に 立て 
ば 最後 まで 楽し く プ レイ で きる で あろ う 。 


な ら な く な る 


11 


ング クレ リポ ー ト 


これ が 、NAW シ ステ ム / 


ナポレオン ズ ・ ラ スト ・ バ トル ズ 
NAPOLEON'S LAST BATTLES 
Quadrigame of the Waterloo Campaign 


TSR 

デザ イシ : ケ ヴィ シ ・ ザ ッ カ ー 
ディ ヴェ ロッ プ : J.A. ネ ルソン 
$19.95 
14/4/1-3/2/ 適 し て いる 


NAW シ ステ ム を 知っ て いま すか 7 ゲ ダーム 
歴 が 長い 読者 は 知っ て いる と 思い ます が 、 最 近 
始め た ば か り の 若い ゲー マー の 中 で は 、 知 ら な 
い 人 が 多い と 思い ます 。NAW シ ステ ム と は 、 
今 は 亡き SPI 社 が 開発 し た シス テム で 、“"Napo- 
leon at Waterloo'" と いう ゲー ム で 使用 され 、 
NAW と は その 頭 文字 を 取っ て 命名 され た も の 
で す 。 こ の シス テム は 、 プ レイ の 手順 が 簡単 で 、 
その シス テム が 他 の 多く の ゲー ム に 応用 で きる 
の で 、 一 時 期 は や っ た も の で す 。 こ の "Napoleo- 
n's Last Batttes も その ひと つ で す 。 で は 、 こ 
の ゲー ム に つい て (これ は 。 NAW シ ステ ム に 
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つい て と も 言え ます ) 説明 いた し まし ょ 3。 

まず 、 プ レイ の 手順 で す が 、 基 本 的 に 以下 の 
よう に な っ て いま す 。 
7 ンタ < 電 2 か ー ム グー マン 

A. 移動 フェ イズ 

B. 戦闘 フェ イズ 
2 プロ シア 軍 、 イ ギリ ス 連 合 軍 ゲ ー ム ター ン 

A. 移動 フェ イズ 

B. 戦闘 フェ イズ 
以上 の こと を 繰り 返し ます 。 プ レイ の 手順 は 、 
これ 以上 に な い 程 、 簡 単 で すね 。 し か し 、NAW 
シス テム 最大 の 特徴 は 、 移 動 ル ー ル と 、 戦 闘 ル 
ー ル に 現われ て いま す 。 

移動 ルー ル で す が 、 こ の ゲー ム で は 戦闘 の 結 
果 に よら な い 限 り 敵 ユ ニッ ト の ZOC か ら (た と 
え 、 味 方 の ユニ ッ ト が いて も ) 出る こと は で き 
ませ ん 。 そ の た め 、 下 手 な 移動 で 敵 テ ニッ ト の 
ZOC に 入っ た 結果 、 そ の 後 の 行動 が 思う よう に 
進ま な く な る と いう こと も あり ます 。 

次 に 、 戦 闘 ル ー ル で す が 、 こ の ゲー ム は 、 マ 
スト アタ ッ ク で す 。 そ し て 、 敵 ユニ ッ ト の ZOC 
に な い 和 砲兵 は 、 2 ヘ ク ス の 射程 を 持ち も 、 そ れ の 


み の 攻 撃 を 行なう か 、 味 方 テニ ッ ト の 攻撃 力 に 、 


戦闘 カ を 加え る こと が で きま す 。 ま た 、 最 凌 
特徴 と し て 、 戦闘 此 を 下げ る こと が で きま 詞 
これ は 、CRT を 見 れ ば わか る の で す が 、 3 績 
と 、D e (防御 側 全 減 ) は 、 あ り ま せん が 、 国 
(相互 損害 ) も あり ませ ん 、 と ころ が 、4 
上 は 、D e の 増加 と と も に Ex も 増加 し ま 六 
逆 に 、1: 2 だ と 、Dr (防御 側 退却 ) が 頑 
こり ます が 、 1 : 4 以下 は あり ませ ん 。 つ ま 中 
有利 な 戦闘 上 比 で 敵 を 攻撃 し て 退却 させ 、 自 軍 Z⑳ 
か ら の 離脱 に 手 を 貸す くら いな ら 、 戦闘 比 
げ て で も 相手 を 自軍 2OC で 拘束 し て お く 方 
策 な わけ で す 。 た だ し 、 絶 対 に Dr の な い 1 引 計 
以下 で 際 接 攻撃 を 行なう と 攻 撃 側が 当然 不利 
結果 を 被る の で 、2 ヘ クス 離れ て 攻撃 で きる (( 
利 な 結果 は 被 ら な い ) 砲兵 は 重宝 し ます 。 
以上 が NAW に 共通 する ルー ル で す が 、 ご 放 

ゲー ム で は 、 さ きら に 以下 の オプ ショ ン ル ー 政 放 
あり ます 。 
諸 兵 連合 : 歩兵 、 砲 兵 、 騎 兵 が ひと つの 攻 因 

に 参加 する と 戦闘 比 が 一 段階 上 が る 。 
帝国 親衛 隊 : 帝国 親衛 隊 が 、 攻 撃 に 参加 し 

英 に 何ら か の 戦果 を 与え ある と 、 モ ラル が 20 増 誠 
する 。 し 
コマ ンド ルー ル (連結 ゲー ム の 時 ) 

ト は 、 そ の 上 級 所 属 の リー ダー の 指揮 範囲 肉 ( 計 
いな いと 敵 2ZOC に 入れ な い 。 ゃ 
以上 が オプ ショ ジン 天 

ー ル で す 。 
シナ リオ で す が 、 

つ ぁ り 、 す べ て 、 列 計 
の 地図 で 行ない ます 請 
連結 ゲー ム は 、 こ 相 禄 
連結 し た も の で す 庄 
つの シナ リオ と は 、 
れ ぞ れ 、 ワ ー テ ル 豆 
戦 の 主要 な 戦い を 扱 較 
リ ニ ー、 キ ャ トル ヲ 記 
ワー ブル 、 そ し て 請 
ー テ ル ロ ー シ ナリ オ 固 
すず 。 直 
最後 に 、 こ の ゲー 許 

は 、 シ ステ ム が 人 科 単 軒 
初心 者 の 教育 用 に 最 略 
適し て いる で し ょ 詞 
に 


* ー 誠 


"Napoleon at Water 
loo" は 本 誌 25 号 の 折り | 
込み ゲー ム で すか ら 、 
みな さん ご 存じ で し 央 
う 。 

この シス テム の ゲー | 
ム は 、 近 々 入門 用 と し 
て また 付け る 予定 で すず 
編集 部 
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西 か ら 東 へ 、 東 か ら 西 へ 。 最 新米 国 ゲー 
情 と 東方 の 光 、 日 本 製 ゲ ー ム の 新作 群 。 


海外 編 : 今月 は ま 何 と ペル リ 提 連 の 故地 亜 米 利 加 
か ら 届 いた 、 フ ァ イ ヤ & ム ー プ メン ト 誌 編集 者 セ 
ロー バー 博士 の 米国 業界 事情 の 紹介 で す 。 
業界 の 動向 

「 昨 年 我が国 の 業 で 最も 探求 され た 分 野 の 一 つ 
は "戦場 の " の リア ル な シミ ュ レ ー ト で あっ た 。 
情報 の 限定 と いう 分 野 は 本 質 的 に ウォ ー ゲ ー ム 化 
が 最も 難し いも の の 一 つ で ある 。 例え ば 君 が プ レ 
イ の 席 に 着い た な ら ば 、 そ の と た ん に ボー ド の 上 
に 展開 し た 相手 の 布陣 に つい て 、 ど ん な 指揮 官 が 
実際 に 行っ た より も は る か に 詳細 な 情報 で も っ て 
吟味 で き て し まう 。 こ の よう な 敵 軍 の 配置 と 規模 
に 関す る 情報 の 多 さ を 、 も っ と 現実 的 な レベ ル に 
まで 減少 させ る こと は デザ イン テク ニッ ク に お け 
AE 
題 を 、" ミ ッ ド ウェ イ " (64 年 、 


ー の 粒 式 で し か も 相手 か も ら 8 村人 


第 8 軍 : rar >。 
テム は 同社 の 85 年 の 寿 品 * “マーケット ガー デン 作 
戦 " に お いて も 似 た よう な 形 で 受け 継が れ て いる 。 
さら に は プー ルド ワイ ドウ ォ ー ゲ ー ム の “ダーク ・ 
クル ー セ イド ” に も 若干 違う 形 の ダブ ル ・ ブ ライ 
ンド 方 式 が 使わ れ て お り 、 こ れ ま た 成功 を お さめ 
て いる 。 
さて 、 も う 一 つの 昨年 の 重要 な 傾向 は 、 ソ リ テ 

アプ レイ の だ た だめ に デザ イン され た ゲー ム の 製作 の 
動き で ある 。 こ うし た 動向 の 指導 的 立場 に ある の 
が ビク トリ ー ゲ ー ム ズ で 、 同 社 の “アン ブッ シ 
ュ . ! "(84) は エキ スペ パン ショ ン キ ッ ト や モジ ュー 
ル シ リ ー ズ の 開始 と 共に 消費 者 の 関 訳 を 引き つけ 
続け て いる 。 昨 年 の 科 に は 同じ シス テム を 用 いて 、 
南北 戦争 中 の 事件 を 扱っ た 新作 “モズ ビィ ズ ・ レ 


ざ 浴 卒 テ ー き 計 己 避 Y ド ー ロ BWS NN 


|、 旭 一 士 へ 寺 出 ご ココ 、 ト ーー 年 ・ 出 で 
Vi こせ ・ モ で モテ.S 基 マロ テハ H ヤ 


AH) の よう に | 


イダ ー ス "も 出し て いる 。 さ ら に 同社 の 最新 作 は 
アン ブッ シュ シス テム を 用 いて 太平 洋 戦域 を 扱っ 
た “バトル ・ ヒ ム ” に な る 予定 で ある 。 ビク トリ 
ー ゲ ー ム ズ 以 外 の メー カー と し て は 、 ま ず 小 きい 


な が ら も オメ ガ ゲ ー ム ズ カ 84 年 に "レイ ンジ ャ ー" 


と いう ゲー ム で 参加 、 こ れ も 現 在 その 内 容 に 見 合 
っ て 評価 を 受け て いる し (現在 第 2 版 ) 、 ま た ウ 
エス ト エ ンド ゲー ムズ も バト ルオ ププ ブ リ テ ン に お 
ける 英 本 土 防衛 を シミ ュ レ ー ト し た ソリ テア ゲー 
ム を 出し て いる 

Ok き ご Ops だ テア ダーム は 必 キ 守男 
ー ム 業界 に お いて ます ます 発展 し て いく こと て あ 
ろう 。」 
箇 入 の 増加 


プリ アシ デザ イン グル ー プ が 、 彼 の 工作 
品 を 届 ポ イン フレ オッ で 登場 し た を 。 こ れ は 


すず 〈 は 装填 ご お ける 最も ポピュラー な ゲー ム の 1 


つと な っ た 。 同 じ 頃 、 パ ン サ ー ゲ ー ム ズ の 最初 の 
作品 “トライ アル オブ ストレングス "が 輸入 され 
た 。 こ れ も ま た 広範 な 支持 者 を 集め 、 現在 で は 2 
つめ の 作品 "ウォー ロ ー ズ "が 登場 し て いる 。 最 
後に スト ラテ ジッ クス タデ ィ ズ グル ー プ が ホー ム 
コン ピュ ー タ 用 の “キャ リー ズ ア ッ ト ウ ォ ー" と 
“ヨー ロッ パ ア ブレー ゼ " を 送り 出し た 。 こ の 2 
つの コン ピュ ー タ ウォ ー ゲ ー ム は 、 同 様 の 米国 製 
品 を まがい 物 同 然 に みせ る ほど の 革新 的 な デザ イ 
ン と プロ グラ ム で で き て いる 。 日 本 か ら の 輸入 ゲ 
ー ム の 参加 も 多く の ゲー マー を 向 か せ た 。 米 国 の 
ゲー マー た ち に は 日 本 の ウォ ー ゲ ー ム の 強力 な 市 
場 に つい て の 知識 が 総体 的 に 不足 だ っ た の だ 。 彼 
ら は 日 本 製 ゲ ー ム が か く も 高 品質 で 優れ た デザ イ 
ン で ある こと に 喜ん だ 。 ク ォ ー タ ー デ ッ キ ゲー ム 
ズ と イン ター ナシ ョ ナル シミ ュ レ ーション の 二 社 


S 政 粒 き 括 有 汗 


に 3 
の ミ 


EIC て So 
2 り 革 省 六 きら ル ーー ニ マ ドー ロ VY さ NVYN、 マ 


吾 S ト ー 直 装 加 の さき ざ 油 きく ヤ 


が 日 本 か ら の 輸入 を 扱う 中 心 と な っ て お り 、 我 々 
は すでに ツク ダ ホ ビ ー と ホビ ー ジ ャ パン か ら の 作 
品 を 受け 取っ て いる が 、 に 米国 市 場 に 日 本 製 
ゲー ム が 増加 する こと を 楽し み に 待 っ て いる の で 
ある 。 
国内 編 ′ さて 、 そ うい うわ け で その 優秀 な る 日 
本 製 ゲ ー ム の 動向 で す 。 

ツク ダ ホ ビ ー か ら は 6 月 に 現代 航空 戦 を 扱っ た 
“ジェ ッ ト フ ァ イ タ ー" と 、 戦 国 合戦 シリ ー ズ 第 
2 弾 “信玄 上 洛 ” が 登場 。 こ の 2 点 の 前 に ボトム 
ズ ・ ク メン 編 が 出る 子 定 。 7 月 に は ZZ ガン ダム 
の 第 一 弾 が 控え 、 こ れ は 宇宙 を 舞台 と する 模様 。 
加え て 7 月 中 に “めぞん 一 刻 " と “天空 の 城 ラ ピ 
ュ タ "も る 出る と の こと で す 。 

エポック 社 か ら は 7 月 に 東部 戦線 を 扱っ た “ 失 
われ た 勝利 " が 登場 、8 月 に は マル チ プ レイ ヤー 
ズ ゲ ー ム “三国 志 演 義 " が 控え 、10 月 に は 空戦 ゲ 
ー ム “大空 の サム ライ ” が 予定 され て いま す 。 
アド ・ テ クノ ス は 5 月 下旬 か ら 6 月 の 間 に 
の 8・8 艦 隊 "、 さ ら に 6 月 に "レッ ドサ ンプ ブラ ッ ク 
クロ ス ” の 第 2 弾 、 〇 リタ ー ン トゥ ヨー ロッ ノ " を 
出し 、7 月 に は マン シュ タイ ン 3 部 作 の 一 つ 、~ 冬 
の 嵐 "が 登場 、“ ク ルス ク "、" ハ リコ フ " と 続き ま 
す 。 

ホビ ー ジ ャ パン か ら は "戦車 戦 II" が 登場 、* クト 
ゥ ルフ の 呼び 声 "、" ウ ェ ブ アン ドス ター シッ プ " 
と 続き 、 恐 怖 の RPG “クト ッ ゥ ルフ ーー"” は 1 人 用 
ナリ オ も 発売 され ます 。 な お 、 オ リ ジ ナ ル ロ ー 
ルプ レイ ング ゲ ダーム が 板 秘 で 進行 中 、 を 御 期 待 と 
Av が 


< 来 月 か ら 内 外 新 ゲー ム 情 報 の 内 容 が 一 新 し ます 。 
TAC-CON 情 報 、 耳 より な ニュ ー ス も 含め て 新 展 


開 新 企画 で お 送り する 内 外 新 ゲ ー ム 情報 に どう ぞ 


ご 期待 くだ さい > 


Modern tactical tank combat。 im- 
ported from Japan with fully trans- 
lated rules. Aounted mapS. $60 


ALAY 人 AA 
BE り URIA、 


Japanese import with 3 separate 
games. on 1941 - 42 Burma, Malaya. 
and Singapore campaigns. Superb 
research,、fun thinking man's game 
with 4 mounted mapboardSs. $40 


最近 で は ファ ンタ ジー・ ゲ ー ム も ずい ぶん 発 
売 さ れる よう に な っ て き て 、 ゲ ー ム 界 で も 1 つ 
の 分 野 を 確立 し て いる 。 中 で も ファ ンタ ジー・ 
ロー ルプ レイ ング ゲー ム は か な り の ファ ン を 把 
ん で いる らし く 、 各 ゲー ム メ ー カ ー は その 開発 
に 一 層 力 を 入れ 始め た と いう こと だ 。 こ うし た 
動き の 中 で 静か な が ら も 着実 に 人 気 を 呼ん で い 
る の が ファ ンタ ジー・ ボ ー ド ・ ゲ ー ム で ある 。 

ファ ンタ ジー の ゲー ム と いう と 、SF ゲ ー ム 
同様 原作 の ある も の が 多い 。 最 近日 本 で も 発売 
され 、 パ ッ ケ ー ジ アー ト が 話題 を 呼ん で いる ア 
バロン ヒル の エルリック” を 初め と し て 、 旧 


ファ ンタ ジー・ ポ ー ド ・ ゲ ー ム 


SPI の "WAR OF THE RING" や "DRAGON- 
SLAYER" 、 今 月 の INTREP コー ナー て で 紹介 され 
た 1.C.E. の "THE BATTLE OF FIVE ARMIE- 
S” 等 々 。 日 本 で 作ら れ た 原作 の ある F・B・G と い 
うど Na これ が あま りか なく て ご ナム ヨコ の "ドド ル ア 
ー ガ の 塔 " や バン ダイ の "ゲゲゲ の 提 太 郎 妖怪 
城 大 決戦 ゲー ム " と いっ た ファ ミリ ー ゲ ー ム ば 
か り と な っ て し まう 。 原作 の 枠 を 取り 払う と 隔 
差 は さら に 広がっ て 、 国 産 で は ツク ダ の " 異 界 
へ の 鍵 " くら いし か な い の に 対し 、 輸入 物 は 日 
本 語 訳 が つい て いる も の だ け で も か な り の 数 に 
の ぼる 。 フ ァ ン タ ジ ー の 素養 が な い 日 本 で は 仕 


方 が が いこ と か も し れ な い が 、 逆 に その 盆 
今後 の 可能 性 を 秘め て いる 分 野 だ と も いえ 時 
今月 の 特集 は こう し た 可能 性 を 探る た め 因 
少し くせ の ある F・B・G を 扱っ 軟 
だ 
"タイ タン の 控 " は |970 年 代 初期 
最初 の プレ イ テ ス ト が 行なわ れ q 詞 
来 、 何 度 も の 改良 を 経て 1982 年 に ア 人 4 
ン ヒ ル か ら 発 売 さ れ た 。 プ レイ し た 還 較 
の ある 人 に は か な り 好 評 な ゲー ム で 、。 
回 の 原稿 を 書い た 岡崎 氏 に よれ ば 「 限 りな 《 
ゴロ ク に 近い ウォ ー ゲ ー ム 」 な の だ そう だ 還 
ォ ー ゲ ー ム に 近い スゴ ロク で は な いと いう 世 6 
注意 し て 頂き た い 。 ボ ー ド は マス ター $ 四 
ド | 枚 に 戦術 用 シー ト 7 枚 、 そ し て 1I5%% 員 
mm の ユニ ッ ト は 、 496 個 全 て に 違う イヌ 
ト を 使っ て いる と いう 力作 で ある 。 


"中 将棋 "と いう と 、 百 科 事 典 の 「 シ ョ ウ 舌 
の 項 を 引け ば 名 前 く らい は で て くる だ ろう が 
大 部 分 の 人 は その 中 身 ま で 知る 機会 に は めぐ 譲 
れ な か っ た だ ろう 。 こ れ と F・B・G に だ 間 導 
関係 が ある か と いう と 、 そ れ は 読ん で の お 楽 陽 
み 。 


F・B・G の 中 で も マニ ア の 間 で 一 段 と 人 気 還 
が 高い の が " 剣 と 魔法 の 国 " で ある 。 ま だ 日 本 個 
ロー ルプ レイ ング が 紹介 され て いな い 頃 に 入 
て きた ゲー ム だ け に 、 そ の F・R・P 的 シ チ 避 
エー ショ ン が 人 気 の 秘密 だ っ た の だ ろう 。 自 催 
の 地形 タイ ル と 怪物 を 創っ て 、 か な り 入 れ 込 栖 
で プレ イ し て いる 人 も いる そう だ 。 


他 に も F・B・G は た くさ ん ある の だ が 、 財 
ずれ 場 を 改め て 紹介 する と し て 、 今回 は この aa 計 
だ で 。 


8 に 
ーー の 笠 ES TIR ASK AME FOR TS FAN WAZGAA 和 E 
こ ノ 


ジ - ワ ー ル ド 
タン の 則 界 


話し ド ・ ウ ォ ー ゲ ー ム “タイ タン の 控 " 
の すべ て が いま ここ に 明か され ます 。 


2 に ドー グ 


新 織 も ひと きわ 水 々 し さ を 増 し て きた 5 月 の 
ある 日 、 い きつ け の ゲー ムシ ョ ッ プ を 物色 し て 
いた 私 は 突然 局 を 叩か れ た 。 

「 お や 、 岡 崎 き ん じゃ あり ませ ん か 。 ま た 何 か 新 
し ぃ ゲー ム で も 仕入れ よう っ て ん で すか 」 

彼 の 名 前 は 大 沢 良 樹 。 昨 年 の 東京 タク コン で 
知り 合っ た ゲー マー で ある 。 

「 う ん 。 相 変わ ら ず 〇 〇 社 の 発売 日 が は っ きり 
し な いん で 閉口 し て る ん だ が ね 。 君 は 何 か お 目 
当て の ゲーム で も ある の か い 」 

彼 の 趣味 は WWII の 作戦 級 デ ー ム だ が 、 お も 
し ろ そ うな ゲー ム な ら ジ ャ ン ル を 問わ ず に 何で 
も や りこ な す と ころ か ら も 私 と 気 が 合っ て 、 以 
米 連 絡 を 取り 続け て いた 。 

[ 目当て っ て 程 の も の じゃ な いん で す が ね 
ん な こと か ら 初 心 者 の 相手 を し な け リ りゃ な 
な り ま し て 、 ち ょ っ と 探し に 来 た っ て 訳 


う 、 そ れ は 大 変 だ 。 私 な ら “ 
軍 "、 お っ と 今 は “ 徒 将 パッ トン "と 
た な 、 こ れ を お 勧め する よ 。 あ れ は いい ゲー ム 
だ 。 初 めか ら こ れ 位 の ゲー ム で 苦労 し た 方 が 初 
心 者 に は 絶対 勉強 に な る 」 

私 が こう 言う と 彼 は 笑い な が ら 、 

「 ま た また 。 い き な り "パッ トン …:" じゃ あお 難 
じす すぎ ます お 走 。 それ に まっ つた や で 当 で が が い 訳 で 
も な いん で す 。 そ いつ 、 河 村 っ て 言う ん で す が 
ね 、 河 村 が 言う に は ファ ンタ ジー の マル チア プレ 
イ が や り だ いん だ そり で し て 。。 そ うす る と 物 は 


パッ トン 第 3 


テニ / ナ テ 
旨 う ん だ つっ 


絞ら れ て くる ん で す が …… ャ 
「 そ れ な ら “" エ ルリ ッ ク " だ ろう 。 私 も 先日 手 に 
入れ た ん だ が 、 簡 単 だ ck 


し 初心 者 に は 持っ て こ 
い だ と 思う よ 」 


「 そ れ も 考 えた ん で す 


ら 続 けた 。 

「 実 は 奴 を ウォ ー ゲ ー 
ム に 引き ずり 込み た い 
と 思い まし て ね 。 そ れ で 
何 か マ ル チ プ レイ 的 な 
要素 の 強い 物 よ り ウ ォ 
ー ゲ ダー ム 的 な 要素 の あ 
る 物 を と 考え て 」 

彼 は 少し 売場 の 中 を 
見 回 し て 、 隅 の 方 に 全 
れ て いた 紫 の 紅 を 手 に 
取っ て 私 に 見せ た 。 


する 友 な ん て . ど 55 疹 


箱 の 上 に は 赤い 文字 で 
「TITAN」 と 書か れ て 
いる 。 

2 鐘 ン か 。 で 5 
は また 渋い ゲ ダーム を 選 
“タイ タン の 控 " の 地図 盤 、 
マス ター プレ ー ト 。 戦闘 か 発 


生 し た 場合 は 、 戦 術 マ ッ プ 上 
に 舞台 が 移さ れる 。 


(AH)〉 “タイ タン の 探 " プ レイ リポ ー ト 


一 風 変 わ っ た 雰囲気 の "タイ タン の 探 " プ レイ リポ ー ト で す 。 皆さん 
の 周り で も こん な プレ イ が 行なわ れ て いる の で し ょ うか 。「 僕 も こ 
ん な 経験 を し た 」 
知ら せ 下さ い 。 


言う 方 が いた ら 、 ぜ ひ タ ク テ ク ス 編 集 部 まで お 


ん だ も の だ 。 あ の スゴ ロク 的 な 所 が な ん と も 言 
えな い 味 を 出し て いて 私 も 好き だ な 」 

「 そ うい っ て くれ る と 思っ て まし た よ 」 

彼 は ズル 賢 こ そう な 目 を 私 に 向け な が ら ほ く 
そ 笑 ん だ 。 

「 で 、 物 は 相談 な ん で す が 、 今度 の 日 曜日 の 都 
合 は どう な っ て ます ? 5 人 まで は 揃っ た ん で 
す が 、 や っ ぱり 6 人 で や ら な いと ゲー ム の だ い 


アベ ん 語ら hy 。 
バ 


ご 味 っ て や つが で ませ ん か ら ね 。 も ちろ ん 来 て 
頂け ます よね 」 

先日 プア レイ し た “宇宙 の 戦 二 " で 、 回 収 艇 を 
吹き 飛ば きれ た の を 、 ま だ 根 に 持っ て いる らし 
い 。 し か し 、 あ れ は 私 の 責任 で は な い 。 核 地雷 
の 上 に 着陸 し て くる 方 が 悪い の だ 。 

「 挑 戦 き され た ん な ら 人 逃 げ る 訳 に は いか な いね 。 
募 所 は 君 の 家 で いい ん だ ろう ?」 

彼 は 大 きく ぐう な ずく と "タイ タン "を レジ へ と 
持っ て いっ た 。 私 は 頭 の 中 で ルー ル を 思い 出し 
な が ら 店 を 後に し た 。 


"タイ タン "と いう ゲー ム 


~TITAN" を 「 テ ィ タ ー ン 」 と 読む の は アニ メ 
の 見 すぎ で ある 。 こ の ゲー ム の 日 本 語 タ イト ル 
は "タイ タン の 控 " と な っ て いる が 、 ル ー ル プッ 
ク を 見 れ ば わか る 通り これ は 本 来 ゲ ー ム の ルー 
ルプ ブッ ク の タイ トル で あり 、 私 と し て は 以後 、 
この ゲー ム を “タイタン” と 呼ぶ こと を お 勧め 
所 だ な V5 

"タイ タン "は ファ ンタ ジー ウォ ー ゲ ー ム で あお 
り 、2 人 か ら 6 人 で プレ イ で きる 。 プ レイ ギー 


は いく つか の 軍団 を 持っ て ポー ド 上 を 走り 回 り 、 


新た な そし て より 強力 な モン スタ ー を 呼び 集め 
て そ て は 敵 に 戦い を 挑む 。 勝 利 条件 は た だ 1 つ 、 他 
の 全 プ レイ ヤー を 倒す こと で ある 。 各 プレ イヤ 
ー に は それ ぞ れ 1 ユニ ッ ト ず つ 、 彼 自身 を 表す 


タオ タン キー ニッ ト が 与 だ られ で 机 り この ダイ 
タン が 倒さ きれ た プレ イヤ ー は 「GAME OVER 」 
と な る 。 ゲ ー ム ボー ド は 11 種 類 の 地形 を 巧妙 に 
配置 し た 、 言 うな れ ば 発展 し た スゴ ロク と で も 
いう も の と な っ て いて 、 プレ イギー は サイ ユ ロ 
を 振っ て 出 た 目 の 数 だ け 各 軍団 を 動か すこ と が 
で きる 。 そ し て 移動 し た 先 の 地形 と その 軍団 の 
構成 員 の 種類 に よっ て 、 新 た な ユニ ッ ト を マス 
ター( 敏 集 ) し 軍団 を 「 進 化 」. さ せ て ゆく 。 戦闘 は 
同じ マス に 入っ た 軍団 の 間 で 行なわ れる 。 両 軍 
団 の 持ち 主 は 各地 形 ご と に 用 意 さ れ て いる 戦術 
マッ プ に 軍団 の 兵士 を 展開 し て 「 ウ ォ ー ゲ ー ム 」 
を 始め る こと に な る 。 ユ ニッ ト に は 耐久 力 ・ 攻 
撃 力 を 表す 「 体 力 」 と 、 移 動力 ・ 命 中 三 回 避 率 を 
表す 「 能 力 」 が 表示 され て いる が 、 進 化 の 頂点 と 
も いう べき コロ ッ サ ス を は じ め と し て 実に 24 種 
の モン スタ ー が 用 意 き れ て お り 、 多 様 な 戦い が 
くり 広げ られ る だ ろう 。 


戦 \ の 始ま り は いつ も 突然 


「 初 め ま し て 、 河 村 で す 。 ど う ぞ お 手 や わら か 
に 」 

河村 君 と いう の は お と な し く て 人 の よさ そう 
な 人 物 だ っ た 。 し か し こう いう 人 間 に 限 っ て 過 
激 な 手 を 打っ て くる も の だ 。 上 手 に 相手 を し て 
や れ ば きっ と 
良い ゲー マー 
だ 珍 つ むだ 
つの き 


佐藤 は ご 存 知 
で まま ね 。 そ 
れ で は 始め ま 
し まう の 5 
大 沢 君 が あ 
ちこ ちの アバ 


プレ イ は 始ま 


「 田 中 と 鈴木 、 


で きた 。 何 ター ン も 経過 し て か 頭 
、 ま だ 各 軍 団 が ひ弱 な プレ イ の 幸 | 
の 席順 は 重要 で ある 。 と くに 腹 に 語 
持つ 男 と 、 何 を し で か すか わか ら な い 初 避 尋 
手 で は な お さら 大 き な 意 味 を 持つ と 言え 評 計 

谷 め に 持っ て いる 軍団 は 2 個 、 プ レイ 大 調 
に つれ て 、 軍団 中 の ユニ ッ ト 数 が スタ ッ ク 制 較 
7 個 を 越え を そう に な っ た ら 、 こ れ を バラ 人 
た な 軍団 を 増やし て ゆく こと に な ろう 。g 人 
3 人 で プレ イ す る と き な ら 軍団 が 弱く な る 
覚 傾 の 上 で 、 少 な い ユ ニッ ト の 軍団 を 量産 記 
手当 り 次 第 に 進化 きせ て ゆく と いう 戦法 審 最 
る が 、6 人 で プレ イ し た 場合 、 こ うし た 紀 散 
団 は 敵 の 餅 食 と な る ば か り で ある 。 

いた ずら に 軍団 を 進化 さき せれ ば よい と ゆい 請 
の で は な い 。 "タイ タン "の 進化 樹 の 先端 、 細 計 
な れ ば 生態 系 の 頂点 に 立つ の は 無敵 の 青銅 剛 
コロ ッ サ ス で ある が 、 道 を 過 る と ここ に だ 話 還 
つく 《 こ と が で き な い の だ 。 中 で も 危険 な の 結 
ー ゴ イル に 始ま る 、 密 林 の 王者 サー ペン ト a 調 
じ る 道 で ある 。 サ ー ベ ント で は 決し て コロ 請 衣 
ス に 勝つ こと は で き な い 。 そ し て サー ペン 市 周 
進化 の 袋小路 で あり 、 そ の 先 へ 進む こと は 訂 菩 
な い の だ 。 お そら く プ レイ の 最後 に 行なわ 和議 
の は 、 強 大 な ダミ チマ を その 親衛 隊 か ら な る 請 
2 大 軍団 に よる 最終 戦争 で あろ う が 、 そ の ま 詳 
な 場 に 私 の タイ タン を 送り 出す と き 、 頼 り の 喋 
方 が 蛇 ど も だ と いう の は ぞっと し な い 話 だ 講 末 
の タイ タン の 脇 を 固め る の は コロ ッ サ ス を 斐 思 
て 他 に な い 。 そ の た め タ イタ ン を 含む 軍団 の 艇 
動 に は 万 全 を 期し 、 常 に 一 歩 で も コロ ッ サ 玩 
近づく よう に 動か さ ね ば な ら な い 。 し か し 主計 
は 一 面 で 非常 に 危険 な み 手 で も ある 。 1 
不運 が 続い て 、 タ イタ ン 軍 団 が 思う よう に 動 請 
な か っ た 場合 、 私 の タイ タン は いつ ま で も 原 交 
的 な 生物 達 と 行動 を 共に し な けれ ば な ら な ぐ 
る 。 そ の 間 に 敵 の 邪悪 な 、 
が 襲い か か っ て きた ら ……。 考 える の は や 六 詩 
う 。 正 し い 道 を 歩む 者 に は きっ と 幸運 の 女神 
微笑 みか け て くれ る と 信じ て 。 

マル チ プ レイ ヤー ズ ゲ ー ム に も 係わら ず 、 湯 軒 
イタ ン " に お いて は プレ イヤ ー 間 の 交渉 は 非 党 
少な い 。 も ちろ ん 「 こ の 道 開 け て よ 」 と か 「 ほ 絢 詩 
ら 、 も た も た し て る と 踏ん づけ ちゃ う よ 」 誠 記 


も か く 


世 


っ た 。 っ た 会 話 や 、 そ れ に 伴っ た 若干 の いけ に え の 豆 還 
まず は 場所 り と りな ども な く は な い が 、 そ れ 以 上 に 各 調 
決め で ある 。 イヤ ー は 自分 の 軍団 を 進化 させ る こと に 熱中 再 


人 A 各 地形 で マス ター され る タイ タン の 戦士 た ち 。 シ ル エ ッ ト の 左 に 書か れ て いる 数 の 兵士 が いれ ば 、「 進 


化 」 の 次 の 段階 の 士 を 呼び 寄せ る こと が で きる 。 る 。 そ し て 充分 な 戦力 を 持っ た 軍団 に よっ て 商 還 


放 


私 は 幸い な こ 
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の 待つ 地域 へ 突っ 込む の だ 。 


力 と 技 こ サイ コロ こ 


始め の 数 ター ン は 何ごと も な く 過 ぎ た 。 河村 
君 も や た ら 軍 団 を 突っ 込ま せ た り せ ず 、 慎 重 に 
軍団 を 進化 きせ て いる 。 私 の タイ タン 軍団 も す 
で に 進路 を 決め た 。 ケ ンタ ウロ スー ウォ ー ベ ア 
ー ジ ャ イア ント 一 コロ ッ サ ス と 通じ る 黄金 の 道 
だ 。 他 に オグ ル か ら 進 む 道 も ある の だ が 、 サ イ 


コロ は 私 を 2 回 続け て 平地 へ と 導い た の で ある 。 


し か し 本 当 に 大 変 な の は これ か ら だ 。 森 に た ど 
りつ くま で に 何 タ ー ン か か る こと や ら 。 

5 ター ン も 過ぎ 、 そ ろ そ ろ 軍 団 を 分 割 し よう 
か と いう 頃 に な っ て サイ コロ の 出 目 が 皆 の 進化 
に 微妙 な 影 を 落と し 始め た 。 

「 当 一 あっ また .5 だ よ 」 
「 ま だ いい よ 。 僕 な ん て 連続 6 で す ぜ 」 

田中 君 と 佐藤 君 は 先程 か ら 大 きい 目 を 出し 続 
け て くさ きっ て いる 。 軍団 が 増え て ボー ド が 埋 ま 
っ て くる と 、 敵 に 当たら ず に 動け る 距離 と いう 
の は 限ら ちら れ て くる 。 も ちろ ん 相手 が 弱 け れ ば 撃 
破 す る こと も で きよ う が 、 下 手 に 当たっ て 両方 
が タイ タン 軍団 だ と いう こと に で も な れ ば 、 そ 
れ は も うど ちら か の プレ イヤ ー の 終え ん を 意味 
する 。 こ の 序盤 で 終わ っ て し まっ て は 面白 くも 


な ん と も な い 。 相 手 が タ イタ ン 軍 団 で な く と も 、 


自分 が 勝て る 保障 は どこ に も な いわ け だ か ら 、 
移動 は で き な い 。 す な わ ち 進化 も で き な い と い 
う 寸法 だ ど 。 そ れ に 比べ て 他 の 4 人 は 順調 に 進ん 
條 いる よう だ っ だ た 。 

最初 の 戦闘 は 河村 君 と 鈴木 用 の 間 で 行なわ れ 
た が 、 な か な か 白熱 し た も の だ っ た 。 

「 お 一 い 。 こ の 小さ い 軍 団 誰 の ? 踏ん じゃ う よ 」 
「 よ し こい 」 

河村 君 は 天使 と サイ クロ プス を 中 心 と し た 7 
枚 の 軍団 。 対 する 鈴木 軍団 は ガーゴイル が 2 枚 
だ 。 鈴木 苫 と し て は 脱出 し て 敵 に 与え る 点 を 減 
らし て よかっ た の だ が 、 せ め て 一 太刀 浴び せよ 
うと いう と ころ だ ろう 。 沼地 で 行なわ れ た 戦い 
は 誰 の 目 に も 河村 軍団 有利 だ っ た 。 し か し 、 そ 
こ で 初心 者 と ベテラン の 差 が で た 。 

「 攻 撃 側 そ を れ で いい の ? じゃ あい く よ 」 

不用 意 に 突出 し た 1 体 の サイ クロ プス に 2 匹 の 
が ー ゴ イル が 飛び か か っ た 。 最 終 的 に 鈴木 君 は 
サイ の 目 も 手伝っ て サイ クロ プス 1 体 と ガー ゴ 
イル 1 匹 を 道連れ と する こと に 成功 し た 。 

「 だ め だ よ 初心 者 いじ めちゃ あお 」 

「 で も さ 、 始 め に 苦労 し た 方 が 彼 の た め に な る 


と 思っ て ね 」 


実際 、 河 村 君 は こ 
れ 以 後 戦術 マッ プ 上 
で の 動き に 非常 な 注 
意 を 払う よう に な り 、 
野次 馬 た ちの 助言 も 
あっ た せい か 、 ほ ば ぼ 
及 第 点 を 与え られ る 
作戦 が 取れ る よう に 
な っ た 。 ま ず は ウォ 
ー ゲ ー ム に 足 を 一 歩 
踏み いれ た と いう と 
の だ ろう 。 


洲 び ゆく 
者 ども 


いた の は 田中 君 だ どっ た 。 

「 あ れ っ 。 も う サ イク ロ プ ス な い の ?」 

彼 は 最後 の 1 枚 を 軍団 に 加え な が ら 残 念 そ う 
に 舌打ち し て いた 。 こ の ゲー ム で は 、 1 度 戦 闘 
に 破れ て 破壊 され た 兵士 ユニット は 、2 度 と 使 
うと が 放さ れ が 03 つまり 全休 で マス ダー 
で きる 数 は 、 始 め に ある ユニ ッ ト 数 まで な の で 
ある 。 サ イク ロ プ ス は いま 盤 上 に いる 者 が 全て 
な の だ 。 そ れ は 同時 に ガー ゴイ ル 族 の 未来 を も 
断ち 切っ て し まっ た 。 ガ ー ゴ イル は も は や 進化 
する こと は で き な い 。 そ う 、 乱 獲 に よっ て 繁 み 
の 生態 系 は 破壊 され た の だ 。 予想 さ れ て いた こ 
と と は いえ 、 こ の 絶 減 の 早 さ は 意外 だ っ た 。 こ 
の ガー ゴイ ルー サイ クロ プス の 道 は た どる の が 
簡単 な だ け に 手軽 な 戦闘 部 隊 と し て 多く の 人 が 
利用 する 。 私 も タイ タン の いな い 2 個 軍 団 に は 
サイ クロ プス を 配備 し て いた が 、 彼 ら が 絶滅 し 
た 今 、 サ ー ベ ント へ の 道 は 断 た れ 残 る 道 は より 
下 等 な ザー ゴン へ の 道 だ け で ある 。 し か し 、 こ 
ん な に 早く 〈 絶 減 す る と は …… 。 誰 か が この 政 悪 
な 進化 の 道 を 必要 以上 に 追い 求め て いる の か 。 
そう だ と する と 私 の 軍団 も うか うか し て は いら 
れ な い 。 な に し ろ 私 の タイ タン 軍団 に は まだ ウ 
ォ ー ベ ア が 1 頭 し か いな い の だ か ら 。 


泊 ひび ゆく も の ご も II 


佐藤 君 は 始め か ら つ いて いな か っ た 。 そ し て 
彼 の タイ タン 軍団 が 私 の 戦闘 部 隊 に 突入 する は 
め に 陥っ た と き 、 彼 の 不運 は 頂点 を 極め て し ま 
っ た と 言え よう 。 序盤 の 出遅れ を 遂に 挽回 し き 
れ な か っ た た めか 、 彼 は この 時 点 で わずか に 2 


に 5 ピー 
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を 動か すか 悩ん だ 末 に 、 最 悪 の 選択 を し た の だ 
っ た 。 私 の ゴー ゴン 軍団 は 平地 で きえ も 強力 な 
し ろ も の だ 。 そ れ が 繁 み の 中 で 佐藤 タイ タン を 
待ち 伏せ て いる 。 も し この 相手 が 河村 君 だ っ た 
な ら 、 私 は ゴー ゴン 軍団 を 戦 か わせ る こと な く 
解散 (脱出 ) さ きせ て いた か も し れ な い 。 初 心 者 と 
いう も の は 必要 以上 に いた ぶる より も 、 適 当 に 
遊ば せ て や ら な けれ ば な ら な いか ら だ 。 し か し 
相手 の ゲー ム 歴 は 4 年 、 決 し て 素人 で は な い 。 
さす が に 5 体 の ゴー ゴン で は 彼 を 倒す こと は 
で き な か っ た が 、 佐 藤 君 の タイ タン は 全て の 護 
衛 を 失っ て 1 人 旅 を する 破 目 に な っ た 。 とどめ 
を 刺し た の は 鈴木 若 で ある 。 し か し 、 そ の 鈴木 
君 の 寿命 も 実は あと 数 ター ン 後 に 迫っ て いた 。 
鈴木 君 は 不用 意 に も タイ タン 軍団 を 使っ て 佐 
衣 君 を 倒し た た め 、 大 沢 君 か ら の 波状 攻撃 を 受 
ける こと と な っ た 。 彼 の 攻撃 は 見 事 な も の だ っ 
た 。 第 1 波 は レン ジャ ー 軍 団 、 第 2 波 は オグ ル 
ー ト ロー ル 軍 団 、 そ し て 第 3 波 に は 天使 率い る 
ワイ バー ン 一 トロ ー ル 軍団 を ぶつ けた の だ 。 先 
の 2 波 の 攻撃 で か な り の 損失 を だ し て いた 鈴木 
君 の タイ タン 軍団 は 、 さ きす が に 最後 の 天使 軍団 
の 攻撃 を か わし きれ な か っ た 。 彼 は せめ て ワイ 
バー ン の 1 匹 で も 道連れ に と 考え て いた よう だ 
が 、 大 沢 君 は それ さえ も 許さ ず 、 遂 に 2 人 目 の 
タイ タン が 天 に 召さ れ た 。 

「 こ れ で 少し は 動き や すく な り ま すね 」 

彼 は 挑む せよ うに 私 を 見 る と 不 敵 に 笑い か けた 。 
「 あ あ 、 勝 負 は これ か ら だ よ 」 

そう 、-2 頭 の ウォ ー ベ ア を 得 た 私 は 、 い よい 
よ 巨 人 を 手 に 入れ る べく 地図 盤 の 中 央 へ 向け て 
進撃 する の だ 。 
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個 軍 団 し か 持っ て いな か っ た の で 、 そ の どちら 
(COLOSSUS COLOSSUS COLOSSUS 

c ち ら 

の Se 


10 人 


こら 
ンコ 
10% 24 9 ント 3 g が 3 


DRAGON DRAGON 


17 


SERPENT SERPENT 


= 生 本 な る の 出現 


「 う そっ 。 も うそ ん な に 持っ て る の 」 

「 著 学 し まし た か ら ね 」 
邪悪 な 者 が 突然 次 を 表わし た 。 田 中 君 の タイ 
タン を 毅 っ た の は 河村 君 の タイ タン 軍団 。 そ し 
て 彼 は 3 匹 の サー ペン ト を 連れ て いた 。 一 方 の 
田中 君 は コロ ッ サ ス を めざし て いた も の の 未だ 
道 は 遠く 、2 体 の ミノ タウ ロス を 持っ て いた に 
過ぎ な い 。 今度 山 へ 行け ば ドラ ゴン を 呼べ た の 
だ が 、 そ の 夢 も も うむ な し く な っ て し まっ た 。 

戦い は 平地 で 行なわ れ た 。 田 中 君 は 4 ラウ ン 
ド ま で 粘 れ ば ライ オン (レン ジャ ー は と っ くに 
絶 減 し て いた ) の 増援 を 受け 取る こと も で きる 
の だ が は た し て どこ まで も つか 。 進 化 の 道 を 誤 
っ た と は いえ 、 そ の 頂点 を 極め る 者 は それ な り 
に 強力 で ある 。 サ ー ペ ント は じわじわ と 田中 
イタ ン へ と に じじ り 寄っ て いっ た 。 

『 じ ゃ 、 い きま す よ 』 

18 個 の サイ コロ が 火 を 吹い た 。 サ ー ペ ント の 
攻撃 は いつ 見 て も 壮観 で ある 。 攻 撃 時 に は ユニ 
ッ ト の 体力 分 の サイ コロ を 振る こと が で きる の 
だ が 、 我 々 は いつ も 無理 を し て で も その 数 だ け 
の サイ コロ を か き 集 め て 、1 度 で 振る よう に し 
て いる 。「 下 手 な 鉄砲 も 数 撃ち ゃ 当たる 」 の 言葉 
通り 、 サ ー ペ ント の 3 連射 に よっ て 2 頭 の ライ 
オン が 吹き 飛ん だ 。 

4 ター ン の 増援 を 待つ まで も な 〈 く 、 田 中 看 
は べ ヒ モス と サイ クロ プス 各 1 体 ずつ を 道連れ 
に し て この 世 を 去っ た 。 最 後に は 河村 タイ タン 
と の 一 騎 打 ち も 見 られ た が 、 す で に 傷つい た 体 
で 彼 を 倒す こと は 望む べく も な か っ た 。 

河村 君 は すでに 邪悪 な る 進化 を 極め つつ ある 。 
一 方 の 私 は と いう と よう や く < 2 人目 の 巨人 を 手 
に 入れ 、 遂 に コロ ッ サ ス へ の 道 が 開か れ よ うと 
し て いる 所 だ 。 大 沢 君 も 先程 か ら 地図 盤 の 中 央 
あたり を うろ うろ し て いる 。 下手 を する と も う 
1 体位 は コロ ッ サ ス を 持っ て いる か も し れ な い 。 
し か し あせ り は 禁物 だ 。 慎 重 に 、 着 実に 進化 す 
る 以外 に 勝利 は あり えな い の だ か ら 。 


密林 の 王者 水原 に 死す 


「 よ ー し 、6 だ 。 岡崎 さん 、 い きま す ぜ 」 
河村 君 は いき な り 叫 ん だ か と 思う と 、 ツ ンド ラ 
に いた 私 の タイ タン 軍団 めがけ て タイ タン テレ 
ボ ポート に よる 決戦 を 挑ん で きた 。 先程 か ら 大 沢 
君 と な に や ら ひ そ ひ そ や っ て いた の は この こと 
だ っ た よう だ 。 会話 の 内 容 は だ いた い 想 像 が つ 
人 5 
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ー ペ ント で も 岡崎 さん 
っ 込ん を だ あと で 僕 と 最 


ョ まぁ 。 いま な ら ま だ サ 
に 勝て る か ら さ 。 君 が 突 
後 の 決戦 を し よう ぜ 』 

『 で も 僕 だ っ て 損害 くら うだ ろ ?』 

『 大 丈夫 。 戦 力 立て 直す まで 待っ て や る か ら 。 
お 互い 完全 戦力 で や ろう ぜ 。 い い だ ろ 』 

『 い いと も 』 

大 沢 君 の 本 音 は 私 の 進化 を 少し で も 足止め し よ 
うう という. と ころ だ の 2 

実際 、 河 村 君 の タイ タン 軍団 は タイ タン と サ 


ー ペ ント 6 匹 。 す で に 道 を 極め つく し て いる か 
ら 、 大 沢 君 か 私 の どちら か に 戦い を し か ける 以 
外 に 手 は な か っ た 。 対 する 私 は と いう と ……… 
アゲ ジグ ドキ が 今 兵 と 直己 玉 る き 委 


「 タ イタ ン に ジャ イ 


コロ ……… コロ ッ サ ス が 3 人 も いる ん だ / ア 」 

大 沢 君 は 予想 以上 に 強力 な 私 の 部 隊 に 舌 を 巻 
いて いた 。 河 村 君 は 自分 の サー ペン ト に 過剰 な 
期待 を 抱い て いる よう だ が 、 私 と 大 沢 君 に は わ 
か っ て いた 。 こ の 戦い は 私 を 有利 に し て くれ る 
も の だ と いう こと を 。 

7 ラウ ンド ある 戦闘 期間 中 、 防 御 側 は 4 ラウ 
ンド に な る と 増援 を 受け と る こと が で きる 。 こ こ 
ツン ドラ が 戦場 な ら ば 、 私 は コロ ッ サ ス を 増援 
と し て 愛 け 取る こと が で きよ う 。 つ まり 私 は 労 
せ ず し で 一 一 サイ コロ の 出 目 を 待つ こと な く コ 
ロッ サス を 受け 取る こと が で きる の だ 。 そ し て 
この 戦い で 私 の コロ ッ サ ス に 損害 が で る こと は 
ある まい 。 な に し ろ 相 手 は 初心 者 な の だ 。 

河村 腹 の サー ベン ト は 体力 に も の を 言わ せ て 
吹き だ まり を 押し 渡っ て きた 。 私 は すでに 用 済 
み と な っ た 巨人 達 を 先頭 に 立て て 、 彼 が 苦労 し 
な が ら 前 進 し て くる の を 待ち 構え た 。 戦 い は 白 
熱し た な ぐり 合い と な っ た が 、 終 わっ て みる と 
一 方 的 だ っ た 。 サ ー ペ ント の 一 斉 射 撃 も 当たら 


CYCLOPS 


CYCLOPS 
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四 定食 間 夫 


な けれ ば 意味 が な い 。 私 は 敵 か ら 火 力 大 媒 
れ そ うな と ころ に は 巨人 を 配 し て お い 妨 
コロ ッ サ ス が 同時 に 複数 の サー ベン ト 大 詩 
を 受け る の は まれ だ っ た 。 こ ちら の 攻撃 ほ 記 
いよ うに よく 当たる 。 蛇 ども は 次 々 と 雪 g の 届 
倒れ て いっ た 。 河村 タ イタ ン に 対し て ほ 毅 
表し て タイ タン 自ら が 出陣 し た が 、 こ 大 
け な く 勝負 が つい て し まっ た 。 我 方 の 損 軒 較 
人 2 人 。 代 わり に 天使 と コロ ッ サ ス が 1 衣 還 
入っ て き て 、 軍 団 は 実質 的 に 強化 され た 請 
敵 は 大 沢 タ イタ ン た だ 1 人 だ 。 


そこ マ し 全 し ーー _ 計 
最終 戦争 最後 の 一 振 96 
遂に 最後 の 戦い の 時 が や っ て きた 。 河 醒 
けし か け て 以来 、 大 沢 君 は 私 の タイ タン 重 過 
対し て 再三 に 渡っ て 刺客 を 差し 向け て き 怒 朋 
その た びに 私 は これ を 撃退 し た 。 そ し て 
コロ ッ サ ス さ えも が マス ター され つく | 皿 清 琴 
私 は 平地 に 展開 し て いた 大 沢 者 の タイ タジン 
に 対し て 、 タネ メ ンチ レボ ンド 尺 ま 
を 挑ん だ 。 
択 佑 の 埋 は クイ タン まう 和議 
3 、 ド ラゴン 2 、 大 天使 1 。 対 する 私 は 夕 護 
ン (23)、 コ ロッ サス 4 、 巨 人 1 、 ド ラ ゴ 語 較 
まほ 互 格 の 戦力 で ある 。 3 
平地 で の 戦い は 、 完全 に 正面 か ら の ぶつ 較 
合い 、 力 と 力 の 勝負 と な っ た 。 毎回 何 10 個 妖 
サイ コロ が 飛び 交 い 、 戦 士 遂 は 1 人 、 ま だ 詩 
と 倒れ て いく 。 そ し て 最後 の 戦い は も ちろ 
イタ ン 対 タイ タン で ある 。 私 は 最後 まで 生き 製 
っ た コロ ッ サ ス と 共に 攻撃 を 加え た 。 彼 の 指 
た 損害 は この 攻撃 に よっ て すでに 体力 を 上 回 財 
まさ し く 〈 く 「 お まえ は も う 死 ん で いる 」 状 態 ど 頭 
た 。 最 後 の 反 届 に よっ て 私 の 残っ て いる 体 痢 
以上 の 命中 が 出れ ば 引き 分 け で ある 。 は だ た 
結果 は ss2 3 
ジャ クジ キジ ャ ラ 「 呈 ミ 231 3 。 5 補 11 打 英 
ああ 足り な 


: い ペ ーー」 


\3 
レー 
こう し て 私 は タイ タン の 博 者 と な っ た 。 玉 記 
タン は ひたすら 戦う た め の ゲ ー ム で ある 。 大 還 
こ は 理 届 も な に も な い 。 と に か く 戦 う の で 襲 衣 
た ま に は こう し た ゲー ム で すべ て を 忘れ で 戦 計 
て みる の も よい だ ろう 。 も っ と も いつ も 戦 豆 細 
け て いる 人 も いる が 。 3 
「 岡 崎 き ん 、 岡 崎 さ ん 。 今 ね 、“ 北 アフ リカ 申 護 
戦域 "の 駒 を 切っ て る ん で す よ 。 そ れ で ね 、 誰 二 
相手 を し て くれ る 人 が いな いか な あと …… 
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ファ ンタ ジー ボー ド : ゲ ー ム は 
シジミ ュ レ ーション ゲー ム の 
終末 を 予言 する か の 


ー 一 日 本 の 古 将 棋 か ら ー- 


世 紀 に 入っ て 我々 の ウォ ー ゲ ー ム が 


圭 不 茂 


登場 し て か ら 、 ま だ 30 年 し か た っ て いな い 。 し か し その 主流 は 、 シ リア ス 


な ウォ ー シ ミ ュ レ ーション か ら フ ァ ン タ ジ ー へ と 早く も 移り つつ ある 。 この 現象 の 行き つく 先 は どこ な の か の 


右 下 の 図 は 、 日 本 の ファ ンタ ジー・ ボ ー ド ・ 
ウォ ー ゲ ー ム 摩 訓 太 大 象 厳 の 、 一 方 の 側 の 初期 
配 置 で ある 。 こ の ゲー ム は 今 の 将棋 の ご 先祖 様 
に 当る も の で 、 15 世 紀 ご ろ に 存在 し た らし い 。 
盤 は 19 マ ス ※19 マ ス 、 駒 は 51 衝 類 192 枚 も あっ 
だ た 。 駒 に は 人 金 持 や 銀 将 な ど お な じみ の も の も 多 
い が 、 牛 、 猪 、 族 、 獲 、 遇 、 銀 、 約 、 虎 の よう 


な 獣 が 打 れ まわ っ た り 、 龍 、 風 風 、 旧 勝 、 狐 大 、 


金剛 、 カ 上 の よ うな ファ ンタ ジー 世界 の 生き も 
の も 登場 し て 、 と て も 面白 そ う で ある 。 と ころ 
が 、 な ん と 残念 な こと に 、 こ の ゲー ム の プレ イ 
の 仕方 は 伝わっ て いな い 。 駒 の 動か し 方 の お お 
よる そ (成っ た 場合 も ) は な ん と か わか る が 、 細 か 
い ル ー ル は 残っ て いな い の で ある 。 こ の ゲー ム 
は 、 忘れ 去ら れ た 過去 の 遺物 に な り 果 て て いる 
と いう お 当 7 だ 0 
15 世 紀 に は 、 こ の 摩 訓 太 太 象 戯 の ほか に も 、 

いく つか の 象 戯 が あっ た 。 小 象 厳 、 中 象 虚 、 大 
象 戯 、 太 太 象 厳 、 そ れ に 摩 訂 太 太 象 厳 、 大 ( 泰 ) 
象 江 な ど で あ る 。 こ れ ら の うち で 、 中 象 厳 は 現 
企 で も プレ イ で きる 。 大 象 厳 は 中 象 虚 よ り ひ と 
まわ り 大 きい が (12X12 に 対し て 15※15、 駒 数 ン 
種類 が 92 プ 22 に 対し て 130/29)、19 世 紀 の 文献 
に も 堺 れる こと か ら プ レイ され て いた と 推定 き 
れ て いる 。 次 に 大 きい 太 太 象 上 江 に な る と 、 急 激 
に 駒 、 特 に ファ ンタ ジー 系 の も の が 増え て くる 
(17※17、192 プ 65)。 駒の 種類 が 多 す ぎ 、 馬 数 の 
割 に 盤 が 作 く て プレ イ し に くく 人 気 が な か っ た 
の で あろ う 、 次 の 摩 訂 大 太 象 戯 は 太 太 象 戯 の プ 
レイ アビ リティ 向上 版 に な っ て いる 。 駒 数 は 同 
じ だ が 種類 は 14 種 も 減ら され 、 盤 は 広げ られ て 
いる 。 駒の 並べ 方 や 成り 方 も 大 幅 に 整理 され 、 

並べ 方 に は 覚え る た め の 歌 まで ある 。 こ の 細 力 
は な か な か の も の だ っ た が 、 次 に や け く その 秦 


象 戯 (25X25、354 ン 93、 一 見 し て プレ イ 不 可能 ) 
が ある と ころ を 見 る と 、 結 局 一 般 に は 受け 入れ 
られ な か っ た と みえ る 。 し か し これ だ け デ ィ ウ ヴ 
ェ ロ ッ プ され て いる と ころ を 見 る と 、 こ の ファ 
な ん と か 
一 般 に 広め よう と し た 小 グ ルー プ が 想像 で き な 
い だ ろ うか 。 我 々 ゲー マー の 遠い 祖先 で ある 。 
象 戯 (将棋 ) は も と も と 騎兵 、 戦 車 、 象 な ど を 
栓 し た 駒 で 戦う 純粋 な ウォ ー ゲ ー ム で あっ た 。 


ウォ ー ゲ ダー ム の 競技 性 が 強調 され て ゆく 傾向 は | 


この ころ も 今 も 同じ で 、 も っ と 別 の も の 、 つ ま 


リ シ ミ ュ レ ーション の 楽し みや 遊戯 と し て の 面 
自 さ を 追求 し た いと 考え る 者 も 出 て きた の で あ 


ろう 。 リ サー チ な ど で き る わけ も な い 時 の こと 、 


向う 方向 は 大 弄 化 、 フ ァ ン タ ジ ー・ テ ー マ し か 
な か っ た 。 だ が 1 ゲー ム に 多く の 時 間 を か け 、 

空想 の 動物 の 活躍 を 喜ぶ 人 間 は あま り い な か っ 
た と みえ て 、 最 終 的 に 生き 残り 現在 まで 伝わっ 
た の は 、 逆 に 競技 用 ゲー ム と し て 徹底 し て 洗練 
され た 現在 の 将棋 だ どっ た 。 難解 な ファ ンタ ジー 
ゲー ム の 残 骨 を 遺し 、 シ ミュ レー ショ ン ・ ウ ォ 
ー ゲ ー ム は 500 年 の 過 り に つい た の で ある , 


ファ ンタ ジー・ モ ンス ター ウォ ー ゲ ー ム 
戯 " の 初期 配置 
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あら ゆる ゲー ム を 知る 上 で 避け て 通れ な い の が 勝利 条件 で す 。 今回 は ファ ンタ ジ 
ー ゲ ー マ ー に 根強い 人 気 を 持つ (AH “ 刻 と 魔法 の 国 "の 勝利 条件 に スポ ッ ト を あ 
て 、 こ の ゲー ム の 神 上 望 を の ぞい て みた いと 思い ます 。 


魔法 の 満ち 満ち た 世界 で 見 知ら ぬ 土 地 を 歩き 
回 っ て 、 先 住民 と 取り 引き し 、 怪 物 を 退治 し 、 
プア CC0 ウ 2 ジーコ ョ せ ビ デ ル デ アデ 5 も 人 0 に 
く 6 そう な 状況 で す が 、AH 社 の 「 剣 と 魔法 の 
国 (Magic Realm)」 は こん な 設定 に 挑戦 し た ボ 
ー ド ゲ ダーム で す 。FRP の 要素 を 最大 限 に 取り 入 
れ た ゲー ム で あり 、「 最 も ロー ルプ レイ に 近い ボ 
の ーー ム と. 習う きだ の も 人 K き 050DCS つう 55 
稿 で は 、 こ の ゲー ム に つい て 、 主 に 勝利 条件 の 
側面 か ら な が め て みた いと 思い ます 。 


20 


この ゲー ム を 知ら な い 読 者 の た め に 、 
ム の 概 容 を 簡単 に 紹介 し ます 。 ま ず セ ッ ト ア 
プ で す が 、 最 初 に 20 枚 ある 六角 形 の 地形 タイ ル 
を 並べ て 地図 を 作り ます 。 こ の タイ ル に は 戦闘 
や 宝探し を 行なう と それ を 結ぶ 「 道 路 」 
が 描か れ て いま す 。 こ れ を 道路 が つなが る よう 
こ 配置 する わけ で す 。 そ れ か ら 各 タイ ル に 、 宝 


ンス テ チ 


「 広 場 」 


と ーー 
ba 」 
勝利 条件 に 見 る (AH)* 刻 魔法 の 国 "。 


物 の 存在 や 怪物 ・ 先 住民 の 出現 を 示す カウ ラジ 許 
ー を 伏せ て 配置 し ます 。 こ れ は キャ ラク タ 請 音 
その タイ ル に 行っ た 時 に 表 に 返さ れ て 、 何 区 開 
る か が わか り ま す 。 こ れ で 、 プ レイ する 遍 園 議 
な っ た 地図 盤 の 上 で 冒険 が 行なわ れる こと 還 半 
り ます 。 各 プレ イヤ ー は 、16 種 類 用 意 さ きれ 楠 計 
る キャ ラク ター の 1 人 ( の 朗 で も 可 ) 
て 、 毅 上 上 を 旅 ず る こ . と に な り ま す 。 
( 1 ター ンー 1 因 還 

各 タ ー ン の 最初 に ダ 中 謀 

ーー は 自分 の キャ ラク ター の その 日 の 行動 疾 記 
ロッ ト し ます 。 各 キャ ラク ター は 1 ター ン ( 請 識 
常 4 つ の 「 期 (Phase)」 を 実行 する こと が で 議 
ます 。 1 期 に 実行 で きる 行動 は 「 移 動 」、「 探索 議 
「 潜 伏 」、「 か まえ 」、「 休 上 息 」、「 選 用 」、「 追跡 議 
『「 明 文 ]、! 2 うち の 1 つ で す (キャ カ 導 許 
ー に よっ て は 行なえ な い 行 動 も あり ます )。 
ッ ト が 終わ っ た ら そ の ター ン に ii ju+ 2 
ラン ダム に 決ま り 、 各 キャ ラク ター も ラン 2 人 
に 決ま る 順番 に 従っ て キャ ラク ター ター ン を 負 
行 し て 戦闘 を 解決 し ます 。 戦 闘 只 
は 作 が こ 「 じ ゃ ん けん 」 だ と 思っ < 匠 押 時 
れ ば よく 、 攻 撃 法 と 防御 法 の 方 向 を それ ぞ れ 沸 
め て 、 自 分 の 攻撃 と 相手 の 防御 法 の 方 向 が 一 著 


ブイ は ゲー ムタ ー ン 
追っ て 進め られ ます 。 


、 そ の 後 、 


し た ら そ の 放 撃 は 「 当 た り 」 で す 。 人 怪物 や 先 侍 司 
の 戦術 は ダイ ス で 決ま り ます 。 攻 撃 の 速 さ の 半 


果 も あっ て 攻撃 が 目標 の 防御 法 よ り 速 けれ ば 計 
に か く 当 た り ま す 。 攻撃 が 当たっ た ら そ の 成 詩 
と 目標 の 耐久 力 を 比較 し て 結果 が 決ま り ま すす 較 
キャ ラク ター の 能力 (攻撃 力 、 運搬 能力 、 
ピー ド 、 使 える 呪文 の 種類 等 ) は 12 個 の カウ 譲 
の 決まら GS この カウ ンタ ー を 使 張 計 
と に よっ て 戦闘 し た り 呪 文 を か けた りす る ね お 剛 
で す 。 人 負傷 や 療 労 は この カウ ンタ ー の 除去 、 請 
な わ ち で きる 行動 が 減る と いう 形 で 表現 され 放 
(休め ば 除去 され た カウ ンタ ー は プレ イ 選 種 


こ まま 交 ( / 


を 担当 間 


由 


に っ 


は 誰か が 勝利 条件 を 満た すま で 続け ら 
れる の で す が 、 そ の 勝利 条件 は ゲー ム 開 始 時 に 
各 プ レイ ヤー が 自分 で 決め る の で す 。 具 体 的 に 
は 、4 ポイ ント の 勝利 ポイ ント (以下 VP) を 「 偉 
大 な 宝物 」、「 呪 文 取 得 」、「 名 声 値 」 
「 黄 金 値 」 の 勝利 条件 に 自由 に 割り 当て て 、 そ れ 
を 達成 すれ ば 勝ち に な り ま す 。 こ の 勝利 条件 を 
詳し く 見 て いこ うと いう の が 本 題 で す 。 そ れ で 
は 順に 見 て いく と し まし ょ う 。 


77e7 7)es7 が es ・ 


偉大 な 宝物 


全部 で 74 個 ある 宝物 の うち の 17 個 が 「 偉 大 」 


で ある と いう こと に な っ て いて 、 宝 物 カ ー ド に 
それ を 示す 赤丸 が つい て いま す 。 こ れ を 集め よ 
うと いう の が この 勝利 条件 で 、 1 個 で 1 Vp に 
な り ま す 。 つ まり 4 ポイ ント 全部 を これ に 割 
り 当て た 場合 、 赤 丸 の つ いた 宝物 を 4 個 手 に 入 
れれ ば 「 勝 っ た 」 と 言え る わけ で す 。 

偉大 な 宝物 を 手 に 入れ る に は 、 と に か く 宝 物 
を 大 量 に 入手 する こと が 必要 で す 。 宝 物 を 入手 
する 方 法 は 自分 で 探し 出す か 他人 (キャ ラク タ 
ー や 先住 民 ) か ら 買 う (殺し て 奪う も 可 ) か の 
いずれ か で す が 、 セ モット アッ プ 時 に 先住 民 の 手 
に ある 偉大 な 宝物 は 平均 2.9 個 、 特 定 の 先住 民 グ 
ルー プ が これ を 少な く と も 1 個 持っ て いる 確率 
は 28.7% で すか ら 、 出 会 っ た 先住 民 と 仲 が 良い 
か また は 、 戦 闘 に な っ て も 命 の 危険 が 少な い ( 勝 
て る か 逃げ られ る ) 場合 に は 「 売 り 物 は な いか 
古人 き RY や ャ ャ パー・ 

自力 で 宝物 を 探し 出 そ う と いう 場合 に は 、 ま 
了 ず 物 が どこ に ある か を 知 ら な けれ ば な り ま せ 


ao Sa 


mf 6 大 5 小 4 2.7 個 28.7 


地下 室 (Vault) 3 5 02.1 23.9 
池 (Pool) な 36 に 9 人 2 間 520.3 
巣 穴 (Lair) MMSNMUEdM ま 203 
ケル ン (Cairns) 5 6 ョ 。】63 
祭壇 (Alter) 1 DJ が 0 (558 
神殿 (Shrine) 4 2 80 
彫像 (Statue) 2 1 20.7 4.4 


注 :*) 隠匿 位置 に 存在 する 偉大 な 宝物 の 平均 個数 。 
「 桶 (Chest) 」 等 の 中 身 も 含む 。 
**※) その 隠匿 位置 に 対す る | 回 目 の 捜索 で 偉大 
な 宝物 が 出る 確率 。「 本 」、「 騎 士 の 納骨 堂 (Crypt 
of the Knight)」「 毒 キノ コ の 群落 (Toadstool Ci 


rele )」 の 中 身 は 含ま な い 。 


、「 知名度 値 」、 


ん 。 8 個 の 「 宝 物 隠 匿 位置 コマ 」 に は それ ぞ れ 
1 から 6 まで の 数 字 が 印 慎 し て あり ます : 3 と 
6 が 2 個 ず つ 、 そ の 他 が 1 個 ず つ で す 。 こ れ ら 
の カウ ンタ ー は その 存在 が 明らか に な っ た 時 点 
で 同 番 号 の 広場 に 置か れ ま すか ら 、 各 タイ ル 
の 3 番 と 6 番 の 広場 に は 宝物 が ある 確率 が 高い 

こと に な り ま す が 、 僅 天 な 宝物 と いう 視点 か ら 
各 隠 匿 位置 を も う 

宝物 は 大 (29 個 ) と 小 (45 個 ) の 2 つ に 分 類 
され て お り 「 大 き な 」 て こま 
多く (10 個 ) な っ て いま す 。 従っ て 、 大 き な 
物 が 多い 隠匿 位置 の 方 が 偉大 な 宝物 を 手 に 入れ 
る 可能 性 が 大 きい と 言え そう で す 。 実際 、 各 隠 
匿 位置 で 初め て 提 索 (Loot) する 時 に 偉大 な 宝 
物 を 取り 出す 確率 を 求め る と 表 1 の よう に な り 
ます 。 こ の 表 か ら も わか る 通り 、「 宝 探し に は 6 
番 の 広場 を 狙 え /」 と いう こと が 言え ます 。 し 
2 
所 は 地下 に あり ます 。 一 方 、 3 番 の 広場 は 10 ヵ 
所 の うち 地下 に ある の は 3 ヵ所 だ け で す 。 1 タ 
ー ン の フェ イズ 数 (通常 地上 で 4 期 、 地 下 で は 
2 期 ) と の 関係 か ら 3 番 の 広場 の 方 が 結果 と し 
て 良かっ た 、 と いう 場合 も ある の で あま り 固 執 
し な い 方 が いい か も 知れ ませ ん 。 ま た 、 宝 物 の 
ある 所 に は 重 重量 級 (Tremendous) の 怪物 が 
出現 し ます か ら 倒 す 自 信 が な い 場 合 に は 長居 は 
し な い 方 が いい で し ょ う 。 こ れ は 特に 中 量 級 の 
キャ ラク ター に 言え る こと で 、「 逃 げ る 足 も 倒す 
力も な い 。 較 る は 命 を 賭け た 潜伏 の み / 」 と い 
う 状況 が 時 折 見 受け られ ます 。 物 騒 な 所 、 特 に 

「 廃 城 (Lost Castle )」 や 「 廃 市 (Lost City )」 に 
長期 間 い た い 場 合 は 、 そ れ 相 応 の 武装 を し て い 
る か 、 用 心 棒 を 雇っ て いる こと で す 。 


還 i7 誠 xp 


呪文 を 覚え られ な い キ ャ ラク ター ( 種 戦士 、 
小 入 、 黒 騎士 、 キ ャ プ テ ン 、 ア マゾ ン 剣士 ) 
は この 勝利 条件 で VP を 得る こと は で きま せん 。 
他 の キャ ラク ター は ゲー ム 開 始 時 に 知っ て いる 
呪文 を 除い て 、 新 し く 覚 えた 呪文 2 つ で 1VP に 
な り ま す 。 

47 個 の 呪文 は 8 種類 に 分 か れ て お り 、 キ ャ ラ 
クタ ー に よっ て どの 種類 の 呪文 が 自力 で 使え る 
の か 、 そ し て 覚え る こと が で きる の か が 決ま っ 
て いま す 。 こ の た だ ため 、 キ ャ ラク ター が 新しく 取 


得 で きる 呪文 の 数 に は 自ずから 限界 が 生じ ます 。 


例え ば 、 自 騎士 は 1 種 の 呪文 し か 覚え られ ませ 
ん が 、1 種 の 呪文 は 全部 で 4 個 で す 。 そ の うち 
1 つ は ゲー ム 開 始 時 に 知っ て いる の で 、 新 た に 
取得 で きる 呪文 は 3 個 ど だ け で す 。 従っ て 白 騎 士 
ESGKCLSNS Mt ・ 
は だ YY こ と に なり ます 、 


少し 詳し く 調 べ て み ま し ょ う 。 


10 ヵ 所 ある 6 番 の 広場 の うち 半分 の 5 ヵ 


さて 、 呪 文 を 取得 する 施 法 で す が 、 
まず 呪文 の 書 ま た は 呪文 の 入っ た 工芸 品 ( い ず 


これ に は 


れ も 宝 物 で す ) を 手 に 入れ る か 、 読 み 出せ る 呪 
文 が ある 場所 に 行く か の いずれ か を 行なわ な け 
れ ば な り ま せん 。 で すか ら 前 項 で 述べ た よう な 
宝物 を 手 に 入れ る の に 心掛け る べき こと は その 
まま 当て は まり ます 。 呪文 の 書 や 工 羨 品 を 手 に 
入れ た ら 、 今度 は それ ら か ら 呪 文 を 読み 出さ な 
けれ ば な り ま せん 。 こ れ に は 「 千 里 眼 (Magic 
Sight)」 を 使わ な い 限 り 、 呪 い が か か る 可能 性 
が ある と いう 危険 性 を 伴う の で 、 教 会 も し く は 
その 近く の 安全 な 所 (「 谷 」 タ イル や 箕 火 の ある 

「 森 」 タ イル ) で ゆっ くり 「 読 書 」 に 励む の が 良 
AOTS の Is 

8 ヵ所 の 宝物 隠匿 位置 の うち の 3 ヵ所 に は 、 
隠匿 位置 その も の に 呪文 が 入っ て いて これ を 読 

み 出 すこ と が で きま す 。 こ れ は 誰か に 先 に 取ら 
れ で し まう と いう こと が な い の で 。 確実 と 言え 
ます が 、 い ずれ も 可 魔 族 が 出現 する の で 危険 な 
所 で す 。 怪 物 が 姿 を 現 き な いう ち に 手早く 読み 
出す (思い 通り に いく と は 限り ませ ん が ) カ 
先住 民 の 精鋭 部 隊 を 率い て 行く べき で し ょ う 。 
潜伏 に 賭け る の も 結構 で す が …。 

この 勝利 条件 で VP を 得る の は 一 般 に 難し いよ 
う で す 。 キ ャ ラク ター の 中 で は 幻術 使い (Magi 
cian) が 最も これ で VP を 得 や すい キャ ラク ター 
で す 。 彼 は 1 種 を 除く すべ て の 呪文 を 取得 する 
こと が で きる の で 、 ほ と ん どの 呪文 の 書 や 工芸 
品 か ら 呪 文 を 覚え られ る の に 加え て 、 先 の 「 い 
つ で も そこ に ある 」 呪 文 だ け で 3VP ま で 得る こ 
と が 可能 な の で すか ら 。 


| ーー 。 


声 値 は 、 そ の 名 の 通り 「 い いこ と 」 を する 
と 得 ち られ ます 。「 い いこ と 」 と いう の は 、 怪 物 
を 退治 する こと と 指定 され た 宝物 を 指定 され た 
先住 民 に 売る こと (本 来 の 持ち 主 に 返す わけ で 
す ) で す 。 そ れ と 、 名 声 値 (マイ ナス も あり ま 
す ) が 付い て いる 宝物 を 持っ て いる と 、 そ の 名 
声 値 は つい て まわ り ま す 。10 名 声 値 で 1 VP に 
な り ま す 。 

名 声 値 を 得る 手段 の 中 で メイ ン に な る の は や 
は り 人 怪物 退 治 で す 。 怪 物 に 出会う に は 、 と に か 
《 動き 回 れ ば 良く 、 広 場 が 6 つ あ る タイ ル に 行 
け ば 望 も うと 望む まい と 怪物 が 出 て 来る で し ょ 
う 。 と は 言っ て も 地形 に よっ て 出現 し や すい 怪 
生み 貫 且 語 ある の な 入信 ka を 立て る 


ん ご れ は 場代 ま が 放 5 な CE いる が も のち ら の 


結ん で いる の は < 本 道 > で だ れ で も 行き 来 で きる が 、 


けれ ば 使え な い 。 


は 地下 広場 の ある タイ ル に 
反対 に 巨人 と クモ は 地下 広場 の ある タイ ル に は 


出現 し ませ ん 。 も ちろ ん 宝物 隠 紫 位置 に よる も 
の は 別 で す が 。 ま た 、 怪 物 を 呼び 出す 「 物 音 」 


カウ ンタ ー の 番号 で 怪物 が 盤 上 に 登場 する 時 の 
広場 に 若干 の 制約 が ある の で 、 こ れ を 調べ て み 
る の も 意義 が ある で し ょ う 。 

物音 」 カ ウン ター は 全部 で 10 個 あっ て 「 喘 え 
声 (Howl) 」、「 う な り 声 (Roar) 」、 「 和 軽い 足 
「 ず る ずる すべ る 音 (Slither)」 

「 羽 ば た き 音 (Flutter)」 が それ ぞ れ 2 個 ず つ 、 
番号 と し て は 1 と 3 が 1 個 ず つ 、 そ の 他 が 2 個 
ずつ で す 。 こ の 組み 合わ せ と 出 現す る 怪物 を ま 
と め た の が 表 2 で す 。 怪物 は この ほか 
カジ ダ ー や 宝物 個人 位置 に よっ て も 呼び 出さ き 
れ ま すか ら こ れ だ け と いう こと で は な い の で す 
が 、3・4 ・6 番 の 広場 に は 龍 、 大 遇 和 0 < 
物 」 が 比較 的 出 や すい と 言え る で し ょ う 。 特 に 
6 番 の 広場 は 宝物 隠 了 雌 位 置 に 出る 3 含め て 
大 物 ず ぞろい で す 。 

実際 に 名 声 値 を 稼 ぐに は 、 1 ター ン の 間 に 
量 の 怪物 を 1 人 で 退治 する の が 最も 効率 が いい 


音 (Patter) 」、 


「 倒 三 = 
"円 コ 


の で す が 、 こ れ は な か な か 大 変 で す 。 命 あっ て 
の 物 種 で すか ら 、 安 全 に 怪物 を 倒す 策 を 考え ま 


し ょ う 。 一 番手 っ 取り 


早い の は 人 に や ら せ る こ 


Play- に mail に よる 、 
シミ ュ レ イシ ョ ン ゲ ー ム 
SM 


詳し く は 下記 まで 


工 600 京都 中 央 郵便 局 ・ 私 書 箱 174 号 
スタ ー ウ ェ ブ ジャ パン 


し か 出現 し ませ ん し 、 


1 と 5 を 


1 と 4 や | と 2 を 


結ん で いる < 間 道 >、 6 と 3 を 結ん で いる < 抜け 究 > は 探索 し て 発見 し な ぬ さ ま ざ まな クイ ル を それぞれ の 道 が つなが る よう に 本 し て 地図 邊 人 作っ て いく の て 、 プレ イ す る た 
また 広場 6 は 地下 広場 (地下 道 ) と な っ て いる 。 


っ だ 展開 が 楽し め る 。 


と 、 つ まり 大 量 の 先住 民 を 連れ て 行っ て 一 気 に 
大 量 の 怪物 を 退治 し て し まう の で す 。 強 力 な 先 
住民 を 雇う の が 得意 な 黒 騎士 に は 最も 向い た 方 
法 で し ょ う が 、 彼 に 限ら ず 大 型 の 怪物 を 倒す 力 
の な い 軽 量 な いし 中 量 級 の キャ ラク ター は この 
方 法 を 使う の が 無 英 で す 。 重 量 級 の キャ ラク タ 
ー は 多数 の 先住 民 を 雇 わ な く と も 、 一 度 に 出現 
する 数 の 少な い 大 型 の 怪物 を 狙え ば 何と か な る 
と 思い ます 。 も っ と も 、 軍 馬 
コウ モリ や 導 ププ リン を 共 れ る 
な っ て し まい ます が 。 


る 必要 は 全く な く 


と ころ で 、 宝 物 に よる 名 声 値 で す が 、 こ れ は 
< 家 2> 物音 と 怪物 


1 Flutter 飛龍 、 コ ウ モ リ 飛龍 、 コ ウ モ リ 

2 Flutter Patter 飛龍 、 ゴ ブリ ン 、 飛 龍 、 ク モ 
ヨウ モリ 光導 

3 SIlither 龍 、 大 蛇 龍 、 大 蛇 

4 Howl、Roer 圭 当 プリ ン 、 巨大 、 コ ウ モ リ 
トロ ー ル 

5 Howl、Patter ゴブ リン ES 

6 Foar、Slither 龍 . 大 蛇 . 龍 、 大 蛇 、 巨 人 


トロ ー ル 
注 : *)「M」 タ イル は 広場 が 6 つ あ っ て 地下 広場 の 
な い タ イル 。「C」 タ イル は 地下 広場 の ある タイ 


も 3 
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で も 手 に 入れ れ ば 、 


氏名 (フリ ガ ナ ) 


住所 (フリ ガ ナ ) 
と 


びに 


愉 物 退治 の 副産物 と 「 廃 城 」 
「 廃 市 」 の タイ ル で 怪物 が 出現 する の を 待 三 刻 
が ば ら 宝 和 谷 此 軸 


考え れ ば よく 、 


狗 を 探す と いっ た パタ ー ン が 割 
な われ る の で は な いで し ょ うか ? 
な お 、 追 加 ル ー ル の 「 狐 勲 (Glory ) 

= | 間 


」 を 使 剛 
任務 行動 (Campaign ) の 利 


用 に よっ て 先住 民 を 殺し て も 名 声 値 を 獲得 楓 療 
こと が で きる よう に な り ま す 。 忘れ が ち で 縛 紀 
案外 いい 「 稼 ぎ き 」 に な る こと も あり ます 。 


回 了 272 較 較 知 ほ 値 


「 知 名 度 」 と は 言っ て も 、 そ の 内 窒 は 要 ず 女 居 
「 悪 名 」 で 、 こ れ は 生き 物 (怪物 、 先 住民 
フ を 殺せ ば 得 ら れ ま す 。 ま た 
値 同様 に 宝物 に 付い て 
名 度 値 で 1 VP で す 
「 生 き 物 」 の うち 、 
の 方 で す 


いる 値 も あり ます 。 2W 暑 


惨 物 に 関す る こと は 名 刺 仁 
で に 見 て いる の で 、 ェ 

に ます エキ ャ ラク タコ 還 較 
EE 


つい て 調べ る こと 


っ て 仲 が 9 も 


て いま すか ら 、 こ れ が 「 眉 牲 者 」 を 決め る 碧 
き し に な り ま す 。 伸 の いい 先住 民 を 雇っ て 伸吾 
りら ル 仙 が 本選 7 あがり デ あ ん 誠 ト だ け 還 


勝て る 相手 な ら ば 、 仲 の 良し 悪し を 考え ず 軒 軸 
っ て も いい で し ょ う 。 こ うし て 各 先 住民 を 上 調 


ee マル を し て 〈《 だ さい 。 
. 無料 パン フレ ッ ト 2. 
に 枕 調和 


| 
ず 
ルー ルプ ブッ ク 各 750 円 ( S.G.F.B 天 
4 冊 セッ ト 2.000 円 し 
Tel. 


いく と 、 最 も 「 か わい そう 」 な 先住 民 は 巡察 隊 
(Patrol) の よう で す 。 人 数 も 少な く 、1 人 1 人 
も 強く な い の で 全体 と し て は 最も 弱い 先住 民 グ 
ルー プ と な っ て いま す 。 バ シュ カル 族 (Bashk 
ars) も 弱い グル ー プ で 、 頭数 が 多い た め に 1 人 


も 雇っ て 行け ば 確実 に 壊滅 さき せる こと が で きま 
す 。 こ れ に 対し て 、 強 力 な 先住 民 グ ルー プ は 、 


騎士 団 (Order) 、 浮 浪 者 (Rogues) 、 備 兵隊 
(Company) あたり で 、 敵 に まわ す と 恐い の で す 
が 味方 と し て は 非常 に 頼り に な り ま す 。 

先住 民 グ ルー プ (の リー ダー) を 殺す と 、 そ 
の 所 有 物 が 野 積み に な っ て 誰 で も 拾う こと が で 
きま す 。 こ れ が ある の で 、 騰 利 条 件 と し て 「 知 
名 度 値 」 と 「 黄 金 値 」 は 両立 し や すい と 言え る 
で し ょ う 。 弱い 先住 民 グ ルー プ を 殺し て 持ち 物 
を 奪い 、 そ れ を 仲の いい 先住 民 に 売っ て 金 を 稼 
ぐ の で す 。 住居 を うま く 選 べ ば これ を 全く 移動 
する こと な く 行 な うこ と が で きま す 。 例 えば 黒 
騎士 が 邸 (House ) で 巡察 隊 を 殺し て 拾っ た 物 を 
兵士 隊 に 売る な ど で す 。 


| … 。 まほ 


-「 黄金 値 」 は 要する に 「 金 貨 何 枚 」 と いう や つ 
で 、 物 品 を 売れ ば 手 に 入り ます 。30 黄 金 値 で 1 
VP で す 。 売 る た め に は まず 売り 物 を 手 に 入れ な 
けれ ば な り ま せん が 、 こ れ に は 宝物 を 探し 出す 
の と 、 先 住民 また は 他 キ ャ ラク ター を 殺し て 持 
ち 物 を 奪う の と 2 つの 方 法 が 主 に な り ます 。 そ 


れ ぞ れ の 場合 に 考え る べき こと は すでに 見 て い , 


る の で 重複 は 避け 、 こ こ で は 物品 の 売買 に 関す 
る 問題 点 を 2 つ ほ ど あ げ る こと に し ます 。 

その 1 : 通常 の ルー ル で は 先住 民 と の 関係 が 
どう で あっ て も 物品 を 定価 で 売る こと が で きる 
よう に な っ て いま す が 、 先 住民 か ら 物 品 を 買お 
うと する 時 は その 先住 民 と の 関係 が 大 きく 影響 


で は な か な か 大 変 で す が 、 兵 士 隊 (Soldiers) で 


する の に 売る 時 に は 全く 影響 を 及ぼ さ な い と い 
う の は 不 自 然 で す 。 こ れ を 解消 すべ き ル ー ル が 
ジェ ネ ラ ル 誌 20 巻 2 号 に 紹介 され て いま す 。 こ 
れ を 使う と 、 仲 の いい 先住 民 に は 物品 を 定価 よ 
り も 高く 売れ る 可能 性 が 生ま れ 、 反 対 に 仲 が 悪 
い 先 住民 に は 安く 買い た た か れる 場合 (黙っ て 
置い て か ね えと プ ブロック する ぞ /) も 起こ り ま 
す 。 こ の ルー ル で 、 取 り 引 き が 得意 な キャ ラク 
ター (剣士 、 黒 騎士 、 百 騎士 ) は 金もうけ に よ 
り 有利 に な り ま す 。 

その 2 : 同盟 関係 の 先住 民 が いる キャ ラク タ 
ー は 、 そ の 先住 民 か ら 物 品 を 無料 で も ら え る 可 


能 性 が あり ます ( 黒 騎士 で 17%、 白 騎士 で 11%、 


その 他 は 2.85)。 こ うし て も ら っ た 物 を また そ 
の 先住 民 に 売っ た ら 、 そ れ も 高 く 、 そ し て また 
それ を だ だ で も らち っ て ……* 。 不 合理 だ と 思い ま 
せん か ? 何ら か の 方 法 で これ を 制限 する 心 要 
が ある よう で す 。 先 住民 グル ー プ の 持ち 金 を 決 
め る と か 、 物 品 を 買っ た 値段 より 高く 同じ 先住 
民 に は 売れ な を いこ と に する と か 方 法 は いろ いろ 
考え られ ます 。 プ レイ ヤー 間 の 合意 に 基づい て 
適当 に 決め れ ば よい で し ょ う 。 


DeTrks 


各 勝利 条件 に 関す る 一 般 論 は ひと まず 終え て 、 


今度 は 具体 例 を 少し あげ て み ま し ょ う 。 な お 、 
以下 の 例 で は ほとん どの 追加 ルー ル を 採用 する 


こと を 前 提 に し て いま す 。 

ケー ス 1 白 騎 士 の 場合 : Do It Your self / 

百 騎 士 は 強力 な キャ ラク ター で す が 、 自 力 で 
怪物 退治 を する 時 に 欠点 と な る の は スピ ー ド が 
遅い こと で す 。 そ の た め コ ウ モ リ や ゴブ リン を 
相手 に する の は 非常 な 危険 を 伴 な いま す 。 こ れ 
を 克服 する た め に 、 こ ん な 方 法 は いか が で し ょ 
うか 。 

まず 、 全 速力 で (途中 の 危険 は 極力 避け て ) 
礼拝 堂 (Chapel) に 行き ます 。 そ こ で し ば らく 
騎士 団 (Order) と 交渉 し て 、 軍 馬 (Warhorse : 
T5 プ T7 が ベス ト ) と 鉄 球 (Morning Star) を 手 
に 入れ ます 。 長剣 (Great Sword ) は 売っ て も 構 
いま せん 。 平均 18 回 の 取り 引き (Trade) 期 で 2 
回 の 贈与 (Gift) の 結果 が 出る 計算 に な り ま すか 
ら 、 普 通 の 天気 な ら ば 5 日 間 礼 拝 堂 に 粘 れ ば 両 
方 と も た だ で 手 に 入れ る こと が 期待 で きま す 。 
実際 に は 鉄 球 は 高価 で は な い の で 金 を 払っ て 買 
うこ と も で きま すか ら 、 も っ と 短い 時 間 で 入手 
0 に WW っ dP 剖 3 

さて 、 首 尾 よく 装備 を 手 に 入れ た ら 後 は 怪物 
を 求め て 旅 に 出れ ば 結構 。 馬 が 地下 広場 に 入れ 
な いた め に 行動 男 囲 が 制限 され ます が 、 そ れ は 
大 し た 間 題 で は あり ませ ん 。 コ ウ モ リ な ど に や 
られ る こと は 絶対 に あり ませ ん し 、 構 え (Alart) 
て し まえ ば 鉄 球 の 時 間 値 3 は 恐る べき 威力 を 発 
揮 し ます 。 こ れ で 数 10 ポ イン ト の 名 声 値 や 知名 
度 値 を 得る の は アッ と いう 間 で す 。 

ケー ス 2 黒 騎士 の 場合 : 馬 転 が し 殺人 ツア 


" 語 と 魔法 の 国 " 一 ロメ モ 


先住 民 、 重 量 等 級 、 潜伏 に つい て お 話し し て 
お おき 水 0 ま 398 

先住 民 と いう の は この < 剣 と 魔法 の 国 ? に も と 
も と 住ん 人 で いる 人 々 で す 。| | 種類 ある 先住 民 コ 


マ は 、 そ れ ぞ れ 何 ら か の 集団 に 所 属し て いま す 。 


その 集団 と は < 騎士 団 >、 < 番 人 >、 < 兵士 >、 < 備 
兵隊 > 、 < 巡察 隊 〉>、 く < 槍 使 い >、 く バ シュ カル 族 >、 
< 浮浪 者 〉、 < 森 の 民 > の 9 つ で す 。 各 集 団 に は 必 
ず 1 人 リー ダー が いて 、 全 て の 取り 引き (売買 
や 雇用 等 ) は リー ダー を 相手 に し て 行なわ れ ま 
す が 、 各 キャ ラク ター に は それ ぞ れ 相性 の よい 
先住 民 と 悪い 先住 民 が いる た め 、 相 手 を 選ぶ 必 
要 が で て きま す 。 

攻撃 や 防御 を する と き 、 そ の 武器 の 威力 と 重 
さ を 表 す の が 重量 等 級 で す 。 重 い 順 に 示す と 、 
CANNOT MOVE ( 重 す ぎ て 移動 不能 ) と 
Automatic Elimination (攻撃 が 成功 すれ ば 
自動 的 に 除去 ) : 極大 級 
Tremendous : 軍 重 量 級 T 


Heavy : 重量 級 H 
Medium : 中 級 M 
Light : 軽量 級 L 

(無し ) : 無 保有 な いし 効果 な し 

と な り ま す 。 怪物 コマ に 書か れ て いる 重量 等 級 
は 攻撃 時 の 威力 を 表す も の で 、 そ の 人 怪 物 の 重 さ 
は コマ の 大 き さ に よっ て 決ま り ま す 。 他 に も 鋭 
利 度 (武器 や 歯 、 爪 の 鋭さ ) と いう の が あっ て 、 

星 Eh | つ に つき | 段階 上 の 重量 等 級 で 攻撃 が で 
きま す 。 

「 短 剣 し か 持っ て な い の に 怪物 が 強く っ て …」 
と いう キャ ラク ター は 潜伏 を 試み る こと が で き 
ます 。 潜伏 し て いれ ば 、 他 の キャ ラク ター に 発 
見 され る か 、 そ の 日 が 終わ る まで ブロ ッ ク さ れ 
る こと (すなわち 戦闘 に 巻き 込ま れる 可能 性 ) は 
な く な り ま す 。 非力 な キャ ラク ター ほど 潜伏 は 
成功 し や すい よう で す 。 


ーronm ーーーー 
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を 祈り ます )。 そ こ に た どり 着い た ら 重 重量 線 軒 
すま 待っ て いる 間 計 
宝物 を 探し て いる の も いい で し ょ う } う 。 Ho の 本 
て 来 た ら 、 こ れ と 合体 し て し まう の 凍 還 較 
く 最 強 の 怪物 で 、 ほ と ん どの 司 議 呈 
や 先住 民 に 勝つ こと が で きま す (この 辺 の 床 請 還 
い 分 析 が ジェ ネ ラ ル 誌 21 巻 5 号 に 出 て いま 
合体 し て し まっ た ら 、 あ と は 黒 の 魔力 を 則 調 
きま 


飛龍 が 』 


龍 が 出 


この 表 は 英 ら 


先住 民 と の 取り 引き が 上 手 な 黒 騎士 は 、 多 数 
の 先住 民 を 雇っ て 連れ 歩く こと が まま あり ます 
が 、 こ れ は その 一 例 で す 。 

まず 番 小屋 (Guardhouse ) に 向かい ます 。 番 
小屋 の ある 広場 に 入る 時 に は 印 (Mace ) を 構え 
て 行き ます 。 そ し て も と も と 敵対 関係 に ある 番 
人 (Guard) を 退治 し ます 。 柚 (Shield) と 皿 
朋 (Armor) に か な り の 損害 を 負う か も 知れ ま 
せん が 、 
3 人 の 番 人 を 倒し た ら そ の 持ち 物 (中 量 級 の 武 
慢 、 郭 と 胸 当 て 、 小 さ な 宝 物 2 つ ) を 拾い 集め 
て 今度 は 邸 に 行き ます 。 そ こ に は 兵士 隊 が 最初 
か らい る こと に な っ で そい ます 。 も し 、 す で に 備 
兵隊 が 盤 上 に 現れ て いた ら そ ちら の 方 が いい で 
し ょ う 。 それ ら 友 人 達 の 所 に 着い た ら 、 拾 い 集 
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さほど 命 の 危険 は な く 勝 て る は ず で す 。 


め て 来 た 物 を 売り ます 。 こ うし て 手 に 入っ た 金 
で その 兵士 隊 ま た は 代 兵 隊 を 雇っ て バシ ュ カ ル 
族 ま た は 浮浪 者 を 襲い 、 馬 (駄馬 また は ポニ ー) 
を 手 に 入れ て 、 ま た これ を 売り に 出掛け ます 。 
この 方 法 で 知名 度 値 と 黄金 値 を 稼ぐ こと が で き 
まあ 

ケー ズ スズ 3 魔王 

この 2 人 は V 種 の 呪文 を 自由 自在 に 使え ます 
そこ で 「 魔 女 の ホ ウキ (Broomstick)」 と 「 合 体 
(Absorb Essence )」 を 選ん で お きま す 。 プ レイ 
が 始ま っ た ら 最 初 に 「 貯 蔵 物 (Hoard ) 」 の 宝物 
隠匿 位置 カウ ンタ ー を 探し ます 。 ホ ウキ で 飛び 
回 れ ば これ を 見 つけ 出す の に それ ほど 時 間 は か 
か ら な いで し ょ う (「 貯 蔵 物 」 が 地下 に な 


魔女 の 場合 : 龍 は 友達 


o 


へ こ ゃ 二 


な いで 、 各 所 を 歩き (飛び ) 回 っ て 怪物 退 消 軒 

も 先 人 まき 宝探し で も 好み の こと を や り 証 恒 

ょ う 。 和 警戒 すべ きも の は 悪魔 族 と 剣 ゴ プリ 頃 

そし て 「 悪 魔 蔽 い (Exorcise ) 」 の 呪文 を 持 コ 刻 
ラク ター で す 。 還 

ケー ス 4 幻術 使い の 場合 : 時 、 星 …… 1 


ゲー ム の 出発 点 は 宿 屋 (Inn ) で す 。 
最初 か ら 浮浪 Me 
ャ ラク ター ( 狂 戦 士 、 、 鐘 術 使い ) は 用 謀 
た 面 が あり ます 。 朝 計 
と も 、 浮 浪 者 は 1 人 ずつ し か 雇 え ませ ん が 。 普 
た 、 幻術 使い は VI 種 の 呪文 を 使う こと が で き 
す 。 こ の 2 つ を 組み 合わ せる と 面白 いこ と に 痢 
EE 

まず 「 変 身 (Transform ) 」 の 呪文 を 選ん で 謀 

きま す 。 そ し て プレ イ 開 始 時 に 少し の 間 和 宿屋 因 
留まっ て 浮浪 者 の 大 差 使い (Great Axemanm 詳 
R 1 また は R2) を 雇い ます 。 平 均 4 .4 回 ほど の 雇用 
(Hire) 期 で 雇 え る 計算 に な り ま す 。 そ し て 和 
を 連れ て 出発 し ます 。 大 型 の 怪物 が 単独 で 出 鐵 
する 所 を 狙っ て 行っ て (ゴブ プリ ン の 出 な い 届 昼 
タイ ル す な わ ち 地下 広場 が な く 、6 つの 広場 殖 
ある タイ ル が いい で し ょ う ) 宝物 で も 探せ ぽ 議 
いで し ょ う 。 怪 物 が 出現 し た ら 、 そ れ を 大 基 側 
い が 倒 せる な ら そ の まま 、 そ う で な けれ ば を そ 
怪物 に 「 変 身 」 を か け ま す 。 こ れ で 、 大 針 便 下 
は 負け る こと は あり ませ ん 。 も し 「 魔 法 の 精 
(Magic wand)」 を 手 に 入れ れ ば 、 相 手 を 確実 罰 
壮 に する こと が で きる よう に な り ま す 。 こ 
L ば 幻術 使い 1 人 で も 単独 の 敵 は 全く 恐れ る 計 


M。 SAI( 
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と は な く な っ て し まい ます 。 こ の 方 法 を 使う 時 
の 勝利 条件 は 、 名 声 値 と 知名 度 値 を 主 に し て 宝 
物 ま た は 呪文 を 好み で 入れ て も いい で し ょ う 。 

ほか の キャ ラク ター に つい て も 適し た 作戦 を 
考え て みて 下さ い 。 そ れ が この ゲー ム の 楽し み 
の 一 つ で も ある の で すか ら 。 


B6VOMH WO 
[00 


以上 、 勝 利 条件 に 関し て 見 て きま し た が 、 こ 
の ゲー ム に お いて 「 勝 利 条件 」 と は 各 キ ャ ラク 
ター の 冒険 の 目標 な の で すか ら 、 ル ー ル に 規定 
され て いる 条件 に こだわ る こと な く プ レイ する 
の も いい で し ょ う 。 例え ば 「Knight Set す な わ 
ち 崎 士 の 納骨 堂 (ryptt of the Knifght) に ある 軍 
馬 と 甲 表 と 剣 、 そ れ と 怪力 手袋 (Gloves of str- 
ength) を 手 に 入れ る ! 」 と か 「 龍 の エッ セン ス 
(Dragon Essence) と 龍 の 首飾り (Dragonfang 
Necklace ) を 手 に 入れ て 重 重 量 級 の 飛龍 を コン 
トロ ー ル する ! 」 と いう の だ っ て 立派 な 冒険 の 
目標 と な り 得 る と 思う の で す 。 そ の 辺 は プレ イ 
ヤー の 好み に よっ て どう に で も で きる の で 、 自 
分 達 な り の 楽し み 方 を 発見 し て 下さ い 。 


最後 に な り ま し た が 、 ジ ェ ネ ラル 誌 16 巻 4 号 、 


17 巻 1 号 、17 巻 5 号 、20 巻 2 号 、21 巻 5 号 に こ 
の ゲー ム の 関連 記事 (分 析 、 追 加 ル ー ル 等 ) が 
載っ て いま す 。 参考 に な り ま すか ら 御 一 読 を お 
勧め し ます 。 そ れ か ら こ の ゲー ム を プレ イ す る 
場合 、 特 に プレ イヤ ー 間 で ゲー ム マ スタ ー 的 存 
在 に な る 人 (こう いう 人 が 一 人 は いた 方 が プレ 
イ が スム ー ズ に な り ま す ) は 英文 ルー ル に 目 を 
通し た 方 が いい で す 。 高 校生 以上 な ら 読 め ま す 
よみ 


エド ワー 

雪解け の 月 の 肌寒い ある 日 の こと 、 く た びれ 
た 戦士 が 一 人 、 礼拝 堂 の 快 を た た いた 。 騎士 団 
の 一 人 が 応対 し た 。 

「 私 は アマ ゾン 。 向こう の 岸 の 上 に いる 龍 と 
戦っ て くれ る 騎士 さん を 雇い た い の 。 金 な ら 払 
うわ よ 」 

「 ち ょ っ と 待っ て くれ 」 し か め っ 面 の 騎士 は 
言っ た 。「 あ ん た は 我々 の 友達 で も な いし 同盟 
も 組ん で いな い 。 考え て みよ う (雷鳴 に も 似 た 
次 き が 空気 を 揺 さぶ り 、 か すか な つぶ や きか が 開 
こえ た 。「 ろ く … と らぶ る 」)「 駄 目 だ 」 騎 士 は 言 
っ た 。「 我 我 は あん た が 気に入ら な い 」( 再 び 
き と 運 命 の 声 ・「 ま た ろく 〈《 / ぶ ろ っ く 《 /」) 他 
の 騎士 達 も 出 て 来 て アマ ゾン を と り 囲 ん だ 。 そ 
し て 騎士 団 の リー ダー が 言っ た 。「 今 日 一 日 は 
ここ を 離れ る こと を 許さ ぬ 」 そ の 夕方 、 ア マゾ 
ン は 脱出 し 、 騎士 団 か ら 逃 れ た 。 

数 日 後 、 泥 まみ れ の アマ ゾン が 再び 礼拝 堂 に 
や っ て 来 た 。 

「 ま た あん た か / 戻 っ て 来る と は いい 度胸 だ 」 
騎士 は 挑ん だ 。 

「 確 か に 私 は 勇気 が ある の よ /」 彼 女 は 笑っ た 。 
「 と ころ で 、 こ の きら めく 指輪 で 金貨 15 枚 ほど 
欲し いん だ けど 。 龍 が ぐっ すり 眠っ て る 間 に 頂 
いて 来 た の 」「 金 貨 15 枚 だ っ て ? いい と も / 
ほら 、 金 だ 」 か くし て 指輪 は 金貨 に 替え られ 、 
アマ ゾン は ゆう ゆう と 去っ て 行き な が ら 叫 ん だ 。 
「 勝 っ た わ /」 

この 小さ な 物語 が 示す よう に 、 こ こ に は 明 ら 
か に 問題 点 が あり ます 。 基本 ルー ル の も と で は 、 
ある キャ ラク ター の 最悪 の 敵 で も 自動 的 に 物品 
を その 定価 で 買い 取り 、 最 良 の 友人 で も 全く 同 
じ な の で す 。 こ れ に 代え て 、 キ ャ ラク ター が 物 
品 を 先住 民 に 売 ろ うう と する 時 に は 「 売 却 表 」 で 
ダイ ス を 振る こと を 提案 し ます 。 こ れ は 「 交 渉 
表 」 と 同じ 使い 方 を し ます 。 

「 売 却 表 」 を 取り 入れ る に 当たっ て 、 ル ー ル に 
次 の 変更 を 加え ます 。 

41.4 キャ ラク ター は 、 先 住民 の リー ダー と 
同じ 広場 に いる 時 に カー ド や コマ を その リー ダ 
ー の グル ー プ か ら 買 うこ と や 彼ら に 売る こと を 
試み る こと が で きる 。 

41.5 先住 民 と 物品 を 売買 する に は キャ ラク 
ター は | つ 以 上 の 期 を 費やさ な けれ ば な い 。 こ 
れ は 「 取 り 引 き 期 」 で ある 。 キ ャ ラク ター は 、 
彼 の ター ン の 各 「 取 り 引 き 期 」 を 示す の に 「T」 
と 記録 する 。 

41.51 「 取 り 引き 期 」 を 実行 する 時 に 、 キ ャ 
ラク ター は 同じ 広場 に いる 先住 民 の リー ダー か 


ら 1 つの 物品 を 買う か 、 | つの 物品 を 先住 民 の 


隊 コル : 
いい の が あり ます ぜ 」 


( AH * 生 と 訂 法 の 国 "選択 ルー ル 「 却 表 に よる 価格 変化 
ド ・ コ ネリ ー 


ジェ ネ ラ ル 誌 名 巻 ら 号 
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リー ダー に 売る か の いずれ か が で きる 。 も し 、 
その 時 同じ 広場 に 先住 民 の リー ダー が いな か っ 
た ら キ ャ ラク ター は 何 も で きず 、 そ の 期 は 空 費 
され る 。 

41.52 「 取 り 引き 期 」 を 実行 する 時 に 、 キ ャ 
ラク ター は 取り 引き 相手 の 先住 民 と 、 売 る の か 
買う の か 、 そ れ か ら 売 買 す る カー ド 又 は コマ を 
指定 する 。 ダ イス を 振っ て 「 交 渉 表 」 ま た は 
「 売 却 表 」( キ ャ ラク ター の 行動 に よる ) を 参照 
し 、 値 段 を 決め る 。 

「 売 却 表 」 ル ー ル を 使う 時 は 、 追加 シール の 
5.1 か ら 5.8 も 一 諸 に 用 いる こと を 強く お 勧め し 
まず お 。 


物品 の 売却 が よ り 合 理 的 に な か る だ け で な く 、 

「 売 却 表 」 に よっ て 、 も うけ の ある 取り 引き の 
機会 だ 生ま れ ま す 。 自 称 「 豪 商 」 達 は 、 今や ある 
先住 民 グ ルー プ か ら 物 品 を 買っ て 、 そ れ を 別 の 
(友好 的 な ) グ ルー プ に 売っ て 利益 を あげ る こと 
が 期待 で きる よう に な っ た の で す 。 2 人 の プレ 
イヤ ー が 協力 し て 、 一 方 の キャ ラク ター と 友好 
的 な グル ー プ か ら 買 っ て も う 一 方 と 友好 的 な グ 
ルー プ に 売り 、 利益 を 山分け する と いう こと も 
で き ます 。 資本 主義 万 歳 / 

〈 売 却 表 〉 


ー Pe ー の 


1 PX1/10O PX1 幸運 幸運 PX3 


2 ロッ EX1/ が NEX1 。 PXIE5EX15 


プロ ッ ク 。 PX09 PX1/27PxX1 - PXI 


f 


注 : a) 端数 は すべ て 切り 上 げ る 。 
b ) 「 幸 運 」 と 「 危 機 」 は 交渉 表 と 同じ 。 
c )「PX1 プ 10 と 「PX 0 」 の 結果 が 出 た 
ら 、 そ の 値段 で 売ら な けれ ば 即座 に ブロ 
ッ ク さ れる 。 
d ) 条件 指定 され た 名 声 値 を も つ 宝 物 を 
指定 され た 先住 民 グ ルー プ に 売る 場合 、 
通常 より も 一 段階 友好 的 な 欄 を 使う 。 そ 
の グル ー プ が すでに 同盟 関係 だ っ た ら ダ 
イス の 目 か ら | を 引く (0=PX 3 )。 
e ) 遊行 者 に 指定 され た 工芸 品 や 呪文 の 
書 を 売る 場合 は 57.73 項 で 追加 され た 値 
段 を 基本 価格 と し て 「 友 好 」 の 欄 を 使う 
が 、 ダ イス は | 度 だ け で 判定 する (幸運 = 
PX 2 )。 遊行 者 が キャ ラク ター と 友好 的 
だ っ た ら ダ イス の 目 か ら | を 引く (0= 
PX 3 ) 。 非 友好 的 で あれ ば | を 加え る ( 7 
2 の 
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最新 コン ビュ ー タ 技術 で 0 年代 に よみ が えっ が だ" 市街 戦 "の 姿 


(PONYCA〉SGPI シ リー ズ の 第 戸 弾 “ シ ティ ー フ ァ イ ト "の 発売 が 迫っ て いま す 。 タ ク テ 
クス で は 一 足早 く こ の 話題 ゲー ム を 手 に 入れ まし た 。 さ ざっ そく 皆さん に 紹介 し まし ょ う 。 


前 回 の "オペ レー ショ ン ・ グ レネ ー ド "に 続き 、 ポ ボニー= テ PONYCA 
より 、SPI シ リー ズ と し て 発売 され る "市街 戦 "を 紹介 し よう 。 
この コン ピュ ー タ ー・ ゲ ー ム の 基 と な っ た SPI の "市 街 戦 "が 
以前 、 ホ ビー ジャ パン に より 和文 解説 書付 き で 輸入 きれ た いた 
こと を 知っ て お られ る 方 も 多い と 思う 。 プ レイ ヤー は 小隊 ・ 中 
隊 の 指揮 官 と な り 、 1 人 ある い は 1 台 の 戦車 か ら 12 人 の 分 隊 を 
表す ユニ ッ ト を 操り 、 戦 術 級 の 戦い を 操り 拡げ る と いう 、 現 代 
戦 ゲ ー ム で あっ た 。 こ の ゲー ム の 特徴 は 何と いっ て も 、 最 小 規 
模 で は 1 人 1 人 駒 と し て 扱う こと の で きる ルー ル の 密 き と プラ 
イン ド ・ サ ー チ の シス テム を 使っ た 索敵 (和文 解説 書 で は 視認 ) 
に あっ た と 思う 。" 市 街 戦 "が コン ピュ ー タ ー 化 きれ た と 聞い た 
時 、 気 に な っ だ の は この 2 点 で あっ た 。 あ の ダー ム を その まま 
コン ピュ ー タ ー 化 する の は 答 量 の 関係 上 と て も で き な い こと で は 
あろ う が 果 た し て どう 処理 し て いる だ ろう か 。 

ルー ル を 読ん で 気づい た C と は 、「 市 街 戦 の 基本 ゲー ム だ け 
を 扱っ て で いる と いう こと だ 。 当然 、 そ し て 残念 な が ら 車 両 や 砲 
兵 は 出 て こない わけ だ が 、 プ レイ の 妖 雑 さ を 防い で 短 時 間 の う 
ち に 勝負 を つけ させ る た め に は 仕方 が な い だ ろ う 。 も ちろ ん コ 
ンピュータ ー の メモ リー 容量 と の 格 み も ある の だ ろう が 、 車 両 
も 歩兵 も 違う の は 名 前 だ け な ど と いう いい か げん な も の を 作ら 
れる より は 、 は る か に 気分 が よい 。 

実際 に プロ グラ ム を 走ら せる と 、 ま ず SPI の マー ク と ボー ド 
版 " 市 街 戦 ' の ボッ クス ・ ア ー ト を うま く 使 っ た 

オー プ ニ ン グ ・ ア ー ト が 表示 ざれ る 。 

それ に 引き つづ き 、Map を 予め 用 意 き され た も 

の を 利用 する か 、 そ れ と も プレ イヤ ー が 自分 で 

作成 する か が (コンストラクション) たずね て くる 。 


1 - 


、 較 還 


叶 


> 条 得 Ma ま 


8 d 折 の 


FIGFHT に 


コン スト ラク ショ ン 機 能 こ つい て は 後 で 述べ る と し て 、 用 意 き 
れ た Map を Load す る こと に する と 、8 種 類 の マッ プ か ら 1 つ を 
選択 する こと と な る 。 8 種類 の マッ プ に は それ ぞ れ 、 

1 あの 橋 を 狙え 
2. 森林 地帯 を 突破 せよ 
3 。 大 河 を 超え て 

4 。 水 壌 地帯 に 進入 せよ 
is 折原 の NE う 

6 . 市 街 地 へ 突入 せよ 
7 、 城 の 中 に 眠れ 
8. アル ゴス 要 寒 攻略 戦 

と いう 名 が つけ られ て お 

MM に 02 

に あっ た 戦場 が あたえ ら 

LAMP 

マッ プ は "オペ レー ショ ン ・ グ レネ ー ド "と は 違い 、 普 通 の ス 
クウ ェ ア 方 式 と な っ て いる 。 建物 の こと を 考え る る と へ クス や ず 
らし た スク ウェ ア な ど よ りこ の 方 が わか りや すい (人 に と っ て 
も 、 コン ピエ ニー クタ に と う C もり) の) やあ ろう 

マッ プ を 指定 され る と 敵 の 司令 部 の 座標 が 表示 され る 。 こ の 
ゲー ム の 目的 は 敵 司 令 部 の 占拠 に ある の だ 。 続 いて 視線 ・ 射 線 
の ルー ル を ゲー ム に と り 入 れる か どう か を た ず ね て くる 。 射線 


33333139 


で で で や テー ター ちの で か な 


ュー 


き 


ンコ ョ リ ソリ ン ョ の の 光 を 2 ミズ の 計っ る 当 


永遠 に 不 減 で 
し 7: KG 
(PUNYOA)GP| レ リー ズ " シ ティ ー フ ァ イ ト " 矯 、 


の 考え 方 が わか り に く ぁみ 。 1 タージ に 和仁 が 2 る の は せい 1 プク タン シン だ が 、 
い 初 心 者 に は あり が た 状況 に よっ て は 索敵 一 移動 一 近接 突撃 (合計 4 行動 ポイ ント ) 

い 処 置 で ある 。 さ ら に SS 6 

は 、 敵 の 動き が わか る 実際 に プレ イ し て みる と ます 気づく の は 、「 索 敵 」 の 重要 性 で 
2 ジグ ーー セー ド に ある 。 索敵 は まず その 部 隊 の いる メガ スク ウェ ア と それ に 隣接 
する か わか ら な い ぃ 実戦 』 す る スク ウェ ア の 中 か ら 1 スク ウェ ア を 選び 、 そ この 失 線 が 通 
モー ド に する か や 敵 の 』 る と ころ に 敵 が いれ ば 発見 で きる 、 と いう 方 法 で ある 。 

兵 カ レベ ル 等 を 決定 す し な けれ ば 敵 を 発見 する こと は で きず 、 そ れ ど ころ か 攻撃 さ ヵ 
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部 0 
CC だ で に で に で に で で で 
TTPTNNRN 


DU 人 


に か た た た で で で で で で 


る 。 そ し て 最後 に 自軍 て も どこ か ら 射 た れ て いる の か わか ら な い 。 そ の た め 不 用 意 に 
よこ ちら ちば は シナ リオ S「 街 地 べ 突 大 せよ 6 8 に 
う の 初期 配置 の 方 法 を 決 前 進 す る と いき な り 二 科 CCSKD 3 は 人 
め る 。 初 期 配 置 の 方 法 に は 塗 透 形 、 空 反 形 、 進 行 形 の 3 種類 が メッ セー ジ を 受け と る こと に な り 、 反 撃 し よう に も 何 も で き 


あり 、 ほ ほぼ 横 一 列 、 あ た か も 空 反 降 下 し た か の ご と くく 散ら ば る 、』 い 。 こ の 辺 は 、 同 じ ヘ クス に いて も 敵 を 見 つけ られ な い 、 と い 
ほぼ か た まっ て いる 、 と いっ た 直 い と な っ て いる 。 こ の 初期 配 われ た 原作 の 愛 囲 気 が 出 て いる と いえ よう 。 す べ て の 行動 命令 
貴 の 違い に よっ て 同じ 地形 で も 戦い 方 を 変え な けれ ば な ら な い は ター ン の は じ め に 与 を た も の か ら 変 更 で き な い の で 、 プ レイ 


ー は 起こ り 得る 状況 を 推測 し て 慎重 に 作戦 を 練 ち な けれ ば な 


2 4 トニ ニッ タ eez 、 ら な い 。 1 ター ン が 実際 の 30 秒 だ と いう こと を 頭 に いれ て 、 あ 
ャ イッ シャ ゃ $" の bw モッ センリ ター ッ jRETN M 
で せら ず 、 じ っ くり と 戦う の が よい だ ろう 。 


1 の シュ つう ナシ す フウ リ ォ ク ダァ 37 
ショ セ フ カッ ニッ プー タッ ブ ショ ウリ タッ ヨ ュ 


以上 の よう な と ころ が ブレイ の 要点 で ある が 、 索 敵 は と も か 

く 〈、 ボ ー ド 版 の ち 宙 き (代表 的 な の は あの 高度 レベ ル ) は 残念 な 

が ゅ ら 再現 きれ て いな い 。 し か し 、 ボ ー ド 版 が その ち 党 さき 故 に プ 

カン ニン グモ ー ド で 舞う で も … ょ コン スト ラク ジョシ ジ シ レイ アビ リティ を 落し て いた の は 事実 で あり 、 ゲー ム と し て 考 
の は 当然 の こと で ある 。 例 えば 、 空 反 形 の 時 は まず 部 隊 を 集結 えた 時 プレ イレ し 易い 良い ゲー ム と な っ て いる と いえ よう 。 

させ る こと を 考え ね ば な ら な い だ ろ う 。 人 この コン ピュ ー タ 版 が ボー ド 版 より も 勝っ て いる 所 は な ん と 

終了 する 。 いっ て も マッ プ の 豊富 さき で あろ う 2。 了 予め 用 意 き れ て いる 8 つの 

さき て 、 プ レイ ヤー が 指揮 する 部 隊 の 数 で ある が 、 指 揮 官 1 名 他 に も コン スト ラク ショ ン 機 能 に より 好き な 地形 を 作る こと が 

と 機関 銃 分 隊 2 部 隊 を 含む 12 部 隊 で ある 。 指 揮 官 は 重要 な 存在 | で きる の で ある 。 た だ スク ウェ ア 1 つ 1 つ を 指定 し て いか な け 

で あり 、 こ れ が 除去 きれ た り 、 命 令 を 受け る 部 隊 が 離れ すぎ て れ ば な ら な いた め に 多少 時 間 が か か る の が 暴 点 と いえ ば 難 点 で 

する と プレ イヤ ー カ か 出し た 命令 が 部 隊 に 届か ず 、 動 け な く ある 。 し か し 、1 種類 の マッ プ で ロン ドン の 町 か ら ニ カラ グ クア デ 

な ラ で まっ た りす る 。 まで を カバ ー さ せよ うと する ボー ド 版 と 比べ た ら 天 地 の 差 が お 
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ゲー ム は 各部 隊 に 6 つの 「 行 動 」 命 令 の うち の 1 つ を 与え 、 る こと な の で ある 。 
それ を 交互 に 解決 する こと で 進行 する 。「 行動 」 を あげ る と 、 この ゲー ム は 前 の "オペ レー ショ ン ・ グ レネ ー と は 違い オ 
2 リ ジ ナ ル を コン ピュ ェ ー タ 上 で で きる だ け 過 実に 再現 還 の の 
2. 索 敵 だ と いう より も 、 あ た そら れ た 素 枯 の うま 味 だ け を 抽 貞 EN 
3. 向 放 移動 ンピュータ 独 持 の 
4. 強行 移動 味つけ を し た も の 
5. 射 臣 SS ある と いる よ 9。 
6. く ぎ 付 け 今後 も こう し た コ 

と な り 、 そ れ ぞ れ の 「 行 動 」 を 実際 に 行なう に は 各 軍 に 与え ら ンピュータ な ど で 
れ た 行動 ポイ ント の 消費 が 必要 と な っ て いる 。 行動 ボイン ト は は の ゲ ダーム を 期待 

2 ボイン ド を 使う こと に よっ て 1 つの アク ショ ン が 行なえ な 誠 


で 轄 入 到 売 され た ォ リ 剛 
) "。 現 在 入手 区 だ が 、. 日 本 語 謙 
され て いる 。 


才 代 


必 区 


槍 え る ロー 


国 境 
天 乱 、 暴 動 、 独 立 
訟 族 

数 将 の 進撃 路 
ロー マ 軍 遠征 路 
辺境 紛争 地域 "※ 


ロー マ 共 和 政 末期 の 1 世紀 に 及ぶ 内 乱 を 鎮め 
て 、B.C.29 年 、 オ クタ ヴィ アヌ ス は 地中海 世界 
を 統一 し た 。 更に 長 びく 内乱 で 既に 往時 の 力 を 
失っ て いた 元老 院 は B.C.27 年 オク タ ヴ ィ ア ヌス 
に AVGVSTVS の 称号 を 与え 、 共 和 国 の 全権 を 
委任 し た 。 こ こ に 久しく 続い た 共和 政 は 幕 を 閉 
じ ロ ー マ 帝 国 の 歴史 が 始ま っ た 。 オ クタ ヴィ ア 
ヌス は その 治世 の ほとん ど を 二度と 内 乱 の 起こ 
ら な い 、 永 遠 不 減 の 国 を つく る 支 力 に 捧げ た 。 
だ が 彼 の 死後 、60 年 も を た た な いう ち に 彼 の 生前 
の 努力 は 早く も 破局 を 迎え た 。 そ の 状況 を シナ 
リオ 1 で 再現 ずる 。 

シ 才 リオ 開 婚 時 に 帝位 に あっ 論 の は あの 悪名 
商 き 礁 品 あ る .。 彼 は 道楽 に うつ つ を ぬ が し じ し で 
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Li/ 


GBSZGmEE され 電 3 


戦 


政治 を 願 み る こと が な く 〈、 政 治 は 乱れ た 。 こ の 
た め 辺 境 で 国境 を 守る 将兵 達 か ら 不 満 が 出 始め 
て いた 。 と いう の は この 頃 、 各 地 の 辺 境 は 刻 族 
の 侵入 、 原 住民 の 暴動 が 相次ぎ 、 将 兵 達 は ロー 
マ の 平和 を 守る た め に 苦労 し て 戦っ て いた か ら 
で ある 。 東 方 で は アル メニ ア の 領有 を 巡っ て パ 
ル テ ィ ア と 対立 が あっ た 。 更 に ユダ ヤ 州 で は ユ 
ダ ヤ 人 が ロー ママ から の 独立 を 叫ん で 大 暴動 を 起 
こし て いた ( 図 1 A)。 レ ヌス 辺境 で は ゲル マ 


り い に 
す た め に 68 年 、 ネ ロ に 対 情 長 都 碗 起き ほ て 、 ロ 
三 了 マ に 兵 を 進め た ( 図 1 語 ⑳) 直己 ほこ れ に 対 


ア と こ 
S に 寺 ィ 太 


ア エ ギ ュ プ トゥ 


上 角 パ ニア の 将軍 が 贅 パ は 、 悪 政 を 正 


ヽ 


人 A 
ユダ ヤ 独 立 運動 


ン 諸 族 が 繰り 返 
まだ 、 
来襲 を 受け て いた ( 図 1. 
も ロー マ の 軍隊 が 出動 し 、 ロ ー マ の 平和 Pax Ro 
mana を 回 後 す べく 努め て いた 。 だ が ネロ は 辺 
境 の 紛争 な ど 気 に か けず 部 楽に 湧 れ て いた 。 


し 侵入 を 試み て いた ( 図 1. 
プ ブリタ ニア 州 は 度々 北部 プリ タニ ア 人 の 
C )。 い ずれ の 紛争 に 


抗 で きず 自殺 し た ご グル ベ べ は 倍 に つく と 病 | 


を 施し 好 衣 を 得る が 、 治 世 短 く 部 下 に 帝位 を 自 


B )。 9 


奪 さ れ た 。 こ れ に 反発 し た ゲル マニ プア 軍司 令 官 


ウィ テリ ウス と 東方 軍司 令 官 ウェ スパ シア ヌス 
は 62 年 反乱 を 起こ し 、 ロ ー マ に 進撃 し た ( 図 1. 
②③ )。 ウィ テリ ウス が 先 に ロー マ に 着き 、 箕 
奪 者 を 計 し て 帝位 に つい た 。 し か し 彼 は 3 ヵ月 
の 治世 で 後 か ら や っ て きた ウェ スパ パ シア ヌス に 取 
っ て 代わ られ た 。 か くし て ウェ スパ シア ヌス は 


c4/A.D.-e5dA.D. 


め 


アフ リカ 


境 
ガリ ア 帝 国 A.D.258-274 
ロー マ 軍 側 勝利 

褒 族 ・ 訟 国 側 勝利 
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フラ ウィ ウス 朝 が 減 び た あと 、 1 世紀 の 終わ 
りか ら 2 世紀 の 後半 に か け て ロー マ 帝 国 は 、 5 
代 に 続く 傑出 し た 皇帝 の 治 下 に 全盛 を 迎え た 。 
いわ ゆる 五 賢 帝 の 時 代 で ある 。 こ の 時 代 に は 内 
乱 は 1 度 も 起こ ら ず 、 ロ ー マ に 刃 向う 論 族 は こ 


1 年 に 長 っ て 続い た 内 乱 を 治め て 帝国 を 統一 し た 。 
と ころ が 、 内 乱 で 防備 が 手 導 と な っ て いた レ 
ヌス 辺境 で は 、 ガ リア 人 と ゲル マン 人 が 手 を 結 
び ガ リア 帝国 を 創り 、 ロ ー マ か ら の 独立 を 計っ 
て いた ( 図 1 . B)。 更 に 東方 の ユダ ヤ 州 で は 再 
び ユ ダ ヤ 人 が 独立 を 求め て 大 暴動 を 起こ し て い 
た ( 図 1. A)。 ウェ スパ シア ヌス は 帝位 に 即 く 
や 直ちに 鎮圧 軍 を 派遣 し 、 ガ リア の 争乱 は 70 年 
に 、 ユ ダ ヤ の 暴動 は 73 年 に 各々 鎮め られ た 。 
ウェ スパ シア ヌス は ロー マ の 平和 を 取り 戻す 
と 、 内 乱 で 荒れ た 国家 を 立て 直 そ うと 様々 な 改 
革 を 断行 し た 。 加 えて 78 年 に は ガリ ア の 安全 を 
脅 か す 恐 れ の ある 北部 ブリ タニ ア の 刻 族 を 討つ 


負 国 源 し の 大 肥 遇 、 車 人 旦 市 の 時代 謗 じ 


と ご と く 征 伐 さ れ た 。 ト ラ ヤ ヌス 帝 の と き に は 
ロー マ 帝 国 は パル ティ ア 王 国 と ダキ ア 族 を 従え 、 
その 版 図 は 史上 最大 と な っ た 。 

だ が 、 マ ルク ス = ア ウレ リウ ス 帝 を 最後 に 繁 
栄 を 続け た 五 賢 誠 の 時 代 は 終わ り を 告げ 、 以 後 


軍人 皇帝 時 代 が 12 年 目 を 迎え た 247 年 か ら シ 
ナリ オ 2 は 始ま る 。 こ の 間 、 内 乱 が 多発 し 何人 
も の 皇帝 が 短期 間 で 廃 立 され た 。 当 時 、 帝 国 は 


ア エ ギ ュ ブ トゥ スニ 


1 ⑥)。 ウ ェ ス バシ アヌ ス は こう し て 帝国 に 
系 栄 の 活路 を 切り 開い た あと 79 年 この 世 を 去っ 
た 。 帝 の 創始 し た 王朝 (フラ ウィ ウス 朝 ) は ドミ 
ティ アヌ ス が 暗殺 され て 断 え る まで 3 代 に わた 
っ て 続い た 。 


ER 


図 2 


無能 な 皇帝 が 続き 国 の 政治 は 荒廃 し 始め た 。 


と くに 3 世紀 の 前 半 か ら 、 各 地 の 軍 隊 は 勝手 に 
自分 達 の 将軍 を 皇帝 に 推 苗 し て 内 乱 を 繰り 返し 
た 。 そ の 結果 国 の 国力 は 衰え 、 刻 族 の 侵入 を 
許す こと に な っ た 。 こ の 状態 は ほぼ 50 年 に わた 
っ て 帝国 を 支配 し 、 軍 人 皇帝 時 代 と 呼ば れ た 。 
この 時 代 を シナ リオ 2 と 3 て 再現 する 。 


フィ リッ プス 帝 に よっ て 治め られ て いた が 、 帝 
の 治世 も 長く は 続か みな か っ た 。249 年 、 モ エ シ 
ア の 諸 軍 団 が デキ ウス を 皇帝 に 推 上 し て 叔 乱 を 


29 


起こ し 、 内 戦 の 未 、 フ ィ リ ッ プ ス は 殺さ れ た の 
で あっ た 。 

デキ ウス は 帝位 を 手中 に し た が 、 そ の 代償 は 
大 きか っ た 。 と いう の は 内 乱 で ダ ヌ ウィ ウス 辺 
境 の 防御 力 が 低下 し 、250 年 ゴー ト 族 が 帝国 に 
戻入 し て きた か ら で あ る 。 デ キ ウ ス は 直ちに 遠 


征 し た が 、 ゴ ー ト 族 の 奮闘 で デキ ウス が 戦死 し 、 


ロー マ 軍 は 敗れ た ( 図 2.①)。 次 に 帝位 に つい 
た か ルス は 領内 で 抹 奪 を 続け る ゴー ト 族 に 戦い 


だ が 。 ア エミ リア ヌス は 僅か 4 ヵ月 で 、 が ガリ 
ア 諸 軍団 が 推す ウ ァ レ リ ア ヌス に 取っ て 代 ら れ 
て し まっ た 。 彼 は 253 年 帝位 に 即 く や 、 内 外 の 
危機 的 な 状況 の 中 で 広大 な 帝国 を 単独 で 統治 す 
る の は 無理 と 判断 。 そ こ で 息子 の ガリ エヌ ス を 
も 皇帝 に し て 共同 統治 を 行なう 。 そ ん な 折 、 東 
方 で は 帝国 が 内 乱 に あけ くれ 皇帝 の 目 が 届か ぬ 
隙 に 、 ペ ルシア が ロー マ の 盟 邦 ア ル メ ニア を 攻 
cBUA. け .-874A.D. 
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* ネ 領域 は 、 い ずれ も 盛 時 の も の 


を 挑む どこ ろか 、 真 納金 を 与え て 帝国 か ら 搬 退 
させ よう と し た の で あっ た 。 し か し 、 ゴ ー ト 族 
の 討伐 に 当っ て いた モエ シア の 将軍 ア エ ミ リア 
ヌス は 、 か ルス の 屈辱 的 な 行為 に 反発 し 、 自 主 
防衛 行動 を と っ た 。 そ し て 251 年 、 彼 は モエ シ 
ア の 諸 軍 団 を 率い て ゴー ト 族 を 打破 り 、 帝 国 か 
ら 駆 逐 し た の で あっ た ( 図 2. ②)。 こ の 軍事 的 
成功 で モエ シア の 諸 軍 団 は ア エ ミ リア ヌス を 皇 


帝 に 据え 、 憶 病 な ガル ス を 退け た 。 


略し ( 図 2 .③)、 更 に ロー マ の 属 州 メソ ポタ ミア 
に 侵入 し た の で あっ た ( 図 2. ④)。 そ こ で ウ ァ 


レ リ ア ヌス は 西方 の 守り を が リエ ヌス に 任せ て 、 


ペル シア を 討つ べく 東征 し た 。 

西方 の 主 と な っ た ガリ エヌ ス は 、 東 方 に 多く 
の 兵力 が 投入 され た た め 、 少 な い 兵 力 で 辺境 を 
守ら な けれ ば な ら な か っ た 。 そ こ で これ を 穴 知 
し た フラ ンク 族 と アラ マン 族 は 、 そ れ ぞ れ レ ヌ 


ス 、 ダ ヌ ウ ィ ウ ス 河 を 越え 帝国 に 侵略 し た の 
ある ( 図 2.⑤)。 こ の 二 正 面 か ら の 侵入 は ロー 
軍 の 必死 の 防戦 で ほぼ 撃退 され た 。 し か し が 
の 諸 軍 団 は か リエ ヌス 帝 が この 混乱 中 に 親 臣 
な か っ た こと に 慎 激 し て いた 。 つ い に 258 年 
リア の 諸 軍 団 は 将軍 ポス トッ ゥ ッ ム ス を 皇帝 に 推 工 
し て 、 か リア 帝国 を 便 っ た の で あっ た 。 ガ リ 還 
ヌス 帝 は 兵力 の 不足 か ら ガ リア の 叔 徒 を 鎮圧 証 
きず 、 た だ 傍観 する し か な か っ た 。 

か リア が ロー マ か ら 分 離 独立 し た 頃 、 ゴ ー 調 
族 が 今度 は ロー マ の 盟 孝 ボス ポラ ス 王 国 を 征 議 
し ( 図 2. ⑥)、 更 に 黒海 を 渡っ て ポン トス 州 
毅 っ た の で ある ( 図 2. ⑦)。 し か し 、 帝 国 ほ 
や か ガリア の 救 乱 や ダ ヌ ウィ ウス 、 東 方 か ら の 
族 の 侵入 を 鎮め る の に 手 い っ ぱい で ポン ト タ 履 
軍隊 を 送る 余裕 は な か っ た 。 そ こ で 、 ゴ ー ド 衣 
は 存 分 に 抗 礁 を 行ない 、 戦 利 品 を 山積 み し で 
スポ ラス に 引き 揚げ て いっ た (シナ リオ 2 の | 
歴史 は 終わ り 、 以 下 ト シナ リオ 3 の 歴史 で ある 訪 


図 3 


・ ラ っ 衝 山 HL6 テ ・ 。 圧 2 み へ 人 へ ルル 起こ る 紛争 に 迅速 に 対応 で きる 機動 力 の ある 軍 

に 1 プー ルル レロ この リフ で 隊 が 必要 だ と 、 強 力 な 騎兵 隊 を 組織 する こと に 
叔 乱 や 邊 族 の 侵入 が 続発 する な か 、260 年 、 力 を 入れ た 。 

ロー マ 更 上 最悪 の 出来 事 が 起こ っ た 。 東 征 中 の 

ウ ァ レ リ ア ヌス 帝 が ペル シア と の 戦い に 敗れ 捕 


虜 と な っ た の で ある ( 図 3 .①)。 父 条 が 捕われ た 


結果 、 が リエ ヌス 帝 は 単独 で 戦乱 に 覆 わ れ た 帝 
国 を 治め る こと に な っ た 。 帝 は 勝つ 見 込み の な 
い 遠 征 を する より も 、 ま ず 強 体 化し た 軍隊 の 再 
建 に 努め る べき だ と 考え た 。 そ こ で 帝 は 各地 で 


が リエ メス が 軍隊 の 立て 直し を する 間 、 東 方 
で は 262 年 に 帝国 の 一 地方 で も る パル ミラ の 太 
守 が 、 東 方 諸 州 を 史 融 し て いる ペル シア を 打破 
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る と いう 快挙 を 成し遂げ ( 図 3. ②)、 帝国 の 秩 
序 が 回 復 さ れ た 。 だ が 、 ア ジア 方 面 は 再び ゴー 
ト 族 の 侵入 で 挟 礁 を 受け ( 図 3.③)、 ダ ヌ ウ ィ 
ウス 河辺 境 も 諸 彼 族 に よっ て 勃 皇 さ れ た ( 図 3. 
④)。 更 に アジ ア で の 拡 礁 に 飽き た ゴー ト 族 は 、 
268 年 、 大 艦隊 を 率い て エー ゲ 海 を 南下 し ( 図 


3.⑤)、 ア カイ ア て で 拡 奪 を 働い た ( 図 3.⑥)。 


次 に 帝位 に つい た の は クラ ウデ ィ ウ ス I 世 で 、 
彼 は 皇帝 に な る や 、 直 ち に 北 イ タリ ア に 親 臨 し 、 
却 拓 を 働く アラ マン 族 を 討伐 し た ( 図 3 .⑤)。 と 
ころ が 、 そ の 翌年 の 269 年 に は また も ゴー ト 族 
が 黒海 か ら 大 艦隊 を 率い て 、 今度 は マケドニア 
を 襲撃 図 ( 図 3.⑨)、 ク ウデ ィ ウ ス 帝 は マ ケ ド ニ 
ア に 急行 し 、270 年 激戦 の 未 ゴ ー ト 族 を 撃破 し 
て 領内 か ら 駆 逐 し た ( 図 3 .⑩)。 帝 は 2 つの 危機 
を 乗り きっ た も の の 、 ま だ 片付け な けれ ば な ら 
な い 2 つの 内 な る 敵 が 存在 し て いた 。 そ の 1 つ 
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コン スタ ン テ ィ ウ ス の 領地 


帝国 は アウ レ リ ア ヌス 帝 に よっ て 統一 が 回 復 
され た けれ ども 、 和 皇帝 の 暗殺 が 続き 中 央 の 政情 
は 相変わらず 不安 定 で あっ た 。 こ の 悪 弊 を 一 時 
取り 除い た の は 、 デ ィ オ クレ ティ アヌ ス で あ 


コン スタ ン テ ィ ヌ ス 帝 死後 の 
三 兄 弟 に よる 帝国 分 割 (337 年 
A パコ ンス タン ティ ヌス II 世 の 領 地 
B コン スタ ンス II 世 の 領 地 
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辺境 紛争 地域 


これ は アカ イア に 近い 帝国 本 土 で ある イタ リア 
へ の 箇 威 と な っ た 。 

本 土 へ の 危機 感 か な ら ガ リエ ヌス 帝 は ゴー ト 討 
伐 を 決意 し 、 ア カイ ア に 出征 する 。 戦 い は が リ 
エヌ ス の 創っ た 騎兵 隊 が 存 分 に 威力 を 発揮 し て 
ロー マ 側 の 勝利 に 終わ り 、 ゴ ー ト 族 を 撃退 し た 
( 図 3. ⑦)。 だ が この 勝利 も 東 の 間 ガ リエ ヌス 
は 部 下 の 表 乱 に 唱 い 殺さ る され て し まっ た 。 


の ガリ ア 帝 国 は ( 図 3. A) 内 外 加 で 国力 が 衰 
そえ 、 ロ ー マ に と っ て さほど 危険 で は な く な っ て 
いた 。 だ が 、 も う 一 方 の 敵 で ある パル ミラ は 当 
初 ロ ー マ に 臣従 し て いた が 、 徐 々 に 独立 色 を 強 
め て ロー マ に 反旗 を 翻 し 、 東 方 諸 州 を 次 々 に 征 
服 し て 一 大 帝国 に 成長 し て いた ( 図 3. B)。 こ 
れ は ロー マ の 脅威 と な っ た が 、 ク ラウ ディ ウス 
は 解決 する 暇 も な く 疫病 に か か り 條 れ て し まっ 
だ 。 

続い て 皇帝 の 座 に つい た の は アウ レ リ ア ヌス 


ア を 割譲 する こと で 彼ら を 懐柔 し た ( 図 3 .⑩)。 
次 に 他 の デル マン 諸 族 を こと ご と く < 征伐 し て ロ 
ー マ の 威 に 屈服 させ た 。 こ うし て 背後 の 安全 を 
固め て か ら 帝 は 帝国 の 統一 に 乗り 出し た 。272 年 、 
帝 は 東征 し て 数 次 の 戦い の 後 、 パ ルミ ラ 帝 国 を 
減 ぼ し た 。 彼 は 東方 の 領土 を 回 復 す る や 、 が か ガリ 
ア に 直行 し 274 年 、 一 挙 に ガリ ア 帝 国 を 崩壊 さき 
せ た 。 こ こ に 久しく 分 裂 し て いた 帝国 は 1 人 の 
皇 誠 の も と に 統一 され る と 同時 に 、50 年 の 長き 
に わた っ た 軍人 和 皇帝 時 代 に 終止 符 が 打 た れ た の 
で あっ た 。 
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つた 。 帝 は 内 乱 や 刻 族 の 侵入 を 防ぎ や すく すべ 


帝国 を 4 つ に 分 割 し た の で ある 。 こ の いわ ゆ 
る 四 分 統治 は 帝 の 存 位 す る 間 に は うま く 機 能 し 
て 、 ロ ー マ の 平和 が 維持 され た 。 し か し 、 帝 が 


ア エ ギ ュ プ トッ ゥ 


図 4 
退位 する と 、 こ れ は 勢力 抗争 の も と に な り 、20 
年 に わた っ て 内 給 が 続い た 。 

これ を 治め て 帝国 を 統一 し た の が 、 キ リス ト 
教 を 公認 し た こと で 有名 な コン スタ ン テ ィ ヌ ス 
帝 で ある 。 帝 は 争い を 避け る た め に 奄 国 を 単独 
て 統治 し 、 遷 都 す る な ど 様 々 な 改革 を 行なっ て 


31 


| 3 テッ ーーー モ ユー] 


つい に 331 年 ゴー ト 族 が モエ シア 州 に 侵入 
4 . ①)、 MKSA 
率い て 親 臨 し 、332 年 、 ゴ ー ト 族 を 領内 より 駆 
遂 し て 勝利 を 収め た 。 と ころ が 、 入 れ 共 り 同じ 
ダメ ヌメ ウィ ウス 河 か ら サ ル マ テ ィ ア 族 と いう 新手 
の 小 族 が 侵入 し て きた ( 図 4. ②)。 そ こ で 、 帝 
は 再び モエ シア に 遠征 し 、 そ の 侵略 者 を 撃退 し 
た の で あっ た 。 こ の 一 連 の 勝利 で 密 族 を 帝 の 威 
の も と に 治め る こと に 成功 し 、 ロ ー マ の 平和 は 
回 復 さ れ た 。 そ し て 、 デ ィ オ クレ ティ アヌ ス 帝 


帝国 に 安定 を も た らし た 。 と ころ が 、 ダ ヌ ウ ィ 
ウス 辺境 で は 久しく 鳴り を 潜め て いた ゴー ト 族 
が 活発 に 動き 始め ロー マ の 平和 を 脅かす よう に 
な っ た の で あっ た 。 シ ナリ オ 4 で は この 辺境 の 
危機 か ら 帝 の 死後 の 混乱 を 再現 する 。 


NN 


以来 試み られ て きた 帝国 の 再建 が 軌道 に 乗る か 
に 思わ れ た 。 し か し 、 こ の 期待 は 畜 の ある 失策 
で 裏切ら れる こと に な る 。 と いう の は 帝 は きた 
る べき 死 を 予期 し て 帝国 を 子供 達 に 分 配 する と 
いう 失策 を 犯し た 
か ら で あ る 。 デ ィ 
オク レティ アヌ ス 
の 四 分 統治 の 失敗 
を 十分 知っ て いた 
に も か か わら ず 。 


( 誠 国 の 3 2 朝 と 肉 統 ペル シア の 偽 六 〉 


397 年 寺 コ ンズ スタ ンチ ティ ャ メス ズ 帝 が 死ぬ 補記 
ち に 内 輪 も め が 生 した 。 こ の 争い に 生き 残っ た 
2 し ー タン ンス ング 1 
コン スタ ン テ ィ ウ ス の 3 兄弟 は 協定 を 結び 、 帝 
国 を 3 分 割 し て 一 時 的 に 平和 が 保 た れ た ( 図 4. 
A.B.C)。 と ころ が 、 東 方 で は 内 輪 も め を し 
て いる 間 に ペ ルシア が ロー マ 領 内 に 侵攻 する と 


いう 事態 が 生じ て いた ( 図 4.③)。 


を と で こ 東 
方 に 領地 を 得 た コン スタ ン テ ィ ウ ス は 直ちに ペ 


ルシア 討伐 に 赴く 。 だ が 、 こ の 戦い は 勝敗 が な 
か な か 決 せ ず 長 期 化 し た 。 

一 方 、 西 方 で は 3 分 割 し て か ら 3 年 も 経た ぬ 
内 往 コ ンス メン テモ 区 天性 洒 コ スゲ シス 
世 が 西方 の 主権 を 巡っ て 争い 始め た 。 つ い に 


340 年 、 武 力 衝突 と な り 、 コ ンス タン ス が 騰 衝 
を 収め て 帝国 領土 の % を 手中 に し た ( 図 4。 令 
コン スタ ン テ ィ ウ ス は この 問 、 ペ ルシア 戦 還 眉 
殺さ れ て お り 、 そ の 結果 を 黙認 する し か な が 較 
た 。 と ころ で 、 そ の ペル シア と の 戦い は ロー 語 
側 不利 の か た ち で 進行 し て いた 。 と いう の は 還 
342 年 、 ロ ー マ の 回 邦 ア ル メ ニア が また も 征服 調 
れ て し まっ た か ら で あ る ( 図 4.6⑤)。 シ ナリ 未 
は 中 途 半 端 に ちこ こ で 終わ っ て し まう 。 そ 請 較 
その 後 の 展開 を 簡単 に 触れ て お こう 。 
西方 で は コン スタ ンス が 350 年 部 下 に 殺 き 刺 
その 領地 は 2 人 の 箕 礁 者 に よっ て 分 割 さ れ だ 計 
これ に 驚い た コン スタ ン テ ィ ウ ス は 直ちに 人 め 計 
ち に 向い 、 次 々 に 箕 奪 者 を 滅ぼし て 353 年 納 | 
を 統一 し た 。 し か し 、 そ の 後 、 芝 は 副 帝 に 【 記 
や っ た ユリ アヌ ス の 坂 乱 に あい ペル シア と 、 放 
戦 の 講和 を 結び 、 ユ リア ヌス を 討ち に 向う 敵 
病 商 、 後 を 継い だ ユリ アヌ ス は ペル シア 戦 で 商 
を 沙 と し 、364 年 コン スタ ン テ ィ ヌ ス 朝 は 減 仙 
た 。 幸 い ユ リア ヌス の 後 を 継い だ 皇帝 が 有 能 軒 
あっ た の で 、 帝 国 は 秩序 は 
RE の と で さり Ss 主人 
ころ が この 安定 を 打 砕 く 
妖 難 が 遠く 中 央 アジ ア を 
越 を て や っ て きつ つ あ る 
こと は 誰 も 予想 し な か っ た 。 


前 4 才 


ロー マ 時 代 を 描い た 映画 に は 、 大 きく 分 け て 
3 つの タイ プ が ある 。 | つ 目 は 、 言 うま で も な 
く 、 キ リス ト を 中 心 と し た キリ スト 教徒 た ちの 
ドラ マ だ 。 す で に ビデ オ 化 され て いる 作品 で は 、 
キリ スト 自身 の 生涯 を 描い た 「 キ ング ・ オ プ ・ 
キン グ ス 」 と 「 奇 跡 の 甘 」 の 2 タイ トル が ある 。 
あの パ ゾ リー ニ の 撮っ た 「 奇 跡 の 丘 」 は と も か 
く と し て 、 他 の キリ スト 物語 は 、 そ の ほとん ど 
が スペ クタ クル 史劇 と し て 作り 上 げ ら れ て いる 。 
な か で も 「 キ ング ・ オ プ ・ キ ング ス 」 は 、 オ ー 
ルス ター キャ スト に よる 「 偉 大 な 生涯 の 物語 」 
と な らぶ 、 最 大 規模 で 描か れ た キリ スト 物語 だ 。 
青年 時 代 の キリ スト の 次 を 中 心 に 、 全 篇 を 流血 
シー ン で 埋め つく し て いる 。 な お 、 他 の 主 な キ 
リス ト 映 画 と し て は 、 ミ ュー ジ カ ル の 「 ジ ー ザ 
ス ・ ク ライ スト ・ ス ー パ ー ス ター」 や 「 ゴ ッ ド ・ 
スペ ル 」 そ れ に パロ ディ で 「 モ ン テ ィ ・ パ イソ 
ング ライ フ ・ オ ブ ・ プ ライ アン 」 と いっ た 作品 
が 、 忘 れる こと の で き な い ユニ ー ク な 作品 と い 
7 は 
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聖書 に 書か れ た エピ ソー ド や 有名 な 使徒 た ち 
の 次 を 映像 化し た も の と し て は 、 キ リス ト の 身 
代り と し て 生命 を 助け られ た 盗賊 バラ バ の 後半 
生 を 感動 的 に 描い た 「 バ ラバ パ 」 や 、 カ リ ギ ュ ラ 
時 代 の キリ スト 教徒 の 受難 を 描く 「 聖 衣 」、 続 く 
ネロ 時 代 の 「 フ クオ ・ ヴ ァ デ イィ イス 」 と いっ た 作品 
が ビデ オ 化 され て いる 。 こ れ ら は いずれ も キリ 
スト 教 の 正 し さ を テー マ と し て 描い て いる わけ 
だ が 、 そ の どれ も が ワイ ドス コー プ 時 代 に 制作 
され て いる た め 、 ヒ ュー マン ・ ド ラマ ば か り が 


前 面 に 押し 出さ れ て 撮ら れ て いる わけ で は な い 。 


ペペ クタ クリ rv ジー ジ も また ど 欠 か か こと の 
き な い 見 所 の ひと つと な っ て いる の だ 。 な か で 
も 「 ク オ ・ ヴ ァ デ ィ ス 」 は 、 コ ロ セ ウム で の キ 
リス ト 教 徒 と ライ オン と の 戦い の シー ン 。 そ れ 
に クラ イマ ックス の ロー マ 市 街 の 大 火事 の シー 
ン は 、 人 据 力 満点 に 描か れ て いる 。 ま た 「 聖 衣 」 
の 続 篇 と し て 、 ヴ ィ ク ター・ マ チュ ア が 肉体 派 
スタ ー ぶ り を 存 分 に 見 せつ け て くれ る 「 デ ィ ミ 
トリ アス と 同士 」 が ある 。 こ ちら は ライ オン な 
ら ぬ トラ 対 デ ィ ミ トリ アス (ヴィ クタ ー・ マ チ 
ュ ア ) の 大 格闘 が 一 番 の 見 所 だ 。 他 に は 1!2 使 徒 
の 1 人 サイ モン ・ ピ ー タ ー( シ モン ) の 半生 を 描 


』 Motion Picture's Field 


大 見 雅彦 

いた 「 聖 な る 漁夫 」 や 新約 聖書 の ルカ 伝 に 出 で 
る 放 薄 息子 の エピ ソー ド を スペ クタ クル 史劇 因 
仕立 て 上 げた 「 プ ロディ ガル 」 が 見 落 せ な い 催 
品 だ ろう 。 ま た サロ メ の エピ ソー ド を 映画 化 回 
に 「 情 炎 の 女 サ ロメ 」 も ある 。 主 演 は リタ ・ へ 用 
ワー ス 。 キ リス ト 教 物語 の 外伝 と し て は 、 も っ 娠 
も 重要 な エピ ソー ド を 描く 作品 の ひと つ だ 。 


戦う ロー マ 


ロー マ 時 代 を 描く 映画 の 2 つ 目 の タイ プ は 、 
史実 を 元 に スペ クタ クル 映画 化し た 、 い わ ゆ る 
スペ クタ クル 史劇 と 呼ば れる 作品 群 だ 。 こ の 中 
で は 、 何 と いっ て も シー ザー と クレ オ パ ト ラ 、 
それ に アン トニ ー の 次 を 描い た も の が 一 番 多 《』 
ビデ オ 化 され て いる も の だ け で も 「 シ ー ザ ー と と 
フレ オ 7 ドラ コキ 注 ' グ ィ ツ ィ ア ン ・ リ ー】 還 細 
レオ パト ラ 」( 主 演 、 エ リザ ベス ・ テ イラ ー) 、『 逐 
ユリ アス ・ シ ー ザ ー」( 主 演 、 チ ャ ー ル トン ・ ペ 8 
スト ン ) が ある 。 ま だ ビデ オ 化 され て いな い 作 還 論 


品 に も 「 ジ ュ リ アス ・ シ ー ザ ー」( 主 演 ・ マ ー 丁 3 
ンタ プラ シド ) や 「 ア ント ニー と クレ オバ 請 計 
(主演 ・ チ ャ ー ル トン ・ ヘ へ ヘストン) 、 そ れ に テイ し 

も 


も 
に 


ラー 版 「 ク レオ パト ラ 」 の 前 編 的 内 容 の 「 妖 姫 
クレ オ パ ト ラ 」( 主 演 ・ パ スカ ル ・ プ チ ) や 躍 プ 
ロア ニ メ の 「 ク レオ パト ラ 」 な ん て 異色 作 も あ 
る 。 こ の 中 で は や は り テ イラ ー 版 「 ク レオ パト 
ラ 」 が ダン ト ツ に 物凄く 、 と に か く 全 人 篇 が 当時 
の 時 代 性 を 再現 し て いる と いっ て も 大 ゲ サ で は 
な い ほ ど だ 。 当 初 は 安直 な 企画 と し て 出発 し た 
と いわ れる この 作品 も 、 最 後に は 製作 会 社 を 倒 
産 寸前 に まで 追い や っ た ほど の 製作 費 を 喰い つ 
ぶし て 完成 され て いる 。 全 2 部 作 で 、 な か で も 
第 | 部 の クラ イマ ックス で ある クレ オ パ ト ラ の 
ロー マ 入 場 シ ー ン は 、 こ れこ そ ス ペク タク ル と 
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主演 


いっ た 巨大 さと 迫力 と を 描き だ し て いる 。 

共和 制 時 代 の 奴隷 た ちの 反乱 を 描き 、 ロ ー マ 
歩兵 の 戦闘 法 が 明快 に 写し 出さ れ て いる 「 ス パ 
ルカ ス 」 や 、 前 半 は 海 埋 が 、 後 半 は 戦車 戦 が 
見 せ 場 と な か っ て いる キリ スト の 外伝 的 物語 「 ベ 
ン ・ ハ ー」、 そ れ に マル クス ・ ア ウレ リウ ス 時 代 


の 、 減 び ゆ く ロ ローマ帝国 を 描い た 「 ロ ー マ 帝 国 
の 滅亡 」 が 、 ク レオ パト ラ 物 以外 の 代表 作 と 言 
えよ う 。 他 に は 「 カ リ ギ ユラ 」 と いう 異色 ポル 
ノ も ある 。 こ れ は 、 ボ ポル ノ ・ シ ー ン さえ 加え ら 
れ な か っ た ら 、 堂 々 た る スペ クタ クル 史劇 の | 
本 と し て 、 立派 に 数 えら れる は ず の 作品 で は あ 


監督 ヘン リー・ コ スタ ー 
リチャード ・ バ パー トン 、 ジ ー ン ・ シ モン ズ 


シー ザー と クレ オ パ ト ラ 


監督 ガ プ リエ ル ・ パ バス 


クレ オバ トラ 


ス 八 


っ た の だ が …*-…。 

そし て 最後 の タイ プ は 、 ロ ー マ に 戦い を 挑ん 
だ 異 民族 の 王 た ちの 物語 だ 。 こ の タイ プ の 作品 
で は 「 侵 略 王 アッ チラ 」 と 「 ハ ン ニ バル 」 の 2 
タイ トル が 、 ビ デオ 化 さ れ て いる 。 こ れ ら の 作 
品 で は 、 異 民族 た ちの 生活 風習 の 再現 は も ちろ 
ん 、 最 大 の 見 所 が 、 ロ ー マ 対 異 民族 の 戦い 方 の 
違い に ある こと は 言う まで も な い 。 テ ー マ 的 に 
は 「 ス パル タカ ス 」 や 「 ロ ー ぐ マ 帝国 の 減 亡 」 も 
まだ 、 ニ の タ イジ に 含ま ま 牧 式 い る と ら tV う 記 
いずれ も ロー マ 式 の 密集 戦法 に 、 騎 馬 隊 が 襲い 
か か る が …… と いう パタ ー ン を と っ て いる 。 


PS、 リ ーー ドッ ドン ンス 


監督 ジョ セル ・ レ ・ マ ン キ ー ウ ィ ッ ツ 
主演 エリ ザ ベ ス ・ テ イラ ー、 
レッ クス ・ ハ リ ソ ン 


リチャード ・ パ バー トン 、 


ル 


監督 スチ ュ ア ー ト Cm Victor 
主演 チャ ー ル トン ・ へ ヘストン 、 ロ パー ト ・ ボ ー ン 、 

ジェ ー ソ ン ・ ロ バー ズ 、 ジ ョ ン ・ ギ ー ル ガッ ド 
原作 ウィ リア ム ・ シ ェ イ クス ピア 
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ロー マ 帝 国 の 滅亡 ee 


監督 アン ソニ ー・ マ ン 
主演 アレ ッ ク ・ ギ ネス 、 ソ フィ ア ・ ロ ー レ ン 


3 人 


ーー と つ 
ドニ エ プ ブル を 越え て 
7 月 10 日 まで に 、 ド イ ツ 陸 軍 の 先 鍛 一 第 4 半 
甲 軍 を 構成 する 2 つの 装甲 集団 は 、 お お むね ド 


ヴィ ナ ・ ド ニ ェ エア プル 両 河 の ライ ン に 到達 し て い 
た 。 追随 する 歩兵 師団 の 各 先 遣 隊 は 約 60km 後 方 


に あり 、 そ の 主力 は さら に 後 を 進ん で いた 。 従 
っ て 、2 つ の 大 河 を 渡っ て の いっ そう の 急進 撃 
は 装甲 部 隊 単 独 で 決行 きれ ね ば な ら ず (これ で 
後続 歩兵 部 隊 と の 間隙 は さら に ひろ まる )、 多 


く の 保守 派 と 呼ば れる 将軍 た ちの 不 < 安 を 呼び き 
まし た の で あっ た 。 

一 方 の ソ連 軍 は 、 北 の イド リッ ツァ か ら 南 の 
レー チッ ツァ まで の 広 範 な 戦線 を 安定 させ よう 
と 苦悩 し て いた が 、 第 一 線 の 諸 軍 (第 22、 第 19, 
第 20, 第 13。 第 21 軍 ) で 前 線 に ある 部 隊 は わ ず 
か に 24 個 師団 、 使 える 戦車 も 145 較 と いう 惨 湾 
た る 状態 で あっ た ( 注 1 )。 砲 兵 (迫撃 砲 も 含 
め 総 計 3800 門 ) だ け は 比較 的 強力 で あっ た が 、 
部 隊 は 必然 的 に 重要 な 都市 を 中 心 に 防御 体制 を 
と ら ざ る を 得 な か っ た 。 

こう し た 状況 の 中 で 、 第 2 装甲 集団 司令 官 ク 
デー リア ン 上 級 大 将 の 乾 埋 一 抑 の 「 カ ケ 」 一 装 
甲 部 隊 だ け に よる ドニ ェ エ プ ル 強襲 渡河 一 は 、 7 


・ 厳 重 に 警戒 する こ 


p ヨ レック の 激戦 は る 


WN W ナ \ よ 


月 か ぢ 


を お 届 


りな 


月 10 一 11 日 に 敢行 され た 。 計 画 で は 
ニ エ プ ブル の 主要 渡河 点 で あり 、 
する オル シャ ・ モ ギレ フ ・ 
都市 を 無視 し て 、 そ の 間隙 部 に 向け て 行なう 。 
渡河 し た 装甲 部 隊 は 、 こ れ ら 要 案 都市 を 包囲 し 
て 前 進 、 都 市 の 奪取 は 後続 の 歩兵 部 隊 に 任せ る 。 
な ぜ な ら 、 こ の 作戦 の 最大 の 問題 は 、 グ デー リ 
アン 自身 が 自覚 し て いた と お り 「 ド ニ ェ プル 渡 
河 後 、 全 装甲 3 個 軍団 の 解放 され た 側面 に 対す 
る 、 敵 の 強力 な 反撃 の 危険 」 で あっ た か ら で あ 
る 。 
装甲 集団 最 南 田 を 進 
フ と ロ ガ チ ェ フ の 間 、 


、 攻 震 は ド 
ソ連 各 軍 の 集結 
ロ ガ チ ナチ ェ フ と いっ た 


む 第 24 装 甲 軍団 は モ ギ レ 
スタ ー ル イィ * プイ ホフ を 
渡河 点 に 選ん だ 。 軍団 に 与え られ た 任務 は 、 プ 
ロ ポ イス ク ・ ロ スラ ウリ 方 面 へ 進出 し て 全 軍 の 
丘 下 を 狗 護 す る wi か モ ギ レフ と ロロ ガチ ェ フ 
で ドニ エア プル 西岸 に 残る ソ連 第 13 軍 と 第 21 軍 を 
と 。 渡河 その も の は 抵抗 も 少 
な く 、 順 調 に 進展 し た 。10 日 正午 に は 橋 頭 人 を 
確立 、 深 夜 に は 工兵 隊 が 橋 を 完成 さき せ た 。 し か 
し 、 側 面 か ら の 圧力 は 最も 強かっ た 。 軍団 は 南 
北 両 面 に 多く の 警戒 部 隊 を 割か ね ば な ら ず 、 前 

の 勢い を そ が れ た だ た 。13 日 に は 、 ロ ガチ ェ フ 方 
面 か ら の 敵 の 反撃 が 激化 し 、 軍 団 は わずか 4 日 
間 で 防御 体制 に 移っ て いっ た 。 


と も 1 回 で は 描き きれ 計 
に 1 上 向 も あっ て 、 


3 生 加 6 


けし まず 。 わす り の HE も 
次 の お f 


第 46 装 甲 軍団 は 、 モ ギレ ブフ 北方 の シュ クロ フ 
で 河 を 渡っ た 。 任 務 は 、 右 田 の 一 部 を も っ て モ 
ギレ フ を 包囲 する と 共に 、 主 力 は ゴル キ ・ ポ チ 
ノ ク を 経て スモ レン スク 地域 制圧 の カギ で ある 
イェ リ ニ ヤ に 進出 する こと 。 だ が 渡河 点 で の 抵 
抗 は 激しかっ た 。 空襲 と 砲撃 で 、 工 兵 が 架け た 
橋 は 破損 し た 。GD 連 隊 が な ん と か 敵 を モ ギ レ 
フ 方 面 へ 追い 込ん だ 。 第 10 装甲 師団 と DR 師団 
は 前 進 を 開始 し 、 グ デー リア ン は 奇襲 効果 を 求 
め て 夜間 行軍 を 命じ た 。 夜 も 戦い は 続い た 。 こ 
の 地域 に 集結 し つつ あっ た ソ連 第 16 軍 は 2 個 師 
団 し か 有 し て いな か っ た が 、 多 く の 民 兵部 隊 を 
組織 し て パル チ ザ ン 戦 を 展開 し た ( 注 2 )。 夜 、 
いき な り 補 給 部 隊 な ど が 襲わ れる こと が 多かっ 
た 。 第 46 装 甲 軍団 は 、 見 えな い 敵 と の 小 競 り 合 
い を 繰返し な が ら 、 イ ェ リ ニヤ へ 進ん だ 。 

第 47 装 甲 軍団 戦 区 、 コ プ ィ シ で は 渡河 の 主役 
は 第 29 自 動車 化 歩兵 師団 が 務め な けれ ば な ら な 
か っ た 。 シ ェ ン ノ 地 区 で 活発 に 反撃 する ソ連 第 
20 軍 を 警戒 する た め に 、 第 47 装 甲 軍団 主力 の 第 
17 お よび 第 18 装 甲 師団 を 用 いる こと は 困難 だ っ 
た か ら で あ る 。 グ デー リア ン は 、 フ ォ ン ・ ボ ポル 
テン シュ テル ン 中 将 指揮 下 の こ の 師団 に 、 ド ニ 
ェ エ プ ル の 強襲 渡河 と 戦略 要衝 スモ レン スク の 占 
領 と いう 最 重要 任務 を 託し た の で ある 。 第 29 自 
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動車 化 歩兵 師団 の 攻撃 は 、11 日 の 朝 05 : 15 時 に 
開始 され た 。 対 岸 か ら の 激しい 砲火 の 中 で 、 渡 
河 は 難渋 を 秋 め た 。 緒 戦 に 壊滅 的 な 打撃 を 受け 
た ソ連 空軍 も 徐々 に 回 復 し て 、 空 か ら こ れ を 叩 
いた 。 師団 は この 困難 な 状況 の 中 で 突撃 砲 の 援 
護 で 敵 砲 兵 を 制圧 し 、 歩 兵部 隊 を 渡し た 。 依 然 
と し て 続く 砲撃 と 空襲 の 中 で 歩兵 は 東岸 に 取り 
付き 、 工兵 は 架橋 を 急い だ 。 橋 は 午後 4 時 に 完 
成 、 ま だ 第 29 自 動車 化 歩兵 師団 の 左翼 で は 第 17 
装甲 師団 が オル シャ 南方 で 渡河 し て 敵 を 引き 付 
けた 。 こ の 結果 、 第 29 自 動車 化 歩兵 師団 へ の 圧 
力 は 低減 し 、 部 隊 は 一 気 に ス モレ ンス ク へ の 前 
進 を 開始 し た 。 


スモ レン スク 陥落 


スモ ン ン スク へ の 前 進 は 、( 第 29 師 団 ) 第 15 百 
動車 化 歩兵 連隊 の 先 道 隊 が ホフ ロ ヴ ォ 付 近 で 砲 
撃 と 空襲 に よっ て 大 き な 損 害 を 受け る まで て 順調 
に 進め られ た 。 低 抗 に 遭遇 する と 、 再 び 突 撃 砲 
が 前 面 に 立っ て 歩兵 部 隊 と の 協同 作戦 を 展開 し 
た 。 ソ連 軍 の 低 抗 拠点 は 1 つ ず つ 叩 き 潰 され 、 
スモ レン スク 南方 接近 路 を 守る 第 152 狙 撃 兵 師 
団 を 圧迫 し て 、 先 遺 隊 は 一 歩 一 歩 、 市 へ 迫っ た 。 
第 17、 第 18 装 甲 師団 も 、 敵 が 頑強 な 低 抗 を 続け 
る オル シャ 南方 の 狭い 橋 頭 供 を 放棄 、 第 29 自 動 
車 化 歩兵 師団 に 続行 し て 、 オ ル シ ャ か ら 撤 退 す 
る 敵 に 対し て その 北側 面 を 固め た 。 

15 日 、 第 15 自動 車 化 歩兵 連隊 は つい に スモ レ 
ンス ク 南 西端 に 到達 し た 。 市 は ソ連 第 34 狙 撃 兵 
軍団 の 2 個 師 団 に よっ て 頑強 な 防衛 体制 が 取ら 
れ て いた 。 1 個 連 隊 で は 無理 だ ど 。 第 47 装 甲 軍団 
は 即座 に 、 第 71 自 動車 化 歩兵 連隊 と 第 29 自 動車 
化 砲兵 連隊 を 、 市 の 南方 へ と 差し 向け た 。 第 71 
連隊 は 徒歩 で 、 ソ 連 第 16 軍 が 急 拠 編成 し た 民兵 
隊 の た だ 中 を 急行 し た 。 そ し て 、 第 2 大隊 は ス 
モレ ンス ク 南 方 の コ ニ ュ コ ヴ ォ 高地 の ソ連 重砲 
陣地 を 奪取 し た 。 そ の まま 市 へ の 突入 が 考え ら 
れ て いた が 、 捕 膚 の 話 か ら 市 の 南面 も 厳重 な 防 
御 体制 が 取ら れ て いる こと が わか っ た 。 そ こ で 、 
連隊 は 再び 東 へ 走 回 し 、 南 東 か ら の 道路 に 洛 っ 
て スモ レン スク へ 向かっ た 。 こ の 行動 を 撤退 と 
勘違い し た ソ連 軍 の 裏 を か いて 、 午 後 4 時 に は 
市 の 郊外 に 到達 し た 。 し か し 、 ソ 連 軍 の 強力 な 
弾幕 射撃 に よっ て 、 連 隊 は 夕暮 れ ま で 釘付け に 
され た 。 夜 、 暗 闇 を 利用 し て 第 29 砲 兵 連隊 は 100 
ミリ カノ ン 砲 、 ネ ー ベ ル ヴ ェ ルフ ァ ー、88 ミ リ 
対空 対戦 車 宛 を 展開 、 第 15、 第 71 連 隊 は それ 
ぞ れ 市 の 南西 と 南東 に 布陣 し て 、 翌 日 の 攻撃 を 
準備 し た 。 

7 月 16 日 04 ・ 00 時 、 第 29 自 動車 化 歩兵 師団 は 
スモ レン スク へ の 総 攻撃 を 開始 し た 。 い りく ん 
だ 町 な み の た め に 、 砲 兵 は 効果 的 な 支援 を 与え 
る こと は 難し か っ た 。 断続 的 に 続く 空襲 と 両 軍 
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本 


の 砲撃 で 、 ス モレ ンス ク は すでに 互 巡 に 埋 っ て 
いた 。 ほ と ん どの 建物 が くず れ お ち 、 そ の 廃 坊 
の 中 に は ソ連 兵士 が 立て 籠 も っ た 。 突撃 砲 と 第 
100 戦 車 連隊 の 火 科 放射 戦車 が 通路 を 切り 開い 


た 。 ソ 連 軍 の 主力 は 市 の 北岸 に ある よう だ っ た 。 


午 頃 まで に 、 市 の 南岸 部 は 掃討 され た 。 打 ち 込 
まれ る 砲弾 の 雨 に よっ て 、 ほ と ん どの 木造 建築 
は 火災 を 起こ し 、 そ の 煙 は 教会 の 金色 の 丸屋 根 
と 奇妙 な コン トラ スト を 見 せ た ( 注 3 )。 
師団 長 フォ ン ・ ポ ル テ ン シュ テル ン 中 将 は 司 
令 部 を モロ ホフ ・ ホ テル ま て で 進め 、 北 岸 へ の 攻 
撃 に 陣頭 指揮 を と っ た 。 師 団 の 両 歩兵 連隊 は 、 
砲兵 連隊 が 対岸 へ 打ち 込む 砲弾 の 下 で 、 白 恒 に 
ゴム ボー ト で ドニ エア プル を 渡っ た 。 第 15 連 隊 の 
兵士 は すでに 駅 まで 進出 、 さ きら に 17 : 30 に は ソ 
連 兵 を 、 立 て 籠 も る ピョートル 寺院 か らい ぶり 
出し た 。 墓 地 で の 戦い が 最も 激しかっ た 。* ゴロ 
ドニ ャ ンス キー 少将 に 率い られ た 第 129 狙 撃 兵 
師団 は 、 墓 石 を 隠蔽 物 と し て 効果 的 に 用 いて 抵 


@ ヴ ェ リ キ エ ・ ル ー キ 


抗 し た 。18 : 00 に は 戦い は 市 の 北端 部 に 移っ で 
いた 。 市 の 北東 端 に ある 兵舎 は 町 壊 が は り め ぐ 
され て いた 。 し か し 戦闘 は 、 手 樹 弾 ・ 火 和 放 射 
器 ・ 挙 銃 に よっ て 1 ブロック ずつ 決着 が つい て 
いっ た 。23: 00 時 、 ス モレ ンス ク は 完全 に ドイ 
ツ 軍 の 手 に 陥 ち た 。19 時 間 の 壮烈 な 市 街 戦 の 後 
も 休息 は 訪れ な か っ た 。 ソ 連 軍 は 市 の 北方 の 高 
地 を 押え 、 そ こ か ら 砲 弾 を 叩き こん だ 。 第 29 自 
動車 化 歩兵 師団 は スモ レン スク を 占領 し た も の 
の 、 そ こ て で 身動き が と れ な 〈 く な っ た 。 翌 日 か ら 、 
同 師団 は 防御 体制 に 移っ た 。 


スモ レン スク 北 線 戦 


グ デ ー リ アン の は な ば な し い ぃ 攻勢 の 影 で 、 北 
で は 第 3 装甲 集団 を 指揮 する ホ ト 上 級 大 将 が ま 
た も 貧乏 くじ を 引か され て いた 。 7 月 10 日 以降 、 
第 2 装甲 集団 が ほとん ど 全 て の 兵力 を ドニ エ ェ プ 
ル 対 岸 に 移し た 結果 、 ホ ト は ド ヴ ィ ナン ドニ ェ エ 


プル 陸橋 部 へ 第 12 装 甲 師団 を 穴埋め と し て 派遣 
し な けれ ば な ら な か っ た ( 注 4 )。 さ ら に 、 第 3 
装甲 集団 左翼 の 第 57 装 甲 軍団 は 北方 軍 集 団 と の 
接点 を 確保 する た め に ヴェ ルキ エ ・ ル ー キ 方 面 
へ 使用 せ ざ る を 得 ず 、 ホ ト が スモ レン スク 北方 
に 投入 で きる 戦力 は 唯一 、 第 39 装 甲 軍団 だ け で 
あっ た 。 

7 月 10 日 、 ホ ト は 第 39 装 甲 軍団 に 対し て リオ 
ズ ノ ・ ス ラジ を 経て 、 ス モレ ンス ク へ 北 か ら 迫 
る よう に 命じ た 。 し か し 、 同 日 ソ連 第 19 軍 も 弱 
体 化し た 陸橋 部 で 反撃 を 開始 、 ゲ ヴィ テ ブス ク の 
奪回 を 目指 し た 。 こ の 反撃 で 部 隊 の 前 進 は 一 時 
的 に 阻止 きれ た が 、 激 し い 抵 抗 は 下 回 し 、 破 壊 
され た 橋 と 地雷 に 悩ま され な が ら も 進撃 を 続け 
た 。13 日 に は 、 第 39 装 甲 軍団 の 先 絡 は デミ ド フ 
と ヴェ リ ジ に 到達 、 ま た 第 57 装 甲 軍団 も 攻撃 を 
開始 し た 。 翌 14 日 に は 、 第 12 装 甲 師団 も リオ ズ 
ノ ま て 進出 し て 装甲 集団 右翼 の 擁護 に 努め た が 、 


スト と と も に 贈り ます 。 


量 紹介 され て いる 主 な ゲー ム 


トラ ベラ ー、 ダ ンジ ョ ンズ & ド ラゴン ズ (D&D) 


ク 、 パ ンド ラ 、 
ー ム ブリ ン ガ ー、 
星 界 征 服 (ステ ラー・ 
カー、 


トン ネル ズ & ト ロー ルズ (T&T) 


イル ミナ ティ 、 枝 戦争 (ニュ ー ク リア ・ ウ 


青 心 社 


「 ト ラベ ラー」 や ゲー ム ・ ブ ッ ク 「 バ ッ ク ・ ト ウゥ ウ ・ ザ ・ フ ュー 
チャ ー」 な ど で 大 活躍 の ゲー ム 界 の 第 一 人 者 で ある 著者 が SF 
ファ ン と ゲー ム フ ァ ン の すべ て に 贈る 決定 版 ノ 

SF ファ ンタ ジィ ゲー ム の 魅力 すべ て を 、 262 点 の 写真 と イラ 


Ss た 人 が ウ な 、 デュ スーン 、. ウィ ザー 
ドリ ー、 ウ ル テ ィ マ 、 コ スミ ッ ク ・ エ ンカ ウン ター、 
エル リッ ク 、 宇 宙 の 戦士 、 ス ター ウェ ブ 、 ク ァ ー ク ス 、 火 吹 山 の 魔法 使い 、 ク トゥ ルー の 
呼び 声 (コー ル ・ オ ブ ・ ク トゥ ルー)、 魔 法 の 島 の 闘い 、 ロ ー ズ ・ ト ゥ ・ ロ ー ド 、 ア ステ 
ロイ ド 、 エ アイ ー タ ー の 侵略 (イン ベイ ジョ ン ・ オ ブ ・ エ アイ ー タ ー ズ ) 、 オ ー ガ 、 ゾ ー 
、 時 間 戦 争 (タイ ム ・ ウ ォ ー)、 ス ト 
スタ ー ク ェ ス ト 、 カ ー・ ウ ォ ー ズ 、 銀 河 帝 国 の 盛衰 、 ス ター トレ ッ ク 、 
コン ケス ト )、 指 輪 戦争 (ウォー・ オ ブ ・ ザ ・ リ ング )、 バ ー サ ー 


ー フ ォ ー ス 、 ユ ニ ヴ ァ ー ス 、 メ ガウ ォ ー ズ 、 銀 河 革命 、 
〒550 大 阪 市 西区 西本 町 1 一 13 一 38 新 興産 ビル 615 
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ルド ニヤ 周辺 で 3 方 向 か ら 敵 の 攻撃 を 受け て 阻 
止 さ きれ た 。 そ れ で も 第 7 装甲 師団 は デミ ド フ か 
ら ヤ ルツ ェ ヴ オォ 方 面 へ 前 進 し 、 そ の 側面 を 第 20 
装甲 師団 が 守っ た 。15 日 夜 、 第 7 装甲 師団 は ヤ 
ルツ ェ ヴ ォ の 西 で スモ レン スク ー モ スク ワ 街 道 
を 遮断 する こと に 成功 し た 。 北 で も 第 57 装 甲 軍 
団 の 第 14 自 動車 化 歩兵 師団 が 16 日 に ネー ヴェ リ 
を 占領 、 第 19 装 甲 師 団 は ヴェ ルキ エ ・ ル ー キ に 
人 迫っ た 。 

ソ連 第 20 軍 と 第 16 軍 の 17 個 師団 が 半 包 囲 状態 


に 陥っ た 。 だ が 、 ホ ト の 部 隊 は バラ バラ に 拡 が 


り 、 強 力 な 反撃 を 受け た 。 ソ 連 軍 は この 戦い に 
新兵 器 一 「 カ チュ ー シ ャ 」 ま た は 「 ス ター リン 
の オル ガン 」 の 愛称 で 知ら れる ロケ ッ ト 砲 一 を 
も 始め て 投入 し た 。 ル ドニ ヤ を 守っ て いた 第 12 
装甲 師団 と 第 5 歩兵 師団 の 一 部 が 、 こ の 恐ろし 


い 兵 器 の 最初 の 洗礼 を 浴び た 。 そ の 時 の 状況 を 
エリ ョ メン コ は みごと に 伝え て いる 。 

「7 月 15 日 の 午後 、 ロ ケッ ト 弾 の 異様 な うな り 
が 空気 を 振動 きせ た 。 赤 い 尻 尾 の 彗星 の よう に 、 
ロケ ッ ト 弾 は 上 空 へ 打ち あげ られ た 。 頻繁 で 強 
力 な 爆発 は 重い 末 音 と 目 も くら む 関 光 で 耳 と 視 
力 を お どろ か し た 。 何 十 発 も の た くさ ん の ロケ 
ッ ト 弾 の 一 斉 爆発 の 効果 は 、 あ ら ゆ る 期待 を こ 
えて いた 。 敵 兵 は あわ て て 、 一 目 散 に 逃げ だ し 
た 。 爆発 近 く の 前 に いた わが 兵 も あと ず さ り 
だ だ 3 

ドイ ツ 軍 は パニ ッ ク に 陥り 、 前 進 は 阻止 され 
た 。 結 局 、 ホ ト の 望ん だ 包囲 は わずか の と ころ 
で 完全 に は 達成 され な か っ た の で ある 。 そ し て 
「 ス モレ ンス ク 会 戦 」 は この 後 、 い っ そう 激 し さ 
を まし て いっ た 。 


( 注 1) : ソ連 側 の 公表 に よれ ば 、 ス モレ ンス ク 
会 載 開 始 時 の 双方 の 戦力 上 比 は 、 人 員 1.6: |、 戦 車 
7 : |、 飛 行 機 2 : | 、 火 砲 !.8 : | で あっ た 。 
ソ連 軍 の 状態 に つい て は 、 次 回 に 詳 述 する 予定 
を 


( 注 2 ) : 連載 第 4 回 に も ある よう に 、 第 |6 軍 司 
令 官 ルー キン 中 将 は 人 員 を か き 集 め て 部 隊 を 作 
り 上 げ る 能力 に 恵まれ て いた よう で ある 。 そ の 
後 、 新 世代 の 有 能 な 司令 官 の | 人 で あっ た 彼 は 、 
10 月 の モス クワ 攻 防 戦 で 捕 虜 と な っ た 。 


ぐ SF ファ ンタ ジィ ゲー ム の 世界 


A 5 判 並製 312 ペ ー ジ 定価 1600 円 (〒300 円 ) 


好評 発売 中 / 


モス ラ 対 ゴ ジラ 、 ジ ャ ブナ ブロー 戦役 、 


ォ ー) 、007/ ジ ェ イ ムズ ・ ボ ンド 、 ス タ 
姿 賊 世界 、 怪 獣 征服 、 


振替 大 阪 3 一 21375 


交 田 均 著 


カバ ー・ イ ラス トレ ーション 土 郎 正宗 


( 注 3 ) : スモ レン スク の 破壊 に つい て 、 グ デー 
リア ン 上 級 大 将 自 身 は 回 想 録 の 中 で 強く 否定 し 
て いる (フジ 出版 社 「 電 撃 戦 pl84)。 

( 注 4 ) : 当時 の グ デ ー リ アン の 考え は イエ リ ニ 
ヤ 周 辺 の 高地 を 確保 し て 、 モ スク ワ 総 攻撃 の 出 
撃 基地 を 得 よ うと いう 一 点 に 集中 され て いた 。 

この た め 、 ス モレ ンス ク 周 辺 の ソ連 軍 の 大 規模 
包囲 を 望ん で いた ホ ト は 、 戦 略 的 問題 に つい て 
強硬 な 抗議 を 行っ た 。 
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は じ め に 


30 号 の 「 ケ イロ ニア ・ ガ イド 」 に 続き 今回 は 
沿海 州 地 方 の ガイ ド で す 。"G・W” の ワー ルド 
が イド で は 記述 が 2 ヵ所 に 分 か れ て 不便 で す の 
で 、 新 し い 情 報 ( 外 伝 ⑥「 ヴ ァ ラ キア の 少年 」 早 
川 書 房 刊 ) な ども 加え て まとめ て み ま し た 。 

な お 、 作 品 中 に 出 て きた ドラ イド ン 賭 博 で す 
が 、 現 在 解 析 中 な の で 紹介 は また の 機会 に 。 

で は 、 解 説 っ / 


「 泊 海 州 」 
(位置 ・ 地 形 》 


中 原 の 東南 端 、 南 を レン ト 海 に 面 し 、 ほ ぼ 三 
方 を 山 に 囲ま れ た 地域 。 西 は て ガ を 境 と し て 草 


熊崎 俊太郎 小林 仁 


イラ スト : 


原 地方 へ と 続い て いる 。 険しい 山々 が 海岸 線 ま 
で 続き 、 土 地 は や せ て いる 。 複雑 な 海岸 地形 は 
天然 の 良港 群 と な っ て いる 。 

(気候 〉 


海流 の 関係 で 年 中 温暖 。 海 か ら は 強い 湿っ た 


風 が 吹き つけ て いる 。 雨期 に は スコ ー ル が 多い 。 


《 蜂 史 》 

証 く か ら 一 大 祥 易 拠点 と し て 栄え る 。 
2 王朝 初期 に は 一 大 王国 ラン ド ヴ ィ ア に よっ て 
統一 され て いた が アグ ラー ヤ に 減 ぼ され 、 以 後 
いく つか の 勢力 に 分 割 き れ た まま 、 現 在 まで 統 
- は な い 。 沿海 州 の 諸 勢 力 は 互い に 争っ て いた 
が 全体 の 利権 を 守る た め 沿 海 州 連 合 を 設立 、 今 
日 に 至る 。 
《 国 家 〉 
アグ ラー ヤ 

ヴァ レン 王家 に よっ て 治め られ て いる 沿海 州 
の 中 心 的 大 国 。 現 国王 は アグ ラー や の 鷹 と 呼ば 
れる ボル ゴ ・ ヴ ァ レ ン 王 。 王族 に は 王妃 デュ ア 
ナ 、 パ ロ の レム ス 1 世 と 婚約 し て いる アル ミナ 
姫 を 始め 、 エ リス 、 ロ ザ リ ア 、 ヤ スミ ナ の 4 人 
の 姫 が いる 。 政治 は ボル ゴ 主 を 中 心 に 内 大 臣 カ 
ルス ・ バ ー ル 、 浴 海 州 連合 会 議 の 議長 も 務め る 
首相 の ダ ゴ ン ・ ヴ ォ ル フ 伯 肌 、 強 大 な 海軍 を 統 


パロ 第 


べ る トー ル ・ ダ リウ 提 飼 と 、 有 能 な 忠臣 が 多く 、 倫 


安定 し て いる 。 対 外 的 に は 長く パロ と 友好 関係 
に あり 、 先 の 第 2 次 黒 竜 戦役 で は 早く パロ 側 に 
組み し 、 治 海 州 海軍 の 出動 の 中 心 と な っ た 。 


アグ ラー ヤ 人 は 特有 の 濃い 金髪 を 持つ こと で 


知ら れる 。 都 は ヴァ ー レ ン 。 
ンー 
トレ ヴァ ン 公 処 家 が 治め る 公国 。 現 当主 は ロ 


ー タ ス ・ ト レヴ ァ ン 公 。 英明 の 准 れ 高い 人 物 で 


ある が 、 弟 の オリ ー・ ト レヴ テ ァ ン 「 骨 抜き オリ 
ー」 が 漁 色 、 男 色 、 飽 食 の 愚 物 で 、 港 湾 大 臣 カ 


飛 松 邦男 


ンド ス 伯 ら と 一 派 を 形成 し 、 兄 の ロー タス 槍 詩 
対立 し て いる 。 ヴ ァ ラ キア の 政治 問題 の 中 疫 剛 
この 兄弟 対立 で 、 オ リー が 実権 を 握れ ば た お 剛 
ち 国 が 減 ぶ と 人 々 は 恐れ て いる 。 実際 の と き 論 
は 切れ 者 の ロー タス 公 の 右腕 に し て 親友 、 光 剛 
提 督 カメ ロン が ロー タス 公 を よく 助け て オ 四 講 
に に ら み を きか せ て お り 、 大 き な 問 題 は 起 計 議 
ロー タス 公 に は 一 人 娘 、 ダ ナ 下 送 
お り 、 恵 臣 た ち は よ い を 取っ て 次 の ヴァ ラ 講 
ア 公 に する よう 進言 し て いる 。 他 に 海軍 の カカ 
ボス 帰 な ど が 知ら れ て いる 。 ヴァラ キア 人 は 時 


て いな い 。 


い 上 髪 に 黒い 目 、 浅 時 い 肌 の 人 種 と し て 知ら れ 生 
都 は ヴァ ラキ ア 市 
ライ ゴー ル 


か つて の 大 国 ラ ンド ヴィ ア の 首都 で あっ な 自 
由 貿 易 都 市 。 平 和 都 市 と し て 「 ラ イゴール 3 神 


ヨウ イス の 民 、 一 般 的 な 水夫 の 服装 。 


の 理念 」 を 唱え 、 中 立 を 建前 と し て いる 。 し か 
し 、 自 ら の 利権 を 守る た め と し て 強大 な 海軍 力 
を 保有 する 。 都 市 は 「 十 人 衆 」 と 呼ば れる 有力 
者 の 合議 で 運営 きま れ て いる 。 そ の 中 心 、 ア ンダ 
ヌス 評議 長 は で っ ぷり と し た 巨体 に 鋭い 眼光 を 
持つ 怪物 的 な 人 物 で 、 や り 手 で あり 、 野 心 家 で 
ある 。 彼 が 評議 長 に な っ て か ら の ライ ゴー ル は 
か な り 力 を 鞭 え つつ ある 。 他 に 武器 商人 コー ウ 
ィ ン 、 船 商人 タン ゲ リ ヌ ス が 有力 者 と し て 知ら 
れる 。 
レン ティ ア 

レン ト 海 へ と 南 へ 大 きく 張り 出し た 半島 を 中 
心 と する 王国 。 か つて 沿海 州 で も 有名 な 美女 と 
呼ば れ た 壮年 の 女王 ヨ オ ・ イ ロナ が 治め る 。 海 
軍 は レン ト 水 軍 と 呼ば れ て いる 。 ヨ オ ・ イ ロナ 
の 次 男 、 イ ロン ・ バ ウム が 摂政 と し て 女王 を 補 
佐 し て いる 。 レ ント 水軍 を 率い る の は タン ・ ハ 
ウ ゼ ン 将 軍 で ある 。 都 は レン ティ ア 。 
イフ リキ ア 


コル ヴィ ヌス 総督 が 治め る ヴァ ラキ ア の 属領 。 


副 総 管 は ガン ダル ス 。 総督 と と も に ヴァ ラキ ア 
公 よ り 任 命 さ れ た 土 衰 の 長 で ある 。 都 は ライ デ 
ィ ン 。 ヴ ァ ラ キア の 貿易 権 の 体制 下 に 組み 込ま 
れ て いる 。 


《 政 治 的 育 景 ) 
沿海 州 会 議 

元 来 国力 の 伯 伸 し た いく つか の 土着 勢力 か ら 
成り 立つ 沿海 州 は 今日 まで 完全 な 統一 を ほとん 
ど 見 る こと な く 《 く 互いに 争っ て きた 。 


近年 、 中 原 の 内 陸 国 の 発展 が 目覚 まし く な り 、 


中 原 と 草原 を 結ぶ ルー ト を 始め と する 禄 易 の 拠 
点 、 経 済 の 大 動脈 と し て その 重要 性 が いや お う 
な し に 増す と 、 そ の 地勢 ゆえ まっ た く 〈 く 陸軍 力 を 


トラ キア 

沿海 州 中 で は 最も 肥 浜 な トラ キア 半島 を 中 心 
と する 国 。 農業 が 盛ん を で ある 。 半島 の 先端 は ト 
ラキ ア 岬 と 呼ば れる 。 都 は ダー ル 。 オ ル ロ ッ ク 
伯爵 と その 一 族 が 治め て いる 。 現 伯爵 は い . 基 訪 
も 土 迷 の 長 と いっ た 風体 で 領土 の 衝 泰 計 計 9 
そる 慎重 派 で ある 。 伯爵 家 は 終 次 独 の 吉 人 名家 
と し て 知ら れる 。 現 伯 員 の 座 証 用 MI 四 
ラキ ア の ニン フ 」 の 異名 を 持 坦 貞 6 世家 あお る 
息子 の 名 は オル ロス と いう 。 
海 の 民 

沿海 州 の 西端 に ある 漁村 、 マ カ ダ / 三 訪 妥 52 
シュ の 人 々 の こと を 言う 。 両 方 と も 自由 開 団 國 
村 の よう な 海 人 村 で 、 罰 易 は せ ず 軍船 も 持 奄 議 
小さ な 舟 で 漁業 を 営み 、 上 内 や 海草 を 採っ て 甘 坦 
し て いる 。 両 村 の 人 種 は 同じ で 、 他 の 浴 海 州 の 
国 と は 異な り 、 ほ と ん ど が 赤毛 で 青い 目 、 昔 洒 
着 し て 村 を 作っ た タル ー ア ン ・ バ イキ ング の 末 
議 で ある 。 長 は ケン ドル 一 族 が 務め て お り 、 ア 
ムラ ッシュ は ハズ リッ ク ・ ケ ンド ル 、 マ ガ ダ は 
いと この ケイ ン ・ ケ ンド ル が 治め て いる 。 一 応 、 
沿海 州 連 合 の 一 勢力 と し て 浴 海 州 会 議 の 投票 権 は 
持っ て いる が 、 軍 船 を 持た な い の で 戦 に も 参加 
せ ず 、 大 半 の 議決 に は 関心 も な い 。 


レ ン 
"グイ ン ワ ー ル ド " の 地図 の 追加 、 正 誤 訂正 (沿海 州 地方 ) 


持た な い 沿 海 州 は 陸軍 力 の み 、 と 言っ て も 過言 
で は な い 内 陸 国 の 力 に 対抗 する た め 、 互 い に 連 
合 し て その 海軍 力 と 貿易 ルー ト を 橋 に 安全 を 図 
っ て きた 。 こ れ が 沿海 州 連 合 で ある 。 現在 、 先 
に 挙げ た 7 勢力 より 成り 、 時 に 応じ て 会 議 を 持 
ち 、 連 合 の 運営 や それ ぞ れ の 利害 対立 を 調整 し 
て いる 。 沿海 州 会 議 の 現 議 長 は アグ ラー ヤ 首 相 、 
ダ プ ン ・ ヴ ォ ル フ 伯 爵 で ある 。 伯 は アグ ラー ヤ 
の ヴァ レン 王家 、 ト ラキ ア の オル ロッ ク 伯 爵 家 、 


NKKS/ 


レン ティ ア 王 家 と 血縁 関係 に あり 、 人 望 坦 語 員 
議長 は その シン ボル で ある ドラ イド ン の 杖 衝 許 
ち 、 マ ント を つけ て 会 議 を 進行 し 、 投 票 時 に ( 還 
自ら 1 票 の 投票 権 を 持っ て いる 。 治 海 州 会 議 は 
本 会 議 の 他 に 、 何 か 連合 全体 の 利益 に か か わる 
大 事 が 発生 し た 場合 (戦争 介入 な ど ) 7 勢力 の 
いずれ に も 特別 会 議 の 招集 を か ける 権利 が ある 。 
この 場合 会 議 は 招集 国 で 開か れる 。 最 近 で は 第 
2 次 黒 竜 戦役 へ の 介入 を 巡っ て アグ ラー ヤ 王 が 
招集 し た ヴァ ー レ ン 会 議 が ある 。 
国家 関係 

ここ で 、 洛 海 州 内 部 の 国家 関係 を 図示 し て み 
ょ う 。 
国家 対立 と 現在 

表立っ て 大 き な 争 い の な か っ た 浴 海 州 だ が 、 
先日 の 第 2 次 時 竜 戦役 の 参戦 を 機 に 、 こ れ ら の 
対立 関係 が 浮き 彫り に きれ て きた よう で ある 。 
アン ダ ヌ ス 評 議長 の 手腕 に より モン ゴー ル の 
全面 貿易 権 を 得 、 野 心 的 な 動き で 近年 の 溢 海 州 
の 中 心 、 ア グラ ー ヤ と 対立 を 深め た ライ ゴー ル 
は 、 第 2 次 是 竜 戦役 で モン ゴー ル 不 利 と な る と 、 
た ち ま ち 欠 地 に 追い 込ま れ て し まっ た 。 さ ら に 
ヴァ ラキ ア 公 ロー タス ・ ト レヴ テン は アグ ラー 
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アク ラー ヤ (本 . 守 ) | 


・ ヴ ォ ル フ 伯 
・ 沿 海 州 会 議 議長 ) 


ヴァ フキ ア (海軍 ・ 情 兵隊 ) 
O 南 回 り 航 路 独占 

(南方 諸国 と の 貿 易 ) 

oO クム の 絹 、 宝石 、 女 娯 

@ エ ラニ ア の 工芸 品 


イフ リキ ア ( 海 軍 ) 
O ヴァ ラキ ア の 貿易 

体制 下 

コル ヴィ ヌス 

ガン ダル ス 


ヤ に 味方 し て いる 。 ア ンダ ヌス は この 苦境 を 脱 
する た め 、 貿 易 権 の 増加 を 望む 友好 国 レ ン テ ィ 
ア 、 野 心 家 の トラ キア の オル ロッ ク 伯 爵 夫 人 、 
ヴァ ラキ ア よ り の 離反 を 望む 1 フリ キア 、 そ し 
て 兄 ロ ー タ ス 公 に 代わ っ て 国 を 牛 耳 ろ うと も く 
ろ む ヴァ ラキ ア 公 弟 オ リー・ ト レヴ ァ ン ら と 密 
約 を 結び 、 対 モン ゴー ル 参 戦 、 出 兵 を 装っ て ア 
7 の アラ キダ きだ た だ だき 守 ビシ ゴー ルル と 
呼応 し て 戦局 を 変え よう と 図っ た が 、 計 画 は 未 
然 の うち に 流れ 、 モ ン ゴ ー ル は 減 ん で ライ ゴー 
ル の 野望 は 胃 ま れ た 。 し か し 、 戦 争 終結 後 も 連 
合 内 で は 何 く わ ぬ 顔 の 諸国 の に ら み 合い 、 探 り 
合い が 続き 、 一 触 即発 の 状況 と 言え る 。 
《 軍 隊 )〉 
海軍 

それ ぞ れ 数 万 以上 の 艦 を 保有 する 諸国 の 海軍 
力 は 強力 を 極め 、 知 られ る 限り で これ に 対抗 で 
きる の は ノル ン 海 を 中 心 に 手広く 船団 を 展開 す 
る 北方 の タカ ルー アン の み で ある と 言わ れ 、 レ ン 
ト 海 に お いて は 事実 上 、 無敵 で ある 。 し か し 先 
に も 述べ た よう に 互い の 政治 的 対立 の た め 一 国 
の み が 戦 争 を 始め る よう な こと は な く ( 他 の 隣 
国 が ご こ ぞ と 攻め れ ば ひと た まり も ある まい )、 
沿海 州 全体 の 問題 と し て 会 議 に か け 、 連 合 と し 
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海 の 民 (非武装 中 立 ) 
Oo 沿岸 漁業 ケイ ン ・ ケ ンド ル ( マ ガ ダ ) 
ハズ リッ ク ・ ケ ンド ル ( ア ムラ ッシュ ) 


ヒコ ーー 
ライ ゴー ル (武装 中 立 ) 
O ゴー ラ 3 国 と 貿易 
O 〇 モン ゴー ル 全 面 貿 易 権 
アン ダ ヌ ス 評 議長 
コー ウィ ン 、 タ ン ゲ リ ヌ ス 


レン ティ イア (レン ト 水 軍 ) 


O 主 要 国 航路 に 分 散 


ヨ オ ・ イ ロナ 女王 
イロ ン ・ パ ウム 、 タ ン ・ 


トラ キア (海軍 
Oo 農 業 ・ 漁 業 

Oo 小 規 模 な 禄 易 

オル ロッ ク 伯 

エリ ジア 夫人 


しかっ 


て の 参戦 と いう 形 で 他 の 勢力 と 交戦 する こと が 
骨 を ネー し か し 連合 海軍 の 弊害 は 大 き 

、 軍 議 も 合議 と な る た め 作戦 行動 に 支障 を 来 
Ei また 、 連 合 海 軍 と いっ て も 自ら 
の 中 立 と 利権 を 守る た め に 軍事 力 を 持つ の だ 、 


と 唱え る ライ ゴー ル が 出兵 を 控え る こと が 多く 、 


加え て 海 の 民 は 軍備 を 持た な いた め 、4 ヵ国 海 
軍 に レン ト 水 軍 (レン ティ ア ) を 加え た も の を 
連合 海軍 と 称す る こと が 多い 。 

陸軍 

正規 の 陸軍 兵力 を 持つ の は アグ ラー ヤ ぐ らい 
で 、 あ と は 各国 の 治安 軍 と 海兵 の 陸戦 部 隊 と い 
っ た と ころ で ある 。 し か し その すべ て を 合わ せ て 
も 他 の 内 陸 国 に 比べ れ ば な い に 等 し く 、 そ れ ら 
中 原 、 草 原 諸国 に 攻め られ れ ば ひと た まり も な い 。 
備 兵 

浴 海 州 で は 多く 備 兵 が 用 いら れ 、 海 軍 の 軍艦 
の 溝 ぎ 手 、 陸 上 治安 軍 の 補佐 な ど 了 基 所 で 備 兵 が 
働い て いる 。 ま た 、 紛 争 地 帯 へ と 出稼 ぎ に 行く 
備 兵 た ちの 中 継 点 に も な っ て いる 。 


(都市 ガイ ド ) 

ヴァ ー ン レン 市 

アグ ラー ヤ の 首都 。 ニ ン フ 湾 に 面 し 、 ド ライ 
ドン 港 、 ド ライ ドン 軍港 、 小 ニン フ 港 な ど 、 数 


百 隻 を 収 傘 で きる 巨大 な 港湾 設備 を 持つ 。 比 | 
は 有名 な 「 ド ライ ドン の 灯明 」 と 呼ば れる 徐 較 
の 出入 港 の た め の 巨 大 な か が り 火 が 一 晩 申 掲 罰 
られ て いる 。 港 沿い の 物売り や 食べ 物 屋 は き 訂 
ら の 船 の 出入 港 の た め 一 晩 中 開い て いる 所 が 衣 
い 。 港 の 付近 は 中 央 市 場 を 始め 海神 通り な 王 
に ぎ や か な 街並み が 広がり 、 貿 易 港 らし ぃ 酒 
な 取り 引き が 見 られ る 。 そ の 一 角 、 ア リサ 通 l 


の は ずれ の 方 に は ご た ご た し た 宿屋 や 下級 般 選 
な どの 下宿 が 立ち 並ん で いる 。 ア リサ 通り で 岩 
9 


2 あみ に に 0: 和 る 2 
強い 。 市 街 の o 北 に は 「 サ リア の ムネ 山 」 と 呼 作 
れる 、 山頂 に サリ ア 神 殿 を 持つ 山 が 控え て い 為 
市 街 の 高い あたり 、 サ リア の ムネ 山 の ふ も 誠 
は シン プル で スマ ー ト な 造り の 門 に 、 ド ラ 科 
ン と ニン フ の 像 を 置き 、 モ ザイ クタ イル で 前 訂 
を 飾っ た 白 大 理 石 の 宮殿 、 ヴ ァ ー レ ン 宮 が お あ 天 
市 内 に は 警護 隊 が 巡回 し て いる 。 山 の 手 の 佳 
街 は か な り 静 か な た た ず ま い を 持っ て いる 
ヴァ ラキ ア 市 

ヴァ ラキ ア の 首都 。 北 の ラ ト ナ 山 か ら 南 を 計 
ント 海 に 面 す る ヴァ ラキ ア 港 に 至る な だ ら が か 福 
斜面 に 、 東 西 に 広がる 街 。 ラ トナ 山 の 山 腹 付 置 
に ある 上 ヴァ ラキ ア 市 と 、 港 の 付近 の 下 ヴ ァ ヌ 
キア 市 に 分 か れ て いる 。 上 ヴァ ラキ ア 市 は 上 滑 
階級 の 住居 で 、 ヴ ァ ラ キア 公 ロ ー タ ス ・ ト レ 基 詞 
ァ ン ら の 館 も ここ に ある 。 治安 は よく 、 ょ ふち 精 剛 
らし て いよ う も の な ら た ち ま ち 和 備 兵 に ひっ が 
か る 。 山 あい の ラ ト ナ 川 に は 貴族 の 別邸 な ど 枯 
多い 。 対 し て 、 下 ヴァ ラキ ア 市 で も る が 、 港 酒 議 
の 風景 は ヴァ ー レ ン 市 な ど と 変わ ら ぬ も の の 』 
貧民 階層 の 住む カル ア 区 や 一 大 遊 放 の ある チ 有 上 
ア 区 な ど は 治安 も 悪く 、 凌 動 も よく 起こ り 、 和議 
の た め ヴ ァ ラ キア 市 は 上 市 と 下 市 で は 人 間 の 種 
類 が 違う 、 な ど と 言わ れる ほど 不 健 全 な 様相 丸 


持っ て いる 。 下 ヴァ ラキ ア の 住居 は 、 石 桂 に 板 
壁 を 組み 合わ せ た よ うな 造り の 家 に 、 角 を 編ん 
で 本 枠 に は め た 扉 や 窓 、 プ ライ ンド が 多く 用 い 
られ て いる 。 ち な み に 上 ヴァ ラキ ア の 貴 族 館 な 
ど は 、 風 通し の よい 円 柱 の た くさ ん ある 構造 と 
な っ て いる 。 

問題 の ナチ ア 区 で ある が 、 公 営 の 賭場 や 妨 館 
の ある 中 チチ ナチ ア 、「 中 」 と 称 き れる 地区 の 東西 に 
それ ぞ れ 西 チ チア 、 東 チチ ア と 呼ば れる 地区 が 
あり 、 両 者 の 行き 来 は 「 中 」 の 周囲 に 巡ら され 
た 高い 堀 「 カ ロー ン の 壁 」 沿 い の 通 り が 使わ れ 
て いる 。 西 サチ ナ ア は ウミ ネコ 通り を 中 心 に きみ 
だ れ 小 路 、 酔い どれ 横 二 と いっ た 通り が 中 心 の 、 
賭場 や 飲み 屋 の 多い 比較 的 入り 易い 盛り 場 で あ 
る 。 石 営 に ご た ご た と 並ん だ 遊び 場 で は 《 銀 の 
魚 亭 ) 《( ピ ビッ ト の 賭場 ) 《 ウ ミネ コ 亭 ) な ど が 知 
られ て いる 。 顔役 と し て は 「 取 り 立 て 屋 《 片 目 
の ツェ ペ シ ェ )》」 が 有名 。 対 する 東 チ ナナ ア は 男 群 、 
アヘ ン 訪 な どの 多い 危険 な 地区 で 、 イ グレ ッ ク 
通り 、 あ か つき 小路 な ど を 中 心 に 、 独 特 の 雰 囲 
気 を 持っ て いる 。 顔役 と し て 賭場 を 持つ サイ ス 、 
時 の ブル カス な ど が お り 、《 マ リオ ン 亭 ) 《 ド ラ 
イド ン 亭 》 と いっ た 始 館 が 知ら れ て いる 。 
《 人 々 の 暮らし 》 

沿海 州 の 人 々 は 、 船 乗り た ちと 港 の 人 間 と に 
大 別 き れる が 、 す べ て の 人 々 が 陽気 で 、 お し ゃ 
べり 好き な 船乗り 気質 の 持ち 主 で 、 互 い を 「 海 
の 兄弟 」 と 呼び 合っ て いる 。 手先 は 器用 で あり 、 
ナイ フ 、 ロ ー プ を よく 扱い 、 天 候 、 魚 、 海 流 と 
いっ た 海 の こ と に 深い 知識 と 経験 を 持ち 、 海 神 
ドラ イド ン を あがめ て いる 。 人 々 は ドラ イド ン 
に 詠唱 と いけ に え を 捧げ 、 そ の 誓い は 海 の 上 で 
は 最も 絶対 神聖 な も の と され て いる 。 ま た な に 
か に つけ 神 の 名 を 呪 語 に 用 いた り 、 よ く 義 兄弟 


の 契り を 交わ し て いる 。 船 乗り は 船長 を お や じ 
と 呼び 、 全 員 が 義兄 弟 の 契り を 交わ し て 船 に 乗 
り 組み 、 航 海 の 無事 を ドラ イド ン に 祈る 。 航海 
が 済め ば ドラ イド ン に 感謝 を 捧げ 、 陸 地 を 踏む 
前 に 大 地 の 神 モス の 祝福 を 受け る の を な ら わ し 
と する 。 船 乗り た ち は だ いた い が 陸 に 一 間 の 下 
和 宿 を 持ち 、 帰 港 時 は そこ で 暮らし て いる 。 

港 の 人 々 は 町 会 入 で お 互い 助け 合い 、 戦 争 な 
ど が 起こ る と 夫役 に 動員 され た り も する 。 

人 々 の 服 装 は 薄い 胴着 に 知 い ズボン 、 サ ッ シ 
ュ に 編み サン ダル と いっ た 感じ で 、 投 げ ナ イフ 
を 腰 に き し 、 ド ライ ドン の 護符 を ぶら 下げ て い 
る 。 最 近 不 良 の 若者 の 間 で は だ ぶ だ ぶ の ズボン 
を は く の が 流行 の よう で ある 。 男女 と も 、 薄 着 
で 、 動 き 易 い 格好 が 主 と な っ て いる 。 

名 物 料理 と し て は 、 魚 の 煮込み 物 や ムー ハー 
と 呼ば れる 魚 上 中 の ぶつ 切り に トマ ト を 煮込ん だ 
も の を 具 に し た が ティ まん じゅ う が あ る 。 酒 は 
貿易 国 に ふさ わし く 多種 そ み っ て お り 、 人 々 も 
舌 が お ご っ て いる 。 

人 々 は 義人 笛 と ドラ 、 鐘 で 船 の 出入 港 や 時 刻 を 
知る 。 浴 海 州 の 時 刻 は 港 も 船 に 合わ せ て 「 何 点 
鐘 」 で 呼ぶ こと が 多い の も 特徴 で ある 。 

王家 、 貴 族 と 一 般 市 民 の 関係 で ある が 、 こ れ は 
中 原 ほ ど 格 式 ば ら ず 、 非常 に 近しい と 言え る 。 
(航路 ) 

主要 な も の は 次 の 5 つ で ある 。 

1 . 西 回 り 航 路 ロス ー ゴ ー ラ へ 向かう 。 主 に 
ライ ゴー ル が 使用 。 

2 . 南 回 り 航路 ラン ダー ギア ・ フ リア ン テ ィ 
ア な と ど 南 方 諸国 へ の 航路 。 ヴ ァ ラ キア 、 イ フリ 
キア が 独占 。 

3 . ケイ ロニ ア 航 路 ノル ン 海 へ 抜け 、 ケ イロ 
ニア の アン テー ヌ 、 ギ ー ラ へ 向かう 航路 。 


4 . アル ゴ 航 路 中 原 と 草原 を 結ぶ (一 部 河川 、 
陸路 使用 ) 重要 な ルー ト 。 草 原 の 溢 海 都市 アル 
カン ド 、 ス りか クラ ム 。、 テ ッ サ ラ を 通る 。 
5 . 東 回 り 航路 は る か 東方 、 キ タイ へ 向かう 
航路 。 
《 船 舶 〉 
沿海 州 の 外洋 船 の ほとん どす べ て が 上 山 と 控 の 
併用 の ガレ ー 船 で あり 、 乗 員 と ぎ 手 の 数 で 《 何 
人 力 級 》 と 呼ば れ て いる 。 複数 の 甲板 を 持つ 本 
格 的 な 大 型 船 が 主流 で あ る 。 軍船 は これ に 桶 や 
衝角 、 火 矢 よ け の 狐 いな ど を 装備 し て いる 。 
各国 の 有名 な 艦 と し て は 、 以 下 の よ うな も の 
が ある 。 
アグ ラー ヤ 2 本 マス ト の 大 帆船 タイ プ が 多い 。 
サリ ア 号 (アグ ラー ヤ 海 軍旗 艦 )、 軍 船 十 二 神 
( ヤ ヌ ス 十 二 神 の 名 の 12 隻 の 軍艦 )、 海 の 女王 号 、 
獅子 王丸 。 
ヴァ ラキ ア 夫 夫 て 実用 的 な タイ プ が 多い 。 シ 
ンプ ブル で 優美 な 感じ を 持つ 。 
オル ニウス 号 、 オ ル シ ウ ス 号 。 
イフ リキ ア スマ ー ト な フォ ルム の 快速 船 。 


ラ ト ナ シア 了 号 。 

トラ キア ヴァ イキ ング 船 風 の ご つい 船 。 
及 革 婦 区 具 

レン ティ ア 白 ニ ン フ 号 。 

《 旗 印 》 

国旗 


アグ ラー ヤ の 大 鳳 旗 ( 赤 )、 パ ロ の 双 面 神 旗 ( 銀 ) 、 
ゴー ラ の 黒 獅子 旗 ( 黒 )、 モ ン ゴ ー ル の 人 金 敗 旗 (時 ) 
な の 5 
信号 旗 

救難 信号 は 赤 。 ケ ムリ ソウ と 赤石 粉 を 使っ た 
赤い 煙 の 信号 狼煙 は 有名 。 

王族 の 御座 船 に は 金 の 旗 を つけ る 。 
船舶 ・ 航 海 ル ー ル に つい て 
この ルー ル に 関し て は 、 前 に 触れ た 通り “ ロ 
ー ズ ー ト ロード ョ エキ スペ シ ジ ョ シキ ン ッ ド 7。 
第 1 弾 に 発表 きれ て いま す の で 特に この 記事 で 
は 紹介 し ませ ん 。 

一 応 、“G・W" で は 普通 の 外洋 ガレ ー 船 の 場合 、 
平時 の 天候 な ら ば 一 入 夜 で 10 マ ス 前 後 の 移動 カ 
を 持っ て いる こと を 書き 加え て お きま す 。 


最後 に 一 言 


3 回 分 の 記事 が 見 事 に 伸び 、 今回 掲載 の 予定 
だ っ た 移動 ルー ル 、 魔 道士 と 技 に つい て の 補足 
説明 が 次 回 に 移り まし て 、 次 回 第 4 回 が 最終 回 
と な り ま す 。 ま た 、 合 わせ て パロ の 首都 、 ク リ 
スタ ル の ガイド も お 送り し ます 。 

また 、 前 回 「 ケ イロ ニア ・ ガ イド 」 中 の 民族 
衣装 の イラ スト で す が 、 あ れ は 左 よ り ( 右 で は 
な く ) = ラン ヨル ルト の ペル プラ ンド "アシ テー 
ヌ の も の で す 。 訂正 いた し ます 。 


ちょ っ と 話 は 古く な り ま す が 、 4 月 に 行なわ 
れ た ロー ルプ レイ ング TAC-CON は 、 な か な か 
の 盛況 で し た 。" ト ラベ ラー" の レフ リー を ど 
の くら いで きる 人 が いる の か 最初 は 不安 だ っ た 
の で す が 、 当 日 は 『 ロ ー ズ ・ ト ウゥ ・ ロ ー ド 』 と 
人 気 を 二分 し て お り 、20 組 以上 が プレ イ さ れ て 
いて 、 大 い に 心 強く 思っ た も の で す 。 ま た 、 プ 
レイ ヤー の 中 に も 、 お そら く は レフ リー を で き 
る だ ろう と 思え る 人 が か な り 見 か けら れ ま し た 。 
これ な ら ロ ー ル プレ イン グ ・ ゲ ー ム の 未来 は 明 
る い ! 当日 こち ら は 「 質 問 コ ー ナ ー」 を 担当 
し た の で す が 、 そ こ で も いろ いろ と 鋭い 質問 が 
と び 、 レ フリ ー (プレ イヤ ー) の 熱心 さき が う か 
が えま し た 。 そ の うち の いく つか は 前 号 の この 
連載 に も 使わ せ て も らい まし た が 、 そ の と き に 
思っ た こ . と を ここ で 補っ て お きま し ょ う 。 

皆さん の 感じ た 疑問 の 多く は 、 じ つ は まだ G 
DW 社 で も 結論 を 出し て いな い の で す 。 

だ と えば 、 ジ ャ ンプ 空間 の 問題 で す 。 超 光速 
飛行 が 可能 な “ジャ ンプ " は いっ た い ど うな っ 
て いる の か ? これ は 、SEF フ ァ ン な ら 誰 も が 
まず 思い つく 疑問 点 で す 。 こ ちら も “トラ ベラ 
ー" を は じ め た 当初 か ら 、( 当 然 、 具 体 的 な 説明 
は 無理 に し て も ) 何ら か の 簡単 な 原理 くら い は 
ジャ ー ナ ル 誌 の どこ か に 書い て ある だ ろう と 思 
っ て 探し まほ わっ た の で す が 、 ど こ に も な い 。 ジ 
ャ ンプ に は 1 週間 か か る と 基本 ルー ル に は ある 
も の の 、 ど の よう に 1 週間 が 経過 する の か ( つ 
まり 、 客 観 一 主観 時 間 は 一 致し て いる の か 、 ど 
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うか な ど ) まで は 皆目 見 当 が つき 
ませ ぜん た 。 | と 想っ で いる と 。 よう や 
く ジャー ナル 誌 最新 号 に は じ め て 
~ ジ ャ ンプ 空間 "と いう 記事 が 載り 
まし た 。 も っ と も 、 こ れ も あ りき 
た りな 説明 に すぎ ず 、 要 する に 1 
週間 “ 別 空間 " で 乗組 員 は 通常 の 
生活 を 行なう くら い の こ と し か 載 
っ て いま せん 。 

似 た よう な こと は 、 前 号 で も 書 
いた 銀行 制度 は どう な っ て いる の 
が か と WS 7 た 8 に る 当 衣 は まる で し まう 5 ほれ 
も 1 号 前 の ジャ ー ナ ル 誌 で よう や く (こち ら の 
子 想 どおり ) クレ ジッ ト ・ カ ー ド 自体 に 貸借 を 
書き 込む せよ うな 形 に な っ て いる と の 記事 が 載り 
まだ s き 

し か し 、 こ うし て 原 ル ー ル の 説明 が 不 充 分 な 
の も 当然 か も し れ ま せん 。 と に か く 《 “トラ ベラ 
ー” の スケ ー ル は 大 きす ぎる の で す 。 共 本 ルー 
ル に も ある よう に 「 一 冊 の ルー ルプ ブッ ク で 宇宙 
の すべ て を 説明 し つく すこ と は 不可 能 」 で し ょ 
う 。 で すか ら 、 そ うし た 部 分 は レフ リー が 妥当 
な 想像 力 を 働か せ て 、 自 分 で 補っ て いく べき な 
の で す 。 

これ は (よう や く 出 る ) 『 備 兵部 隊 』 に も 、 
一 部 当て は まる こと な の で 、 そ の 点 は 注意 し て 
《 く だ さい 。『 備 兵部 隊 』 に は 、 陸 軍 ・ 海 兵隊 キャ 
ラク ター の 細分 強化 と 、 そ れ に 伴う 新 技能 、 新 
し 登場 す る 強力 な 兵器 、 そ し て 、“ 備 兵 " と い 
う 概念 と その 基本 的 な プレイ 、 と いっ た ルー ル 
が 含ま れ て いま す 。 ル ー ル の それ ぞ れ は わか り 
や すく 、 ま た よく 整備 きれ て いて すばらし いも 
の で す が 、 一 読 す れ ば 1 つ 大 事 な 項目 が 抜け て 
いる と わか り ま す 。 つ まり 、 こ うし た 軍隊 同 王 
の 戦い で は 必ず や 登場 する で あろ う 「 車 輌 」 関 
係 が 含ま れ て いま せん 。 こ れ は 、 別 に 『 ス トラ 
イカ ー』」 と いう ミニ チュア ・ ル ー ル に 非常 に 詳 
し く 載 っ て いる の で す 。 


備 兵 に な る 

し か し 、 だ か ら と いっ て 『 備 兵部 隊 』 が 不 完 
7 だ の が ーー ム の で きか が だ 信二 ど だ は な 
ら な いと 思い ます 。 こ うし た 車輌 関係 は 、 基 本 
ルー ル に ある ATV 等 を 参考 に し て 、 必 要 な ら 
レフ リー が 自分 で いく 〈 く つか 考え る こと が 重要 な 


^ ム 千葉 県 の ヘ ド バ と ダビ デ さ ん 


の で す 。 い く ぶん 抽象 的 に な る か も し れ ま 王 記 
が 、RPG と は 本 来 そう し た DO_IT-YOURS 
的 な も の で す 。 で すか ら 、 た と えば そう だ 
甲 車 輔 を 登場 させ た さい 、 こ れ に 損傷 を 与 誠 導 
方 法 に つい て は 、A TV の 攻撃 の よう に エ 各 大 
ギー・ ポ イン ト の 消費 に よる も の 、 あ る い は ほ 譲 
器 の 命中 で 致傷 ポイ ント が 何 点 か た まっ た 所 
傷 す る と いう も の 、 さ ら に は 、 野 砲 や 質 弾 簡 
命中 し た ら 10 十 で 破壊 な ど と いろ いろ 考え を 事 家 
それ を レフ リー が 自分 で 決め れ ば よい と 思 
す 。 な ん な ら 、『 ス トラ イカ ー』 の よう みな 厳密 
ミニ チュ ア ・ ル ー ル を 自分 で 作る と いう の 堪 
法 か も し れ ま せん 。 

そう し た 前 提 に た っ た 上 で 、『 備 兵部 隊 』 の 
び 方 に つい て 、 い くつ か の 点 を 説明 し まし ま 』 語 

まず 、『 備 兵部 隊 』 の 使い 方 に は 大 きく わ 了 中 記 
2 通り ある と いう こと で す 。 強い キャ ラク 
兵器 類 だ け を 抜き だ し て 、 後 は "トラベラー 議 
の 基本 ルー ル の 枠 内 で プレ イ を 進め て い 〈 と M 
う タ イプ 。 も う 一 つ は 、“ 備 兵部 隊 " と いう 概 吐 
を 導入 し て 、 こ の ルー ル ハル 全体 を 使用 する と W い 
タイ プ 。 レ フリ ー の 負担 度 を 考え る と 、 当 然 前 軒 
者 が 小さ く 、 後 者 が 大 きく な っ て きま す 。 特 周 
後者 で は 、 備 兵部 隊 の 規模 が 大 きく な る と 、 当 請 
然 対 立 する 敵 の 規模 も 大 きく な り ま す 。 レフ 
ー が 部 隊 編 成 に あわ せ て この 双方 を 指導 し て WI 
く と いう の は 、 い くら 抽象 戦闘 ルー ル を 使っ で 請 
も (それ ば か り と いう わけ に は いき ませ ん か 豆 
か な り 負 担 と な る の は まち が いあ り ま せん 。 で 
すか ら 、 慣 れ な いう ち は 、 ま ず 強 い キ ャ ラク 列 
ー、 兵 器 類 だ け を 抜き だ し て 使う と いう 方 法 割 
と る の が よい で し ょ う 。GDW 社 の シナ リオ 者 
も 出 た も の を 順に 見 て いく と こう し た 点 が う 靖 


が えま す 。 初期 の シナ リオ で 『 備 兵部 隊 』 を 使 
> て いる の は 「 キ ン ニ ー ル 」 と 「 黄 理 の 峰 へ 」 く 
らい で 、 こ れ ら も プレ イヤ ー が 備 兵 と な る の で 
は な く て 、 シ ナリ オ の 中 で 強力 な 兵器 を 持っ た 
敵 方 と し て 登場 し て く る だ け で す 。 い わ ば “ フ 
と も で 現われ る も 言っ て よく 、 そ こう 
し た シナ リオ の 後 、 か な り し て か ら 「 プ ロー ド 
ソー ド 」 と いう 備 兵 部 隊 を その も の を 扱っ た ( つ 
まり 、 プ レイ ヤー が 侯 兵 に な る ) シナ リオ が 登 
場 し まし た 。 

と いう こと で 、 最 初 は 武闘 好き の グル ー プ ーー 
行 が こう し た 強力 な 武器 を 扱え る よう に し 、 備 
兵 チ ケッ ト で な ら “特殊 攻撃 " タイ プ の 任務 を 
与え る よう に し た ら よ いと 思い ます 。 本 号 所 載 
の “アシ バー・ ゾ ー ン シン” は 、 読 ん で 見 れ ば わか 
る よう に 、 別に 備 兵 用 巡航 艦 の 乗員 で な く と も 、 
任務 は こなせ る は ず で す 。 こ うし た シナ リオ を 
利用 すれ ば よい わけ で す 。 

た だ 、 こ こ て で 武闘 派 の 人 に も 注意 し て ほし い 
の は 、 武 器 は 強力 に な っ た けれ ども 、 防 具 は さ 
し て 強力 に な っ て いな いと いう こと で す 。 か つ 
て 筆者 は 、~ ト ラベ ラー" の 基本 ルー ル で は 戦闘 
を する と 死に や すい と いう こと を 説明 し まし た 
が 、 そ れ は 依然 と し て 『 備 兵部 隊 』 に も 当て は ま 
り ま す 。 正面 か ら 射 ちち い に な ど な れ ば 、 武器 
が 強力 な 分 だ け ひ と た まり も あり ませ ん 。15 型 
・ ガ ン な ど を くら っ た ら 、1 発 で 
16D 、 ま っ 黒焦げ に な っ て 跡 か た も 残ら な い の 
は 目 に 見 を えて いま す 。 つ まり 、^ ト ラベ ラー "の 
戦闘 ルー ル は 双方 同時 攻撃 で すか ら 、 射 ちあ い 
と いう の は 基本 的 に 避け る べき な の で す 。 む し 
ろ 、 留 意 す べき な の は 、 "不意 討ち "の 活用 で す 。 


アン ブッ シュ ! 

不意 討ち は 、 双 方 が サイ コロ 1 個 を ふっ て 、 
片方 の 目 が 3 以上 大 きけ れ ば 行なえ ます 。 武器 
の 効果 が 強力 に な れ ば 、 こ うし た 一 方 の み の 攻 
撃 は じつに 効果 的 で す (た だ し 、 辺 り に バリ バ 
リ と 響き わた る 攻撃 は 意味 あり ませ ん が )。 し か 
も 、 軍 事 経 験 者 や 、 く リー ダー> 技能 、< 戦 術 > 技 
能 を 持つ 者 が いる と DM が 付く わけ で すか ら 、 
『 備 兵部 隊 』」 の キャ ラク ター は 比 的 的 “不意 対 
ち " し や すく な り ま す 。 こ れ を 活用 し な い 手 は 
あり ませ ん 。 こ っ そり 忍 ん で 行っ て 、 磁 気 ライ 
フル (消音 ) あたり で ズ ド ン と いう の が 、 小 人 
数 部 隊 の 場合 は まず 基本 と な り ま す 。 

また 、 こ うし て 武器 が 強力 に な っ た こと も あ 
っ て 、 “士気 度 ” と いう 概念 も 重要 と な っ て きま 
す 。 誰 で も 不意 に 鉄砲 を ブッ 放さ きれ た り < ょ 仲間 
が バタ バタ 倒れ て いけ ば 、 呆 然 と な り ま す 。 ま 
た 、『\ 備 兵部 隊 』 の 頭 で の 説明 に も ある よう に 、 
備 兵 (タイプ) の 戦闘 は 一 種 の “契約 戦闘 " で 
すか ら 、 決 し て 無理 は し ませ ん 。 明らか に 戦闘 
が 不利 に な れ ば 、 彼 ら は 白旗 を 掲げ て 降伏 し ま 
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す 。 戦闘 ラウ ンド ご と に 士気 度 チ ェ ッ ク で こう 
し た こと を 判定 する わけ で す 。 戦 闘 に な れ な い 
者 は 、 銃 を 繋 っ た こと 自体 に 衣 い て 、 立 ち つ く 
し て し まう か も し れ ま せん 。 お も し ろ い の は 、 
こう し た 戦闘 経験 が < 経験 ポイ ント > と いう 形 
で 表わさ れ 、 そ れ ぞ れ の 士気 度 の 上 昇 に つなが 
る と いう こと で す 。“ ト ラベ ラー" に は 経験 点 ニ 
成長 ルー ル が あま り と り 入 れ ら れ て は いま せん 
が 、 こ の 部 分 だ け は それ に 近い と 言え る で し ょ う 。 

こう * じ て に ー ア クレ イ に だ ーー キャ ラク ターー 行 が 
“ 備 兵 も どき ” の 行動 を し て いく うち に 、 レ フリ 
ー、 プ レイ ヤー ども 『 備 兵部 際 』」 の ルー ル に も 
慣れ て くる と 思い ます 。 それから 、 い よい よ 本 
式 に “ 備 兵 " シナ リオ へ 入っ て 行く と よい で し 
まお 

* 備 兵 " シ ナリ オ で レフ リー が 注意 し な けれ ば 
な ら な い の は 、 プ レイ ヤー 一 行 が 備 兵 で ある に 
せよ 、 な い に せ よ 、 彼 ら が 敵対 する の は 軍 組 織 
で ある こと が 多く 、 ま た 彼ら 自身 も 味方 の 軍 組 
織 と 行動 を と も に する か 、 そ の 組織 の 中 に 組み 
入れ られ て いる こと が 多い と いう こと で す 。 つ 
まり 、 そ うし た 軍 の 編成 を 敵 味方 と も は っ きり 
と 決め て お く こ と が 、 ま ず 必 要 と な り ま す 。 ど 
うい っ た 構成 で 、 ど ん な TT 工 の 兵器 を 持ち 、 ど 
の よう に 配置 され て いる の か 、 ま ず レ フリ ー は 
これ を つか ん で お か な けれ ば な り ま せん 。 

これ ら が 決ま ら な いと 、 い ぎ ざ 戦 闘 と いう と き 
に 判定 が で き な く な り ま す 。 そ うし て か ら 、 プ 
レイ ヤー 一 行 (と 、 そ の 付属 し て いる 部 隊 ) が 
どん な 敵 軍 と 出会う か を 、 場合 に よっ て は 遭遇 
表 を つく っ て 決定 する わけ で す 。 

遭遇 表 の 造り 方 は 、 敵 軍 の 規模 以内 の 部 隊 な 
ら 自 由 に 選ん で 結構 で す 。 子 め レ フリ ー が 敵 軍 
に な っ た つも り で 、 プ レイ ヤー 側 に 白地 図 を わ 
た し 、 地 図 上 で 配置 し て いた 場所 に 彼ら が 来 た 
ら 遭 遇 が 起こ る と いう よう な スタ イル に し て も 
よい し 、 ま っ た く ラ ンダ ム に 、 一 定時 間 内 で 基 
準 値 以上 が 出 た ら 敵 軍 と 遭遇 し 。 そ の 規模 等 も 
サイ コロ て で 判定 する と いう 形 に し て も よい で し 


まう 


便利 な 戦闘 アス テム 、 し ガ し …… 

さて 、 遭 遇 が ある と 、 回 避 ・ 逃 亡 し た 場合 を 
除い て は 戦闘 が お こる わけ で す が 、 レ フリ ー は 
ここ で 戦闘 シス テム の 選択 を 考え ね ば な り ま せ 
ん 。 

『 備 兵部 隊 』 に は 、 これ まで の 基本 ルー ル の 個 
人 戦闘 ルー ル に 加え て 、 抽 象 化 戦闘 シス テム と 
いう の が 加え られ て いま す 。 こ れ は な ぜ か と い 
うと 、 軍 隊 同 士 の 衝突 に な れ ば 数 十 人 は と も か 
〈 、 数 百人 、 場 合 に よっ て は 数 干 人 と いう 規模 
の 戦闘 が 起こ り ま す 。 そ れ ら を いち いち 個人 戦 
闘 ル ー ル で き ば いて は いら れ な いと いう 事実 か 
ら 生 まれ た も の で す 。 

で すか ら 、 敵 味方 双方 と も 小隊 クラ ス (41 人 ) 
まで な ら 、 コ マ や フィ ギュ ア を 使っ て 距離 線 戦 
闘 を 行か な を る で し ょ う が 、 そ れ を 越え る と な る 
と 、 レ フリ ー の 負担 か ら 言 っ て 個人 戦闘 ルー ル 
で は ちょ っ と 進行 が むず か し く な り ま す 。 そ う 
し た さい に 、 こ の 抽象 化 戦 闘 シ ステ ム を 用 いる 
の で す 。 抽 象 化 シス テム は レフ リー に と っ て は 
か な り 楽 で すか ら 、 面 倒 く さがり の レフ リー は 
これ を 中 心 に 用 いる と よい で し ょ う 。 
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た だ し 、 こ れ に は これ で 難点 が あり ます 。 野 
砲 関係 や 装甲 車 輔 など は 、 小 隊 規 模 で 別 部 隊 と 
な っ て いる こと が 多く 、 こ れ ら を より 具体 的 な 
個人 戦闘 ルー ル で 登場 させ た いと 思う レフ リー 
や プレ イヤ ー も 多い か ら で す 。 

そこ で 『 備 兵部 隊 』」 で は 、 3 番目 に 書い て あ 
る “自由 化 シ ステ ム " が ある と いう わけ で す 。 
"自由 化 ” な ど と 書い て あり ます が 、 要 する に 
これ は レフ リー や プレ イヤ ー が 自由 に 戦闘 シス 
テム を 考え て ほし いと いう こと で す 。 

現に 、EASA 社 か ら 出 て いる “トラ ベラ ー" 
備 兵 シナ リオ ^Uragyadn of the Seven Pillars " 
で は 、 こ の 個人 戦闘 ルー ル と 抽象 化 戦 闘 ル ー ル 
を 折 夷 し た よう な 形 で の 戦闘 シス テム が 使わ れ 
て いま し た 。 
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つま り 、 距 離 線 は 用 いる の で す が 、 個 人 戦闘 
ルー ル の よう に 個々 の 武器 が 命中 し た か 耕 か を 
判定 する の で は な く 、 支 援 火器 類 の 破壊 や 貴 喘 
な ど “土気 度 ” の チェ ッ ク を 基盤 に し て 、 両 軍 
の 損害 度 を 出し て いく と いう タイ プ で す 。“ や っ 
た ア 、 命 中! ” の 感激 は うす いで す が 、 な か な 
か お も し ろ い シス テム で す 。 も ちろ ん 、GDW 
社 の 『 ス トラ イカ ー』 も この 部 分 を カバ ー す る 
シス テム と いえ る で し ょ う 。 

こう し て 、 さ ま ざ ま な 戦闘 が 解決 され て いく 
わけ で す が 、 た ぶん シナ リオ の 最終 シー ン あ た 


り は 他 の シナ リオ 同様 、 小 人 数 部 隊 同 士 の 個人 
戦闘 ルー ル に な る こと が 多い と 思い ます 。 

つま り 、 い くら 『 備 兵部 隊 」 を 使っ た 武闘 派 
シナ リオ と いえ ども 、 基 本 と な る スト ー リ ー は 
や っ ぱり 必要 と いう こと で す 。 シ ナリ オ の 中 心 
と な る プロ ッ ト に 矛盾 が あれ ば お か し いし 、 そ 
うし た も の の ほとん ど な い ドン バチ だ け で は 、 
ある 程度 の 回 数 を 行なう と 飽き が くる は ず で す 。 
ある い は 、 プ レイ ヤー・ キ ャ ラク ター が その う 
ち 全 減 し て し まう と いう こと に も な る で し ょ う )。 
プレ イヤ ー・ キ ャ ラク ター が 全 減 すれ ば 、 ウ ォ 
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* お 待ち か ね 『 備 兵部 隊 』 は 現在 編集 作業 
: すぐ に 発売 と な り ま す 。 今年 の 夏 は 存 分 に 暴れ 
: て くだ さい 。 一 一 一 編集 部 


ー ダ ー ム と ちがっ て RE G は そこ で お 終 い で M 

と いう わけ で 、 次 回 は そう し た 昔 酷 な 備 兵 
し く は 、 備 兵 も どき ) の キャ ン ペ ー ン ・ ゲ ダー 
は どう 組み 立て て いけ ば よい か と いっ た 説明 こ 
の ( ま し は うき 
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接触 ! 


帝国 の 銀河 核 方 向 の 領域 に 棲息 する ヴァ ル グ 人 に 
つい て は 、 永 年 異 星 生物 学者 の あい だ で も 謎 と され て 
いま し た 。 彼ら の 生化 学 面 や 遺伝 子 面 の 構造 は 、 他 の 
多く の 陸上 動物 と ほとん ど と 同一 で ある に も か か わら ず 、 ヴ ァ 
ル グ ル 人 の 発祥 の 星 と 言わ れる レア 土着 の 動植物 相 と は 、 根 
本 的 に 相容れない の で す 。 じ っ さい 、 ヴ ァ ル グル 人 は レア 原 
生 の 動物 タン パク の 大 半 を ほとん ど と 消化 で きま せん 。 第 3 帝 
国 の 初期 に 、 研 究 者 た ち は 彼ら が か 遺伝子 操作 を 受け た 改造 移 
植 種 族 で あり 、 お そら く 原 産地 は 地球 、 そ し て 、 最 も 近い 親 
類 は 地球 の 犬 類 で ある と の 結論 を 出し まし た 。 大量 の デー タ 
か ら わ か っ た こと は 、 こ の 改造 に は “太古 種族 " と し て 知ら 
れる 存在 が か らん で いる と いう 点 で す 。 

肉体 面 で 、 ヴ ァ ル グル 人 は そん な に 目立ち ませ ん 。 通 常 、 
ヴァ ル グ ル 人 は 身長 約 1.6 メ ー ト ル 、 体 重 は 約 100 キ ログ ラム 
で す 。 直 立 2 足 歩行 の 肉食 類 で 、 足 は 貴行 性 で す 。 手 は 大 き 
さ ・ 外 見 と も 人 類 に そっ くり で す が 、 内 部 構造 は に 違っ て いま 
す 。 骨 格 面 は ほぼ 人 類 と 同様 で 、 凌 備 類 は 変更 や 付加 な し に 
使う こと が で きま す ( 頭 部 を 除く )。 

反応 速度 は 、 一 般 に 平均 的 な 人 類 よ り 少 し ば か り 速 いで す 
が 、 個 体 差 は いろ いろ あり ます 。 吊 覚 と 視覚 は 人 類 よ りす ぐ 
に CUy ま 9 


社会 構成 

ヴァ ル グ ル 人 の 社会 制度 に つい て は 、 あ まり 知ら れ て いま 
せん 。 こ れ は お も に 、 辺 境 諸星 系 で の 接触 に よる し か な いか 
ら で し ょ う が 、 そ れ で も 、 そ の 社会 (より 正確 に は 、 い くつ 
か の 社会 ) は 特殊 で 、 急 速 な 社会 変化 を 特徴 と し て いる こと 
だ け は 確か で す 。 

ヴァ ル グ ル 社会 を 理解 する 鍵 は 、 合 意 や 権威 と いっ た 概念 
に 対し て 極度 の 遠心 力 が 働く と 同時 に 、 家 族 > 氏族 > 部 族 > 
国家 へ の 忠誠 心 と いっ た 概念 に 極度 の 求 心 カ が 働く と いう 点 
に 潜ん で いる よう で すず す 。 


ヴァ ル グ ル 人 ン 


ヴァ ル グ ル 社会 は 上 層 に な る 
ほど 中 央 集権 が 極度 に 排除 され 、 
行動 は 広い 概括 的 な 部 分 で の み 
一 致し ます 。 意見 を 異 に する グ 
ルー プ は 、 常 に 分 裂 プ 合体 を く 
り 返 し ます 。 こ れ は 伝統 的 な も 
の で 、 そ の た め組 織 の より し っ 
か り と し た 、 や や 中 央 集権 的 な 
< 帝国 > の よう な 社会 が 、 ヴ ァ ル 
グル 人 の 諸国 家 と 共通 の 基盤 を 
持つ こと は 仲 々 困難 に な り ま す 。 
政府 

ヴァ ル グ ル 人 に は 中 心 と な る 政体 は 存在 し ませ ん 。 じ っ さ 
い 、“ 典 型 的 な ヴァ ル グ ル 政府 ′ と 呼ば れる よう な も の も あり 
ませ ん 。 考 えつ く 限 り の あら ゆる 政府 形態 が ヴァ ル グ ル 連合 連 
の 中 に は 見 られ ます 。 連合 と いう 形 で 彼ら を つなぎ と め て い 
る 唯一 の 力 は 、 強 い 種 族 的 な 誇り で あり 、 こ れ が ヴァ ル グ ル 
人 を 種族 と し て の 協同 行為 に 駆り た て る よう で す 。 

先 に も 述べ た よう に 、 ヴ ァ ル グル 政体 は 大 き な も の に な れ 
ば な る ほ と 不 安定 と な り ま す 。 構 成員 の 合意 を 得る こと が 、 
それ だ け 難 し く な る か ら で す 。 


国 内 の ヴァ ル グ ル 人 


居住 者 が ヴァ ル グ ル 人 だ け と いう 世界 は 、 帝 国内 に ほん の 
いく つか し か あり ませ ん が 、 各 世界 の 法 に 従っ て 生活 し て い 
る ヴァ ル グ ル 人 は 何 百 万 人 と いま す 。 さ ら に 、 帝 国 の 銀河 核 
方 面 で は 、 ヴ ァ ル グル 人 の 冒険 家 ・ 犯 罪 者 ・ 備 兵 が よく 見 か 
けら れ 、 た ま に は 商人 に も 出会い ます 。 


ヴァ ル グ ル 人 プレ イヤ ー 

ヴァ ル グ ル 人 キャ ラク ター を プレ イ す る に は 、 大 が か りな 
変更 点 は 考慮 に 入れ な く て 結構 で す 。 ほ と ん どど ん な 行動 で 
も と れ ま す が 、 注 意 す べき な の は 彼ら が か な り 気 まぐ れ で あ 
る と いう 点 で し ょ う 。 

先 に も 述べ た よう に 、 ヴ ァ ル グル 人 は 形式 的 な 権威 と いっ 
た も の に さして 履 意 を 払い ませ ん 。 相 手 が 権威 的 で あれ ば あ 
る ほど 、 反 抗 的 と な り ま す 。 概して 、 ざ っ くば らん な 親分 肌 
の 人 物 に 敬意 を 払う よう で 、 よ そ 者 より も よく 知っ て いる 目 
上 の 者 に 従い た が り ま す 。 
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アン バー・ ジ ゾー ン 


また 、 ヴ ァ ル グル 人 は 強い 種族 的 な 誇り を 持っ て お り 、 何 
か の こと で すぐ 人 矯 辱 され た と 思い 込み が ち で す 。 さ し た る 理 
由 も な い の に 、 け ん か 沙汰 に な る こと は 四 六 時 中 で す 。 

ヴァ ル グ ル 人 の 社会 組織 は 、 
人 類 の 言葉 で は ぴっ た り 言 い 表 
わせ ませ ん が 、 あ えて 比較 する 
な ら 19 世 紀 の 北 アメ リカ ・ イ ン 
ディ アン 、 ダ コタ 州 の シュ ー 族 
に 上 柚 も 近い 3 本 まう か 。 非 淀 に 
安定 し た ヴァ ル グ ル 人 社会 が あ 
っ て も 、 誰 か カリ スマ 性 の 強い 
旧 導 者 が 表 わ れ れ ば 、 追 随 者 は 
06285 と Ci が か ね ませ ん き 
ウ ァ ル グ ル 人 の 近隣 諸星 は 、 常 
に カリ マス 的 な リー ダー に 勇 ま 
し い 考 え を 吹き こま れ た ヴァ ル 
グル 人 一 味 の 気まぐれ な 吉 撃 や 
散発 的 な 海賊 行為 の 標的 と な っ 


ント 


メデ ィ ア ン は ダイ ナム プラ ンス 星 域 (0201-DI00535- A の 三 
大 都市 の 一 つ で す 。 こ こ に は 、 鉱 石 の 加 エ セン ター が あり 、 
採掘 され た 鉱石 が 集まっ て きま す 。 都 市 は この 世界 を 環状 に 
取り 巻く モノ レー ル を また ぐ よ うに 存在 し て いま す 。 

数 ヵ月 前 、 こ の 世界 の 労働 者 が 革命 蜂起 し 、 宇 宙 港 (メデ 
ィ ア ン か ら 惑 星 を 3 分 の | 周 し た ライ アン 市 に ある ) や 鉱山 
等 を 閉鎖 し て 、 鉱 業 生産 を 中 止 し まし た 。 こ れ ま で の と ころ 
革命 の 影響 は スピ ン ワ ー ド ・ マ ー チ 宙 域 内 に 及 ん で いま せん 
が 、 遅 か れ 早 か れ そ うな る こと で し ょ う 。 そ の 一 例 と し て 、 
帝国 海軍 か ら ジ ャ ンプ ・ ド ライ ブ 装 置 を 緊急 に 建造 する よう 
に と の 指令 を 受け た ク ァ ド リッ ク 産 業 は あわ て ふた めき まし 
た 。 同 社 は 装置 に 必要 な ズ チ ェ イ ・ ク リス タル の ダイ ナム か 
ら の 積み 出し 手配 を 、 ま だ 果たせ ず に いた か ら で す 。 メ ディア 
ン 近 郊 の 鉱山 は 、 銅 を 主 産品 と する こと で 有名 で す が 、 じ つ 
は その 中 に 何 パ ー セ ント か の 割合 で 他 の 基本 金属 元素 も 含ま 
れ て いた の で す 。 こ の ダイ ナメ で スチ ェ イ ・ ク リス タル が 産 
する と いう 事実 は 、 ま だ よく 知ら れ て は いけ ませ ん 。 

と ころ で 、 革 命 に よっ て 超 こ っ た 問題 は 、 積 み 出 し 手配 だ け 
で は あり ませ ん 。 こ うし た 原石 の 貯蔵 場所 すら 正確 に つか め 
な く な っ で じ ま っ た の で す 。 こ ニ れ さえ わか っ て いれ ば 、 自社 
で 船 を 降ろ し て 、 鉱 石 を 直接 積み 込む こと な ど 何 の 造作 も な 
SE 

ク ァ ド リッ ク 産 業 は 帝国 海軍 と 事態 を 協議 し た 結果 、^ ブ ロ 
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て いま す (も ちろ ん 、 ヴ ァ ル グル 国家 は 、 彼 ら に 制裁 な ど 加 
まま 5) 


ウ ァ ル グ ル 人 を レフ リー する に は 


ヴァ ル グ ル 人 キャ ラク ター の 作成 は 、 人 類 の 場合 と 手順 は 
変り ませ ん が 、 以 下 の 修正 を 加え ます 。 

ヴァ ル グ ル 人 の 体格 の 小さ さか ら 、 筋 力 と 耐久 カカ を それ ぞ 
れ 1 引き 、 す ば や さか ら 、 敏 兵力 を | 加え ます 。 他 の 特性 値 
に 変化 は あり ませ ん 。 

至近 距離 で の 戦闘 の さい 、 ヴ ァ ル グル 人 は 歯 ・ と いう 武器 
を 使え ます ( 他 に 武器 を 使わ か いと き )。 ま た 、 体 格 上 、 彼 ら 
は 蹴り を 加え る こと は で きま せん 。 短 期間 な ら 、 か な り の 速 
度 で 走れ ます が 、 耐 久 力 の な いこ と か ら す で ぐに 療 れ 、 長 期間 
で みる と 、 人 類 よ り 遅 い 速 度 と な り ま す 。 

どの 部 門 に も 応募 で きま す が 、 商 船 会 社 (商人 ) の 場合 は 
D M-2 を 適用 し ます 。 

技能 ほか に は 、 修 正 は あり ませ ん 。 

(ロー レン ・ ワ イス マン ン ノ 安 田 均 訳 ) 


ダイ ナム の クリ スタ ル 


ー ド ソー ド ” に 乗り 組む 備 兵 部 隊 に 仕事 を 依頼 する こと に 決 
め ま し た 。 任務 は 比較 的 簡単 で す 。 ダ イナ ム 、 そ し て 、 メ デ 
ィ ア ン 市 へ 向かう 。 着陸 し 、 現 地 の 企業 事務 所 へ 行き 、 記 録 
を 調べ て 、 ズ チェ イ ・ ク リス タル 鉱石 の 貯蔵 場所 を 見 つけ る 。 
いっ た ん 、 そ の 場所 を 特定 で きれ ば 、 星 系 内 に 待機 し て いる 
ク ァ ド リッ ク 産 業 の 輸送 船 に 通知 し 、 船 が 貯蔵 物 を 積み 込む 
の を 援護 する 。 任務 は 輸送 船 の 星系 外 へ の 安全 な ジャ ンプ 終 
徐 に 完 リ ェ ーーー と VS わ 40 お の 79 支払 い に つ いて は 問題 あり 
ませ ん 。 通常 の “企業 の 陰謀 ” レー ト よ り 若 干 高 目 の 額 が 提 
示さ れ ま す (プレ イヤ ー・ グ ルー プ が 渋 れ ば 、 契約 額 合 計 は 
MCr4 一 5 の 範囲 まで 上 が り ま す )。 部 隊 の 各 員 は (巡航 艦 乗 
組員 も 含め て )、 標 準 の 月 給 と 任務 の 完遂 に 対し て Cr 20,000 

の 成功 報酬 を 別個 に 受け 取り ます 。 


レフ リー 用 情報 

この 状況 の 背景 デー タ は 「『 焦 熱 面 横断 』( 本 誌 29 号 掲載 か 
ら と られ て いま す 。 ダ イナ ム の 世界 図 は そこ に 載っ て いま す 
の で 、 今 回 の 状況 を プレ イ す る さい に 、 そ れ ら を 活用 し て く 
だ DB 

ここ に 描か れ た メデ ィ ア ン 市 の 地図 は 、 都 市 ドー ム 内 に 位 
置 する 基本 的 な ビル の 配置 を 表わし て いま す 。 地 図 は 通常 の 
ライ ブラ リ ・ デ ー タ と し て 引き 出せ ます 。 惑星 を 取り 巻く モ 
ノレ ー ル は 都市 の 中 央 を 貫き 、 東 方 で 待避 線 を 形 造 っ て いま 
す 。 モ ノレ ー ル の 駅 は 、 東 方 と 都市 ドー ム 内 に それ ぞ れ あり 
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ま 寺 。 ・ ロ ッ ク が 都市 の ドー ム の 壁 に は あり ます 。 
また 、 モ ノレ ー ル 用 の 大 き な エ ア ・ ロ ッ ク も 別に あり ます 。 

・ ロ ッ ク の 警備 は どれ も 厳重 む も の で は な く 、 お そら く 

民間 人 な ら さ し た る 検査 も な く 中 に 人 れる で し ょ う (治安 レ 
ベル ・ チ ェ ッ ク が 妥当 で し ょ う 。 5 一 を 出せ ば 、 疑 い の 目 で 
念入り な 検査 を 受け な く と も 済み ます )。 ビ ル の 1 つが ク ァ ド 
リッ ク 産 業 の 現地 の 事務 所 で 、 そ こ に 必要 な 情報 は 収め られ 
て いま す (レフ リー が どれ か 決め て 下さ い )。 

* ブ ロー ド ソ ー ド ” は 都市 近く に は 着陸 で きま せん 。 地 平 線 
の か な た ( 約 400 一 500km か な た ) に 降り 、 こ の 捜索 任務 に あ 
た る 部 隊 は 、 メ ディ アン 市 まで 陸上 の 旅 を し て こ な け れ ば な 
らら KMC に よう 

革命 は いく ぶん 収まっ て いま す 一 も は や 街 に は 暴動 の 兆 
し は な く 、 一 般 社 会 生活 も さしたる 支障 な し に 営ま れ て いま 
す 。 し か し 、 企 業 の 現地 事務 所 は 革命 労働 者 ( 2 一 I2 名 、 散 
弾 銃 で 武装 ) に 占拠 され て お り 、 彼 ら は いま や そこ を 本 部 に 
し て 、 荒 し まわ っ て いま す 。 借 兵部 隊 は この ビル に 侵入 し 、 
捜索 し 、 自 分 た ち に 必要 な も の を 見 つけ な けれ ば な り ま せん 。 
仕事 は カカ づく で も 、 盗 み で も か まい ませ ん 。 

貯蔵 場所 の 位置 は 事務 所 の ファ イル か ら 、 も し く は 、 そ の 
知識 の ある 個人 か ら 得 ら れ ま す 。 フ ァイル は 、 2 階 の デー タ 
室 に あり ます (ファ イル を 見 つけ る に は 、15 分 ご と に サイ コ 
ロ 2 個 を ふり 、10 十 が 必要 。 現 地 人 を うま く 扱 えば 、 捜 索 に 
協力 し て くれ 、DM 十 | し て も よい 。 各 人 を 尋問 する こと で 、 
自分 た ちの 探し て いる 情報 が 見 つか る 可能 性 も あり ます 。 各 
個人 を 尋問 し 、1 十 の 目 が 出れ ば 、 そ の 相手 は 求め る 情報 を 
知っ て いま す 。10 ち ょ うど の 目 な ら 、 相 手 は 自分 が そう し た 
情報 を 知っ て いる と 思っ て いま す 。 員 間 ” を その 時 点 か ら 
進め て 下さ い 。 

貯蔵 場所 : ズ チ ェ イ ・ ク リス タル は すでに 包装 され 、 各 3 
000kg の クリ スタ ル の 入っ た モジ ュー ル 容 器 の 形 で 貯蔵 され て 
いま す 。 キ ロ 当 り 価 格 は Cr |,.000 つま り 、| 容器 ご と に M 
Cr 3 の 値 う ち が あ る わけ で す 。 容器 は 50 あり ます 。 貯蔵 場 
所 は メデ ィ ア ン 市 か ら 600km 離 れ て いま す 。 

ク ァ ド リッ ク 産 業 は 、 専 用 波長 で 呼び 出せ ば 船 を 積み 込み 
地点 (貯蔵 場所 ) へ と 急行 させ ます ヾ ブロ ー ド ソー ド ” は 到 
着 す る 輸送 船 を 保護 し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 部 隊員 は 容 
器 積み 込み の 際 に 人 夫 と し て 作業 する こと に な る で し ょ う (| 
容器 に つき 、 8 分 か か り ま す )。 

軌道 防衛 軍 (0OPF) : 革命 軍 は その 地歩 を 固め 、 小 規模 
な が ら 20 機 の 戦闘 艇 を 入手 し て 、4 機 ず つ 5 交替 制 で 軌道 防 
衛 に あて て いま す 。 基 地 は ライ ラン 近辺 で す が 、 戦 闘 艇 は 常 
に 軌道 付近 まで 上 昇 し て 、 惑 星 を パト ロー ル し て いま す 。 通 
常 の 惑星 接近 を 試み る な ら 、` ブ ロー ド ソ ー ド "と こう し た 戦 
闘 艇 の 遭遇 が 10 十 ( 8 時 間 ご と ) で 起こ り ま す 。 ひ と た び “ プ 


放つ の 天 


が 


ダイ ナム の クリ スタ ル 


ロー ド ソ ー ド ” の 存在 が 発見 され れ ば ("ブロ ー ド ソー ド ? 自 
体 、 も し く は 、 そ の 特殊 艦載 艇 と 、 あ る い は 、 メ ディ アン 市 
か ら の 通報 に より 、OPF は この 備 兵 用 巡航 艦 が その 目的 を 果 
た さ な い よう 妨害 に で る で し ょ う 。OPF を 撃破 する か 、 何 と 
か 手出し せ ず に 逃げ お お すか は プレ イヤ ー 次 第 で す 。 

以下 に 『 宇 宙 海 軍 』 書式 で 、 ク ァ ド リッ ク 産 業 の 輸送 船 と 


OPF の 戦闘 艇 の 詳細 を 記載 し ます 。 
R-80256 ジ ャ イロ ・ ク ァ ド ラス  R-42|III1-000000-00000-0 
MCrI00.035、400 ト ン 、TL= 9 、 乗 組員 =5、 
乗客 = 8 、2 等 寝台 = 9 、 燃 料 三 50、 船 荷 三 200、 
エネ ルギー・ ポ イン トニ |.5、 移 動 カ ニ | 、 積 載 機器 な し 
ダイ ナム 戦闘 艇 F -0404411-030000-0000I-0 
射撃 可能 砲塔 群 | 
砲塔 群 | 
MCr8.65、10 ト ン 、T [=|I0、 乗 組員 = 2 、 
乗客 = 0 、2 等 寝台 = 0 、 燃 料 = 1 、 船 荷 =0、 
エネ ルギー・ ポ イン ト =D.4、 移 動 カ = 4 


艦橋 あり 
・ ミ ラー ン 


安 
L1 II|I IIII| | RMATPNMIAININIF 
HHHHHHFHHHHMIEU1AANINE 


方 石 加工 試験 プラテン ト |] 十 プ ノイ アン 


日 


エア ・ ロ ッ ク レン 
ルト LA [mw エ 
シン レイ FTFIHINLL IM ググ || 
4 日 2 


本 上 上 上 上 
ESIStPZi 豆 還 還 画 画 画 
中 アーーー 


だま 42 に も また 光 1 
| ひ I6OT1PO | 
上 本 に し に て 5 トト セト ト pipe 


前 号 「 ロ ボッ ト 」 補 遺 


必要 が あれ ば 、 標 準 型 以 外 の パワ ー・ 
も で きま す が 、20 ほ ど 高 く な り ま す 。 こ の 場合 、 価 格 は エ 
で N ) MPa 
準 型 で な い の で さら に 20 多 を 加え ます )、。 


プラ ント を 買う こと 
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ノレ ルイ エ アド だ バダ イザ ー 


50 年 代 は も う 十 い / 


沈 回 は “クト ウル フ の 呼び 声 "の 舞台 蘇 え る 0 年 代 の 世界 の 
雰囲気 を 味わっ て 下さ ざい 。 
「50 年 代 よ り 80 年 代 の 方 が 古い で は な いか 」 な ん て 野暮 は 言わ ず に 
さあ 、 責 方 も こち ら へ ……。 


凡 了 0 年 代 ノ 夜 八 喝 ケ テ 


ロー ルプ レイ ング ゲー ム の どこ 
が お も し ろ い の か と いえ ば 、 や っ 
ば りさ ま ざ ま な 設定 に 自分 自身 を 
置け る と いう 点 に 尽き る で し よう 。 
この “クト ウゥ ルフ の 呼び 声 ” は 歴史 
上 実在 し た 世界 を 背景 と し て いる 
点 で 、“ ト ラベ ラー"” や “ロー ズ - ト 
の ロード を な ど と 大 きく 異な づ て 


お り 、 一 方 ヒス トリ アン や 、 読 書 
家 に と っ て は 魅力 ある ザー ム と い 
える で し ょ う 。 デ クト ウゥ ルフ の 呼び 
声 ” に は “1920 年 代 の 資料 集 "が 付 
いて いま す が 、 そ の 追 科 と いう こ 
と て 今回 の "ルル イエ "を 進め た い 
と 思い ます 。 ま ず は 1920 年 代 日 本 
の 資料 集 か ら 。 


し 怪人 日 本 二 直 人 ハル" 


間 間 間 P 
PR 慶応 義塾 、 早稲 
_ 田 大 学 、 初 の 私 立 大 学 と し て 


シベ リア 出兵 生 月 
尼 港 事件 
大 正二 年 月 原 首 相 果 。 


同年 月 一 日 0 
8 9 万 人 


EE 月 治安 維持 法案 


同年 四 月 Kr 大阪 ・ 
福岡 間 に 航空 郵便 を 開始 


同年 二 月 兵庫 県 北部 但馬 地方 


に 大 地震 1 
同年 十 一 月 山手 線 環 状 運転 実 
施 


ここ で は 実際 に 起こ っ た 出来 事 
の うち 、 ゲ ー ム に 使え そう な も の 
を 集め て み ま し た 。 こ の 他 に も こ 
の 年 代 は 『 キ ング 」 や 『 文 芸 春秋 」、 
『 種 上 閉 く 人 』 と いっ た 雑誌 が 創刊 さ 

れる 等 文化 的 な 出来 事 も 多い 一 方 
で 、 政 的 に も 暗い 彰 が さして いた 
頃 で し た 。 


其 の 一 交通 機関 
当時 の 日 本 と 海外 を 結ん で いた 


の は や は り 客 船 で し た 。 日 本 郵船 


大 正 十 五 年 一 月 京橋 電話 局 、 
cpm 
昭和 二 年 三 月 丹後 地震 、 

で 死者 3600 人 

金融 恐慌 始ま る 
同年 七 月 草川 龍之介 、 自 殺 


昭和 三 年 五 月 野口 英世 、 黄 熱 


病 の 研究 中 没 

同年 六 月 張 作 宮 爆 殺 事 件 

昭和 四 年 三 月 七生 義 団員 、 山 

_ 本 宣治 代議士 を 刺殺 

大 阪 ・ 福 岡 間 の 定期 旅客 輸送 
開始 

同年 入 月 ツェ ッ ペ リン 伯 箇 号 、 
霞ヶ浦 飛行 場 に 到着 (ドイ ツ 
日 本 |00 時 間 ) 

同年 十 一 月 佐分利 駐 華 公使 、 
不審 な ピス トル 自殺 ? 

昭和 五 年 大 月 昭和 恐慌 始ま る 

同年 十 月 東海 道 本 線 に 特急 「 つ 
ば め 」 運 転 開始 

同年 十 一 月 浜口 首相 、 狙 撃 さ 
れ 重 傷 


が ヨー ロッ パ 航 路 に 就役 させ て い 
た 船 の うち 主 な も の を ひろ っ て み 
まじ 人 


土佐 刀 5,402t 
14knot 


10,513t 


(1896 年 ) 


香取 
箱根 丸 
照国 


(!913 年 ) 
10,423t (|921 年 ) 
1l,931t (|930 年 ) 
18knot 定員 250 人 


ヨー ロッ パ 航 路 は シン ガボール 、 
ドサ イド 、 


コロ ン ボ 、 ア デン 、 ポ ボー 
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ナポリ 、 ジ ブラ ル タ ル と いつ た 帰 
港 地 が あり まし た 。( 日 本 郵船 70 年 
史 よ り ) また 横浜 に は 年 間 187 隻 
の 内 外 の ヨー ロッ パ バ 航 路 の 船舶 が 
入港 し て いた と いう こと で す 。 
太平 洋 航路 に は 内 外 の 165 隻 が 
就航 し て お り 、 日 本 郵船 で は 1929 
浅間 丸 
竜田 丸 
秩父 丸 


16,947t 
16,955t 
17,498 t 


年 か ら 参加 し まし た 。 

横浜 と サン フラ ン シ ス コ 間 は 12 
日 程度 必要 だ っ た と いう こと で す 
1930 年 代 に も な る と 大 西洋 で は 8 
万 t も の 大 き さ の 船 が 30 ノ ッ ト 近 
く て 航海 し て いま し た 。 

PCPS: が が 
は 近 距 離 で し か 一 般 的 で な く 、 
30 年 代 を 待た ね ば 国際 ee 
と は で きま せん 。 ちな み に イ ギリ 
ス の 「 イ ン ペ リア ル 航 空 」 は 1932 年 
か ら オ ー ス トラ リア と の 定期 航空 
路 を 開発 し て いま す 。“ ヒ ン デ ン ブ 
ルク ”" が 始め て (そし て 最後 の ) 大 
平 洋 横 新 定期 航空 路 を 切り開い た 
の は 1937 年 の こと で まだ まだ 飛行 
機 が 速 路 離 交通 機関 の 王座 を 手 に 
する に は 時 間 が あり ます 。 

国内 で は の ち に C-51 と 呼ば れる 
よう に な る 18900 形 気 機関 車 が 19 


y 場 し ます 。 


19 年 に 才 
始め て 本 格 的 に 生産 され た 国産 機 
関 車 で ある と 共に 当時 世界 の 狭軌 


この 機車 


用 バシ フィ ッ ク 型 (つま り 転 輪 の 
配置 が 2-3-1、 オ ネ ゲ ル の 「 パ シ 避 
ィ ッ ク 231」 と いう 曲 も あり まし 大 
な ) 機関 車 で し た 。 ちな み に こ の 
機関 車 の 登場 に よっ て 急行 列車 の 
平 結束 度 は 時 速 50km 馴 に な り ま 丹 
た 。 も う -- つ 、 鉄 道 の 資料 を 漁 』 
て いた ら 、1930 年 の ソビエト の 『i 
ン ツ ー リ スト 」 の パン フレ ッ ト | 原 
シベ リア 鉄道 経由 で 日 本 か ら ヨ ー 
ロッ パ ま で 12 日 間 と あり まし た 。 
一 方 自動 車 は じ どう か と いう と 19 
20 年 の 段階 で は 日 本 全国 で 約 1 衣 
吾 程度 が 存在 し て いま し た 。 これ 和 
ら は 華族 や 財閥 の 持ち 物 が 大 部 食 
だ っ た の で す が 次 第 に 庶民 に も 買 
える よう に な り “ 円 タク ”( 1 円 で 
乗れ る ) も 登場 し まし た 。 

国産 の 小型 乗用 車 が 販売 され だ 
の は 1931 年 の こと で これ は 「 ダ w 
ト 自動 車 製造 株 式 会 社 ,」 の “ダッ 
ト ソ ン ” と いう 事 で じ た 。 社名 財 
じき に 「 日 産 」 に 、 車 名 は “ダッ ド 

ン ” に 変わ る わけ で す が 、 今 目 
の 自動 車 王国 日 本 の 出発 点 に な っ 
た わけ で す 。 

あな た の 探索 者 が 日 本 に 来 た 時 
に は ぜひ 利用 し て 下さ い 。 


書か れ て いな い 
1920 年 代 ア メリ カ の 話 


アメリカ の 20 年 代 の エピ ソー ド 
も いく つが 紹介 し て みた いと 思い 
ます 。 い ささ か 断片 的 な の で 、 こ 
れ が その まま 当時 の 情況 を 表し て 
いる と は 考え て も らい た く は な い 
の で す が 、 と に か く こ ん な 事件 が 
あっ た と いう こと で す 。 

1. サッ コ ニ バ ン ゼ ッ テ ィ 事件 

1920 年 4 月 マサ チュ ー セ ツ 州 の 
サウ ス ・ ブ レン トリ ー と いう 町 で 、 
ある 工場 の 守衛 と 会 計 係 が 殺害 さ 
れ て 現金 16,000 ドル が 強 稚 され ま 
し た 。 5 月 に その 容疑 で 未 捕 さ れ 
た ニコ ラ ・ サ ッ コ と バル トロ メオ ・ 
7 ッ テ ィ は 、 イ タリ ア 移 民 で 、 
第 一 次 世界 大 戦 で は 兵役 を 忌避 し 
た 前 歴 を 持ち 、 し か も 無政府 主義 
者 で ある こと を 認め まし た 。 検察 
側 は 確たる 証拠 を 持つ て いな か っ 
た の で す が 、 2 人 の 置か れ た 環境 
が 、 隊 審 員 た ちの 心証 を 確立 し 、 
いか な る 証言 に も 耳 を 貸さ せな い 
情況 を 作り 出し て いた の で す 。 結 
局 2 人 は 1927 年 に 処刑 され まし た 。 
人 彼ら の 無罪 が 証明 され た の は 1959 
の こと と で し た 
2 . KKK 団 の 復活 

KKK( ク ー・ ク ラッ クス ・ ク ラン ) 
が 創成 され た の は 南北 戦争 直後 の 
南部 で 、 戦 争 に 敗北 し て 黒人 を 解 
放し た こと へ 不満 を 持つ 人 々 の 組 


不 国事 情 給 介 


- ク トゥ ルフ の 呼び 声 "に 


織 で し た が 、 


感謝 祭 に ウィ リア ム ・ シ モン ズ に 
より 復活 する と 1920 年 代 に は 10 万 
人 以上 の 会 員 を 持つ まで に な っ た 
の で す 

この 新しい KKK 団 の 特徴 は 以 
前 の KKK 団 が 南部 社会 に お ける 
白人 の 優秀 性 の 推 持 を 目的 と し 攻 
撃 対 象 も 黒人 に 限定 され て いた の 
に 対し て 、 黒 人 、 外 国人 、 ユ ダ ヤ 
人 、 カトリック 教徒 を 排 訂 し て 彼 
ら に と っ て “純粋 "な アメ リカ 社会 


を 作る こと を 目的 と し て いま し た 。 


その た め 19 世 紀 の も の より 広い 地 
域 と 人 間 層 に 支持 を 得る こと が で 
きた の で し た 。 

"見 えさ ざる 帝国 "と 呼ば れ た K K 
K の 組織 は 統制 が と れ て お り 、 最 
高位 に “帝国 の 魔術 師 (イン ペリ ア 
ル ・ ウ ィ ザ ー ド )*、 際 0 水 が 


既に 20 世 紀 以 前 に 消 
減 し て いま し た 。 し か し 1915 年 の 


を 統率 する “ 僅 大 な る 竜 (グレ ー ド - 


ドラ ゴン )“ そ の 下 に は 、 ト ドラ 、 
ミ 2 コチ イン 7 ロラ たく 
イタ ン と いっ た 下部 組織 が 置か れ 
各々 の 下部 組織 は “ 高 黄 な る サイ 
クロ ブス (イグ ゾル ティ ド ・ サ イ 
クロ ブス ) "など と いう 呼称 が 与え 
られ て いま し た 

地方 で KKK は 政治 的 に も 進出 
を 困 た し 、 州 知事 、 上 諸 完 を 出 
すま で に な り ま し た が 、KKK の 不 
法 行為 に 世論 も 次 第 に 彼ら を 見 
放す よう に な り 、20 年 代 後半 に は 
衰退 の 道 を 歩む こと に な リ ま す 。 
サッ コテ バン ゼ ッ テ ィ ー 事 件 と 共 


に 第 1 次 世界 大 戦後 の 反共 産 主 義 、 


排外 主義 の 一 つの ビー ク を 示し た 
事件 で 、 こ れ は 第 2 次 世界 大 戦後 


に も 操り 返さ れる こと に な り ま す 。 


3. 禁酒 法 

1919 年 合衆国 憲法 が 修正 され 禁 
酒 に 関す る 条項 が 加え られ 、1920 
年 か ら 施行 され まし た 。 それと 同 
時 に 酒場 は 変 を 消す の で す が そ れ 
と 同時 に 今 の 2 倍 も の 非 合 法 の 酒 
場 が で きた と いわ れ ま す 。 禁酒 法 
が 制定 され て も 酒 の 醸造 、 運 搬 、 
販売 は な く な ら ず 、 実際 に は 地下 
に 潜っ て それ ら は ギャ ング た ちの 
組織 に 組み 入れ られ る こと に な る 
わけ で す 。 
ギャ ング た ち は 醸 造 所 や 販売 所 


(0 ルー ン メ イカ ー の 会 ) 


を 傘下 に お さめ 、 和 警察 、 判事 、 役 
人 を 買収 し て 自分 た ちの 権力 を 強 
固 な も の に し て 巨額 の 利益 を 得 ま 
し た 。 

一 方 で ギャ ング 同士 の 争い も 粗 
烈 で し た 。 1920 年 シカ ゴ の 暗黒 街 
に 君 吹 し た “ダイ アモ ンド ・ ジ ム ”" 
コロ シモ は 自分 の 部 下 だ っ た ジョ 
ニー・ ト リオ に 射殺 され て 組織 を 
稚 わ れ ま し た 。 ト リオ の 組織 を 受 
け 継 い だ ア ル ・ カ ポ ボネ は 自分 の 組 
織 の 拡大 の た め に 他 の ギャ ング を 
徹底 的 に 攻撃 し まし た 。 ユダヤ 系 ・ 
アイ ル ラ ンド 系 ギャ ンク 組織 の ボ 
ス 、 デ ィ オ ン ・ オ バニ オン 殺害 ( 彼 
の 葬儀 に は 2 万 人 が 参加 し た と い 
う ) 、 ニ ュ ヨ ー ク の マフ ィ ア の 首領 の 

- 人 フラ ンク ・ エ ー ル 殺害 、 そ し 
て “ 避 バ レン タイ ン デ イ の 虐殺 ? 
な と を 起こ す の で す 。 自 動車 に 乗り 
マシ ン ガ ン を 撃ち まく る 彼ら の や 
リ 方 は 吹 画 ・TV で も よく 見 る こ 
CD 居 づ ぁ 

ちな み に 1927 年 か ら の 4 年 間 に 
は 227 人 の ギャ ング が 殺害 され 、 
1920 年 代 を 通じ て 500 人 の 禁酒 法 
取り 締り 官 が 狗 職 す る と いう 激 し 
さて 抗争 が 行なわ れ た の で し た 。 

方 て 本 法 の 効果 は あがら ず 、 
1933 年 に 禁酒 法 は 廃止 され まし た 。 

まっ た くも っ て 何 か 狂 っ て いる 、 
と いっ た 感 の ある ロー リン グ ・ ト 
ウゥ エン ティ ー ズ で す が 狂 っ た 時 代 
に は 狂っ た 朗 化 と ゲーム が ある と 
いう わけ で も な いて し ょ よう が FG 
U の “Gang-ster"、TSR の "Gang 
Busters” な ど と いう RPG も あり 
ます の で 、 そ ちら も 参考 に な る の 
で は な いで し ょ うか 
P.S. そ ろ そ ろ ゲ ー ム その も の が 発 
売 さ れる と いう こと で すか ら 、 次 
か ら は ゲー ム 的 な 記事 が 載る と 思 
いま す よ 、 み な さん 。 


佐藤 大 輔 


は こう し で " リ 


間もなく 発売 され る (アド ・ テ クノ ス 〉) レ ッ ド サン シリ ー ズ 第 どら 弾 “ リ 

ター ン ・ ト ゥ ・ ヨ ー ロ ッ パ ” は いか に し て 創 ら れ た か や その ゲー ム ・ 

シス テム で は な く 、 人 あぶ 
旋 つ 1 本 ギー ) 諾 レッ ンク ズ 肌 し 


- 一 ント ゥ ヨー ロッ パ の 設定 ウラ 話 を 書か せ 軟 本 
らい ます 。 

前 作 “赤丸 黒 ペ ケッ" の ヒス トリ カル ノコ 
読ん だ 方 は わか る と 思う と ン です が 、 あ の 咽 
さと ー 上 いみ に も 61 と 人 答 し 
ーー っ て いま す 。 
と ころ が 、Tae 鞍 首 は 御存知 の 衝 も 多 


を 


「.… い まこ そ 、 ヨ ー ロ ッ パ を 新た な る 十字 軍 と 


共に 奪還 する 時 な の だ ! 」 才 ラ ス の 「 で て で べ る っ ぽ ー」 加 訂 伸 郎 攻 の 

ツマ ツ トド 族 952 誰 も それ を 望ん で は いな か っ た 。 PP 稀 あ っ ぱ ポ 還 の 日 記 ]】 め お あけ で 、 テク ノ ス で 

「 大 プリ テン に 還る 時 、 私 は 再び 一 兵士 と し だ が 、_ 誰 も それ を 拒む 術 を 知ら な か っ た 。 ロ 良 詞 朋 サー チ な ん ぞ や ら な いで コ 〇 ヶ や 区 居 

て 血 と 汗 と 労苦 を 女王 陸 下 、 そ し て 貴方 達 と 共 砲 声 が 暫 き Re に うつ つ を 抜か し て る と 思う 人 が いら っ | 議 
に する で し ょ う 一 神 よ 女王 と 祖国 を 護り た ま 時 に 西暦 |952 年 6 月 。 ・ 4 5 YS 
え 」 W・ チ ヤー チル 、 1952 財界 誠 再 り 報 (に 全 ま れ た 証 間 炎 世 東 大戦 の ば で す 。 そ の 計 衣 を 症 く た の に も 、 の 

が 始 っ た の で ある 』 設定 が いか に 決定 され る か を 記し て み ま し 』 詞 


火 は 鎮 ま っ た か に 見 えた 。 


人 々 は 平和 を 衣 歌 し 戦い を 忘れ た 。 し か し … 第 1 ター ン 2 中 時 代 福 見 、 湖 り ご 先行 

Ge 呈 人 新た な 緊張 が 高まり に 本 ゝ _ AE 
っ た 。 アン グロ サク ソン 2 大 勢 カーー 米 

は 生姜 大 ドイ ツ 吉 邦 共和 国 に ウォ ー ゲ ー ム 界 の 始祖 様 で あら せら れる ダニ トゥ ヨー ロッ パ の 設定 を 決め る 上 で 最初 に 大 

欧州 卓 秩 序 の 復活 を 求め た の だ 。 ガン 博士 が 聖典 で も お っ し ゃ られ て いま す 。 か か っ た 作業 と は 、 次 の 様 な も の で し た 。 


て kou ら SteD 1 


か る の ち に 次 レツ ドサ ン ・ ブ ラッ ク ク ロ ス 設 定 書 赤 


料 を 集め よ 。 ひっ ぱり だ す 
さす れ ば 、 道 戦域 と 戦争 の 流れ に 対す る きわ め て ラフ な 記 


は お の ず と 開 イデ ア は すでに 出来 あがっ て いる の で 、 前 作者 
か れる で あら 製作 する 上 で 使用 ・ 作 製 さ れ た 資料 お よび その 
ふ 」 後 新 た に つく っ た り 、 買い込ん だ り し た も の 大 

普通 の ゲー 読み な お し て 、 前 大 戦 が 以後 の 世界 を どう か 半 
ム な ら ば 、 こ 。 た か を 考え ます 。 


こ で サイ フ を 
Re か ご teD ど 


を 集め “その 白地 図 に か き 込 む 
Imperial Japan よう に な る " この 段階 で 行なう の は 、Stepl で お も いつ い が だ 
文 (Asian Allied) 訳 な ケン で す が 、 こと や ザラ 紙 に 書き 留め た こと を 整理 し て 、 敵 
1 ば も の で は 


そう も ゆき ま 
7 


こ て ッ ウフ の 
195g 年 の 状況 @5 に ーー 


大 一 戦略 打撃 兵器 配備 基地 
ーー 大 欧州 早期 警 戒 シス テム 


ァ 


50 


ヨー ロッ パ " を 肖 り まし た 。 


ー ム 開始 時 の 世界 が どう な る か を 一 目 で わか る 
様 に する こと で す 。 一 一 この 様 に か 。 細 議 具 あ に 


〈GETTO〉 High Command 1952 年 4 月 現在 


大 了 放 続 合 軍 大 ドイ ツ 連邦 絵 司 人 部 (OKB) 
も 難 か し いこ と を し <!。 る 央 (は 隊 相 表 の 、 語 人 部 (OKT) : ウィ ー ン 司 信 部 ベル リン 大 了 凌 棚 / 防 軍 
実際 は 歴史 年 表 ペ * o 財 松 記 称 図 軸 な デー ve 
晶 。 4A 線 バー イー あ 計 谷 部 ペル リン | 
る 程度 の 礎 旭 交 必 欠 作 を つけ 加え か か アー ほ ま ] 
に し 寺 画 身 い "展開 書 & ち まう こと に な り 西 座 東寺 - 朝 東 細 大 届 洋 結 軍 ” 地中海 統合 軍 所 鐵 人 
人 司 谷 部 : パ リ 本 部: モス クリ 司 谷 部 : ナ ポリ 司 谷 部 : プ レス ト 司 谷 部 : タ ラン ト 避 人 導 : オ Xp 


グレ ー ト プリ テバ E) 電 半 シベ リア 軍 集 団 南 共 (C) 軍 代 大 西洋 統合 稀 隊 地中海 統合 第 隊 パレ ッ ツ 滅 「 間 診 
H0 : ロ ンド ン H0 : エ カテ リン プ ブルグ H 0 : ナポリ H 0 : プレ スト H 0.: ナ ポリ HO : ムル マン スク 
北西 ( A) 軍 集団 カザフ 頃合 軍 集 団 南西 ( G) 軍 集団 ドイ ツ 西 閥 隊 ドイ ツー イタ リア 地下 織 北方 航 洛 
HO : パ リ HO : グ リエ フ 。 HO: ト リノ HO : パ リ H 0 : ラス ペチ ア H 0 : ボー デ 
北東 ( B) 軍 集団 カ 7 カ 統合 軍 代 南東 際 統 合 軍 集 団 フラ ンス 大 中 栓 衣 フラ ンス 地中海 央 隊 北 記 談 人 軍 

H0 : プリ ュ ッ セル HO : ロ スト フ ホ ド ヌ ー H 0 : アテ ネ HG : シ ェ ル ブー ル HO0 : ツ ー ロ ン H 0 : オ スロ 
海峡 畿 衣 バル ト 海 峡 比 隊 南 罰 統合 航空 軍 集 団 アイ ル ラン ド 第 1 穏 炎 マル タ 統 合 燃 隊 

H 0 : ルアー プル H0 : リ ガ H0 : ナ ポリ H0 : ダヴ リ ン HO マルタ 

西方 誠 合 航空 軍 集 団 第 1 東 衣 押付 地中海 拓 合 機動 部 隊 大 折 褒 江 総 ※ 地中海 撤 合 潜水 明 衣 

HO : パ リ H 0 : モ スク ワリ HO: アレ キサ ンド リア H 0 : プレ スト H 0 : ナ ポリ 


Sten3 


年 表 を 書く 
、 先 寺 さて が 
、 や お ら 年 表 を 書き だ し ます 。 こ こ で も っ 
反 i 躍 する の は 、" 第 2 次 大 戦 関連 年 表 ” や 、 
"世界 更 年 表 :* で す 。 こ れ を ある 程度 完成 させ 
た 時 点 で 設定 の 第 一 段階 に 必要 な 作業 は ほとん 


ど 終了 する こと に な り ま す 。 第 2 東 訪 間 負 大 西洋 援 般 空 群 地中海 支援 航空 衝 
HO : ロス ト フ ホ ボ ポメ ヌー HO : パ リ H0 : メ ッ シ ナ 
( 1 AU 9 1 UN 「// 時 人 ツゲ ルクル 村人 
に た H0 : セ スト ポリ HO : ジ ブラ ル タ ル 」 
いう まで も な いこ と で す が 、 Step 1 一 3 で は 


た と えど ん な 状況 に な ろう と も 自分 が 担当 者 で 


アメ リカ 合衆国 軍 ( 連 孝 軍 ) 合 科 還 軍 最 高司 信 官 
ある 限り 人 の 意見 を 聞い て は いけ ませ ん (か え 編 組 : 1952 年 4 月 大半 領 ウ ョ ー ジ ・S パッ トン 第 1 水陸 両用 軍 ( 1AMPH) 


っ て 混乱 し . 作業 が お くれ ます )。 な ぜ な ら ば 乱 海 剛 (USMC) (-) 
な 統合 参謀 本 部 (JCS) 
彼ら ( + 時 の 支配 者 な な の で すか ら 。 オマ ー・N・ プ ラッ ドレ ー 大 失 者 軍 (SAF) pH 6 
米国 攻 州 大 時 軍 (USARER) 陸軍 参謀 本 部 (ACS) 海軍 参謀 本 部 (NCS) 
ウォ ルト ン ・H・ ウ ォ ー カ ー 大 料 ( 仮 ) マシ ュー・ リ ッ ジ ウェ イ 大 将 レイ モン ド ・ ス ブー ルアン ス 大 符 
陸軍 予備 司令 部 (ARC) | 中 東 派 貴 軍 (USARME) 
第 8 軍 大 西洋 拓 隊 大 平 洋 編 衣 
全 派 き まこ H0 : ノー フォ ー ク H0 ! パ ー ル ハー パー 
人 い / | 大 9 
ml ンク (CWARME) 
ーー/ 9 OS) CW 第 1 還 2 第 6 人 9N) 第 3 〇 釘 = 
る 7 CW 第 1 皆 挟 HO イキ 


ノー フォ ー ク レイ キャ ビク パー ル ハ ー パ ー 2 キック ペイ 


1 
御 愛 講 者 サー ビス セー ル // ファ ィ ク フス 9SO コ に eo 
* 々 ステ キ な プレ ゼン ト ! モン スタ ー タ ンク \2.500 : 007 ゴ ー ル ド フ ィ ン ガ ー( 日 本 版 ) \3.800 

RES の PR 0 の ya.600 ムー プ ァ ウト 午 RID 
D&D エキ スパ ー ト ルー ル \4,800 幻 の 八 八 艦隊 \3.800 86'12 球 団 ベ ナン トレ ー ス \3.800 : アン プッ シュ \5,300 
ポ 走れ バッ トン \5,300 アレ キサ ンダ ー ト ライ アン フ \5.300 この yg00 エポック デン 2 
A HH IJNI フ リー トバ トル ズ \4.300 : シミ ュ レ ーション 入門 II \2.800 


1300 ア ン デ ッ ド TH (ワイ ト 他 2 ヶ ) フリ ー ド リヒ 大 王 w4.000 : ツ フ ダ アリ オン Y3.800 
1300 レ ンジ ャ ー( ス ウォ ー ド 、 ポ ボ ポー) ミ 


3800 プ レイ ヤー キャ ラク ター スタ ー タ ー セ ッ ト 


・ a 2 エル リッ ク H ロー ズ ト ゥ ロー ド エ キ スパ ンション  \4,000 
を 1300 ド ルイ ド ( シ ッ ク ル ) アッ プ フ ロ ント \6,800 : ゼ ダ ン の 門 \2.400 

1300 フ ァ イ タ ー( ロ ング スウ ォ ー ド ) 1300 マ ジッ ク ユ ー ザ ー( フ ェ メ ー ル ) : ッ ェ 

1300 ク レリック (メイ ス ) 1300 ゴ ポル 2 戦闘 指揮 官 \6,800 : レッ ド シ ョ ル ダ ー \3,800 

1300 シ ー ーー me し 3 に eZ \4 000 

1300 イ リュ ー ジ ョ ニス ト 1300 ゴ ブ プリン バト ルフ ォ ー イ タリ \2,800 : サイ ン オ ブ ゼ ー タ 


1300 パ ラディ ン ( シ ョ ー ト スウ ォ ー ド ) マク GDW サー ド ワ ー ル ドウ ォ ー( 日 本 版 ) ys:800 3 SPP キレ ンズ ナー 人 
1300 キ ャ リオ ンク ロー ラー 1300 メ ー カ ー : | ip 

1300 ゴ ル ゴ ン 1300 シ ャ ンプ リン グ 、 シ ュ リ ー カ ー 黄 皆 の 峰 へ (日 本 版 ) \3.500 て 機 忠 界 ガ リア ン パン ツァ ー ブ プレ ー ド \2,000 
1300 ス ター ジ 1300 ド ロウ 、 ダ ー ク エル フ 


1300 ア ン バ ー ハ ルク 
1300 プ リン トド ッ ク 
1300 オ ウル ベア ー 0g( に の ルー7=】 4 イプ 7 ガー が サフ 
1300 ビ ホル ダー )&D の メ マ ル は 7 2 己 4S と ど ル 
1300 ミ ノ タ ウロ ス と 

1300 ア ン デ ッ ド (ゾン ビ 他 2 ヶ ) まい て 送 つ て 下さ の か 


本 屋 ココ た 二 三 
_」L]] っ まこ 
東村 


上 野 よ り 30 分 
高崎 線 宮原 駅 西口 徒歩 | 分 線路 の 側 


Y グ ツ 
〒330 埼玉 県 大 宮 市 宮原 町 3-567-4 
いい コ 0490= ロー 2 


第 ター ン : バ ッ ク ト ゥ > ザ フ ュー チャ ー | 


約 一 週間 を 心地 良い 過去 の 世界 を ひね くり だ 


す 事 に 偶 し た 後 行なう べき 作業 は 、 苦悩 と 困難 
の 待ち うけ る 未来 に 帰 恒 する こ ES を 本: うま 
で も な く 、 覧 明 な る 諸 者 諸兄 に は お わか り の こ 


と で し ょ う が 、 未 来 は 常に 不安 定 で す 。 短 期 的 
に は けっ こう 明る い 展 望 が あっ て も 、 長 期 的 に 
見 る と な ぜ か 暗い 、 救 い 難 いも の に な っ て し ま 
いま す 。 
こも か か わら ず 、 そ し て まこ と に 残念 な が ら 、 
2 は 時 の 流れ を と め る 事 は 出来 な ょ い の で 7 


tep 1 


トル ー バ ー 


カブ セル 降下 兵 の 解答 


「 ほ う …… 君 は た っ た 一 つの ツジ ツマ を あわ 
せる た め に 、 こ ん な 設定 に し ち ま お うっ て の か ? 」 
ディ レク ター、 山 村 幸 純 大 佐 が 俺 に 聞い た 。 
俺 は 答え た 。 

「 そ う で あり ます 。 理由 が 一 つ だ ろう と 千 個 
だ ろう と 、 戦 いあ る の み で す /」 

「 そ れ で は 、 そ の 理由 を レポ ー ト に 
日 まで に 提出 し た まえ 」 

ポー に 1 ンー 
佐藤 大 輔 者 : 86 年 版 より 抜粋 

設定 製作 第 2 段階 の 手始め と し て 、 書 き あ げ 
た も の を 人 に 見 せな けれ ば な り ま せん 。 見 せる 
相手 が あ ン まり うる さく な い 人 な ら ば いい の で 
KS だ ス に いる 人 間 に う る さく な 
い 者 な どい る 答 も な ょ い の で すず 。 

寺 さこ: で 電 :e る 引 キ ーー ディ レク ター と い 


し て 、 明 


* 1 読ん だ こと な い 和 人 は 買っ て 下さ い 。6.800 幅 
0 

* の 入 呼 ん で 『 テ クノ ス の パッ トン 」。 

* 3 一 言 、 い わせ て も らい ます 。 私 は コ 〇 ケ な 
ん た ぞい っ つっ た こと は な い ソ / 

w 4 一 部 に その 道 の プ ロ が いる の は 事実 で す 。 

WW が リード り リッピ ビュ デ アド グ ロロ ツ 到 の 秋葉 
ーー で は も ちろ ん な い 。 

* 6「 ウ ォ ー ゲ ー ム ハン ドブ プ ブック 」(H J 社 ・ 和 。 
別に 、「 ハ ゥ トゥ メイ クウ ォ ー」 で も 構わ ん で 
すけ ど 。 

、* 7 会 社 の 経費 で お ち た ら な お 良い 。 

* 8 う 一 ん 、 前 作 つ くっ た 時 は 、 先 の こと な ん 

本 考え で が が か の た か ら な ア …… 頭 痛い 。 

* 9 自分 に と っ て の 必然 性 で す 。 万 人 に 認め ら 
_ れる 必要 は あ り ま せん 。 

*10 確 か 、 こ ん な 各 前 の RPG が あっ た と 思う 。 

※11 私 は プレ ー ド ラン ナー の 方 が 好き で す 。 

*12 諸 観 と 俺 臣 の 場合 も ある 。 

只 13 時 た ま か え れ な いこ と も あり ます 。 
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不条理 世界 の 不条理 注釈 


2 は 2 ちょ っ と や そっ と 理由 づけ し て あっ 
も まず 納得 し て くれ ませ ん 。 

に る と 二 So 、1950 年 代 に お ける SSM 
の 使用 を 設定 の 中 に と り い れ て いた と し まし ょ 
う 。 デ ィ セ ラク ター 革 氏 の 答え は こう で す 。 

「 し かじ な 了 ~ 看 」 

「 集 積 回 路 の 発展 と 言う も の は …」 

「 命 中 率 が 問題 や な 」 

「 そ うか も 知れ ン が 、 ぼ く は 納得 出来 ン の だ 」 

これ だ け を 読ん で みる と 、 設 定 を 書い た 人 悦 
は いか に も テキ トー な メモ を 2 一 3 行か いて 太 
し た 様 に 思わ れる で し ょ う 。 で す が 、 そ れ は 事 
実 と 異な っ て いま す 。 設 定 を 書い た 人 間 一 一 
まり 私 りか 
て いる の で す 。 

し か し 彼 等 、 デ ィ レ クタ ー 達 は な ま 半 か な こ 
で は その アイ デア を 認め て は くれ ませ ん 。 な 
だ な ら ば 、 彼 等 は ゲー ム マ ニア で ある と 同 時 6 こ 
許 な 知識 を も っ た 歴史 マ 


該 マニ ア で も ある ヵ か ら で 
す 。 彼 等 を 納得 させ る の は 大 変 で す が 、 そ の 際 
に 払う 協力 が 無駄 と いう 訳 で は あり ませ ん 。 そ 


こ が 趣 味 と 


せん つ 


商売 の 違い だ 、 


ご teD ど 


「 よ し 、 教 育 し て や れ / 
「Panzer vor/ 」 
「 あ の ね ーー 加藤 君 、 や っ ぱり そ 一 ゆー 
か し て は まず いん じゃ な いか と …… 


風 に 動 


*14 昔 の H J」 の ルー ル ブ ッ ク は 面白 か っ た 。 

* 15 私 が 未来 予測 一 一 待 に ロー マク ラプ を 信用 
し て な い の は 言う まで も な い 。 

* 6 試験 期間 中 は 、 こ う 感 じ る 時 が 良く ある 。 

* 17A 昌 の 宇宙 の 戦士 、 あ の 箱 絵 な ん と か な ら 
ん も の で し ょ ー か ? - 

*18 別 名 を 「 テ クノ ス の シュ レジ ンジ ャ ー」 と い 
う 。 こ の 人 と 議論 する 時 は 、 学会 で 自分 の 論 
文 を 認め させ る つも り で な いと いけ な い 。 

*19 古 代 戦 に ナ ポ レ オ ニ ッ ク 、 中 世に WWII、 
加 う る に 現代 戦 に SFー な ん ちゅ ー 連 中 じゃ 。 

*20 原 稿 用 紙 10 枚 程度 

w21 私 な ん ぞ に 下手 な こと は いえ な い 。 
- チ 取ら ず に な る 。 

*22/ 林 源 文 さ ん は 良い 。 望 みう る な ら 、 上 田 
信 さ ん も 昔 の 「Panzer」 み た いな の を 書い て 
ほし もい 

イ 矢 根 、 = さ ル ス 

23 中 沢 、 大 そ 根 、 伊 藤 一 うー ん 。 

0 は も 

か ? この 次 は 真面目 な 奴 を 書か せ て 下さ い 。 


あぶ ハ 


「 美 学 だ …… 戦 艦 が 群れ を し て 
「 な テー 中 沢 君 、 や め て くれ / 森野 さん 、 助 


HE う ふ ぶ 語 較 


ナ て 下さ い /」 
で こっ 」 
「 福 田 さ ん /」 
人 0 シー っ みあ: バル カン 戦争 じゃ あ …」 
(し ば らく 絶句 する デザ イナ ー) …… あ 、 
大 曽根 君 、 い い 所 に き て くれ た /」 


「Oh ! Exchange」( 効 果 音 ) 
( 泡 を 吹く デザ ィ ナー。 明 、 
ー ド アウ ト ) 
ー「Deveroper Line 」 劇 団 入 起 
86 年 度 公演 より リー 一 


フェ ー 


りあ え ず ディ レク ター 諸氏 を 納得 させ て 


設定 デザ イ ン の 本 労 は 終 リ ま せ だ 次 に 納得 き 


せる 連中 が 大 変 な の で す 。 
“ディ ベロ ッ パ ペー" と 呼ば れる その 人 々 は 、 
ある 意味 で は ディ レク ター より タチ ナチ が 悪い と 言 


え ます 
ー 多 く を 述べ る の は や め ま す 。 と に が かく 、 
彼 等 と 議論 する 時 は 、 次 の こと に 気 を つけ な け 
れ ば な り ま せん 。 
① 年 表 を 手放す な / 
理由 : ディ ベロ ッ パ ー が 自分 の 好み の 出来 事 
を 勝手 に 書き 込む か ら 。 
② 戦 闘 庁 多 を チェ ッ ク せ よ / 
理由 : 自分 の 入れ た い フ ネ や ヒコ ー キ を 勝手 
に 書き 込む か も し れ な い / 
ーー と に か く 気 を 付け て 下さ い 。 
貴方 の と な り に 座っ で いる の が < 
な の か も し れ な い の で すか ら 。 


な ぜ な ら 、 


"で べろ っ ぱー 


と 、 い う 訳 で 、 あ れこ れ 書 
だ けど 、 


『 が かせ て も らい まし 
結局 何 が 言い た か っ た と いう と ー 一 “ リ 
ター シト は 、 現 在 まだ 完成 し て 
な っ つ で こと に で ま 。 まこ わか た っ で て)9 
Oh / Eiminate / し か し 大 作 “北海 道 共 和 国 " 
を 終え た 森野 智 次 が 、 急 拠 "リタ ー ン トゥ ョ ー 
の ディ レク ター に 参加 し て 、 最 後 の 追 


い 込 み に 入 り ま す 。 こ 期 装 くだ さい 。 


追記 
北海 道 共 和 国 は も う 御 覧 に な り ま し た か ? 
も っ て る 人 は ヒス トリ 2 し 


て 下さ きい 。 そ う で す / IF ・War シ リー ズ は ま 
だ まだ 続く の で す / ウラ ーー 一 ./ 


ゥ ヨー ロッ クノ マ " 


ロ ッ ノ マ ” 


(1.0] は じ め に 

2.0〕 全般 的 な ゲー ム の 進め 方 
〔3.0] ゲー ム の 備品 
(4.0〕 ゲー ム の 進め 方 
〔5.0〕 移動 

(6.0〕 戦闘 

〔7.0〕 支配 

〔8.0〕 ロー マ 帝 国 反逆 軍団 
[9.0〕 独立 国 

10.0〕 

(11.0〕 

(12.0〕 

(13.0〕 


(1 .0〕 初め に 

“ロー マ 帝 国 の 減 亡 "は 、 お よそ 紀元 100 年 か ら 
500 年 に か け て の ロー で マ 帝国 の 歴史 上 の さま ざま 
な 危機 的 な 期間 を 、 高 度 な 戦略 的 レベ ル で シミ 
ュ レ ー ト する も の で す 。 歴 史上 、 こ れ ら の 期間 
は 帝国 を 荒廃 きせ る 外部 か ら の 侵略 と 内 部 で の 
抗争 の 期間 で 、 そ れ は つい に は 5 世紀 の 帝国 の 
滅亡 に 至り ます 。 こ の ゲー ム は 帝国 の 最後 期 の 
危機 的 な 期間 の 大 部 分 に 及び ます 。 そ し て その 
時 、 齋 国 が 滅亡 きせ られ る 可能 性 は 最も 大 きか 


カラ ー ベ ペー ジ 


テテ 


〔14.0〕 
(15.0〕 
16.0〕 
17.0〕 
〔18.0〕 
シナ リオ 1 
シナ リオ 2 
シナ リオ 3 
シナ リオ 4 
シナ リオ 5 
シナ リオ 6 
メモ 用 白地 図 


っ た の で す 。 


〔2.0〕 全般 的 な ゲー ム の 進め 亡 
“ロー マ 帝 国 の 減 亡 " は 基本 的 に シナ リオ に よ 
っ て 行なわ れ ま す 。 そ れ ぞ れ の ゲー ムタ ー ン は 
1 年 に 相当 し ます 。 シ ナリ オ は 通常 10 一 12 ゲ ー 
ムタ ー ン 続き ます 。 “ロー マ で 帝 国 の 減 亡 " は 本 来 
1 人 用 の ゲー ム で す が 、 そ れ ぞ れ に 互い に 対立 
する 多く の 異な っ た 勢力 が 存在 し ます 。 基 本 的 
に 、 プ レイ ヤー は ロー ヤマ 帝国 軍団 に 敵対 する さ 


ホチキス を 広げ て ルー ル だ け と り 出 す 


本 誌 ルー ル を と り 出 し た ら 
ホチキス を も ど し ま す 


< ワー マヤ 逆 屋 の 活 ご? の プレ アプ 


プレ イ す る に は 次 の も の が 必要 で す 。 いい ゲ ー ム 

地図 ② 駒 ルー ル ・ ブ プ ブック ④ サ イコ ロ 

(① ゲ ー ム 地図 : 本 誌 に 折り 込ま れ て いる 地図 を 
て いね い に 切 り 離 し て 用 いま す 。 

② 駒 (ユニ ッ ト ) : 駒 は 、 自 作 す る か 、 別 売り の 
カウ ンタ ー を 購入 する か し て 用 いま す 。 

a . 自作 一 一 !O| ペー ジ の リス ト を 厚紙 に 書き 
写す か 、 切 り 取 っ て 貼る か し て 作り ます 。 厚 
紙 は 、 ブ プラ ンク ・ カ ウン ター (ツク ダ ホ ビ ー、 
ホビ ー ジ ャ パン な ど よ り 発 売 中 ) を 使う と 、 す 
で に 駒の 大 き さ に 打ち 抜か れ て いて 便利 で す 。 


b . 購入 一 一 !101 ペー ジ の 方 法 に 従っ て 、 打 ち 
抜き 加工 ・ 着 色 済 カウ ンタ ー (ボッ クス ゲー 
ム 用 と 同 品質 ) を 購入 し て くだ さい 。 

③ ル ー ル ・ ブ ッ ク : 本 誌 53 一 58、63 一 68 に ルー 
ル が あり ます 。 本 を 止め て いる ホチキス を ひ 
ろ げ 、 は ず し て 使用 する こと も で きま す 。 

〈④ サ イコ ロ : サイ コロ は 付い て いま せん 。 手 に 
入り に くい と き は 、 断 面 が 六角 形 の エン ピ ツ 
に 1 か ら 6 まで の 点 を 打っ て 用 いる か 、 紙片 
に | か ら 6 ま て 数 字 を 書き 、 カ ッ プ に 入れ て 
ひく な どじ で くだ さい 。 


e Barbarian Invasions。 100 A.D. to 500 A.D. 


ク ォ ・ ヴ ァ デ ィ ス 67AJ.D. 
軍人 皇帝 時 代 247A.D. 

アウ レ リ ア ヌス の 勝利 260A.D. 
背 教皇 帝 ユ リア ヌス 332A.D. 
フン 族 来 た る ./ 420A.D. 

ロー マ 帝 国 の 逆襲 530A.D. 


ま ざ ま な 勢力 (ペル シア 軍 、 ロ ー マ で 帝国 反 逆 軍 団 、 
反乱 軍民 兵 、 種 々 の 邊 族 、 独 立国 ) の 戦略 や 戦 
闘 を 、 そ の や り 方 を 示す 厳格 な ルー ル に の っ と 
っ て 創り 出し ます 。 加 えて プレ イヤ ー は 、 ロ ー 
マ 帝 国軍 (勢力 ) を 移動 きせ ます 。 ロ ー マ 帝 国軍 
(勢力 ) は プレ イヤ ー が 自由 に 動か せる 唯一 の ユ 
ニッ ト で す 。 従っ て 、 こ の ゲーム は 厳密 に コン 
トロ ー ル され た 対立 勢力 、 そ れ は 数 の 上 で まさ 
り 、 ま た や や 無 作為 に 生み 出さ れ ま す が 、 そ の 
勢力 に 対し 防衛 する ロー マ 軍 プレ イヤ ー だ け 
の ゲ ダーム な の で す 。 

移動 と は 隣接 し た 地域 か ら 地 域 へ と 動く こと 
で す 。 そ れ ぞ れ の 地域 に 進入 する に は ある 程度 
の 移動 力 値 を 消費 し ます 。 す べ て の ユニ ッ ト は そ 
れ ぞ れ の 移動 フェ イズ に 使え る 許容 移動 力 ( 値 )、 
5 を 持っ て いま す 。 

戦闘 は 同一 の 地域 に いる 対立 する 戦闘 力 値 を 
比較 する こと に より 解決 され ます 。 こ の 比較 は 
単純 化 さ れ た 比 と し て 言い 表わさ れ ま す ( 通 常 
2 対 1 の よう に 表わさ れ " 戦 力 比 " と 呼ば れる )。 
サイ コロ ひと つ を 振り 、 そ の 出 た 目 が 戦闘 結果 
表 で 指し 示し た 戦闘 結果 を 、 そ の 戦闘 に 参加 し 
た ユニ ッ ト に 適用 し ます 。 


〔3 .0) ゲー ム の 備品 


[3.1〕】 ゲー ム 地 図 
地図 は ロー で マ 帝 国 と その 主要 な 敵 の 領域 を 描 
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いて いま す 。 地 図 に は 、 ゲ ー ム の 駒の 位置 と 移 
動 を 規定 する 区 分 が あり ます 。 こ の 区 分 は "移動 
地域 "の こと で す ( 通 常 は 地域 と 略 さ れ ま す )。 そ 
れ ぞ れ の 移動 地域 に は 進入 する の に 消費 する 移 
動力 値 が 記さ れ て いま す 。 こ れ ら の 地域 は 州 と 
呼ば れる より 大 き な 区 分 に まとめ られ ます 。 こ 
の 州 は 支配 、 徴 税 、 邊 族 の 消耗 に 影響 し ます 。 

それ ぞ れ の 州 の 名 前 の 次 に 2 つの 数 字 が あり 
ます (名 前 と 同じ 大 き さ の 活字 で 書か れ て いま す )。 
初め の 数 字 は その 州 の 勝利 ポイ ント で 、2 番目 
の 数 字 は 民兵 戦闘 力 値 で す 。 小 さ な 文字 は その 
州 の 略語 、 そ の 地域 に 割り 当て られ た 識別 の 文 
字 、 陸 路 で 進 人 する の に 消費 し な けれ ば な ら な 
い 移 動力 値 を 表わし て いま す 。 例 を 挙げ る と 、 
^Ag-B5" は その 地域 が 属す る 州 は エジプト で あ 
り 、 そ の 地域 が (エジプト の 中 の )^"B "地域 で あ 
り 、 そ の 進入 に 消費 する 移動 力 値 は 5 で ある と 
いう こと を 意味 し て いま す 。 
〔3.2) ゲー ム の 馬 

2 つの 異な っ た 色 の 駒 (以後 は ユニ ッ ト と 呼 
び ま す ) が あり ます 。 一 方 は ロー マ 帝 国 の 替 力 
で あり 、 他 方 は それ に 敵対 する さま ざま な 勢力 
を 表わし ます 。 ロ ー マ で マ 帝国 の 勢力 は 2 つの タイ 
~ プ に 分 か れ ま す 。 民 兵 と 軍団 で す 。 ロ ー マ 軍 以 
外 の 勢力 は ユニ ッ ト の スタ ッ ク の 一 番 上 に 識別 
マー カー を 置い て 区 別 し ま す 。 

ユニ ッ ト は 歴史 に 則 し た も の で 、 単 に 人 と 武 
器 等 を 同時 に 量 的 に ひと まとめ に し た も の を 表 
わし て いま す 。 そ れ ぞ れ の ユニ ッ ト は 戦闘 力 値 
を 持っ て お り 、 そ れ は ユニ ッ ト の 上 に 印刷 され 
て いま す 。 

それ ぞ れ の ユニ ッ ト は 許容 移動 力 、 つ まり 、 
ひと つの ゲー ムタ ー ン に 移動 可能 な 地域 の 最大 
限 の 数 、 を 持っ て いま す 。 そ の 移動 は 移動 の ル 
ー ル 、 各 地域 の 持つ 消費 移動 力 値 、 特 殊 な ルー 
ル に よる 移動 の 制限 な ど に 条件 づけ られ ます 。 
すべ て の ユニ ッ ト の 許容 移動 力 は 同一 で 、5 で 
す (従っ て 駒 に は 印刷 きれ て いま せん )。 

すべ て の ユニ ッ ト は 特定 の タイ プ の 部 隊 の 戦 
闘 力 値 を 表わす も の と し て 用 いら れ ま す 。 そ れ 
ら は 識別 マー カー に よっ て 表わさ れる 勢力 の 部 
隊 の 純粋 に 量 的 な 表示 物 と し て 機能 する の で す 


エ テ ッ ま ト は いつ で も 、 = ペナ ル テ ォ な も し に < 寸 り 。、 


小さ な 単位 に 分 割 で きま す 。 ち ょ うど 、 お 人 金 を 
両 震 す る よう に 、 で す 。 ゲ ダー ム ( シ ナリ オ ) に 登 
場 す る ユニ ッ ト の 絶対 重 は 、 し か し 、 徐 族 発生 
表 や 、 ロ ー マ ・ ペ ルシア 補充 兵 表 に よっ て 必要 
と な っ た 時 に 適切 な 量 が ゲー ム に 人 違 入 され 変化 
し ます ( 消 減 し て ゲー ム か ら 除 か れる も の も あ 
り ます) 

これ ら の ユニ ッ ト は いつ で も 、 積 み 重 ね て ひ 
と 山 ( い わ ゆ る スタ ッ ク で す ) に し て 、 そ れ ら が 
ロー マ 軍 以外 の も の か 、 ロ ー マ 軍 の 反乱 軍 な の 
か を その スタ ッ ク の 一 番 上 に マー カー を 置い て 
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表わし ます 。 


[3.21]】 ユニ ッ ト の タイ プ と 例 
ロー マ 帝 国軍 団 


戦闘 カ 


ジン の 
注記 、 ロ ー マ で 帝国 反逆 軍団 で ある こと を 表 わ 


す に は 駒 を 上 下 逆 に し ます 。 


ロー マ 間 国 軍民 兵 


10 B 刻 族 、 ペ ルシア 軍 、 独 立国 (識別 
マー カー を 使っ て 明確 に し ます ) 
の 正規 軍 ( 微 募 兵 ) 


族 、 ペ ルシア 軍 、 独 立国 (識別 


5 N 

マー カー を 使っ て 明確 に し ます ) 
2 

N ニ ロ ー マ 軍 以外 の 民兵 
2 BP 


刻 族 の 襲 机 部 隊 


〔3.22〕 識別 マー カー 

識別 マー カー は ユニ ッ ト の スタ ッ ク の 一 番 上 
に の せ て 、 そ れ が どの "勢力 "に 所 属す る の か を 
明確 に し ます 。 


Ger ゲル マン 族 勢 カ 
フン 族 勢力 mel 
Scy スキ タイ 族 勢 カ 
独立 国勢 力 
回 ビク ト 族 勢力 
反乱 民兵 
jpe | ダキ ア 族 勢力 
ペル シア 人 勢力 
Taur | タウ ロイ 族 替 


- きい 移動 力 値 を 要求 する 地域 ・ 水 路 も あり ま 調 


これ ら の 勢力 は それ ぞ れ 区 別 さ れ 、 異 な り 
また 相互 に 敵対 し て いま す 。 た だ し ペル シ 請 廊 
正規 軍 と 民兵 は 連合 し て お り 、 同 一 の 地域 に 画 
る 時 に は いつ で も ひと つの 軍 と みな され ま 呈 詞 
(3.3〕 用 語 の 定義 3 

戦闘 は 各個 の ユニ ッ ト の 基本 的 な 攻撃 \ 謙 
御 の 強 さき を 示し て いま す 。 こ の 強 さ は 戦闘 
か ら 成 っ て いま す 。 す な わ ち 、 戦 闘 カ が 5 軸 
され て いる ユニ ッ ト は 5 の 戦闘 力 値 を 利用 町 調 
る こま 本 サ ます 。 

許容 移動 力 は その ユニ ッ ト が 自分 の 移動 ヲ 再 
イズ に 移動 する こと の で きる 地域 の 最大 限 の 弟 
で す 。 こ の 許容 度 は 移動 力 値 で され ま す 。 計 
本 的 に は 、 ユ ニッ ト は ひと つの 地域 に 進入 用 疾 
た め に 自分 の 許容 度 の 全体 か ら 、1 移動 力 仁 括 
消費 し ます 。 進 入 す る の に 1 移動 力 値 より も 計 


(移動 の ルー ル を 見 て 下さ い )。 すべて の ユニ 調 
ト が 許容 移動 力 5 を 持っ て いる た め 、 この 数 任 
は ( 他 の 多く の ゲー ム の よう に は ) 駒 に 印刷 き 次 
て いま せん 。 記 
密 族 の 勢力 は 密 族 徴 募 兵 (Levies ) と 論 族 前 馬 置 
部 隊 (Raiding Parties) と に 区 別 さ れ ま す が 、 請 所 
れ は 秘 族 発生 表 に 明確 に され て いま す 。 
〔3.4) “勢力 "の 定義 
^ ロ ーママ 帝国 の 減 亡 "は 基本 的 に 1 人 用 の 兄 
ム で す が 、 多 く の 異 な る 種類 の 敵対 す る 勢力 大 中 
登場 し ます 。 こ の ゲー ム に は 11 の 異な る 勢力 計 
存在 し ます 。 す な わ ち 、 ロ ー マ で 帝国 軍 、 ロ ーママ 語 
帝国 反逆 軍団 、 ゲ ルマン 族 、 ス キタ イ 族 、 夕 天上 
ロイ 族 、 ダ キア 族 、 ビ クト 族 、 フ ン 族 、 ペ ル 妥 
ア 人 、 独 立国 、 反乱 民兵 で す 。 
これ ら の うち で ロー マ 帝 国 反逆 軍団 、 独 立 園 還 
反乱 民兵 に も か な り の 相違 が あり ます し 、 互 W 
に 敵対 し て いま す 。 - 
各 勢 力 に は 、 そ の 勢力 を 形成 し て いる 異な る 
タイ プ の ユニ ッ ト が あり ます 。 こ れ ら は 敵対 飲 較 
と も 、 異 な る 勢力 に 属す る と も みな され ませ が 
が 、 機 能 上 、 別 個 の ルー ル を 保持 し て いま す 。 語 
ロー マ 帝 国軍 は ロー マ 帝 国軍 団 と 、 活 性 化し て 議 
いる 民兵 と か ら 成 り ま す 。 丁 度 、 ペ ルシア 軍 大 糧 
正規 兵 と 民兵 に 分 けら れる よう に で す 。 す べ て 詞 
の 密 族 に は 襲撃 部 隊 が あり ます し 、 大 部 分 に は 論 
徴 募 兵 が あり 、 ま た 、 そ れ ぞ れ の 本 抽 地 と な る 間 
州 に は すべ て 民兵 が いま す 。 に 
独立 園 は 反乱 民兵 と 独立 国 正規 兵 エ ニット ど 計 
な っ た ロー 帝国 反逆 軍団 か ら 成り 立ち ます 。 還 
勢力 と 、 移 動 や 戦闘 を する 場合 に は どの よう 議 
な も の で あれ 単 一 の 国籍 、 単 一 の タイ プ の 部 隊 
の こと で す 。 例 えば 、 ス キタ イ 族 電撃 部 隊 と か 
ロー マ 軍 民兵 な ど で る 。 支 配 その 他 の 場合 に は 国 半 
籍 と 同義 で 使わ れ ま す 。 し 
刻 族 と は 、6 種 の 刻 族 の 微 募 兵 、 民 兵 と 湯 撃 庄 
部 隊 の すべ て で す 。 委 


- 定 
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民兵 は 敵対 勢力 の 進入 か ロー で 帝国 内 乱 表 に 
よっ て 、 自 動 的 に その 州 の 中 で 発生 する さま ざ 
まな 種類 の ユニ ッ ト 、 す べ て で す 。 

* 非 ロー マ 勢 力 "と ^ 非 ロー マ 帝 国勢 力 " と いう 
語 が た び た び ルー ル 中 に 現われ ます が 、 前 者 は 
ロー マ 和 帝国 軍団 、 ロ ー マ 常 国 反 送 軍団 、 ロ ー マ 
帝国 軍民 兵 を の ぞ く 、 す べ て の も の を 含み ます 。 
後者 は ロー マ で 帝国 軍民 兵 と ロー マ 帝 国軍 団 を の 
ぞ く 〈 く 、 す べ て の も の を 含み ます 。 

軍団 は 単純 か つ 鮮 明 な 語句 で 、 ロ ー マ 帝 国 正 
規 兵 の 戦闘 力 値 の こと で す 。 

[3.5]) ゲー ム の 図表 

プレ イヤ ー に は 、 人 簡易 化 と ゲー ム の 機能 の 図 
示 の た め に さま ざま な 視覚 的 な 補助 が 与え られ 
て いま す 。 

戦闘 結果 表 は 攻撃 の 結果 を 求め る た め に 用 い 
ます 。 す な わ ち 、 攻 撃 側 の 戦闘 力 と 防御 側 の 戦 
闘 力 と を 比較 し 、 サ イコ ロ ひ と つ を 振っ て この 
表 か ら 結 果 を 出し ます 。 

褒 族 発生 表 は 小 族 の 戦闘 力 値 が 地図 上 の どこ 
に 、 ど れ だ け 出 現す る か を 表わし ます 。 こ れ は 
サイ コロ を 2 度 振る 方 法 を 用 いま す 。 

ロー マ 帝 国内 乱 可 能 性 表 は 、 ロ ー マ で 帝国 内 乱 
結果 表 上 で サイ コロ を 振る か の 、 可 能 性 を 示し 
ます 。 ロ ー マ 帝 国内 乱 結 果 表 で は 反乱 民兵 の 戦 
闘 力 値 と 配置 を ボ し ます 。 

期間 表 は 、 文 字 で 表わさ きれ た 期間 が 何 年 か ら 
何 年 まで を 意味 し て いる か を 示し て いま す 。 

軍団 反逆 表 は 、 ひ と つの 地域 の 中 で ロー で 帝 
国軍 団 の 戦闘 力 値 か ら 反 逆 す る 軍団 が 生じ る か 
どう か を 表わし ます 。 

[3.6〕 ゲー ム 付 属 品 の 明細 


^ ロ ー マ 帝 国 の 減 亡 "に は 次 の も の が 必要 で す 。 


ゲー ム マ ッ プ 1 枚 (折り 込み ) 

ゲー ムル ー ル 1 セット ( 今 お 読み に な っ て 
いる これ ) 

ゲー ム の 駒 1 セッ ト (別売 り ) 


[3.7) ゲー ム ス ケ ー ル 

それ ぞ れ の ゲー ムタ ー ン は 実際 の 1 年 を 表 わ 
し ます 。 お の お の の 戦闘 力 値 は 10.000 か ら 50,000 
人 に 相当 し ます 。 


〔4.0) ゲー ム の 進め 方 

[4.1】 ゲー ムタ ー ン 

ロー マー 帝国 の 減 亡 "は ゲー ムタ ー ン と 呼ば れ 
る “回 "を 追っ て 行なわ れ ま す 。 各 ゲー ムタ ー ン 
は 一 定 の 順番 で 行なわ れる 13 の フェ イズ か ら 成 
り 立 っ て いま す 。 ゲ ー ム ター ン は どれ も 全く 同 
じ で あり 、 次 か ら 次 へ と 引き 続い て 行なわ れ ま 
す ( 野 球 の 回 と 同じ よう な も の で す )。 それ は ゲー 
ム の 長き (シナ リオ に よっ て 示さ れる ゲー ムタ 
ー ン の 数 ) が 終わ る まで 続き ます 。 

[4.2〕) ゲー ム の 進め 方 の 概略 

A . ロー マ 帝 国内 乱 フ ェ イ ズ 


プレ イヤ ー は サイ コロ ひと つ を 振っ て 、 ロ ー 
マ 帝 国内 乱 可 能 性 表 を 見 ます 。 も し 結果 が “yes" 
な ら ば 、 も う 一 度 サ イ コロ ひ と つ を 振っ て ロー 
マ 帝 国内 乱 結果 表 を 見 ます 。 

この 表 は ロー マ で 帝国 が 支配 し て いる 州 に 発生 
する 反乱 民兵 の 戦闘 力 値 を 表わし ます 。 ユ ニッ 
ト は ロー で 帝国 以外 の ユニ ッ ト 配 置 手順 (13.0 
参照 ) に 従っ て 配置 され ます 。 す で に 反乱 民兵 
が 存在 する 場合 は 、、 こ の フェ イズ で は その 数 は 
増大 し ませ ん (支配 者 決定 フェ イズ に 増大 し ま 
す )。 

B . 非 ロ ー マ 勢 力 、 非 ロー マ 帝 国勢 力 移 動 フ ェ 
イズ 

プレ イヤ ー は すべ て の 非 ロ ー マ 勢 力 、 非 ロー 
マ 帝 国勢 力 を それ ら の 移動 の 制限 の 命じ る 所 に 
従っ て 移動 させ ます 。 勢力 は 一 度 に ひと つの 種 
類 を 次 の 順序 で 移動 させ ます 。 

1 ベル シゲ 人 
.・ ローマ帝国 反逆 軍団 (ロー マ に 近い 順 ) 
ニ フ ン 談 
。 ゲ ルマン 族 
. スキ タイ 族 
. ダ キア 族 
ー ピ クト 族 
.。 タ ウロ イ 族 

9 . 独立 国 正規 軍 ( 番 号 順 ) 

これ ら の 種族 は 別々 の も の で ある こと 、 ま た 
これ ら の 勢力 は 互い に 敵対 し て いる の だ と いう 
だ: を 2 れれ : 沈 人 es 

それ ぞ れ の 勢力 が ある 地域 に 進入 し た 時 、 も 
し 、 そ の 地域 に 敵対 勢力 の 戦闘 力 値 が 存在 する 
な ら ば 、 そ の 勢力 は この ゲー ムタ ー ン 中 に それ 
以上 移動 し て は な り ま せん 。 も し 、 そ の 地域 に 
存在 する の が 別 の 非 ロ ー マ 勢 力 か 、 非 ロー マ 帝 
国勢 力 で ある な ら ば 、 た だ ち に その 勢力 を 攻撃 
し な けれ ば な り ま せん 。 

C . 非 ロ ー マ 地 力 、 非 ロー マ 帝 国勢 力 戦 闘 フェ 
イズ 

非 ロー マ 勢 力 、 非 ロー マ 帝 国勢 力 は 同じ 地域 
に いる ロー で マ 帝国 軍 を 攻撃 し な く て は な り ま せ 
ん 。 も し 、 ロ ー マ で 帝国 軍 と 同じ 地域 に いる 非 ロ 
ー マ で 帝国 勢力 が 何 種類 か ある の な ら ば 、 最 大 の 
勢力 が ます 攻撃 を 行ない 、2 番目 に 次 に 大 きい 
勢力 が 攻撃 する と いう よう に 以下 続け て 行き ま 
す 。 

D . 刻 族 発生 フェ イズ 

プレ イヤ ー は サイ コロ を 2 回 振っ て 邊 族 の 勢 
力 を 発生 さき せま す 。 期間 表 (15.0) と 問 度 表 
(16.3)、 お よび 小 族 発生 表 (16.0) と 非 ロ ー マ 
帝国 勢力 配置 手順 (13.0) を 参照 し て 下さ い 。, 
E . ロー マ 帝 国軍 移動 フェ イズ 

プレ イヤ ー は 自分 の ロー マ 帝 国軍 団 と ロー マ 
帝国 民兵 を 自由 に 移動 きせ て 構い ませ ん 。 こ れ 
ら の ユニ ッ ト も 敵対 勢力 と 同じ 地域 に 進入 し た 
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時 に は 移動 を そ を こ で や め な けれ ば な り ま せん 。 
F . ロー マ 国 軍 戦 闘 フ ェ イ ズ 

ロー マ 帝 国軍 の ユニ ッ ト (民兵 と 軍団 も しく 
は 民兵 か 軍団 ) は 同じ 地域 に いる 他 の 勢力 の ひ 
と つか 、 そ れ を 組み 合わ せ た も の を 攻撃 し て も 
構い ませ ん 。 

G. 軍団 反逆 フェ イズ 

プレ イヤ ー は サイ コロ ひと つ を 、 ロ ー ぞ マ 帝国 
軍団 の いる 地域 ご と に 振っ て 反逆 する か を 見 ま 
す 。 こ れ は その 軍団 の 戦闘 力 値 に より ます 。 
H. 支配 決定 フェ イズ 

プレ イヤ ー は 、 ど の 勢力 が その 地域 を 支配 す 
る の か を 決定 し ます 。 反 乱 民兵 が お か れ て いる 
地域 で は 、 そ の 数 が 増大 する か も し れ ま せん 。 
り . 刻 族 消耗 フェ イズ 

それ ぞ れ の 密 族 (デル マン 、 ス キタ イ 、 フ ン 、 
ダグ ダキ ア 、 タ ウロ イ 、 ピ クト ) の 勢力 が その 雷 力 
が 支配 し て いな い 州 に いる 時 は 、 そ の 勢力 の 2 
分 の 1 (端数 切り 捨て ) が 消滅 し ます 。 

この 消耗 は まず 敏 募 兵 か ら 行 な われ 、 そ の 後 
前 壁 部 隊 か ら 行 な われ ます 。 

K . 徴税 ・ 支 出 フ ェ イ ズ 

プレ イヤ ー は ロー マ 帝 国軍 と ペル シア 入 が 支 
配 し て いる 州 か ら 税 金 を 徴集 し 、 国 庫 に 加え ま 
す 。 税金 は その 後 、 活 動 中 の 戦闘 力 値 の 分 と 、 
人 手 可能 な 補充 兵 を 購入 する た め に 支払 われ ま 
凍 。 

L . ロー マ 帝 国軍 、 ペ ルシア 軍 補 充 フ ェ イ ズ 
プレ イヤ ー は 失わ れ た ロー ダマ 帝国 軍団 と ペル 
シア 軍 正 規 兵 の 補充 を 行 な を ます 。 た だ し それ 
ら の 補充 兵 が その ゲー ムタ ー ン に 復帰 で きる 場 
合 で あり 、 充 分 な 税金 が 国庫 に 存在 する 場合 の 
ご 吉 将 未 
M. 刻 族 へ の 贈 賭 フェ イズ 

プレ イヤ ー は 和 修 族 へ の 贈 賭 を する こと が で き 
開 ま 。 

N. ゲー ムタ ー ン 記録 フェ イズ 

プレ イヤ ー は ゲー ムタ ー ン 記録 表 の ゲー ムタ 
ー ン 記録 マー カー を ひと ます 進め ます 。 


(5.0〕 秘 動 
総則 : 

非 ロ ー マ 帝 国勢 力 移動 フェ イズ に 、 プ レイ ギヤ 
ー は 非 ロ ー マ 勢 力 移動 ルー ル (5.4 参 照 ) の 示す 
所 に 従っ て 、 す べ て の 非 ロ ー マ 勢 力 を 移動 きせ 
な く て は な り ま せん 。 

ロー マ 帝 国軍 移動 フェ イズ に 、 プ レイ ヤー は 
自分 の 望む せま ま 、 そ の ユニ ッ ト を どれ だ け 多 く 
で も 少な く で も 移動 きせ て 構い ませ ん 。 

すべ て の ユニ ッ ト (も し 《 は ユニ ッ ト の グル 
ー プ ) は 、 そ れ ぞ れ の 移動 ルー ル に 従っ て 、 ま 
た その 詩 窒 移 動力 の 限界 の 中 で 、 陸 路 で も 水路 
を 使っ て で も 地域 か ら 地域 へ いく ら で も 移動 す 
る と: と が 補 部 表す 。 
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手順 : 


各 ユ ニッ ト ( も し く は ユニ ッ ト の グル ー プ ) が 、 


ひと つの 地域 か ら 隣 接し た 地域 へ と 陸路 を 進ん 
だ り 、 ひ と つの 地域 か ら 水路 で 結ば れ た 他 の 地 
域 に 移動 し た りす る 時 に は 、 す べ て の 進入 する 
地域 、 す べ て の 利用 する 水路 に つい て 必要 な 移 
動力 値 を 合計 し た も の を その ユニ ッ ト の 許容 移 
動力 か ら 消 費 し ます 。 

すべ て の ユニ ッ ト は 移動 力 値 5 の 許容 移動 カ 
を 持っ て いま す 。 
事例 : 
〔5.1】 すべ て の ユニ ッ ト の 移動 方 法 
〔5.11〕 移動 は 地域 と 水路 を 単位 に 数 えら れ ま 
す 。 そ れ ぞ れ の 地域 に は そこ へ 進入 する の に 必 
要 な 、 固 有 の 移動 力 値 が あり ます し 、 そ れ ぞ れ 
の 水路 に は それ を 渡る の に 必要 な 固有 の 移動 力 
値 が あり ます 。 

地域 に 陸路 進入 し た り 、 水 路 を 横断 し よう 
する ユニ ッ ト ( も し く は ユニ ッ ト の グル ー プ ) は 
その 地域 、 そ の 水路 に 進入 すみ る た びに 、 そ こ で 
必要 と され る 移動 力 値 を 消費 し て ゆか な く て は 
な り ま せん 。 
(5.12〕) ある 地域 に 存在 で きる 戦闘 力 値 ( す な わ 
ち ユ ニッ ト ) の 数 に 制限 は あり ませ ん 。 
(5.13) 各 ユ ニッ ト (も し く は ユニ ッ ト の グル 
ー プ ) が ある 地域 で 移動 を 始め た ら 、 他 の ユニ 

ト (も し く は ユニ ッ ト の グル ー プ ) を 移動 き 
せる 前 に 、 そ の 移動 を 完全 に 終え を な く て は な り 
まっ 結ん 』 
〔5.14〕 水路 を 使用 する 場合 、 目 的 地 と な る 地 
域 の 必要 と する 移動 力 値 は 加算 きれ ませ ん 。 た 
だ 、 そ の 水路 の 移動 力 値 を 消費 する だ け で す 。 
(5.15〕) 必要 と され る 移動 力 値 が じゅ うぶ ん に 
残っ て いる 時 に だ け 、 ユ ニッ ト は 地域 や 水路 へ 
進む こと が で きま す 。 
〔5.2〕 全般 的 な 移動 の 禁止 事項 
(5.21〕 ある 地域 で 移動 フェ イズ を 開始 する 勢 
力 の 戦闘 力 値 より も 、 同 じ 地 域 に いる 他 の 敵対 
的 な 勢力 の 戦闘 力 値 が 小さ いか 等 し 場合 、 そ 
の 移動 し よう と する 勢力 は ロー マ 帝 国軍 、 非 ロ 
ー マ 勢 力 の 移動 ルー ル に 従っ て 、 そ の 移動 フェ 
イズ に その 地域 を 離れ て も 構い ませ ん 。 
〔5.22〕 ある 地域 で 移動 フェ イズ を 開始 する 勢 
力 の 戦闘 力 値 よ り も 、 同 じ 地 域 に いる 他 の 敵対 
的 な 勢力 の 戦闘 力 値 が 大 きい 場合 、 そ の 移動 し 
よう と する 勢力 は その 移動 フェ イズ に その 地域 
を 離れ る こと は で きま せん (例外 : ロー マ 帝 国 
反逆 軍団 、8.5)。 この 優越 する 側 に よる 地域 か 
ら の 離脱 妨害 は 、 単 一 の 種族 の 勢力 に 関す る も 
の で 、 何 種類 か の 国 、 種 族 を 合計 し た 戦闘 力 値 
に は 関係 あり ませ ん 。 
(5.23)】 その ユニ ッ ト (も し く は ユニ ッ ト の グ 
ルー プ ) が 移動 で きる か 否 か の 決定 は 、 そ の 移 
動 フ ェ イ ズ の 初め に 行なわ れ 、 そ の 移動 フェ イ 
ズ の 間 を 通し て 実施 され ます 。 移 動 で き な い ユ 
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ニッ ト を 裏返し て お く と よい で し ょ う 。 
〔5.24〕 使わ れ な か っ た 移動 力 値 は デー ムタ ー 
ン か ら 次 の ゲー ムタ ー ン に 繰り 越す こと は で き 
ませ ん 。 

〔5.25〕 敵対 する 勢力 の 存在 する 地域 に 進入 し 
た ユニ ッ ト は 、 直 ち に そこ で 停止 し 、 そ れ 以 上 
移動 で きま せん (例外 : ロー マ 反 逆 軍 団 8.5) 
(5.26〕 進入 し た 地域 に 民兵 が 発生 し た 場合 、 
ユニ ッ ト は 直ちに そこ で 停止 し 、 そ れ 以 上 移動 
で きま せん 。 

〔5.3] ロー マ 帝 国軍 団 の 移動 

(5.31) ロー で 帝国 軍団 に と っ て 移動 は 、 
で も プレ イヤ ー の 自由 意思 で 行なえ ます 。 
〔5.32) ロー マ 帝 国軍 の ユニ ッ ト は 個別 に も 、 
また グル ー プ で で も 、 ど の よう な 方 向 へ も 、 ど 


いつ 


の よう な 方 向 の 組み 合わ せ で で も 移動 で きま す 。 


ロー マ 深 国軍 の ユニ ッ ト (も し く は ユニ ッ ト の 


グル ー プ ) は その 許容 移動 力 を 越え を な いか ぎり 、 


どれ だ け 多 く で も 、 ま た 少な く で も 移動 する こ 
と が で きま す 。 

(5.33) ロー マ < 帝 国軍 エ ユニット は 、 自 分 の 移動 
フェ イズ 中 いつ で も 、 反 乱 し て いな い ロ ー マ 帝 
国軍 だ けが 存在 し て いる 地域 を 通過 する こと が 
で きま す 。 

〔5.34) ロー マ で 帝国 軍 テ エニ ニット は 非 ロ ー マ 帝 国 
の ユニ ッ ト ま た は 非 ロ ー マ の ユニ ッ ト が いる 地 
域 に 入っ た 時 は 、 た だ ち に 移動 を 停止 し 、 そ の 


移動 フェ イズ 中 それ 以上 移動 し て は な り ま せん 。 


〔5.4〕 非 ロ ー マ 勢力 の 移動 ( 褒 族 と ペル シア 軍 ) 
(5.41) すべ て の 非 ロ ー マ 勢 力 は その 種族 に 従 
っ て 順番 に ( 4.2 参照 ) 移動 し な く て は な り ま 
せん 。 

(5.42) 非 ロ ー マ の ユニ ッ ト は 定め られ た よう 
に 移動 し な く て は いけ ませ ん し 、 そ の 許容 移動 
力 を 越え て も いけ ませ ん 。 

〔5.43〕 異な る 種類 の 非 ロ ー マ の ユニ ッ ト が 、 
同じ 勢力 に 属し て いる か 、 同 じ 独 立国 を 発生 地 
と し て いる (独立 国 の 項 参 照 ) 場 合 に は 、 ペ ナル 
ティ な し に 互い に 通過 し て 構い ませ ん 。 

〔5.44) 非 ロ ー マ の ユニ ッ ト が ある 地域 に 進入 
し た 時 、 も し その 地域 に 他 の 勢力 に 属す る ユニ 
ッ ト が 存在 する な ら ば 、 進入 する ユニ ッ ト は 次 々 
に 停止 する こと に な り ま す 。 地 域 に 存在 する の 
が ロー マ 帝 国軍 団 で ある な ら ば 、C の 戦闘 フェ 
イズ に な る まで は 何 の 戦闘 も 起こ り ま せん が 、 


- 地域 に 存在 する の が 非 ロ ー マ 帝 国 ユ ニット で あ 
だ ち に 始め られ ます (戦闘 、 


る な ら ば 、 戦 闘 は た 
6.33 参 照 )。 

〔5.45) すべ て の 非 ロ ー マ ユ ニッ ト (ロー マ 
国 反逆 軍団 も 含ま な い ) は 同じ 州 に いる 最少 の 


ロー マ で 帝国 軍団 に 向かっ て 進み ます (例外 :.5.63、 


5.65、5.72、5.75)。 も し も ロー ぞ マ 帝国 軍団 が そ 
の 州 に いな い 場 合 は 、 そ の 州 の 支配 を 争っ て い 
る 最少 の 他 勢 力 に 向かっ て 移動 し ます 。 


〔5.5〕) ロー マ 還 反 逆 軍 団 の 移動 
ロー ー マ 市 国 反 聞 軍 団 で 私 立 財 を 条 議 
た も の (独立 国 参 照 ) は 最短 で 、 な お ぉ お かづ 
線 的 な 道筋 で ロー マ ( イ タリ ア A ) に 向 か 詞 
動 し な く て は な り ま せん (例外 : ロー マ 商 | 
逆 軍団 、8.3)。「 最 短 」 は 必要 な 移動 力 値 示 
少な いこ と を 意味 し ます 。 一 度 定め た この | 
を それ る こと は で きま せん 。 も し 、 等 中 区 
筋 が いく つか ある な ら ば 、 そ れ ぞ れ の 道 衣 
イコ ロ ひ と つ を 振っ て 、 大 きい 目 の 道 衣 才 
し ます 。 
(5.6〕 論 族 の 移動 
〔5.61) すべ て の 論 族 の ユニ ッ ト で グル = 
し て 発生 し た も の は グル ー プ と し て 移動 
て は な ら ず 、 そ れ を 細分 する こと は で き 請 二 
(例外 : 5.64 参 照 )。 
[5.62〕 どの 変 雇 ユ ニッ ト の ケ グループ 議 
る 地域 に 進 信 し よう と する 時 は いつ で も ササ 大 
ロ ひ と つ を 振り ます 。 出 た 目 が "1 "か " 2! 大 
ば 、 そ の グル ー プ は 今 現 在 いる 地域 を 離れ る 計 
と が で きま せん 。 ま た それ 以上 その 移動 フ ョ 閉 
ズ 中 に 移動 する こと も で きま せん 。 こ の 手順 中 
同じ 勢力 に 対し 、 同 じ ゲ ー ム ターン 中 に 何 謀 坦 
行なう 場合 が あり ます 。 \ 
(5.63) 襲撃 部 隊 は 、 最 知 か つ 一 番 直 線 的 な 計 
筋 で 帝国 内 部 の 勝利 ポイ ント 5 か それ 以下 の 州 
の 最も 近い も の に 向かっ て 移動 し な く て は 存 加 
ませ ん 。 も し 、 上 記 の よう な 地方 が ひと つ 以 調 
等 距離 に ある の な ら ば 、 襲 撃 部 隊 は 最も 勝利 選 和 
ント の 低い 方 の 地方 に 行か な けれ ば な り ま せ / 緒 
(5.64〕 褒 族 の 勢力 が 地方 を 支配 し た 後 は ( 敵 
配 7.0 参 照 照 )、 そ の 地域 を 支配 する の に 充分 交 
だ け の 戦闘 力 値 を 残さ な く て は な り ま せん 。 類 
の 後 、 そ れ 以 外 の 戦闘 カ 値 は 新しい 、 勝 利 ポ 
ント の 最も 低い 地方 か "最も 豊か な 州 " (5.65 攻 
照 ) に 向かっ て 移動 し な く て は な り ま せん 。 
(5.65〕 密 族 の 微 募 兵 は “最も 豊か な 州 " で 、 ま 
だ 仲間 の ユニ ッ ト (すなわち 、 同 じ 勢 力 に 居 因 
る ユニ ッ ト ) が 支配 し て いな いも の に 向かっ で 本 
最 知 か つ 一 番 直 線 的 な 道筋 で 帝国 の 中 へ 移動 し 
な く て は な り ま せん 。"“ 最 も 豊か な 州 "を 決定 
る た め に は 、 州 の 勝利 ポイ ント を その 州 に 行 《 
た め に 必要 な 移動 力 値 の 合計 で 割り ます 。 問 に 詳 
いる 他 勢 力 は 無視 し ます 。 計算 の 後 、 割 っ た 稚 
の 一 番 大 きい 地方 が “最も 豊か な 州 " と な り ま 
す 。 こ の 定義 は 、 も ちろ ん ゲー ムタ ー ン ご と 、 
また それ ぞ れ の ユニ ッ ト の グル ー プ ご と に 変 議 
まあ ゲー ムタ ー シ ご と 、 各 グル ー ダ 当 計 
に 判定 され ます 。 も し 、 2 つ 以 上 の 等 距離 の 道 
筋 が ある の な ら ば 、 そ の 道筋 ご と に サイ コロ ひ 
と つ を 振り 、 出 た 目 の 大 きい 道筋 を 用 いま す 。 
この "目標 "と な っ た 州 は 、 そ の 決定 され た ユニ 
ッ ト が そこ へ 到達 する か 、 他 の 刻 族 の 勢力 に 合 俳 
され る か する まで 変更 され ませ ん (5.69 参 照 )、 
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【5.66〕 新しい “最も 勝利 ポイ ント の 低い 地方 " 
も し 〈 く は 、" 最 も 豊か な 州 " は 、 支配 決定 フェ イ 
ぷに 前 の 地方 、 州 の 支配 が 確定 し た な ら 直 ち に 
決定 され ます 。 

【5.67〕 訟 族 ユ ニッ ト (も し く は ユニ ッ ト の グ 
ルー プ ) に 目的 地 へ の 等 距離 の 道筋 が 2 つ 以 上 
ある 時 は 、 そ の 息 族 スニ ッ ト は 、 一 番 小さ い 敵 
対 的 な グル ー プ 、 非 ロー マ の ユニ ッ ト ( す な わ 
も 、 移 動 す る ユニ ッ ト と 同じ 州 に 属 き な い ユ ニ 
ッッ ト 、 ま た は 同じ 独立 国 を 発生 地 と し な い ユ ニ 
ッ ト ) の いる 所 を 通る よう に し な く て は な り ま 
せん (例外 : 移動 5.45)。 

【5.68] も し 、 恋 族 ス ニッ ト (も し く は ユニ ッ 
ト の グル ー プ ) が 支配 決定 フェ イズ (ゲー ム の 
通 め 方 4.2 参照 ) の 間 、 州 の 中 の いずれ か の 地 
域 に 留まっ て お り 、 そ の 州 を 支配 する 条件 を 満 
た し て いる の な ら ば 、 そ の 次 の 非 ロ ー マ の 移動 
フェ イズ に その 支配 を 維持 する の に 必要 な 戦闘 
力 値 を 残し て 、 他 は すでに 決定 され て いる 目的 
地 (“最も 豊か な 州 ") に 向かっ て 移動 きせ な けれ 
ば な り ま せん 。 

〔5.69) すべ て の 新しく 発生 し た 密 族 ユニ ッ ト 
も し く は ゲー ム の 初め に 地図 上 に 置か れ た 刻 族 
ユニ ッ ト の 目的 地 は 別々 に 、 同 地域 に 配置 き 
れ た ユニ ッ ト の グル ー プ (タイ プ ) ご と に (それ 
が 同じ 勢力 の も の で あっ て も ) 決定 され ます 。 
この 決定 は それ ら が 地図 上 に 配置 され た 直後 の 
非 ロ ー マ の 移動 フェ イズ の 初め だ け に 行なわ れ 
ます 。 同 勢力 に 属す る 同じ タイ プ の 2 つの 次 
族 の グル ー プ が 別個 の 目的 地 に 進ん で いる 時 に 、 
ある 同じ 地域 で 移動 フェ イズ を 終え た 場合 の み 、 
この 両 グ ルー プ は 結合 され 、 そ の 目的 地 を 新 し 
く 決定 し な く て は な り ま せん 。 

〔5.7) ペル シア 軍 の 移動 

〔5.71〕】 ペル シア 軍 の 補充 兵 エ テニ ッ ト は 常に ペ 
ルシア に 置か な く て は な り ま せん 。 初 め の 配 軒 
の 時 に 、 ま た 同様 に 補充 の 時 に も 、 ど の 地域 に 
置か れる か を 決定 する た め に サイ コロ ひと つ を 
振ら な く て は な り ま せん 。 出 た 目 の 1、2、3 


は 地域 の A 、B 、C に 対応 し ます 。 出 た 目 が 4 、 


5 、6 なら ば 振り 直し ます 。 

【5.72) ペル シア 軍 は その 勢力 を ペル シア 、 メ 
2SK ア アウ E ジ 演 ポ SU の ミア ジア に 
の 優先 順 で 指し 向け な く て は な り ま せん 。 ま た 、 
その 州 の 支配 (支配 参照 ) を 獲得 する まで は 州 を 
離れ る こと は で きま せん 。 も し 、 こ の 順番 が す 
で に 征服 し て あっ た 州 の 支配 を 失う こと に よっ 
て 乱 き れ た と き に は 、 そ の 州 よ り 順 位 の 低い 州 
の すべ て の 戦闘 力 値 を 移動 し て 、 そ の 州 の 支配 
を 復活 させ る よう に 行動 し な けれ ば な り ま せん 
(例外 : 移動 、5.73、5.74)。 


ペル シア 軍 は 州 を 征服 する た め だ け に 移動 し 、 


また 常に その 地域 で 和 争っ て いる 勢力 の 最大 の も 
の に 対し て 、 使 用 で きる すべ て の 戦闘 力 値 を 用 


いて 攻撃 を し な けれ ば な り ま せん 。 

〔5.73]】 ペル シア 軍 ユ ニッ ト は 、 シ ナリ オ の 初 
期 設 定 で の 戦闘 力 値 の 数 字 よ り も 大 きい 勝利 ポ 
イン ト を 持つ 州 の どの 地域 に も 進入 する こと は 
で きま せん 。 

〔5.74】 ベル シア 軍 ユ ニッ ト は 、 シ ナリ オ の 初 
期 設定 で の 戦闘 力 値 の 数 字 よ り も 大 きい 民兵 戦 
闘 カ 値 を 持つ 州 で 民兵 が 活性 化し て いる (民兵 
参照 ) と ころ に は 進入 する こと は で きま せん 。 

〔5.75) ペル シア 軍 は すでに 征服 し た 州 に いか 
な る 勢力 も 残す こと を 許さ れ ま せん 。 従 っ て 、 

事実 上 、 ペ ルシア 軍 正 規 兵 ユニ ッ ト は ペル シア 
の 外 で は ある ひと つの 地域 に 存在 する だ け で す 。 
た だ し 、 ゲ ー ム に 登場 し た 補充 兵 や 、 移 動 す る 
こと の で き な い ユニ ッ ト (5.22 参 照 ) は 例外 で す 。 
〔5.76]) ベル シア 軍 ユ ニッ ト は その 行動 優先 順 
位 に 入っ て いな い 州 を 通過 する こと は で きま せ 
ん 。 従 っ て ペル シア 軍 ユ ニッ ト が 入れ る の は ペ 
ジグ 、 メ ゾ ポ タ ミ 7 の 5 た ルル メニ アミ シリ ザ 、 

デジ ア だ け で す 。 

〔5.77】 ペル シア 軍 正 規 兵 テニ ッ ト が 移動 で き 
る と ころ が 選べ る 場合 (すなわち 、 あ る 州 の 支 
配 を 争っ て いる 等 し い 戦 闘 力 値 の ふた つの 異な 
る 勢力 が 別 の 地域 に 存在 する 場合 ) に は 、 ロ ー 
マ 帝 国軍 団 を 避け 、 他 の 勢力 の 方 へ 移動 し て 攻 
繋 し な く て は な り ま せん 。 そ の ふた つの 異な る 
勢力 が 共に 非 ロー マ 帝 国勢 力 の エ ユニット の 時 に 
は 、 ど ちら に 移動 し 攻撃 する か を サイ コロ の 出 
た 目 の 大 きい 方 に よっ て 決定 し ます 。 も ちろ ん 
この 移動 も 5.25 項 に よっ て 妨害 され る こと が あ 
り ま す 。 

〔5.78]】 ペル シア 軍 の 進入 で きる 州 に は 地図 の 
州 名 の 後に ま マ ー ク が つい て いま す 。 

(5.8〕 民兵 の 移動 

〔5.81〕】 ロー で 帝 国民 兵 だ けが 移動 で きま す 。 

すべ て の 他 の 民兵 ( 密 族 、 ペ ルシア 軍 、 反 乱 民 
兵 、 独 立国 ) は 初め に 配置 され た 地域 に 留まり 、 
移動 し て は な り ま せん 。 非 ロー マ 帝 国民 兵 の 配 
置 に つい て は 非 ロ ー マ 勢 力 の 配置 手順 を 参照 し 
て くだ さい 。 ロ ー マ で 帝国 民兵 は プレ イヤ ー の 望 
む ま ま に 与 えら れ た 州 の ひと つの 地域 に 配置 し 
ます 。 ロ ー マ 帝 国民 兵 が 移動 で きる の は 、 そ の 
本 拠 地 の 州 の 中 の 地域 だ け で す 。 

〔5.82]) どの シナ リオ に お いて も 民兵 の ユニ ッ 
ト は 、 シ ナリ オ で 民兵 が 活性 化し て いる と され 
て いる 州 に 、 そ の 州 を 支配 し て いる 勢力 に 敵対 
する 勢力 が 進入 し た 時 点 で 地図 の 上 に 現われ ま 
す 。 ど の 州 に も 民兵 戦闘 力 値 が 記さ れ て いま す 
が 、 シ ナリ オ に よっ て 民兵 が 活性 化し て いな い 
場合 に は 何 の 意味 も あり ませ ん (例外 : 5.83)。 

[5.83) ある 州 の 民兵 エニ ッ ト が すべ て 消 減 き 
せら れ て し まっ た 時 は 、 そ の 州 の 民兵 の “所有 
権 " は 新しい 支配 者 に 移り ます 。 た だ し 、 民 兵 
の “所 有 権 " を 得る こと が で きる の は ロー マ 帝 国 、 


ペル シア 、 独 立国 の いずれ か の 勢力 に 限ら ちら れ ま 
す 。 す な わ ち 、 民 兵 は 刻 族 に よっ て 支配 され る 
こと は あり ませ ん (つま り 銘 族 の た め に 他 の 勢 
力 を 撃退 する こと は な い の で す )。 し か し な が ら 
シナ リオ で ゲー ム の 初め か ら 刻 族 に よっ て 支配 
され て いる 州 (の 民兵 の “所有 権 ") は この 限り で 
は あり ませ ん 。 独 立国 は その 本 拠 地 と な る 州 も 
し く は 征服 し た 州 の 民兵 を 活性 化し ます 。 そ の 
他 の 民兵 の 入手 の 可能 性 は シナ リオ の 条件 に よ 
っ て 決定 され ます 。 

(5.9〕 独立 国 正規 兵 ユ ニッ ト の 移動 

〔5.91〕 独立 国 の ユニ ッ ト は 、 本 拠 地 と な る 州 
の すべ て の 敵対 勢力 (すなわち 、 そ の 独立 国 に 
属し て いな い ユ ニッ ト ) を 除い た 後に は 、 そ の 
本 拠 地 の 州 に 隣接 する ロー マ 帝 国 の 支配 する 州 
の うち で 、 最 も 民兵 戦闘 力 値 が 低く 、 ま だ 同じ 
独立 国 に 属す る ユニ ッ ト に よっ て 支配 され て い 
な いと ころ に 移動 し 、 そ の 支配 (支配 7 .0 参 照 ) 
を 得る よう に 行動 し な く て は な り ま せん 。 独立 
国 正規 兵 の ユニ ッ ト は すべ て の 隣接 する ロー マ 
帝国 の 支配 する 地方 を 征服 し て し まう まで 、 ま 
た 同じ 独立 国 に 属さ な い ユ ニッ ト も し く は ユニ 
ッ ト の グル ー プ が 本 拠 地 の 州 か 、 す で に 征服 し 
た 州 (5.92 参 照 ) に 進入 し て 来る まで 、 こ の 手順 
を 続け ます 。 

独立 国 ニ ニッ ト は 毎 タ ー ン 、 最 短 の 道筋 を 通 
っ て 、 高 い 優先 順位 の 州 (本 拠 地 の 州 を 第 一 に 。 
すべ て の 隣接 する 州 が 独立 国 正規 兵 エ ニッ ト に 
よっ て 支配 され た 後 は 、 再 度 敵 の 侵入 が ある ま 
で 、 移 動 は 行ない ませ ん ) の 最大 の 敵対 勢力 に 
向かっ て 移動 し 、 攻 撃 し ます 。 

(5.92〕) その 独立 国 に 属さ な い ユ ニッ ト (も し - 
く は ユニ ッ ト の グル ー プ ) が 独立 国 も し く は 独 
立国 に よっ て 支配 され て いる 州 に 進入 し た な ら 
ば 、 独 立国 に 属す る すべ て の ユニ ッ ト は た だ ち 
に お び や か さ れ て いる 州 に 、 そ の 征服 し た 順 (本 
拠 地 が 最初 ) に よっ て 戻ら な けれ ば な り ま せん 。 
そし て すべ て の 敵対 勢力 を 除 こ うと し ます ( 例 
外 : 5.22)。 

〔5.93〕 独立 国 の テニ ッ ト は 、 本 拠 地 の 州 に 隣 
接し て いな い 、 ま た ロー マ 帝 国 が 支配 し て いな 
い 州 へ 出 て 行く こと は で きま せん 。 

〔5.94〕 独立 国 正規 兵 テ ニッ ト は 支配 し て いな 
い 州 を 通過 する こと は で きま せん 。 


(6.0〕 戦闘 
総則 

戦闘 は ロー マ 帝 国勢 力 と 非 ロー マ 勢 力 と の 間 
で 、 非 ロー マ で 勢力 戦闘 フェ イズ 、 ロ ー マ 帝 国 戦 
闘 フ ェ イ ズ に 起こ り ま す 。 ま た 、 非 ロー マユ ニ 
ッ ト の 異な る 勢力 の 間 に も 、 非 ロー マ 勢 力 移動 
フェ イズ 中 に 起こ り ま す 。 移動 し て 来 た ユ ニッ 
ト を "攻撃 側 "、 移 動 を し て いな い ユ ニッ ト “ を 防 
御 側 " と 呼び ます 。 非 ロー マ 震 力 戦 闘 フ ェ イ ズ に 
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は 非 ロ ー マ 勢 力 が 攻撃 側 、 ロ ー マ で 帝国 戦闘 フェ 
イズ に は ロー マ 帝 国勢 力 が 攻撃 側 で す 。( 例 外 : 
6.35) 

手順 : 

戦闘 は 攻撃 側 の 総 戦闘 力 値 と 防御 側 の 総 戦闘 
カカ 値 と を 比較 する こと に よっ て 解決 され ます 。 
この 比較 は 、「 攻 撃 側 の 戦闘 力 値 」 対 「 防 御 側 の 戦 
闘 力 値 」 の 比 を 求め る こと に よっ て 行なわ れ 、 
さら に この 比 は 戦闘 結果 表 に ある 戦力 比 の い ず 
れ か と 同じ に な る よう に 単純 化 さ れ ま す (防御 
側 に 有利 に な る よう に 端数 を 切り 捨て て 単純 化 
し ます )。 サイ コロ を ひと つ 振 り 、 そ の 出 た 目 と 
戦闘 結果 表 の 使用 すべ き 戦 力 比 の 縦 行 と の 交差 
する 所 を 見 ます 。 こ うし て 得 ら れ た 結果 は 他 の 
戦闘 の 解決 に 着手 する 前 に 適用 され ます 。 
6.1〕 戦闘 の 禁止 事項 

〔6.11〕) 攻撃 の 最小 の 戦力 比 は 1 対 1 で す 。 1 
対 1 に 満た な い 戦 力 比 の 攻撃 は 許さ れ ま せん 。 
【6.12〕 同じ 勢力 の 正規 兵 と 民兵 ユニット ( 例 : 
ペル シア 軍 正 規 兵 と 民兵 ) が ひと つの 地域 に い 
る 時 は 別々 に 攻撃 し て は いけ ませ ん 。 そ れ ら は 
一 緒 に され 、 グ ルー プ と し て 攻撃 され な けれ ば 
な り ま せん 。 
【6.13〕 戦闘 に よっ て 損失 を 被っ た 時 は 、 
順に 従っ て ユニ ッ ト ( 戦 闘 力 値 ) を 減ら ちさ 5 
て は な り ま せん 。 同じ 地域 に いる (1) 正 規 兵 ユニ 

(⑫) 柚 撃 部 隊 、(3) 民 兵 エ テニ ッ ト の 順 で す 。 

(例外 : De の 結果 は ロー マ 帝 国軍 団 ス ニット 
に は 適用 きれ ませ ん 。 も し も 、 こ の ユニ ッ ト が 
民兵 と 一 緒 に 防御 し て いて 必 De の 結果 が 出 た 
時 に は 、 こ の 結果 は 普通 に 実施 きれ ます が 、 そ 
れ は 民兵 エニ ッ ト に 対し て だ け で す 。) 
〔6.2) ロー マ 帝 国軍 の 戦闘 
〔6.21)】 すべ て の ロー マ 帝 国軍 (軍団 と 民兵 ) の 
ユニ ッ ト は 戦闘 を 自由 意思 で 行 な を ます 。 
(6.22) すべ て の ロー で 帝 国軍 (軍団 と 民兵 ) の 
ユニ ッ ト は ロー で 帝国 軍 戦 闘 フ ェ イ ズ (ゲー ム 
の 進め 方 、4.2 参 照 ) に だ け 攻 撃 す る こと が で き 
まま 。 
〔6.23) ある 地域 に 一 緒 に いる ロー マ 帝 国軍 の 
ユニ ッ ト は 一 体 の も の と され 、 グ ルー アプ と し て 
攻撃 を 受け ます 。 
(6.24) ある 地域 に ふた つ 以 上 の 異な る 非 ロ ー 
マ 勢 力 が 存在 する 時 は いつ で も 、 ロ ー マ 帝 国軍 
は その うち の ひと つ で も 、 そ れ 以 上 で も 攻撃 で 
きま すし 、 全 くく 攻撃 し な く て も 構い ませ ん 。 
ロー マ 間 国軍 は 攻撃 を 強制 され る こと は あり ま 
せん 。 と は いえ 、 ロ ー マ 帝 国軍 も その 戦闘 フェ 
イズ に つき 1 グル ー プ が 1 度 し か 攻撃 で きま せ 
ん か ら 、 異 な る 勢力 の グル ー プ ひと つつ 以上 を 攻 
撃 す る 場合 に は 、 そ れ ら の 戦闘 力 値 は 防御 の た 
め に 合算 され ます 。 
[6.3〕) 非 ロ ー マ 勢 力 の 戦闘 
[6.81]】 すべ て の 非 ロ ー マ エ ユニット は お な じ 地 
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域 に いる すべ て の ロー で 帝国 軍 エ ニット と 非 ロ 
ー マ 勢 力 戦闘 フェ イズ に 戦闘 を 企 て な く て は な 
まん 記 

〔6.32】 ロー マ 帝 国軍 に 対す る 異な る 種類 の 非 
ロー マ 勢 力 に よる 攻撃 は 、 別 々 に サイ コロ を 振 
り 解決 され ます 。 各 勢力 は その 大 き さ の 順に 従 
っ て 攻撃 し ます 。 す な わ ち 、 最 大 の 戦闘 力 値 を 
持つ も の が 最初 に 攻撃 し ます 。 

〔6.33〕 非 ロ ー マ 勢 力 が 、 他 の 異な る 非 ロ ー マ 
勢力 の ユニ ッ ト が すでに 存在 する 地域 に 進入 し 
た 時 は 、 そ こ で 移動 を 停止 し 、 既 に 存在 し て い 
る 勢力 の 中 で 一 番 小 さき な グ ルー プ を た だ ち に 攻 
撃 し な く て は な り ま せん 。 

〔6.34〕 移動 フェ イズ 中 に 攻 繋 を し た 非 ロ ー マ 
ユニ ッ ト は 、 続 く 非 ロー で マ 勢力 の 戦闘 フェ イズ 
に 攻撃 を 行なう こと は で きま せん 。 

〔6.35) ある 地域 に 進入 し た 非 ロ ー マ 勢 力 の ユ 


ニッ ト が 、 上 既に そこ に 存在 する 最少 の 他 勢 力 を 
攻撃 で き な い と き は 、 逆 に その 勢力 の 攻撃 を 受 


け な く て ば な り ま せん 。 


〔6.86〕 論 族 の ユニ ッ ト の 異な る タイ プ の も の 、 
すなわち 微 募 兵 と 租 貞 部 隊 の 同じ 種族 の も の は 、 


同じ 地域 に 進入 し た 時 で も 三 い に 攻撃 し あう こ 
と は あり ませ ん 。 

〔6.37) ペル シア 軍 の ユニ ッ ト の うち 、 ペ ル シ 
了 ア が 支配 し て いる 州 に 隣接 し て いな い 州 で 消 減 
し た も の は 、 補 充 兵 と し て 復帰 する こと は で き 
ませ ん 。 そ れ ら は ゲー ム の 残り の 間 、 失 われ た 
壮 9 

(6.88] 非 ロ ー マ ユ ニッ ト で 、 他 の 非 ロ ー マ 勢 
力 と 同じ 地域 に 、 そ の 移動 フェ イズ の 初め に い 
た も の は 、 目 的 地 で ある “最も 豊か な 州 " に いる 
の で な い 限 り 、 そ れ ら の 他 勢 力 を 攻撃 する こと 
は で きま せん 。 も し 、 目 的 地 に いる の な ら ば 、 
その ユニ ッ ト は 他 の 勢力 の 一 番 小 さい も の を 攻 
貞 し な く て は な ら ず 、 そ れ 以 上 移動 で きま せん 。 
6.4〕 非 ロ ー マ 帝 国勢 力 の 戦闘 

(6.41]】 ロー マ ( あ る い は ビザ ン テ ィ ウ ム ) へ 進 


軍 す る ロー マ 帝 国 反逆 軍団 が 戦闘 を 行なう の は 、 
ロー マ 帝 国軍 (軍団 と 民兵 ) に 対し て だ け で す 。 


(6.42〕 移動 フェ イズ 中 に は 、 ロ ー マ で 帝国 反 逆 
軍団 は 攻撃 を 行ない ませ ん し (8.21、8.5 参 照 )、 
攻撃 の 対象 と も な り ま せん 。 戦 闘 が 発生 する の 
は 、 戦 闘 フ ェ イ ズ だ け で す (4.2 の C 、F い ずれ 
か 、 あ る い は 両方 )。 

【6.43〕 独立 国 正規 兵 と な っ た ロー マ 帝 国 反 逆 
軍団 の 戦闘 は 、 独 立国 (9.0) と 非 ロ ー マ 勢 力 の 
各 ル ー ル に 従い ます 。 


〔7.0〕 支配 
総則 : 

ロー ママ 帝国 の プレ イヤ ー は ゲー ム に 勝つ た め 
に 、 地 図 に ある 州 を 支配 し な く て は な り ま せん 
(シナ リオ 19.0 参 照 )。 支配 は いつ も 支配 決定 フ 


ェ イ ズ に 判定 され ます 。 決 し て ゲー ムタ に 
他 の 部 分 の 間 に は 決定 され ませ ん 。 州 を 関 | 
きる の は た だ ひと つの 国家 ・ 種 族 だ け で 計 
手順 : ま 
ロー マ 帝 国 が ゲー ムタ ー ン の 終わ り に 痢 座 
配 で きる の は 次 の 場合 の いずれ か で す 請 論 
(1) そ の 州 が 初め か ら 帝 国 の 一 部 分 で お 大 
か な る 敵対 勢力 も そこ に ユニ ッ ト を 置 W 証 計 
い 場 合 。 き 
(② ローマ帝国 が その 州 を 初め か ら 支配 
り 、 そ の 州 に 他 の 敵対 する 単 一 で 最大 の 了 戦闘 
値 を 持つ 勢力 に 対し て 、 そ の 3 分 の 1 に 笠 記 
だ け の 戦闘 力 値 を 維持 し て いる 場合 
SRR 85 と も 
ター ン に 失い 、 現 在 そ こ を 支配 し て いる 蔽 鞍 
カ の 戦闘 力 値 よ り も 、 + ょ りゃ 戦 議 
州 に 移動 し た 場合 
396e 結 bt 
た の で は な い 州 で 、 そ の 州 の すべ て の 民 異 才 
減 き せ 、 そ の 州 に 現在 いる どの 敵対 勢力 より 議 
より 多く の 戦闘 力 値 を を そ を こ に お いて いる 場 春 詞 
(要する に 、 ロ ー マ 軍 勢力 は 、 ゲーム の 初め が 調 
WS DR ゴー そこ 柚 還 
な く と も 1 戦闘 力 値 を 置い て 守備 し な く で | 調 
た MS な 2 wu の 
の 地方 に 進入 し て 来 た な ら ば 、 ロ ー マ 軍 勢 誠 販 
それ に 応じ て 守備 兵 を 増強 する か 、 そ の 敵対 六 
力 を 消滅 きせ な けれ ば な り ま せん ,。) 
事例 : 6 
〔7.1〕 非 ロ ー マ 塾 力 が 州 を 支配 する 方 法 
7.11〕 非 ロー マ 勢 力 が 州 を 支配 する の は 次 の 
SermaTooe 臣 
(敵対 する 民兵 の 戦闘 力 値 ( (も し ゃ れ が 
な ら ば ) を すべ て 消 減 き せ て し まう 。: 1 
(その 州 に いる ロー マ 帝 国勢 力 の 戦闘 カ 値 の 
3 倍 よ り も 、 よ り 多 い 戦 闘 力 値 を 徐 得 する 。 
(c) そ の 州 に お いて 、 他 の どの 英 術 勢力 より 天 
多い 戦闘 力 値 を 持つ 。 
(⑪ 少 な く と も その 川 の 勝利 ポイ ント に 等 し Mi 
だ け の 戦闘 力 値 を 持つ 。 
(7.12) ロー 帝国 反逆 軍団 は 州 を 支配 する 議 
と は で きま せん が 、 ロ ー マ で 帝国 の 支配 は 妨害 
ます 。 非 ロー マ 勢 力 の 州 支配 の 妨害 は し ませ ん 請 論 
(7.18) 州 の 支配 は どちら か の 側が 支配 の 条件 還 
を 満た し た 場合 に 問題 と され ます 。 も 
(7.14) いずれ か の 非 ロ ー マ 勢 力 が 独立 国 で あ 
る 州 の 支配 を 得る た め に は 、 そ の 勢力 は 独立 国 開 訟 
正規 兵 ユ ニッ ト と 民兵 を 第 一 に 消滅 させ 、 そ の 靖 
後に 、 他 の 支配 を 確定 する の に 必要 な 要求 事項 半 
を 満た さ な け れ ば な り ま せん 。 
(7 .2〕 ロー マ 帝 国 が 支配 を 失う 特例 
ロー マ 帝 国 反 送 軍団 も し く は 反乱 民兵 が 、 そ 
の 数 は いく つ で あっ て も 、 支配 決定 フェ イズ に 
州 に 存在 する 場合 は 、 ロ ー マ 帝 国 は その ゲー ム 
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〔8.0〕 ロー マ 帝 国 反 逆 軍団 


総則 : 

軍団 反 送 フェ イズ に 、 あ る 地域 に ロー 帝国 
軍団 が 4 以上 存在 する 時 は いつ で も 、 反 逆 が 起 
こる か どう か を サイ コロ を ひと つ 振 っ て 調べ な 
けれ ば な り ま せん 。 
手順 : 

サイ コロ を ひと つ 振 っ て 軍団 反逆 表 を 調べ ま 
す 。 サ イコ ロ の 出 た 目 と 、 そ の 地域 に 存在 する 
軍団 の 数 に 対応 する 欄 と の 変 差す る 所 で す 。 
事例 : 

【8.1〕 独立 国 の 形成 
[8.11〕 ロー マ 帝 国 反 逆 軍 団 は 反逆 が 決定 され 
た の ち 、 た だ ち に サイ コロ を ひと つ 振 っ て 、 ロ 
ー マ ム へ 移動 する か 、 独 立国 を 形成 する か を 決定 
し な く て は な り ま せん 。 出 た 目 の " 1 "は ロー マ 
常 国 反 逆 軍 団 が 現在 いる 州 で 独立 国 を 形成 する 
こと を 意味 し ます 。 他 の すべ て の 目 は ロー マ 帝 
国 反逆 軍団 が ロー マ へ 行進 する こと を 意味 し ま 
す 。 

〔8.12]〕 ロー で 帝国 軍団 が 反逆 し た 州 で 内 乱 が 
進行 中 で あっ た 時 に は 、 こ れ ら の 軍団 は 自動 的 
に その 内 乱 に 組み し 、 そ の 州 は 独立 国 と な り ま 
す 。 

〔8.13) ロー マ 帝 国 反逆 軍団 で 独立 国 に 加わ っ 
た も の は すべ て の 点 に お いて ロー マ 帝 国軍 団 と 
みな され な く な り 、 独 立国 正規 兵 テ ニッ ト と な 
り ま す 。 し か し な が ら 、 も し それ ら が 消 減 し た 
場合 に は 、 そ の 戦闘 力 値 は 通常 の 方 法 通り に ロ 
ー マ 帝 国軍 の 補充 兵 と し て 貯め て お か れ ま す 。 
[8.2)】 ロー マ ( イ タリ ア A ) へ の 進軍 
〔8.21] ロー ママ 帝国 反 逆 軍 団 が ロー マ へ 移動 し 
な く て は な ら な いと な っ た 場合 に 、 そ の 通り 道 
に ある 地域 を 占領 し て いる ロー マ で 帝 国軍 団 の 反 
逆 軍 より 小さ いも の は みな 、 た だ ち に ロー マ 帝 
国 反逆 軍 と な り 、 ひ と つの グル ー プ と し て 一 緒 
に ロー マ へ 行進 し ます 。 

〔8.22〕 ロー マ で 帝国 反逆 軍団 が ロー マ (イタ リ 
ア A) に 到達 し た 時 は 、 た だ そこ に 留まっ て い 

る だ け で す 。 も し も 、 そ の 反逆 軍団 が 地図 の ど 
の 地域 に いる 軍団 (反逆 軍 で あろ うと な か ろう 
と ) の 中 で 最大 の グル ー プ で ある 、 も し く は そ 
うな っ た 場合 は 、 現在 進行 し て いる ゲー ムタ ー 
ン の 終わ り に 、 次 の よう に し ます 。 

( ぁ ) す べ て の ロー マ に いる ロー ママ 帝国 反逆 軍団 
は 正規 の ロー マ 帝 国軍 団 に も どり ます 。 

(b) ロ ー マ で 帝国 の 国庫 か ら 33 ク レジ ッ ト を 差し 
引き ます 。 も し 必要 な ら ば 、 国 庫 は 赤字 (マイ 
ナス の ) 状態 と な り ま す 。 

〔8.23〕 複数 の ロー マ で 帝国 反 逆 軍団 ユニ ッ ト の 
グル ー プ が 同時 に ロー マ ( あ る い は ビザ ン テ ィ 
ウム ) を 目 差す 場合 に は 、 目 的 地 に 最も 近い 地 


域 に いる グル ー プ か ら 先 に 動か し ます (移動 カ 
で 数 えま す 。 等 し い 場 合 は サイ コロ で ラン ダム 
に 決め ます )。 

〔8.3〕 帝国 の 分 割 

紀元 390 年 まで の すべ て の シナ リオ (1 一 4) に 
お いて は 、 独 立国 を 形成 し な か っ た ロー マ 帝 国 
反逆 軍団 は 常に ロー マ ( イ タリ ア A) に 向かっ て 
進軍 し ます 。 

紀元 390 年 以降 ロー マ ( イ タリ ア A ) に 向かっ 
て 進軍 する の は 、 独 立国 を 形成 し な か っ た ロー 
マ 帝 国 反逆 軍団 の うち 、 ト ラキ ア と エジプト の 
両国 より 西 (両国 は 含ま な い ) で 反逆 し た も の だ 
け で す 。 こ の 条件 に 合わ な いも の (東方 で 反逆 


し た も の ) は 、 ビ ザン ティ ウム (トラ キア B) に 


行か な く て は な り ま せん 。 
〔8.4〕 攻撃 時 の も ろ さ 
ロー で マ 帝国 反逆 軍団 が ロー で 帝国 軍団 の 攻撃 


を 受け 、 な ん ら か の 戦闘 結果 を 被っ た 場合 に は 、 


その 結果 を 適用 し た 後に 、 そ の ロー マ 帝 国 反 逆 
軍団 は 戦闘 力 値 を 通常 の ロー 帝国 軍団 の 戦闘 
力 値 に 変え られ ます 。 
〔8.5] ロー マ 国 反逆 軍団 の 移動 の 自由 
ロー マ "帝国 反逆 軍団 は いか な る ロー ぞ マ 帝国 以 
外 の 勢力 の 存在 する 地域 で も 、 自 由 に 進入 、 通 
過す る こと が で きま す 。 ロ ー マ 帝 国 反 逆 軍 団 が 
止ま ちら な けれ ば な ら な い の は 、 自 分 の 戦闘 力 値 
の 半分 より 多い 戦闘 力 値 の ロー で 帝国 軍 (民兵 
と 軍団 の 合計 ) の いる 地域 だ け で す 。 


〔9.0) 独立 国 
総則 

ロー で マ 帝国 反逆 軍団 で ロー マ へ 進軍 し な か っ 
た も の は 独立 国 を 形成 し ます 。 独 立国 を 形成 し 
た ロー 帝国 反逆 軍団 は 現在 利用 可能 な ロー マ 
帝国 軍 の 戦闘 力 値 か ら 減算 を され ます ( す な わ 
ち 、 ロ ー マ 帝 国軍 の 勢力 は 独立 国 を 形成 し た 分 
の 戦闘 力 値 を その 合計 か ら 減少 させ られ ます )。 
ロー マ 帝 国軍 団 が 独立 国 へ と 転じ た 場合 に は 、 
独立 国 マ ー カ ー を の せ た 正 規 兵 の 戦闘 力 値 に 置 
きか そえ られ ます 。 
手順 : 

ロー で 帝国 反逆 軍団 が 和 独立 国 の 本 拠 地 と し て 


“採用 "し た 州 は すべ て 、 い つも 、 活 性 化し た 民 ・ 


兵 を 持ち ます 。 そ れ が ロー マ 帝 国 統治 下 で は 活 
性 化し て いな か っ た と し て も 、 で す 。 こ の 本 拠 
地 と きれ る 州 は 常に その 反逆 が 起こ っ た 州 で す 。 
事例 : ・ 

〔9.1〕 身分 の 衰 失 

(9.11〕 独立 国 を 形成 し た 軍団 は 、 ロ ー マ 軍 団 
と し て の 身分 を 失い 、 非 ロー マ 帝国 勢力 や 非 ロ 
ー マ 勢 力 と 同様 に 戦闘 力 値 に De の 戦闘 結果 
を 受け な けれ ば な り ま せん 。 

[9.2〕 独立 の 衰 失 

〔9.21〕 独立 国 は 、 い ずれ か の 敵対 勢力 が その 


= THE FALL OF ROME Rules, page 7 ロー マ 帝 国 の 減 亡 


本 拠 地 で ある 州 の 支配 を 得 て し ま っ た 時 に は 、 

その 独立 国 た る こと を や め ま す 。 独立 国 が 本 抗 
地 で ある 州 を 失う こと に よっ て 消 減 し た 場合 に 
は 、 独 立国 正規 軍 の 勢力 は た だ ち に ロー で マ 帝 国 
軍団 に 復帰 し ます 。 

〔9.3〕 独立 国 の 拡大 

〔9.31〕) 独立 国 の 正規 軍 エ ユエ ニット は 、 隣 接する 
ロー マ で 帝国 が ペル シア の 支配 する 州 の うち で 、 

最も 民兵 の 戦闘 力 値 の 低い 所 へ 進入 し 、 そ の 征 
服 を 企 て な く て は な り ま せん 。 こ れ は 、 本 拠 地 
に 隣接 する それ ぞ れ の 州 の み に 対 し て 、 次 か ら 
次 へ と 実行 され ます 。 す で に 支配 し て いる 地域 
の 支配 が 妨害 され た 時 に は 、 独 立国 ニ ユニット は 
ペル シア 軍 の よう に (5.72 参 照 ) そ の 支配 を 復活 
させ よう と し な く て は な り ま せん 。 独立 国 が 州 
を 支配 し た 後 は 、 そ の 支配 を 維持 する た め に 戦 
闘 力 値 を 残し て お く 必 要 は あり ませ ん 。 征服 さき 
れ た 後 は 、 そ の 征服 され た 州 の 民兵 は 新しい “所 
有 者 "すなわち 独立 国 の 勢力 と し て 行動 し ます 。 
そし て 、 そ れ は シナ リオ で 活性 化し て いな い 場 
合 で も 活性 化 さ れ ま す 。 

(9.32) すべ て の 独立 国 ユ ニッ ト は 、 隣 接し て 
いる 州 の 征服 に 移動 する 前 に 、“ 本 拠 地 州 " に い 
る すべ て の 敵対 勢力 を 掃討 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 万 一 、 本 拠 地 と な っ て いる 州 に 敵対 勢力 が . 
再び 入っ て 来 た 時 に は 、 独 立国 勢力 は 戻っ て 来 
て 、" 本 拠 地 州 " に いる 敵対 勢力 を 掃討 し 直さ な 
く て は な り ま せん 。 


〔10.0) 民兵 


総則 : 

民兵 と は 、 そ の 州 に 敵対 勢力 が 存在 する か 、 
ロー マ 帝 国 に 内 乱 が 起こ る か し た 時 に だ け ゲ ー 
ム に 登場 する 地方 の テス ニット で す 。 民 兵 は その 
本 拠 地 の 州 の 外 で は 使用 で きま せん 。 各 州 の 戦 
闘 力 値 の 数 は 地図 上 に 民兵 戦闘 力 値 と し て 印刷 
され て いま す 。 それぞれ の 州 に は 、 こ の よう に 
し て 、 固 有 の 民兵 の 割り 当て が あり ます 。 民兵 
が 使用 され 、 敵 対 勢力 が 追い 払わ れ た 後 は 民兵 
は 取り 除 か れ ま す 。 も し 、 ゲ ダー ム の 後 の 時 点 で 
再び 発動 きれ た 場合 に は 、 完 全 な 戦闘 力 値 で 復 
帰し ます 。 
手順 : 

ある 州 に 敵対 勢力 が 進入 し た 時 は いつ で も 、 
その 州 の 民兵 (も し それ が 活性 化し て いる な ら 
ば ) は 配置 の ルー ル (13.0 参 照 ) に 従っ て 地図 上 
に お か れ ま す ( 例 外 : ロー マ 帝 国 反逆 軍団 10.7) 。 
プレ イヤ ー の 自由 な 判断 で どこ に で も 置け る ロ 
ー マ 帝 国民 兵 は 例外 で す 。 こ れ は 反乱 民兵 の 配 
置 に も 用 いら れ ま す 。 

事例 : 

〔10.1〕 民兵 の 移動 能力 

(10.11〕 ロー マ 帝 国民 兵 以 外 の 民兵 エニ ッ ト 
は 、 登場 する 時 に 配置 きれ た 地域 の 外 へ 移動 す 
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る こと は で きま せん 。 
〔10.12〕】 ロー マ 帝 国民 兵 は 、 自 分 の いる 州 の 
中 な ら ば 地域 か ら 地 域 へ 自由 に 移動 し 、 戦 うこ 
と が で きま す 。 た だ し 、 そ の 州 を 離れ る こと は 
導き まま ん 。 
[10.2) ペル シア 軍 と 民兵 

ベル シア 軍 が 州 の 支配 を 得 た 時 は 、 そ の 州 の 
民兵 は し ただちに ペル シア 軍 の も の と な り ま す ( す 
な わ ち 、 本 来 か ら の ペル シア 軍民 兵 と 同様 に 出 
現し 、 戦 いま す )。 こ の 場合 に 、 一 度 ペ ルシア 軍 
が 去り 、 そ の 後 ペ ルシア 軍 が 征服 し た 州 に 戻っ 
て 来 た と し て も 、 そ の 州 の 民兵 は ペル シア プア 軍 に 
対し て 起ち 上 が る こと は あり ませ ん 。 ペ ルシア 
軍勢 力 だ けが 、 民 兵 を 友軍 勢力 に か える こと が 
で きる の で す 。 こ の 新しい ペル シア 軍民 兵 は そ 
れ 以 前 は 活性 化し て いな い 時 で も 、 常 に 活性 化 
され ます 。 
(10.3〕 反乱 民兵 勢力 の 増加 
〔10.31] ロー マ 帝 国内 乱 フ ェ イ ズ (ゲー ム の 
進め 方 4 .2 参照 ) に 内 乱 を 起こ し た 州 の 地図 
上 に すでに 民兵 が 存在 する 場合 、 そ の 民兵 は ロ 
ー マ 帝 国 に 敵対 し ます 。 し か し な が ら 、 そ の 州 
に 民兵 が 追加 され る こと は あり ませ ん 。 
〔10.32〕】 ロー マ 帝 国 が 支配 決定 フェ イズ まで 
に 、 内 乱 が 起き た 州 の いずれ か の 地域 に 少な く 
と も その 戦闘 力 値 に 等 し い 戦闘 力 値 を 移動 で き 
な か っ た 場合 に は 、 反 乱 民兵 (の 戦闘 力 値 ) は 2 
倍 に な り ま す 。 こ の 倍増 は 、 ロ ー マ 帝 国 が 要求 
され る だ け の 勢力 を 移動 きせ る か 、 反 乱 民兵 が 
その 州 の 民兵 戦闘 力 値 に 達する か する まで 、 各 
ゲー ムタ ー ン 毎 に 続け られ ます 。 
(10.33〕 増加 し た ぶん の 民兵 戦闘 力 値 は 、 非 ロ 
ー マ 勢 力 の 配置 ルー ル (13.0 参 照 ) に 従っ て お か 
れ ま す 。 
〔10.4〕 民兵 力 の 回 復 

敵対 勢力 が 民兵 の 一 部 を 消滅 きせ た 後に 州 を 
出 て 行っ た 場合 、 そ の 州 に いずれ か の 敵対 勢力 
が 再度 進入 し た ら 、 た だ ち に その 民兵 は も と の 
完全 な 戦闘 力 値 で 復帰 し ます 。 
〔10.5〕 民兵 と 支配 

ある 州 の 支配 を 得 よ うと し て いる 勢力 に 対し 
て 敵対 し て いる 民兵 テニ ッ ト は 、 そ の 勢力 が 支 
配 を 得る まえ に 完全 に 消 減る きせ られ な けれ ば な 
り ませ ん 。 
〔10.6〕 民兵 の 変動 性 

以上 の よう に 、 州 の 民兵 戦闘 力 値 は ロー マ 帝 
国軍 、 ペ ルシア 軍 、 独 立国 、 反 乱 民兵 と な り 得 
ます し 、 誰 族 (シナ リオ の 初め に ロー マ 帝 国 に 
よっ て 支配 され て いな い 場 合 ) に さえ も な り 得 
表す :。 
〔10.7) ロー マ 帝 国 反逆 軍団 

ロー マ に 向かっ て 行進 し て いる ローマ帝国 反逆 
軍団 の 戦闘 力 値 は 州 に 進入 また は 通過 を し て も 
敵対 する 民兵 を 出現 させ る 原因 と は な り ま せん 。 
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〔11.0〕) 
総則 : 

ロー マ で 帝国 と ペル シア 夫 力 は ゲー ムタ ー ン の 
終わ り に 軍隊 と 補充 兵 に クレ ジッ ト を 支払 わな 
く て は な り ま せん 。 加 えて 、 ロ ー マ 軍 は 刻 族 へ 
の 贈 由 フェ イズ に 刻 族 の "買収 "を 選ぶ こと が で 
きま す 。 
手順 : 

税金 の クレ ジッ ト は 、 支配 し て いる 州 の 中 で 、 
敵対 勢力 の いな ぃ 所 は 勝利 ポイ ント の 数 すべ て 、 
敵対 勢力 の いろ 所 は 勝利 ポイ ント の 半分 を 総合 
計 し た も の に 等 し い 額 で す 。 こ れ ら の 税金 の ク 
レジ ッ ト は 徴税 フェ イズ に 国庫 に 加え られ ます 。 
税金 対象 中 の 夫 ク レジ ッ ト は 切り 捨て ちら れ ます 。 
事例 : 
【11.1〕 ロー マ 帝 国 の 国庫 
〔11.11) ロー マ 帝 国軍 プレ イヤ ー は 地図 上 の 
それ ぞ れ の 反逆 し て いな い ロ ー マ で 帝国 軍団 の 戦 
闘 力 値 に 対し て 、 そ れ ぞ れ 2 クレ ジッ ト を ゲー 
ムタ ー ン ご と の 後 税 フ ェ イ ズ に 支払 わな く て は 
な り ま せん 。 
【11.12〕 現在 利用 可能 な ロー マ で 帝国 軍団 の 戦 
闘 力 値 の 中 か ら 補 充 を し よう と する な ら 、 そ の 
軍団 を 置く こと の で きる ゲー ムタ ー ン の 後 税 フ 
ェ イ ズ に それ ぞ れ 3 クレ ジッ ト を 支払 わな く て 
は な り ま せん 。 

(11.13)】 も し 、 ロ ー マ 帝 国 の 国庫 が すべ て の 
軍団 の 戦闘 力 値 に 2 クレ ジッ ト を 支払 うだ け の 
充分 な クレ ジッ ト が な い 場 合 に は 、 ど の 戦闘 力 
値 が 支払 い を 受け な いか を 選ば な く て は な り ま 
せん 。 こ の 支払 い を 受け な いも の は 最大 の 戦闘 
力 値 の ある 地域 か ら 選 ば れ な く 〈 く て は な り ま せん 。 
支払 われ な い 戦 闘 力 の それ ぞ れ に つい て サイ コ 
ロ ひ と つ を 振り ます 。 “1 "2"、"3 "は その 軍 
団 の 戦闘 力 値 は 反乱 を 起こ し ます (反逆 し ます )。 
"4" ご 5"、6"、 な ら ば その 軍団 は 忠実 な まま 
で す ( そ し て 、 ベ ルト を きつ くし め 直 すわ け で す )。 
(11.14〕 補充 兵 を 導入 する 前 に 、 地 図 上 に あ 
る 現在 の すべ て の ロー ぞ マ 帝国 軍団 の 戦闘 力 値 に 
2 クレ ジッ ト を 支払 わな く て は な り ま せん 。 こ 
ちら が 優先 し ます 。 

(11.15〕 民兵 が 反乱 を 起こ し て いる 州 も し く 
は ロー マ 帝 国 反 逆 軍 団 が 占め て いる 州 か ら は 、 
ロー マ 帝 国 は な ん の 税金 も 得 ら れ ま せん 。 
〔11.2〕 刻 族 へ の 贈 賭 

(11.21] ロー で 帝国 の 国庫 は 息 族 を “買う " こ 
と が で きま す 。" 買 う " た め に は 座 族 の 戦闘 力 値 
1 に つき 1 クレ ジッ ト か か り ま す 。 

〔11.22〕 “買わ れ た " 誰 族 は 買い 入れ の 行なわ 
れ た 時 に つづ く ゲ ー ム ター ン に は 、 移 動 も せ ず 、 
ロー で マ 帝国 軍団 を 攻撃 も し ませ ん 。 し か し な が 
ら 、 ロ ー マ 電 国 の 攻撃 に 対し て は 普通 に 防御 を 
に ま ず 。 

(11.23) ロー ママ 帝国 は いく ら で も 、 望 むだ け 


国庫 


た くさ ん の 店 族 を “買う "こと が で きま す 。 そ れ 
を する 余裕 が ある と みな され る 時 に で す が 。 
【11.24〕 同一 の 地域 に いる 褒 族 の 個々 の 種類 
勢力 は 全体 と し て 買わ れ な けれ ば な り ま せん 。 
ロー マ 帝 国 は 徐 族 の グル ー プ の ある 一 部 を “ 買 
2 で > こと は で きま うち 

[11.3}】 ペル シア の 国庫 

(11.31】 プレ イヤ ー は それ ぞ れ の ペル シア 軍 
正規 兵 の 戦闘 力 値 1 に つき 各 ゲ ー ム ター ン ご と 
に 2 クレ ジッ ト を 支払 わな けれ ば な り ま せん 。 
[11.32)】 ペル シア 軍 プ レイ ヤー は ユニ ッ ト を 
補充 する た め に 、 そ の 補充 する ゲー ムタ ー ン に 
その 戦闘 力 値 に つき 5 クレ ジッ ト を 支払 わな く 
て は な り ま せん 。 

(11.88) ペル シア 軍 が いずれ か の ユニ ッ ト に 
支払 い が で き な か っ た な ら ば 、 プ レイ ヤー の 選 
択 に 従っ て 、 そ の 支払 われ な か っ た ユニ ッ ト は 
消 減 し ます 。 


〔12.0〕 補充 兵 ー 


総則 : 

ロー マ 帝 国軍 と ペル シア 軍 は 戦闘 に よっ て 失 
っ た 民兵 以外 の 、 正規 兵 テ ニッ ト を 補充 する こ 
と が で きま す 。 秦 族 、 独 立国 、 ロ ー マ 帝 国 反 逆 
軍団 は 補充 兵 を 受け 取る こと は あり ませ ん 。 
手順 : 

ロー マ 帝 国軍 、 ペ ルシア 軍 の 戦闘 力 値 が 消 減 
し た 時 は 、 そ れ は 地図 上 か ら 取り 除 か れ ま す 。 
消 減 し て か ら ロ ー マ 帝 国軍 は 2 ゲー ムタ ー ン 、 
ペル シア 軍 は 5 ゲー ムタ ー ン た っ た ら 、 そ の 戦 
闘 力 値 は ロー 帝国 軍 、 ペ ルシア 軍 補 充 フ ェ イ 
ズ の 間 に ゲ ー ム に 復帰 で きる よう に な り ま す 。 
事例 : 
〔12.1〕 ロー マ 帝 国軍 の 補充 
(12.11〕 軍団 の 戦闘 力 値 を 補充 する た め に 、 
ロー マ 帝 国軍 は それ を 補充 する ゲー ムタ ー ン に 
その 戦闘 力 値 に つき 3 クレ ジッ ト を 支払 わな く 
て は な り ま せん 。 そ の 後 は 、 そ れ は すべ て の 点 
で 本 来 か ら の 軍団 と 同じ で す 。 
〔12.12〕 ロー マ < 帝国 軍 の 補充 兵 は その 補充 フ 


ェ イ ズ 中 に 、 プ レイ ヤー の 自由 な 判断 に よっ て 、 
イタ リア A、 ト ラキ ア B、 シ リア C の どれ か に 
現われ ます 。 


(12.13〕 支払 い を 受け られ な か っ た 補充 兵 は 、 
ゲー ムタ ー ン に 地図 上 に 配置 する こと は で きま 
せん 。 そ れ は 後 の 支払 い が 可 能 に な っ た 時 点 で 
いつ で も 、 補 充 フ ェ イ ズ に 地図 上 戻す こと が で 
きま す 。 

(12.14〕 補充 兵 を 配置 し よう と する 地域 に 敵 
対す る 勢力 の ユニ ッ ト が いて も 、 配 置 は で きま 
す 。 た だ し 、 そ の 州 が ロー マ 帝 国 の 支配 下 で な 
く 〈《 て は な り ま せん 。 

〔12.2〕 . ペル シア 軍 の 補充 

〔12.21]】 ユニ ッ ト を 補充 する た め に 、 ペ ル シ 


ア 軍 は それ を 補充 する ゲー ムタ ー ン に 戦闘 力 値 
に つき 5 クレ ジッ ト を 支払 わな く て は な り ま せ 
ん 。 そ の 後 は すべ て の 点 で 本 来 か ら の ユニ ッ ト 
と 同じ で す 。 

(12.22) ペル シア 軍 の 補充 兵 は ペル シア に 現 
われ ます 。 

〔12.23〕 補充 兵 の 支払 い を 受け られ な か っ た 
も の は 、 そ の ゲー ムタ ー ン に 地図 上 に 配置 する 
こと は で きま せん 。 そ れ は 後 の 支払 い が 可 能 に 
な っ た 最初 の 補充 フェ イズ に 地図 上 に 戻ら な く 
て は な り ま せん 。 

【12.24) ペル シア の 支配 する 州 に 隣接 し て い 
な い 所 で 消 減 し た ペル シア 軍 ユ ニッ ト は 、 永久 
に 失わ れ 、 補 充 兵 と し て 戻っ て 来る こと は で き 
ませ ん 。 

(12.25) ペル シア 軍 の 補充 兵 は 、 最 も 遠く ま 
で 前 進 し て いる ペル シア 軍部 隊 に 1 移動 フェ イ 
ズ で 到達 で き な い な ら ば 、 ペ ルシア の 外 へ 移動 
する こと は で きま せん 。 ペ ルシア に いれ ば 普通 
に 攻撃 し 、 防 御 す る こと が で きま す 。 こ れ ら の 
補充 兵 は 、 以 前 に 支配 し て いた 州 の 支配 が 失わ 
れる こと に よっ て 優先 順位 が くつ が えっ た 場合 
に は ペル シア の 外 へ 移動 し な く て は な り ま せん 。 


〔13.0〕) 非 ロ ー マ 勢 力 の 配置 


総則 

ゲー ム の プレ イ 中 に 、 ユ ニッ ト を 特定 の 州 に 、 
その 州 の どの 地域 に か 明確 に する こと な し に 、 
配置 する よう に 求め られ る こと が あり ます 。 こ 
れ は ラン ダム に 選ば れ ま す 。 
手順 : 

発生 し た 徐 族 、 ペ ルシア の ペル シア プア 軍 補 充 兵 、 
敵対 勢力 や 反乱 に よっ て 活性 化し た 民兵 を 配置 
し よう と いう 時 は 、 そ の 位置 を 決定 する た め に 
次 の 手順 に 従い ます 。 
事例 : 

[13.1〕 地域 が ひと つの 州 

地域 が ひと つの 州 に は 何 の 間 題 も あり ませ ん 。 
単に 示さ れ た 地域 に ニ ユニット を 置く だ け で す 。 
〔13.2〕 複数 の 地域 の 州 

地域 が 複数 ある 地域 で は 、 そ れ ぞ れ ア ルフ ァ 
ベッ ト の つい た 地域 に アラ ビア 数 字 を 割り 当て 
ます て 例 ば AA 三 、。B き る で テ 3.、D 三 4 
と いう わけ で す 。 非 ロー マ 勢 カー ニ ッ ト の グル 
ー プ を 配置 する 場合 は 、 サ イコ ロ ひ と つ を 地域 
の ひと つ を 表わす 数 字 の 結果 が 出る まで 振り ま 
す 。 す べ て の 戦闘 力 値 は まとめ て こう し て 決め 
られ た 地域 に 配置 され ます 。 


(4.0〕) 戦闘 結果 表 ( 地 図 参 照 ) 


〔14.1〕 結果 の 解説 

6 対 1 の 戦力 比 を 越え る 攻撃 は 6 対 1 と し て 
扱わ れ ま す 。 1 対 1 の 戦力 比 に 満た な い 攻 撃 は 
許さ れ ま せん 。 戦 闘 に よる 損失 は 次 の 順に 優先 


っ 


的 に 引か れ ま す 。(1 ) 正 規 兵 テニ ッ ト 、( 2 ) 襲 
撃 部 隊 、( 3 ) 民 兵 エ ニッ ト ( 戦 闘 の 事例 6 .13 参 
照 )。 

D e 王 防御 側 消 減 。 す べ て の 防御 側 の 戦闘 カ 
値 は 消 減 し 、 地 図 上 か ら 取り 除 か れ ま す 。 

2D e 防御 側 史 消 減 。D e と 同様 で す が 、 
防御 側 戦闘 力 値 の 必 だ け ( 端 数 切り 上 げ ) が 消 減 
し ます 。 ロ ー ぞ 帝国 以外 の 勢力 が ロー マ 帝 国軍 
団 を 攻撃 し た 時 は 、 必 D e は 効果 な し と な る こ 
と に 注意 。 ロ ー マ で 帝国 民兵 の ユニ ッ ト は 必 D e 
の 結果 は 受け ます 。 

E x 三 変換 。 す べ て の 防御 側 の 戦闘 力 値 と 、 
それ に 等 し い だ け の 攻撃 側 の 戦闘 力 値 が 共に 消 
減 し ます 。 

2E x 三 多 の 交換 。 す べ て の 防御 側 の 戦闘 カカ 
値 と 、 そ の 半分 に あたる 攻撃 側 の 戦闘 力 値 が 共 
に 消 減 し ます 。 

ペル シア 軍 正 規 兵 、 ロ ー マ で 帝国 軍団 (反逆 し 
て いて も いな く て も )、 独 立国 正規 兵 テ ユニ ッ ト 
は 消滅 し た り 交 換 さ きれ た り し た 時 に 常に 補充 兵 
と し て 適切 な も の と な り ま す (12.0 参 照 ) 。 


(45 .0) 期間 表 


(6.0〕 育 族 発生 表 ( 地 図 参照 ) 


16.1〕 刻 族 発生 表 の 使い 方 

この 表 は シナ リオ に よっ て さま ざま な 頻度 で 
使用 きれ ます 。 そ の 頻度 は その ゲー ムタ ー ン が 
どの 期間 に 当て は まる か に よっ て 決定 され ます 。 
(期間 表 15.0 お よび 頻度 表 16.3 参 照 )。 こ の 表 を 
使用 する た びに 、 サ イコ ロ を ひと つ 振 り 、 そ の 
ゲー ムタ ー ン に は どの 横 欄 を 使う の か を 決め ま 
す 。 そ し て 、 頻 度 表 に 記さ れ た 回 数 だ け サ イコ 
ロ を また 振り ます 。 後 の 2 回 目 の サ イコ ロ を 振 
る 時 は 、 同 じ 横 欄 が その 都度 使わ れ ま す 。 
(16.2〕 結果 の 解説 

@ 三松 族 は 発生 し ませ ん 。 

それ 以外 の すべ て の 記号 は 文字 (し か R ) か ら 
な っ て いま す 。 こ れ は 誰 族 の 種類 (= 徴 募 兵 、 
R 三 襲撃 部 隊 ) を 表わし て お り 、 数 字 は 発生 する 
戦闘 力 値 の 数 を 示し て いま す 。 そ れ ぞ れ の 州 に 
発生 し た 戦闘 力 値 を 集計 し た 後に 、 こ れ ら を ロ 
ー マ 帝 国 以外 の 配置 手順 (13.0) に 従っ て 配置 し 
ます 。 
(16.3〕 刻 族 発生 頻度 表 ( 地 図 参照 ) 


〔17.0〕 ロー マ 帝 国内 乱 可 能 性 表 
(地図 参照 ) 
〔17 .1) ロー マ 帝 国内 乱 可 能 性 表 の 解説 

この 表 は 単に ゲー ムタ ー ン の あて は まる 期間 
と サイ コロ ひと つの 出 た 目 の 変 差 に より ます 。 
"no "の 結果 は た だ この 手順 が そこ で 終わ り だ 
と いう 意味 で す 。“yes" の 結果 は プレ イヤ ー が 
ロー マ 帝 国内 乱 結果 表 に 進む こと を 意味 し ます 。 
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〔17 .2)】 ロー マ 帝 国内 乱 結果 表 ( 地 図 参照 ) 
〔17 .3)】 ロー マ 帝 国内 乱 結果 表 の 解説 

17.0 の 表 で "yes” の 結果 が 出 た な ら ば 、 プ レ 
イヤ ー は この 表 で サイ コロ を 振り ます 。 そ れ ぞ 
れ の サイ コロ の 出 た 目 に よっ て 、 さ ま ざ ま な 州 
の 名 前 の 欄 に 数 字 が 表 わ れ ます 。 こ の 数 字 が そ 
の 州 に 出現 する 反乱 民兵 の 戦闘 力 値 で す 。 反 乱 
民兵 は 非 ロ ー マ 勢 力 の 配置 手順 (13.0) に 従っ て 
配置 され ます 。 
〔17.81】 その 州 が すでに 反乱 し て いる の な ら 
ば 、 再び 反乱 する こと は あり ませ ん 。 こ の 結果 
は 無視 し て 下さ い 。 独 立国 は 反乱 し て いる も の 
と みな し ます 。 
(17.82) “A" か ら "F" ま で の 期間 で は 、 反乱 
は ロー マ で 帝国 軍勢 力 に よっ て 支配 され て いる 州 
に の み 発 生 し ます 。 期間 G で は ペル シア の 支配 
する 州 を の ぞい て 、 他 の すべ て の 州 で 発生 し ま 
すら 
〔17 .33) カッ コ の 中 に 記さ れ た 結果 は 期間 "G” 
の 時 に の み 、 他 の すべ て の 結果 に 付け 加え て 用 
いら れ ま す 。 
〔17.84〕 内 乱 州 に お いて ロー マ 帝 国軍 勢力 の 
戦闘 力 値 が 反乱 民兵 の 戦闘 力 値 を 越え る 場合 、 
その ぶん だ け 反 乱 民 兵 は 戦闘 力 値 を 減ら され ま 
す 。 内 乱 は この 方 法 に よっ て 完全 に 押さ きえ る こ 
どの が た だ さ きま (の 。 
〔17.35〕 何ら か の 理由 に よっ て ロー マ 帝 国軍 
民兵 が 地図 上 に 存在 し 、 そ の 時 に その 州 で 内 乱 
が 発生 し た な ら ば 、 そ の 既に いた 民兵 は 反乱 民 
兵 に 転じ 、 そ の 仔 置 に 止ま り ま す 。 


〔18.0〕) 軍団 反逆 表 ( 地 図 参 照 ) 


[18.1〕 軍団 反逆 表 の 使い 方 

各 ゲ ー ム ター ン の 軍団 反逆 フェ イズ に プレ イ 
ヤー は 地図 上 の 地域 を 調べ ます 。 4 つ 以 上 の ロ 
ー マ 帝 国軍 団 の いる すべ て の 地域 それ ぞ れ に つ 
いて 、 プ レイ ヤー は 反逆 の 可能 性 の た め に サイ 
コロ を 振ら な く て は な り ま せん 。 こ の サイ コロ 
の 出 た 目 は その デー ムタ ー ン の あて は まる 期間 
に よっ て 修正 され ます 。 修正 さ れ た サイ コロ の 
出 た 目 は その 地域 の 軍団 の 戦闘 力 値 の 数 と 交差 
する 点 を 調べ 、 反 逆 が 起こ る か どう か 、 ま た その 
大 き さ を 決定 し ます 。“~ @ "は 反逆 が 起こ らち ら な いこ 
と を 示し ます 。 一 方 、 数 字 の 方 は 反逆 し た 戦闘 
カ 値 を 示し ます 。 
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電 記 5 紀 THE FALL OF ROME Rules, page ro 


"ローマ帝国 の 減 亡 "は シナ リオ に よっ て プレ 
イ さ れ ま す 。 シ ナリ オ と は 、 限 定 さ れ た 期間 の 
歴史 的 状況 で あり 、 プ レイ ヤー は ここ て 特定 の 
目的 を 達成 し よう と する の で す 。 

ここ に は 6 つの シナ リオ が あり ます 。 そ れ ぞ 
れ に は この ゲー ム を 行なう の に 必要 な 情報 が 明 
確 な 構成 を 用 いて 書か れ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 
シナ リオ は 西暦 の 年 で 特定 され て お り 、 そ れ は 
最初 の 年 (ゲー ムタ ー ン ) を 示し て いま す 。 

シナ リオ に 記さ れる 情報 は 次 の よう な 構成 で 
表わさ れ て いま す 。 

1 ) ロー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 と 勢力 

その 詳細 は 、 ど の 州 を 初め か ら ロ ー マ 帝 国 プ 
レイ ヤー が 支配 し て いる か 、 そ の 州 が 活性 化し 
た 民兵 を 持っ て いる か 、 ロ ー マ 帝 国 の 軍団 の 戦 
闘 力 値 が どこ に 配置 され て いる か と いう こと で 
す 。 州 の 名 前 の 後 の カ ッ コ の 中 の 数 字 は その 州 
の ひと つ 、 あ る い は それ 以上 の 地域 に 配置 され 
る ローマ帝国 軍団 の 数 を 示し て いま す 。 

2 ) ペル シア 軍 の 支配 し て いる 州 と 勢力 

その 詳細 は 、 どの 州 を ベル シア 軍 が 壇 配 を て 
いる か 、 民 上 兵 な 閉 性 惣 じ で いる か 、 ペル レア 還 
王 規 兵 の 戦闘 カ 値 の 配置 と 数 と な り 春 剛 
3 ) 活性 化し て いる 民兵 

その 詳細 は 、 ロ ー マ 帝 国 以外 の 勢力 、 ペ ル シ 
ア 還 以 外 の 勢力 の 民兵 (大 部 分 は 刻 族 ) が 活性 化 
し て いる か どう か で す 。 

4 ) その 他 の 勢力 

地図 上 の その 他 の 勢力 が 述べ られ ます 。 独立 
国 (その 州 と 正規 兵 ユ ニッ ト の 数 、 そ の 配置 )、 
密 族 (種類 、 戦 闘 力 値 と その 配置 )、 民 兵 (反乱 
し て いる も の も し て いな いも の も 両方 ) が 含ま 
れ ま す 。 

5 ) 国庫 
その 詳細 は 、 ゲ ー ム の 初め の ロー で マ 帝国 と べ 


ルシア 軍 の 国庫 に ある クレ ジッ ト を 表わし ます 。 


6 ) ゲー ム の 長 さ 

これ は シナ リオ の 終わ る ゲー ムタ ー ン を 示し 
時 

7 ) 勝利 条件 

これ は シナ リオ に お いて プレ イヤ ー が 勝利 す 
る た め に ロー マ 帝 国 が 支配 し な く て は な ら な い 
勝利 ポイ ント の 数 を 設定 し ます 。 

8 ) 特別 ルール 

その シナ リオ で の 特殊 な 、 ル ー ル を 示し ます 。 
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ロー マ 音 国 の 渋 て っ っ = 


SCENARIO 4 紀元 67 年 


クオ ヴ 


1) ロ ー マ 帝 国 の 支配 し て いる 上 州 

壇 状 

信久 0 曲 

イク リア 

交替 け チ 

イリ ュ ア 

ドラ キア 

グラ エキ ア 

キュ プル ス 

テン 

っ 人 こり 1 の 

ア エ ギ ュ プ トッ ゥ ス 

光 グ リカ 
活性 化し た 民兵 は いな い 。 
プル あみ ら AS 4 


1) ロ ー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 
プル タデ 

が ゆび 審 

ネリ ュ ユリ ア 

トラ キア 

ダ ギ ア 

アシ ア 

に けり 

ア エ ギ ュ プ トゥス 

アン リカ 

ヒス パニ ア 

AO が ご 3 

ジ キ リ ア 

キュ プル ス 
活性 化し た 民兵 は いな い 。 
メソ ポタ ミ 


ァ デ イス 


事 団 
(6L) 
(1L) 
(3L) 


le 


(3L) 
(6L) 


(2L) 
(1L) 


支配 は し て いな い 。 


軍団 
(3L) 
(4L) 
(6L) 
(5L) 
(1b) 
(2D) 
(6L) 
9 
D 
(L) 
D) 


税収 
3 
12 


こ ( 2L )。 支配 は し て いな い 。 


2) ペ ルシア 軍 の 支配 し て いる 州 : 

92 家 ミ 2 が ポ 補 ミア ニッ だ ルル メニ 補語 
て の 民兵 は 活性 化し て いる 。15 の 正規 兵 ( B ) 戦 
闘 力 値 が メソ ポタ ミア B に いる 。 

3) 活 性 化し て いる 民兵 : 

区 区 ラディ 7 が キミ 7 マコ た 、 9 同 
ム 。 

4) プ リタ ニア に 4 つの 民兵 (N) 戦 闘 力 値 が A に 
いる 。 
5) 国 庫 : 

ー マ 帝 国 : 50 ク レジ ッ ト 

ペル シア : 12 ク レジ ッ ト 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 

15 ゲ ダーム タダ ターン シ 、 期間 A 
7) 勝 利 条件 : 

プレ イヤ ー は ゲー ム の 終わ り に 78 勝 利 ポ イン 
者 

な く て は な ら な い 。 

8) 特 別 ル ー ル : 

通常 の 軍団 反逆 フェ イズ の 手順 に 代わ っ て 、 
プレ イヤ ー は サイ コロ ひと つ を 反逆 フェ イズ ご 

と に 振る 。 最 初 に 1 が 出 た と き 、 ひ と つの 地域 
に 3 を 越え る ロー マ で 帝国 軍団 が いた 場合 それ ら 
すべ て が 自動 的 に 反逆 する 。 その 後 は 通常 の 反 
逆 の ルー ル に 復 す る 。 


2) ペ ルシア 軍 の 支配 し て いる 上 州 : 
ア 、 メ ソ ポ タ ミ ア 。 す べ て の 民兵 は 活 
性 化し て いる 。12 の ( B ) 戦闘 力 値 が メソ ポタ ミ 
ア B に いる 
3) 活 性 化し た 民兵 : 
アル メニ ア 。 タ ウリ カ S ダル マニ 5 志 必 ト 
みみ 区 半 宮 区 f 錠 
4) メ ソン ポタ ミア に 民兵 (N ) の 戦闘 力 値 4 が B に 
いる 。 ス キュ ティ ア 族 の R 4 が スキ ュ テ ィ ア に 
いる 。 
5) 国 庫 : 
ロー マ で 帝国 : 0 
ペル シア : 12 ク レジ ッ ト 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 
13 ゲ ー ム ター ン 、 
7) 勝 利 条 件 : 
プレ イヤ ー は ゲー ム の 終わ り に 50 勝 利 ポ イン 
ト に あたる ロー で マ 帝 国 の 支配 する 州 を 持っ て い 
な けれ ば な ら な い 。 


ベル ン 


期間 B。 


ニニ ニニ ニニ 


ーー ニニ ーー 


|) ローマ帝国 の 支配 し て いる 放さ 税収 
イタ リア 20 
ビス / パ 三 5 

フリ カ 4 
ア エ ギ ュ プ トゥス 10 
キュ プル ス 1 
シキ リア 

グラ エキ ア 

ドク キテ 

アシ ア 12 


SCENARIO 〆 紀元 332 年 


表 数 呈 党 ユリ アス ヌス 


1) ロ ー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 軍団 


プ ニア 3 
(3L) 
が より アミ 12 
に 5 
(3L) 
イリ ュ リ ア * 6 
トラ キア * 4 
3D) 
アシ ア 12 
シコ 由実 を (3L) 8 
ア エ ギ ュ プ トゥ ス * 10 
フリ カ 4 
イタ 有志 20 
グラ エキ ア 5 
シキ リア + 
キュ プル ス 1 


活性 化し た 民兵 は * の 州 に 印刷 され て いる 民兵 
戦闘 力 値 の 半分 (端数 切り 捨て ) で 登場 する 。 


SCENARIO レ 】 紀元 420 年 


フン 族 来 た る ./ 


1) ロ ー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 税収 
ガリ ア * 12 
区 台所 5 
6) 20 
シキ リア 4 

フリ カ 4 
イリ ュ リ ア * 6 
トラ キア * + 
グラ 主 盾 宛 5 
< 12 
トン 2 (5 8 
ア ギ プッ ウス * 10 
キュ プル ス 1 

活性 化し た 民兵 は * の 州 。 

軍団 (21L) を 上 記 の 州 へ 自由 配置 。 


SCENARIO 還 紀元 260 年 アウ レ リ ア ヌス の 勝利 


= 二 1] 硬 E FAT OF ROME Rules, page rr 


活性 化し た 民兵 は いな い 。 

軍団 は ( 19L ) を 左記 の 州 へ 自由 配置 。 

アフ リカ は 反乱 民兵 2 戦闘 力 を 地域 A に 持っ て 
内 乱 中 


2) ペ ルシア の 支配 し て いる 州 : 
ペル シア 、 ア ル メ ニア 。 す べ て の 民兵 は 活性 化 
し て いる 。 正規 兵 ( B ) の 戦闘 力 値 6 が アル メニ 


ア に ある 。 補充 兵 ( B に 生生 ムタ 
ー ン 4 に 使用 可能 と 
独立 国 : 


シリ ア : メソ ポタ ミア を 征服 し て いる 。 両方 


2) ペ ルシア の 支配 し て いる 州 : 

ペル シア 、 メ ソ ポ ボタ ミア 。 す べ て の 民兵 は 活 
性 化し て いる 。 正規 兵 ( B ) の 戦闘 力 値 12 が メソ 
ポタ ミア B に いる 。 
3) 活 性 化し て いる 独立 国民 兵 : 

0 2 ディ ブダ キー だ ミタ み 9 
か ここ 六 グリ ド タ の き 
4) ス キタ イ 族 B10 が スキ ュ テ ィ ア に 、 
族 B25 が ゲル マニ ア B に いる 。 


ゲル マン 


5) 国 庫 : 

ロー マ 帝 国 : 50 ク レジ ッ ト 。 

ペル シア : 6 クレ ジッ ト 。 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 

12 ゲ ー ム ター ン 。 期間 D。 
7) 勝 利 条 件 : 


プレ イヤ ー は 65 勝 利 ポ イン ト に あたる ロー マ 
帝国 の 支配 する 州 を 持っ て いな く て は な ら な い 


2) ペ ルシア の 支配 し て いる 上 州 : 
ベル シア ョ メス ツボ ポ ダ ミア 。 (月 
が メソ ポタ ミア B に いる 。 
3) 活 性 化し て いる 民兵 : 
1 バージ (ミッ ゴー ホー 6 っ 
タツ 2 か 3 た 2 メー ア 。 
4) ゲ ルマン 族 B12 が か リア A に 、 ス キタ イ 族 B 


) の 戦闘 力 値 18 


7 が アシ ア B に 、 タ ウロ イ 族 BP 2 が キュ プル 
ス に いる 。 
5) 国 庫 : 
ロー マ 帝 国 : マイ ナス 12 ク レジ ッ ト 
ペル シア : 12 ク レジ ッ ト 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 
12 ゲ ー ム ター ン 、 期 間 F。 
7) 勝 利 条件 : 


ゲー ム の 終わ り に 、 プ レイ ヤー は 60 勝 利 ポ イ 
ント に あたる ロー で 帝国 の 支配 する 州 を 持っ て 
いな く て は な ら な v 
8) 5 ター ン に フン 族 上 L150 が スキ ュ テ ィ ア に 登場 。 


ロー マ 帝 国 の 減 亡 民 | 


の 民兵 は 活性 化し て いる 。 正規 兵 (独立 国 #1、 
B) 7 戦闘 力 が メソ ポタ ミア C に いる 。 

ガリ ア : ブリ タニ ア を 征服 し て いる 。 両 方 の 
民兵 は 活性 化し て いる 。 正規 兵 (独立 国土 2、B ) 
7 戦闘 カ が プリ タニ ア A に いる 。 
3) 活 性 化し て いる 独立 国民 兵 : 

ゲル マス キュ ティ 才 き 2 シー デ の 0 
カ 。 
4) ゲ ルマン 族 B15 が イリ ュ リ ア に 、 
B10 が トラ キア に いる 。 
5) 国 庫 : 

ロー 帝国 : 0 
・6 クレ ジッ ト 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 

15 ゲ ー ム ター ン 、 ゲ ー ム ターン 1 か ら 6 は 期 
間 B : ゲー ムタ ー ン 7 か ら 15 は 期間 C。 
7) 勝 利 条件 : 

プレ イヤ ー は ゲー ム の 終わ り に 少な く と も 75 
勝利 ポイ ント に あたる ロー ママ 帝国 の 支配 する 州 
を 持っ て いな けれ ば な ら な い 。 


スキ タイ 族 


ペル シア 


SCENARIO /】 紀元 530 年 


ロー マ 番 国 の 逆襲 


1) ロ ー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 


ンチ 12 


ジン 和仁 小学 
ア エ ギ ュ プ トゥ ス 
トラ キチ 
イ で サシ 
グラ 王 キ ア 
キュ プル ス 
上 記す べ て の 上 州 に 活性 化し た 民兵 。 
軍団 (12L) を 上 記 の 州 へ 自由 配置 。 
2) ペ ルシア の 支配 し て いる 州 : 

ベル シア こ メ ジン ポタ ミア ミア ナル メニ ア 。 すべ 
て の 民兵 は 活性 化し て いる 。(B ) の 戦闘 力 値 12 
が アル メニ ア に いる 。 
3) 地 図 上 の 民兵 は すべ て 活性 化し て いる 
4) ゲ ルマン 族 B12 が ガリ ア A に 、 ゲ ルマン 族 B 
5 が ヒス パニ ア C に 、 ス キタ イ 族 B 4 が アフ リ 
み C に 、 ゲ ルマン 族 B20 が イタ リア A に 、 ス キ 
タイ 族 B10 が ダグ キア A に いる 。 


5) 国庫 : 

ロー マ 帝 国 : 15 ク レジ ッ ト 

ペ ベ ペルシア: 10 クレジット 
6) ゲ ー ム の 長 さ : 

12 ゲ デー ムタ ー ン 、 期 間 G。 
7) 勝利 条件 : 


プレ イヤ ー は ゲー ム の 終わ り に 、76 勝 利 ポイ 
ント に あたる ロー マ 帝 国 の 支配 し て いる 州 を 持 
っ て いた く 〈 く て は な ら な い 。 
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ま 。 
| 


2 号 馬 双 THE FALL OF ROME Rules, Page r2 ロー マ 帝 国 の 江 て つっ っ っ っ っ っ っ っ っ っ っ っ っ っ っ = 計 
日 


ゲル マニ ア に と 


ダキ ア Dacia 


0 人 


ア エ ギ ュ プ トゥス Aegyptus 10 ノ 10 


州 (PrOVince) 略 地図 州 の 名 称 欧文 の 名 称 勝利 ポイ ント (税収 ) 民 兵 戦闘 カ 


この 地図 は コピ ー し て も か まい ませ ん 。 地 域 ご と の 特別 ルー ル を 記入 し た り 、 支配 し て いる 地域 を 記録 する の に ご 使用 くだ さい 。 
つま BI| 20 Se 20 S の BI10 BI10 BI10O B まま B 
< 寺 | < 和幸 3 | 

非 ロ ー マ 勢 力 胞 の リス ト > え 4 > 

-BI10 Bl5 B 15 BI5 B |2 B 12 B 
っ ジミ る SE っ 弄 | 穫 | 寺 | 和 
5 BI 5 2 BI2 BI2 B 1 BI1 B 
< 寺 > > っ > っ > > ま 才 斑 | 愉 | 芝 
B|1 B |1 BI5 BPI2 BPIl5 NI5 NI5 NI5 NI5 NI10 N 
> 。 まく 】 者 民 | 学 | 錠 |> 有 |> そ て > て | ラマ ッ マ 
B|1 5 BPI5 BPI2 BP NI5 NIl5 NI5 NI5 NI10 N 
っ > > 二条 > マ < | > と > マ | ><| > マ 


ゲ ダー ム 地 図 の 訂正 

プリ タニ アム 地域 上 B 地 域 を わけ る 点線 を 加 
えて 《 だ きい 。 イタ リア A 地 域 か ら 水 路 ① で 
行か れる の は シキ リア で す 。 アシ ア A 地 域 か ら 
水路 ③ で 行か れれ る の は グラ エキ ア B 地 域 で す 。 


X 


X 


ゲー ム テ ー マ に は 、 マ イナ ー も メジ ャ ー も な い 。 


歴史 散策 する こと が 


表 々 の テー マ な の が だ 。 


5.80I 幅 


BUSINESS 
WAR 


| 潤 説 日 米 経済 摩擦 


mw 日 本 ・ 米 国 を 代表 する 2 つの 巨大 企業 が 両 
信 国 市 場 で シェ ア の 拡大 を 競い ます 。 日 米 それ 
| で ぞ れ 2 人 ずつ に わか れ 、 情 報 交 換 を し な が ら 
経営 戦略 を た て て い 〈 ビ ジネス ゲー ム の ニュ ー 
タイ ブ ? 


猛将 パッ トン の 戦歴 を ダー ム で 辿る 、 本 邦 此 
初 の クウ ォ ド リ ゲ ー ム 。 シ シリ ー 島 上 陸 作 戦 ・ 較 . 
コブ ラ 作戦 ・ ヾ スト ー ニ ュ 救 出 作戦 ・( 架 空 
KA ) プラ ハ 救 出 作戦 の 4 本 が 入っ た 、 作 戦 級 


ウイ ン だ ザー イン 
ハンク グラ イダ ー 
ヘリ が ー ン タク ティ クス 
モン スタ ー タ ンク 
グリ ー ン ベレ ー、 テ ニス 、 パリ ・ ダカール ラリ ー 
@ 集 英 社 ビ ジネス ジャ ンプ 創刊 号 掲 載 の 「 下 心 まる 出し 
ゲー ム 」 が 子 期 せ ぬ 作家 の 箱 絵 で 近々 登場 子 定 
La Bataille de la Ezo 
Ww ト 、 
北海 道 共和 国 
Ww 
榎本 等 の 夢 が 昌 夷 の 地 か ら ハ ワイ へ ./ 了 予期 せ の 展開 還 
に シミ ュ レ ーション の 世界 が 広がり 、 反 響 を 呼ぶ ん 


2 弾 。 い ます で 専門 店 ヘア 

@ キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム と 海戦 ゲー ム 2 つ 賠 

gz 府 。 が 入り 、 共 に 作戦 ・ 戦 術 レ ベル @ ヒ スト リカ 

吉 則 給 ルノー ト も 注目 の 的 で れ 5,8DI 円 の 

| シミ ュ レ ーション ゲー ム 界 に 引 大 下 衝 撃 波 を ジュ DP す ン 
叩 プラ ッ ク ク ロス の 在庫 も 残り 少な く な り ま し た 。 


ROSS 「 リ ター ン ・ ト ゥ ・ ヨ ー ロ ッ パ 」 7 月 初旬 発売 子 定 
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株 式 会 社 ア ド ・ テ クノ ス 〒105 東京 都 港 区 新橋 4-296 寺田 ビル 容 (03)436-0919 


INapoleonic 


DecHmne of the 


Ermpire 6.BUI 円 
ナ ボ レ オン 帝国 の 崩壊 


「 ナ ポレ オン 、 モ スク ワ へ 」 に 次 で ナ ポ レ オ ニ ッ 
クウ ォ ー ゲ ー ム 第 2 弾 。 ナ ポレ オン 最 後 の 戦 
いと な っ た 1814 年 の フラ ンス 戦役 、1815 年 の 
ワー テル ロー 戦役 を シミ ュ レ ー ト し た 本 格 的 
戦略 級 ゲ ー ム 。 グ ラン ド タ ク ティ カル ゲー ム ・ 
ワー テル ロー の 製作 も 快調 に 進行 中 。 


AHle 米 saDdep 人 る 
MIDIUIIy 
アレ キサ ンタ ー ズ トラ イア ン フ 
アレ キサ ンダ ー 大 王 の 有名 な 3 つの 戦い 一 
イッ ソス ・ が ガウ ガメ ラ ・ グ ラニ コス の 戦い を シ 
ミュ レー ト す る 古代 戦 戦術 級 ゲ ー ム 。 山 口 在 
住 の 浅野 竜二 と アド ・ テ クノ ス 加 藤 伸 郎 の 共 

作 。 秋 日 に は 朝日 新聞 日 曜 版 に 登場 予定 。 


5.300 幅 


6 月 初旬 発売 / 
3.80O 幅 


充実 の ライ ン ナ ッ プ ーーーー 
お 早 目 に お 取り 揃え 下さ い 。 


ホレ オン スプ ワウ や や テッ B.800 円 
ノル マン ディ 上 陸 作 戦 …・…・…… 4.300 円 
ドイ ツ 装 甲 師団 長 ・…・…・……・ 3,.BUH 円 
に サジ ー ジ ジッ リク の ロン B.8U0 円 
ンタ ル ュ リ 、 和 エス ル o.8U ロ 円 
戦国 合戦 絵 療 ・‥・・…… 3.800 円 


SGHB セ レク ショ ン 78HH 円 | 


アル デン ヌ の 肥 ノ アレクサンドロス の 遺産 ノ 異聞 関ヶ原 家康 
最大 の 敗北 東部 戦線 : 冬期 戦 41 一 42/ 王 申 の 乱 プ アフ リ 
カン ギャ ン ビ ッ ト ( 分 冊 の 場合 は 、 家 康 最大 の 敗北 が 1.800 円 、 

他 の 5 冊 は 全て 1.500 円 ) 

お 近く の お 店 で SGB シ リー ズ を 入手 で き な い 場合 に 限り 、 

通信 販売 を いた し ます 。 ご 希望 の ゲー ム 名 を 明記 の 上 、 書 


AS 8 衝 お | 週間 以内 に お 届け いた し ます 。 


、 専 門 誌 等 の 販売 広告 の 通信 販売 ご 案内 も ご 参照 下さ い 。 


有 有 AAMWAL 間 "3rso 


行動 カー ド に は 、 多 く の 異 な っ た タイ プ の も 
の が あり 、 以 下 に それ ぞ れ 説明 し て あり まず す 。 


行動 カー ド 


射撃 カー ド 


射撃 可能 な 砲 の 口径 


カー ド が 英 に 与え られ る 打 机 数 


修理 カー ド 


REPAIR 


ーー 


DESTROYER SQOUADRON 


Roll die. Number rolled is 
number of ships sunk 


1s | Remove one salvo card | 


| テー マ : 第 2 次 大 戦 の 艦隊 戦 
出版 元 ・ 価 格 : アバ ロン ヒル 2.800 円 
ー プレ イタ イム : 1 時 間 

プレ イヤ ー: 3 一 9 人 

シミ ュ レ ーション レベ ル : 戦術 級 
難易 度 :2 25 
プレ イヤ ー の 役割 : 艦隊 司令 


サイ コロ を 振り 、 出 た 目 の 分 だ け の 艦艇 が 沈没 。 射撃 カー ド を | 枚 取 り 除 く 。 


煙幕 カー ド 掃海 艇 カー ド 


ッ SMOKE 5 MS MiNEsweepem MS 


Lo 


Remove all minefields in 
SM front of your fleet 


Only submarines and additional 
hits nnay be played 


は じ め に 

Naval War は 第 2 決 世界 大 戦 で の 海 の 戦い を 
も と に し た 戦略 と 運 の カー ド ゲ ー ム で す 。 3 一 潜水 艦 、 追 加 損 害 の み 有効 。 自分 の 艦隊 の 前 の 全 機 雷 を 除去 。 
9 人 の 各 プ レイ ヤー は 、 そ れ ぞ れ の 艦 隊 を 指揮 
し 敵艦 を 沈め ゆ よ うと 企てる の で す 。 うこ 

敵艦 を ? う と 任 特殊 行動 カー トド 


勝利 

最初 に 100 ポイ ント (まだ は 、 プ レイ ヤー が 
ゲー ム の 最初 に 決め た ポイ ント : ゲー ム バ リエ 
ーション 参照 ) の スコ アー を 挙げ た プレ イヤ ー 
が 勝者 と な り ま す 。 


潜水 艦 カ ー ド 


打 SUBMARINE 


ee 


Roll a “57 or 76 


One hit on every 


艦艇 カー ド ship in fleet L Sink a ship 
艦隊 の 全 艦艇 に | 打撃 ずつ 。 サイ コロ を 振っ て "5" か "6 "が 出れ ば 艇 艇 は 沈没 。 
防御 カ 艦 名 お よび 国籍 
魚雷 艇 カー ド 艦艇 追加 カー ド 


MARYLAND 
United States 


TORPEDO BOAT 


ei 


Roll a "6" 
Sink a ship 


ADDITIONAL SHIP 


om 


Take one ship card 
from the harbor pile 


砲 の 口径 (また は 航空 母艦 ) サイ コロ を 振っ て "6" が 出れ ば 艦艇 は 沈没 。 ハー バー パイ ル か ら 艦 艇 カー ド を 1 枚 引 く 。 
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I 間 『 


追加 損害 カー ド 


1 ADDITIONAL DAMAGE 1 


4 


SW 
本 っ 
2: 


ム ざ 
Add one hit to 
any salvo card 


射撃 カー ド に | 打撃 追加 。 


ゲー ム の 仕方 


Naval War は カー ド 2 組 を 用 いて プレ イ し ま 
す 。 1 組 は 艦艇 カー ド (54 枚 ) も ぅ 5 1 組 は 行動 
カー ド (108 枚 ) で す 。 

適切 な 日 径 の 射 届 を 敵艦 に 行なう こと が 、 プ 
レイ の 通常 の や り 方 で 、 他 の 特別 な カー ド は を 
の 固有 の 役割 に 使用 し ます 。 

艦 は その 防御 力 よ り 大 きい か 等 し い 打 撃 を 被 
っ た 場合 に 沈没 し ます 。 そ し て 最後 の 打撃 を 与 
ぇ えた プレ イヤ ー に 得点 (防御 力 の 数 値 と 等 し い ) 
が 与え られ ます 。 


デイ 連 4 要 4 

最初 に ディ ー ラ ー を 、 プ レイ ヤー 全員 に 合意 
され る 何ら か の 方 法 で ( 例 を ば 、 ジ ャ ン ケ ン 、 
サイ コロ の 目 の 大 小 な ど ) 決め ます 。 2 回 戦 以 
降 は 、 常 に ディ ー ラ ー は 合計 点 が 最も 高い ゲン 
イィ マー だ な り ま す 。 


2 ADDITIONAL DAMAGE 2 


Add two hits to 
と any salvo card と 


射撃 カー ド に 2 打撃 追加 。 


ゲー ム の 準備 

両 施 の カー ド を よく シャ ッ フ ル し て 、 各 プレ 
イヤ ー に 両方 の カー ド を 5 枚 (9 人 で の プレ イ 
の と き は 4 枚 ) ずっ 配り ます 。 

余っ た 艇 艇 カー ド は 裏 に し て 置き ます 。 こ の 
艦 覆 カー ド の 山 を ハー バー パイ ル と 呼び ます 。 

また 行動 カー ド の 余り も 裏 に し て テー ブル ん 中 
央 に 置き ます 。 こ の 行動 カー ド の 山 は ドロ ー イ 
ング パイ ル と 呼び ます 。 

使用 し た り 、 捨 て た り し た 行動 カー ド は 表 に 
し て テー ブル ん 中央 に 置き ます 。 こ の 捨て 札 の 山 
を ディ スカ ー ド バイ ル と 呼び ます 。 

プレ イヤ ー は 自分 の 艦艇 カー ド を 表 に し 、 砲 
の 日 径 に し た が っ て 自分 の 前 に 稲 艇 で 列 を 作り 
ます 。 航空 母艦 は この 列 の 後方 に お いて 下 き い 。 
これ ら の 航空 母艦 は 列 を 構成 する 自分 の 艇 艇 が 全 
て 沈め ゆら れる ま て で 敵 の 射 喘 を 被る こと は あり ま 
ん ga 


UP 
Slld 
9 
DOWN テン 
z8L 。9 て L 
る 
き 
すき き 
m ー 
Harbor 
| 
宮 Draw 6 き ③ 
S) Pile 
の ィ 】 
* Discard ー 9 
マ あ 計 に コ 
| | 店 >| | 画 詳 


42.6 72157。 18? 


Deep 


Carrier 6Pile 


プレ イ の 開始 (第 1 ター ン ) 

まず ディ ー ラ ー が 使用 可能 な 特殊 行動 カー ド 
( 赤 刷 り の 行動 カー ド ) を 全て 使用 し ます (追加 
損害 カー ド は この 時 に は 単に 捨て る だ け で す ) 
そし て 手持 ちの 行動 カー ド が 5 枚 (9 人 で の プ 
レイ の と き は 4 枚 ) に な る まで 補充 し ます 。 以 
上 の 手順 を 手持 ち 札 の 中 に 特殊 行動 カー ド が な 
《 く な る まで 続け て 下さ い 。 

ディ ー ラ ー の 手持 ち 札 の 中 に 特殊 行動 カー ド 
が な く な っ た ら 時 計 回 り の 順 で ( 左 隣 の 人 へ ) 
次 の プレ イヤ ー が 同様 に 特殊 行動 カー ド を 使用 
し 、 全 員 の 手札 の 中 に 特殊 行動 カー ド が な く 〈 く な 
る まで 続け ます 。 

この 第 1 ター ン 時 に は 、 ど の プレ イヤ ー の 艦 
隊 に も 機電 カー ド を 2 枚 以上 置く こと は で きま 
せん 。 


通常 の プレ イ (第 5 ター ン 以 後 ) 

通常 の プレイ は 、 デ ィ ー ラ ー が ドロ ー イ ング パイ 
ル の 上 か ら 行 動 カ ー ド を 1 枚 引 いて 、 そ し て を それ 
を 使用 する か 、 手 札 の 中 の 別 の 1 枚 を 使用 する 
か 、 も し くく は 1 枚 を ディ スカ ー ド バイ ル に 単に 
捨て 札 す る こと に より 開始 きれ ます 。 

カー ド を ディ スカ ー ド バイ ル か ら 引 《 こ と は 
で きま せん 。 

この 手順 は 左 隣 の アプ レイ ヤー へ と (つま り 時 
計 回 9 で ) テー プル を 回 っ て 続け ます 。 

プレ イヤ ー は 自分 の 艦艇 に 損害 を 与 を たり 、 
これ を 沈め た りす る 行動 を 取る こと は で きま せ 
ん 。 

特殊 行動 カー ド を 引い て きた 場合 、 プ レイ ヤ 
ー は 直ちに これ を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 
そし て 、 こ れ は 、「 1 枚 カ ー ド を 引い て き て 、- そ を 
し て それ を 使用 し た 」 と 考え ます 。 


機 軍 カー ド 

どの プレ イヤ ー の 艦隊 の 前 に で も 置く こと が 
きま すら 

各 機 軍 カー ド は 、 1 打撃 また は 2 打撃 を を その 
艦隊 内 の 全て の 艦艇 (この カー ド が 使用 きれ た 
後に 追加 され た 和解 艇 も 含む ) に 与え ます (加え 
て 、 機 箇 に より 沈め られ た 艦艇 の ポイ ント は 、 
最後 に 機電 カー ド を 使っ た プレ イヤ ー に 与え ら 
れ ま す ) 。 

機 填 カー ド は 掃海 竹 カ ー ド を 使わ な い 限 り 除 去 
る され ませ ん 。 


潜水 艦 カ ー ド 


直ちに 敵艦 艇 の どれ か 1 隻 の うえ に 置い て く 
だ さい 。 そ し て サイ コロ を り 、5 か 6 の 目 が 
出 た な ら ば 敵艦 は 撃沈 、 他 の 目 は 効果 な し で す 。 
使用 後 は 捨て て 下さ きい 。 
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魚雷 艇 カー ド 

潜水 艦 カ ー ド と 同様 に 使用 し ます が 、 サ イ の 
目 が 6 の 場合 に の み 敵 艦 は 沈没 し ます 。 
追加 損害 カー ド 

英 艦艇 の いずれ か に 、 既 に 射撃 カー ド が 置か 
れ て いる 場合 、 こ の カー ド を それ に 付け 加え る 
こと が で きま す 。 

この カー ド は 2 次 爆発 を 意味 する の で すか ら 
既に 射撃 カー ド が 置か れ て 打撃 を 被っ て いる 敵 
艦 和 ン に 対し て 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 

この カー ド は 1 また は 2 打撃 を 与え を ます 。 そ 
し て 、 こ の 打撃 の た め に 艦艇 が 沈没 し た 場合 を 
の 得点 は 、 射 撃 カ ー ド で 打撃 を 与 を た 人 に で は 
な く 、 こ の 追加 損害 カー ド を 置い た 人 に 与え ら 
琴 ま 全 。 


艦艇 追加 カー ド 


直ちに 捨て 、 を し て プレ イヤ ー は ハー バー スパ 
イル か ら 艦 艇 カー ド を 1 枚 引 いて きま す 。 こ の 
艦艇 を すぐ に あな た の 艦隊 に 加え て 下さ い 。 
すでに 使用 する こと が 不可 能 な 特殊 行動 カー 
ド は 捨て な けれ ば な り ま せん 。 


通常 行動 カー ド は 、 プ レイ ヤー が 、 使 用 し た 
り 、 捨 て た り し た い 時 まで 手札 と し て 保持 し て 
お く こ と が 可能 で す 。 

通常 行動 カー ド に は 以下 の よう な も の が あり 
が な 
射撃 カー ド ( ロ 径 日"、12.6'、14"、15"、 
I6'、18: 1 一 4 打撃 ) 

プレ イヤ ー の 保有 する 艦艇 の 中 に 、 射 撃 カー 
ド に 記さ れ て いる 砲 日 径 と 同じ 日 径 の 主砲 の 艦 
艇 が あれ ば “射撃 " が 行 な を ます 。 例 えば ミズ 
ー リ は “16' ” と 記さ れ た 射撃 カー ド な ら ば どれ 
で も 使用 で きま す が 、 他 の 口径 の 射撃 カー ド は 
使う こと が で きま せん 。 

この 射撃 カー ド を 敵艦 (煙幕 に よっ て 隠 きれ 
て いた り 5、 航 空母 艦 の よう に 他 艦 に よっ て 遮蔽 
され だ た だり し て いな いも の ) の 下 に 置く こと で 射 
撃 を 行ない ます 。 

射撃 カー ド に 記さ れ て いる 打撃 の 数 が 目標 に 
与え る 損害 の 量 で す 。 


掃海 有 艇 カー ド 

この カー ド を 使用 する と 、 艦 隊 の 前 の 全て の 
機電 が 除去 で きま す 。 

使用 後 この カー ド を 除去 し た 機電 と 一 緒 に 捨 
て て 下さ い 。 再 使用 は で きま せん 。 


修理 カー ド 

この カー ド を 使用 する と 、 艇 艇 に 置か れ て い 
る 射撃 カー ド ど れ か 1 枚 と を の 上 に 置か れ て い 
る 全て の 追加 損害 カー ド を 取り 除く こと が で き 
また 。 


レコ 


カー ド を 捨て 、 損 害 を 修理 し て (取り 除い て ) 
《 く だ さい 。 


水雷 戦隊 カー ド 

水雷 戦隊 カー ド (以後 DD カー ド と 呼ぶ ) を 
使用 する 時 は 、 こ れ を テー ブル ん 中央 に 表 に し て 
置い て 下 き い 。 

この カー ド が 使わ れ た 場合 、 他 の プレ イヤ ー 
は 、 も し 望む な ら ば DD カー ド を 射撃 し て も か 
まい ませ ん 。 

DD カー ド を 撃破 する (沈め ゆる) に は 4 打撃 
が 必要 で 、 浴 水 艦 、 魚 雷 艇 、 別 の 水雷 戦隊 、 機 
軍 、 追 加 損 害 、 航 空 攻 撃 は DD カー ド に 対し て 
使用 する こと が で きま せん (つま り 、 純 粋 に 射 
撃 カ ー ド の み で 4 打撃 を 与 を な けれ ば な ら な い 
の で す )。 

DD カー ド を 沈め た 場合 、DD カ ー ド は 捨て 
られ ます 。 そ し て 誰 の ポイ ント に も な り ま せん 。 

DD カー ド を 使っ た な た プレイヤー の 次 の ター ン 
(順番 ) ま で に 他 の プレイ ヤー が DD カー ド を 沈 
め る こと が で きず 、 さ ら に DD カー ド を 使っ た 
プレ イヤ ー の 艇 艇 が 残っ て (ゲー ム を 続行 し て ) 
いる 場合 、 DD カー ド で の 攻撃 を 実行 どき ます 
(DD カー ド の 持ち 主 が 自分 の ター ン が 回 っ て く 
る 前 に 全 艇 沈 め ら れ て いる 場合 は 攻撃 する こと 
が で き な い の で す ) 。 

攻撃 の 実行 は 、DD カ ー ド の 持ち 主 が どの プ 
レイ ヤー の 艦隊 を 攻撃 する の か を 宣言 し た 後に 、 
サイ コロ を 1 個 振る こと で 行なわ れ ま す 。 そ し 
て 、 そ の サイ の 目 の 数 と 同じ だ け の 数 の 艦艇 が 
沈没 し ます 。 

DD カー ド の 持ち 主 が 沈没 する 艦艇 を 決定 し 
ます 。 使用 後 は 捨て て 下さ きい 。 


煙幕 カー ド 

この カー ド を 自分 の 艇 隊 の 前 に 置い て 、 煙 幕 
を 展張 する こと に より 、 潮 水 艦 と 追加 損害 以外 
の 全て の 攻撃 か ら 次 の 自分 の ター ン ま で 免れ る 
こと が で きま す 。 新しい カー ド を 引く 〈 (また は 
空母 で 攻撃 を 行なう ) 前 に 捨て て くだ きい 。 


航空 母艦 に よる 攻撃 


1 隻 以上 の 航空 母艦 を 有する プレ イヤ ー は 自 
分 の ター ン に 航空 攻撃 を 選択 すみこ と が で きま 
2 

この 行動 は 、 通 常 の 「 カ ー ド を 引い て き て 、 


捨て る (使用 する )」 と いう 手順 の 代わ り に 行 な 


う も の で す 。 

各 航 空母 艦 は 、 同 じ 敵 艦 に 対し て で も 、 違 う 
も の に 対し て で も 使用 する こと が で きま す 。 
航空 攻撃 は 目標 を 宣言 し た 後に す サイ ュ ロ を 振 
り 、 出 た 目 が 1 の 場合 目標 は 沈没 し ます 。 他 の 
目 の 場合 は 効果 な し (ゲー ム バ リエ ーション 参 
照 ) で す 。 


航空 攻撃 の 全て の 目標 は 、 最 初 の 攻撃 の サイ 
コロ を 振る 前 に 宣言 し て お か ね ば な り ま せん 。 


艦艇 の 沈没 

艦艇 は 以下 の 方 法 に より 沈め られ ます 。 。 

6 航空 攻 撃 、 潜 水 艦 お よび 魚雷 艇 攻撃 の 成功 

Oo 水 電 戦隊 の 攻撃 

o 打 撃 (損害 ) が つも りつ も っ て 、 防 御 力 と 
同じ に な る か 、 そ れ を 上 回 っ た 時 。 
航空 攻撃 、 潜 水 艦 お ょ び 魚 雷 艇 攻撃 、 水 雷 戦 
隊 の 攻撃 を 通じ て 艦艇 を 沈め ゆめ た プレ イヤ ー お よ 
び 沈 没 に 必要 な 最後 の 打撃 を 与 を た プレ イヤ ー 
は 、 沈 没 し た 艦 の 艦艇 カー ド を も らい 、 各 プレ 
イヤ ー の ディ ー プ シッ クス パイ ル (軍艦 墓場 ) 
に 置き ます 。 射撃 カ ー ド は 捨て ます 。 

1 人 の プレ イヤ ー の 艦艇 が 全て 沈め られ た だら 
その プレ イヤ ー は 、 そ の ラウ ンド は ゲー ム を 続 
ける こと が で きず 、 プ レイ か ら 除 外さ れ ま す 。 
そし て 残っ て いる 行動 カー ド (つま り 手 札 ) を 
全て 捨て 札 し て 下さ い 。 こ の 時 、 こ れ ら の カー 
ド を 見 せる 必要 は あり ませ ん 。 


ラウ ンド の 終了 

ラウ ンド は 1 人 を 除く プレ イヤ ー が 全員 プレ 
イ か ら 除 外さ れる (艦隊 が 全 減 する ) か 、 ド ロ 
ー イ ング パイ ル の 行動 カー ド が 全て 引か れ て 、 
な く な っ た 時 に 終了 し ます 。 

行動 カー ド の 最後 の 1 枚 を 引い た プレ イヤ ー 
は 自分 の ター ン を 行なう こと が で きま す 。 


ポイ ント 計算 

ラウ ンド が 終了 し た ら 、 全 プレ イヤ ー は 、 自 
分 の ディ ー プ シッ クス パイ ル に ある 敵艦 艇 の 防 
御 力 (= モ ポイ ント) を 合計 し て 下さ きい 。 

1 人 を 除い て 全員 が プレ イ か ら 除 外さ れ た 場 
合 、 最 後 ま で 残っ な た ゲ プレイヤー に ボー ナス と し 
て 10 ポ イン ト を 与え て 下さ い 。 

まだ た 、 ラ ウン ド の プア レイ か ら 除 外さ れ た ( 艦 
隊 が 全滅 し た ) プレ イヤ ー の ポイ ント か ら ペ ナ 
ル テ ィ ー と し て 10 ポ イン ト を マイ ナス し て 下る 
い 。 

以上 の 計算 を 終え た 結果 が 、 そ の ラウ ンド の 
スコ ア と な り ま す 。 

スコ ア は マイ ナス に な る 場合 も あり ます 。 


勝利 条件 


1 人 の プレ イヤ ー が 100 ポ イン ト 以 上 (ゲー ム 
バリ エー ショ ン 参 照 ) 得点 する まで ラウ ンド を 
続け て 下さ い 。 

同じ ラウ ンド に 100 点 を 超え た プレ イヤ ー が 
2 人 以上 いる 場合 、 ポ イン ト の 高い 方 が 勝ち と 
な り ま す 。 

同点 の 場合 、、 も う 1 ラウ ンド 行なっ て 下 き 
も や 。 


ゲー ム バ リエ ーション と プ 
レイ へ の 助言 

1 . ゲー ム を 長く する 場合 は 、 勝 利 に 必要 な 
羽 イ ント を 高く し て 下 き い 。 

2 . ラウ ンド を 短く する 場合 、 全 て の 追加 艦 
骸 カ ー ド を ドロ ー イ ング パイ ル か ら 抜 いて 下 き 
きき 。 

3 . ラウ ンド て 高 得点 が 出る よう に する た だ ため 
に は 、 各 プレ イヤ ー の 艦艇 の 数 と 手持 ちの 行動 
カー ド の 枚数 を 増し て 下さ い 。 

4 . 純粋 な 砲撃 戦 ゲ ー ム と する た め に は 全て 
の 特殊 行動 カー ド 、 水 埋 戦隊 お よび 掃海 艇 カー 
ド それに 航空 母艦 を も を ゲ レ イ か ら 外 し て 下さ きい 。 

5. より リア ル な ゲー ム を 楽し むために 適当 
な 効果 音 を 加え て みて 下さ い 。 例 えば 、 水 軍 戦 
隊 カ ー ド が 使用 きれ た ら ク ラク ショ ン を 鳴ら し 
た り 、 射 撃 時 に は 「 ド ー ン 」 と 日 鉄砲 を 飛ば す 
だ 。 

6 . 特別 行動 カー ド を 引い た 場合 は 、 そ れ で 
ゲ レ イ を 終え ず に 、 通 常行 動 カ ー ド が 出る まで 
カー ド を 引き 続け ます 。 そ の 間 に 出 て くる 特別 
行動 カー ド は 使い ます 。 

7 . より 激しい 戦闘 に する た め に は 、 機 電 に 
よる 打撃 を 2 倍 し し て ゲー ム を 行なっ て 下さい 。 

8 . 夜戦 を シミ ュ レ ー ト する 場合 は 、 
ィ イヤー は 艦艇 カー ド を 裏 に し て 配置 し て 下さ い 。 
これ ら の 裏 に な っ て いる 艦 が 射撃 を 行なっ た 場 
合 、 敵 か ら 射 繋 を 受け な く と も 1 ラウ ンド の 間 
ずっ と 表 に され ます 。 目標 は ラン ダム に 選ば れ 、 
命中 し た 艦 は 表 に され ます (この バリ エー ショ 
ン で は 艦隊 中 に 他 の 艦艇 が 残っ て いる 間 で あっ 
て も 航空 母艦 が 攻撃 きれ る こと に な り ま す )。 

目標 と な っ た 艦艇 は 射撃 を 行なっ た 艦艇 と 同 
様 に 表 に され だ た まま 残り ます (この 方 法 の 代わ 
り の タイ プ の 夜戦 と し て 、 灯 り を 消し た 状態 で 
デレ イ す る と いう や り 方 も あり ます )。 

9 。 カミ カゼ 攻撃 を と シミュレー ト す る 場合 、 
日 本 の 航空 母艦 を 持つ プレ イヤ ー は 以下 の よぅ 
に する こと が で "きま す 。 


全 プ レレ 


いろ いろ 
ある けど 
ぽく だ た ち は 


10. 味方 チー ム プ レイ ヤー 間 で の 会 話 を 制限 
し て プレ シイ する 。 

通常 通り に 目標 を 宣言 し た 後 、「 バ ン ザ イ 」 と 
叫び な が ら サ イコ ロ を 振り ます 。 カ ミカ で ゼ 攻 撃 
は 1 また だ は 2 の 目 で 成功 で す 。 

を の 代わ 9 に 、 成 功 し た サイ の 目 に 1 を プラ 
ス し た 数 の ター ン の 間 は 航空 攻撃 を 行なう こと 
は で きま せん ん: 

他 の 目 が 出 た 場合 、 そ の 航空 母艦 は 目標 を 発 
移 で き な か っ た 上 考え た えま す 。 こ の 場合 だ もう 1 
度 カ ミカ ゼ セ 攻 撃 を 試み る 前 に 1 ター ン 待 た ね ば 
な り ま せん 。 


艦隊 行 


プレ イヤ ー が 多い と き は 、 以 下 の 艇 隊 の 組合 
せ の 中 か ら 検 討 し て みる と よい で し ょ う 。 
同じ チー ム に 属す る 艦隊 同士 の あい だ で は 攻 
買 を 行なっ て は いけ ませ ん 。 

自分 の ター ン に 、 攻 撃 を 行なう 代わ り に 、 味 
方 チー ム の メン バー と 射 黄 カ ー ド を 1 枚 交換 す 
る と が て き る 

1 つの チー ム の み が 残 っ た 時 に ラウ ンド は 終 
製 ド を: 


プレ イヤ ー 数 組合 せ 

3 3 チー ム 

4 4 チー ム ま た は 2 艦隊 の 2 チ 
= 必 

5 5 チーム 

6 6 チー ム ま た は 2 能 隊 の 3 チ 
ー ム 、 3 艦隊 の 2 チー ム 

7 チー ム 

8 8 チーム ま だ は 2 艦隊 の 4 チ 
ー ム 、 4 艦隊 の 2 チーム 

9 9 チー ム ま た は 3 艦隊 の 3 チ 
ー ム 


プレ イ へ の アド バイ ス 


Oo 最 高 点 の 敵 を 常に 第 1 に 攻撃 すべ き で し ょ う 。 
マイ ナス 10 ポ イン ト ( 全 減 時 の ) は ポイ ント を 
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非常 に 平均 化し て ぐれ ます 。 

O 1 隻 の 航空 母艦 に よる 攻撃 は 婦 の 確率 で 艦艇 
を 完全 に 沈め ます : 高 ポ イン ト の 艇 艇 に 対す る 
以外 は それ ほど すばらし い 手 で は あり ませ ん 
(カミ カゼ ルー ル を 取り 入れ て いる 時 に は 非常 に 
よい 手 で す )。2 隻 の 航空 母艦 を 保有 する 場合 、 
と (に 両方 と も 日 本 の 航空 母艦 で ある 場合 は 航 
空 攻撃 を 試み る の に 十分 な 価値 が あり 、 ポ ボイン 
ト を 得る 早道 で す 。 

航空 母艦 は 、 強 固 に 防御 され て いる 場合 に は 
あま り 注 意 を 払わ な いで よい の で す が 、 守 り の 
艦 艇 が 非常 に 弾 て な っ た ら 、 航 空母 艇 を 失う 前 
全便 びき 和 3 本 まう 

更に まだ た 、 ラ ウン ド を 長 引 か せ た だ い 場 合 、 航 
空 攻撃 が カー ド を 引か な いで も 行なわ れる の を 
忘れ な いで お く 《 で き で す 。 

Oo 敵 の 主砲 の 種類 を 減ら すべ き で す 。 

o 水 電 戦 隊 カ ー ド (以降 DD カー ド と 呼ぶ ) 
は プレ イヤ ー 全 員 を 罰 か し ます 。 自分 に 続く 
プレ イヤ ー 達 が DD カー ド を 仕 止 め て くれ る で 
あろ うと 、 信 じ る に 足る 理由 が ある の な ら 5DD 
カー ド を 射 疫 し て も 困る こと は な いで し ょ う 。 

これ が 疑わ し い 時 や 単に 水雷 戦隊 の 能 を 他人 
に 対し て 向け た い 場 合 は 煙幕 を 張る の が よい で 
し ょ う 。 そ うす れ ば DD カー ド か ら 逃 れる 事 が 
で き 、 も は や 水雷 戦隊 は 他 の プレ イヤ ー の 問題 
で: 引 ら 

し か し な が ら 、 届 告 し て お きま す と 。 こ の 手 
邊 ば か り 使う こと に し て いる 人 に は 友達 は 残ら 
が ky で よう > 

6 他人 が 艦艇 を 沈め る の を 容易 に し た く な く 、 
か つ 、 自 分 の ター ン に 艦艇 を 沈め られ な いり 場合 、 
防御 力 *7? 以 上 の 巨 艦 に 軽く 1 も し く は 2 打撃 
を 与え ます 。 つ まり 、1 回 の 打撃 で は その 艦艇 
を 沈め られ ませ ん が 、 あ と で そう する 場合 の 助 
け に な る の で す 。 他 人 が 容易 に 艦艇 を 沈め られ 
る よう に する より は 、 自 分 の ター ン に 捨て 札 を 
する 方 が まし で す 。 も ちろ ん 、 そ の 艦艇 を 沈め 
る の が 、 自 分 の 艦隊 も し く は チー ム の メン バー 
で あれ ば 別 で す が 。 


版 神 高速 大 阪 堺 線 


に 2 

シナ リオ 

※ 展開 地図 は 英文 の シナ リオ ノ 研 究 フ ォ ル ダー 
を 参照 の こと 。 


Kiev Pocket 


枢軸 軍 補 充 率 
歩兵 : 毎 タ ー ン 1 
装甲 装甲 抑 弾 パラシュート : 
毎 タ ー ン 1 
枢軸 軍 目 標 地点 (いずれ か 5 つ ) 

ドニ ェ プ ル ペ トロ フス ク (2127)、 キ エフ (31 
15)、 オ デ ッ サ (1115)、 ロ スト ブフ (1540)、 セ バス 
ト ポ リ (0222)、 ウ マン (2314) 、 ザ ポロ ジェ (18 
27) 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー が 最初 に 移動 し 、 最 初 に セ 
ッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 ル ー マ ニ ア 軍 を 除い 
て 装甲 、 装 甲 抑 弾 兵 テ ニッ ト は ヘ ク ス 列 2000 よ 
り 南 に セッ ト ア ッ プ で きま せん 。 
特別 ルー ル 

ルー マニ ア 軍 政治 的 制約 : 4 ター ン よ り 前 
に ルー マニ ア 軍 ユニ ッ ト が ドニ ェ プ ル 河 を 東側 
へ 越え る こと は で きま せん 。 4 ター ン 以 後 は 、 
ルー マニ ア 陸 軍 の うち 、2-7 歩 兵 3 個 と 、3-7 騎 兵 
3 個 ど だ けが ドニ エ プ ル 河 を 渡る こと が で きま す 。 
アン ト ネ シ ュ 軍 集団 (エリ ア Y ) で ゲー ム を 開始 
する ユニ ッ ト は 、 プ ブー ク 河 を 渡る こと は で きま 
せん 。 
ソビエト 軍 補 充 幸 
歩兵 親衛 : な し 
戦車 機械 化 : 3 ター ン ご と に 1 
ン ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 2 番目 に 移動 し 、2 
番目 に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 ソビエト 軍 
ユニ ッ ト は 、 チ ェ ル ニコ フ と ノヴゴロド - セ ベル 
スキ ー の 歩兵 (だ け の ) ス タッ ク を 除い て は グ デ 
ー リ アン 装甲 集 団 に 対す る こと は で きま せん 。 
特別 シール 

ドイ ツ 空 軍 の 妨害 : 第 4 ゲー ムタ ー ン より 前 
に は 、 東 方 に 向かっ て の ソビエト 軍 鉄 道 移動 は 
で きま せん 。 


Winter Counter Offensive 


枢軸 軍 補 充 謗 

歩兵 : 毎 タ ー ン 1 
装甲 プ 装甲 抑 弾 パラ シュ ー ト : 

2 ター ン ご と に 1 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 、 2 番目 に 移動 し 、 最 初 
に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 少なく と も 36 戦 
闘 力 分 の ドイ ツ 軍 ユニ ッ ト を エリ ア Z に 展開 し 
な く て は な り ま せん 。 


7 


ソビエト 軍 補 充 率 


歩兵 親衛 : 2 ター ン ご と に 1 
戦車 機械 化 : 3 ター ン ご と に 1 
ソビエト 軍 目 標 地点 (どれ か 2 つ ) 
ドニ エ プ ル ペトロ フス ク (2127)、 ハ リコ フ (27 
29)、 ク ルス ク (3730)、 ザ ポロ ジェ (1827)。 枢 軸 
軍 プ レイ ヤー が セバス ト ポ リ (0222) を 占領 し 
た ら 、 ソ ビエ ト 軍 プレ イヤ ー は 勝利 する た め に 
は 3 つの 目標 地点 を 占領 し な けれ ば な り ま せん 。 
オプ ショ ン : ヘ ク ス 0323 と 0223 に ソビエト 軍 要 
塞 マ ー カ ー を 展開 し ます 。 
ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 
ソビエト 人 軍 プ レイ ヤー は 、 最 初 に 移動 し 、2 
番目 に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 エ リア B に 
少な く と も 33 戦 闘 力 分 の ソビエト 軍 ユ ニッ ト を 
展開 し な けれ ば な り ま せん 。 


The Drive on Stalingrad 


枢軸 軍 補 充 吾 

歩兵 : 毎 タ ー ン に 1 
義 甲 プ 装甲 搬 弾 ノバ パラシュート : 

ン 全 メン (Cd 
枢軸 軍 目 標 地 点 

アル マヴィ ー ル (0545)、 マ イコ プ (0342) 、 
ボロ シス ク (0335)、 ロ スト フ (1540)、 ス ター リ 
ング ラー ド (2452)。 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 、 最 初 に 移動 し 、 最 初 に 
セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 
ソビエト 軍 補 充 

歩兵 親衛 ・ 2 ター ン ご と に 1 
戦車 機械 化 : 3 ター ン ご と に 1 

ン ソン ビ エト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プレイ ヤー は 2 番目 に 移動 し 、2 
番目 に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 


Stalingrad 


枢軸 軍 補 充 

歩兵 : 毎 タ ー ン ご と に 

装甲 プ 装甲 換 弾 パラシュート : 
か 沿 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 2 番目 に 移動 し 、 2 番目 
に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 指 定 さ れ た 展開 
に 加え 、 以 下 の 各位 置 に それ ぞ れ 1 ユニ ッ ト を 
置か ね ば な り ま せん (エリ ア Y を 割り 当て られ 
だ た ユニ ッ ト は 、 こ れ ら の 必要 条件 を 満た よ す ため 
に 用 いる こと が で きま す ): ス タラ ヤ オス コー ル 
(3433)、 ス タロ ベル スク (2737)、 ミ レロ ヴォ (23 
42)、 ヴ ォ ロ シロ フグ ラー ド (2137) 、 モ ロ ゾ フス 
ク (2146)、 チ ル ステ ーション (2249)、 ノ ヴォ シ 
ェ ル カス ク (1741)、 デ ィ プ ノイ ェ (1050)、 セ バ 
スト ポリ (0647 )、 ア ル マ ヴ ィ ー ル (0545)、 マ イ 


コ プ (0342)、 ク ラス ノダ ル (0539)。 さ ら に 、 概 
軸 同 盟 国 軍 テ ニッ ト は 、 ヘ クス 列 1300 よ り 南 に 
は 置け ず 、 示 され た 開始 線 必要 条件 を 満た き な 
けれ ば な り ませ ん 。 
特別 シール 

ドン 河 の 渡河 : 第 1 ゲー ムタ ー ン に お いて 、 
枢軸 軍 ユ ニッ ト は チル ステ ーション (2249) と 
カラ チ (へ ヘ クス 2450) の 間 で は 、 橋 や 渡河 ペク 
ス で どちら の 方 向 に も ドン 河 を 横切る こと は で 
き : ま せ た 。 

ドン 河 要 寒 : ドイ ツ 軍 は スタ ー リ ング ラー トド 下 
戦 開始 前 の 何 ヵ 月 間 か ドン 河 戦線 に 存在 し て い 
まし た 、 そ の た めこ の 河 に 沿っ て 防御 拠点 を 建 
設 する 機会 と 時 間 が あり まし た 。 こ の こと を 反 
映す る オプ ショ ン ル ー ル と し て 、 以 下 の よ うな 
条件 を 加え ます 。 枢 軸 軍 プレ イヤ ー は セッ ト ア 
ッ プ に 8 つの 要 寒 マー カー を 加え る こと が で き 、 
それ ら す べ て は 開始 線 ヘ クス に 置か ね ば な り ま 。 
せん 。 
ン ソン ビ エト 軍 補 充 束 
歩兵 親衛 : 2 ター ン ご と に 1 
戦車 機械 化 : 3 ター ン ご と に 1 
ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 最初 に 移動 し 、 最 初 
に セッ ト ア ッ プ を 行ない ます 。 エ リア A に 、 消 
な く と も 55 戦 闘 力 分 の ユニ ッ ト を 展開 し な けれ 
ば な り ま せん 。 
ソビエト 軍 目 標 地点 (どれ か 3 つ ) 

スタ ー リ ング ラー ド (2452)、 ロ スト フ (1540)、 
クル スク (3730)、 ハ リコ フ (2729)。 


The Backhand Blow 


枢軸 軍 補 充 素 
歩兵 : 毎 タ ー ン 1 
装甲 プ 装甲 換 弾 プ パ ラ シ ュ ー ト : 

2 ター ン ご と に 1 
枢軸 軍 目 標 地点 (どれ か 3 つ ) 

ベル ゴロ ド (3130)、 イ ジュ ム (2433)、 ハ リコ 
フ (2729) 、 ク ルス ク (3730)。 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 2 番目 に セッ ト ア ッ プ を 
行ない 、 最 初 に 移動 し ます 。 
ソビエト 軍 補 充 率 
歩兵 親衛 : 毎 タ ー ン 1 
戦車 機械 化 : 2 ター ン ご と に 1 
ン ソン ビエ ト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 最初 に セッ ト ア ッ プ 
を 行ない 、 2 番目 に 移動 し ます 。 エ リア A に は 
少な く と も 32 戦 闘 力 分 の ユニ ッ ト を 展開 し ます 。 
エリ ア B に は 、 こ の エリ ア を 匠 定 さ きれ た ユニ ッ 
ト (B 1、B2 な ど ) 以 外 の ソ ビ エ ド 和 軍 テ ニッ ト 
を セッ ト ア ッ プ する こと は で きま せん 。 


1 且 目 用 間 間 間 旧 間 間 症 用 | 間 間 間 間 


Aftermath of Zitadelle 


収 軸 軍 補充 束 

賜 兵 : 毎 タ ー ン 1 

識 四 装甲 損 絢 プ パラ シュ ー ト : 
グーン ご と に だ 計 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

相 軸 軍 プレ イヤ ー は 2 番目 に セッ ト ア ッ プ を 
条 な い 、2 番目 に 移動 し ます 。 エ リア T に 少な 
【 と も 28 戦 闘 力 分 の ドイ ツ 軍 ユニ ッ ト を 展開 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

ソビエト 軍 補 充 率 

政 兵 親衛 : 毎 タ ー ン に 1 
湯 車 機械 化 : 2 ター ン ご と に 1 

ソビエト 軍 の 目標 

ドニ ェ プ ル 河 より 西側 に 60 戦 闘 力 。 
ソン ビ ピエ ト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 最初 に セッ ト ア ッ プ 
を 行ない 、 最 初 に 移動 し ます 。 展 開 を 指定 され 
た ユニ ッ ト た 加え 、 エ リア A に 少な く と も 55 戦 
開 力 分 の 通常 戦闘 ニッ ト を セッ ト ア ッ プ し な 
けれ ば な り ま せん 。 


Battle for the Dnepr 


枢軸 軍 補 充 幸 

歩兵 : 毎 タ ー ン 1 

設 申 装甲 抑 弾 ププ パラ シュ ー ト : 

2 ター ン ご と に 1 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 
相 軸 軍 プ レイ ヤー は 2 番目 に セッ ト ア ッ プ を 行 
な い 、 2 番目 に 移動 し ます 。 ザ ポロ ジェ (1827) 
か ら 地 図 北端 まで の 使用 可能 な 渡河 ヘ ク ス すべ 
て に ユニ ッ ト を 配置 し な けれ ば な り ま せん 。 
特別 ルー ル 

ヴォ ー タ ン ラ イン ショ ドニエプル 洒 よ り 東 で 多 
ー ム を 開始 する ドイ ツ 軍 ユニ ッ ト は 第 3 ゲー ム 
ター ン よ り 前 に は ドニ エ プ ル 河 を 横切る こと が 
で きま せん (総統 命令 の た め )。 

ドイ ッ ツ 軍 の 対戦 車 能力 : ドイ ツ 軍 は 戦争 中 に 
机 獲 し た 多く の 対戦 車 兵 器 の うち の いく つか を 
自軍 ユニ ッ ト に 転換 する 能力 を 持っ て は いま し 
た が 、 実 際 に そう いう づき と は も ませ ん で もし た 。 
プレ イヤ ー の 選択 で 、 以 下 の 用 意 を 行ない ます 
・ 開始 時 の ドイ ツ 軍 展開 に ( 3 )11 対 戦車 ユニ ッ 
ト 4 つ を 加え ます 。 
ソビエト 軍 補 充 幸 

歩兵 プ 親 衛 : 毎 タ ー ン 1 

戦車 機械 化 : 2 ター ン ご と に 1 
ソビエト 軍 目 標 地点 (いずれ か 、4 つ ) 

キエフ (3115)、 ド ニ エ プ ル ペ トロ フス ク (21 
27 )、 ザ ポロ ジェ (1827)、 セ バス ト ポ リ (0222), 
オデ ッ サ (1115)、 ウ マン (2314)。 
ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 最初 に セッ ト ア ッ プ 


を 行ない 、 最 初 に 移動 し ます 。 記 載 き され た ユニ 
ッ ト に 加え 、 少 な く と も 110 戦 闘 力 分 の 戦闘 ュ 
ニッ ト を エリ ア B に 配置 し な けれ ば な り ま せん 。 


Pocket at Korsun 


枢軸 軍 補 充 率 
歩兵 : 2 ター ン ご と に 1 
装甲 装甲 搬 弾 パラ シュ ー ト : 
グーン の だ 引 は 
枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 2 番目 に セッ ト ア ッ プ を 
行ない 、 最 初 に 移動 し ます 。 エ リア Z に は 少な 
〈 く と も る 28 戦闘 力 分 を 、 エ リア X に は ドイ ツ 軍 24 
戦闘 力 分 を 展開 し な けれ ば な り ま せん 。 
特別 ルー ル 

ドイ ツ 軍 の 対戦 車 能力 :( プシ ョ ン ル ー ル 、 
前 の シナ リオ と 同じ で す )。( 3 )11 対 戦車 ユニ ッ 
ト 4 つ を 、 開 始 時 の 枢軸 軍 展 開 に 加え ます 。 
ゾ ビ エト 軍 補 充 率 
歩兵 プ 親 衛 : 毎 タ クーン 1 
戦車 機械 化 : 毎 タ ー ン 1 
ソビエト 軍 目 標 地点 (いずれ か 7 つ ) 

ドウ ボサ リィ (1711)、 カ メ ネ ッ ツ (2305)、 カ 
メン カ (1910)、 モ ギレ ブフ (2108)、 ニ コラ エフ 
(1418)、 オ デ ッ サ (1115)、 ペ ル ボ マイ スク (18 
15)、 プ ロス クロ フ (2605)、 テ ィ ラ スポ ル (1411) 、 
ウマ ン (2314 )。 
ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 

ソビエト 軍 プ レイ ヤー は 最初 に セッ ト ア ッ プ 
を 行ない 、2 番目 に 移動 し ます 。 展 開 す る よう 
示さ れ た ユニ ッ ト に 加え 、69 戦 闘 分 の 戦闘 ユニ 
ッ ト を エリ ア M に 展開 し な けれ ば な り ま せん 。 


The Manstein Alternative 


枢軸 軍 補 充 率 

歩兵 : 毎 タ ー ン 1 

装甲 装甲 抑 弾 パラシュート : 

毎 タ ー ン 1 

枢軸 軍 の 展開 上 の 注意 

枢軸 軍 は 2 番目 に た セットアップ を 行ない 、 
移動 し ます 。 

1. 前 線 : すべ て の 開始 線 ヘ クス は ユニ ッ ト に 
よっ て 占め られ る か 、 そ の ZOC に お お われ ね ば 
な り ま せん 。 

2,. クリ ミア グル ー プ : 語 令 部 X 2 、5-7 歩 兵 xX 
2 、4-7 歩 兵 X1、3-7 歩兵 X2、2-11 壮 甲 戦闘 団 x 
1 、 そ し て すべ て の ルー マニ ア 軍 ユニ ッ ト は 、 
ペレ コ プ (1023) を 通る ヘ ク ス 列 よ り 南 側 で ノ 
ボロ シス ク (0335 ) を 含ま ず シ ナリ オ 開 始 線 よ り 
西側 に 配置 し な けれ ば な り ま せん 。 

3 . 左翼 軍 集 団 : 地図 北端 か ら ヘ クス 列 34xx( 含 
むせ) へ の 開始 線上 に 、5-7 歩 兵 X 3 、4-7 歩 兵 X 3 
を 置か ね ば な り ま せん 。 コ ノ ト プ (3422) に 司 念 


部 ユニット 1 つと 6-11 凌 甲 質 弾 兵 テ ニッ ト 1 つ 
を 置き ます 。 

4. 第 4 装甲 軍 : 司令 部 X1、16-11 装甲 X2、6- 
11 装 甲 抑 弾 兵 メ 1、5-7 歩 兵 X 2 と 、 ホ ト 、 ハ ウザ 
ー、 プ ライ ス 、 ネ ー リ ング の 各 リ ー ダ ー を 、 キ 
エフ (3115) か ら 3 ヘ ク ス 以内 に 置き ます 。 

5. 指定 位置 : ド ニ エ プ ブル ペ ベト ロフ スク (2127) 
-2-7 歩 兵 X1: ザ ポロ ジェ (1827)- 司 令 部 X1、2-7 
歩兵 X1 : キ ロホ グラ ー ド (2218) -4-7 歩 兵 メ 1 、 
3-7 歩 兵 X 2 : ポ ル タ ワ (2625) 一 3-7 歩 兵 X 1 。 
ソビエト 軍 補 充 許 

歩兵 プ 親 衛 : 毎 タ ー ン 1 

戦車 機械 化 : 2 ター ン ご と に 1 

ソン ビ エト 軍 の 目標 

ソビエト 軍 は 、 主要 都市 を 奪取 し 、 保 持 す る 
こと に よっ て 勝利 を お さめ ます 。 ソ ビエ ト 軍 は 、 
プイ レ 最 終 タ ー ン の 終了 時 に シナ リオ 開始 線 の 
西側 に ある 主要 都市 4 つ を 保持 し て いれ ば 勝利 
を な まま 本 

ソビエト 軍 の 展開 上 の 注意 

1. 前 線 : すべ て の 開始 線 ヘ クス は 実際 に ソ ビ 
エト 軍 ユ ニッ ト に よっ て 占め られ ね ば な り ま せ 
麗 計 

2。 コー カサ ス 方 面 軍 : 司令 部 X 1 、 リ ー ダ ー 
※1、6-11 戦 車 X2、4-11 戦 車 X2、7-7 親 衛 X2、5-7 
歩兵 X2、4-7 歩 兵 X 4 を 、 ノ ボロ シス ク (0335) か 
ら 3 ヘ クス 以内 に セッ ト ア ッ プ し な けれ ば な り 
ませ 。 

3. 第 3、 第 4 戦車 軍 の 作戦 地域 : 8-11 機 械 化 
※4、6-11 戦 車 X6、4-11 戦 車 X 2 と 全 砲 兵 ユ ニッ 
ト は 、 ク ビ ピ ヤ ンス ク (2633) を 通る ヘ ク ス 列 よ り 
北側 で 、 開 始 線 の 西側 に セッ ト ア ッ プ し な けれ 
ぱ ば な り ませ ん 。 

4. 指定 位置 : ロス ト フ (1540)-5-7 歩 兵 X2: ミ 
レル ヴォ (2342) 一 3-7 歩 兵 X 2: ス タロ ベル スク 
(2737) 一 4-9 騎 兵 X 2 : ス タラ ヤ オス コル (3432) 
ー5-7 歩 兵 X 2: ク ルス ク (3730) 一 7-7 親 衛 X2。 
シナ リオ 特別 ルー ル 

1 . 前 線 要 塞 化 地 域 

シナ リオ 開始 線 の 両 軍 の 前 線 ヘ クス は すべ て 、 
要 寒 修 さ れ て いる と みな し し ます 。 こ れ ら の へ 
クス で 防御 を 行なう ユニ ッ ト は 、 戦 闘 力 が 2 倍 
に な り ま す 。ZOC を 通過 し て の 移動 は 、 要 案 
化 地域 に お いて は 認め られ ませ ん 。 

2. 第 4 装甲 軍 の 集結 完了 

第 4 装甲 軍 の ユニ ッ ト ( キ エフ [3115] か ら 3 へ 
ヘ ク ス 以内 で プレ イ を 開始 する ユニ ッ ト す べ て ) 
は 第 2 ター ン ま で 移動 で きま せん 。 

3 . OKW (国防 軍 総 司令 部 ) 予 備 

キロ ホ グ ラ ー ド (2218) で ゲー ム を 開始 する ド 
イツ 軍 歩 兵 ユ ニッ ト は 、 第 3 ター ン ま で 移動 で 
きま せん 。 
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司会 HITZ 


プロ 野球 ゲー ム ニ 玩 計 w4 


MEWS 


ASEBALL 


園 球場 で 昔 の 友人 た ちと APBA を や り ま し た 。 や っ ぱり 気分 か 
いい も の で すね 。 今度 は スタ ン ド で は な く 、 グラ ンド を 借り 切っ 


_ て や っ て みた いと 思い ます 。 ドー 


完成 の 折 に は 、 後 楽園 球 


、 二 て 、 けつ 。 スコ 


アボ ー ド に ウグイ ス 嬢 付き で 。 


や っ と 待 廊 の お た より が 来 ま し た 。 今 回 は 、 ま ず 、 そ の 話題 か ら 。 


@※ に 出 た ん 


思え ば HE 年 の 春 、 途 中 で は て だ 一 FE 年 の 
の 舞い は ご めん と 、 一 窓 発起 レ し て 行なっ だ '84 
年 ベナン トレ ー ス ・ セ リー ブ 版 も 去る 3 月 1 
日 に 中 日 の 優勝 で ひと ま ざ 幕 を 降ろ し まし だ 。 
あご 阪 衝 こ の 日 本 シリ ー ズ ガ が 残 っ て いま りか が 、 
ひと まき ざ 結 果報 告 友 。 

先 に も 述べ まし だ が ザ シ ー ズ ン は 私 率い る 中 
日 が 32 勝 9 敗 勝率 677。 で 優勝 、 臣 人 も な ん と 
"85 年 パパ リー ブ を 制 し だ 、 西武 フラ ス の 成績 を 
残し 、 完 全 に 二 強 一 弱 二 例 外 一 番外 地 を 形成 
し だ の で あり まし だ た 。 

ー シ ツー ズン 終 つ て わか つ だ ご さ ど は 発生 な 
打 高 投 低 だ と いう こと で す 。 首位 打者 、 谷 沢 
の 打率 は 375。 本 塁打 王 、 宇 野 ガ 56 本 塁打 を 
始め 割 打 者 (規定 打席 ) が 21 人 、 本 塁打 50 本 
以上 が 宇野 、 モ ッ カ 、 ク ロマ テイ ィ 、 中 畑 の 4 
人 和信 と 多く 、 グレード 日 以上 が び 6 人 も いる 広島 
も 優勝 で き な か つ だ の で す 。 

し レガ も 、 ご これ は 有 藤 王 、 斎藤 ら の " 妥 注 意 人 
物 " の スタ メン 起用 、 及 び 一 試合 二 打 席 以 上 
の 使用 を 禁止 し 、 左 投手 は 左 打者 に 対し て 、 
グレ ー ド が 、 一 上 昇 す る と し だ 投手 保護 政 
策 を 起用 し だ 上 で の こと で ある 。 

ご れ に 対処 する に は 投手 の プレ ー ド を あげ 
る が 、 も し ぐ は 打 者 の 安打 数 、 無 条件 本 塁打 
を 減ら すか を し レ 、 加 えて 六 回 在 終 っ て 無 自 責 
点 の 投手 は 走者 3 人 を 許 レ て も ブレー ド が 低 


下 レ な い 。 (ブレ ー ド 日 、A の 投手 は こう し な 
いと だ と え こ ご こま で 零 封 し て いて も 、 グ レー 
ド が 低下 し ます 。) と い ラ ルー ル に し て ほし い 。 


最後 に 主 な 結果 を 同封 し て お きま す 。 


神奈 川 県 鎌 癌 市 柳下 和 箇 
@ 尽 人 78 42 10 650. 
広島 65 51 14 560. 11 
③ 孤 神 50 69 11 420. 
@ 交 祭 49 68 13 419.O 


本 塁打 王 宇野 56 本 
苗 位 打者 谷沢 375. 
打 京 王 谷沢 127 打 京 
V 打 点 宇野 、 中 畑 、 原 16 
盗塁 王 高木 豊 54 
最多 勝者 

最 優秀 防 山本 ( 神 ) 

最 優秀 救 鹿 取 


日 本 シリ ー ズ 阪急 vs 中 日 

④ 意 10 一 4 中 O 〇 山田 @@ 小 松 

@ 中 10 一 急 〇 郭 多 官 本 

③ 中 4ー3 急 ご 鈴木 牛島 人 @ 今 井 
@⑧ 中 11 一 10 急 〇 和牛 島 念 山 沖 
@ 中 ヨー フ 急 〇 都 久 官 本 
4 勝 1 敗 で 中 日 の 優勝 


いや あ 、 お どろ きま し た ね ェ 。 や れ ば 出来 る 
ん で すね ェ 。 ま ず は 、 御 苦労 様 で し た 。 

それ に し て も 、 こ の 報告 は 、 な か な か 貴重 で 
な ん と も 言え な い 
多少 の コメ ント を させ て いた 


す 。 こ れ だ けれ デー タ で は 、 
面 も あり ます が 、 


だ きま す 。 今度 は 、 も っ と 詳し い デ ー タ を 送っ 
て 下さ い ( ス ポー ツ 紙 な み の )。 

本 塁打 50 本 以上 が 4 人 も 出 た 、 
人 も 出 た と の こと 。 よ く 、 こ の 位 で 収まっ た な 
と いう の が 卒 直 な 感想 で す 。 もう少し ヒド イ こ 
と に な る と 思っ た の で す 。 

と いう の は 、 現 行 の APBA ル ー ル は 、 や は り 、 
130 試 合 を 想定 し て いな いか ら で す 。 ペ ナン トレ 
ー ス の 本 質 は 、 ケ ガ 人 や 不調 選手 を いか に な くす 
か いう 、 い わ ば 耐久 レー ス で す 。 と ころ が 、A 
PBA の ルー ル は 、 | 一 IO 数 試合 の 再現 に 焦点 を 


3 割 打者 が 20 


メニ ュー 
@ ぶ に 出 た グ 


@ プ ルー ライ ト 作戦 は 成功 する か 
@ ] 光 幅 球団 経 骨 報 告 


みな さん 、 今 晩 は 。 プ ロ 野 球 ゲ ー ム ニュ ー ス で す 。 先日 、 後 楽 


を 置い て いる フシ が あり ます 。 し た が っ て 、 ペ 
ナン トレ ー サ ー は 、 長 期 に お よぶ 耐久 レー ス を 
再現 する た め に 、 若 干 の 追加 シール を 用 いる 必 
要 が ある で し ょ う 。 

た と えば 、 故 傷 、 不 調 等 の ルー ル 。 来 年 へ 向 
け て の 新人 の 起用 の 義務 づけ (こう し た 選手 は 
普通 カー ド に な ら な い )、 等 々 で し ょ う 。 

も う ひ と つ は 、 デ フォ ル メ の 問題 で す 。 AP 
BA の 打撃 ナン バー は 、 ほ ぼ 史 実に 忠実 に 算定 
され て いま す 。 試 み に 電卓 で 計算 し て みて 御覧 
な さい 。 さ て 、 あ る 年 に 、 あ る ティ ー ム (どこ 
と は 言わ な い ) [ 陣 編 ナ mds 採 あ Mo 誠 


優勝 し た と し ま チ 記 た 者 の に な る = 上 に ニー 
ドー 


青 し いも の に な り 謙 す 。 同時 に 、 に 秋 て 上 に 
チャ ィ ー ム の 
の 2 つの 効果 を 総 加 し て 、 史 実 が 再現 され れ ば 
よい わけ で す 。 

こう し た 効果 は 、 や や 強め に 現われ る と 思い 
ます 。 実 際 、 数 試合 程度 な ら 、 そ の 方 が 、 そ れ 
らし く て 面白 く な る は ず で す 。 

さら に 、 サ イコ ロ の 問題 が あり ます 。 以 上 の 
様 に 、 APBA は 史実 に 基づい て 作ら れ て いま す 
そこ で 、 史 実 通 り 運 用 すれ ば 、 史 実 通り に な る 
確率 が 、 最 も 高い は ず で す ( 一 応 は )。 

と ころ が 、APBA は 、 サ イコ ロ て で 結果 を 判定 し 
ます 。 当然 、 史 実 よ り 良 い 成 績 を 残す 選手 も い 
れ ば 、 反 対 の 選手 も 出 ま し ょ う 。 た と えば 谷沢 
選手 を 例 に 取っ て 見 れ ば 、 シ ー ズ ン を 終え て の 
彼 の 打率 の 確率 は 、 図 | の 様 な 分 布 を 示す で し 
ょ う 。 こ こ で 、 同 選手 が 不振 に 陥 いり (サイ が 
走ら な か っ た )、 史 実 より 5 分 も 低い .279 で シー 
ズン を 終え た と し ます 。 皆さん は 、 ど う 思 いま 
すか ? 中 日 の プレ イヤ ー 以 外 の 方 は 、 と り た 


ww 
| 


史実 で の 合 沢 選手 の 成 策 


図 1. 谷沢 選手 の 成績 予想 図 。 
史実 通り の 成績 を 残す 確率 が 最も 高い 。 
て て 騒ぐ こと も な いと 思い ます が 。 し か し 、 こ 
れ が 、 史 実 より 5 分 高い .379 で あっ た ら 、 ど う 
し て も 目 に 付く で し ょ う ね 。 事実 、 こ の 2 つの 
出来 事 は 、 ど ちら も 同様 に 起こ りう る こと な の 
で す ( 確 率 は 異な り ま す 、 念 の た め )。 
この 考え を ラディ カル に 推し 進め る と 、 次 の 
よう な 結論 に 行き つく か も し れ ま せん 。 
ーー 本 物 の 谷沢 選手 は サイ の 目 が よかっ た ん 


ナル ホ ド 正論 で す 。 こ の 考え を 支持 する な ら 、 


谷沢 選手 の 真 の 打撃 ナン バー は 、 成 績 より も 若 
干 、 セ リー グ の 平均 打率 に 近い (低い ) も の と 考 
えら れ 、 ま た 、 低 打率 の 選手 も 同様 に (高く ) 変 
更 す る べき な の か も し れ ま せん 。 

これ は 、 い うな れ ば 、 選 手 カ ー ド の 没 個性 化 


を 意味 し ます 。 つ まり 、 デ フォ ル メ の 問題 と は 、 


の 5 た ご と か が の で す 。 

し か し ね ェ 、 柳 下さ ん 。 本 当 の 所 、 打 高 投 低 
の 原因 は 、 中 日 の 独走 じゃ な いん で すか 。 サ イ 
コロ は 、 第 3 者 に 振っ て も ら っ て 下さ い 。 タク 
テク ス 26 号 の 「 氷 山 の 一 衣 」 に も ある 通り 、 な ん 
だ か 、 そ の あたり に も 原因 が あり そう な …… 5 


東京 の 浅野 さん か ら の アド バイ ス で 、 盗塁 結 


果 表 版 の 珍 プ レイ 好 プ レイ 表 を 作っ て み ま し た 。 


維 塁 結果 判定 の サイ コロ が ゾロ 目 (修正 前 ) に な 
っ た 時 、 別 に サイ を 2 個 振 っ て 、 こ の 表 を 参照 


き 結果 を 修正 し て 下さ い 。 
スチ ー ル と いう の は 、 様 々 な 可能 性 を 秘め た 
導き その 一 端 で も 再現 で きれ ば 幸い 


盗塁 版 丈 プ レイ 好 レイ 表 ( ソ ロ 目 の 計 に 参照 ) 


2 一 盗塁 し た ラン ナー は 、 タ ッ チ プレ イ で 負傷 。 


| り 拓 條 の 5 凍 全 計 


6 一 計 攻 作 あ 打者 三振 。 
7ー サ イン 見 落し 。 盗塁 は な か っ た 。 
8 一 ツー スト ライ ク 。 投 手 グ レー ド A で 打撃 判定 
ー ミ スジ ャ ッ ジ (判定 と 逆 の 結果 に な る )。 
10 一 送球 が それ る 。 3 と 同じ 。 
11 一 先頭 ラン ナー が 之 制 死 。 盗 塁 は な か っ た 。 
12 一 ミス ジャ ッ ジ (判定 と 送 の 結果 に な る )。 こ 
れ に 抗議 し た 選手 が 、 退 場 を 命じ られ る 。 
アウ ト な ら ラ ン ナ ー。 セ ー フ な ら 野 手 で あ 
る 。 2 盗 の 場合 は 、 左 打者 な ら シ ョ ー ト 、 
右 打 者 な ら セ カン ド が 、 退 場 さ せら れる 。 


さる 4 月 | 日 号 に 載っ た 「| 兆 円 球団 トー ナ 
メン ト 」 な る も の は 、 そ も そ も エ イプ リル ・ フ 
ー ル 沿 け の 冗談 企画 だ っ た の で す が 、 誰 も それ 
と 気付 か な い ば か りか 、 好 評 で し た の で 、 現 実 
味 あふ れる 企画 と な り ま し た 。 


そこ で 以下 の 通り 、 若 干 の 修正 を させ て いた 
だ きま す 。 この 他 に も 実施 時 期 、 方 法 、 ル ー ル 
? まし た な ら 、 大 急ぎ お 手紙 下 

お り . ま す 。 


名 選手 を | 人 300 万 内 で 何人 
きる 。 


性 能 
打撃 一 パリ ー グ の 投手 の も の を 使う 。 
守備 一 内 野手 (タニ ネ な ネン ドー2) 

外野 手 : (外野 一 2 ) 
捕 手 %( 捕 手 一 2 T+5) 
以上 の いずれ か 。 
パン トー|、 盗 胃 一 |。 足 は S。 


と いう わけ で 、 今 夜 の プロ 野球 ゲー ム ニ ュ ー 
ス 、 い か が だ っ た で し ょ うか 。 柳下 さん と 浅野 
さん に は 、 特 製 選 手 カ ー ド か 何 か を 送り ます 。 
と ころ で 、 誰 か 関西 の 球場 の 切符 を 送っ て くれ 
ませ ん か 。 夏 に は 行っ て 見 た く 思 う の で す が 。 
広島 や 阪急 の ファ ン ブ ッ ク な ん か 送っ て くれ る 
と 感激 し ます 。 冗 談 は さて お き 、 こ の 番組 は 引 
き 続 き 、 み な さん の 投書 で 作っ て 行き た いと 思 


いま す 。 ど し ど し 、 お た より 下さ い 。 そ れ で は 、 


今晩 は 、 こ の 辺 で 。 (提供 TACTICS) 


ー 遇 ツテ < 一 斗 に 和 NJHIVN 


トブ 


の 〇 ば 本 ーー ご 


本 ・ リ ー ダ ー・ ク リ ニ ッ ク 


<AH>“ 戦 闘 指揮 官 " シ リー ズ 徹 底 解析 
スコ ー ド リー ダー: ク イズ ーー 回 箇 > 負 内 編 一 一 


本 還 5: シ ナリ オ 人 方 向 転 提 


了 イズ の 回 答 ・ 討 論 編 も ら 回 目 を 迎え まし た 物 に 対し て -1 の 指揮 能力 を 利用 する こと で 、 ソ ツ 連 軍 分 隊 を 戦闘 不能 に す 


ジェ ネ ラ ル 誌 19 号 3 巻 
ビル ・ ナ イチ ン ゲ ー ル 訳 プ 小山 純一 


が 、 今 月 は 少し 手違い の あっ だ 質問 ら . に 加 る 確率 は 少な く と も 50% に 達する 。 同 時 に 、 そ れ は M 7 の 建物 に いる 8- 
えて 、 日 本 の 読者 の 皆様 か ら 寄 せら れ だ お 便 1 の 指揮 官 が 分 隊 を 回 復 さ せる チャ ンス を も 与え る 」 筆 者 も 、 回 復 拠点 と 

り を 紹介 する こと に し まし た 。 ぜひ 皆さん も し て の L 7 を 保護 する と いう の は 、 目 標 に O8 を 選択 する 最も 重要 な 根 
研究 し て みて 下さ い 。 換 び と 思う 。Dana Linfield <Corner Brook, Newfoundland > が 、 こ 


の 上 京 を 次 の よう に 要約 し て いる :「08 を 射撃 する 。 な に より も 、 ま ず 回 
復 拠点 と し て の ヘ ク ス し L 7 が 保護 され な けれ ば な ら な い 。 さ も な けれ ば 、 
M 7 の 建物 内 の ドイ ツ 軍 全 減 し て し まう だ ろう 。 ま た 、O8 で 戦闘 不能 に 
な っ た ソ連 軍 分 隊 を 回 復 さ せる 瑞 の 指揮 官 が いな いこ と 、 木 造 建 物 で あ 
る た め DRM が 最も 有利 で ある こと な ども 、 そ の 根拠 と な る 」 何 も か も を 


*5. 方 向 転換 


質問 : あな た が ドイ ツ 軍 プレ イヤ ー で ある と し て 、 ヘ クス M 9 に ある の 通り で 、 他 の 大 多数 の 回 答 者 も そう 考え た に 違い な い 。 と ころ で 、 こ 
4-6-7 分 隊 と HMG に よる 防御 射撃 の 目標 を 指定 し て 下さ い 。 れ 以 外 に は どん な 選択 が ある の だ ろう か ? 
( 図 4 参照 ) Neil Bonner, Jr. :「HMG( 一 1) が ヘ ク ス O8 を 、4-6-7 分 隊 が ヘ ク ス N 5 
回 答 得 点 得票 数 を 射撃 する 。08 に ある 3 個 分 隊 と 2 丁 の LMG は 、 こ の 地域 で 最も 強力 な 
4-6-7、HMG、8-1 の 指揮 官 が 08 を 射撃 100 87 射撃 グル ー プ で あり な が ら 、 地 形 に よる 防御 が 弱い と いう 点 で 、 誰 も が 
上 記 以 外 の 回 答 80 9 最初 に 気付 く 格好 の 射撃 目標 で ある 。 一 方 、N 5 の ソ連 軍 分 隊 も M 9 に 
この 質問 は 、 不 完全 な 図 を 掲載 し て し まっ た こと も あっ て 、 回 答 者 の と っ て の 僧 威 と な り 得 る か ら 、 そ こ に 対し て も 射撃 すべ きだ と 思う 」 
意見 が ほとん ど 一 致し て いま い 、 議 論 の 題材 し し て の 意味 が 少な てく な っ Timothy Gist :「4-6-7 分 隊 が ヘ ク ス 08 を 、HMG( 一 1) が ヘ ク ス P 8 を 
て し まっ た 。 図 中 の ヘ ク ス P 7 に は 8-0 の 指揮 福 が いな けれ ば な ら な いし 、 射撃 する 。 ソ 連 軍 分 隊 の 射程 外 に な る P 5 の 建物 は 別 と し て も 、N 5、 
赤い 矢印 の 位置 を 違っ て いる 。 き ら に 、 ヘ クス P 8 の 分 隊 は 2 丁 の LM 08、P 8 な ど 、 ド イツ 軍 に と っ て 箇 威 と な る 敵 は 多い 。 し か し 、 敵 の 数 
G を 持っ mk る は ず だ っ た 。 こ の よう な 誤り を 犯し て し まっ た た め 、 筆 
者 議 語 義 症 議 喝 で は な い が 、 ルー ル に 違反 し て いな い 回 答 の すべ て に 80 
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の 多 さ に お び え る 必要 は な い 。 L 6 の ドイ ツ 軍 は その 射撃 を 2 分 する こ 
と で 、M 5 お よび N 5 の 両方 に 対し て な ん ら か の ダメ ー ジ を 与え る 可能 
性 も ある 。 ま た M 9 に お いて も 、 分 隊 が 08 を 、HMG が P 8 を それ ぞ れ 射 
撃 す る こと で 、 そ れ ら の 敵 を 共に 戦闘 不能 と する チャ ンス が 生ずる 。 私 
は 、 全 火力 を ヘ ク ス 08 に 集中 する か 否 か で 、 か な り 迷 っ た が 、 敢 えて 上 
記 の よう な 回 答 を 選択 し た 」 

Robert Kaliski : 「HMG( 一 1) で ヘ ク ス 0O8 を 、4-6-7 分 隊 で ヘ ク ス P8 を 
射撃 する 。 この 質問 と 、 添 付 さ れ た 図 に は 、 曖 味 な 点 が ある よう だ 。 も 
し P 8 の 3 個 分 隊 が 移動 し な けれ ば 、 私 は 、4-6-7 分 隊 で P8 を 、 指揮 官 
に よる 修整 付き の HMG で O8 を 、 そ れ ぞ れ 射 撃 す る だ ろう 。P 8 の 分 隊 が 
LOS( 照 準 線 ) 外 に 移動 する な ら 、4-6-7 分 隊 で P 5 を 射撃 する だ ろう 」 

Rober が 図星 を 指し た よう に 、 こ の 質問 と 図 と は 不明 確 だ っ た 。 し か 
し な が ら 、 こ の 状況 は ドイ ッ ツ 軍 の 防御 射撃 期 の ちあ の で あり 、 ツ 連 軍 の 移 
動 は 既に 行なわ れ て いる は ず で ある 。 ン ツ 連 軍 は 続く 前進 射 撃 期 に 前 進 す 
る こと が で きる が 、 少 な く と も この 時 点 に な いて は 、 そ れ ら を 射撃 する 
こと は 可能 で ある 。 不 完全 な 状況 設定 に 関す る 議論 は この くら い に し て 、 
最後 に 筆者 の 言い 訳 を お 聞き 願い た い 。 この 質問 に むけ る 筆者 の 意図 は 、 
(9 の 火力 を 集中 する か 、 あ る い は 分 割 す る か 、 そし て を の 目標 を 、O 
3?、P8、N5 お よび P5 の どこ に する か を 選択 し て もち ら う こと に あっ 
だ た 。 も し 、 あ ん な 場所 に 赤い 矢印 が 印刷 きれ て いな けれ ば 、 そ し て 2 丁 
の LMG が P8 に 配置 され て いれ ば 、P 8 は も っ と 多く の 関心 を 呼び 起 
こし だ はず な の だ が …… @ 


を 公 


掃射 すべ きだ と 思い ます 。M 7 の 方 は M 9 の 機銃 を 以 て 補強 可能 で す 。 

最初 の 準備 射撃 に 両方 成功 し た な ら 、 1 7 の 小隊 は た だ ち に F 5 の 建 
物 に 向かう べき で す 。F 5 の 建物 は 、 ド イツ 兵 が いれ ば ロシア 軍 に と っ 
て 厄介 な 火 点 と な り ま す が 、 ド イツ 兵 が いな けれ ば 1 7 に 対す る 盾 と な 
り 、 親 衛 赤軍 の 中 隊 は J 4 周辺 の 掃討 に 専念 する こと が で きま す 。…… 」 
彼 は 結局 、 I 7 の 戦力 に つい て は 「 そ の 場 に な っ て みな いと わか ら な い 」 
と 述べ て いま す が 、 大 火力 の 部 隊 を 先 に 投入 する か 後 か ら 使 うか と いう 
の は 微妙 な 問題 で す 。 山 崎 さ ん に は あえ ぇ て I 7 か ら の 攻撃 を 先 に 行なっ 
た 場合 も 考え て いた だ きた か っ た も の で す 。 

次 は Q 3 、 隠 蔽 コマ の 除去 に つい て 。 草加 市 の 清水 善 告 か ら の ご 意見 
は 回 答 編 が 掲載 され る 前 に 寄せ られ だ た もの で す 。「 基 本 的 に は 、 私 は この 
設問 で は Yes を 選択 し た い 。 バ ラバ ラ に 散開 させ た 3 分 隊 に 対し て 、 多 
《 の 場合 、 や は り ド イツ 軍 が T 2 V 2 の 双方 の 隠ぺい の うち ー つ で も 維 
持 す る の は 不可 能 で ある し 、 ま た 万 一 に も 悪 運 強く 敵 の 強力 な 隣接 攻撃 
に 生き 残っ た 分 隊 が いれ ば 、 当 然 私 で も こち ら の 射撃 で 弱まっ た 敵 に 突 
撃 を か ける で あろ う 。 こ の 際 白 兵 戦 で 勝利 を お さめ る 確率 は 低い が 、 混 


動 を 容易 に する こと に な る 。 
し か し な が ら 恐 し い の は T 2 又は U2 の ダミ ー 下 


に 、 中 機銃 が 存在 し た 場合 で ある 。 仮に T 2 に 機銃 
が あっ た 場合 、T 1 U 1 に 前 進 し た こち ら の 分 隊 は 、 
その 両方 が 貫通 力 で 影響 を 受け る こと に な る (T1 


人 1 
に DO 
| M っ 


は 隣接 ヘ へ クス だ か ら 8 火力 、U 1 は 4 火力 を うけ る )。 
さら に 機銃 に 4-6-7 分 隊 2 ユニ ッ ト が スタ ッ ク し て い 


人 『 昌 / パパ た ら 、 そ の うち ひと つ は U 1 、 ひ と つ は S 2 を 射 本 
< 


の 補 、/NM2 語 ー【( IEDY 
7 還 S 


し 、 こ の 結果 ソ連 の 前 進 し た 3 分 隊 す べ て が 8 火力 


ンド - 方 向 転 多 | の 攻撃 を あび る こと に な り 、 最 悪 の 場合 U 2 の 敵 は 


一 度 も 発砲 する こと な 〈 (ゆえ に 隠ぺい を と く こ と 


3 日 本 の 読者 も 負け て いま せん 


日 本 で も スコ ー ド リー ダー クイ ズ に ご 意見 を 寄せ て 下 き っ た 方 が いま 
し た の で 、 い くつ か ご 紹介 し まし ょ う 。 ま ず Q1. ヘ クス 1I7 の 戦力 に つい 
て 東大 阪 市 の 山崎 雅弘 きん は 「…… し か し な が ら 、 ル ー ル 8.7 項 に ある 通 
り 17 の 分 隊 の 行動 を 先 に 宣言 する 必要 は な い の で 、 ま ず 他 の 部 隊 を 用 い 
て 準備 射撃 を 行なう べき で す 。M 5 に は L 6 の 分 隊 と MMG、M 7 の 分 隊 
を 使っ て 12 火 力 十 3 の 射撃 を 、H 3 に 対し て は J 4 の 2 個 分 隊 と LMG2 丁 、 
K 4 の 分 隊 を 以 っ て 16 火 力 + 2 の 射撃 を それ ぞ れ 行ない ます 。M5 に 対 
し て 土気 チェ ッ ク 以 上 の 結果 が 出る 確率 は 42%、 同 様 に H 3 に 1 M 以 上 
の 結果 が 出る の は 582%2 で あり 、 こ の 準備 射撃 の 結果 に よっ て 1 7 の 行動 
を 決定 すれ ば よい と 思い ます 。 前 記 の 準備 射撃 の 目標 は 2 個 分 隊 を 戦闘 
不能 に し て し まう こと で 、 そ れ に 失敗 し た な ら ば 1 7 から 16 火 力 と 一 2 
で さら に 射撃 を 行ない ます 。 も し M5 と H 3 の 両方 で 達成 で き な か っ た 
場合 は 、 こ れ 以 上 増援 を 送れ な い 中 央 の 建物 の 脅威 と なか っ て いる H 3 を 


な く ) それ に 隣接 する 1 、U1 の ソ連 分 隊 が 負傷 

し て し まう 可能 性 が ある 。 こ れ を 防ぐ た め 、 ち ょ っ と ひね くれ て S 1 ス 
タッ ク の うち の ひと つ を T 1 の か わり に R 1 一 R 2 一 を 通過 し て S 3 へ 
移動 させ る 方 法 が ある 。 も し も この 移動 に 分 隊 が 成功 すれ ば 、T 2 、U 
2 の 敵 は 両方 と も が 隠ぺい を と か ざる を 得 な い 。 ま た 、 分 隊 が R'2 を 通 
過す る 際 に は 、 そ の 真 南 の R 7 の 建物 か ら 発 破 さ れる 可能 性 も ある 。 こ 
の R 7 の 敵 は ソ連 軍 の 南方 進撃 に お ける 障害 で あり 、 た と え ぇ 路上 R2 で 
分 隊 が 倒れ た と し て も 、 こ の “トゲ "を 取り 除く べく 、P7 、P 8 に スタ 
ッ ク す る グル ー プ が 、24 も の 火力 を も っ て これ に 鉛 ダ マ の 報復 を プレ 
ゼン ト す る で あろ う ( 隠 べ い の 修正 を 受け る こと な く )」 

タク テク ス 30 号 に は Q 4 、 の 回 答 編 が 提 載 され て いま す が 、 そ ちら を 
参照 すれ ば この 清水 さん の 意見 が まさ し く 100 点 の 回 答 で ある こと は ま 
ちがい な いと いえ る で し ょ う 。 3 個 分 隊 を 分 散 し て 移動 きせ る と いう 基 
本 概念 は まっ た 〈 同 じ も の だ か ら で す 。 

スコ ー ド リー ダー クイ ズ 回 答 ・ 討 論 編 は まだ まだ 続き ます が 、 す で に 
得点 の 示 る れ た 問題 、 ま た 、 ま だ 答 の 出さ きれ て いな い 問 題 の どちら に つ 
いて も 、 ご 意見 を お 持ち の 方 が いたら 、 ど ん どん タク テク ス 編 集 部 「SL 
係 」 完 お 送り 下さ るい 。 採 用 の 方 に は 記念 品 を お送り し ます 。 
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イタ リ ノ の 進撃 ィ ダ ) ア エト 


David A. Schell/ 今 野 千尋 訳 


スキ ー 機 関 銃 大 隊 か ら 機 械 化 軍団 ま で: 
河川 砲艦 か ら 戦艦 まで : 
旧式 複葉 機 か ら ジ ェ ッ ト 戦 闘 爆 撃 機 まで : 
雪 に 埋もれ た 山岳 か ら ベ ルリ ン の 瓦 巡 ま で …… 
史上 最も 烈 を 極め た 戦争 を 、 未 だ か つて な か っ た 
規模 で 再現 。 地 域 は ヨー ロッ パ 全 域 ・ 北 アフ リカ ・ 
中 近東 を カバ パー し 、 部 隊 は 大 隊 プ 連隊 師団 レベ ル 
で 中 小 ・ 中 立 諸国 を も 含む 。 な じみ や すい ゲー ムシ 
ステ ム ( ル ー ル ) と 連結 可能 な 地図 。 こ の ヨー ロッ パ - 
シリ ー ズ は 個々 の ゲー ム と し て も 、 ま た 、 全体 と し 
て も プレ イ で き る 一 大 ゲー ム 和 群 で ある 。 


"北ア フリ カ 中 東 戦 域 " を 1940 年 9 月 ター ン 、 つ まり 、 イ タリ ア 軍 の エ ジ ッ プ ト 侵 入 か ら 始 め る シナ リオ で す 
イタ リア 軍 を 担当 し な が ら 、 い つも イギリス 軍 の 奇襲 に より 壊 減 し て いた イタ リア 軍 フ ァ ン の 方 も 留 飲 を 下げ 
られ る で し ょ う 。 ま た “北ア フリ カ 中 東 戦域 "の デザ イナ ー、 ジ ョ ン ・M・ アス テル 氏 の 本 シナ リオ に 対す る コ 

ント も ぜひ 読ん で くだ さい 。 


o 


“北ア フリ カ 中 東 戦域 "を プレ イ し た ゲー マー ア か ら フ ラン ス 領 チュ ォ ニ ジア と イギリス の 支配 な 威 と 考え 、 主 要 港 ア レク サン ドリ ア (Alexand 
な ら 気づく こと だ が 、 こ の ゲー ム は イタ リプ 軍 ドド に ある エジプト の 2 方 面 に 進む も の で 、 そ れ ra) か ら の 鉄道 線 の 終着 点 で ある メル サ ・ マ ト 
を エジプト か ら 追 い 出し た だ け で な く 、 イ タリ は すぐ に で も 実行 で きそう な 作戦 だ っ た 。 ルー(Mersa Matruh ) 付近 に 防衛 線 を 構築 し た 。 
ア 第 10 軍 を 敗走 させ る に 到 っ た 連合 軍 の 反撃 か し か し 、 フ ラン ス が 降伏 し て 12 日 後に 事態 は し か し 、 数 的 優勢 が 必ず し も 勝利 に 直結 する と 
ら 始 まっ て いる 。 ゲ ー ム の 開始 時 に は 、 イ タリ 大 きく 変化 し た 。 も は や 枢軸 側 と の 戦闘 の 継続 は 限ら ちら な い 。 概 し て 、 イ タリ ア 和 軍 は どの 国家 の 
ア 第 10 軍 の 大 部 分 は シディ ・ バ ラー ニ (Sidi Barrani) を 望ん で いな い 新 た な ヴィ シー・ フ ラン ス 政 権 軍隊 より も 弱体 で あっ た 。 イ タリ ア 軍 の 補給 能 
近郊 の 海岸 地帯 に 集結 し て お り 、 連 合 軍 が 配置 が チュ ニ ジ ア の 支配 権 を 確立 し て し まい 、 チ ュ 力 は 低く 、 そ の 補給 線 は 未 組織 だ っ た 。 部 隊 の 

を よく 考え て 攻撃 を 行ない 、 そ の 装甲 効果 を 利 ニー ジア が 中 立地 域 に な っ て し まっ た か ら で あ る 。 練 度 と 士気 は よい と は 言え ず 、 そ の 姜 備 は 最良 


用 すれ ば エジプト に いる イタ リア 軍 を 撃 減 す る リビア の イタ リア 軍 は イギリス 支配 下 の エ ジ プ と は 言い 難い も の だ っ た 。 さ ら に 、 そ の 自動 車 
の は そう 難し いこ と で は な い 。 し か し 、 イ タリ ト を 目標 と する こと に な っ た 。 チ ュ ニ ジア が 中 化 輸送 部 隊 と 装甲 部 隊 は 頼り に な ら ず 、 和 砂漠 と 


ア 軍 の 状況 が 異な っ て いた ら 事 態 は どう 展開 し 立 と な っ て し まっ た 事実 は 別 と し て な っ いう 戦場 に 適 店 し て も いな か っ た 。 こ れ ら の 短 

た だ る うか を 占領 する こと は 戦略 的 に 見 て 大 い に 有益 で あ 所 は リビア の イタ リア 第 10 軍 に も 当て は まる と 
この シナ リオ は 、 枢 軸 軍 プレ イヤ ー 自 ら が 指 る 。 イ タリ ア 軍 が ナイ ル ・ デ ル タ お よび スエ ズ 考え て よい 。 

揮 を 取っ て エジプト に 侵攻 し て いた ら 事 態 は ど 運河 に 進出 すれ ば 、 イ ギリ ス は 東方 か ら の すべ これ に 対し て 、 エ ジ プ ト 防衛 の イギリス 軍 は 

う 変 わっ て いた か 、 と いう 仮説 に 答え よう と す て の 工業 原料 を より 長く 、 よ り 危 険 な 喜 望 峰 回 相対 的 に ト 規 模 ご っ た が よく 装備 きれ て いた 。 


る 試み で ある 。 ゲ ー ム は 従来 の '40 年 12 月 IT ターン り の 大 西洋 航路 で 輸送 せ ね ば な ら な く な る 。 加 これ ら の 部 隊 の 練 度 と 士 人 5 で あり 、 小 規 
で は な く 、 史 実 で エジプト 侵攻 が 行なわ れ た '40 年 えて 、 イ ギリ ス は その 他 の 地中海 お よび 中 東 の 。 模 な RAF (イギリス 空軍 ) も 編成 中 の レギ ア ・ 


9 月 II ター ン に 始ま る 。 領土 (( パ レス チ ナ ・ イ ラク ・ マ ル タ ・ キ プロ ス ) アエロ ノー ティ カ (イタ リア 空軍 ) より 優れ て 
加 を も 孤立 化 さ れ 、 枢 軸 軍 に よっ て 占領 され る と いる こと を 実証 し た 。 イ ギリ ス 軍 は 兵員 の 質 と 
歴史 的 育 景 こ いう 危険 を 抱え を る こと に も な る の で ある 。 その 有効 な 装甲 部 隊 に お いて 決定 的 に 有利 で あ 
イタ リア が 1940 年 6 月 10 日 に フラ ンス お よび EPC OO う 。 
イギリス に 対し て 宣戦 を 布告 し た 時 か ら 、 地 中 中 海 進出 の 第 1 幕 と な る こと に な っ た 。 イ タリ 数 週間 に わた る 国境 地帯 で の 小 戦闘 の の ち 、 
海 に お ける 抗争 は 始ま っ て いた 。 ム ッ ソ リー ニ ア の 在 リ ビア 2 ジン : ド ト イタ リア 軍 は エジプト 侵攻 作戦 の 開始 日 を 1940 
お SB の イギリス 軍 お よび 英 連 邦 軍 は わずか に 36.000 年 6 月 15 日 と 定め た 。 し か し この 時 、 イ タリ ア 
る イタ リア 人 た ち は 、 今 こそ リビア や 東 ア フリ 名 を 数 える の み で あり 、 イ タリ ア 軍 の 勝利 は 保 の リビア 軍司 令 官 で ある バル ポ ボ 将軍 の 乗 機 が 、 
カ な どの アフ リ か 証 き され て いる よう な も の だ っ た 。 加え て 、 イ ギ トブ ルク 上 空 を 飛行 中 に 友軍 の 対空 砲 に よっ て 


だ と 感じ て いら た 。 イ タリ ア の 侵攻 計画 は 、 リ ビ リス 軍 は この 数 的 優勢 を エジプト に 対す る 大 き 撃隊 され て し まう と いう 組織 と し て の 混乱 を 示 


す 典 型 の よう な 事件 が 発生 し た 。 こ の 不幸 な 事 
件 の た め 、 新 た に 「20 世 紀 の ス キ ピ オ ・ ア フリ 
カヌ ス 」 こ と グラ ツィ アー ニ = 元帥 が リビア 軍 の 
司令 官 に 就任 し 、 攻 勢 は と りあ え ず 8 月 まで 延 
期 さ きれ る こと に な っ た 。 

だ が 、 時 が た つ に つれ て 、 ム み ソ ツリ ー ニ は グ 
ラ ツ ィ ア ー ニ が 進撃 に 難色 を 示し て いる こと に 
不満 を 募ら せる こと に な っ た 。 グ ラ ツ ィ ア ー ニ 
は 完全 な 訓練 と 部 隊 の 砂漠 戦 用 装備 、 そ れ に エ 
ジ プ ト へ 進撃 で きる だ け の 補給 を 充実 きせ る た 
め の 時 間 を 欲し て いた の で ある 。 

そし で 9 月 13 純 に イタ リア 軍 は よう あく エ 
ジ プ ト へ の 侵攻 を 開始 し た 。 4 個 師団 の イタ リ 
ア 軍 は 電撃 的 と は 言い 難い 速度 で 前 進 し 、 優 務 
不断 な 行軍 を も っ て 国境 線 を 越え を た 。 オ コナ ー 
将軍 指揮 下 の イ ギリ ス 軍 は 巧み に メル サ ・ マ ト 
ルー 付近 の 防御 線 に 撤退 し た 。 4 日 後に 国境 か 
ら 65 マ イル の シディ ・ バ ラー ニ の 町 に 到着 し た 

リア 軍 は 、 補 給 を 待つ た め に そこ に 停止 し 
な だ な 。 

この 時 点 に お いて 、 グ ラ ツ ィ ア ー ニ 元帥 は リ 
ビア か ら よ り 多 く の 補 給 と 援軍 が 輸送 きれ な け 
れ ば 、 こ れ 以 上 の 前 進 は で き な い と いう 結論 を 
引き 出し て いた 。 彼 は 再び 好機 が 来る の を 待つ 
つも り だ っ た の で ある 。 

数 週間 の 小康 状態 の の ち 、 イ ギリ ス 軍 は 主導 
権 を 握っ た 。 シ ディ ・ バ ラー ニ = ニ 近郊 の イタ リア 軍 
の 戦力 と 能力 を 偵察 する た め 、 イ ギリ ス お よび 


「 イ タリ ア の 進撃 」 は 興味 ある 、 し か し 難解 
な 作品 で ある 。 私 は 幾つ か の コメ ント と 提案 を 
以下 に 記す こと: に する 。 

私 は 第 3 CCNN 師団 を ゲー ム か ら 除 外す る こ 
と に し た 。 こ の ユニ ッ ト に 関す る 情報 は 実に 不 
明確 な の で ある 。 第 3 CCNN 師団 は 1939 年 か ら 


1940 年 の 初期 に は 確か に 存在 し て いた 。 そ の 後 、 


お そら く は |940 年 6 月 か ら I2 月 まで の 間 に こ の 
師団 は 解散 され 、 そ の 多く の 部 隊 (すべ て で は 
な い ) が 第 64 歩 兵 師団 に 組み 込ま れ た の で ある 
(例え ば 、 第 1、 第 2 、 第 4 CCNN 師団 の 砲兵 連 
隊 は 、 そ れ ぞ れ 第 101、 第 102、 第 104 と 師団 番 
号 に 呼応 し た 番号 が 付け られ て いる 。 そ し て 、 


第 64 歩 兵 師団 は 第 103 と いう 番号 の 砲兵 連隊 を 
有 し て お り 、 こ の 番号 は 他 の 60 番 台 の 師団 の 砲 
兵 連 隊 の それ と は 掛け 離れ て いる 。 第 103 砲兵 
連隊 は 元 来 は 第 3 CCNN 師団 の 部 隊 で 、 第 3 C 


CNN 師 団 が 解散 され た 時 に 第 64 歩 兵 師団 に 移っ 
た と 見 る べき だ ろう )。 ゆえ に 、 特 に 第 64 歩兵 師団 
が ある こと か ら 、 第 3 CCNN 師団 は シナ リオ に 
含ま れる べき で は な い 。 

私 は 、 こ の 時 期 の 連合 軍 戦 闘 序 列表 に つい て 
は 若干 の 作業 を 行なっ た こと が ある だ け で 、 現 


英 連邦 軍 は メル サ ・ マ トル ーー 付近 か ら 「5 日 間 
の 襲 撃 」 と 呼ば れる 作戦 を 開始 し た 。 こ の 「 コ 
ン フ パス 作戦 」 と も 呼ば れる 襲撃 の 指揮 を 取っ た 
の は 熟練 の 将 、 ウ ェ ー ベ ル 将 軍 で ある 。 

「5 日 間 の 襲撃 」 は 12 月 8 日 の 夜 に 開始 され 
た が 、 そ れ は イタ リア 第 10 軍 に と っ て 了 臨終 の 調 
べ と な っ た だ た 。 イ タリ ア 軍 は 奇襲 を 被っ て 完全 に 
崩壊 し 、 装 備 と 数 千 の 捕虜 を 残し て 後退 し た 。 
イギリス 軍 は 直ちに これ を 追撃 し 、 イ タリ ア 軍 の 
敗走 は キレ ナイ カ 人 全域 を 放棄 する まで 続い た の 
で ある 。 


シナ リオ ・ ノ ー ト 一 で 生 較 
この シナ リオ は 、 枢 軸 軍 お よび 連合 軍 プ レイ 
ヤー が 40 年 9 月 I タ ー ン か ら ゲ ー ム を 始め る た 
め の も の で ある 。 各 プレ イヤ ー は 戦役 の 初期 か 
ら 、 自 ら の 戦略 で 部 隊 を 動か すこ と が で きる よ 
うに な る 。 し か し 、 補 給 の 欠如 は 双方 の プレ イ 
ヤー に 大 胆 な 新 戦略 の 展開 に 制限 を 加え る こと 
こ な る だ ろう 。 イ タリ ア 軍 は イギリス 軍 の 奇 藤 
の し て 免れ る 程度 で あ 

、 連 合 軍 プレ イヤ ー は すぐ に イタ リア 軍 に 対 
し 撃 」 を 見 舞う こと と な る だ ろう 。 
そし て 、 ド イツ 軍 の 攻撃 が 開始 さき れる の で ある 。 


シナ リオ ・ ル ー ル 一 = 証 


'40 年 9 月 TI ター ン か ら .40 年 12 月 TI ター ン の 始 
め ま で は 以下 の 例外 を 除き 、“ 北 アフ リカ 中 東 戦 


在 も それ を その まま ゲー ム に 入れ て いる 。 こ の 
シナ リオ の 戦闘 序列 表 と 私 の 作っ た 戦闘 序列 表 
に は 若干 の 違い が ある 。 主 た る 違い は 、 私 は 第 
I19 オ ー ス トラ リア 旅団 を 増援 部 隊 で は な く 、 初 
期 部 隊 と し て いる こと で ある 。 第 19 オ ー ス トラ 
リア 旅団 は 1940 年 の 前 半 に 他 の オー スト ラリ ア 
軍部 隊 か ら 兵 力 を 抽出 し て パレ スチ ナ で 編成 さ 
れ 、 中 月 まで パレ スチ ナ に 残留 し 、 そ の 後に エ 


ーー WW 
プイ ブー の) 
コメ ント 
ジ プ ト へ 移動 し た 。 私 は この 件 に 関す る オー ス 
トラ リア 軍 の 公式 記録 を 信用 し て いる 。 

さて 、 以 上 の こと は 区 細 な 事実 だ が 、 以 下 の 
こと は 非常 に 重要 で 、 本 当 は この シナ リオ に 含 
め ね ば な ら な い 。1940 年 9 月 に は 、 19/0426 ・ 
19/0525・19/0626 の 各 ヘ クス の 道路 は で き 上 が 
っ て いな い の で ある 。 ゲ ー ム の すべ て の ルー ル 
(補給 も 含む ) に 関し て 、 道路 は 存在 し て いな 
いも の と し て 扱う こと 。 命中 マー カー を この 3 
ヘ ク ス に 置き 、 そ れ を 表す 。 工兵 エ ユニット は 、 
その へ ヘ クス で 4 MP を 消費 すれ ば 道路 を 作る こ 
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域 " の 標準 ルー ル が すべ て 使用 され る 。 


1. 第 1 ター ン の 変更 

この 「 イ タリ ア の 進撃 」 シ ナリ オ は 40 年 9 月 
II ター ン か ら 開 始 き れる が 、 こ の ター ン の み 連 
合 軍 プレ イヤ ー タ ー ン を 除い て プレ イ を 行なう 
こと 。 この ター ン は 枢軸 軍 プ レイ ヤー ター ン と 
その エジプト 侵攻 を も っ て 開始 され る 。 ー 


2 . エジプト 侵攻 

ロー マ お よび ベル リン の 政治 的 圧力 に より 、 
枢軸 軍 プ レイ ヤー は グラ ツィ アー ニ ・ ル ー ル の 
制限 内 で "40 年 9 月 ター ン に エジプト に 侵攻 し 
な けれ ば な ら な い 。 枢 軸 軍 プレ イヤ ー は シナ リ 
オォ の 期間 (すなわち "40 年 9 月 II ター ン か ら '40 年 
11 月 IT ター ン ま で ) の み 、 以 下 の 地 点 を 戦闘 ユ 
ニッ ト で 占領 し て いる 場合 に 勝利 ポイ ント を 得 
し < 

十 1 シディ ・ バ ラー ニ (19/0725) の 占領 
土 3 マト ルー (19/1225) の 占領 

圭 10 他 の エジプト の 都市 の 占領 (イタ リア 
軍 は も し か し た ら こ の 遠 大 な 目標 を 達成 する か 
も し れ な い ! ) 

勝利 ポイ ント を 得る に は 、 最 低 1 ター ン の 間 
都市 を 占領 し 続け な けれ ば な ら な い 。 

エジプト 侵攻 は 「 最 低 15 個 連隊 相当 (RE) の 
イタ リア 軍 ユ ニッ ト が リビア ニテ エジプト 国境 を 
越え て エジプト に 侵入 する こと 」 と 定義 きれ る 。 


と が で きる 。 

この 時 期 の イタ リア 軍 は 統制 と 計画 性 を 欠い 
て いた た め 、 イ タリ ア 軍 工兵 隊 の 能力 に 関し て 
は 、 半 つ か の ルー ル 上 の 制限 を 課す こと か 必要 
だ と 感じ そい る 。 も じ か じ し た ら 、 こ れ は グラ ツ 
ィ ア ー ニ ・ ル ー ル に 付け 加え る べき な の か も し 
れ な い 。 イ タリ ア 軍 工兵 ユニ ッ ト は 上 記 の 道路 
が 完成 し な い 限 り 、 道 路 建 設 以 外 の 任務 に 着手 
する こと は で き な い 。 イ タリ ア 軍 工兵 ユニ ッ ト 
は 可能 な 限り 早く 道路 を 完成 させ な けれ ば な ら 
な い の で ある (イタ リア 軍 最 高司 令 部 は エ ジ プ 
ト 侵攻 を 熱望 し て いた が 、 こ の 未完 成 な 道路 は 、 
補給 の 到達 を 妨げ る 主たる 障害 で あっ た )。 さ ら 
に 、 補 給 不 足 と 組織 と し て の 欠陥 の た め 、 イ タ 
リア 軍 工 兵 ユ ニッ ト か 道路 を 建設 し よう と する 
時 に は サイ コロ を .| 個 振り 、、 サ イ の 目 が 4・5・ 
6 で あっ た 場合 は 試み は 失敗 し 、 そ の 道路 は 未 
完成 の まま で ある (た だ し 、 工兵 は 4 MP を 使 
っ て し まう )。 ま た 、 イ タリ ア 軍 プレ イヤ ー は コ 
ン パ ス 作 戦 が 開始 され る まで は 、 リ ビア に ある 
飛行 場 や 港 に 損害 を 与え る こと が で き な い ( こ 
の 場合 、 イ タリ ア 軍 の 潰 乱 ルー ル も 有効 で ある 
こま 


3. グラ ツィ アー ニ ・ ル ー ル 

イタ リア 第 10 軍 は 種々 の 条件 に より 、 エ ジ プ 
ト を 単独 で 征服 する 能力 は 持っ て いな か っ た 。 
歴史 性 を 期す る た め 、 こ の 指揮 上 の 限定 きれ た 
可能 性 を ゲー ム に 反映 し な けれ ば な ら な い 。 
イタ リア 軍 の 初期 攻勢 の 消極 的 な 態度 は 、 あ 
まり に も 慎重 で あっ た グラ ツィ アー ニニ 元帥 の 指 
揮 に よる と ころ が 大 きい 。 こ の クラ ツン スカー ニー 
元帥 に よる イタ リア 第 10 軍 の 指揮 を 、 イ タリ ア 
軍 の エジプト に お ける 行動 を 制限 する と いう 形 
で シミ ュ レ ー ト する 。 こ れ ら の 制限 は グラ ッ ツィ 
アー ニ 表 に 概 述 し て ある 。 

グラ ツィ アー ニ 表 


サイ ゲー ムタ ー ン 

の 目 40 年 9 月 *40 年 10 月 1 '40 年 10 月 (以降 ) 
1 A A A 

2 A A B 

3 B B B 

4 に 1 B C 

5 B C C 

6 B c C 
以上 

結果 の 説明 

A 一 エジプト 領内 の イタ リア 軍 に 移動 の 制限 


は な い 。 

B 一 エジプト 領内 の イタ リア 軍 の 移動 力 は 半 
減 (端数 切り 捨て ) する 。 

C 一 エジプト 領内 の イタ リア 軍 の 移動 力 は 4 
分 の | (端数 切り 捨て ) と な る 。 

サイ の 目 修正 

十 | イタ リア 軍 ユ ニッ ト が シディ ・ バ ラー 
ニ (|9/0725) を 占領 し て いる か 、 最 後に 
占領 し て いた 場合 。 

二 | エジプト の イタ リア 軍 に 攻撃 補給 を 与 
える こと が で き な い 。 

これ ら の 修正 は 累積 する 。 


近日 入荷 の ニュ ー ゲ ー ム 


*40 年 9 月 I タ ー ン か ら 連 合 軍 の 特別 奇襲 攻撃 
ター ン が 開始 され る まで 、 各 枢軸 軍 初 期 フェ イ 
ズ 開 始 時 に 枢軸 軍 プ レイ ヤー は サイ コロ を 1 個 
振り 、 そ の 目 に 修正 を 加え て か ら グ ラッツ ィ ア ー 
ニ 表 に 当て は め 、 そ の 結果 を 判定 する こと 。 そ 


の 結果 は 、 こ の ター ン に エジプト 領内 に 存在 す 
る 全 イ タリ ア 和 軍 地 上 ユニ ッ ト に 適用 され る 。 

グラ ツィ アー ニ 表 は 連合 軍 の 特別 奇襲 攻撃 タ 
ー ン 後 は も は や 参照 し な く て よい こと に 注意 。 
グラ ツィ アー ニ 元 帥 は その ター ン 以 後 司 令 官 を 
解任 され て し まう う の で ある 。 


4 . 連合 軍 特 別 奇 襲 攻撃 ター ン : コン パス 作戦 
"北ア フリ カ 中 東 戦域 "で は 連合 軍 プ レイ ヤー 
は 特別 奇 航 攻 撃 タ ー ン (ルー ル 28B 3 ) "40 年 12 
月 I ター ン の 連合 軍 初 期 フ ェ イ ズ 直 前 に 行なえ 
る が 、 こ の 「 イ タリ ア の 進撃 」 で は どの 連合 軍 初 
期 フ ェ イ ズ 直 前 で も 、 以 下 の 制 限 内 で あれ ば そ 
れ を 実行 で きる こと に な る 。 
A. 10RE ま で の 部 隊 が 奇襲 に 参加 する こと 
が で きる 
B. 奇襲 に 参加 する ユニ ッ ト は 、 そ の 直前 の 
枢軸 軍 プ レイ ヤー ター ン 終 了 時 に 、 イ タ 


好評 発売 中 . ノ 
HJ 戦車 戦 II HJ IJNI フ リー トバ トル ズ 4300 円 
トウ ルフ の 呼 び 声 アド テクノ ス 北海 道 共和 国 6800 円 
アド テク フ ノ ス リタ ー ン トゥ ヨーロッパ 幻 の 八 八 艦 隊 3800 円 
ツ フ ダ ジェ エッ ト フ ァ イ マ ター ツ フ クダ STP レ イズ ナー 4000 円 
新 和 DSD エ キス パー ト セ ッ ト 本 が か イー 


ウォー ゲー マーNo38、42、43、44、45、46、47、 48、49、51 癌 3.300 円 〒300 円 


S&T マガ ジン No100、101、102、105 各 2500 円 〒300 円 


パッ フナ ン バ ー 肥 り ま す 。 


※ 空 戦 マ ツ ハ の 戦い 再 入荷 
※ ウ エス ト エ ンド ゲー ムズ 


※ グ ルー プス リー ゲー ムズ 


※ オ ー ス トラ リア ン デ ザイ ング ルー プ 


タク テク フス ・ シ ミュ レー ター・ ファ アー スト ディ ビジ ョ ン オ ペレ ーション etc 


リア 軍 ユ テット の Z0C に いて は ほな ど な 
WS 

奇襲 は "40 年 12 月 ター ン を 開始 する 前 に 
行なわ ね ば な ら な い 。 

- イタ リア 軍 の 潰 乱 ル ー ル は 連合 軍 プ レイ 
ヤー が コン フス 作戦 を 開始 し た ター ン に 
続く 枢軸 軍 プ レイ ヤー ター ン に 適用 され 
る 。 


奇襲 攻撃 ター ン に 関す る その 他 の 点 は “北ア フ 
リカ 中 東 戦域 " の ルー ル に 従う こと 。 


5 . マト ルー 守備 隊 
"北ア フリ カ 中 東 戦域 "に 登場 する イギリス 軍 
第 2 歩兵 旅団 (支援 下 ) が マト ルー 守備 隊 で あ 
リ り 、 こ の 部 隊 は シナ リオ 開始 時 に マト ルー(19/ 
1225) に 配置 され る 。 こ の 部 隊 は 以下 の 条件 の 
どちら か が 満た され る まで マト ルー に 残留 し な 
けれ ば な ら な い 。 
A. イタ リア 軍 の Z0C が マト ルー に 及ぶ :。 
B. 運 合 軍 プ レイ ヤー が 特別 奇 龍 攻 撃 ター ン 
の 開始 を 宜 言 する 。 マ トル ー 守 備 隊 ユ ニ 
ッ ト は この 奇襲 に 参加 する こと が で きる 。 
一 度 で も この 条件 が 満た され れ ば 、 以 後 マ ト 
ルー 守備 隊 に 移動 の 制限 は 課せ られ な い 。 


6. 第 6 オー スト ラリ ア 師 団 
シナ リオ 開始 時 に カイ ロ ( 19/3226 ) に 配置 
され る 第 16 お よび 第 17 オ ー ス トラ リア 旅団 は 第 


6 オー スト ラリ ア 師 団 を 構成 し て いる 。 こ れ ら 
の 部 隊 は 練 度 が 低く 、 装備 も 不足 し て いる た め 、 
'40 年 12 月 ター ン ま で は カイ ロ に 留 ま ら な けれ 


エア ー キ ヤ プ ・ ス ター トレ ッ ク フク mletc 入 荷 中 


ロー リン グ サ ンダ ー 入荷 中 


ワー ルド イン フレ ー ム ズ 入荷 中 


( ホビ ー プ ラ ザ 


レッ ド ・ バ ロン 


地名 変更 で 住所 名 が 変わ り ま す ( 場 所 は 変わ り ま せん ) 
新 住所 : 名 古屋 市 名 東 区 山手 3 丁目 808 番 地 TEL : 052-771-5604 
定休 日 : 毎週 金曜 日 営業 時 間 / AM10 : 00 こ PM9 : 00 


交通 案内 い 

@ 名 古屋 駅 名 鉄 パ ス セ ンタ ー よ り 基 幹 バ 
ス 引 山行 き に て イノ コシ ハラ 下車 

@ 栄 より 基幹 バス 引山 行き に て 
イノ コシ ハラ 下車 

@ 地下 鉄 一 社 駅 パス ター ミナ ル よ り 市 パ 
ス に て カナ レ 小 学校 下車 


ば な ら な い 。 そ れ 以 後 、 こ れ ら の ユニ ッ ト の 能 
に 特別 な 制限 は な い 。 


7 . イタ リア 軍 航 空 ユ ニッ ト 

リビア の 空軍 基地 で は 補充 部 品 と 子 備 の 機体 
が 乏しい た め 、 イ タリ ア 軍 航空 ユニ ニッ ト は シナ 
リオ 開始 時 に は すべ て 作戦 不能 状態 に ある 。 こ 
れ ら の ユニ ッ ト は サイ の 目 1 か 2 で 作戦 可能 状 
態 に な る 。 シ シリ ー 島 の イタ リア 軍 航 空 ユ ニッ 
ト に は この ルー ル は 適用 し な い 。 


8 . 第 3 CCNN 師 団 


プレ イヤ ー 諸 氏 は 、 シ ナリ オ の 初期 部 隊 の う 
ち 1 ユ ニッ ト は 、“ 北 アフ リカ 中 東 戦域 "の カウ 
ッ ンター・ シ ー ト に 合 ま れ て いな ぬこ と た に 気づく 
だ ろう 。 これ は 、 ゲー ム 開 始 時 に 下 リ ポリ り に い 
る 第 3 CCNN 師 団 の ユニ ッ ト で ある 。 こ の 部 隊 
の 存在 に つい て は 疑わ し いと ころ も ある が 、 イ 
タリ ア 軍 が 使用 で きた すべ て の 部 隊 を 登場 させ 
る と いう 大 前 提 に 基づく こと に する 。 

ゲー ム 上 は 、 こ の 部 隊 は 戦力 の 低下 し た 師団 
規模 の 1 一 6 歩兵 エ ユニット と し て 表 さ れる 。 こ 
の 部 隊 は 規模 は わずか 1 RE で 、 支援 下 に ある 。 
"マリ タ ・ メ ルク ー ル (Marita-Merkur)” (日 本 


未 発売 ) を 持つ 人 な ら 、 そ の 中 に 21 Aprile" の 


名 を 持つ 1 一 6 固定 歩兵 旅団 を 見 つけ らち れる だ 
ろう が 、 こ れ が その ユニ ッ ト で ある 。 プ レイ ヤギ 
ー は 、 そ の 支援 下 状態 を 示す 点 を 付け て この カ 
ウン ター を 第 3 CCNN 師 団 と し て 使う べき で あ 
る 。 も し 、 ゲ ダーム を 持っ て いな けれ ば 、 み カウ シ 
ター を 自作 し な けれ ば な ら な い ( 注 : この 項 に 
つい て は ジョ ン ・ ア ステ ル の 意見 を 委 照 の こと )。 


9 . 初期 初 軒 

枢軸 軍 プ レイ ヤー は 、 イ タリ ア 箇 ユニ ッ ト を 
40 年 9 月 TI ター ン の 戦闘 序列 表 に 沿っ て 配置 す 
る 。 連合 軍 プア プレイヤー は 次 に 配置 を 行なう 。 プ 
レイ は 40 年 9 月 II ター ン の 枢軸 軍 プ レイ ヤー タ 
ー ン か ら 開 始 さ れる 。 


イタ リア 還 戦 闘 序 列表 


候 記 ・ ア ステ ル 氏 は 第 3 CCNN 師団 を 除去 する こと 以外 、 こ の イタ リア 軍 の 戦闘 序列 表 を その まま 使用 する こと を 提案 し て いる 。 


40 條 9 万 万 ター ン に お ける 大 甚 部 胡 
・Bardia (19/0325) 


1x0-1-6 歩兵 目 GaF/300 ・Tripoli (18/0122) 

3x0-8 軽 戦車 中 20L, 60L, 61L 1x1-2-6 歩兵 XX 2CCNN 
1 軽 AA ポ イン ト (移動 力 0 ) 1x1-6 歩兵 (XX) 3CCNN 
要塞 は 未 強化 1x1-6 砲兵 中 の 3( ら 

・ ヘ クス (19/0326) 1x 1-2-6 砲兵 川 の 2C 
1x3-6 歩兵 XX 1Lib 1x1-6 戦車 川 4| 
1x2-6 歩兵 XX 63 2 軽 AA ポ イン ト (移動 力 0 ) 

1x0-8 軽 戦車 中 63L 1 重 AA ポ イン ト (移動 力 0 ) 

・ ヘ クス (19/0225) 以下 の ユニ ッ ト は キレ ナイ カ の いずれ か の イタ リア 軍 ユ ニッ ト 
1x1-2-6 歩兵 XX 1CCNN と スタ ッ ク さ せ て 配置 する 。 

・ ヘ クス (19/0226) 1x0-6 建設 工兵 川 10A 
1x3-6 歩兵 XX 2Lib 1x2-3-6 砲兵 軸 4 
2x0-8 軽 戦車 昌 9L, 21L ・ イ タリ ア 空 軍 

・ ヘ クス (19/0228) キレ ナイ カ の 空軍 基地 

1x2-10 自動 車 化 吊 1Lib 2xSM79 

1x1-10 自動 車 化 川 2Lib 1xCR42 

・ ヘ クス (19/0127) シシ リー 島 の 空軍 基地 

1x2-6 歩兵 XX 62 1xSM79 

1x0-8 軽 戦車 中 62L 1xCR42 

・Tobruk (18/4818) 1xMC200 

1x2-6 歩兵 XX 64 ・ 補 給 

2x0-1-6 歩兵 則 GaF/310, GaF/320 Tobruk に 1 ステップ 

1x3-4-6 砲兵 昨 24dM ・SMP 

サン ・ ジ ョ ル ジ ョ 1 ター シ に 15 

要 寒 は 未 強化 イタ リア 第 5 軍 と トリ ポリ タニ ア 防 衛 隊 お よび 飛行 場 は 、1940 
・ ヘ クス (18/4819) 年 12 月 [ター ン の 戦闘 序列 表通り に 配置 する 。 
1x1-2-6 歩兵 XX 4CCNN 玖 胡 と 起 充 

・Derna (18/4117) *40 年 10 月 1 

1 軽 AA ポ イン ト (移動 力 0 ) 1xBa65 

・Barce (18/3419) '40 年 10 月 II 

1x1-6 パラ シュ ー ト 歩兵 川 Tonini 補給 1 ステ ッ プ 

・ ヘ クス (18/3223) '40 年 11 月 II 

1x2-3-6 砲兵 軸 10C 1x2-6 歩兵 XX 61 
・Benghazi (18/3122) 1x1-6 戦車 3M 
1x2-3-6 砲兵 川 20C 1xCR42 

1 軽 AA ポ イン ト (移動 力 0 ) 補給 1 ステ ッ プ 
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連合 軍 戦 闘 序列 表 


忠 朗 シェ ー ル 氏 と アス テル 氏 の 連合 軍 戦 闘 列表 の 違い は わずか だ が 重要 な た め 、 プ レイ を 通し て 比較 で きる よう に する た め に ここ に は 双方 を 普 記 に 


シ エ ー ル 案 アス テル 案 


0 請 9 有 7 タ ー ン の 迷 基 部 胡 
・ ヘ クス (19/0526) ・ エ ジ プ ト の いずれ か の ヘ ク ス に 配置 


1x1-10 自動 車 化 中 M (Fr) 


* ヘ クス 9/1126) ・ エ ジ プ ト の いずれ か の へ ヘ クス に 配置 

2x3-2-10 戦車 X 4, 7 

1x2-10 支援 グル ー プ X 7 

・Matruh (19/1225) ・ 同 左 

1x2-8 歩兵 X 22 

・ ヘ クス (19/1326) . ・ エ ジ プ ト の いずれ か の ヘ へ クス に 配置 

1x8 歩兵 XX 司令 部 4 (Ind) 

2x2-8 歩兵 X 5 (Ind) 2 。 和 
11 (Ind) ー 。 革 潤 、、 お 


・Alexandria (19/2423) 
1x3-8 歩兵 X 4 (NZ) 
・Cairo (19/3226) ーーW 


の 2 に 
3x2-8 歩兵 X 16 16X の み エ ジ プ ト の いずれ か の へ 4 / 
16 (Aus) 他 は ナイ ル ・ デ ル タ の いずれ か の 都市 に 有馬 


・ ナ イル ・ デ ル タ の いずれ か の 都市 に 配置 


1 7 (Aus) 
・ ナ イル ・ デ ル タ の いずれ か の 都市 に 配置 ・ 軽 AA を 3 ポイ ント に する 以外 は 同左 
1x2-3-8 砲兵 X W 
1x0-1-8 建設 工兵 X W 


1 重 AA ポ イン ト 
2 軽 AA ポ イン ト 
・ エ ジ プ ト の 連合 軍 ユ ニッ ト と スタ ッ ク し て 


1x1-8 対戦 車 中 65 '40 年 11 月 II に 補充 プー ル に 加え る 
追加 : エジプト の いずれ か の ヘ ク ス に 配置 
1x2-8 歩兵 X 14 

・ 補 充 プ ー ル 

1x8 歩兵 XX 司令 部 70 同左 

1x2-8 歩兵 X 23 

・ イ ギリ ス 空 軍 

エジプト 国内 の イギリス 軍 支 配下 の いずれ か の 空軍 基地 に 

1xGlad 1xGlad 

1xBlen 1 2xBlen 1 

1xHurri1 1xVal (1T1 2-2/14) 

・ 補 給 

Alexandria に | ステップ ナイ ル ・ デ ル タ の いずれ か の 都市 に 2 ステ ッ プ 

・SMP 

1 ター ン に 25SMP 1 ター ン に 1I5SMP 

・ 飛 行 場 

- 北 アフ リカ 中 東 戦 域 " の 1940 年 12 月 1 タ ー ン の 戦闘 序列 表 に 同じ 同左 

・ バ パレ スチ ナ ・ パ レス チ ナ の いずれ か の 都市 に 

"北ア フリ カ 中 東 戦域 "の 1940 年 12 月 1 ターン の 戦闘 序列 表 に 同じ 3x1-8 騎兵 X 4, 5, 6 
1x2-8 歩兵 X 19 (Aus) 

・ マ ル タ 

"北ア フリ カ 中 東 戦域 "の 1940 年 12 月 IT ター ン の 戦闘 序列 表 に 同じ 2x2-3-6 歩兵 X 1M, 2M 
1x0-2-5 重 対空 砲 X 10hv 
マル タ 島 情勢 値 =8 


マル タ 島 修理 率 は "北ア フリ カ 中 東 戦 域 " に 同じ 
に が や 
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増 粗 と 基 充 


1 ター ン に 25SMP 


の 他 の 増援 お よび 補充 は " 北ア フリ カ 中 東 戦域 "の 戦闘 序列 表 に 準ずる 。 


通販 に 限り 全品 特別 提供 


新 和 
NEW DSD エ キス パー トル ー ル セッ ト 
4.800 円 (予約 受付 中 ) 
D8gD ベ バー シッ クルール セッ ト 
4.800 円 (予約 受付 中 ) 
定 ジ ュー ル 。 乙 、 旦 3、 日 4、_M1 
(英語 版 モ ジュ ー ル も 全品 在庫 ) 
DS8D メ タル セッ ト 1 及 の 名 3.500 円 
DS8D メ タル 全 26 種 各 1.300 円 
TSR(IHSPI) 
ア ・ グ リム ・ オ プ ・ バ イ ヨ ネ ッ ト 12.000 円 
ウエ リウ シンド ジ ビ ピク に ビリー 12,000 円 
シル ー ア ンド ダレ ラー 6,000 円 
パト ルオ ー バ ー プ ブリ テン 9,800 円 
に ウイ ライ ビ ウ オー /,200 円 
ジラ 8,500 円 
スパ イズ 7,200 円 
ジュ リア スシ ー ザ ー 8,000 円 
ナポレオン ラス トバ トル ズ 9,000 円 
アド ・ テ フク フ ノ ス 
NEW 北海 道 共和 国 
NEW 幻 の 八 八 艦隊 


6.800 円 
2.800 円 


HOBBY 
50: 避 


REVI 


アレ キサ ンダ ー ズ トラ イア ン フ 5.300 円 
レッ ドサ ンプ ラッ フク クロス 6,800 円 
NEW (続編)) リ ター ント ウヨ ー ロ ッ ツバ パ 
ホビ ー ジ ャ バン 
再生 産 空戦 マツ ハ の 戦い 
7.600 円 (予約 受付 中 ) 
好評 12 球 団 ベ ナン トレ ー ス 3,800 円 
フリ ー ド リヒ 大 王 4,000 円 
エル リッ ク 4,000 円 
ツク フ ダ 
NEW ロー ズ ・ ト ウ ・ ロ ー ド エキ スバ パン シ 
ョ ヨン 4.000 円 
幸村 外伝 3.800 円 
アリ オン 3.800 円 
NEW SPT レ イズ ナー 4.500 円 
翔 企画 
ロー ルプ レイ ング 入門 
エボ ポッ フク フ 
シミ ュ レ ーション 入門 
ビク フト リー 
00Z7 ベ ー シ ッ フク フ 
ゴー ルド フィ ン ガ ー 


1.800 円 


2.800 円 


4.800 円 
3.800 円 


0 年 9 月 II 
1x1-2-6 戦車 7RT 削除 
'40 年 10 月 1 
1xBlen 1 エジプト に 補給 1 ステ ッ プ 
1x2-8 歩兵 X 6 (NZ) 
0 年 10 月 II 
ェ ジ プ ト に 補給 1 ステッ プ Yo 
2x2-8 歩兵 X 6 (NZ), 7 (Ind) 1x2-8 歩兵 X 14 
1 軽 AA ポ イント 
1xBlen 1 
40 年 11 月 1 
*・ キ リシア へ 2 キン < 
1x2-8 歩兵 X 3x2-8 歩兵 X 7 (Ind) 
1 軽 AA ポ イン ト 20 (Aus), 2 1 (Aus) 
1xBlen 1 1x2-1-6 戦車 7 RT 
40 年 11 月 II 
2x2-8 歩兵 X 19 (Aus), 20 (Aus) 1xHurri 1 
1xBlen 1 
1xVal 一 1xWVMell 1C (改編 ) 
1xWell 1C ・ 補 充 プ ー ル 
情 給 2 ス テッ プ 1x1-8 対戦 車 中 65 
・SMP 


so REVI 


ゲー ムル ー ム も お 気軽 に 御 利 用 下さ い 。( 無 料 ) 
“ 通販 限り 全品 特別 提供 到 し ます 、 
TELE て お 問い 合わ せ 下さ い 。 AA 
送料 一 律 60H 人 
TEL06(675)5777_ We 
通販 リス ト 希 望 の 方 は 、 ゲー ム の リス ト 希 望 と 明記 の 上 


切手 150 円 を 同封 し て 下さ い 。 通販 の お 申し 込み は 現金 
書留 も し く は 郵便 振替 に て お 願い 致し ます 。 


阪神 高速 下線 住み 江 
T ーー 
地下 鉄 玉出 より バス 5 分 ) 
老人 吉 大 社 より 徒歩 5 信 


大 阪 市 住之江 区 浜口 西 1 3 8 華 559 TEL 06(675)5777 
郵便 振替 口座 大 阪 6 14213 
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その 他 ・ 国 産 ゲ ー ム は 


円 高 元 〆 1 ドル 300 円 で OK 


( 下 の 価格 表 で ドル 表示 の も の を 、1 ド ル 300 円 で 計算 し た 値段 が 、 他 で は 真似 の で き な い ホビ ッ ae 


輸 人 ゲー ム フ ァ ン に は 、 今 が チャ ンス /(6 月 1 日 より ) 
何で も こざ いま る ( 国 産 ゲ ー ム は ※ 和 無 ) 較 較 ?【 い 】!9:1 gu 


国産 ・ 輸 入 ゲ ー ム の ホッ トニ ュー ス 「Hex VOl.1』(Hobbit 発 行 ) を 御 希 望 の 方 は 返信 用 封筒 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 ゲ ー ム 御 注文 の 方 は サー ビス で する 


MIDDLE-EARTH ROLE PLAYNG 


MMIDDLE-EARTH HOLE PLYNG(HULES 00K)………- -$ 8.00 
@COMBAT SEREEN HEYCCPCEPYKYCPYYYEEYEEPYTYY で FFP で $ 5.00 
e LORDS OF 前 DDLE EARTH 

(AMALABLEIN SPING) ーー… $10.00 
e MIDDLE-EARTH ROLE PLAYNG 

(BOXED EDITION) …… 
@ POSTEH/MAP(TUBED). 
@ POSTEH/MAP(FOLDED)… 
@ IDEBOOK TO MDDLE-EMRTH……… ド ーー $ 9.00 
ROLE MASTER 
e ROLEMASTER(BOXED SET) ………… * $34.00 
eARMS LMW& CUW LAW $12.00 
@SPELL UMW ドー ーーー $14.00 
@CHARACTER LAW & CAMPAIGN LAW・ …$10.00 
@ じ RETURES ,] THEASURES PTEETYPPPPTEFYT で で で で FE $10.00 
MIDDOLE-EARTH CAMPAIGN MODULES 
| ーーPF $10.00 
@UMBAR ーー …$10.00 


@ THE COURT OF ARDOH 
NOHTHERN MIRKW0OD ・… 


@ SOUTHERN MIRKW00D …… $12.00 
@ISENGARD……ー…………- -$10.00 
@ 間 0 … ーー $10.00 
RANGERS OF THE NORTH … …$10.00 
@THE HIDERS OF HONMMN…… ド ドド ーーー $10.00 
@LORIEN 

(AAMBLE IM APD……ーiiiieteentt s10.00 


MIDDLE-EARTH ADVENTURE MODULES 
@ BREE 


@PATHS OF THE DEAD・ 
e GOBIN-GATE……… 


e IMPERIAL CHISIS 
BOADGAMES 

e THE FEILOWSHIP OF THE NG $25.00 
e THE BATTLE OF FIVE ARMIES 


elONEY MOUNTAIN……… $18.00 
eHDDE OF THE Ne $20.00 
@ 上 I- 還 CS REVEMCE … パ トード ドーバー トード ーーー $20.00 


LOREMASTER MODULES 
e THE CLOUDLORDS OF TAMA …… ドド … si0.00 


e THE SHADE OF THE SINKINE PUN 
e THE IRON WIND………… ド |… 


SIMUIATION CANADA ] 


$ 20.0O Napoleom last Trium 也 


る 24.0O Imperial 6ovemor & Storate00s 


えて 、 御 送金 下さ い 。 


し れ ま せん の で 、 


近畿 地方 の 方 は 一 度 ま ざ 御 来店 下さ い 。 珍 ら 
し いい ゲ ー ム 、 見 た 事 も ない ゲー ム が い 一 つば いん 
〇 通信 販売 を 御 利 用 の 方 は 現金 書留 、 又 は 郵便 
振替 (口座 ・ 大 阪 6-68713) に て 、 
宅急便 送料 全国 一 律 \800 ( 直 輸 入 品 の み ) を 加 
一 週間 程 で お 届け いた し 
ます 。 な お 品 切 の 際 は 多少 お 時 間 が か か る か も 
よろ し く 御 了承 下さ い ン 


CHAOSIUM ] 


6.300 


を. 生 ] 
の 
らい 
@ 


8 


12.00O 


Statis Pr Footbal 
5,.80O B-17 

Mystic W0nd 

MAVAL WAR 

Handred Days Batlles 
Batlle For Italy 
6,80O MPOLEON at Bay 


| STEVE JACKSON ] 


6.0O 


すす 
2 
8 
に 
に 1】 


の の の の の の 
ひ 
@ 


TASK FORCE 

$ 18.00 Heros gf 0Olmps 

$ 20.0O Go0ds Fe 

名 12.00 Her Turms Against Hissia 
$ 7.OO Sword 0uest 

$ 15.0O Hsty f WWII PI2 

$ 20.00 StarFleet Batlles wl 1- 山 
MILTON BLADLEY ] 
\\18OOO Ais & Alles 

\12.5OO Boadsides & Boadimg Parties 
\1 2,500 COmquest f the Empie 


|CLASH OF ARAMS] 


\ 8.400 IIBATTALIED' AVEHSTADT 


\11.200 IA BATTALIE de PHEVSSISCH-EYUV ( 


\ 5.60O Tle Great Ivasiom 


STANDARD] 
\ 8.80O Cray Havc 


HISTORICAL CONCEPT ] 


$ 20.0O Batlle df Frst Emmie 
$ 16.0O Napoleon in Spai 


商品 代金 プラ ス 


G.D.W ] 


\ 6.8OO Twiliglt 2000 


[WAY FAIR] 

$ 18.0O Draonnders of Pem 

$ 18.0O Tle Keep 

$ 20.00 Biitish Hails 

$ 18.00 Samctuay 

$ 16.0O Jerusalem 

|WEST END ] 

8.8OO Imperim HOmanium Il 
6,8OO Shilh 

5.60O Sou Moutain 

14.0O Star Trek 

14.00 Siar Trek 

14.0O Sitar Trek Emterpis8 IV Emcoumter 
14.00 SLlo 

14.00 Paramoia 

6.3OO Tle Tale's gf the Arahian Ni 
6,.300 拓 -Car 

3.5OO Bug-Eyed Monsters 


GAMES WORK SHIP ] 
\ 6,.30O Talsmam 
\ 8.8OO Valley 0 the Four Wim 


amgs) 


( 各 )\3.800 


ドド ドド の や の や の の の サポ ネネ 


Mo:4.6.7.9.11.15 


No.80 
NO.99.100.1.102.105 
\ 2.00O N0.97.98 


WAR _GAMER ] 


\ 3.30O N0.36.38.40.42. 45.46.47.48.49.50.5| 


FLYING BUFFALO 


\ 5.60O Tummeles & Trolls 


\11.600 East Wid Raim 


PACE SETTER | 


4.0OO 


CHILL (Rale-Playimg) 
Chil-masters Screen 
CNil-Vilege 0f Twilight 
Chill-Vampires 

Chil-Death 0m Tour 
CNil-Evemng 0f Temor wth Ha 
CMl-0eath wach on the Bou 


World War II 
Waligtons Victy 
Napdleon's Last Batlles 


9 差 波 よ り 王 EZYCTTTT 
9 梅田 よ りつ 25 分 ( 犬 波 乗換 ) 
@ 環状 線 鍛 橋 より 一 10 分 


ーーー タリ ー 


ー ナ ン バ 内 本 屋 ナ ゴヤ ー 


2 準 意 また は 普通 を 御 利用 
い 。 


HO bB すす 


分 O0729-94-8225 
〒581 大 阪 府 八 必 市 東 本 町 3-8-26 


生 6 


[VICTORY] 

\ 6.80O Koran Wa 
Si He 
Vietmam 
Pamzer Commamd 
5.8OO 1809 

Pax Britamica 
Gu Strike 

\ 6,80O NATO 


[COLOMBIA] 
$ 12.0O 6ods f Harm 
Hommel in th Desert 


Basic Se( 日 本 語 版 ) 
Epert St( 日 本 語 版 ) 
Compani0n Hul6S 
Masters Sgt 


ロー ズ ・ ト ゥ ・ ロ ー ド 
ロー ズ ・ ト ゥ ・ ロ ー ド 拡張 キッ ト 


エル リッ ク 
' 全 ペナ ント レー ス 
' 全 ベナン トレ ー ス (カー ド ) 
第 2 次 欧州 大 戦 
OU7 Basic Set 
007 ゴー ルド フィ ン ガ ー 
アン プ ブッ シュ 
ムー プア ウト 
尋 war 
Super TOmcat 
フン タ 
北ア フリ カ 中 東 戦 域 
現代 機甲 戦 
プー ツ & サ ドル ズ 

トラ ベラ ー・ ス ター ト セ ッ ト 
ガン マ 
宇宙 海軍 
黄 皆 の 峰 へ 
備 兵 部 隊 

_3.50O メイ デイ 

ド ・ テ クノ ス 
ぎ \ 6.800 レッ ドサ ン ・ プ ラッ ク ク ロ ス 
\ 5.300 アレ キサ ンダ ー・ ト ライ アン フ 


を を を 全 を 人 を を を を 共 芋 ま 表 攻 症 ] 
8 


プロ ショ ッ プ 
の 


お 周 い 合わ せ 平 日 PM 1:00 ゅ PMI0:OO 
受付 時 則 日 ・ 休 AM1000*PMI10:OU 


25 AS 


"2 戦 の 始ま は な に ば ん 
| 】 | 吉弘 胡 認 】 
Il こ に な く 
北ア フリ カ 戦 ダーム と いう と 、DA K( ド イツ アフ リカ 軍団 ) 
の 快 進撃 か ら 始 まる ゲー ム が 多い の で す が 、 こ の “北ア フリ カ 


中 東 戦域 』 は 、1940 年 12 月 の イタ リア 軍 の 敗走 と イギリス 軍 の 
、 壮 還 9 
で き な い 、 よ り 多様 な 作戦 を 行なう こと が で き 、 了 予想 も し な か っ 
だ よう な 展開 に (プレ イヤ ー し だ いで は ) な る こと も あり ます 。 
また 、 こ の ゲ ダーム で は 中 東 戦域 も 含め て より ワイ ド に 北ア フリ 
カ 戦 が 楽し め る よう に な っ て いま す が 、 今 回 の リプ レイ で は ( 選 
択 ル ー ル も 含め て ) 省 きま し た 。 

実際 の プレ イ に 移る 前 に 、 両 軍 が 目指 す 勝利 条件 に つい て 触 
れ で お きま まず 。 こ の ゲー ム で は 、 枢 軸 軍 が ナイ ル デ ル タ に ある 
全都 市 を 占 賃 する か 、 連 合 軍 が リビア に ある 全都 市 を 占領 する 
と 、 そ の 呼 間 に 勝利 を 得る こと が で きま す 。 も っ と も 、 そ の 達 


成 は (特に 枢軸 軍 に は ) 夢 の よ うな 話 で す 。 そ の た め 一 般 に は 、 


都市 の 占領 や 敵 部 隊 の 撃 減 で 勝利 ポイ ント を 獲得 し て 勝敗 を 争 
いま す が 、 都 市 占領 の 判定 は 毎年 1 月 TI ター ン と 7 月 II ター ン 
に の み 行 な われ る の で その 前 後に は 激戦 が 子 想 され ます 。 と り 
あえ くず 、 両 軍 と も 30VP と いう 最大 の 勝利 ポイ ント を 得 ら れる 
「 全 キレ ナイ カ ( エ ル ・ ア ゲイ ラ か ら バ ルディ ア ま で ) の 古 領 」 を 
目標 と し て 、 戦 い は 進め られ る こと で し ょ う 。 

さて 、 対 戦 相手 の 紹介 で す 。 連 合 軍 側 は 、 本 誌 で も お 馴染 み 
の 山下 氏 、 ふだん は 独 ソ 戦 の 記事 を 書い て いま す が 実 に ゲー ム 
も 強い 、 何 と いっ て も よく 粘る の で 私 に は な か な か 手強い 相手 
で す 。 枢 軸 軍 側 は 、 初 登場 の 私 こと 谷川 で す 。 一 番 好 き な 戦 場 
が 北ア フリ カ 戦 で す の で 、 や る 気 満々 で 頑張 っ て みた いと 思い 
ます 。 以 下 は 、 プ レイ 前 に 2 人 が 立て た 基本 計画 で す 
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枢軸 軍 の 計画 : 

この ゲー ム は 連合 軍 の 特別 奇襲 ター ン か ら 始 まり 、 し か も 続 
《 第 1 ター ン は 連合 軍 側 か ら と いう 、 と ん で も な い 陰 謀 が ある 
の で 、 こ ちら が 始め る と き に は も う 部 隊 が な いと いう 事態 に 陥 
っ て いる 可能 性 が 高い の で す 。 そ の た め 、 基 本 方 針 と し て は エ 
ル ・ ア ゲイ ラ (El Agheila) の 辺り まで 部 隊 を 温存 し な が ら 後 退 
し 、 こ の 付近 の 陰 路 で 増援 部 隊 (特に ドイ ツ 装 甲 師団 ) が 来る 
の を 待っ て 、 そ れ か ら 一 気 に 攻勢 を か ける ー 一 と いう こと に し 
まし た 。 ト ブル ク に 閉 ト こも る と いう 作戦 も 考え まし た が 、 エ 
ル ・ ア ゲイ ラ の 葵 路 を 守る の に さえ 稚 体 な 部 隊 を 割 いて は 、 連 
合 軍 に トリ ポリ まで 突き 進ま れる 恐れ が 非常 に 高い の で や め ま 
し た 。 増援 部 隊 到 着 ま で 、 エ ル ・ ア デイ ラ 防 衛 線 を 守り 切れ る 
か (それ 以上 後退 する と 逆 に 連合 軍 に 有利 な 防衛 線 を 与え て し 
まう ) どう か が 、 序 句 戦 の 焦点 に な る で し ょ う 。 


ae 


連合 軍 の 計画 : 

連合 軍 の 第 1 の 目標 は 、 特 別 奇 朋 タ ー ン と 朗 下 続 ぐ 第 
ー ン で 、 エ ジ プ ト に 進入 し て いる イタ リア 叶 隊 本 破 還 る | 還 = で 
ある 。 特に 建設 工兵 や 自動 車 化 部 隊 は 、 後 回 還 に 5 き と 目 ぎ ね 
りな 存在 と な る 。 その後 は 枢軸 軍 の 出 方 に も 請 @ が 拓 婦 を 図 
る よう な ら 迅 速 な 追 中 が 鍵 と な る だ ろう 。 と 四 閑 旨 職 線 が 安寺 
する の は エル ・ ア ゲイ ラ の 人 陰 路 だ け な の で 、 炭 の 増援 が 到着 す 
る 前 に ここ を 突破 し た い 。 和 失敗 し た 場合 に は 証 の だ 計ら ご (る 
賠 え 、 ギ リ シ ャ に 派遣 し た 部 隊 が 戻る の を 待 寺 の が | ド だ 2 
う 。 そ の 他 、 マ ル タ 島 に は 最大 戦力 に な る ま 対 奪 幼 二天) 
み 、 島 勢 な 敵 航空 部 隊 を 引き 付け る こと を 目 脂 すず 語 座 だ 9 月 
以 隆 に 登場 する 可能 性 の ある ドイ ツ 軍 バラ シ 四 寺 ド 部 隊 選 関し 
て は 、 敵 の 地図 内 海上 輸送 が 可能 な 地点 へ の 隆 諸 計 往 意 を 払い 、 
キプロス 烏 は 特に 防衛 し な いこ と に する 。 


実は この ゲー ム の プレ イ は 今回 が 2 回 目 で 一 前 回 は 特別 
本 襲 タ ー ン の 次 は 枢軸 箇 の 番 だ と いう 谷川 氏 の 四 車 選 乗 せら れ 、 
バル ディ ア (Bardia) も 陥 せ な いう ち に 攻撃 が 再 浴 た ポポ ソ ラコ 


WO 
m 


rc 
の 
/ 


意 信 上 症 丁 列 一 」 に よれ ば 、 他 で も 同じ こと が 発生 し た よう 
Q 記 引き 本 如 し まし ょ う ネ )。 その 屈 克 を 晴らす た め 、 今 
回 陸 衣 lm 目 が け て 作戦 計画 一 間 二 ・ ギ ャ ン ビ ピット 一 を た て 、 
モ を 届 寺 上 戦 旧 に 挑ん だ 。 

紀 の 仙 戦 の 閥 本 は 「 伺 囲 し て 潰せ 」 で ある 。 特別 奇襲 ター ン 
中 南 か ら 央 き 証 回 し た 部 隊 は 、 快 速 巡航 戦車 を 先頭 に し て 敵 
部 隊 の 間 を 3 上 リ 阪 け 、 イ タリ ア 介 最 南 端 の キャ ンプ を 包囲 し た 。 
同 風 引 m 第 7 機 旧 師 は ハル ファ ヤ 峠 以 東 の イタ リア 軍 補 給 線 
る ぁ Z06@ 信 果て いる 。 全 兵力 を 集中 し て の 攻撃 は (1/6 
の 確率 '@ や 2Z ぷ 結果 が あっ た に も か か わら ず ) 100 の 成功 を 


も 報い られ 、 部 隊 は イタ リア 軍 撃 滅 後 の 戦 場 に 集結 し た 。 茹 


続 第 軸 多 コン に 、 集 結 し た 部 隊 は 急斜面 を 越え て 海岸 へ 殺 
害 旨 補給 切れ の 4 タリ ア 軍 を 味 瑞 し た 。 こ れ で 敵 の 建設 工兵 は 
消 る る (の エム で は 、 飛 行 場 や 陣地 の 構築 の た め に 建設 工 
甘 が 非 穫 に 重 失 5 ぐ あ る )。 その 後部 隊 は 三 手 に 別れ 、 第 7 機甲 師 


NN 


9 @ 
二 ド 


4 96 に ヨコ 
MA 
の / 
ウ 
す 
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AN ダ 
パ m 件 * こり の 1 4 


職 NN 本 ヤレ ナイ カ に 進入 、 第 4 イン ド 師 団 は ハル ファ 
SS 当たり 、 第 22 歩 兵 旅団 は シ ジ ・ バ ラー ニ (Sidi Barani) を 
な So 後記 か らち 包囲 し た 。 一 訪 、 アレクサンドリア (Alexandria) に 
gm 請 夫 了 6 遇 し て ミ て 、 シ シバ ラー ニ 南 方 の 政 


概 陣 を 簡単 に 圧 っ た 。 第 7 機 四 師団 と 第 4 イン ド 師 団 は 、 航 空 


ー 間 の 扱 護 も 受け て バル ディ ア 南 方 の 瑞 部 隊 を 完全 に 撃滅 し た 。 


攻撃 は 順調 に 進展 し 、 こ ちら に は 損害 は な い 。 が 、 機 動 フ ェ 
イズ に な っ て 悩ん で し まっ た 。 第 7 機 申 師 団 の 使用 法 に 結論 が 
出 な い の だ 。 取 りえ る 可能 性 は 3 つ 。 

1 . バル ディ ア を 包囲 する 。 

2 . トブ ルク (Tobruk) を 包囲 する 。 


の 


9 ここ 


WM 
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6 


3・ 一気 に エル ・ ア ゲイ ラ (EI Agheila ) を 目指 し て 進撃 する 。 
し ば らく 考え た 後 、 結 局 安全 策 を と っ て バル ディ ア の 包 半 に 劉 
め だ た 。 そ れ で も 、 バ ルディ ア を 完全 に 孤立 させ る に は 師団 を 分 
割 し な く て は な ら ず 、 万 が 一 敵 が 反撃 し て きた ら (そう な れ ば 
好都合 と は いえ ) と 思う と 内 心 ビ クビ ク し な が ら 、 長 か っ た タ 
ー ジ を 終え た 。 

枢軸 軍 : 

何 も し な いう ち に イタ リア 軍 の 部 隊 は 、 実 質 的 に は マッ プ 18 
上 に 残っ て いる も の だ け に な っ て し まい まし た 。 こ れ で は いく 
ら 何 で も どう し よう も あり ませ ん 。 バ ルディ ア 周 辺 の 敵 機甲 部 
隊 を 攻撃 する の も 魅力 的 で す が 、 あ と の こと を 考え る と 踏み 切 


クィ 3 


ンク と っ 
ーー い 放 
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れ ま せん 。 ト ブル ク も 守り きれ そう に な いと 思 な いな いつ 
し な の で 、 当 初 の 子 定 通り 一目散 に 光 げ る こと し まし た 』 残 
念 な が ら 、 バ ルディ ア と シ ジ ・ バ ラー ニ の 部 際 中 人 ま 、 瑞 を 引き 
付け て 撤退 の 時 間 を 稼ぐ た め に 、 犠 牲 に な っ Ia 天上 5 か な い 
よう RCS ま し 

移動 フェ イズ に 、 ト プル ク 守 備 隊 (砲兵 2 個 運 隊 ど 卿 叶 宇 備 
連隊 、 こ れ ら は 次 ター ン に 海上 輸送 する 子 定 で す ) を 除い で 。 
機械 化 部 際 は アゲ ダビ ア (Agedabia ) 方 面 へ 直 誰 し 、 歩兵 部 隊 ほ 
海 居 道 路 沿い に 戦略 移動 し ます 。 ト ブル ク 南 東 に いた 師団 は デ 
ルナ (Derna) ま で 、 デ ルナ に いた 空 反 連 隊 は バル セ (Barce) ま で 
後退 きせ まし た 。 た っ た これ だ け で 枢軸 軍 タ ニレ は ほ あ お り で す 。 
動か す ユ ニッ ト の あま り の 少な さ に 、 右 手 が 鹿 き 妥 覚寺 で し 
まい ます 。 DAK が 来る まで と りあ え ず 下 が ます が 、! あ と で 
お ば えて ろ 、 こ ン に ゃ クー ! 」 と いっ た 感じ 麻衣 


各 己 (19 月 /II) ター ン 


連合 軍 : 

に な に ひたむき に 撤退 され る と 同情 し た 《 な る な 」 な ど 
と 神経 戦 を 繰り 広げ な が ら も 、 実 は 虎 の 子 の 第 7 機 里 師 団 が 反 
撃 さ れ な か っ た こと を 安 増 し つつ 、 第 2 ター シ を 迎え た 。 攻 替 
開始 後 2 週間 を 経た だ け だ と いう の に 、 早く 天 第 4 イン ド 師 団 


第 2 ダーン 終了 時 


ae 
、/s_ 


ョ 
ンー 


第 5Aus 師 団 第 20、 第 21Aus 旅 団 、 第 4 、 第 6 N Z 旅団 、 第 |6 歩 兵 旅団 と 砲兵 部 隊 は シ ジ ・ パ ラー ニ を 攻撃 ( 6 : | ) し て 占領 し た 。 第 7 機甲 師団 、 第 22 歩 兵 旅団 と 第 7 
車 連隊 は パル ディ ア を 攻撃 (6 : |、 一 | ) し 、 そ の 後 、 機 動 フェ イズ に トブ ルク を 封鎖 し た 。 
2 7 軍 は 2 ルク を 放 乗 、 一 目 散 に 搬 退 を 続け 、 ベ ン ガ ジ か ら ア ゲ ダ ビア 前 面 に 戦線 を 築い た 。 


が エチ ナオ ピア 攻 略 作戦 の た め に 撤収 し て し まう 。 そ の た め 、 こ 
リー ン で の ト ブル ク 強 襲 は 不可 能 と な り 、 目 棟 を レジ ・ バ ラ 
' 了 ア の 占領 に 絞っ た 。 せ め て 、「 第 4 イン ド 師 団 の 


載 収 」 を 2 


誠人 ン か な に か て 暫 ら せる こと が で きれ ば いい の 
(人 IMD 人 人 央 
だ が 』 褒 今 を あ れ ば し か た が な い 。 


移動 プ フ ョ イズ に 部 隊 は 2 つの 集団 を 形 づ く っ た 。 第 6 オー ス 


剛 
M 


トラ リア 師団 を 主 カ と する 歩兵 部 隊 群 トシ ジ ・ バ ラー ニ を 攻撃 


第 7 機 四 師団 は 、 第 22 歩 兵 旅団 と 第 7 王立 戦車 連隊 の 支援 を 受 
け て バル ディ ア を 攻撃 し た 。 人 快速 部 隊 で ある 第 7 機 師 団 を 後 
方 で の 攻撃 に 使用 する こと は 不 本 意 だ が 、 バ ルディ ア を 残し て 
進む わけ に も いか な い 。 両 都市 は 陥落 、 連 合 軍 に は まだ 損害 が 
- 出 て で いない 。 これ 以上 部 隊 の 絶対 数 が 不足 する と 攻勢 へ の 影 
は 避け られ な い 。 そ の 点 で は 、 攻 撃 は 惑 ろ し い 程 う まく 進展 し 
機動 フュ イズ に は 、 第 7 機 四 師団 が トブ ルク を 包囲 し 


軍 は 、 何 と し て も あの 忌まわしい ? 特別 奇 抽 タ 
能 と な っ た 、 ト ブル ク の C R42 を 修理 し な けれ ば 
と ころ が 、 な ん て 我 神 の 整備 能力 は 低い ん 


で し ょ う 。 お か げ で この C R42 を 見 乗 て る は め に り ま し た 。 空 
軍 基 地 も 、 敵 の 航空 部 隊 の 進出 を 避け る た め に 可能 な 限り 壊 
し て いき ます 。 た だ し 、 将 来 こ ちら が 反撃 に 転じ し た 時 に 飛行 場 
が 不足 し て し まう か も し れ ま せん 。 

陸上 部 隊 の 方 は 、( 最 初 か ら の 計画 通り ) エル ・ ア ゲイ ラ 方 面 
へ 全速 で 後退 し た も の の 、 意外 と 敵 が 追 吹 し て こない の で 、 
ン ガ ジ (Bengazi) 付近 で と りあ え ず 戦線 を 張る こと に し まし た 。 
ベン ガ ジ は 海上 輸送 する 上 で 重要 な と ころ な の で 、 敵 の 進 買 束 
度 を 遅らせ る こと が で きる で し ょ う 。 も っ と も 、 ベ ン ガ ジ を 守 
る た め に 部 隊 を 消耗 する つも り は あり ませ ん 。 敵 が 前 進 し て く 
れ ば 、 ベ ン ガ ジ も 放棄 し て 陰 路 に 下がる つも り で す 。 

マル タ 島 へ の 爆撃 は 、 残 念 な が ら 失 敗 に 終わ り ま し た 。 や は 
リ イ タ リア 空軍 だ け で は 戦果 は 期待 で きま せん 。 敵 も マル タ 島 
は 重視 する つも りら し く 、 対 空砲 を 早く も 送り 込ん で き て いま 
す 。 今回 は 無事 に 増援 が 到着 し まし た が 、 い つも うま くい く と 
は 限ら な いこ と は 史実 が 示し て いま す (ふっ ふっ ふ 、 過 を 知 
っ て いる 者 は 強い ぜ )。 今後 は 少な く と も 毎 タ ー ン 1 ポイ ント の 
成果 を 上 げ る た め に 努力 する つも り で す 。 


第 は 41 年 1 月 / T ) タ ー ン 


連合 軍 : 
この ター ン に は あま りや る こと は な い 。 イ タリ ア 了 軍 は 完全 に 


レ 4 


逃げ 去り 、 こ ちら が 接触 (攻撃) で きる よう な 所 に は まっ た く 枢軸 軍 : 6 
英 が いな い 。 ト フル ク て で 衝 礁 し た 巡洋艦 サン ・ ジ ョ ル ジ オ が 空 実に 重大 な 岐路 に 立た され まし た 。 ベ ンカ 衣 才 和 

し く 残 骸 を さら し て いる だ け で ある 。 第 1 一 2 ター ン の 消極 策 な いか の 決断 で て す 。 も し ここ で ベン カジ を 守 条 の 
が 、 完 全 に 裏目 に 出 た よう だ 。「 ベ ダフ ォ ム の 惨劇 」 を 再現 する 送ら せる こと が で きる の で す が 、 そ れ に は 貴重 大 部 隊 
こと は 困難 を 情勢 で ある 。 増 援 で 第 2 機 四 師団 が 到着 し 、 快 速 覚 語 し な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は 今 の イタ 胃 
、 2 個 師団 体制 に な っ た も の の 、 一 休み と いっ た と ころ で 、 軍 は え 難 いこ と な の で す 。 私 は この 作戦 を あき ら 砺 
次 ター ン 以 降 の 攻撃 の た め に 展開 する こと に し た 。 

マル タ 島 へ は 増援 の 対空 砲 旅団 を 送り 、 無 事 に 入港 で きた 。 
これ で マル タ の 対空 戦力 は 13 と な り 、 枢 軸 軍 に ある 程度 の 出血 
を 強い る こと が で きる と 思う 。 

北ア フリ カ の 主戦 場 で は 、 占 領 済 あの バル ディ ア を 海上 輸送 
に 利用 し て 、 第 2 機甲 師団 の 一 部 を 海岸 道路 沿い に ベン か カジ 方 を 生え まし た 。 あ の C R42 も 再編 され 、 航 空 部 隊 は 連合 宇 お 真 
面 へ 侵攻 きせ た 。 こ れ で 、 次 か ら の 移動 で 歩兵 部 隊 が 戦略 移動 っ 青 の 増強 ぶり です 。 た だ 、 前 線 に 近い 飛行 場 が な いた め 、 す | 1 
で きる よう に する 狙い で ある 。 ま た 、 ト ブル ク 、 デ ルナ と いっ べ て を 有効 に 使い 切れ ませ ん 。 第 5 軍 の 建設 正 捧 の 増援 が 待た 
た 港湾 都市 を 占領 し た の で 、 こ れ か ら は 増援 部 隊 を 前 線 に 送る れ ま す 。 


の に 時 間 を 短 締 で きる よう に な る だ ろう 。 そ れ を 見 越し て 、 増 て 

援 部 隊 の 一 部 は アレ クサ ンド リア に 待機 きせ た 。 第 7 機 四 分 団 第 4(| 月 /IT) タ ー ン 
は アゲ ダビ ア 方 面 へ 砂漠 を 縦断 させ る こと に する 。 し か し 、 歩 連合 軍 : 

兵部 隊 が 追随 し て これ な い の で 、 前 進 速度 も 鈍ら ざる を えな い 。 は な ば な し く 始 まっ た 攻勢 も 、 ど う や ら 終 壮 が 訪れ つつ ある 
や は り 、 砂 漢 の 戦い で は ロン メル の よう な 天衣無縫 な 要素 が 必 イタ リア 軍 が ベン ガ ジ に 固執 し て くれ れ ば 、 捕 提 あ ずる チャ ンス | 
要 な の か も 知れ な い 。 も ある と 考え て いた が 、 敵 は アゲ ダダ ビア ま て 後記 有 有 で 防衛 線 を 
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第 4 ター ン 連合 軍 プ レイ ヤー ター ン 終 了 時 イタ リア 軍 は 、 ア ゲ ダ ビ 


ア か ら 3629 へ か け て 各 5 戦力 の 戦線 を 筑 
部 隊 は アゲ ダビ ア 前 面 で 停止 し た 。 後 方 の 歩兵 部 隊 は 順次 前 機 へ 移動 中 


敷い た 。 歩兵 部 隊 も 次 ター ン に か ろう じ て 接 敵 で きる 距離 まで 
進む の が 精 一 杯 で ある 。 機 甲 部 隊 単 衝 に よる 攻撃 も か けら れ な 


いこ と ほな い が 、 リ スク は 大 きく 、 成 功 し て も 戦果 を 拡大 で き 
る 望み ほ は 薄い 。 た だ し 、 攻 震 継 続 を あき ら め た わけ で は な い の 
で 次 タ ョ ン の た め に 次 の よう な 布石 を 打っ て お く こ と に し た 。 
歩兵 部 隊 の 部 は トブ ルク に 置き 、 ベ ン ガ ジ (この ター ン に 無 
血 占領 し た ) べ の 海上 輸送 を 経由 し て 敵 を 強襲 で きる よう に す 
る 。 快速 部 隊 を 』 ア ゲ ダ ビア 南西 の セブ プ カ を 筐 回 し て 敵 補給 線 
を 遮断 ぐ で きる 地点 に 置く 。 あ と は 、 敵 が この た くら み を 見 逃す 
こと を 祈る し か ある まい 。 

マル タタ 島 の 坊 だ け は 、 な ぜ か 好調 で ある 。 敵 航空 部 隊 を か な 
リ り 引き 付け おり 、 対 空砲 で 3 ユニ ッ ト を 帰 恒 強制 し 、 
ッ ト ( ピ レダ Ba65) を 撃墜 し た 。 枢 軸 軍 も マル タ の 情勢 に は 、 あ 
せり を 表し て いる 
枢軸 軍 : 

きど 撤退 を 続け 、 と うと う エ ル ・ ア ゲイ ラ の 陰 路 に た どり 
2 し た 。 これ か ら DAK が 到着 する まで 、 こ こ 
を 守ら な けれ ば な ら な いと 思う と 、 と て も 胃 が 痛 いで す (ここ 


まっ 


を 40 年 後 の カ ダフ ィ 大佐 の よう に \ 死 の 防衛 線 ” と 名 付け まし 
ょ う )。 ここ を 突破 され る と 、 他 に 守る 所 は あり ませ ん 。 死 の 防 
衛 線 ” を 守る た め な ら 、 私 は どん な こと で も し ます 。 た と え 、 
それ が シシ リー か ら 飛 行 機 を 割く こと で あっ て も 。 

陸上 部 隊 の 増援 は 、 ト リポ リ (Tripoli) か ら の 長 過ぎ る 距離 
の た め に 、 到 着 す る まで 時 間 が か か り ま す 。 だ か ら 、 防 衛 線 の 
弱体 な 部 隊 を 支え を る た め に は 、 航 空 部 隊 の 進出 が 欠か せな い の に 、 
未だ 建設 工兵 は 来 て て れ ま せん 。 早く 飛行 場 を 作ら な いと 、 こ れ 
か ら 始 まる 大 反攻 ( ? ) が で き な く な っ て し まい ます ……:。 


ウェ ー ベ ル は 慎 江 を 募ら せ 嘆く -… 


連合 軍 

背 提 切れ な か っ た イタ リア 軍 は 、 つ い に エ ル ・ ア ゲイ ラ の 
陽 路 居 到 達 有 た 』 だ が 、 じ っ くり 敵 を 眺め て 見 る と 防衛 線 は 案 
外 弱 が 分 る 。 信 っ て いた の は 私 ば か り で は な く 、 敵 も 撤 
退 を 急 @ 必 要 が あっ た よう だ 。 歩兵 部隊 は アゲ ダダ ビア 周辺 まで 
進出 UP た が 』 あ い 変 わら ず 接 敵 で き な い 。 来 月 に は ドイ ツ 軍 が 
来援 ずる の で 、 機 甲 部 隊 だ け で 強 環 を か ける こと に 決し た 。 

攻 肉 ほ 第 2 第 7 機甲 師団 に よっ て 防衛 線 中 央 部 に 対し て 行 
な われ た 』 し か し 、 長 途 の 行軍 で 疲れ て いた わけ で も ある まい 
が 久々 の 戦闘 ほ は 失望 を も た らし た だ け だ っ た 。 敵 戦線 突破 の 
可能 雑 ほ 非 油 に 高 か っ た に も か か わら ず 、 戦 闘 結果 は た だ の * D 
R2 た 過ぎ きま 退 和 し た 敵 が 部 隊 の 進撃 路 を 塞ぐ 形 と 

うな う で ほど 5 し ょ よう ) も な く 、 機 動 フェ イズ に 敵 戦車 1 個 大 
、 。 PE 守 運命 の 女神 は 敵 に 微 
笑 ん で いる よう だ 。 
枢軸 軍 : 

と 2 と 海上 で 被 守 が で て し まい まし た 。 北 アフ リカ へ 輸送 
中 の 往 兵部 隊 が 沈め られ て し まっ た の で す 。 こ れ か ら の 困難 な 
将来 を 暗示 し じ で いる よう で す 。 非 効率 な 長 距 離 飛 行 で の 防御 支 
援 を 与え て いる た め 、 マル タ の 制圧 は は か どり ませ ん 。 戦 線 で 
も ほこ ろ び が 出 て いま す 。 現在 の 兵力 で は 、 と て も くい 込ん だ 敵 
機甲 師団 を 撃退 で き な い の で 、1 ヘ クス だ け ^ 死 の 防衛 線 ” を 


な ちや 


EE 
、 も う 2 一 3 ター ン は 頑張 る し か あり ませ ん 。 

第 5 軍 か ら は 、 待 ち 望 ん だ 建設 工兵 部 隊 が や っ と 派遣 され 
て きま し た 。 ち ょ うど DA K が 到着 する 頃 に 飛行 場 建設 が で き 
そう で す 。 こ の タイ ムリ ー な 登場 で 、 前 線 の 部 隊 の 士気 も 盛り 
上 が り ま す 。 


連合 軍 : 

次 の ター ン に は 多く の 部 隊 が ギリ シャ に 引き 抜か れる た め 、 
この ター ン が 攻撃 の ラス ト ・ チ ャ ンス で ある 。 突破 は 困難 と し 
も 、 後 々 を 考え る と イタ リア 軍 を 痛め つけ て お く 必 要 が ある 。 
残念 な が ら 歩 兵部 隊 は 、 敵 が 弱体 な 防衛 線 南 軸 に は 届か ず 、 最 
も 集結 する エル ・ ア ゲイ ラ に 正面 攻撃 を か ける こと に し た 。 
45 戦 力 を 集中 し た 乾 埋 一 抑 の 攻撃 で 、 敵 は その 半数 を 失い 退 
却 し た 。 エ ル ・ ア ゲイ ラ の 陥落 は 、 敵 も 子 想 外 だ っ た よう で 、 
こ を 基地 と し て いた C R42 が 地上 で 破壊 され た 。 な お 若干 の 
不満 は 残る が 、 い NE? の 結果 が 出 な か っ た だ け よ し と し な けれ 
ば な る まい 。 マ ル タ 島 の 方 は 、 敵 が 懸命 に 防御 支援 を し て いる 
間 は 、 小 康 状 態 が 続く 情勢 で ある 。 
枢軸 軍 : 

エル ・ ア ゲイ ラ を 奪わ れ て 防衛 線 は ぼろ ぼろ に な り ま し た が 、 
部 隊 は 何と か 踏み 留まっ て 戦っ て いま す 。 待望 の DAK が トリ 
ポリ に 到着 し た の は 、 不安 が 募る 一 方 の 我 軍 に と っ て 、 唯 一 の 
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が 、 前 線 と の 距離 は あま り に も 遠く 、 前 線 近 くに 港 が な いこ と 


の 難し さ を 感 じ ま す 。 来 た る べき 大 反攻 に は ベン ガ ジ の 奪取 が 


急務 に な る で し ょ う 。 
マル タ 島 へ の 爆撃 は 、 損 害 を 出し な が ら も 1 打撃 を 与え る こ 
と に 成功 し まほ し た 。 こ れ か ら は 、 な お さら 努力 し て いか な けれ 

ば な ら な い 間 題 で す が 、 今 回 も 防衛 線 へ の 手厚い 防御 支援 が 必 

要 な の は 痛い と ころ で す 。 

の ーーーーー- 4 中 ーー 


連合 軍 : 
約 2 個 師 団 に 相当 する 部 隊 を ギリ シャ に 派遣 する 。 こ れ ら の 
部 隊 が 無事 に 帰 恒 する 可能 性 は 低く 、 こ の ゲー ム を や っ て いる 
と ギリ シャ へ の 派兵 は 失敗 だ っ た と 痛感 で きる 。 増 援 の 2 個 旅 
団 と 補充 し た 師団 司令 部 (これ は 部 隊 に 有効 な 支援 を 与え る た 
め に 必要 と 思わ れる ) で は 、 和 気休め に し か な ら な い 。 

戦闘 フェ イズ に は 前 回 と 同様 、 局 地 的 な 攻撃 を 行なっ た 。 敵 


部 隊 は 全 減 し た が 、 こ の 戦闘 で 連合 軍 初 の 損失 (第 22 近 衛 旅 団 、 


3 戦力 ) が 生じ た 。 タ ー ン 終了 時 に は 、 機甲 師団 を 戦線 構築 に 
使わ な けれ ば な ら な いた め 、 戦 果 を 拡大 で き な い の が つら い 。 
後方 で は 、 工兵 が 町 壌 を 掘り 始め る …… なさけない 。 すでに 、 
DAK は 目前 に 迫っ て いる の だ 。 
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明る い 材料 で す 。 た だ 、 増 援 部 隊 は 続々 と 陸揚げ され て いま す 


DAK 先 道 隊 (第 200 自動 車 化 連 隊 ) の 到着 引 、 居 機 選 陥っ 
て いた 防衛 線 を 救い まし た (本 当 は 反撃 し た 刀 た の I@ ず が | 
建設 工兵 も 前 線 か ら 6 ヘ ク ス の 地点 まで て 進み 靖 火 因 ほ 飛 条 場 建 
設 に か か る こと が で きま す 。 し か し 、 こ の クタ 計 計 請 細 衣 衣 半 
と 思っ て いた 矢先 に 、 不 運 な 出来 事 が 続き ま 間 計 

ます 貴重 な 補給 カウ ンタ ー が 海底 に 沈み 、88 細 移 部 隊 ほ 師 
い 返 され 、 と ど め に 防御 支援 に 飛ん だ ス ツ ー 大 ほ リア 三 と に 
落と され まし た 。 特 に 、 ル フト ヴァ フェ の 和 傘 を 笑 語 安 部 隊 Q の 瑞 
の 攻撃 は 必至 な の で 、 次 ター ン は 危険 で ず , 展 衣 開 婚前 に 5 


回生 防衛 線 の 立て 直し を する 必要 が あり そう で す 。 本 格 的 な 
戻 藻 開始 ほ 飛 条 場 が で き て 航空 部 隊 が 進出 し て 、DAK が 地 ぞ 
00090SG0925 り ます 。 


届 GDAIR が 到着 し 始め た 。 敵 の 反撃 が 始ま る 前 に 有利 な 
訪 御 陣地 を 築 W た の め に 、( お そら く 最 後 の ) 攻撃 を 行なう 。 先 日 
か 5Z ン シカ の と く 上 空 を 乱舞 し て いた ス ツ ー カ を 撃隊 し 、 防 
衛 線 の 主 角 が 通っ た お か げ で 、 敵 を 後退 させ る こと が で きた 。 
今後 は し ば めく 訪 件 に 専念 し な く て は な る まい 。 


この タニ ン か ら ト リポ リ 港 湾 に 対す る 戦略 夜間 爆撃 を 開始 し 、 


旧 抽 柚 弟 販 計 間 昌 た っ た 1 ユニ ッ ト の ウェ リン トン だ が 、 こ ま 
め に 山 撃 れ ば 効果 が ある か も 知れ な い 。 マ ル タ 島 の 情勢 も 良 
好 で 、 研 般 的 に 航空 / 対 空砲 部 隊 の 奮闘 ぶり が 目立っ て いる 。 
枢軸 軍 : 

我 軍 ほ 天 記 下 の た め の 余力 を 残す た め 、\ 死 の 防衛 線 ? を 1 へ 
クス ド け る と に し ます 。 敵 の 攻撃 も 弱まっ て お り 、 エ ル ・ ア 
人 人 の 西 ベ クス の と ころ で 持ち こたえ られ そう で す 。D A 
Ki@ ほ 』= の ター ン に 前 線 に 到着 し た 第 5 胡 甲 連隊 で 第 21 装 甲 
師団 を 編成 し た い の で す が 、 第 2 線 が 弱く な る の で あき ら め ま 
准 


飛行 場 を や っ と 設置 する こと が で き 、 ル フト ヴァ フェ の 本 当 
の 力 を 、 敵 に 思い 知ら せる こと が で きそう で す 。 反撃 の 準備 は 
着 々 と 整い つつ あり ます 。 マ ル タ 島 方 面 で は 、 防 衛 線 に 未だ に 
防御 支援 が 必要 な の で 、 力 を 振り 向け る こと が で きま せん が 、 
成 和 来 を 上 げ ま じ た 。 


再度 トリ ポリ を 爆撃 し た ウェ リン トン は (打撃 を 与え られ な 
か っ た が )、 無 事 に 戻る 。 な ぜ か 、 こ の 中 古 爆撃 機 に ドコ 11 の 姿 
が オォ オー バー ラッ プ し て くる か ら 不 思 議 だ 。 

敵 部 隊 の 増強 ぶり は 著しく 、 こ ちら は 防御 体制 に 転換 する 。 
前 回 の 攻撃 の 影響 で 敵 が 防衛 線 南部 を 整 号 し た の で 、 こ ちら も 
戦線 の 短縮 が 図れ る 。 工 兵 は 2 個 目 の 陣地 を 構築 し た が 、 前 線 
が 騒が し く な っ た ら 、 ト ブル グ ク 方面 へ 後退 させ な けれ ば な ら な 
い 。 次 ター ン に は 、 エ チオ ピア か ら 歴 戦 の 第 4 イン ド 師 団 が 帰 
語 す る が 、 は た し て 間 に 含 う だ ろう か …… 有 
枢軸 軍 : 

北ア フリ カ へ の 輸送 は 、 無事 に 陸揚げ で き て 、 当 面 の 心配 は 
な く な り ま し た 。 す で に 我 軍 の 戦力 は 、 攻 撃 に か か れる 程 に 達 
し て いま す 。 補給 カウ ンタ ー の 不足 が 気 に な り ま す が 、 攻 撃 に 
踏み 切り ます 。 
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戦線 中 央 部 で 、 ド イツ ・ イ タリ ア 混 成 の 装甲 部 隊 は 敵 歩兵 部 
隊 を 全 減 き せ 、 幸 先 の よい スタ ー ト と な り ま す 。 戦闘 後 前 進 で 
座 頭 代 を 作り 、 敵 に くい 込み ます 。 


連合 軍 : 

この ター ン が 正念 場 と な っ て し まっ た 。 戦 線 を 短縮 し て 防衛 
し よう と し た が 、 部 隊 が 不足 し た た め に 突破 の 危機 は 去ら な い 
残念 な が ら 、 予定 より 1 ター ン 早 く 撤 退 す る こと に する 。 こ の 
た め 、 ト プ ブルク 方 面 強化 の 時 間 を 得 ら れる か どう か が 問題 と な 
=9.7 ど 8 

撤退 は 秩序 を も っ て 行なわ れ た 。 も う 1 ター ン 阻 止 し よう な 
ど と 色気 を 出し て いた ら 敗 走 に な っ た こと だ ろう 。 D A K の 第 
15 装 甲 師団 が 到着 し て いな い の で 、2 戦力 あれ ば 手 器 され な い 
の が 幸い で ある 。 だ が 、 安全 な 撤退 を 図る た め に 、 オ ー ス トラ 
リア 信 の 3 個 旅団 に は 死守 命令 が 飛ぶ 。 後 ろ め た い 感 情 を 抱き 
つつ 、 部 隊 は トブ ルク を 目指 す 。 
枢軸 軍 : 

英 が 突如 と し て 退却 を 始め まし た 。D A K の 圧倒 的 な 力 の 前 
お じ け づい た や ダ で す 。 足止め 部 隊 を 置い て いか れ た の で 、 
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- ロ ン メ ル は 叫び 玉 く 


マル タ 島 で は 、 ル フト ヴァ フェ の 撤退 と 北 衣 了 前 訪 あ の 展開 
に よっ て 、 戦 果 が 上 が り ま せん 。 余 裕 が で き 四 相思 放 Z ラ | を 
送り 返す つも り で す が 、 難 し い 問 題 で す 。 


今回 は 敵 主 力 を 攻撃 する こと が で きま せん 。 器 奄 あえ すず に の 
3 個 歩 兵 旅団 を 掃討 し ます 。 機動 フェ イズ に 庄 証 第 104 自 動車 
化 連隊 も 到着 し た の で 、20 戦 力 の スタ ッ ク ( 蔽 天 穫 旅団 を 躍 喘 
で きる ) を 作っ て お きま す 。 航空 部 隊 は 、 活 躍 の 場 が な か うた 
た め 、 移 動 妨害 に 用 いま し た 。 

今回 の 攻撃 で は 、 確 実 な 結果 を 求め た の で 培 給 老 2 ステ ラプ 
も 消費 し て し まい まし た 。 こ れ で 、 前 線 近く 記 且 る 科 給 カウ ン 
ター は た っ た 1 ステ ッ プ に な っ て し まい ます 講 瑞 援 の 第 8 装甲 
連隊 も 引き 返し て し まい 、 イ タリ ア 空 軍 の 活躍 で マル タタ 島 に 2 
打撃 を 与え た (情勢 値 6 ) も の の 、 補 給 が 最大 の ネッ ク に な り 
そう です 。 


連合 軍 : 

完全 に 制空権 を 得 た 敵 空 軍 の 移動 妨害 で 、 歩 兵部 隊 の 撤退 は 
不可 能 と な る 。 特 に 建設 工兵 が 撤退 で き な い こと が 痛い 。 補 
充 で 戻る と は いえ 、 敵 に ベン ガ ジ 港 の 使用 を 許す こと に な る 


に アー 


て 人 


/ ( / 


に の 3 
の ロロ 3334 
4 > ニン N 4 届 ? 
/ / 0-16 
ーー ア 

16Sb N N る 、 で っ 3S っ s 2735 っ 936 7 ツ 3396 

H と ーー ー ( 

 !ea5 2435 2635 Ts 

- 連 合 軍 歩 兵 】 と 全 減 さ せ (6 一 7 生出 させ た 。 ル フト ウ 


283s 
・」) 


了 


と c 3635 
3032 に い 】 旅団 426、35 


293|、303| 、 


人 


の 


ー の 


ンー ( 
> 


| 人 ) 
の あの きら こそ 


あみ 
3esz 
族 団 を 忠 路 し て | 


いう 
の う 

ST 
373s 


と りあ え ず 、 オ ー ス トラ リア 軍 3 個 旅団 に は ベン か カジ 方 面 を 守 また 、 敵 補給 線 に 圧力 を 加え る た め に 快速 部 隊 の 一 部 を 南 か ら 
っ て も らい 、 こ の ター ン に は 陥 と され な いよ うに し て お く 。 辻 回 させ る こと に し ます 。 jk 

機 中 部 隊 は 無傷 の まま 撤退 に 成功 し 、 敵 装甲 部 隊 の 突進 に 備 追撃 が 急 な た め 、 補 給 を 前 線 に 届け る の も 困難 に な っ で て で きま. 
そ た 。 最 終 的 に は 国境 周辺 まで 下がる こと に な る か も 知れ な い 。 し た 。 特 に 、 砂 漢 を 進む D A K に 補給 を 送る の は ほとん ど 不 可 | 
6 月 ター ン に な れ ば 、 こ ちら も 増援 が 到着 する の で 、 そ れ ま 能 で 、 補 給 は 量 も 輸送 力も 不足 し て いま す ( 敵 ほ 補給 物資 を 獲 『 
で 枢軸 軍 の 進出 を 最小 限 に 押さ える の が 目標 と な る 。 得 さ せ て くれ な い )。 この 状態 を よく する た め 尽 も 、 ペ ン ガ ジ の 。 
< 占領 が 急 が れる と ころ で す が 、 今回 は 無理 な まま 訪 『 で す 。 


第 15(5 月 /i) タ ー ン 


連合 軍 : 
増援 の 到着 する まで 、 あ と 2 ター ン は トブ ルク バル ディ ア 
と いっ た あたり を 保持 し な けれ ば な ら な い 。 2 個 師 団 の 損失 は 
大 きい が 、 敵 も 急激 な 展開 に 、 補 給 シ ステ ム が つい て で いけない 
感じ な の で 、 敵 が 攻撃 補給 を 使え な い 地点 まで 齋 が る こと に すず 
る 。 こ っ ちと し て は 、 機 甲 師団 さえ 無傷 に 保 ゥ で お け ば 、 や が 
ーー て 再び 攻勢 に 転ずる こと も で きる 、 と 考え 
- 一 移動: 戦闘 で は 、 補給線 へ の 償 成 と な る 敵 快 】 
エン ド ・ ラ ン 戦 法 で 叩い て お く こ と に する ( 蔽 店 議 SG 補 給 だ 
枢軸 軍 : け は 山 ほ ど あ る ) 部 隊 は 敵 3 ユ ニット を 届 破 し た 後 機動 = 
我 生 は 、 連 合 軍 の 巧妙 な 遅滞 戦術 に 前 進 を 阻ま れ て いま す 。 イズ に 無事 に 帰 量 し て 戦線 を 築い た 。 
味 喘 と 戦闘 で 、 ふ た た び 3 個 歩 兵 旅団 を 撃 減 し ます が 、 機 甲 部 枢軸 軍 : 
隊 に 損害 を 与え を る こと が で きま せん 。 進 撃 方 身 と し て 、DAK 補給 カウ ンタ ー が 届か ず 、 こ の ター ン の 攻撃 ほ 詞 般 補 絵 で 行 
は 砂漠 を 横断 し て トブ ルク へ 、 歩 兵部 隊 は ベン カジ へ 進み ます 。 な うこ と に な っ て し まい ます 。 歩兵 部 隊 は ペン ガ ジ を 占領 し ま 
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第 12 ダ ー ン 終了 時 
連合 軍 は 第 4 イン ド 師 団 を トブ ルク に 送り 込み 死守 の 構え 、D A K は それ を 包囲 し て 次 ター ン に 総 攻撃 を 計画 する 。 


順 直 が 柚 抹 に な みり) ます )、 足 が 遅い の で トブ ルク 周辺 に 到 
計 直 の ほ DAIRK だ け 。 し か も 敵 は すでに 、 ト プ ブルク に 第 7 イ 
証 記 圏 守 内 いる の で 、 強 襲 は むり で す 。 た だ 、 ト プ ブルク 
の 主 守 財 強 他 き 才 て お ら ず 、 工 兵 も ベン ガ ジ の 戦闘 で 全滅 させ 
回 2 存 回 の チャ ンス は 二分 に あり ます 。 次 の ター 
トブ ルク を 包囲 し ます 。 

まで 進出 し て トブ ルク 攻撃 に 備え 


た の で 、 
ン に 政 繋 を 予定 や て 、 

eS5 と カザフ 
に 


連合 軍 : 

関 衣 M 上 2 問題 さ れ た 。 覚 語 し て いた こと と は いえ 、 シ ョ ッ 
は 大 き M 請 還 の 里 大 な 危機 に 、 補 充 ポ イン ト で 工兵 隊 を 再建 
中 親 主 MM 上 訂 る 。 要 寒 の 強化 に は (そう すれ ば トブ ルク は 
商 以 4 誕 丁 る まる 1 ター ン か か る た め 、 完 成す る 7 月 ユタ 
二 の 盟 価 が 戦局 の 鍵 と な る だ ろう 。 

機 幅 部 隊 の ⑳ 衣 ほ 、 エ ジ プ ト ・ リ ビア 国境 に 戦線 を 敷く 。 敵 が 
NZ 光 多 を 無 補 目 て 直進 し て くる 可能 性 も あり 、 実 際 に は こち 
ゅ の 召 9 が 座 突 が 大 きい 。 バ ルディ ア も 保持 し て 、 後 の 展開 を 
較 由 お き 放 人 貞 と ころ だ が 、 部 隊 数 の 不足 で あき ら め た 。 ギ 
放 和 mm が 5 人 派 遺 洗 が 3 個 旅団 帰っ て きた 。 
枢軸 軍 


貴 主 全 画 直入 上 大 反攻 の クラ イマ ックス 、` ト ブル ク 強 藤 ? に 


で 


の 
N 


' の さら 
回 ei 各 司 人 丘 還 i 仙 6 
テー ここ 
二 N う て ハゲ 


-0 


人 
上 


回 ge 


と りか か り ま す 。 し か し 、 攻 撃 に 参加 する 子 定 だ っ た イタ リア 
生 歩 兵 師 団 は 、 敵 航空 部 隊 に 移動 を 妨害 され て し まい まし た ( 我 
軍 の 戦闘 機 は 飛行 場 不足 で 進出 が 遅れ 、 こ れ を 撃退 で きま せん 
で し た )。 こ の 影響 で 、*EX” が 出る と DAK に 被害 が 及ぶ お 
それ も あり ます 。 し か し 、 都合 よく クレ タ 島 に Ju88 の 大 編 隊 が 
現われ た の で 。、 こ の ギャ ンプ ブル に 示 で な こ と に し ま も し た 。 

うき ぎゃ 1 221 に し か な ら な いい バリ ケー ン の こじ ゃ く な 
抵抗 で 、 頼 み の ス ツー カ を 落と され た 私 は 、 悲 鳴 の よう な 叫び 
を 上 げ ま し た 。 こ れ で は トブ ルク 占領 の 確率 は 33% に な っ て し 
まい ます (3:1 な ら 67)。 攻撃 を 延期 すれ ば 、 イ タリ ア 軍 歩兵 
師団 が 戦闘 に 参加 で きる の で す が 、 当 然 、 英 も 増強 し て くる で し 
ょ うし 、 補給 の 関係 で 2 回 は 攻撃 で きま せん 。 男 は 度胸 、 運 を 
天 に まかせ て サイ コロ を ふ 、 り ます 。 結果 は ……… NE。 


連合 軍 : 


ト プ ブル ク は か らく も 持ち こたえ た 。 工 兵隊 を 前 進 き せ す ぎ た 


So yy 


"の な 人 


の 人 人 旬 。 
BRSe2e 


LT 
Mg ] 


と いう 不 注意 な ミス が な か っ た ら 、 も っ と 楽 置 防衛 ie き 訪 午 旨 
で ある 。 そ の 工兵 隊 は 要塞 の 強化 に 取り 掛か 呈 直 が 還 記 の ター 
ン も 敵 の 猛烈 な 攻撃 が 子 想 され る の で 、 キ ギ リ 請 還 か ら 誠 だ ば 
か り の 部 隊 を トブ ルク に 送っ た 。 

トブ ルク に 部 隊 を 割か れ て いる つろ で 、 国 境 面 の 防衛 ほ 著 平 
不安 が 残る 。 シ ジ ・ プ ブー ジッ ト あ た り ま で は 認 春 隔 NIS 
思う が 、 マ トル ー は 敵 に 与え を る わけ に は いか 橋 還 
枢軸 軍 : 

英 は すでに トブ ルク に 2 個 師 団 も 入れ 、 い 上 靖 間 考 妥 5 で も 21 昌 
以上 に は 戦闘 此 を 上 げ ら れ ま せん 。 も は や ト 記 影 ク 奪 回 の 機会 
は 失わ れ た よう で す 。 歩 兵 師団 が 到着 し て き 夫 の I@ 還 アル ク 
包囲 の 任務 か ら 解放 され た DAK は シ ジ ・ ブ 請 選 二 ち 軸 の 瑞 
機甲 部 隊 に 攻撃 を か ける こと に し まし た 。 

この 戦闘 で 、 我 軍 は 始め て 敵 機甲 部 隊 に 損害 を 与 ま し た が 
これ で 捕 給 み ウ ンタ ー は すべて な く な っ て し ま 県 軸 天 還 DARKIII 
の 快 進撃 も 限界 に ほ た よ う で す ……。 


第 15 タ ー ン 以降 、 マ ル タ 島 の 情勢 は 急激 に 悪化 し 、 枢 軸 軍 の 局 は 第 16 タ ー ン 終了 時 を 最大 進出 線 と し て 、 較 雇用 着 琴 態 が 始 
補給 は 完全 に 枯 渦 し まし た 。 こ の た め 、 ル フト ヴァ フェ も シシ まだ まれ 9 た 。 


リー へ 送ら れ 、D A K の 猛進 繋 は レシ ジ ・ ブ プー ジット 手前 で 停止 その あと は ? まだ まだ シー ソー・ ゲ アー ム 還 続 計 記 還 な 2 
と も 、 簡 単に は 勝た せ て く れ な い ゲ ー ム で す 敵 還 還 


じ て じ まい まし た 。 連合 


軍 に は ます ます 増援 部 隊 が 到着 し 、 戦 
ed fa4t6 3 


馬 守 Xe 
の や ん 
Py 


、_ が N 


第 16(Z/II) タ ー ン 終了 時 
100 


| 
三 ウ Ro ウジ グ 多 ビ の ) 申 | 彰 人 み 妨 上 広 
7 L 5 所 | は 加計 L |1 取 
| 所 | 所 所 
2 0" 電導 d ほ * ye 3 2 | J 
は 
M |5 MI5 MI5 MI5 MI5 | 
ス ・ カ ウン ター 係 あて お 送り くだ さい 。 3 | 八 改 八 1 州 
【1.1) 申し 込み 用 紙 


| 

| 
ペー ジ 下 部 の 申し 込み 用 紙 が 、 カ ウン ター 郵送 の 際 | 
の 「 あ て 名 」 と な り ま すか ら 、 て いね い に 記 入 し て 
《 だ さい 。 
【1.11〕 槽 書 で て いね い に 、 書 いて くだ さい 。 略字 や 
氷 み に くい 字 は 、 郵送 の 際 の 事故 の も と に な り ま す 
【1.12〕 雨 に 表 い イン ク や 水性 ペン で の 記入 は さけ て 


計 誌 付録 ゲー ム 用 の 使い や すい 厚紙 打ち 抜き 加工 
慎 カ ウン ター (箱入り の ゲー ム の も の と 同 品 質 ) を 
通信 販売 し て いま す 。 ご 希望 の 方 は 下記 の 要領 で お 
店 し 込み くだ さい 。 
カウ ンタ ー③ は 、 本誌 N。30、No3|、No32 の 3 号 分 、 カ ウ 
ンタ ー② は 本 誌 No27、No25、No29 の 3 号 分 、 カ ウン ター 
中) は 本 誌 No24、No25、No26 の 3 号 分 、 ワ ン セ ッ ト で す 。 
訂 号 ゲー ム ・ カ ウン ター の 別売 り は いた し て お り ま せん 。 
沿 し 込み 用 紙 右端 の カウ ンタ ー 番 号 を ご 確認 くだ さい 。 
に 
ペー ジ 下 部 の 申し 込み 用 紙 を 切り 取り 、 あ な た の 住 
所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を 、 槽 書 で て いね い に 記入 し 、 
基 手 また は 現金 (〔|.2〕 参 照 ) を 同封 し て 、 タ ク テ ク 


UaU 


〈 だ さい 。 ま た 鉛筆 で の 記入 も さけ 、 ボ ポー ル ベ ン や 
油性 ベン を ご 使用 くだ さい 。 
(1.183) ペー ジ 下 部 の 申し 込み 用 紙 を 何ら か の 理由 | 
で 使用 し た く な い 場 合 、 コ ピー や 同じ 体裁 の 用 紙 を 
自作 し て ご 使用 くだ さっ て も 結構 で す 。 Ger | Ger | Ger 
(1.14) 申し 込み 用 紙 ( ペ ー ジ 下部 の も の 、 あ る い は 八 八 
自作 の も の ) を 必ず ご 使用 くだ さい 。 他 の 書き 方 を 欄 T MG | 
し た も の は 事務 手続 き を 混乱 させ 、 郵 送 が 大 幅 に 遅 Sa さ : Ger | Ger | Scy PE Scy 
れる こと と な り ま す 。 に 八 | Turmn 
(1.2) 送金 方 法 5 
送金 は 、 切 手 ま た は 現金 で 行なえ ます 。 送金 の 際 は 、 
申し 込み 用 紙 の 添付 を 絶対 に 忘れ な いで くだ さい 。 

(1.21) 切手 に よる 送金 は 、 普 通 郵便 で 行なえ ます 。 

] 切手 1,400 円 分 (送料 込み ) に 、 記 入 済み 申し 込み 用 

EE([I.I) 参 照 ) を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 

【1.22〕 現金 に よる 送金 は 、 現 金 書 留 で 行なえ ます 。 | 
| 現金 1,200 円 (送料 込み ) に 、 記 入 済み 申し 込み 用 紙 | 
(1) 参照) を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 | 
| 【1.23〕 切手 / 現 金 書 留 以外 の 方 法 に よる 送金 は お 断 ” みな ども 入れ な いで くだ さい 。 (2.16〕 あて 先 の 末尾 に 、 ご 希望 カウ ンタ ー ナ ン バ パー | 


り し ます 。 【2.13〕 娘 字 は すべ て 消え に くい ペン を 用 い 、 槽 書 で を 明記 し て くだ さい 。 
(1.24) 切手 と 現金 の 混用 は し な いで くだ さい 。 ES の Aa (2.2) こ 法 間 | 
切手 の 場合 は 切手 の み 、 現金 の 場合 は 現金 の み で お 2.14〕 申し 込み 用 紙 を 必ず ご 使用 くだ さい 。( 自 作 可 ) 各 項 目 の 注意 事項 が 守ら れ て いな い 場 合 、 カ ウン タ 
送り くだ さい 。 (2.15) 切手 の み 、 ま た は 現金 の み で 、 指 定 の 方 法 に の 送付 が 大 幅 に 遅れ た り 、 あ る い は 送付 で き な か | 
(1.9) あて 先 従っ て ご 送金 くだ さい 。 っ た りす る こと が あり ます の で 充分 ご 注意 くだ さい 。 | 

作 
あて 先 は 下記 の 通り で す 。 EE EE ーーーー 拓 


〒151 東京 者 小谷 区 千駄ヶ谷 5-26-5 に | 
(株 ) ホ ビー ジャ パン タク テク ス ・ カ ウン ター 係 講 に | ] LIL | 


あて 先 の お わり に 、 ご 希望 カウ ンタ ー 番 号 を 明記 し 
て くだ さい 。 


事務 手続 き を 円 滑 に し 、 皆 さん の も と へ 一 刻 も 早く  ! No30、No31、Na2、 衣 
カウ ンタ ー を お 届け する た め に 、 以 下 の こ と に 特に  : | 
ご 注意 くだ さい 。 に 5 
(2.1) 注意 事項 ー 
(2.11)】 ひと つの 封筒 に は 、 申 し 込み | 件 の み を 封 衣 | 
入 し て くだ さい 。 数 件 の 申し 込み の 場合 、 封筒 を そ 1 HHRHCHHHHHEEEECRERECEEEEEECEEECOEEEREEEEEEEREEHEEEEEEREEREHERTEEETREEEHRRE sd 
れ ぞ れ 分 け て くだ さい 。 Es 
(2.12) カウ ンタ ー 申 し 込み の 封筒 に は 、 他 の も の は  ! お ぉ : 
入れ な いで くだ さい 。 読 者 コー ナー へ の お 便り な ど  : 痢 様 
|。。 は も ちろ ん 、 他 の 通信 販売 、 バ ッ ク ナ ン バ ー 申 し 込  : 


(申し 込み 用 紙 了 


と | 


2 つの 湿 に ば さ 7 た 怒 奈 


太陽 系 を 間 に お いて 2 つの 種族 が 対 幅 し て いた 。 超 光速 航 
行 を 実現 し て 宇宙 を わが 物 顔 に 飛び 回 る グイ ン ハ イフ ァ ー 
ル と 、 空 間 を 超越 し て 一 瞬 の うち に 大 部 隊 を 惑星 に 送り こ 
む ベ リー ン 。 長 い 間 均 衡 し て いた 両者 の 勢力 パラ ンス が 地 
球 と いう 存在 に よっ て 崩れ 出す 。 卑 少な が ら 急 速 に 技術 カカ 


を 高め て ゆく 地球 人 類 は 第 3 勢力 に な れる の か ? それ と 
も 奴隷 の 星 に な っ て し まう の か ? 3 人 で プレ イ す る 大 宇 


宙 の 攻防 ,/ (2 人 用 ルー ル も あり ます ) 


あみ た を 送 旋 と 
好 伺 の 放免 に 案 胞 


20 世 紀 最 高 の 怪奇 小説 作家 H.P. ラ ヴ ク ラ フト 、 彼 が 創造 し 
4 た クト ゥ ルフ 神話 の すべ て を ロー ルプ レイ ング する 。 プ レ 
疹 4 イヤ ー は |920 年 代 の アメ リカ に お いて 邪神 と その 従者 ども 
の 陰謀 を 突き 止め 、 彼 ら の 野望 と 彼ら 
自身 を 打ち 砕く の だ 。 


ベテラン 戦士 と な っ て 激動 の 宙 域 へ 身 を 投 ぜ る も コン パッ ト RHPG/ 

備 兵 部 隊 に 入っ て 前 線 で 戦う こと も 、NPC を 募集 ・ 訓 練 し て 自分 
た ちの 部 隊 を 率い る こと も で きる 。 多目的 備 兵 用 巡航 艦 ブ ロー ド ソ 
ー ド 号 の サプリ メン ト て 宇宙 空間 、 惑 星 上 を 含む キャ ン ペ ー ン ・ プ 
レイ も 可能 。 名 種 状況 設定 、N PC リス ト 付 き 。 
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次 了 チ 七 撃 つ 只 史 で . ノ 
(124) 戦 車 戦 II 還 
H J 社 オ リ ジ ナル ・ ゲ ー ム の 第 一 弾 "戦車 戦 ' が フル モ 
デル ・ チ ェ ン ジ 。 前 作 は 大 戦 末期 の 戦闘 し か 再現 で き 
な か っ た の だ が 、 今 度 は 194| 年 の も の か ら プ レイ で き 、 
AF V は 29 種 と 前 作 の “戦車 戦 "の 2 倍 以上 に 増え て い 
る 。T70 な どの マイ ナー 車種 も 登場 する 。 こ れ に 加え 、 
ルー ル も 大 改造 が 施さ 
れ た 。 直 接 射撃 、 間 接 
射撃 と も より 精密 に な | 
っ た 射撃 ルー ル 、 新 た 
な ゲー ム 展 開 を も た ら 
す フ ォ ー メ ーション ( 小 
隊 ) ル ー ル な ど 、 ス ピー 
ディ ー な ゲー ム 進 行 と 蘭 w^ 欠 
いう 前 作 の 利点 を 崩す 
こと な く 、 よ り 多 彩 な 
内 容 を 盛り 込ん だ ゲー 
ム 、 に 仕上 が っ て いる 。 
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ろ を さん の 邊 危 ル ー ル ・ ラ ー ナ ー を つ 《 つ てろ まし だ 


⑨ 折 り 決 み ー ム 


折り 込み ゲー ム に つい て の 作戦 を 2 ヵ月 くら い 遅 ら 
せ て 、 読 者 に 募集 し た の を 載せ て ほし い 。 置 えば 高 
い SPI ゲ ー ム が 、 あ まり 真剣 に プレ イ さ れず に 終っ 
て し まう (お まけ ゲー ム と いう こと で ) の は 大 変 お 
し い 。 (兵庫 の 坂本 能 衣 さ ん ) 
付録 ゲー ム 、 翻 訳 ル セー ル で 多く の ペー ジ を 使っ て い 
る の で 、 あ まり 読む と ころ が な い / | つの 号 に は 
前 は 全 ペ ー ジ 読ん だ の で す が 、 月 刊 に な っ て か ら は 、 
読ま な い ペ ー ジ 、 飛 ば し 読み する ペー ジ が 増え まし 
た ゃ (京都 の 一 柳 喜 一 郎 さ ん ) 
パン ドラ を 2 度 ま で も あり が と う 。 SF、WWII 、 戦 略 、 
作戦 、 戦 術 各 級 パラ ンス を と っ て くだ さい 。SPI の 
ふろ く ゲ ー ム が 楽し み で す 。 リ クエ スト 、“" リ ボル ト ・ 
イン ジン ト う ここ ルウ ス ・ ア アザ カ ョ こ デ ィ 
キシ ー"、“ チ タデ レ ・ オ プ ・ ブ ラッ ド "。 なぜ" チャイ 
ニー ズ ・ フ ァ ー ム "で “ムク デン "や "ヴュルツブルク "”" 
じゃ な い の か ? (埼玉 の 斉藤 恭一 さん ) 
付録 ゲー ム の ユニ ッ ト ・ カ ウン ター は 裏 ・ 表 、 し っ 
か り 掲 載 し て ほし いで すね 。 前 号 の “アー サー 王 " 
は ユニ ッ ト の 裏 が わか ら な く て 自作 で き な か っ た 。 
(秋田 の 福司 宏治 さん ) 
折り 込み ゲー ム の ジャ ン ル 希望 と し て は 、① 現 代 戦 
(含む 近 未 来 戦 )、② ナ ポレ オニ ッ ク 、③W W II の 順 
uv 7 本 (新潟 の 牧 俊雄 さん ) 
INTREP コ ー ナ ー の 一 部 を 割 い て 、 昔 な つか し い ゲ ー 
ム や 、 マ イナ ー・ ゲ ー ム な ども 紹介 し て ほし い 。 
(東京 の 田村 貴明 さん ) 
値上げ を し て も いい か ら 、 付 録 ゲ ー ム の コマ を 最初 
か ら つ け て 欲し い 。 日 本 軍 の か らむ ゲー ム を つけ て 
欲し い 。 (新潟 の 石田 茂 さ ん ) 
* 坂 本 きん や 一 材 さ ん の お 便り を 見 る と 、 毎 号 ゲー 
ム ふ 付 き で 、 消 化 不 を 起こ し て いる 方 も 多い の か な 
と いう 気 も 6 し ます 。 付録 ゲ ー ム の 付け 方 は 、 な る で 
《 て いろいろ な ジャ ン ル 、 ク ラス に また が る よう に し 
て いる つも 90 です が どう で し ょ う 。“ ム ク デ ン " や “ ヴ 
ュ ル ツブ ルク "で は な く て “チャイ ニー ズ ・ フ ァ ー ム ”" 
だ っ た の は 、 前 二 者 が 過去 の 未来 戦 、 仮 定 法 過 去 完 
「 了 の ゲー ム で ある の に 対し て 、 後 者 は 現代 戦 で も 純 
正 ヒ スト リカ ル ・ ゲ ー ム だ っ た か ら で す 。 他 は 載せ 
な い 、 と いう わけ で は あり ませ ん 。 福司 きん 、 ル ー 
ル を 読ん で いた だ け ば わか り ま す が 、“ ア ー サ ー 王 " 
で 護 が ある の は 、 サ クッ ン 軍 の 盾 壁 モ ー ド と 、 仙 傷 


し た リー ダー だ け で す 。 ユ ニッ ト の 申し 込み は めん 
どう か も し れ ま せん が 、 ず っ と きれ いで すし 、 自 作 
は 可能 で す が 相 当 ゆ ん どう な の で 、 別 売り カウ ンタ 
ー の 購入 を お すす めし た いも の で す 。 INTREP で は 、 
マイ ナー・ ゲ ー ム も 少し は 紹介 し て いる つも り で す 
が 、 そ れ よ り も 、 昔 な つか し い ゲ ー ム や マイ ナー・ 
ゲー ム は その も の を 付け て いる じゃ あり ませ ん か 、 
田村 きん 。 折り込み ゲー ム の 作戦 な どの 投稿 は (ご 
意見 も も ちろ ん で す が ) 大 歓迎 で す 。 ど の ゲー ム も 、 
普及 率 は 最高 の 部 類 に 属す る わけ で すか ら 。 こ ちら 
も 何 か 企画 し ます 。 


(⑨ め 売り 切れ バッ ク ナ ン バー 対生 
バッ ク ナ ン バー の 広告 を 見 て いる と ぼ つ ぼ ぽ つ 品 切 
れ が 増え つつ あり ます ね 。 大 変 喜 ば し い 事 だ と は 思い 
ます が 、 こ れ で は その 号 に 載っ た 記事 を 新しい ゲー 
マー 達 が 見 た いと 思っ た 時 に 困る と 思う の で す 。 そ 
こ で 提案 / ノ タクテクス で デー ター サー ビス を や っ て 
みて は いか が で し ょ う 。 つ まり 今 ま で 載っ た 項目 を 
リス ト に し て 読者 は 見 た い 項 目 を 選ん で 代金 と 共に 
送り その 記事 の コピ ー を 送っ て も ら う と いう シス テ 
Py 1 
か くい う 私 も No 1 か 2 に 載っ た VIP と WAS の 連結 ルー 
ル が 見 た い の で す 。 だ いた い No. | や 2 が 定価 の 2 一 
4 倍 で “Free Traders" の コー ナー で の さば っ て い 
る の は どう も …… それ と ウォ ー ゲ ー ム ハン ドブ ッ ク 
の 改 試 版 を 出し て は いか が で し ょ う 。 特に あの 本 は 
SPI の ダニ ガン の 本 で す の て 今 の ゲー マー (特に 初 
心 者 ) に は SPI 中 心 と いう の は どう で し ょ うか ? 
(福岡 の 小宮 山 孝太 郎 さ ん ) 
*SPI は 現在 本 誌 に 載っ て 誰 で も プレ イ で きる ゲー 
ム に な っ て き て いま すし 、 現 役 で な く と も 今日 の ゲ 
ー ム ・ シ ステ ム の 基礎 を 作っ た の が ダニ ガン 氏 で あ 
る こと に 変わ りな いわ け で すか ら 、 も うし ば らく は 
今 の 「 ウ ォ ー ゲ ー ム ・ ハ ンド プッ ク 」 で が まん し て く 
だ さい 。 


(の アメ リカ 軍 の 戦術 と は …… 


今日 は 、H J』 さん 私 は 、 タ ク テ ク ス No28 の 「 み な 
さま の お 便り 」 で 千葉 県 の 増 野 遇 之 さ ん が ベー シッ ク 
3 の バル ジ 大 作戦 に つい て 述べ て いる 意見 に は 自分 
も 同感 だ と 思い ます 。 

し か し 、 戦 法 の や り 方 し だ いで は アメ リカ 軍 が 史実 
どおり に 勝つ こと も あり えま す 。 つ まり 、 ア メリ カ 


り fhe Gamers forfhe Gamers 


読者 コー ナー 


軍 の 戦術 は 、 時 間 稼 ぎ で あり 、 初 期 配 置 や 、2 、3 
ター ン の アメ リカ 軍 ユ ニッ ト は 全滅 し て も よい 捨て 
ゴマ だ と 思っ て いま す 。 な ぜ な ら ば 、 ド イツ 軍 の 進 
撃 を 遅らせ れ ば それ だ け 、 ド イツ 軍 に 不利 と な り ア 
メリ カ 軍 に 有利 に な り ま す 。 そ の 理由 は 、 増 援 と 勝 
利 条 件 や ユニ ッ ト の 戦力 に あり ます 。 さ て アメ リカ 
の 基本 的 戦術 で す が 、 で きる だ け 都 市 で 守備 し 、 で 
きる だ け 長 い タ ー ン も ちこ た える こと で あり 、 そ の 
ター ン の 増援 や 、 あ まっ た ユニ ッ ト は 守備 し て いる 
ユニ ッ ト が 包囲 され な いよ うに 、 側 面 を 援護 し て や 
る 事 で す が 、 そ れ も 時 間 稼ぎ で し か な い 事 を 忘れ な 
い 方 が よい と 思い ます 。 ま た 予備 兵力 が あり 、 戦 線 
が 維持 で き ア メリ カ 軍 に 天候 が 味方 し た 時 に 反撃 に 
出れ ば 、 勝 つ 確率 は 高い も の と な り ま す 。 

丈 子 の 兵法 に こう あり ます 。 攻 撃 と は 敵 の 隙 に 付け 
込む 事 に あり 、 防 御 と は 敵 に こち ら の 隙 を 付け こま 
せな いこ と に ある 。 と 書い て あり 、 ま た 孫子 は 攻撃 
と 防御 を 変化 自在 に で きる 事 が 勝利 へ の 条件 だ と 書 
いて あり ます 。 つ まり バル ジ 大 作戦 の アメ リカ ・ ド 
イツ 両 軍 は 戦い を どれ だ け 流 動 的 に 行なえ る か で 、 
ゲー ム の 勝敗 が 決ま る と 思い ます 。 

それ に し て も この ゲー ム は パラ ンス が 悪い 。 な ん 
せ 支 配 ヘ クス に 入っ た ら 最 後 、 戦 闘 の 結果 で な いと 
その ヘ へ クス か ら 離 脱 で き な い の で すか ら 。 し か し 、 
この ルー ル の お か げ で 、 上 記 の 戦術 を アメ リカ 軍 は 
で きる の で す が 。 (北海 道 の 八 島 俊二 さん ) 
* 支 配 ヘ クス に 入っ た ら 戦 闘 の 結果 で な いと その へ 
クス か ら 離 脱 で き な い 、 と いう の は よく ある ルー ル 


⑨IJN の "拡大 ルー ル " を / 


こん に ち は 。 楽 し く 毎 号 読ま し て いた だ いて ます 。 

実は 私 "|JN" の “拡張 ルー ル " を 作っ て ほし く て 葉 
書 を 書き まし た 。 "JNII" “地中海 海戦 "” と シナ リオ 
を 出し て も らい まし た が 、 ド イツ 海軍 の 潜水 艦 艦隊 
の シナ リオ を 出し て も らい た い の で す 。 他 に も 日 本 
の 潜水 艦 の シナ リオ を 出し て も らい た い の で す 。 特 
に デー ニッ ツ 率 いる ドイ ツ 潜 水 艦 隊 を 、 ロ イア ルオ 
ー ク 撃沈 か ら 喜 望 峰 ほ で 。 ポ ケット 戦艦 、 さ ら に U 
タン カー (U ポ ボー ト の 足 を 伸ばす た め に 燃料 を 積ん 
で いた ) な ど と いっ し ょ に シナ リオ に し た ら ど う で 
し ょ うか 。 勝手 な よう で す が 期 待 し て 待っ て いま す 。 
(北海 道 の 光 畑 伸明 さん ) 

* ま “IJN" て 潜水 艦 と いう の は 、 飛 行 機 以上 の 難題 で 
すね 。 ど な た か 考え て みて 《 だ さい 。 


Game Sub-Noteg: 


読者 の ゲー ム ・ デ ィ ヴ ェ ロ ッ プ ・ コ ー ナ ー 
(⑨⑳「007 」 の 拡張 ルー ル だ ぜ / 

RPG「007」 日 本 語 版 よ ー や く 出 まし た ね 。 ま ず 
は 御 苦 労 様 。 お 次 は 「0 マ ニュ アル 」 と 「 ゲ ー ム マ 
スタ ー パ ッ ク 」 を 早い と ころ 出し て 下さ い 。 と 言う わけ 
で この 度 0 マ ニュ アル に も 無 さ そう な 銃 器 の 性 能 表 
を 独断 と 偏見 で 作っ て み ま し た 。 


HK VP.70 ド 
(ショ ル ダ ー ス トッ ク 装 半 
ベレ ッ タ M93 


と リ 


OHK( ヘ ッ ケ ラー& コ ッ ク )VP70 

ベー シッ クセ ッ ト に お ける この 銃 の 評価 は 過大 で 
す 。 ニ ュー ボン ド シ リ ー ズ で 使わ れ た せい か と 思わ 
れ ま す が 、 と に か くく 引き金 は 重い し 大 き さ は 自衛 隊 
か ら 放 和 須 さ れ た コル ト ガ バ メ ント くら いあ る 。 よ っ 
て ベー シッ クセ ッ ト の VP70 は 、 ど うし て も と いう 
人 だ け 007 の み に 持 た せれ ば 良い で し ょ う 。 

O ベ レッ タ M93R 

も し か し た ら 0 マ ニュ アル に 出 て る か な ? J・ 
P・ ベ ル モ ン ト が 「 パ バリ 警視 庁 」 で 使っ た 銃 で す 。 こ 
れ に は 取り 外し 折 し 畳み の スト ッ ク が あっ て 、 こ れ 
を 取り 出し て 付け る の に 2 ラウ ンド か か り 、 使 用 中 
は 修正 十 | 応 射 一 | となり 、 そ し て この スト ッ ク 単 
体 の 隠匿 値 は ー | で す 。 ま た スト ッ ク を 使用 せ ず に 
フル オー ト 射 撃 を する 場合 、 修 正 ・ 応 射 共 に 一 | と 
な り 長 距離 が 20 一 30 に な り ま す 。 な お これ と VP70 
は フル オー ト 射 撃 と 言っ て も | 回 引き 金 を 引く と 3 
発出 て くる タイ プ な の で 一 の 修正 を 付け て も か まい 
ませ ん 。 
O ウ ィ ル ディ ー 

恐怖 の 45 オ ー ト マグ で 、 そ の 威力 は スー パー プラ 
ッ ク ホ ー ク 以上 で す 。 こ の 銃 を 含め 全て の 自動 拳銃 
は 薬 室 に 弾 を 入れ て お く 事 が で きる の で 弾 数 の 横 に 
十 | が ある も の と し て 下さ い (つま り 弾 数 が | 増え 
る )。 
O ノ ー ス アメ リカ ン ミニ デリ ンジ ャ ー 

掌 サ イズ の リボ ル ヴ ァ ー で す 。 弾 は 22L R で 小 
さい 事 は 良い の で す が 、 銃 身 と 言う か シリ ンダ ー が 
裂け る 事 が ある の で 、 こ れ を 表現 する 人 為 に 次 の ルー 
ル を 使用 し ます 。“"99" で 故障 し た 場合 は 銃 が 裂け 
た も の と し ます 。 こ れ は ヒー ロー ポイ ント を 使っ て 
も 回 避 で きま せん 。 次 に 難易 度 5 の 射撃 サイ コロ を 
折り 、 OR 1 る &。 ド 代 
MW、HW、 指 が 吹っ飛ぶ (HW) と な り ま す 。M 
W 以 上 は 手 に 傷跡 が 残り 、 吹 っ 飛ん だ 指 は D6 一 3 
(最低 1 ) 本 で 優先 順位 は 人 差し 指 、 親 指 、 中 指 で 
また HW の 時 も 同じ 作業 を し 、48 時 間 以 内 に 適切 な 
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東京 都 の 仏 人 28 号 さん ぁ 
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4 、 失敗 の 順に S T、LW、 


処置 を し な いと 指 が ダメ に な る 。 そ し て 最後 に この 
銃 は 永久 に 直ら な く な り ま す 。 
oOCOP( 製 造 会 社 は 知り ませ ん ) 

これ は 映画 「 プ レー ドラ ン ナ ー」 の 始め の 人 非 人 
テス ト の 最 中 に レプ リカ ント が 「 こ れ が 答え だ /」 
と 言っ て ブッ ぱな し た 銃 だ そう で 、 大 き さ は PPK ぐ 
らい 。 格 好 は オー トピ スト ル 風 だ けど 実際 は デリ ン 
ジャ ー (上 の じゃ な いよ ) を 2 つ 並 べた よう な シ 
ロモ ノ で 正面 か ら 見 る と サイ の 目 の 4 みた い に 4 つ 


| 」 je 」 
| Fr jhs」 
6 
還 還 妥 基 


注 : 長 未 満 は 0 まで 中 で ある 。 

の 銃口 が あっ て ここ か ら 飛 び 出 て くる の が 357 マ グ 
ナム 弾 と 言う 凶悪 至極 な 奴 な の だ 。 

OHK MZP-1 

こい つ は 銃 じ ゃ な く て 40m グ レネ ー ド ラン チャ ー 
な の で 弾 は 爆発 物 扱い と な り 長 距離 で も 威力 は 落ち 
ませ ん 。 射程 は 長い の で す が 初 速 が 75m/s と 遅い の 
で 、| ラウ ンド で 届く の は 80 ま で で す 。 そ し て 0R 
ド 、 2 、 3 で 大 当り 、4 で 1 スク ウェ ア ず れ て 失敗 
で 2 スクウェア ずれ ます 。 信管 は 8 秒 に 固定 され て 
いる そう で す が 「0Q 課 特製 」 と か 言っ て 衝撃 信管 付 
き に し て も いい で し ょ う 。 下 の“ ゴム 弾 " と 言う の 
は 、 相 手 を 気絶 させ る 為 の も の で 、0R1I、2、3 
で 成功 し て 15 十 3 D 6 分 間 気 絶 し 、4 で S T (た だ 
し 回 復 の 難易 度 は "5" で 失敗 する と 手 に 持っ て い 
る 物 を 落と す ) と な り ま す 。 グ レネ ー ド と ゴム 弾 の 
他 に ゴム 散弾 、 催 涙 弾 、 照 明 弾 、 追 尾目 標 確認 用 の 
イン ク 弾 、 木 の 扉 く らい な らぶ ち 抜 いて し まう 信号 
弾 も 使え て 、 さ す が カ ンプ ピス トル の 末 商 と 言っ た 
感じ で す 。 こ れ 等 の 弾 は 40mm と 大 きい 物 な の で 、G 
M は 携行 弾 数 と その 種類 に 気 を 付け まし ょ う 。 ま た 
この ラン チャ ー は その 構造 の 単純 さゆ え に 本 体 は 故 
障 し ませ ん 。 故障 と いう の は 不発 弾 で す 。 
oS&WM10 他 一 般 的 構造 の リボ ル ヴ ァ ー 

上 記 の 物 は スピ ー ド ロー ダー を 使用 する 事 に よっ 
て 装 培 時 間 を "2" に する こと が で きま す 。 ま た ア 
メリ カ の ハイ ウェ イ パ ト ロー ル や FBI な ど リ ボル ヴ 
ァ ー を 扱い な れ 、 し か も 練 度 の 高い 者 も 同様 に し ま 
す 。 な お ここ て で 言う 「 一 般 的 構造 の リボ ル ヴ ァ ー」 と 
は シリ ンダ ー が 横 に 出 て くる 物 の こと を 指し ます 。 


作者 昨年 は 戦争 と 平和 に か ぶれ て 浪人 し た 
石井 盛 幸 

協力 昨年 は サパ イ バ パル ゲー ム に 浮か れ て 浪 
人 し た 柚 花 貞 彦 


(⑨ こ れ が 主 ク 艦 だ / 


前 略 。 自 分 も 旧 帝 国 海軍 に 魅せ られ た | 人 で す 。 貴 


社 の アイ アン ボトム サウ ンド は 、 大 変 す ば らし い ゲ 
ー ム だ と 思っ て いま す 。 し か し 、 登場 する 主力 艦 ( 特 
に 実在 し た 日 本 戦艦 な ど ) に は 何 か も の 足り な さ を 
感じ ます 。 そ こ で 、 未 誤 者 な が ら デ ザイ ン し た り 改 
良し た り し まし た 。 お か し な 所 が 多い と 思い ます が 
良かっ た ら 載せ て 下さ い 。 ご 意見 お 寄せ 下さ い 。 
大 和 級 の 船体 ボッ クス を 大 きく し た の は 、25 ボ ッ 
クス で は 評価 が 低 す ぎる と 思う か ら で す 。 武蔵 は 魚 
雷 20 本 、 爆 弾 17 発 、 至 近 弾 多数 と いう 被害 を 受け て 
も まだ 何時 間 も 沈 み ま せ ん で し た 。 プ リン ス オ ブ ウ 
ェ ー ル ズ は 、 候 雷 7 本 、 爆 弾 2 発 で 沈ん だ の は ご 存 
知 の と お り で す 。 そ の 他 、 装 甲 、 構造 か ら 見 て も 、 
その 防御 力 は 他 の 戦艦 を 圧倒 し て いま す (当り 前 の 
常識 で す が )。 で すか らい くら 至近 距離 か ら 撃 ち 合う 
夜戦 で も 、 大 和 級 を 撃沈 ( 爆 沈 じゃ な く て ) する の 
は 至難 の 技 で し ょ う 。 沈め る 前 に 自分 が 沈ん で いま 
す (大 和 級 | 隻 に 対し て アイ オ ワ 級 4 隻 ぐ らい に 
な る と 話 は べつ で す が 、 夜 戦 で 魚雷 が 20 本 も 命中 す 
る で し ょ うか )。 だ か ら 船 体 ボッ クス を 38 に し まし た 。 
(本 当 は 45 に し た い の で す が ) も ちろ ん 勝利 ポイ ント 
も 25% ア ッ プ し まし た 。 な お 、18.1 イ ンチ 砲 に よる 
仙 体 へ の 被害 は 2 倍 に する べき で す 。 な ぜ な ら 、 そ 
の 砲弾 の 威力 (爆発 力 ) は 16 イ ンチ 砲弾 の 2、3 倍 も あ 
る の で すか ら 。 長 門 級 は 基本 的 に は 、 サ ウス ダコ タ 
と 同じ くら い に し ま し た 。 主砲 の 装甲 に つい て は 資 
料 で 調べ 、 そ れ を この ゲー ム の 数 字 規 模 に 修正 し ま 
し た (砲塔 の 前 盾 の 厚 さ は 、 大 和 650mm、 長 門 500mm、 
竣 島 280mm な の で 大 和 : 邑 島 三 650 : 280 三 23 : 10。 
この 23 : 10 は ゲー な の デー タ と 全く 同じ 。 ゆ え に 大 
和 : 長門 三 23 : 18 な の で す )。 長 門 の 主砲 の 装甲 は サ 
ウス ダコ タ を 上 回 っ て し まい まし た が 、 火 力 、 機 動 
力 で は 劣っ て いる の で サウ ス ダ コ タ 級 の 方 が 総合 的 
に 上 回 っ て いま す 。 伊勢 級 、 山 城 級 も 長門 級 と 同じ 
よう に デザ イン し まし た 。 で も 、 山 城 級 は 構造 上 に 
ーー 衣 OO 


らし まし た 。 あ と 、 長 門 級 、 伊 勢 級 の 副 砲 の 火力 を 
少し 大 きく し て いま す 。 こ れ は 6.I1 イ ンチ 砲 より 5.5 
イン チ 砲 の 方 が 発射 速度 が 優れ て いる た めで す 。 羽 
黒 級 は 愛 容 級 より 排水 量 が 少し 大 きい の で 、 船 体 ボ 
ックス を 少し 増やし まし た 。 な お 、 ア イオ ワ 級 は 資 
料 が と ぼ し か っ た ん で すけ ど 大 胆 に ち デ ザイ ン し ま 
し た (アイ オ ワ 級 と 大 和 級 を ぶつ けた か っ た の が ホ 


ン ネ で すけ ど )。 こ れ で 連合 艦隊 の 主力 艦 の だ いた い 


は 登場 させ る こと が で きる と 思い ます 。 
(神奈 川 県 堀越 一 徳 ) 
表 の 見 方 
①… 艦 種 ・ 艦 名 ・ 勝 利 ポ イン ト 
大 和 級 一 大 和 、 武 蔵 長門 級 一 長門 、 武 蔵 
伊勢 級 一 伊勢 、 日 向 山城 級 一 山城 、 扶 桑 
羽黒 級 一 羽黒 、 妙 高 、 那 智 、 足 柄 鈴谷 級 
つ 鈴 谷 、 三 隅 、 熊 野 アイ オ ワ 級 一 アイ オ ワ 
ーー ネー ジー、 ミ ズー リ 、 ウ イス コン シ 


ン CAV 一 航空 巡洋艦 
②… 浮 揚力 
⑧… 機 動 カ 


(④ 艦 首 主砲 ( 射 界 は 艦 首 、 左 般 、 右 般 ) の 火力 。 左 
か ら 艦 首 寄り 

⑤…MFC( 中 央 火器 管制 ) ボ ックス の 有無 。 

⑥… レ ー ダ ー の 有無 へ は 米 軍 が アイ オ ワ 級 登場 の 
時 、 又 は ノー スカ ロラ イナ 級 (ノー スカ ロラ 
イナ 、 ワ シン トン ) と サウ ス ダ コ タ 級 (サウ ス 
ダコ タ 、 イ ン デ ィ ア ナ 、 マ サチ ュー セッ ツ 、 
アラ バ マ ) が 合わ せ て 4 隻 以上 登場 の 時 レー 
ダー 搭載 。 

… 水 上 機 搭載 の 有無 

… 射 界 が 左 和 の み の 副 砲 の 火力 

… 射 界 が 右 基 の み の 副 砲 の 火力 

10… 射 界 が 左 航 の み の 人 魚雷 。 分 母 は 魚雷 発射 管 の 
数 、 分 子 は その 雷撃 力 


⑪… 射 界 が 右 般 の み の 人 魚雷 。 分 母 は 魚雷 発射 管 の 
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いそ 33 


福井 県 の 
宮澤 茂夫 さん . 


争 lom W 電 20 を 要 パ 796 
巡 上 55O4 人 に ト 昌和 窒 暫 | 本 際 に つき 2 が (> ト 


ふみ と 湾 導 串 S As せ S 洒 骨 池 


数 、 分 子 は その 雷撃 カ 
⑫… 巴 備 魚雷 の 雷 机 カ 


⑱… 艦 中 央 主砲 ( 射 界 は 艦 尾 、 左 般 、 右 盤 ) の 火力 ⑳)… 


左 が 艦 首 寄 り 
Q⑭… 船 体 ボ ックス の 数 
Q⑮… 艦 尾 主砲 ( 射 界 は 、 艦 尾 、 左 般 、 
右 か ら 艦 首 寄り 。 
⑯… 主 砲 の 口径 (イン チ ) 
1 か … 副 砲 の 口径 (イン チ 
… 主 砲 の 装甲 


加 -6 9 
了 


長門 回 
陸奥 回 - 
で 


伊勢 


日 向 条 - 后 同 回 る 
(33 点 ) 


Mr 回 -6 回 MI 


金剛 は 肥 島 ・ 比 衝 と 同じ 。 


右 盤 ) の 火力 


だ 由 船体 ポッ クス : 38 


レレ 】 1 人 体 ポッ クス 11 
那智 下車 5 間 ら 軸 クス | 


- ロ 画 @ 
Mu に 


』 呈 熊野 、 三 隅 、 鈴 谷 、 最 上 と も 二 向 9 イン チ 装甲 | 急 雷 24" 九 三 式 
> に 副 砲 5 イン チ 姜 甲 な し 
3 き ) 回 PE IM 國語 般 体 ボッ クス | 入 側 の 装甲 5 首 橋 の 装 四 な し 


船体 ボ ポッ クス IO 


⑲… 副 砲 の 装甲 
⑳0… 盤 側 の 壮 甲 
艦橋 の 壮 甲 


大 和 の 5 の 火力 の 主砲 は 6.1! イ ンチ 砲 で す 。 で す が 
に 1I8.1 イ ンチ 砲 と い 

I8.1 イ 
大 和 級 1 
左側 の 火力 


主砲 と 考え て 下さ い 。 で も 絶対 
っ し ょ に 火力 を 合わ せる こと は で きま せん 
ンチ 砲 と は 分 け て 砲撃 し て 下さ い 。 ま た 、 
の 艦 中 央 主砲 の 右側 の 火力 は 右 般 の み 、 
は 左 般 の み し か 砲撃 で きま せん 。 


径 中 央 の 主砲 は 6.1! イ ンチ 砲 で ある 。 
18-1 イ ンチ 砲 と いっ し ょ に 砲撃 力 を 
合わ せ て は いけ な い 。18.1 イ ンチ と 
は 分 け て 砲 繋 する こと 。 副 砲 は 5 イ 
ンチ 交 で ある 。 半 申 は な い 。 


『 


主砲 は 16.1 イ ンチ 。 装甲 は !8。 
副 砲 は 5.5 イ ンチ 。 凌 甲 は 4 。 
般 側 の 装甲 は 12。 艦 橋 の 装甲 は 15。 


船体 ボッ クス 20 


主砲 は 14 イ ンチ 。 装 中 は !i 
副 砲 は 5.5 イ ンチ 。 装 申 は 4 
般 側 の 装 申 は 10 艦橋 の 装甲 は 10 


船体 ボッ クス 18 


中 
中 - 


主砲 は 14 イ ンチ 。 凌 甲 10。 
副 砲 は 6.1 イ ンチ 。 姜 甲 5 。 
彼 側 の 凌 甲 9 橋 の 装甲 9 


船体 ボッ クス 14 回 き - 


主砲 !4 イ ン 装甲 10 
副 砲 6.1 イ ンチ 装甲 5 
般 側 の 凌 甲 7 艦橋 の 装甲 7 


般 体 ポッ クス 


主砲 7.9 イ ンチ 装甲 5 魚雷 24" 九 三 式 
副 砲 4.7 イ ンチ 凌 甲 な し 
番 側 の 装甲 4 艦橋 の 装甲 な し 


船体 ポッ クス Il 上 


主砲 6.1 イ ンチ 装甲 2 
副 郊 3.9 イ ンチ 装甲 な し 
般 側 の 凌 甲 2 艦橋 の 凌 甲 な し 


般 体 ポッ クス 26 還 - 


『 


(42 点 ) 


主砲 は 16 イ ンチ 。 姜 甲 」6。 副 砲 5 イン チ 装甲 2 
艇 合 の 姜 甲 1!3 艦橋 の 装甲 16 


艦 首 か ら 3 番目 と 艦 尾 か ら 2 番目 と 


毎月 出し て いる ロー ル 
プレ イン グ の 同人 誌 「 神 
神 の 予定 表 」。 ト ラベ ラ 
ー、D&D (マス ター ズ 
ルー ルプ ブッ ク の モン ス | 
ター 索引 を アイ ウエ オ 
順に 並べ か えて ある の 
は 便利 )、 ロ ー ズ ・ ト 
ウ ・ ロ ー ド の シナ リオ 、 
モジ ュー ル が 載っ て い 
る 。 コ ピー 代 が 」 枚 20 
円 な の で 、 価 格 は これ 
で 限界 で ある そう だ 。 
340 円 十 送 料 170 円 
手書き コピ ー、42 ペ ー 
ジ 1 
〒585 大 阪 府 南河内 郡 
千早 赤阪 村 森 屋 319 


岩手 大 学 シ ミュ レー シ 
ョ ン 研 究 会 の 会 誌 「Os- 
twind」 の 第 3 号 。 バル 
ジ の 戦い が 特集 で SPI 
"アル デン ヌ の 戦い "、 

バル ジ 大 作戦 4 社 比較 
な ど 。 他 に も "ペナ ント 
レー ス "、 


フス トラ イク " 
まじ め な 記事 が 多い 。 
手書き 、 オ フ セ ッ ト 、 
40 ペ ー ジ 。 通販 な どの 


下記 へ 往復 は が さき: で 。 

〒020-0| 岩手 県 盛岡 

市 松園 2 丁目 28-15 
佐々 木 龍 一 


ミス ター リン | 納 
グラ ー ド 攻略 "、“ ガ ル 
な どの 議 細 


ピン スン ノン 議 < サ ンス ンコ ちの 
パット シリーズ 。 次号 
は パッ クス プ ブリタ ニカ 
を 特集 し 、TAC.CON 山 
形 の イベ ント で 行なわ 
れる 「| 兆 円 球団 トー 
ナメ ント 」 の 報告 も の 
せる と いう 。 山形 大 学 
シミ ュ レ ーション 研究 
会 「Neutral」 の 

〒990 山形 市 緑町 4-2 
-5-306 田所 英 賢 


「 天 下 布 武帝 国 」 と いう 
男 ま し い 名 前 の 会 が 「 天 
下 布 武 」 第 3 号 を 発行 
し た 。 こ の 会 は 以前 本 
誌 に 載っ た 「 日 本 大 学 
文理 学部 戦史 研究 会 」 

より 発展 し た ゲー ム サ 
ー ク ル だ そう で ある 。 

500 円 十 送 料 240 円 の と 
ころ 700 円 に し て くれ 
る と どの こと 』 ワ ー ブ プ 下 、 


名 の 定額 小 


|30 東京 都 黒田 区 立 
川 3-15-I6 


中 江 孝 継 


aupnnna( は ーー 
MieJMidlll 
AI 恐 j)Eiil 


狼 の 巣 

⑫〒051 北海道 室 蘭 市 母 恋 南 町 2 丁目 23-14 
清水 剛 方 「 狼 の 巣 事務 局 」 

⑱⑬ 佐 藤 正幸 

⑭ 9 人 十 4 人 ( 準 会 員 ) 

⑤)59 年 4 月 

⑯) い ろ ん な ジャ ン ル を 活動 し て いま す 。 こ の 頃 
は RPG(AD&D も )、 多 人 数 ゲー ム 、SF( ア 
ニ メ ) な を な ど で す 。 会 誌 名 は B.O.S で 不定 期 刊 
行 で す 。 

⑦⑰ 上 記 ② ま で W〒 で 。 そ の 際 必 ず 連 絡 方 法 を 記 
入 の 上 (TEL は 御 遠慮 下さ い 。) 

いろ ん な の が ( 例 謎 の ロシア 人 ) が いま す 
の で 、 あ な た の 波長 に 合う の が いる と 思い ま 
す の で お 気軽 に 。 

ゅ 北海 道 大 学 レ シミ ュ レ ーション 同好 会 MLK 

(⑫〒004 札幌 市 白石 区 も み じ 人 台南 5 丁目 7 番 16 号 

⑧ 山 崎 俊彦 

④20 名 ほど 
5 昭和 57 年 頃 

⑯) 例 会 は 、 毎週 土曜 日 午後 1 時 一 9 時 、 北 大 ク 
ラー クタ 会館 (札幌 市 北 区 北 8 西 7 ) 中 集会 室 
こ て 。 会員 で な い 方 も 歓迎 し て いま す 。 RPG 


の 90 人 主 に プレ イ さ れ て いま す が 、 


そう で な い ゲ ー ム や 謎 (? ) の 外国 の ゲー ム な 
ども 結構 広げ られ て いま す 。 

⑰⑦.⑧ 北 大 生 は も ちろ ん 、 そ う で な く て も 。 土曜 
の 午後 に みん な で お 気に入り さそ ー 二 
みた いと いう 方 な ら 、 お 気軽 に 例会 に 遊び に 
米 て 下さ い 。 た だ し 、 さ す が に 、 ど ん な ゲー 
みつ か る と いう わけ に は い 

な い の が 残 劉 で す が 。 


⑩GPW(Game Player's Workshop) 

(②〒989-32 宮城 県 宮城 郡 宮 城 町 吉成 2-13-1 

⑱ 鈴 木 一 実 

⑰4 名 十 e (高校 生 ) 

⑤⑮)1984 年 4 月 17 日 

⑯ 戦 略 級 、 戦 術 級 アーム の 多 人 数 プレ イ 。 ゲ ー 
ム の 戦略 研究 。 ロ ー ル プレ イ 。 花火 。 ビ デオ 
鑑賞 。 コ ンピュータ な ど 。 月 2、 
プレ イ 。 


3 回 会 員 宅 で 


ゲー マー の 皆さん が 交流 され る の に 最も よい 方 法 は 、 ク ラブ 
活動 する こと で す 。 こ の コー ナー は 、 そ の た め の お 手伝い で す 。 
又 、 個 人 で 対戦 相手 を 求め る こと も で きま す 。 御 利用 くだ さい 。 
クラ ブ 情 報 を お 寄せ の と き は 、 次 の ①Dー⑧ を この 順 で 必ず 記 
し て くだ さい 。 
① ク ラブ の 名 称 ② 連 絡 先 (特に 電話 連絡 を 望む 場合 は その 旨 
記し て くだ さい ) ぐ ③ 代 表 者 ④ 会 員数 及び 年 齢 層 ⑤ 結 成年 


⑦ 上 記 ② ま で W〒 で 。 入 会 金 は 200 円 で す が 支 
が 
平和 を 欲す る な ら 、 戦 争 を 理解 せよ 」 で す 。 


発展 途上 会 

②〒389-12 長野 県 

③ 高 野 健太 郎 

④ 9 名 (14 一 18 歳 ) 

⑤ あ る 晴れ た 日 の 午後 … ま あな ん て メル ヘン / 

⑯⑥ 例 会 な ん て ね ー ぜ / (会 誌 は 予定 の み ) 

⑦ 上 記 へ 連絡 する と 入会 問題 が 送ら れ ま す 。 入 
会 金 は 取り ませ ん 。 (問題 が ほし い 人 は 往復 
ハ か が か キ で /) 

オレ は 人 殺し が だ 一 い 好 き な 


明治 学院 大 学 シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム 研究 会 
②〒104 中 央 区 月 島 1-15-10 703 

③⑧ 西 島 晃 治 

④7 名 

⑤1984 年 6 月 

⑥ 毎 週 土曜 日 の 例会 。 会 該 サイ コロ ジー の 発行 。 
⑦ 上 記 へ TEL 明 記 の 上 ハガキ で 。 

⑧ 白 金 で も や る 。 戸塚 で も や る 。 な ん で も や る 。 
⑯ 騎 士 団 マル チ プ レイ 支隊 「 外 交社 」 

② 東 京都 足立 区 谷中 4-3-8 鈴 木 方 高中 政 喝 
③ 青 沢 択 矢 

④6 名 (ゴー スト 2 名 ) 
⑤61 年 4 月 1 日 深夜 

⑯⑥ 週 一 、 休 日 等 の 定例 、 


ム 、 ほ 
と <3 


上 水 内 郡 台 礼 村 柳 里 164 


15 一 19 歳 


外 変 戦 を や っ て ます 。 

※ の プロ ジェ クト も 発足 、 他 サー クル と の 
交流 も 大 歓迎 。 戦国 大 名 、 フ ンタ 、 マ キャ ベ 
リ が メイ ン 

⑦ 誰 と で も 0 K、 会 誌 に 加わ ら ず と も よし と す 
る 。 

⑧@ 支 部 と し て 、 MORAL な GC、 本 家 は RPG で す 。 

早稲 田 大 学 シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム 研究 会 

②〒158 世田谷 区 奥沢 8-9-3 

③ 真 本 善夫 

④ 約 30 名 

⑤ 昭 和 55 年 4 月 

⑥ 毎 週 土曜 日 、 キ ャ ン パ ス 内 の 学生 会 館 に て 例 


グミ 
co 


⑦ 早 稲田 大 学 の 学生 で ある 事 。 連 絡 は 上 記 住 所 


月 日 ⑥ 活 動 内 容 (例会 の 日 時 、 場 所 等 も ) ⑦ 入 会 方 法 ⑧ モ 
= 
対戦 相手 を お 求め に な る と き は 、 炊 の ①ー④ を この 順 で 必ず 
記し て くだ さい 。 
① ゲ ー ム ・ タ イト ル ② 住 所 ③ 氏 名 ④ 年 齢 、 ゲ ー ム 歴 
いずれ の 場合 も 、 壇 字 は 槽 書 で て いね い に 書 いて くだ さい 。 
な お 、 メ 切 は 、 発 行 前 月 の 5 日 で す 。 


か 第 2 学生 会 館 ロ ビー ま 
⑧ 明 る く 朗 ら か な 、 
早 大 航空 研 究 会 
②〒350 川越 市 中 原町 2-12-1 山下 貴央 
③ 石 川 靖 
《④ デ ゲーマー 実働 10 名 ( 含 013) 
⑤ 昭 和 46 年 4 月 
⑥ 本 来航 空 機 ファ ン の サー クル な の で す が 、Air 

War よ り も Aijr Cavy よ り も G 1 が 人 気 を 集め 

て いま す 。 (本 当 は 最近 は アッ プル 摘 が 間 延 

し て いる の で す が ) 
⑦ 入 会 資格 は 東京 近郊 の 大 学生 。 上 記 石 川 宛 に 

連絡 。 又 は 早 大 12 号 館 ラ ウン ジ ま で いら し て 

下さ い 。 他 大 学 の 方 、 他 サー クル と の か け 持 
ちち 歓 迎 。 
ゲーマー 以外 の 会 員 も 殆ど 軍事 、 特 撮 、 動 画 

等 の 話 が で きま すか ら 、 い つ で も 気軽 に 来 て 

下さ い 。 
⑯GRA (ゲー ム 研 究 会 アル プレ ヒト ) 
②〒150 渋谷 区 東 1-30-9 横 山荘 2 下 右 号室 
③ 河 村 克 次 


で 直接 お こし 下さ きい 。 
常識 ある 方 を 求め て いま す 。 


④7 名 (18 歳 一 26 歳 ) 

⑧⑤⑥ 昭 和 58 年 4 月 1 日 

⑥ ゲ ダー ム 研 究 会 と 名 称 に あっ て も 、 出 す 会 誌 は 
レベ ル の 低い よろ ず 誌 ば か り に な っ て いる 。 


例会 は 、 当 会 独自 で は や っ た 事 は あり ませ ん 
が 、 東 海 作戦 研究 会 と 新撰 組 の 東京 支部 に お 
ん ぶす る 事 に な る で し ょ う , 神 奈川 の PANZER 
"83 と も 変 流 が あり ます 。 

(⑦ 当 会 を まとも な ゲー ムク ラプ に し て くれ る 熱 
血 ゲ ー マ ー、 あ る い は ゲー ム も し た い が 好 き 
勝手 な 事 を 会 誌 に 書き た いと 言う 方 、 葉書 で 
連絡 下さ い 。 

⑧ 私 は 超 能 力 は 嫌い だ 一 / 

P.S. 「CONFLICT」11 号 を 私 製 往復 葉書 
で 注文 きれ た 『 泉 』 の 方 往信 部 分 し か こち ら に 
着 か すず 住所 が 判り ませ ん 。 至 急 連絡 下さ きい 。 


神奈 川 大 学 ゲ ー ム 研究 会 Homo- Ludens 

②〒221 横浜 市 神奈 川 区 神 大 寺 1-36-10 北 海 人 
2-2 

③ 山 口 元 人 

(④17 人 

⑤1981 年 頃 
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EE a 


-N-N 史 図 纏 : 帯 議 貞 軸 和 滑 NMINV 山 ツー で ロ 力 WW 語 


本 
】 


* 各 纏 間 ロニ 剛 計 は さと ご て 購 生 | 障 府 。 は ざさ 計 中 で 舞 守 りー" 畠 誠 < ロニ ご ニ ,。 中 障 田 当 


⑥ 例 会 は 毎週 4 回 火 、 水 、 金 、 土 、12 : 00 以 降 
神奈 川 大 学 11 号 館 4 階 11-44 教室 に て お こ な 
っ て いま す 。 ゲ ダー ム な ら 、 来 る 者 を こ ば ま ず 
で す 。 会 誌 の 発行 ( ? ) 、 海 外 ゲ ー ム の 輸入 な ど 
も 、 鋭 意 活 動 中 で す 。 

⑦ 上 記 絡 先 ま で 〒、 あ る い は 例会 に 直接 いら 
し て いた だ いて も か まい ませ ん 。 


⑱ 生 き て 考え ろ / さ も な いと 長生 き で き な い ぞ 。 

⑯PANZER'83 

②〒247 鎌倉 市 城 幼 423-112 床 呂 克哉 

③ 床 呂 克哉 

④14 名 、14 歳 一 20 歳 以上 (平均 17 一 18 歳 ) 

⑤1992 年 12 月 

⑥ 月 1 回 県 立 鎌倉 ] 青少年 会 館 で 例会 会報 CZAR- 
ISM、 会 誌 「 ッ パン の 会 」 発 行 

⑦ 上 記 へ 

SAGA の 真木 保 さ ん 。 転 居 先 不明 で 手紙 が 


戻っ て きま し た 。 至 急 連絡 を 。 


びゅ 趣味 クラ ブ プ お まかせ し ます / ノ 

②〒435 静岡 県 浜松 市 小池 町 429-2 

③ 米 野 歳 視 

④15 名 16 一 18 歳 

⑤1986 年 2 月 

⑥ 会 誌 の 隔月 発行 。、 あ と は 会 員 達 が 各自 適当 に 
や っ て いる 。 

⑦ 上 記 に ハガキ な ど で 連 絡 を 。 入 会 金 は 取り ま 
せん 。 興味 の ある 方 は 基 非 どう ぞ 。 ま た 、 た 
だ いま 後継 者 と な る べき 者 が あま り に 少な す 
ぎる た め 、 浜 松 に 住ん で いる 高 1 や 高 2 の 人 
で お も し ろ そ うだ と 思っ た 方 是非 入会 し て 下 
さい 。 

⑧ 明 る くい きま し ょ う 。 明るく 。 
そう し て 気分 は 「 お まかせ し ます /」 

ゆ 静 岡 県 立 浜松 北 高 校 シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム 
同好 会 


②〒431-01 静岡 県 浜名 郡 雄踏 町 宇 布 見 600-37 

③ 驚 坂 芳 弘 

④ 約 10 名 (も ちろ ん 全員 高校 生 ) 

⑤59 年 10 月 

⑥ 毎 週 土曜 日 、 浜 松 北 高 18H R に て 1 : 00 よ り 例 
会 を 行ない ます 。 第 二 次 大 戦 の 物 を 主 に や っ 
て いま す 。 6 月 7 、8 昌 の 学校 祭 で 小 コ ン ベ 


ンション を や る 予定 で す 。 会 費 は 取り ませ ん 。 
⑦ 浜 松 北 高生 な ら だ れ で も 0 K、 土 曜日 18HR 

に 来 て 下さ い 。 質問 その 他 は 往復 は が き で 。 
ひたすら 楽し く 。 


⑩RED QUEEN 
②〒610-01 城陽 市 久世 里 ノ 西 168-26 
小山 


伸一 


③ 尾 形 喜 交 
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④4 名 高校 生 

⑤)60 年 12 月 

⑯ 2 ヶ月 に 1 回 前 後 の 例 会 、 総 会 。 会 誌 (現在 
の 所 季刊 ) etc 会 費 未 決定 

⑦ 上 記 ② ま で W〒 で 。 自 分 の プロ フィ ー ル 及び 
所 有 ゲ ー ム 、 TEL を 明記 し て 下さ い 。 ど な た 
で も か まい ませ ん が 、 会 誌 の 編集 、 総 会 の 計 


mw 
めき ぎ せ 東 京 進 


ゆ 大 阪 市 大 ボー ド ゲ ー ム 研究 会 

②〒556 大 阪 市 浪速 区 久保 吉 1-5-1-409 

③ 山 崎 健司 

(これ か ら 集 め ま す 。 

⑧⑤ 未 定 

⑥ い つ で も 好き な 時 に 来 て 好き な だ け ゲ ー ム を 
する 。 後 は みん な で 決め まし ょ う 。 

⑦ 次 の どれ か で お 願い し ます 。 
上 記 の 住所 に 葉書 を 出す 。(TEL を 忘れ ず に 
書い て 下さ い 。) 
直接 電話 する 。 
金曜 日 の 4 : 30 ま で な ら 、 グ リー クラ ブ の 部 室 
に 来 て も ら う 。 

⑧「 モ ノ ポ リー か ら ス コ 
い ゲ ー ム 活動 を /」 

⑨ 市 大 に 眼 っ て いる ゲー マー の 皆さん 、 い っ し 
ょ に 集まっ て プレ イ し まし ょ う 。 市 大 生 で な い 
人 も 気軽 に 来 て 下さ い 。 学校 の 手続 き は 全て 
私 が いた し ます 。 だ めで も と も と 、 と に か く 
連絡 を 。 

⑩USS (United States of Simulation gamers) 

②〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 阿倍 野 筋 3-8-15 

③ 福 谷 年 彦 

④25 名 (15 一 20 歳 ) 

⑤S59、10、28 

⑥ 月 1 回 の 総会 、 
sey」 の 発行 

(⑦ ハ か キ で 上 記 ま で 。 

⑧ タ ンス に ゴン ア 

⑯ ナ ポレ オ ニッ ク 愛 狂 会 La Vieille Garde 

②〒564 吹田 市 千里 山東 3-6-7 明 学 荘 A 

③ 中 村 洋 大 

(④ う うっ 聞か な いで お く 〈 く ん な まし 。 

⑮ 永 久 に な か っ た り し て …… 

⑥ マ ル チ と RPG の 履 が 吹き 荒れ る 昨今 、 虐 げ ら 
れ た ナ ポ レ オ ニ ッ ク フ ァ ン を 結集 し 、 ソ ロ プ 
レイ 地獄 か ら 救 済 を 目指 す ク ラブ で す 。 
か く 人 が 集まる こと が 先決 で す が 、 人 数 が そ 
ろ え ば Wellington's Victory や La Bataille de 
la Moskowa 等 の ビッ グ ゲ ー ム に も 挑戦 し た 
いと 考え て いま す 。( ア クマ で 希望 で す 。 悲 
し い 。) メイ ン は ナ ポ レ オ ニ ッ ク で す が 、 そ 
の 他 の 分 野 も 幅広 く や っ て いく つも り で す 。 


ドリ ーー まで 幅 広 


及び 2 ヶ月 に 1 回 会 誌 「Odys- 


を だ た 


(私 も Illuminati か ら Imperium Romanum ま で 、 
いろ いろ や っ て いま す 。) 
⑦ 佳 所 、 氏 名 、 TEL、 ゲ ダー ム 歴 記入 の 上 、 上 記 
まで W〒 か 封書 で 。 年 齢 、 性 別 、 職 業 、 他 の 
所 属 ク ラブ 等 一 切 不問 。 ま た 活動 場所 は この 
近辺 に 限定 し ませ ん の で 、 阪 神 地区 の 方 は ぜ 
ご 参加 下さ い 。 ま た 遠方 の 方 も 手紙 で 交流 中 
だま 9 
せめ て ハー フ コ レ クタ ー と 呼ば れ た い 。 


⑩ 衰 切り 一 族 (仮称 、 現 在 思 案 中 ) 

②〒498 三重 県 桑名 郡 木 曽 岬 村 大 字 加 路 戸 239-2 

③ 森 孝治 

④ 会 員 は 2 名 だ が 、 呼 べ ば 集まる 。 好 きも ん が 
4 名 ほど いる 。 全 員 18 歳 

⑤ た っ た 今 

⑥ 不 定期 に 月 2 回 は ど 、 会 員 宅 に 集まっ て マル チ 
ゲー ム (フン タ 、 戦 国 大 名 、 天 下 布 武 、 三 国 
志 etc) を 夕方 か ら 始 め て 、 明 け 方 に な る と 
マー ジャ ン を 始め る 。 RPG も や る 人 が いま す 。 

⑦ 往 復 ハ が キ で よろ ぴく 

⑧ 裏 切り こそ マル チゲ ー ム の 醍醐 味 だ / あ の ス 
リル と 上 尋 奮 を 君 に も / 


食 衣 笠 ベ < ボート ネ ットワーク ・ シ ステ ム 
2 月 号 で クラ ブ を 紹介 し て いた だ いた 草山 と 申 
し ます 。 お か げ さ まで 、 さ ら に 1I0 名 ほど の 隠れ 
ゲー マー を 発掘 する こと が で き 感 謝 に 耐え ませ 
ん 。 と ころ が 私 、 こ の 4 月 か ら 住 所 を 変更 する 
こと に な り ま し た 。 そ こ で 、 貴 誌上 に 新 連絡 先 
を 載せ て いた だ きた い の で す 。 
新 連絡 先 
〒602 京都 市 上 京 区 西 柳町 595 楠 田 進 方 

草川 知恵 騰 
⑱ シ ミュ レー ショ ン ・ ウ ォ ー ゲ ー ム サー クル 花 神 
交代 表 金谷 忠幸 
尋 連 絡 先 
〒005 札幌 市 南 区 石山 | 条 12 丁 目 3 番 27 号 
お 知ら せ 
@ ゲ ー ム クラ ブ 「 東 の 帝国 」 
貴 誌 28 号 で 掲載 きせ て いた だ いた の で す が 、 ハ 
ガキ を 出し た 者 が 会 費 を 集め て いる よう な こと 
し か し な が ら 、 当 クラ 


| を 書い て し まい まし た 。 


プ で は その よう な こと は 行なっ て いま せん の で 、 
ご ご に 訂正 させ て いた だ きま を 。 


⑯ <AH> SL、COL、COD、G 1 、 
THE LONGEST DAY、PANZER KRIEG、<EP> D 
De、<HJ>IJN、BE、<STR>NORTH AFRICA 


だ T 要 転 、 


②⑫〒562 大 阪 府 人 箕面 市 栗生 間谷 1940-1 コ ー ポ 白駒 井 


303 号 室 

③ 竹 内 敬一 

④23 歳 、 市 販 ゲ ー ム 歴 5 年 、 年 齢 不問 、 お 近く の 方 
連絡 御 願い し ます 。 く っ / き っ 禁断 症 状 が …… 


⑩ <HJ> IBS、AW、NA、ASU、BE、 イ ン ペ 
リウ ム 、 バ ル バ ロ ッ サ 作戦 、 く V Gy>G S、 ア ンプ 
ッシュ 、NATO、 そ の 他 多 数 

②〒189 東京 都 東村 山 市 本 町 4-13-6 

③ 高 崎 繁 

④16 歳 、 ゲ ー ム 歴 3 年 、 近 く の 人 、 誰 で も いい か ら 
プレ イ し まし ょ う 。 主 に 陸 、 空 戦 が 得意 で す 。 
PS、 ロー ルプ レイ は や り ま せん 。 


⑩ <HJ> IBS、〈EP> OBe、FLe、<AH> PB、 


ディ プロ マシ ー、 コ ー ル ドウ ォ ー、VIP、 電 撃 作 
戦 、ORIGIN 

②〒762 香川 県 坂出 市 西 計 町 1474-1 

⑧ 山 下 改 幸 

④22 歳 、 ゲ ー ム 歴 5 年 、 私 が マス ター に な り 、「 デ ィ 
プロ マシ ー」 の メイ ル ・ プ レイ を 行ない ます 。 和 気 
長 に プレ イ を 行なえ る 人 を 希望 し ます 。 

⑩ <AH> PAA、 3 R(3)、 く EP> STe、PGe、〈G 
DW> TFH、<HJ> TB、<VG〉> アン ブッ シュ 、 
<STR> ノー ス ア フリ カ 

②〒369-12 埼玉 県 大 里 郡 寄居 町 大 字 寄 居 936 
藤野 槍 夫 方 

③ 村 上 正秀 

④18 歳 、 ゲ ー ム 歴 4 一 5 年 、 ヒ スト リカ ル 、SF、 
ファ ンタ ジー、 RPG 問 わ ず な ん で も プレ イ し ます 。 
あま り 勝 敗 に こだわ ら ず 楽し く プ レイ で きた ら と 
思う の で す が 。 な に し ろ こ こ へ 移っ て きた ば か り 
で 右 も 左 も わか り ま せん 。 近 く の 方 どう か 声 を か 
け で 下さ い 。 

⑩ <EP>〉 FLe 

②〒658 神戸 市 東 洪 区 西岡 本 4-19-1 

③⑬ 木 塚 江 一 

④17 歳 、 ゲ ー ム 歴 3 年 、「 戦 国 大 名 」 の 「 戦 国 時 代 」 
の シナ リオ に 、 最 上 氏 、 里 見 氏 、 徳 川 氏 、 
松永 氏 、 三 好 氏 な ど 加 えて 20 人 ぐら いで メイ ルプ 
レイ を 行ない ます 。 自 分 の や り た い 大 名 を 、 第 三 
希望 まで 書 
TEL も 忘れ ず に 。 

⑩ <〈 新 和 > D&D、<EP>〉 FLe、<GDW> トラ ベラ 

、 イ ン ペ リウ ム 

②〒274 千葉 県 船橋 市 前 原 西 2-4-8 船 金 荘 24 号 

③ 小 林 潤 

④18 歳 、 ゲ ー ム 歴 5 年 。 D&D の マス ター を し ます 。 
我 と 思わ ん 者 は 手紙 を 下さ い 。 引 っ 越し て きた ば 
か り で 相手 が いま せん 。 マ ニュ アル が あれ ば 何で 


浅井 氏 、 


\ い て W〒 て 送っ て 下さ い 。 住所 、 氏 名 、 


も で きる と 思い ます 。 

ぷ <SPI> 大 西洋 の 壁 、 モ スク ワ 侵 攻 作 戦 、 く GDW> 
バル バ ロ ッ サ 作戦 、 く STR>NORTH AFRICA そ の 
他 多数 

②〒814 福岡 市 西区 灯 浜 4 丁目 22-47 フ レッ シュ ハ 
イツ 303 号 植木 方 

③ 木 戸 潜 

④18 歳 、 ゲ ー ム 歴 6 年 、 九 州 大 学 で SG を され る 方 
是非 連絡 下さ い 。 3 年 以上 ソロ プレ イ の み で 、 他 
人 と 対戦 する 味 を 忘れ て し まっ て いま す 。 

⑩ <AH>SL、COI、COD、TRC、<HJ> ペナ ン 
ト レー ス 、IJN、PF、SIC、 く <EP>〉 FLe、STe、 
KWe、<SPI> ス ター リン グラ ー ド の 戦闘 、 く <GDW> イ 
ン ペ リウ ム 。 その他 教え て いた だ けれ ば 大 体 何 で 
も で きま す 。 

②〒194-01 町 田 市 忠生 1-18-1 

③ 高 橋 和 同 (か ず と ) 

④17 歳 、 ゲ ー ム 歴 6 年 、 特 に 町 田 市 周辺 の 方 、 よ ろ 
し く お願い し ます 。 ま た 、 日 大 三 中 、 三 高 の 方 は 、 
高 2 口 の 方 へ 来 て 下さ い 。 

⑩ <〈HJ> OMG、IBS、AOC、P 3 、OG、 チ ュ ニ 
ジア 大 突破 、 熱 戦 ペ ナン トレ ー ス 、<AH>PL 、 
電撃 作戦 、U り F、 < ツク ダ >〉 PTN、AGS、 通 商 破 
壊 戦 く VG> コー ルド ウォ ー、< く SPD〉 第 二 次 欧 州 
大 戦 、AF 

②〒305 茨城 県 新治 郡 桜 村 並 木 3-633 

⑧ 南 日 賢 

④14 歳 、 ゲ ー ム 歴 3 年 、 こ の 他 に も 中 級 で らい の ゲ 
ー な ら で き る と 思い ます 。 近く の 方 連絡 を 。 

ルー ル さ え 教 えて くれ た ら 何 で も 。 

②〒040 北海 道 歯 館 市 千代 台 町 2-14 

③ 島 崎 伸晃 

④17 歳 、 ゲ ー ム 歴 6 年 ぐら い 。 市 内 の 人 また は ゲー 
ムク ラブ の 人 どう ぞ お つか いく だ さい 。 RPG も や 
り ます 。 

⑩ < ツク ダ > ラス ト フ ァ イ ト 、 テ ィ タ ー ン ズ 、 エ ウ 


お 知ら せ ス ペー ス を 節約 する だ め 、 ゲーム の タイ トル で 使用 
問 度 の 高い も の に つい て は 、 以 下 の と お り 昭 号 ガ 用 いて あり の ま 
すず 。 

〈H J り > 戦車 戦 一 一 TB、 大 日 本 帝国 浦 軍 1 JN、 マ ー ケ ツ 
ト ガ ー デ ン 作 戦 一 上 OMG、 ア イカ アン ボトム サウ ンド ーー | BS、 
ノ フル ウエ ー1940 一 一 N19、 突 撃 レ ニン ブラー ドー 一 AOL、 スタ 
ー リ ング ラー ド 攻 略 一 一 BFS、 空戦 マツ ハ の 戦い ーーAW、 ナ 
ル ピ ク 強襲 一 一 N A、 白 ロシア 大 作戦 一 一 RA。 ブ ルー マツ ク 
スーーBM、 猫 将 パ ッ ト ン ーーP 3、 オ ベレ ーション グレ ネー 
ドーーOG、 シシ リー 上 陸 作 戦 一 一 8 | と 、 バ ベー シッ クツ 38ーーB 
83、 現代 機 申 戦 一 -A ら り 、 ラ イン へ の 道 一 一 R T 、 太 平 洋 秋 
隊 一 一 PF、 ブ ダ ベ スト 救出 作戦 一 一 B E、 普 憲 大 反攻 一 一 W 
D、 英 国 本 土 決戦 一 一 TFH。 

く 〈 ツ クダ 〉 ジ ャ プロ ーー 一 JAB、 ア ・ バ パオ ア ・ フ ーー 一 ABQ、 ソ ロ 
モン ー 一 SOL、 イデ オン ー 一 ID、 デス ・ ス ターーーD S、 ザ ブ 
ング ルー 一 X A、 ブ ルー ゲイ ルー 一 BG、 ホ ワイ トペ ベー スー 一 
WB、 ス ター・ ト レッ クワ ーーS T 、 戦 朋 大 和 YA、 ダ イガ 
ー ェ ュー 一 TI1、 失 われ だ 鍵 一 一 WVG、 マ ー フ ィ ・ パ イレ ー ツ 
MP、 エ ンタ ー プ ライ ズ (RPG) 一 一 EPr、 フ ラッ シャ ー ジ ヨウ 
(RPG 一 一 Cur、 肌 空 田 艦 一 一 KO、 ドッ グフ ァ イ ド ーー ワ DF 、 
ウォ ー カ ー ギ ヤリ アー 一 WG、 パ ッ ト シ ーーーP T N、97 式 中 
戦車 一 一 97、 ア ドミ ラル プラ フシ ュ ユ ペ ーー 一 AGS、 撃 墜 王 一 
GE、 シ ティ ファ アイ トー 一 CFt、 フ ロス ファ イト ー 一 CR F 、 


デー ゴ 、 マ ー ク = ラウ シド バ パー ニア ン 

②〒059-03 北海 道 登別 市 片倉 町 5-2-3 

③ 永 浜 芳 純 

④15 歳 、 ゲ ー ム 歴 3 年 アニ メ ・ シ ミュ レー ショ ン 
が 好き な 人 誰 で も 、 い いか ら 戦 いま し ょ うう 。( 僕 の 
他 に も 、 数 人 、 戦 士 が いま す 。) 

WSPI モス クワ 侵攻 作戦 

② 福 岡 県 北九州 市 戸畑 区 東 輌 ヶ 谷 2-79 

④19 歳 ダー ム 歴 5 年 興味 の ある 人 お 手紙 下さ い 。 

ルー ルコ ピー さ し 上 げ ま す 。 初め て の 人 で も か ま 


いま せん 。 負 望 人 数 は 7 人 で す 。 手紙 に 希望 の 国 
(ドイ ツ 、 ソ 連 ) を 書い て 応募 し て 下さ い 。 そ れ で 


は みん な / 独 ソ 戦 を 楽し く や り ませ う 。 

⑩ < ツク ダ 〉> 征 ビシ リー ズ 、<HJ リ > ペナント レー ス 、 
〈E P> パ ワー ベー ス ボ ー ル 、 他 

②〒390 長野 県 松本 市 北 深志 1-9-3 小 里 ア 
号 

③ 田 中 訓 生 

④19 歳 、 ゲ ー ム 歴 4 年 (但し プラ ンク 多 し 
長岡 京 市 か ら 去る 4 月 に 移 
の 方 ヨロ シク / 

<AH> 独 ソ 戦 、 ヨ ー ロ ッ ペ パ 要 塞 、 く HJ>AOL、 く < ツ 
クダ > SIGN OF Z、<EP> FLe、EFe、KWe、 
TFe、 

②〒476 愛知 県 東海 市 荒尾 町 風 越 51 

③ 林 良一 

④18 歳 、 ゲ ー ム 歴 5 年 (ソロ が 主 で まだ 下手 )、 大 学 
受験 後 、 中 学 時 代 か ら の 友人 が 散り 散り に な り 
相手 が いな い 。 ど な た か 相手 を し て くだ さい 。 ま 
た 、 ひ ろ っ て くれ る ゲー ムク ラブ の 方 連絡 よろ し 
(人 

⑩<HJ>N A、< ツ クダ > へ ビー メタ ル 、 エ ル ガ イ ム 
マー ク II、 エ キス パン ショ ン 、 バ イス トン ウェ ル 、 
ティ ター ンズ 、 エ ウー ゴ 、< ア ド テ クノ ス 〉> レ ッ ド 
サン プラ ッ ク ク ロス 、< エ ポッ ク >OBe、BBe、TFe 

②〒942 新潟 県 上 越 市 黒井 1851 

③ 木 南 芋 

④16 歳 ( 高 2 )、 ゲ ー ム 歴 2 年 、 高校 に 入っ て か ら ソ 
ロ プ レイ ば か り で 、 地 獄 の よう な 日 を 送っ て いま 
す 。 老若 男女 問い ませ ん の で 、 市 内 の 人 や 市 内 の 
ゲー ムク ラブ の 方 、 ご 連絡 下さ きい 。 


パー ト 5 


)、 京 都 府 
っ て 来 ま し た の て で 近隣 


プ ァ ー ク ズーーQ k、 

戦 一 一 C8 

〈 エ ポッ ク フ 〉ーー〈E p〉、 エ ポッ ク 社 の ゲー ハム は 、 マ タイ トル が ガ A 

H、 SPI ゲ ー ム と 紛らわしい も の が ある の で 、“e@ "の 文字 を つ 

け て あり ます 。 独 ソ 電 撃 戦 一 一 OBe、 日 視 戦 争 一 一 RJWe、 砂 

漠 の 狐 一 一 DFe、 バ ル ジ 大 作戦 一 一 BBe、 関ケ原 一 一 SEe、. 中 

上 最大 の 作戦 一 一 DDO@、 ド イツ 戦車 軍団 一 一 PCe、 日 本 機動 部 

隊 一 一 TFe、 スタ ー リ ング ラー ドー 一 STe、 東 部 戦線 一 一 EFe、 

朝鮮 戦争 一 一 KWe、 装甲 簡 弾 兵 一 一 PGe、 マ レー 電撃 戦 一 一 M 

Ce、 戦 国 大 名 一 一 FLe。 

〈AH〉 ヨ ー ロ w/ 上空 の 戦い 一 一 AF 、 電撃 ドイ ツ 戦 車 隊 一 一 

GOD、 フ ロス オブ アイ アン COI、D デ イー 一 DD、 es 

田 能 の 戦い 一 一 F T、 こ 7 ツァ ー 

プ バ っ う パン ツジ 
ダク テク スリ ーーTACII、 

コ は 但 央 み を 示す )、 独り 隅 TRC、 太 

英 独 大 西洋 上 の 戦い 一 WAS、 ナ チ ド イ ツ 憲 -LW、 文明 

の 路 一 -C 漠 の ロ K 

UF。 

《V @》 ガ ルフ スト ライ フク ーーG S、 大 戦略 南北 戦争 一 一 CW、 

地獄 の ハイ ウエ イーーHH。 

娘 お 申し 込み の と き は 、 な る べ ご 昭 号 を 記し て 下さ い 。 な お 申 

号 の な いも の は タイ トル 。 


ウィ ング キャ リバ パーー 一 WC、 若 理 海 海 
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N / @ 各 会 揚 へ は 各自 ゲー ハム を ご 持参 の 上 、 直 接 ご 来場 くださ い 。 


2 N 主催 : 専門 読 タフ テク フス 共催 : ツ フ クダ ホビ ー、 エ ポッ ク 社 、 ホ ビー ジャ パン 


だ きま す 。@ 開 催 時 間 は いずれ の 会 場 も 10 : 00 一 17 : 00 で す 。 


TAC-CON 博多 


開催 日 昭和 61 年 7 
月 27 日 (日 ) 

会 場 博多 スタ ー 
レー ン 展 示 
会 場 
福岡 市 博多 
区 博多 駅 東 
|-18-33 


人 め ク 博多 スタ ー レ ー ン 


みん な 読ん で る タク テク ス 。 


全国 コン ベン ショ ン 情 報 


ラン ド 瑞 往 店 ) 
大 涯 高校 文化 家 コ ン ベ ン ショ ン 


新撰 組 D&D コン ベン ショ ン 日 時 :6 月 7、8 日 (土日) 
日 時 : 6 月 8 日 (日 ) 
会 場 : 名 古屋 市 瑞穂 区 社会 教育 セン ター 視聴 覚 室 会 場 : 大 漂 高 校 (福岡 市 中 央 区 六本松 ) 
参加 費 : 200 円 


9 30 一 15: 30 


内 容 : ボー ド ゲ ー ム 、RPG (マス ター 参加 歓迎 ) 


主催 : O・R・C 新 撲 組 マル チ etc( ゲ ー ム は 各自 用 意 し て 下さ きい 。) 
連絡 先 : 〒457 名 古屋 市 南 区 弥 次 工 町 1-19 シミ コ ユ レ ーション ゲー ム ハ タイ トル 


森 正徳 


ベラ シシ ョ ンジ 


(詳細 は 次 の 各店 に 掲示 の ポス ター を ご らん 〈 く だき 日 時 : 6 月 15 日 (日 ) 9 : 30 一 18 : 00 
い 。 キ ディ ラン ド 名 古屋 店 、 レ ッ ド バロン 、 ポ ニー 会 場 : 名 古屋 市 玉 穂 社会 教育 モン ター2 視聴 
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(瑞穂 区 惣 作 町 ) 
参加 費 : 200 円 
主催 : 0O・R・C 新 撰 組 
内 容 : PGG、 パンツ ァ ー ク リー ク の み を 対象 と 
し ます 。 

対戦 方 式 は TAC-CON 方 式 で す の で 必ず 10 : 

00 ま て に 受付 登録 し て て だ きい 。( 詳 細 は 次 の 各店 
に 掲示 の ボス ター を ご らん くだ きい 。 キ ディ ラ 


ンド メル サ 店 、 レ ッ ド バロン 、 ポ ニー ラン ド 瑞 
穂 店 ) 


な お 、 各 会 場 と も 入場 料 と し て 500 円 を い だ 


! 


@⑥…… <HJ〉NA、 (の 回 使用 、 新 品 
同様 ) を 希望 価格 を 明記 の 上 下記 まで 、 
訪 交 拠 。 手塚 英志 
〒206 東京 都 多摩 市 豊 ケ 丘 5-1-4-401 
人 …… <SPI〉 メ カウ ォ ー77、( コ ニッ 
ト 切 離し 無し ) を 送料 別 5 .000 円 以上 で 。 
他 に 国産 アニ メ ゲ ー ム 多数 有 、 リ スト 
希望 者 は W〒 で 。 鈴木 祐二 
〒484 愛知 県 犬山 市 薬師 十 六 一 三 
@…… 〈 エ ポッ ク >RJ We を 1.500 
円 、BB e を 1.900 円 、FL e を 2.300 
円 く 〈 ツ フタ >JAB、 ABO、 SOL を 各 
1.200 円 、CFt、 WC、 オ ー ラ バト ラー 
を 各 1.800 円 、 ツ フ テ ィ フス 29 号 を 400 
円 。 送料 そちら 、W〒 で 。 遠藤 秀樹 
〒990 山形 市 北 江 俣 4 
@…… く ツ フ ダ >BG、 う る 星 や つら 、 
〈HJ>BE、 く AH〉 皇 帝 シ ー ザ ー、 バ 
ラ 戦 争 、UFO、 <GDW > 流 軍 大 反攻 、 
〈 ア ド テ クノ ス ) 家 康 最 大 の 敗北 以上 を 
全て 半値 以下 で (送料 そちら 持ち ) ま 
ざ ず は W〒 て で 交渉 の 事 。 つ ヶ月 位 まで 待 
ち ま す 。 武田 歩 
〒997 山形 県 准 岡市 美原 町 の - 1 
@……< ツ フ ダ 〉ABO、SOL、CJr+ 
シナ リオ 集 、RtOL し 、 コ スミ ッ フ ・ エ ン 
カウ ンタ ー、<HJ>OMG、JUN、AW、 
〈DW>RED ARMY、 ト ラベ ラー、 
ベ ペダ フォ ム 、 マ クティ クス No2ー@、 
13、14、15、17、18、 全 品 30-80%OFF 送 
料 そちら 持ち 、 詳し こ は W〒 で 。 

鈴木 国 博 
〒572 大 阪 府 寝 屋 川 市 木田 元宮 2-3-12 
@…… く < ツ フ ダ 〉 パ ン サ ー と 貴方 の レ 
ツ ド サン ・ ブ ラッ クフフ ロス を 交換 し て 
下さ い 。 沿 パン サー は 美 品 、W〒 で 。 
送料 は そちら 持ち で 。 黒田 泰弘 
〒560 豊中 市 刀根 山 3-8-30 
@…… <HJ〉PF、IJN、<AH〉3R 
(3、 戦 と 平和 、〈 ツ フ ダ >KO、< エ ポッ 
ク 〉FLe、 タ フ テ ィ クス 読 1 、 3ー27 号 
を 適 価 で 。 送料 ワリ カン 。 多 ご 買っ て 
ぐれ る 人 希望 。 後藤 弘幸 
〒565 箕面 市 瀬川 4 丁目 20-8 津賀 革 
1 - う 号室 
@⑥…… エル ガイ ム MKTH2.000 円 、 へ 
ピー メタ ル + エ キス パン ショ ン 3.000 円 
サイ ン ・ オ ブ ・ ゼ ー タ (新品 )2.500 円 、 


JAB + オペ レー ショ ン VOI 1 8 
2, 000 円 ラウ ンド バー ニア ン 、CRF、 
吾 2.000 円 、GE( 新 品 )2.500-3.500 円 、 
グリ ー ン ノア 500 円 、 く パン ダイ > 幻魔 大 
戦 500 円 、 く AH〉 サム ライ 、 米 国 南北 ! 
戦争 ( 両 万 新品 ) 各 2.500 円 、 ヘビ ピー メ 
タル + エ キス パン ショ ン 以 外 な ら 〈 ツ 
クダ > プイ ン ・ ワ ー ル ド 、<〈GDW:〉 黄 臣 
の 峰 へ と 交換 可 W〒 で 。 送料 は そ ち 
ら (いずれ も コマ 、 カ ー ド 不足 な し ) 
小川 匠 
〒223 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 日 吉本 町 
1354-402 
Se く <HJ>AW を 6,000 円 、 AOL 
を 2.000 円 、ASGU を 3.000 円 、 く AH> 
き R+ ト レイ を 4.000 円 く ツ フ ダ >W 
C を 2.000 円 SGPI> 中 ソ 戦 争 ト レイ 
を 5,000 円 で 、 そ れ ね れ ぞ れ ゆ ざる 。 必ず W 
〒 で 。 手渡 し も 可 。 川名 啓之 
〒454 名 古屋 市 中 ! 川 区 西 日 置 1-4-3 
人 ro <〈 ツ クダ 〉SOL、WB、CJr、D 
F、KO、 く HJ〉B3、PF、P3 を 定価 
の 割か らら 割 に て 。 ユニ ッ ト 欠 損 な 
し 。 送料 そちら 持ち 。 連 絡 W〒 に て 。 
松本 英雄 
〒980 宮城 県 仙台 市 木町 4-10 植 木 アバ 
ー ト F208 
電 e2 〈 く バン ダイ 〉 ス ペー スコ プラ 、 
モス ラ 対 ゴジ ラ 、 元 録 忍者 伝 、 幻 魔 大 
載 、〈 ツ グフ ダ > オー ラ パ に トド ラー、 1 D、 
EPr、CJr+ シ ナリ オ 、 〈 く AH 魔法 
の 伺 の 戦い 、 シ エー フス ピア を 如 800 円 
で 、 <〈ICE> フ ェ ロ ウシ ツ プ オプ ザ リ ン 
グ を 4.000 円 く MB>Axis 8 Allies を 
1 万 円 で 。 モ スラ 対 ゴ ジラ 、 魔 法 の 島 の 
戦い を 除い て は 新品 同様 、 送 料 そちら 
も ち 箇 林 勲 
〒273 千葉 県 船橋 市 西船 1-24-11-612 
SE 〈HJ〉 バ ル バ ロ ッ サ 作戦 、 く 三 
P2STe、 < バ ンダ イ ): 日 本 海 海 戦 、 三 
国史 を まとめ て 10.000 円 、 バル バ ロ ッ 
サ は 超 美 品 、ST@ も 美 品 。 手 渡し 希望 。 
小野 高明 
〒615 京都 市 西京 区 桂 池 尻 困 41 


EE ベリ ディ イラ だ メイ ジェ エア 、 ノ 
ヴァ 、 イタ イム マイ サー で 2 ター チタ 
ヨナ ル 、TSR、 タ スク フォ ー ス 、 ヤ 
キン トー の ゲー ム を 求 ぜ 。 な る べく 高 
ぐ 買 いま す 。 (特に GAMMA WORL 
D、CTADIL OF BLOOD、DORA 
GONRAGE は 10.000 円 以上 ) 希望 価 
格 を 書い て 〒 に て 。 阿部 生 幸 
〒811-02 福岡 市 東 区 美和 台 7-2-3 
yocs TOKYO CRISIS を 3,000 
円 前 後 で 。 多 少 ポ ボロ で も 結構 で す ガ ユ 
ニッ ト の 欠損 は 不可 。 送 料 こ ちら 持ち 、 
返事 選 ず 出し ます 。W〒 で 。 矢野 純也 
〒464 愛知 県 名 古屋 市 干 種 区 星ヶ丘 1 
丁目 20-26-12 

yr T 誌 1 号 、SST マガ ジン 96 号 
シン ガ ポ ー ル 、 く AH>TACII、 ド イツ 
アフ リカ 軍団 (共に 箱 無 し )、 く 〈 ツ フ ダ > 
SOL、〈 バ パン ダイ > 新撰 組 、 日 本 防衛 
線 、 <HJ〉B3 と 貴方 の 誌 は 29 号 
(切り 抜き 不可 ) を 交換 し まし よう 。 

大 久保 順一 
〒340 埼玉 県 草加 市 中 央 2-10-21-1 
倫 Sg 〈 ツ クダ >〉RtoL、 <HJ/GD 
W> ト ラベ ラー シリ ー ズ 、<SPI2 南 極 未 
来 戦争 を 適 価 に て 。 詳細 は ハガキ で お 
願い し ます 。 佐々 木 智 


〒989-24 宮城 県 岩沼 市 二 木 2-3-6 
4 <〈⑤SPl> ク ルス 大 戦車 戦 、 モ 
スク フワ 侵 攻 作 戦 を 送料 込 、 各 10.000 円 
前 後 で 。T 誌 1 、 号 を 適 価 で 。 

近 泉 和 之 
〒770 徳島 市 庄 困 二 丁目 37-3 


ms く AH>〉AF( 日 本 版 )、MD、 ジ 
ユトランド 沖 海戦 、 帆 船 の 戦い 、 ギ リ 
シア ・ ロ ー マ 油 戦 、 英 雄 ナ ポレ オン 、 
〈HJ> ブ ルー マッ クス 、 アス テロ イド 、 
〈 ツ フクダ >CS、 〈EP〉DFe、EFe、 そ 
の 他 の ゲー ム を 適 価 で 。W〒 で 。 
大 谷 
〒193 ハモ 市 館 町 10974-4-204 
ccc どん な ゲー ム で も 安価 で 。 送 
料 そちら 。 希望 価格 、 状 態 を 書い て 葉 
書 で 。 まだ た 〈VG> ア ンプ ブッ シュ (ユニ 
ッ ト 未 切り 離し )、 と 貴方 の く AH> デ ユ 
ー ン ( 新 同 ) と 交換 し まし よう 。 成立 者 
の みあ 連絡 し ます 。 東 油 博司 
〒536 大 阪 市 城東 区 諏訪 4-5-15 
en 〈AH〉SL、COI、COD を 
17,000 円 で 。 <SPI〉 の 米 ソ 戦 、 市 街 
戦 を 各 6.000 円 くら いで 。 気長 に 〒 を 
待ち ます 。 多 少 の キズ 可 佐藤 直彦 
〒860 熊本 市 清水 昌 井 町 54- ア 
し COG が で 〈HJ〉 戦 車 戦 (T ビ ) を 送料 込 
で 。 状態 に より 2,000 一 3.000 円 ぐさ らい 
で 。 詳細 は W〒 で 。 大 沢 利光 
〒334 埼玉 県 川口 市 安行 小山 444-2 
oss く 〈SPI> 遠 すぎ だ 橋 を 2 万 円 前 
後 で ゆず つて 下さ い 。 送料 こち ら 持ち 。 
坂井 秀一 
〒729-23 広島 県 竹原 市 高崎 町 234-17 
の 〈SPI> ア ルデン ヌ の 戦い 、 征 
千 No 1 、 の を 適 価 で 譲 つ て 下さ い 。 ま 
な く 〈TSR/SPI〉 ナ ポレ オン ・ ラ スト バ 
トル ズ の ルー ル を 和訳 し だ 方 、 も し ご 
は その コピ ー を 持つ て いる 方 、 も ちろ 
ん コピ ー で 結構 で す の で 譲 つて 下さ い 。 
W〒 で 連絡 下さ い 。 近藤 浩行 
〒400-01 山梨 県 中 巨 摩 郡 竜王 町 西 八 
幅 2322 小 林 レ ジ デ ンス 410 
2 <〈SP!> 遠 すぎ だ 橋 を 適 価 に て 。 
W〒 に て 。 菊地 俊哉 
〒108 東京 都 港 区 白金 3-12-5 
RA く <AH〉G | 勝利 へ の 礁 、TR 
C、<HJ> チ エニ ジア 大 突破 を 台 々 6.0 
00 円 以下 、 3.000 円 以下 、 2.000 円 以下 
で 。 送料 そちら 持ち 。 希望 価格 と 保存 
状態 を 書い て W〒 で 。 納 得 い け ば 返事 
出し ます 。 吉田 久 
〒168 杉並 区 久我 山 3-35-15 久我 山 人 ハ 
イム 202 号 
EC 〈 ア ド テ クノ スモ ン スタータ 
ンク 、 ヘ へ リボーン タク ティ クス を 1.50 
0 円 、 二 つ な ら 3.500 円 で お 願い し ます 。 
送料 ワリ カン 、 ボロ で も そろ つて いれ 
ば OK。 W〒 で 。 長浜 便 太 朗 
〒34/-01 埼 玉 県 埼玉 郡 騎西 町 戸崎 364 
ES く 1CE> ロ ー ル マス ター、 ミ 
ドル アー スロ ー ル プレ イン グ 、 く AH〉 
PSP、 く GDW〉> ト ワイ ライ ト 2.,000、 
の いざ ずれ か の 和訳 の コピ ー を 適 価 で 。 
〒630-21 奈良 市 机 ノ 川 困 278 今 入 勝 


慎介 


ゲー ム に 関す る 質問 に つい て 

ゲー ムル ー ル に つい て いつ も た くさ ん の 御 質 
問 を いた だ いて いま す が 、 和 理 の 円 滑 化 の た め 
に 、 御 質問 を お 寄せ の 際 は 以下 の 要項 に 従っ て 
《 だ さい 。 
(① 質 問 の 形式 は Yes、No で 答え うる も の で ある こ 
と 。 “一 を 説明 せよ "な ど は 不可 。 


② ホ ビー ジャ パン 取り 扱い の ゲー ム で ある こと 。 


③ | 枚 の 便せん に は ひと つの ゲー ム に つい て の 
み の 質 問 を 記す こと 。 2 種類 以上 の ゲー ム に つ 
いて 質問 する と き は 、 必 ず 用 紙 を 分 け て くだ さ 
い 。 
④ 封 筒 に 質問 ゲー ム の タイ トル を 記す こと 。 
回 答 は タク テク ス 誌上 の 0&A の ペー ジ に て 行 
な いま す 。 ま た 、 初 心 者 の 方 々 は 、 ゲ ー ム ルー 
ル に 限ら ちら ず 、 ゲ ー ム に 関す る こと な ら ど ん な こ 
と で も 質問 し て くだ さっ て か まい ませ ん 。 
な お 、 電 話 に よる 質問 は 編集 業務 に 支障 を 来 
た し ます の で 、 御 遠慮 くだ さい 。 


不良 ・ 不 足 パ バー ツ に つい て 

ホビ ピー ジ ャ パン で は 、 常 に 完璧 な 品質 の ゲー 
ム を ゲー マー の みな さま に お 届け する よう 努力 
し て お り ま す が 、 不幸 に し て 、 コ マシ ー ト の 不 
足 、 な ど が 生じ る こと が あり ます 。 万 一 その よ 
うな ゲー ム を お 買い 上 げに な っ た 場合 に は 、 不 
良 パ ー ツ を (パー ツ 不 足 の 場合 に は その 旨 を ハ 
ガキ に 書い て ) 東 社 "不良 パー ツ 交 換 係 " ま で お 
送り くだ さい 。 良品 と 交換 いた し ます 。 


G-826" バ ル バ ロ ッ サ 作戦 "の カウ ンタ ー に つい て 

GDW “バル バ ロ ッ サ 作戦 "の Europa シ ー ト 38、 
39、40、4| の 裏 に は 何 も 印 刷 さ れ て いま せん 。 
従っ て 、 こ れ ら 4 つの シー ト の 4-6 狙 撃 師 団 の 裏 
に 3-6 狙 撃 師団 が 印刷 され て いな く て も ( 他 の シ 
ー ト で は 印刷 され て いる も の も あり ます が ) 間 違 
いで は あり ませ ん 。 理由 に つい て は ルー ル 34E. 
2 を 参照 し て くだ さい 。 


<116>“ 猛 将 パ ッ ト ン "不良 ユニ ッ ト 交 換 に つい て 
HJ “猛将 パッ トン "の 中 に 一 部 、 ユ ニッ トシ ー 
ト の ドイ ツ 軍 色 と ア メリ カ 軍 色 が 逆 に な っ た も 
の が あり まし た 。 ユ ニッ トシ ー ト の 正しい 色 分 
け は 、 ド イツ 軍 グ レー、 ア メリ カ 軍 グリ ー ン で 
す 。 色 分 けが 送 に な っ て いる も の は 不良 品 で す 
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の で 、 交 換 さ せ て いた だ きま す 。 お 手数 で す が 
下記 宛 て お 送り くだ さい 。 送料 \ 170 は 弊社 で 
負担 させ て いた だ きま す 。 

〒I5| 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 5-26-5 

(株 ) ホ ビー ジャ パン “不良 パー ツ 交 換 " 係 


<112>“" ベ ペー シック 3 "の チャ ー ト に つい て 
HJ“" ベ ペー シック 3 "の 「 バ ル ジ 大 作戦 」 朋 の チャ 


ー ト は 、 同 じ も の が 2 枚 入 っ て いま す 。 こ れ は 、 


ゲー ムタ ー ン 記録 表 ・ 勝 利 ポ イン ト 差 記録 表 の 
面 は カウ ンタ ー を 置い て 使う た め 、 そ の 裏 に あ 
る 地形 効果 表 ・ 戦 闘 結果 表 な ど が 使え な く な る 
こ . と に よる も の で 、 同 じ チ ャ ー ト が 重複 し た 不 
良品 で は あり ませ ん 。 ま た 、 こ れ と 関連 し て 「 ス 
エズ を 渡れ 」 の チャ ー ト が 入っ て いな いと の 御 指 
摘 を 受け る こと が あり ます が 、「 ス エズ を 渡れ 」 
の 地形 効果 表 ・ 戦 闘 結果 表 な ど は すべ て 地図 盤 
上 に 印刷 され て いま す 。 


パソ コン 通信 「 テ レス ター」 に つい て 

(株 ) 工 学 社 の パソ コン 通信 「 テ レス ター」 で 本 
誌 ! 、 2 号 に 載っ た ゲー ム 正 誤 表 の サー ビス を 
し て いま す 。 問い 合わ せ は 〒| 5| 東京 都 渋谷 区 代 
々 木 |-37-| ぜ ん らく ビル 5 (株 ) テレ スタ ー 


月 刊 タ ク テ ク ス 新 型 バ イン ダー 発売 ノ 

タク テク ス 月 刊 化 に 伴う 判 型 の 変更 に より 、 
新型 バイ ンダ ー を 発売 する こと に な り ま し た 。 

この バ パイン ダー は 、 タ ク テ ク ス ば ぱ ばかり で な く 
ジェ ネ ラ ル 誌 、S&T 誌 、 ウ ォ ー ゲ ー マ ー 誌 、 グ レ 
ナディ ア 誌 な ど 海外 ゲー ム 雑 誌 に も 適合 し ます 。 
お 申し 込み は 代金 \800 に 送料 \200 を 加え て 切 
手 ま た は 現金 書留 に て 幣 社 「 月 刊 タ ク テ ク ス ・ バ 
イン ダー」 係 まで 。 
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バッ ク ナ ン バー は 、 1 世 800 円 (〒250 円 ) で 、 
切手 に て 送料 と も 本 社 タ ク テ ク ス ・ バ ッ ク ナ ン 
バー 係 宛て に お 送り くだ さい 。 ま た 、 最 寄り の 
書店 で も 御 注文 に な れ ま す 。 

No1、2、3、6、7、8、 


No4 2500 年 の 海戦 史 (残部 僅少 ) 
旦 帆 船 の 戦い ・ ジ ュ ェ ッ トラ ンド の シナ リオ 、 ビ スマ ルク 
の 戦術 、 日 米 航 空母 艦 の 戦い 解説 。S P 1 大 西洋 艦隊 の 
ヴァ リエ ーション 。EP ゲ ー ム デザ イン な ど 。GDW ゲ 
ー ム 紹介 。 AH バラ 戦争 の 改訳 。 入 門 者 用 ミニ ゲー ム プ 
ノッ ト ヤ コ プ 橋 付 。 AH 日 米 航空 母 組 の 戦い 最新 正誤 表 
な ど (ジェ ネ ラ ル 誌 発表 ) な ど 。 

No5 ドイ ツ 軍 の 装甲 戦術 (残部 僅少 ) ー 
AH パン ツァ ー プ ブ リッツ シナ リオ 6 の 徹底 解説 。 パ ン ツ 
ァ ー リ ー ダ ー1940 シ ナリ オ 。H』J 戦 車 戦 の 解説 な を ど 。S 
PT タイ ム ト リ ッ パ ー の 改訳 。EP 関 ヶ 原 リプ レイ 。A 
HH 独 ソ 戦 の 天候 ルー ル 、 戦 闘 指 揮 官 の 増補 、 サ プ マ リン 
に ポケ ッ ト コ ンピュータ を 導入 その 他 。 

No10 ノル ウェ エー の 戦い 1940 

ドイ ツ 軍 ノル ウェ ー 進 攻 ヒ スト リカ ルノー ト 。 HH 』J ノ ル 
ウェ ー1940 の 解説 。GDW ナ ルビ ク 強 江 の 紹介 お よび 戦 
術 。 AH 電撃 ドイ ツ 戦車 隊 ( シ ナリ オ 付 )、 第 3 帝国 の ノル 
ウェ ー 作 戦 研究 な を ど 。 S P 1 ソロ モン 王 の 指輪 悪魔 紳士 
録 ( 上 ))。GDW ヨ ョ ー ロ ッ パ シリ ー ズ の 紹介 。 マ ク ゴ ワン ・ 
イン タビ ュー。 ト ラベ ラー。 ゲ ー ム 「 アイ ラウ の 戦い 」 付 その 他 。 
No12 ヨー ロッ パ 戦 線 の 終幕 : 1945 

第 2 次 欧州 大 戦 末 期 の ヒス トリ カル ノー ト 、 ラ イン へ の 
道 シ ナリ オ 、 タ イガ ー 1 ンプ バン サー シナ リ の っ 
ンド ヒス トリ カル ノー ト 。 大 戦略 : 南北 戦争 。 ト ラベ ラ 


9 、11 は 品切れ 。 


ー。 文 明 の 嗜 。 ミ ニ ゲ ー ム “大 優 時 " 付 そ の 他 。 
No 7 一 No12 総 索引 付 。 
No13 大 機動 戦 


ベル リン の ナポレオン 、“ 戦 争 と 平和 "追加 ルー ル 、 ワ ー テ 
ル ロ ー の 決断 、 ビ ル マ へ の 進撃 、 大 包囲 撃 減 作戦 . 大 戦略 ・ 
南北 戦争 。 電撃 ド イツ 戦車 隊 ト ー ナ メン トシ ナリ オ 、 デ 
ィ プロ マシ ー の 婦 渉 術 。 太 平 洋 艦隊 ユニ ッ ト 王 艦 名 対称 
表 。 そ の 他 。 


No14 ヨー ロッ パ 近 未来 戦 

AH-VG、H 』 と 全面 的 業務 提携 。 N ATO ヨ ー ロ ッ パ 
暗黒 の 日 、NATO デ ィ ビ ジョ ン 、 現 代 機 甲 戦 、 神 秘 の 
者 た ちと の 対話 、 電 撃 ド イツ 戦車 隊 シ ナリ オ 分 析 、 橋 は 
遠 す ぎ な い / デ ィ プ ロマ シー の 戦略 。 新 連載 : ジェ ー ム 
ズ ・ ボ ンド 007、 地 中 海 。 そ の 他 。 

No15 西部 戦線 II 

ペン ツテ ター リー グー タジク バト リル レズ の RS 
ハイ ム ・ ホ ビー ショ ウ 、 ゲ ダー ム 旅 行 、 エ ア ・ フ ォ ー ス の 
拡張 、 ビ ギ ナ ー の た め の 戦 略 講 座 ・ 練 習 用 ゲー ム " プ ル ・ 
ラン の 戦い "、 デ ィ プ ロマ シー。 ジ ェ ー ム ズ ・ ボ ンド 、 大 陸軍 、 
地中海 、 そ の 他 。 

No16 Warinthe East (品切れ ) 

ベー シッ ク 3 、 突撃 レニ ング ラー ド 、 ス ター リン グラ 

ド 攻 略 、 折 ロシア 大 作戦 、 プ ダ ペ スト 救出 作戦 。 ア バ ロ 
ン ヒ ル 物 語 、S P Ii 西部 戦線 レリーズ 、" 現 代 機 甲 戦 " リ 
プレ イ 、 入 門 ゲ アー ム “ 喝 上 最大 の 2 作戦 "。 プ ルー マッ ク 
スイ メー ジリ プレ イ 。 その他 。 


No17 大 英 帝国 (品切れ ) 

イギリス 好き の ゲー ム 選 び 、 英 国 本 土 決戦 レナ リオ 集 、 
第 3 帝国 の あし か 作戦 、I J N 地 中 海 シ ナリ オ 、 シ シリ 
ー ヒ スト リカ ルノー ト 、 地 獄 の ハイ ウェ イ の 作戦 。 オ リ 
ジン ズ 84 と タク コン 東京 。 ロ ー ル プレ イン グ 入 門 。 ア バ 
ロン ヒル 物語 。 喘 画 の 旅 。 そ の 他 。 

No18 トラ ベラ ー( 品 切れ ) 

乱 頭 カ ラー ペー ジ 。 ロ ー ル プレ イン グ の 魅力 と は 、 ト ラ 
ペラ ー を アド ベン チャ ー す る 、 ト ラベ ラー の 宇宙 、 実 践 
レフ リー 講座 、 レ フリ ー と は 何 か ? 出国 ビザ 。 サ レル 
ノ 攻防 戦 ミ ニ ゲ ー ム 。 ラ ウン ド ・ バ パー ニア ン 。 ア バロン 
ヒル 物語 。No13 一 18 総 索引 付 。 


AL 


Na19 フラ ンス 降伏 

France 1940 ヒ スト リカ ル ・ ノ ー ト 、 第 3 帝国 の フラ ンス 
作戦 、 イ ラス ト 1940、 フ ラン ス 戦 役 ア ー ム 総覧 。 巨 神 
ー グ ・ リ プレ イ 。、 ア デップ フロ ント ・ り リプレイ 、。 チュ ニ ジ 
大 突破 の 作戦 研究 、 銀 河 戦争 の 戦略 ・ 戦 術 、 ト ラベ ラ 
- 性 格 ル ー ル ・ 連 載 。 そ の 他 。 

No20 天翔 ける 駒 だ ち 

Air Force is Back、「 ド イツ 軍 ヨ ー ロ ッ パ ト 上空 に 敵 機 を し 」 
の 巻 、 イ ン ペ ベリ ウム 、 撃 只 王 、 リ ッ ケ ン バ パッ カー の 戦い 、 

Air War エ キス パン ショ ン 、VF-1 VARKYRE、 メ イデ 
ff 。 ト ラベ ラー シナ リオ コン テス ト 発 表 。 グレ ネー ド 作 
戦 、 数 字 で みる アッ プ フ ロ ント 。 そ の 他 。 

No21 戦術 級 ゲ ー ム 

枝 四 ゲー ム は 永遠 に 、Air Force オプ ショ ン ・ ル ー ル 集 、 コ 
ロン バン ガラ 沖 夜戦 まち ぶせ ./Mayday、 い ま 拡がる S. 
F3.D の 世界 、 エ ル ガ イ ム MKII。" 珈 殖 海 海戦 "実験 レポ 
-ー ト 。 マ レー 沖 1941。POWER POLITICS 199X。 も っ 
と 浪 易 し よう 。 そ の 他 。 


No22 すばらし きま き 戦術 級 の 世界 


"ブーツ アン ド サド ルズ "紹介 、“ 現 代 機甲 戦 "リプ レイ 、 
" 胡 闘 指揮 官 " シ リー ズル ー ル 慰 理 、“ 空 戦 マ ッ ハ の 戦い " 
エキ スパ ンション 紹介 、 タ ンク コン バッ トシ リー ズ 番 外 
編 、“ 猛 将 パ ッ ト ン "リプ レイ 、 マ ル ノ ン 物語 、 ス ター クエ 
スト 、“ ペ ナン トレ ー ス "選択 ルー ル 、 そ の 他 。 
No23 幻想 遊戯 の ツ ベ 3 
ファ ンタ ジー ゲ ダーム 総 覧 、“『 グ イン ・ ワ ー ル ド " 始末 記 、 
"ドラ ゴン ハン ト "ダー ム 研 究 、 マ ル ノ ン 物語 ( 続 )、“ ロ ス 
ト ・ ワ ー ル ズ " 紹介 、 オ リジン 久 ・ ホ ビー ジャ パン フェ 
ステ ィ バ ル ・ タ クコ ン 報 告 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ンク ショ 
ン 、 そ の 他 。 
No24 
ゲー ム ': SPI" ベ ルリ ン 陥 落 ” 付属 ルー ル : AH “バン ザ 
"Roots of RPG、“" ベ ルリ ン 陥 落 " 徹 底 解説 、Gulf nm 
Fire、" レ ッ ド サン ・ プ ラッ ク ク ロ ス "、 ユ ル セ ル ー ム の 
世界 観 、“ バ パル バ ロ ッ サ 作戦 "アフ ター アク ショ ン リ ポー 
ト 、“ ア ステ ロイ ド " リプ レイ 、 新 連載 :Fjre m the East 、 
スコ ー ド リー グー が かり テッ ダグ 
No25 
ゲー ム : SPI" ワ ー テ ル ロ ー" 付属 ルー ル : AH " グ デ ー 
リア ン 装 甲 集団 GENCON18 レ ポー ト 、War mm the East、 
Gulf jn Fire、“ ロ ッ ズ トウ ロー ド "” ミニ シナ リオ 、" ノ ル 
マン ディ 上 陸 作 戦 "『 ミ ニ リ プ レイ 、"S.F 3.DII" ト ー ナ メ 
ント シナ リオ 、How to Make Wargame、 "ブー ツア ンド 
サド ルズ "リプ レイ 
No26 
ゲー ム : SPI" パ ンド ラ 号 の 適 難 " 付属 ルー ル : AH" 百 
日 戦争 "“、 パ ニッ ク ・ イ ン ・ グ イン ・ ワ ー ル ド 、“ バ ル バ ロ 
ヶ サ 作戦 " ソ ・ フ ィ ン 戦 争 ン レナ リオ 、" グ リー ン ノ ア " に 
よる シミ ュ レ ーション 入門 、Gulf in Fire (最終 回 )、 よ み 
が えれ 大 巨人 、“ ド イツ 装甲 師団 長 " シ ナリ オ 8 キャンペ 
- ン リポ ー ト 、" 南 太平 洋 海 戦 "リプ レイ 
No27 
ゲー ム : SPI" 第 1 次 世界 大 戦 " 付属 ルー ル : AH ミス 
ティ ッ ク ・ ウ ッ ド "、 ナ ポレ オン ボロ ディ ノ へ 奥義 
伝授 、“ ザ ・ ラ スト ・ ギ ャ ンプ ブル "イン サイ ドレ ポー ト 、 
~ バ ル バ ロ ッ サ 作戦 "追加 選択 ルー ル 、"SF.3DII" シ ナリ 
オ 、 ル ルイ エ ・ ア ド バ タ イザ ー、“ ス ター リン グラ ー ド 攻 
員 ” リプ レイ 
No28 
ゲー ム :SPI" タ イタ ンズ トラ イク /“ 付 属 ル ー ル : AH 
"NFL プ ロ ・ フ ッ ト ポ ボール "“" ラ ヴェ ン ナ の 戦い "作戦 考 、 
"ナル ビク 強襲 "の 作戦 、 ア メリ カン ・ フ ッ ト ポ ー ル 入門 、 
リプ レイ “真生 の 決闘 “、 ト ラベ ラー で SF する に は 、 奥 義 
伝授 、 プ ロ 野 球 ア ー ム ニュ ー ス 、 リ プレ イ " サ ー ド ・ ワ ー 
ys ホー 
No29 
ゲー ム : SPI^ ア ー サ ー 王 ” 付属 ルー ル :AH "スパ イス 
ハー ベス ト “、 奥義 伝授 、 キ ャ メロ ッ ト の 夢 、 フ リー ドリ 
上 大 王 と 7 年 戦争 、“ 北 アフ リカ 中 東 戦 域 " 追 加 、 パ ニッ 
ング 王 


ジェ ネ ラ ル 通 信販 売 の お 知ら せ 

アバ ロン ヒル の ゲー ム 研 究 誌 ジェ ネ ラ ル お よ 
ぴ び ジ ェ ネ ラル ・ バ イン ダー を 通信 販売 いた し ま 
す 。 お 申し 込み は 現金 書留 に て 下記 宛て まで 。 
〒I5| 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 5-26-5 

(株 ) ホ ビー ジャ パン "ジェ ネ ラ ル '" 係 

ジェ ネ ラ ル は 価格 \980( 送 料 は | 冊 に つき \ 
200)、 ジ ェ ネ ラル ・ バ イン ダー は 価格 \ 2,000 
(送料 と も ) で す 。 
Vol.I5 No.2 
パン ツァ ー リ ー ダ ー、 ス ター リン グラ ー ド 攻防 
戦 、 第 3 帝国 、D デイ 、 レ イル ・ パ ロン 、 太 平 
洋 の 莉 
VolI6 No.6 

デュ ー ン ディ プロ マシ ー アウ トド アサ バイ 
バル アン ツィ オ 上 陸 作 戦 パン ツァ ー ブ リ ッ ツ 
Vol.17 No.5 
ベン ・ ハ ー リヒ ト ホ ー フ ェ ン 戦闘 指揮 官 
スタ ー リ ング ラー ド 攻 防戦 パン ツァ ー リ ー ダ 
ー 第 3 帝国 シー ザー パラ 戦争 
Vol.I7 No.6 

スタ ー リ ング ラー ド 攻 防 戦 帆船 の 戦い 英 独 
大 西洋 上 の 戦い 第 3 帝国 戦闘 指揮 胡 史上 
最大 の 作戦 シー ザー ズ ・ リ ー ジ ョ ン 

Vol.I8 No.I 

フュ ー リ ー・ イ ン ・ ザ ・ ウ エス ト 戦艦 ピス マ 
ルク の 戦い 戦闘 指揮 福 デュ ー ン ディ プロ 
ドイ ツア フリ カ 軍 団 
Vol.I8 No.2 

エア ・ フ ォ ー ス ドイ ツア フリ カ 軍 団 第 3 帝 
国 トブ ルク 戦車 戦 戦闘 指揮 礼 アラ ブイ ス 
ラ エ ル 戦 太平 洋 の 覇 者 ディ プロ マシ ー 
Vol.20 No.3 


マシ ー 


Vol.20 No.5 
ブル ラ 泊 


Vol.2| No.! 
アッ プ フ ロ ント アフ リカ 探険 G.I. 勝利 へ の 
礎 独 ソ 戦 D デ イ 


Vol.21 No.2 

ナポレオン ・ ア ッ ト ・ ベ イ 戦争 と 平和 英雄 
ナポレオン 激突 マジ ノ 線 ヨー ロッ パ 要 塞 

第 3 帝国 バト ル ・ フ ォ ー・ イ タリ ー 1776 

Vol.2| No.4 


パン ツァ ー グ ルッ ペグ ー デ リア ン パン ツァ ー 
プリッツ 第 3 帝国 独 ソ 戦 ディ プロ マシ ー 
スタ ー リ ング ラー ド 攻 防 戦 戦闘 指揮 官 
Vol2| No.5 

ヒト ラー ズ ウ ォ ー 証 と 魔法 の 国 第 2 次 世界 
大 戦 の 外交 戦 ディ プロ マシ ー 第 3 帝国 レ 
イル バロン コン キス タ ド ー ル 文明 の 遇 
Vol.2| No.6 

ファ イア ー バ パワー 
作戦 タク テク ス II 
Vol.22 NoI 
砂漠 の ロン メル トブ ルク 戦車 戦 ダウ ン ・ ウ 
ィ ズ ・ ザ ・ キ ング ギリ シア ・ ロ ー マ 海 戦 真 
祥 の 決闘 クレ タ 島 降下 作戦 

Vol.22 No.2 

バン ザイ プア ッ プ フロ ント 、 日 米 航空 母艦 の 戦 
い 、 サ プ マ リン 、 太平洋 の 形 者 

Vol.22 No3 

パン ツァ ー プ ブ リッツ パン ツァ ー リ ー ダ ー ア 
ルン へ ム 強 襲 第 3 帝国 文明 の 映 アッ プ フ 
ロン トブ プ パ ン ザ イ アラ ブ ・ イ スラ エル 戦 
VoL22 No.4 

大 特集 ロシア ン フ ロン ト 独 ソ 戦 
クリ ー ク ディ プロ マシ ー 第 三 帝 国 サブ プ マ 
リン パン ツァ ー グ ルッ ペグ ー デ リア ン 


定期 購読 | 年 間 ( 6 冊 ) \15,000( 送 料 サ ービス ) 


アラ ブイ スラ エル 戦 電撃 
戦闘 指揮 官 


パン ツァ ー 


S & マ ガ ジ ン 通信 販売 な ら び に 定期 購読 の お 

知ら せ 
この 度 、TSR 社 か ら の 要請 に より 日 本 国内 で 
の S&T マガ ジン の 販売 は 、 す べ て ホビ ピー ジャ パ 
ン が 取り 扱う こと に な り ま し た 。 そ こ で 、 お 近 
くに S&T マガ ジン の 販売 店 が な いと いう 方 の た 
め に 、 通 信販 売 な ら ぴ に 定期 購読 の お 申し 込み 
を 受け つけ ます 。 また 、 今 まで 直接 TSR 社 か ら 
E 期 購読 更新 の 際 に は ホ 


日 本 語 解 説 書 4 生み 4 200 を 加え 、( 株 ) ホ ビー ジャ パン "日 本 語 解説 書 別 売り " 係 まで ) 


開 | AMALON HILL CAMES 


以下 の 日 本 語 解 説 書 は 各 \2,500 で す 。 
2000 現代 ヨー ロッ パ の 攻 防 


2250 市 街 戦 
価格 | 品番 品 名 品番 品 名 
米国 南北 戦争 アラ プイ スラ エル 戦 838 ドラ ゴン ハン ト ver WIKTORY 
タク テク ス II 戦闘 指揮 官 839 タイ タン の 探 (の 
D デイ クロ ス オ プ アイ アン ベー ス ボ ー ル GAMAIES 
二 ロコ の 戦い 電撃 ドイ ツ 戦 車 隊 アメ リカ ン フ ッ ト ボ ポール 30000 ガル フス トラ イク \700 
スタ ー リ ング ラー ド 攻 防戦 GL 勝利 へ の 万 バス ケッ ト ボ ポー ル = 
ドイ ツア フリ カ 軍 団 クレ タ 島 降下 作戦 全米 カレ ッ ジ フッ ト ボ ー ル 30003 地獄 の ハイ ウェ イ \700 
ミッ ドウ ェ イ 海戦 魔法 の 島 の 開い スー パー スタ ー ベ ー ス ボー ル 30003 大 戦略 南北 戦争 \700 
電撃 作戦 英雄 ナポレオン 全米 プロ フッ ト ボ ー ル 
ジュ ッ ト ラ ンド 沖 海戦 戦争 と 平和 大 リー グ ベ ー ス ポー ル 30004 NATO \500 


アン ツィ オ 上 陸 作 戦 
英 独 大 西洋 上 の 戦い 
シー ザー 皇帝 
サブマリン 
アレ キサ ンダ ー 大 王 


ヨー ロッ パ 要 塞 
真昼 の 決闘 

西部 戦線 異常 な し 
ナポレオン の 黄 主 
砂漠 の ロン メル 
アル ン へ ヘム 強 柚 
文明 の 貴 


帆船 の 戦い 
太平 洋 の 芋 者 
独 ソ 戦 激突 マジ ノ 線 


戦艦 ピス マル ク の 戦い 
更 上 最大 の 作戦 

バル ジ 大 作戦 (新版 ) 
パン ツァ ー プ リッツ 
ナチ ドイ ツ 空 軍 

第 2 次 世界 大 戦 の 外交 戦 
リヒ ト ホ ー フ ェ ン 
パシ ツテ デ ャ サー ダー 
第 三 誠 国 

バラ 戦争 

ディ プロ マシ ー 


トブ ルク 戦車 戦 

日 米 航 空母 艦 の 戦い 
マキ ャ ベリ 

ベン ハー 

日 本 武 持 の 戦い 
ギリ シア ロー マ 海 戦 
剣 闘士 の 戦い 

侯 と 魔法 の 国 
宇宙 の 戦士 

銀河 戦争 

銀河 革命 


全米 プロ バス ケッ ト ボ ー ル 


レガ ッ タ ヨッ トレ ー ス 
プロ ボク シン グ タ イト ル マ ッ チ 
オー トレ ー シ ン グ 
プロ ゴル フ 
スラ ッ プ ショ ッ ト 
スピ ー ド サー キッ ト 
ダー ビー ゲー ム 

イン ター ジン 

アフ リカ 探険 
孫子 の 兵法 

ムー ンス ター 

ゴー ルド 

ディ ー ラ ー の 賭け 
ビジ ネス ゲー ム 

アウ トド アサ バイ バル 
UFO 

ロビ ン フ ッ ド 


株 ) ホ ビー セ ノ N カタ ログ " 係 
アバ ロン ヒル ゲー ム ・ パ ー ツ 通信 販売 の お 知ら 
才 Se 

アバ ロン ヒル ゲー ム の パー ツ 通 信販 売 を 行 な 
っ て お り ま す 。 ご 希望 の 方 は 送料 ( | 種 | 点 に 
つき \200) を 加算 し て 、 現金 書 留 に て 下記 宛て 


2790 ソロ モン 王 の 指輪 お 申し 込み くだ さい 。 
Came Designers' Workshop 2800 死 の 迷宮 〒!51 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 5-26-5 

以下 の 日 本 語 解説 書 は 各 \500 で す 。 28I0 奇 翼 空 抵 部 隊 (株 ) ホ ビー ジャ パン "アバ ロン ヒル パー ツ 通 販 ” 係 
802 イン ペリ ウム 2830 鉄 の カー テン シナ リオ 100 
803 二 連 星 2850 バル ジ 大 作戦 “戦闘 指揮 官 " シ リー ズ " ク ロス オプ ブ プア イアン" 
807 ベル ター 2860 レニ ング ラー ド 攻 防戦 の シナ リオ IO0 個 (101 一 110) を 集め た も の で す 。 
8I4 赤軍 大 反攻 29I10 パッ トン 第 3 軍 英文 の み 。 1,800 円 
8I15 プ ブラッド ツリ ー 解 放 戦 争 3010 チト ー バ パル チ ザ ン の 戦い シナ リオ 200 
819. スエ ズ 73 3030 魔法 の 大 陸 “戦闘 指揮 官 " ン シ リーズ" 電撃 ドイ ツ 戦 車 隊 "の 
82| 惑星 間 戦 争 3050 アウ ステ ルリ ッ ツ の 戦い シナ リオ 1I0 個 (201 一 210) を 集め た も の で す 。 英 
以下 の 日 本 語 解説 書 は 各 \300 で す 。 3140 ゾン ピ 文 の み 。 1.800 円 
402 アル マ の 戦い 以下 の 日 本 語 解 説 書 は 各 \1,000 で す 。 シナ リオ 300 
403 アザ ンク ー ル の 戦い 0660 スタ ー フ ォ ー ス “戦闘 指揮 官 " シ リー ズ “G.I. 勝 利 へ の 礎 " の シ 
405 ギル フォ ー ド ・ コ ー ト ハウ ス の 戦い 1370 米 ソ 現代 機甲 戦 ナリ オ 10 個 (301 一 310) を 集め た も の で す 。 英文 
406 ロボ ジッ ツ の 戦い I650 米 ソ 激 突 フ ル ダ 峡 谷 の み 。 1,800 円 
407 |942 1980 大 西洋 の 壁 “戦闘 指揮 官 "シリ ー ズ マッ プ ボ ー ド 
408 ベ ダ ・ フ ォ ム 2070 モス クワ 侵攻 作戦 “戦闘 指揮 官 " シ リー ズ の 地図 盤 No 5 一 No15 で 
409 ダー ク ・ ネ ビュ ラ 2I150 アル デン ヌ の 戦い す 。 各 |,000 円 
4I0 |I940 2270 南極 未来 戦争 "パンツァー リー ダー"1940 ユ ニッ ト 
4I12 アス テロ イド 2390 ドイ ツ 南 方 軍 集 団 “パン ツァ ー リ ー ダ ー"|940 年 シナ リオ (本 誌 
4I13 |I94| 2680 クル スク 大 戦車 戦 No.5 、No15 掲 載 ) に 用 いま す | ,000 円 

2840 スタ ー リ ング ラー ド の 戦い “ 文 明 の 暑 " 追 加賀 易 カ ー ド 

2890 大 西洋 艦隊 貿易 品目 が 増え ます 。 49 枚 組み 。 1,600 円 

“バラ 戦争 " 迫 加 イベ ント カー ド 

3340 銀河 帝国 の 盛衰 48 枚 組み の 新 イ ベン トカ ー ド 。23 枚 の ブラ ン 
以下 の 日 本 語 解 説 書 は 各 \500 で す 。 以下 の 日 本 語 解説 書 は \1,500 で す 。 ク カ ー ド で イベ ント 自作 も 可能 で す 。 使い方 の 
20I0 騎士 の 戦い 1820 遠 す ぎ た 橋 英文 解説 が つい て いま す 。 1,600 円 
2330 怪獣 征服 以下 の 日 本 語 解 説 書 は 各 \2,000 で す 。 "ミッ ドウ ェ イ 海戦 " 玖 環 海 ヴ ァ リ アン トキ ッ ト 


2630 ナポレオン 戦術 2290 米 ソ 戦争 瑞 期 海 海 載 が 行なえ ます 。 1,800 円 
2640 スエ ズ を 渡れ 2310 NATO デ ィ ビ ジョ ン "戦艦 ピス マル ク の 戦い "ヴァ リア ント キッ ト 
2650 中 ソ 戦 争 2670 空戦 マッ ハ の 戦い グラ ー フ ・ シ ュ ペ ー の 戦い を 再現 。 |,800 円 
114 
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〈 ツ クダ 〉 ゼ ダン の 門 

“ ゼ ダ ン の 門 " に は ユニ ッ ト が 入っ て いる の に 、 デ 
ー タ カー ド が な い 機 種 が あり ます 。 こ れ は 、“ ゼ ダ 
ン の 門 " が エキ スパ ンション キッ ト で ある た めで す = 
そこ で 、 こ の 場 を 借り て 、 ど ん な 機種 が 含ま れ て い 
る か を 説明 し まし ょ う 。 
"ティターンズ" 

ガン ダム MkII、 百 式 、 リ ッ ク ・ デ ィ ア ス 、 ネ モ 、 
ジム II、 ハ イザ ッ ク 、 マ ラサ イ 、 ガ ル バ ル ディ 尺 メ 
ツウ サー ラ 。 
es エゥーゴ " 

ガン ダム MkII 、 百 式 、 リ ッ ク ・ デ ィ ア 
ジム II、 
シマ ー、 


ネモ 
ハイ ザッ ク 、 マ ラサ イ 、 ギ ャ プラ ン 、 ア ッ 
サギ Sc タ csee メ ガン ダム ザク タン 
ク 、 ガ ンタ ンク II、 ガ ン キ ャ ノン IT、 ジ ムキ ャ ノン 、 
ジム スナ イ パ ー カ スタ ム 、 マ リン ザク 、 グ フ 飛 行 試 
験 型 、 ト ・ ザ ク 、 ド ダイ 改 、 ベ ー ス ジャ パー、 
セイ バー フィ ッシュ 、 フラ エ シ ンダ デ 
ーー 

" ゼ ダ ン の 門 " 


実学 あく 


ジコ ッッ ドド 、 


メタ ス 、G デ ィ フ ェ ン サー、Mk- II・ 

ディ フラ フェンサー、 シ ャ クル ズ 、 ゲ ル グ グ (レプ リカ )、 
サイ コガ ンダ ム MkII、 バ パウ ンド ・ ド ッ ク 、 パ ラス ・ 

アテ ネ 、 ジ ・ オ 、 ボ リノ ー ク ・ サ マー ン 、 ハ ンプ ラ 
ビ 、 パ イア ラン 、 パ ー ザ ム 、 ガ プス レイ 、 ハ イザ ッ 

ク ・ カ スタ ム 、 偵 察 型 ザ が ク 、 ザ クキ ャ ノン 、 ゲ ター、 
キュ ベレ イ 、 ガ ザ GC 


SPI 
THE EAST IS RED 
NATO 

PANZER 344 

OCTOBER WAR 
CANADIAN CIVIL WAR 
第 二 次 欧州 大 戦 


WE HAVE THESE FINE GAMES 
PARATROOP 
KING ARTHER 
RESCUE FROM THE HIVE 
THE OTHER GAMEMAKERS 
| SUNDE RING GUNS ぎ \3.900 
| OPERATION BADORA \4.800 
| GELA BEACHHEAD \3.000 
| SILO14 \4.000 
| FANTASY PATHS \6.000 
| NEVER CALL RETREAT \5.100 
GRANT MOVES SOUTH \7.600 
TENNESEE \8.000 
OREGON TRAIL \5.200 
TEKUMEL SAURCE BOOK \10.000 
CHAMPION \6.000 
| WILD WEST Y4.4300 
| STARSHIP CAPTAIN \7.900 
AACHEN \7.600 
| GAZALA1942 \7.600 
ROYAL NAVY \6.,500 
ACE OF ACES \3.900 
STARFLEET BATTLES \8.000 
ESPIONAGE \5.200 


(も ちろ ん 、 変 形 す る モビ ルス ー ツ ・ モ ビル アー マー 
は 2 種類 の デー タカ ー ド が あり ます ) 

ネ e 
“エゥーゴ "に 含ま れ て いる デー タカ ー ド は 、 地 上 、 
お よび 空中 の デー タ で す が 、Z ガ ンダ ム や ギャ プラ 
ン の よう に 地球 と 宇宙 の 双方 に 登場 し た 機体 は 、 宇 
宙 バ パー ジョ ン の デー タ も 兼ね て いて 、“ ゼ ダン の 門 " 
に は この 機種 の デー タカ ー ド は 含ま れ て いま せん 。 
(あく まで も 、“ テ ィ タ ー ン ズ " や “エゥーゴ” の エ 
キス パン ショ ン な の で す )。 

この 結果 、“ テ ィ yy “ ゼ ダ ン の 門 " と の 
組み 合わ せ で は 、 デ ー タ カー ド の な い 機 種 が 出 て 来 


た の で す に エゥーゴ " 


〈 ツ クダ > レオ バル ト II 
デー タカ ー ド ① レ オバ ルト IL 
0 クコ で Dr 2 


NFL フ ッ ト ボ ー ル 
85 年 度 ルー ル 改 訂 


<AH?〉( 選 手 カ ー ド の 下 に O!985 と ある ゲー ム の み ) 
ラッ シン グ の 変更 

プ ブレ イク ・ ア ウェ イ 等 で ロン グ ・ ゲ イン が コー ル 
され た 時 、 従 来 の ロン グ ・ ゲ イン 表 は 使用 せ ず 、 各 
選手 カー ド 上 に 新しく 設け られ た LG 欄 を 使用 する 。 
な お 、 シ ョ ー ト ・ ゲ イン は SG 欄 を 、 普 通 の ラン は N 
欄 を 使用 する 。 こ の 変更 に より 、 ラ ッ シ ン グ の 結果 
に バ パ バラエティ を も た せる こと に な る 。 


世界 の ホビ ピー を お 手元 に 


東京 都 大 田 区 久 か 3-34-1 1 
〒146 谷 O3(751)7327 


郵便 振替 口座 東京 3-74248 


に 入っ て いる の で す )。 


パス ・ レ シー プ 

クィ イッ ク も し く は ショ ー ト ・ パ ス の 結果 が Lg で あ 
合 、 再び FAC を 引き 、L 欄 を 使用 し て 結果 を 出 
す 。 し L 欄 が な か っ た り 、 結 果 が “inc" と な っ て いた 
場合 は 常に パス 不 成 功 と な る 。 な お 、 こ の 変更 され 
た ルー ル は 、 前 ・ 後 半 の 終了 前 2 分間 は 適用 され ず 、 
終了 前 2 分 間 で は 従来 の ルー ル が 使用 され る 。 こ の 
改訂 は た ま に 使 用 され た 選手 が 実力 以上 の ヤー ド を 
稼ぐ こと が な いよ うに つく られ た 。 
シュ ア ・ ハ ン デ ッ ド (SH) 

SH (シュ ア ・ ハ ン デ ッ ド ) に 関す る ルー ル は ゲー 
ム か ら 抹 消さ れ た 。 こ れ は ファ ンプ ブル に 関す る 個人 
デー タ が 報道 時 に 発表 され な く な っ た た めで ある 。 
よっ て 、 フ ァ ン プル に 関す る ルー ル は SH に 関す る 部 
分 だ け を 除い て 適用 され る 。 


と 凌 表 の ペー ジ 
ラッ シン グ に お ける ショ ー ト ・ ゲ イン 
ラッ シン グ の 結果 が ショ ー ト ・ ゲ イン と な っ た 時 
は SG の 欄 を 使用 する 。 こ の 時 の 結果 は オフ ェ ン ス 選 
手 の 「 プ ロッ キン グ 値 」、 デ ィ フ ェ ン ス 選 手 の 「 タ ッ 
クル 値 」 に よる 修正 を 受け る 可能 性 が ある 。 ロ ング 
ゲイ ン の 時 、 修 正 を 受け る こと は な い 。 


ダ タクテクス 31 号 

パン ドラ 号 の 航海 

(5.5〕 最終 行 の 「 5 」 を 「4 」 に 変更 。 

(5.8〕 7 行 目 冒頭 の 「 強 い 」 を 「 織 い 」 に 変更 。 


ゥ た 


NOW ! 

ST MAGAZINE WITH GAME 
NG6 ぅ 3 VERACRUZ \3.200 
Ne9 TANNENBERG \6.000 
N8 ぅ KAISE'S BATTLE \4.400 
N85 FIGHTING SAIL ぎ \5.200 
N86 CEDAR_ MOUNTAIN \3.600 
N95 SOLDIERS OF QUEEN \4.800 
N96 SINGAPORE \3.200 
N99 THUNDER AT WAR \3.600 
100_ SUPERPOWERS AT WAR \3.000 

ARES MAGAZINE WITH GAME 
N4 ARENA OF DEATH \3.800 
No PANDORA \3.800 
N7 RESCUE FROM HIVE \3.800 
N8 RAGNAROK ぎ \3.800 
WAR GAMER MAGAZINE WITH GAME 

18 BIRTH OF A NATION \ ぎ 2.500 
27 PEATER THE GREAT \2.500 
34 KIBER RIFLES \3.600 
36 UNCONDITIONAL 

SURRENDER \3.000 
38 HELL HATH FURY \3.000 


「GENERAL」STOCK NUMBER 
12-2.14-2 一 6 15-1 一 6、16-1 一 6 
17-1.17- ぅ 一 6.18-1 一 6.19-1 一 4 


19-6、 20-1 一 6. 21-1 一 3 


MODEL ACE GAME NEWS NO1 他 各種 
リス ト 切 手 500 円 分 に て お 送り し ます 。 
D&D 用 メタ ルフ ィ ギ ュ ア 入 何 


STR _ NORTH AFR1CA \7.800 


〈 シ ミュ レー ショ ン 発 送 基 地 ) 内 田 模型 …… 前 号 広告 の BPI ゲー ム は どう な っ た の 


| っ DORGEONS 
CDRAGONy 


テー 自 本 捕 項 一 ーー 
遂に 出 ま し た / 

で っ と ー ee っ っ 

〉 エキ スパ ペー トル ー ル セッ ト Y4800 
05525085058 K 
バー シッ クル ー ル セッ - ト \4800 
B-2 モジ ュー ル 「 国 境 の 城塞 」 \2200 
B-3 モジ ュー ル 「 ア リク の 瞳 」 \2200 


B-4 モジ ュー ル 「 失 な われ た 都市 」\2200 
M-| モジ ュー ル 「 プ リザ ー ド バス 」\2800 


%z: ド モジュール 
? 


「 マ スタ ー・ キ ャ ラク ター 用 ルー ル 」 


| メタ ルコ ー ナ ー 


se ご (光一 詩 「 ュ ご は ご は Ye ホテ ーー ュー ント 


BDD|I プレ イヤ ー キ ャ ラク ター 
スタ ー タ ー セ ッ ト (9 コ )\3800 
BDD2 モン スタ ー セ ッ ト (!I2 コ ) \3800 
ADD1| マジ ッ ク ユ ー ザ ー( 3 コ ) 
2 ファ イタ ー( 3 コ ) 
3 クレ リッ ク ( 3 コ ) 
シーク やす コ ) 
5 イリ ュー ジョ ニス ト ( 3 コ ) 
6 パラ ディ ン ・ シ ョ ー ト スウ ォ ー ド 
(3 コ ) 
7 レン ジャ ー・ ス ウォ ー ド ボー (3 
コ ) 
8 アサ シン ・- ス ター ド ・ タ ガー (3 
コ ) 
9 ドル イド ・ シ ッ ク ル (3 コ ) 
日 マジ ッ ク ユ ー ザ ー・ フ ェ メ ー ル ( 3 
1 
21 BARBARIAN ( 2 コ ) 入荷 近 し 
5| ゴ ボ ル ド (4 コ ) 
52 ゴブ プ リン. (4 コ ) 
54 ホブ プ ゴ プリ ン (3 コ ) 
57 0GRE (| コ ) 入荷 近 し 
60 メー カー (3 コ ) 
62 シャ ンプ リン グ ・ シ ュ リ ー カ ー( | 
コ ) 


65 DUERGAR ( 3 コ ) 


68 ドロ ウ ダ ー ク エル フ (3 コ ) 

72 キャ リオ ンク ロー ラー (| コ ) 

75 ゴル ゴン (1 コ ) 

76 スタ ー ジ (1 コ ) 

77 アン バー ハル ク (1 コ ) 

80 プリ ンク ドッ ク (4 コ ) 

8| オウ ル ベ ア ー (1 コ ) 

84 ビ ホ ル ダ ー (1 コ ) 

86 ミノ タウ ルス (1 コ ) 

9 アン デット (3 コ ) 

94 アン デット II (3 コ ) 
以上 各 YiI300 


級 皮 袋 入 ダ イス セッ ト 
( \」200) ( \|500) ( \2000) 


へ リボ ー ン タフ ティ クス (アド テク ノ ス ) 
モン スマ ター タン フク ( ア ド テ フク フ ノ ス ) 各 \2500 


勇気 が いる な ー え い 富 言 し て も お だ ろ / 
ゲー ム 専 門 店 を 出 そ う と 思い ます 。 が 、 ゲ 
ー ム は 何 干 個 と あり ます が 、 金 が お ま へ ん ね 
ん 。 今月 は 、 皆 々 さん 買う と くん な は れ 。 


2000 個 は 売ら ん と 出 け ま へ ん 。600 一 1000 種 類 | 
の ゲー ム を 集め 、 ゲ ー ム テー ブル 12 本 と 36 人 
2 学友 者 きだ いで 儲 。 主 いて も お な ら 
勝ち や / 


② 早 よう パッ ク を 破っ て お くん な は れ 


SPORTS & ADVENTURE SEHSES < デー 


レッ ドサ ンプ ラッ フク エル リッ フ 


ロス (アド テク フ ノ ス ) (日 本 語 版 ) 


\6800 


エル リッ ク 


「 エ ルリ 


ッ ク は 原作 を 読ん を で な いか ら な 
あ 」 と 思っ て いら っ し ゃ る あな た | 実は 
そん な こと は 全く 関係 が 無い の で す 
ニー ニ メ ゲ ー ム と は ちがっ て 原作 を 知ら な く 
て も 十分 楽し め る ゲー ム で すし 、 戦 略 も 
原作 と は 無関係 と 言っ て いい で し ょ うぅ 
勿論 、 歴 史 を 知っ て いれ ば ヒス トリ カル 
ゲー ム が お も し ろ い の と 同じ て 原作 を 
むと ユニ ッ ト や 国 、 魔 法 な ど に 興味 が わ 
く で し ょ う が 、 ゲ ー ム の お も し ろ さ その 
も の に は 関係 が 無い の で す 。 日 本 史 が ど 
わい きら いで も 戦国 大 名 が 楽し く プ レイ 
で きる の と 同じ で す 。 さ て 、 そ れ で は 特 
が そん な に お も し ろ い か と 言い ます と 、 
まず ルー ル が 往 単 で し か も スケ ー ル が 大 
き な 戦 略 級 で ある こと 、 多 彩 な 魔法 が つ 
か える こと (ファ ンタ ジー で すか ら 当 た 
り 前 と 言え ば それ まで で す が 、 魔 法 の 種 
類 は 本 当 に 多い と 思い ます )、 さ ら に ヒロ 
イッ ク フ ァ ンタ ジー に は よく ある こと で 
す が 主 人 公 で ある エル リッ ク が 暴力 的 に 
は 強く な いこ と な ど が 、 上 げ ら れる で し 
ょ う (本 当 は すご く 強 い の で す が 、 
リッ ク と いっ し ょ に 戦う の に は リス ク を 
と も な う の で す )。 さらに 、 勝 つた め に 
エル リッ ク が 絶対 に 必要 か と いう と 実は 
エル リッ ク が いな く て も 勝利 条件 は 満た 
せる の で す 。 さ あ 、 あ な た も この 魔法 の 
世界 を 制覇 し て 見 ませ ん か 。( 私 は エル リ 

ク に つい て な ん の 知識 も 持た な いま ま 、 
この ゲー ム に の め り 込 み 、 結 局 「 エ ルリ 
ッ ク サ ー ガ 」 全 6 巻 を 買い こん て 明け て 
も 暮れ て も 読み 恥 る と いう 生活 を 今 お く 
っ て いま す 。 あ な た も スト ー ム プ ブリン ガ 
ー や モー ンプ ブレ イド の と りこ に な ら な い 
よう に 、 ご 用 心 ! (会 員 No.| ) 


すこ 


エル 


アッ プ フ ロ ント \6800 
バン ザイ 


\4000 \3800 


アッ プ フロ ント _ 姜 
シャ ー マ ン 潜 車 よ こっ ち に こない て! 請 
(会 員 Ne 2 ) 
アッ プ フロ ント | 
従来 の も の と の 真 の 意味 で の 相違 、 ゲ ー 
ム デ ザイ ン に お ける 新 分 野 と し て も 、 こ 
の アッ プ フ ロ ント 程 、 プ レイ し や すく 、 
極め て リア ル な シミ ュ レ ーション に 成功 
し た ゲー ム は 珍し い 。 こ れ ま で の ウォ ーー 
ゲー ム に あっ た へ ヘ ク ス や チャ ー ト は な ぐ 《 
な り 、 カ ー ド が すべ て の 代わ り を 果 た じ 
て くれ る の で ある 。 主 に ゲー ム の 内 容 ば ぼ 
第 二 次 世界 大 戦 の 兵士 一 人 単位 の 歩 戦 半 
闘 を 扱っ て お り 、 プ レイ タイ ム に 平均 議 
時 間 ま で 、 シ ナリ オ は I2、 プ レイ ヤー ば 
分 隊長 と し て 、 ア メリ カ 軍 、 ド イッ 軍 、 
ソビエト 軍 の どれ か を 率い て 敵 軍 に 対処 帳 
する の で ある 。 シ リー ズ 化 され た 戦闘 指 
揮 官 と 同じ く 、 当 時 戦場 で つか われ た 装 開 
甲 車両 、 地 雷 、 火 交 放 射 器 、 各 種 対戦 車 


9 


兵器 、 鉄 条 綱 、 


迫撃 砲 、 狙 軟 兵 、 等 パラ 


エ テ ィ に と ん だ 兵器 を ゲー ム に 登場 させ 


| 


アン ブッ シュ ユ \5800 
ムー ブ ア ウ ト \3500 


くれ る 。 先 に 述べ た よう に 、 こ の アッ プ 
フロ ント は リア ル に で き て いる を 
1 つと っ て みて も 、 そ の タタ 、 貢 
の 射程 、 及 び 、 射 撃 力 、 前 進 に あたっ で 
の 防御 方 法 、 等 、 考 える こと は 数 多い の 
で ある 。 従来 の ゲー ム で 、 安 易 に 部 隊 が 
進め る の は お か し いと 常々 思っ て お ら 覆 
る 方 も 十分 納得 され る と 思う 。 勝利 は 時 
の 運 、 あ と は あな た の 作戦 次 第 だ 。 数 剖 
頼り の ソビエト 軍 、 少 数 精鋭 の ドイ ツ 軍 
あり あま る 支援 火器 に 守ら れ た アメ リカ 
軍 を あな た も 指揮 し て みよ う 


る こと が で き 、 プ レイ ヤー を 満足 させ て 間 
6 


前 廷 


し ーー 


戦国 大 名 (エポック フ ) 
\3800 彰 


ンー 0 | 
ee = テーー 
ダン ジョ ンズ レッ ド シ ョ ル ダ ー  。 サイン オブ z ooo リー ズ ト ワウ ロー に 8616 球団 ペナ ント トワ イラ イト z000 ント ラベ ラー シリ ー ズ 
ドラ ゴン シリ ー ズ (ツク ダ ) \3800 ゼ ダ ン の 門 \2400 エキ スバ ンション レー ス \3800 (英語 版 ) \6800 ゴー ルド フィ ン ガー 各種 \3500 
\4000 \3800 
@ シャーロック ホー @ フ ァ ル コン (| @ ダン ジョ ンズ & ドラ ゴ @ シ ミュ レー ター @ ジェ ネ ラ ル @ ウォー ゲー マー 
10 の 怪 事件 ”"\1!900 が -@ ン kOSC WORKkDS 3-⑲ \400(〒I00) かこ 1 6 4⑲- 
(〒300) ヶ ① パ ックス 砦 の 囚人 リニュ ー ア ル ①ー④ ⑲-3-6 各 \3300(〒200) | 
(ミス テリ ー 小 説 と ロー ヶ ② の ゴー スト タワ ー の 魂 各 \800(〒200) 9 一 1 一 4 | 各 \980 | ※ 以 上 ゲー ム ブ ッ ク | 
ルプ レイ ング ゲー ム が 同 各 \580(〒120) の 石 各 \680( 二 |20) 8 冊 セ ッ ト \5400( 送 料 サ ービス ) @ 黒 騎士 物語 ” \600 一 !・2 | (〒200) 及び 雑誌 類 は ゲー ム と 
時 に 楽し め る /) % スカ イフ ォ ー ル シリ ー ざ ク オー ラス 城 か ら の ① 共 土 ヒル トロ ー ル (〒200) @⑳-!-6 同時 に 買う 時 は 
@ グリ ン ノ ア の 決断 ズ 脱出 ② ガ イコ ツ 男 ⑥ ゆ うれ い 男 @ パンツ ァ ー・ フ ォ ー 9 一 | 送料 無料 と な り ま す 
パレ オロ ガス 漂流 ① 魔 人 の 沼 各 \480(〒|20) ③ 小 人 の 本 十 ⑦ と か げ 男 \650(〒200) 
各 \480 \480(〒|20) @ ナ ムコ 、 パ ッ ク ラ ンド ④ ジ ャ イア ント ゴブ リン  ⑧ ユ ニュ コー ン 


(〒!20) 


\3600(〒 サ ービス ) 


凛 紀 F フ ァ ン タ ジ ー ゲ ー ム の 世界 ( 青 心 社 ) 半 1B00 (〒300) ロ ー ル プレ イン グ 入 門 ( 惣 企画 ) 学 1B0U (〒300) 


まい ど 
内 田 で す 


玉 国 送料 サー ビス に て お 届け し ます | | 


サー ビス 価格 コー ナー は 


復 封筒 に て (返信 用 詩 筒 に 切手 を 貼り 住所 ・ 氏 


名 秋 お 書き の 上 ) マ クティ クス 9 リス ト 係 まで 。 


( A H (英語 版 ) ) 


( ウ ク ダ 


う 


( ホビ ー ジ ャ パン 


ッ 


(GW 晶 本 馬 解 説 書付 ) 


1776 \5800 
ダウ ン 、 ウ ィ ズ 、 キ ング \4800 
』 ン キス タ ド ー ル \5800 
ナポレオン アッ トペ ベイ \6800 
アル ラン \5800 
胃 : 17 \5800 
パレ ザイ \3800 
ツァ ー ク サー グ \5800 
パン ツァ ー グ ルッ ペグ ー デ リア ン  \5800 
幡 ト ラー ズ ウ ォ ー \5800 
フュ ー リ ー イ ン ザ ウエ スト \5800 
スパ イス ハー ベス ト \3600 
ザ ・ デ ュ エ ル \5000 
ウィ ザー ズ \7500 
あぁ ス テッ グ ウ ッ ド \5800 
ドラ ゴン パス \5800 
ステ ラー コン ク ェ ス ト \8600 
アル ファ オメ ガ \5800 
ハン ドレ ッ ト デ イズ パト ルズ \2800 
リト ル ラ ウン ド ト ッ プ \2800 
ネイ パル ウォ ー \2800 
バト ルフ ォ ー イ タリ ー \2800 
アク リヴ ウイ 宝 テ \5800 
レイ ル パ バロン \5800 
クラ スト ラグ ル \5800 
スル ー ス \2800 
プラ ックス バイ \2800 
f ン ベン ショ ンズ \2800 
NFL プ ロフ ッ ト ボ ポール \8000 
サイ キン ダグ \7300 
デビ ルス デン \8000 
パワ ー ズ & ペ リル ス \7800 
プ ブック オプ テ ー ブ ルズ \4800 
タワ ー オ プ デ ッ ト \3200 
ベリ ラス ラン ド \7500 
ルー ンク エス ト DX \15000 
E ン スタ ー コ ロシア ム \5800 
ュー マン アア ド ベ ンチ ee 
サプリ メン ト 
ノン ヒュ ー マ ン アド ベン 先 叩 一 
サプリ メン ト  \3500 


( VO (英語 版 ) ) 


ベト ナム 

1809 
パン ツァ ー コ マン シンド 
パッ クス プリ タニ カ 


\3500 


ボトム ズ 
SPT レ イズ ナー 
ガリ アン パン ツァ ー プ レイ ド 
幸村 外伝 
アリ オン 
ロー ズ ト ゥ ロー ド 
の 4 エキ スパ ンション 
スタ ー ク エス ト エ イリ アン リス ト 
ポト ムズ レッ ド シ ョ ル ダ ー 
Z ガ ンダ ムー ニ サ イン オプ Z 
ん エキ スパ ンション 
/ ョ 。 テ エ ウー ゴ 
グ ニニ ティターンズ 
4 = テグ リー シノ ア 
ガン ダム = ニ ジ ャ プ ブロー 戦役 
し 4 ア ・ パ オア ・ ク ー 
/ ソロ モン 攻略 戦 
/ ニラ スト ファ イト 
RPG ク ラッ シャ ー ジ ョ ー 
74 / シナ リオ 集 
スタ ー ウ ォ ー ズ 帝国 の 逆 組 
マク ロス ニテ シテ ィ フ ァ イ ト 
/ 亡 人 9 光 ーー 
シル クロ ー 


モス ピー ダー ニニ ジェ ネス クラ イマ ー 


ダン バイ ン ウ イン グ キ ャ リバ パー 
ん パイ スト ン ウ ェ ル 
ル テグ ラン アタ ッ ク 

うる 星 や つら 王 買い 喰い 
74 恋 は 移り 気 

エル ガイ ム ニ テマ ー ク II 

拡張 キッ ト 
ーー ス ヴェ ー ト 

グイ ン サ ー ガ 

グイ ルン ルポ 

ウォ テー カー ギャ リア 

メガ ゾー ン 23 

戦艦 大 和 

タイ ガー ェ 

航空 母艦 

ソイ ジン サー 

パッ トン 

レオ パル ド II 

葉 王 海 海戦 

南 太平 洋 海戦 

通商 破壊 戦 

地中海 の 戦い 


\2000 
\4000 
\2000 
\3800 
\4500 
\4800 
\4000 
\4200 
\3800 
\4000 
\2400 
\4000 
\4000 
\2000 
\4000 
\4000 
\4000 
\4000 
\3000 
\2000 
\4000 
\3500 
\3800 
\4800 
\3500 
\3500 
\3800 
\2000 
\3500 
\4000 
\3800 
\|800 
\2000 
\4000 
\4000 
\3500 
\3800 
\4000 
\4000 
\4800 
Y 4000 
\4500 
\6800 
\3800 
\4000 
\3500 
\4000 


(TSH/SPI ) 


(バン ダイ 


き 


アグ リム 、 オ プ 、 バ イオ ネッ ト \|2000 
プル ー& グレ イ \6000 
ウェ リン トン ズ ビ クト リー. \12000 
パト ルオ ー パ バー プリ テン \9800 
トワ イラ イト 必 ま ー \7200 
ワー ルド ウォ ーII \12000 
スパ イ \7200 
ジュ リア スシ ー ザ ー \8000 
ナポレオン ズラ スト バト ルズ \9000 


GDW (英語 版 ) 


アハ ウス ディ バイ ディ ッ ト \4600 
プル ー マ ッ クス \6800 
ザ ・ ブ プ ブラザー フッ ト \4600 
ザ ・ ノ ルマン ディ キャ ン ペ ー ン \6800 
エイ ス ア ーー ミー \4600 
トワ イラ イト 2000 \6800 
オオ ペレ ーション マー ケッ ト ガ ー デ ン \4600 


風 林 火 山 ・ 線 田 信長 
徳川 家康 
新撰 組 ・ 日 本 防衛 戦 
第 二 次 世界 大 戦 
戦略 戦術 ・ 最 前 線 


④HJ デ ザイ ナー ズ キ ッ ト 
ツク ダ ニュ ー ア ド バ パン ス 
/ SGBOX 
ユニ ッ ト ス タン ド 各色 
USA タ ンク ・ ロ シア ・ ド イツ 


各 \4800 


各 \2800 
各 \3800 


\2400 
Y3000 
\1500 
\500 
各 Y300 


IJNIIL フ リー トバ トル ズ 

マー ケッ ト ガ ー デ ン 作 戦 
空戦 マッ ハ の 戦い 

スー パー トム キャ ッ ト 
プ ブルー マッ クス 

ペー ジッ ク 3 

日 本 の 進撃 

SF 3D- 』 

SF 3D- II 

猛将 パッ トン 

オペ レー ショ ング レネ ー ド 
シシ リー 上 際 

チュ ニ ジ ア 大 突破 

第 二 次 欧州 大 戦 

アン メタ 

65 ペナ ント ドー ター カー ド 
85' 12 球 団 ベ ナン トレ ー ス 
86′ ベナン ト デ ー タ ー カ ー ド 
86' 12 球 団 ペ ナン トレ ー ス 


\4300 
\3800 
\7600 
\3800 
\4000 
\4000 
\6800 
\4800 
\4300 
\3600 
\3600 
\3800 
\4000 
\20000 
\3800 
\2800 
\3800 
\2800 
\3800 


(アド テク ノ ス 


) 


北海 道 共和 国 
幻 の 八 八 能 隊 
りー ント ウッ ヨー ロッ パ 
日 米 経済 摩擦 
ナポレオン 帝国 の 崩壊 
アレ キサ ンダ ー ・ ト ライ アン フ 
ナポレオン モス クワ へ ヘ へ 
ノル マン ディ 上 際 作 戦 
ドイ ツ 装 甲 師団 長 
レッ ドサ ンプ ブラ ッ ク ク ロス 
ラヴ ェ ン ナ の 戦い 
戦国 合戦 絵巻 
ウィ ンド サー フィ ン 
バシ ング ダラ イダ が = 
へ ヘリ ボー ンタ クティ クス 
ぞ モン スタ エタ シタ 
アル デン ヌ の 双 
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パト ルオ ププ ブリ テン 
シン シミュレー ショ シ ジン 門 一 
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英国 本 土 決戦 
フラ ンス 崩壊 
バル バ ロ ッ サ 作戦 
北ア フリ カ 中 東 戦域 
現代 機甲 戦 
プ ブーツ & サド ルス 
イン ペリ ウム 
サー ド ワ ー ル ドウ ォ ー 
アス テロ イド 

く で ドラ < 移 主 
トラ ベラ ー ズ ター ト セ ッ ト 
研究 基地 ガン マ 
メイ デイ 
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剣 と 魔法 の 国 

独 ソ 戦 
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第 二 次 世界 大 戦 の 外交 戦 
バラ 戦争 
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電撃 ドイ ツ 戦 車 隊 
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魔法 の 島 の 開い 
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戦争 と 平和 
真昼 の 決 聞 
ナポレオン の 費 皆 
トブ ルク 戦車 戦 

日 米 航 空母 能 の 戦い 
マキ ャ ベリ 

ベン ハー 

日 本 武将 の 戦い 
ギリ シャ ロー マ 海 戦 
全開 士 の 戦い 
ロビ ピン フッ ド 

ドラ ゴン ハン ト 
タイ タン の 控 

スラ ッ プ ショ ッ ト 
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スタ ー ク ェ ス ト 
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パイ ファム = ニラ ウン ド バ ー ニ アン 
スパ イダ ー マ ン 
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/ > 砂漠 の 狐 
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ん ぅ > 関 ヶ 原 
が 》 ゆ スタ ダー リン グラ ー ド 
> 直人 ロッ ク 
〈GDW〉 自 ロシア 大 作戦 
<《VG>NATO 
〈 > 大 戦略 南北 戦争 
く > 地獄 の ハイ ウエ ー 
< ナム コ > ド ルアー ガ の 塔 
<SPl> チ トー( 解 説 書付 ) 
< パン ダイ > スペ ー ス コプラ 
二 再 三 高地 独占 企業 
株 式 入門 経営 参 媒 
メシ アプ ログ ラム 宝島 
元 様 妃 者 伝 源氏 物語 
ドク ター ミク ロ 
〈 ア ド テ クノ ス 〉> ハ ング ライ ダー 
ウィ ンド サー ラフィ ン 
ラベ ン ナ の 聞い 
<〈AH> デ ュー ン 
米国 南北 戦争 
タク テク ス I 
D-Day 
ワー テル ロー 
スタ ー リ ング ラー ド 
ドイ ツア フリ カ 軍 団 
ミッ ドウ ェ ー 海 温 
電撃 作戦 
英 独 大 西洋 上 の 戦い 
アレ キサ ンダ ーー 大王 
太平 洋 の 肛 者 
バル ジ 大 作戦 
パン ツァ ー プ リッ ツ 
ナチ ・ ド イツ 空軍 
リヒ ト ホ ー フ ェ ン 
パン ツァ ー リ ー ダ ー 
クレ タ 島 降下 作戦 
ヨー ロッ パ 要 窒 
銀河 戦争 
< タカ ラ > ス タン レー 
カル ナッ ク 


京阪 天 駅 お 番 の り ば の る ③ 系 統 


合 セ ンタ ー 


- 前 下車 バス 停 前 


ンマ チ ホ ビー 


el 内 次 在 交 府 下 ご 汰 本 S(TS 員 8 宮 部 南 項 / 司 QOOOー 永 旭 況 責 の ・ 〇 の oO 氷 両 い ・ 〇 〇 ヽ ) 氷 責 旭 姿 岩 卸 買 藻 ※ 


つい に 出 ま し た “ロー で 帝国 の 減 亡 ”"。 ヒ スト 
リカ ル ・ ノ ー ト も 付い て (少し 残り まし た が ) 

ずい ぶん プレ イ し や すく な っ て いま す 。 も し 仲 
間 が いる な ら 、 多 人 数 ゲー ム に 改造 し て みた り 
する の も 面白 いで し ょ う 。 み な さん の 自作 ルー 
ル を お 待ち し て いま す 。 (J) 
アス キー 様 よ り “ROGUE" を いた だ きま し た 。 
わが 編集 部 で も 私 を 含め G、K、T? の 各氏 が 迷 
定 の 探険 に は げん で いま す が 、( 当 然 の こと な が 
ら ) 目的 を 達成 し た 人 は まだ いま せん 。 (O) 
つ 、 つ い に 来 て し まい まし た 。 私 の 大 好き な 
季節 、 夏 が 来 て し まっ た の で す 。 私 は 夏 が 大 好 
き な の で 、 夏 に な る と 来る 日 も 来る 日 も 部 屋 に 
閉じ こも っ て 「 暑 いよ 一 、 暑 いよ ー」 と いい な が 


繰り ひろ げ ら れる 。 
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B4 王 (V ( づ ) "1" 


@ 走 れ ナ ポレ オン 、 目 標 は ウィ ー ン 。 ケ ヴィ ン ・ ザ ッ カ ー の 人 
好評 連載 中 の グイ ン ワ ー ル ド 、 ト ラベ ラー、 
イン グ 記 事 、 あ ら ゆ る ジャ ン ル の シミ ュ レ ーション ゲー ム 情 報 も 満載 / 
今日 の 任務 は 簡単 だ 。 非 武装 の 偵察 機 を 叩き 落と せ ば それ で 終わ りさ 。…… 
だ が ミグ の パイ ロッ ト が 目 に し た の は 偵察 機 の 友 を か ぶっ た 狼 、 ど 機 の フ 
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ら 、 せ ん 風 機 を 最大 火力 に し て ブン 回 し 、 夜 を 夜 
な 出没 する ゴキ ちゃ ん と 化学 兵器 を 駆使 し た 白 
兵 戦 を ぐり 広げ て いま す 。 や っ ぱり こん な ステ 
キ な 季節 に は 会 社 で クー ラー に あたる の が 一 番 
で すね 。 え 、6 月 は まだ 夏 と いえ る 程 の も ん じ 
や ゃ な いっ て 7? いえ いえ 、 私 に と っ て は 4 月 一 
10 月 は 夏 、11 月 一 1 月 が 秋 、 2 月 一 3 月 が 春 な 
の で す 。 あ 一 、 早 く 大 好き な 夏 が 終わ ら な いか 
な あ 。 ( 冬 の 間 め だ っ た G) 
神戸 の 皆さん お 元気 で すか ? 5 月 11 日 の 神 
戸 TAC-CON 以 来 で すね 。 さ て 、 当 日 に も お 伝 
え し まし た よう に 、 編 集 部 で は 皆さん の 更 な る 
お 便り を お 待ち し て お り ま す 。 神戸 の 皆さん も 
あの カッ ター レー ス の 迫力 に も 負け ぬ TAC-CON 
の 熱意 で も っ て 、 他 地区 に 負け ぬ 新 鮮 な リプ レ 
イ 報 告 を / (ちな み に 当 日 お 会 いし まし た S さ 
ん 、 貴 女 が リプ レイ を 書け ば 栄え ある 女性 ライ 
ター 第 1 号 で す ヨ ) (K?) 
ぁ 今 年 も 5 月 29 日 か ら 4 日 間 、 東 京 ・ 晴 見 の 国 
際 見 本 市 会 場 で 「86' 東 京 お も ちゃ ショ ー」 が 開か 
れ ま す 。 も ちろ ん ホビ ー ジ ャ パン も プ ブース を 構 
えて いま す の で 、 暇 な 方 は 見 に 来 て くだ さい (一 


大 好評 “モダン バ トル ズ "第 2 弾 は や くき 登 
場 / 第 4 次 中 東 戦 争 北部 戦線 「 ゴ ラン 高原 の 戦い クル ス 
ク 戦 に 次 ぐ 今 世紀 最大 級 の 大 戦車 戦 が 、 不 毛 の 荒野 に いま 


7 月 号 


ァ ン トム 戦闘 機 だ っ た の だ 。 


次 号 (Bs) は 月 1 日 発 吉 ! 


海戦 の 大 特集 。 ま っ 青 な ゲー ム マ ッ プ に 向っ て 深呼吸 / 


気 シリ ー ズ ゲーム 
クト ウゥ ルフ な ご ど ロ ー ル プレ 


般 公開 は 31 日 と 1 日 )。 お も ちゃ と 言っ て も いろ 
いろ ある わけ で 、 そ の いろ いろ が 一 堂 に 会 する 
の で す が 、H 」 は や っ ぱり 異端 の 存在 で すね 。 
知ら な い 人 が 胡散臭 げ な 目 つ き で ゲー ム の 箱 を 
裏返し た りす る 姿 が 見 られ ます 。 

(K。『 バ ラ エ ティ 」 休 刊 。 悲 し い ) 
よく 読者 アン ケー ト に ゲー ム の リク エス ト を 
し て くれ る 人 が いま す 。 ま た 「 地 中 海 」 と か 「 ラ 
スト 」 と か 「 ア 〇 〇 〇 トト 」 な ど と いっ た 言葉 も ち 
ら は ほら 見 えま す が 、 こ れ は ゲー ム 開 発 室 が 怠け 
て いる わけ で は あり ませ ん 。 単に 優先 順位 の 間 
題 で 、 順 位 は 消費 者 の みな さん が 決め る も の で 
すか ら 短 まん で くだ さい ……… る 
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海戦 ゲー ムー 同一 


超 ワ イド リプ レイ は 皆さん お 待ち か ね の “空戦 マッ 八 の 戦い 1 一 - ス ー パ ー 
トム キャ ッ ト " よ り シ ナリ オ 53.3「 キ ツネ わな 」 で す 。 お 楽し み に 。 


剛 介 の 宇宙 空間 に 萌 は 伺 を 見 た の か ? 


ーー そう 。 そ の 見 た も の を 八 ガ キ に 描い て “ ト 


フ ベ フー" イ メージ ・ イ ラス ト 係 へ 送 ろ う / 
次 号 の 締切 り は 月 0 日 。 掲載 分 に は 記念 品 
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シ ジ シティー ファイ ト は 、 ⑤PI の ボー ド ゲ ー ム の 中 で も 
数 少な い 市 街 戦 を 題材 た し た も の で す 。 

設定 は 基本 的 に は 架 起 戦 で す が 、 特 に つの シナ リ 
オ を 用 意 し 、 第 二 次 世 界 大 戦 の 市 街 地 に お ける 歩兵 
戦 を シミ ュ レ ー ト し まし た 。 充分 に 練り 上 げ ら れ た 
コン ピュ ー タ ー 側 思考 ロジ ッ ク は 、 史 実に 基づく さ 
ま ざ ま な 作戦 と 同等 か 、 も し く は それ 以上 の 展開 を 
見 せ て くれ る こと で し ょ う 。 さら に 、 コ ンピュータ 
ー の 特性 を 活か し 、 自 分 で マッ プ を 作成 する こと も 
で きま す 。 も ち 論 、 あ な た が 作成 し た マッ プ に 対し 
て も コン ピュ ー タ ー は あら ゆる 作戦 を 展開 し 、 充 分 
な 手応え を 与え て こく れ ま す 。 


『 


第 二 次 世界 大 戦 未 期 、 ド イツ 軍 を 月 壊さ せる た め 、 
連合 軍 は ライ ン 川 西岸 で 大 包囲 作戦 を 開始 し た の だ 
うだ ら 

この ゲー ム は 、 SGPI の ボー ド ゲ ー ム 西部 戦線 シリ ー 
ス 第 二 弾 「 オ ペレ ーション グレ ネー ド 」 を パソ コン 
用 に ゲー ム 化 し た も の で す 。 

高速 ルー チン の 使用 に より コン ピュ ー タ ー 側 の 思考 
時 間 を 短縮 し 相手 待ち 時 間 の イラ イラ を 解消 し て い 
ます 。( コ ンピュータ ー 側 ター ン 思 考 時 間 1 分 以内 で 
す ) 第 二 次 大 戦 も の と し て は 日 本 初 の 本 格 的 コン ピ 
ュー ター シミ ュ レ ーション ゲー ム 。 
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